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、 本卷は 近代 諸家 集 (一 ) として、 水戶 光^の 常 山 詠草、 下 河邊長 流の 自選 晚花 第、 園 珠庵契 沖 

の 自選 漫吟 集、 戶 田茂睡 歌集、 荷 田 春 満の春 葉 集、 加 藤 枝 直の あづま 歌、 眞淵 賀茂翁 家 第、 

田 安 宗武の 天降 言、 河津美 樹 の靜屋 集、 荷 田 蒼生 子の 杉の しづ枝、 楫 取魚彥 の魚彥 歌集、 鷓殿 

よの子の 佐 保 川、 六 星 倭 文 子の 散の こり、 土岐茂 子の 筑波 子耿 集、 if 保 己一 の 松 山 集 を 收めま 

した 0 

, 本卷は 山岸德 平が 儋當 しました。 

、 常 山 詠草 は、 屋代弘 賢の 書 寫と傳 ふる 寳永 三年の 寫本 により、 自選 晚花 集、 自選 漫吟集 は 共 

に 文化 わ 年の 刊本を もとと して、 漫吟築 は 別に 文化. H 一 年刊、 石津亮 澄の 漫吟集 類題 を參 照し 

ました 0 

、 戶 田茂睡 歌集 は、 家集な き爲、 紫の 一 本、 隱家百 首、 鳥の 迹 等の 諸 書より、 その 詠歌 を 拾 ひ 

當 編輯 部に 於て 新たに 集輯 しました。 茂 睡の歌 は、 猶 此の 外 二三の 書に も 出て 居ります が、 原 


例 言  二  * 

本な く、 採收し 得なかった 事 を 甚だ 遺憾に 思 ひます。 

、 春 葉 集 は、 寬政十 年の、 あづま 歌 は 享和ニ 年の、 賀茂翁 家集 は、 文化 三年の 刊本 により まし 

た。 天降 言 は 文化 四 年 板 を もとと し、 1: 谷叢說 を參考 しました。 

， 靜屋集 は、 寬攻 元年、 杉の しづ枝 は、 寬政七 年、 魚彥 歌集 は、 文政 四 年、 夫々 の 刊本を もと 

とし、 佐 保 川 は 山 田 常 典 自筆の 寫本を 採りました。 

あやねの 

, 散の こり は、 寬政ニ 年刊 文 布に 收 めら れ たものに より、 筑波子 歌集 は 文政 四 年の 板 本 を もと 

とし、 松山繁 は、 安政 三年、 松村樂 山なる 人の 書寫 本を收 めました。 
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常 山 詠 草 

常 山 詠草 は 德川光 闺の歌 文の 集で ある。 

光 頃は賴 房の 三 子、 家康の 孫で ある。 母 は 谷 左 馬 介 重 則の 女、 賴房の 侍女で あつたの を、 賴房 

に寵 せられて 寬永五 年 (皇紀 ニニ 八 八) 六月 十日、 三 木 之 次の 宅に 光园を 生んだ。 賴房は 兄の 紀州 

賴宣、 尾州義 直が 子がない のに、 弟の 己が 子 を もつ のを義 にあら すと して、 長子 すら、 家臣の 家 

に 養 はしめ た 程であった ので、 光園が 生まれよう とする や これ を 殺さう とまでし たが、 三 木 之 次 

賴 房に 懇願して、 侍女 を 宅に 迎 へて、 無事に 光園 を 生ま しめたの であった。 

光閎の 幼名 長 丸、 又 千代 松 丸、 字 は 德亮、 觀之 ともい ふ。 日 新齋、 常 山人、 率然 子、 梅 里 等の 

號が ある。 寬永十 年に 光園 は賴 房の 嗣と 定められた、 時に 齡六 歳。 同 十三 年 九 歳で 元服して、 將 

軍 家 光の 一 字 を 賜 はって 光園と 稱し、 從四 位下に 敍 せられた。 同 十七 年 三月 右 中將に 任ぜられ、 

七月 從 三位に 陵った。 父賴房 は嚴 格な 尙武敎 育と 氣 質の 銀 練と を もって 光 図に 臨んだ。 光園 も此 
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の 頃に 年少 氣銳、 擧動 粗暴に 流れる 嫌が あつたが、 正 保 二 年 (皇紀 二三 〇 五)、 十八 歲の 時に、 史 

記の 伯 夷傳を 讀んで 深く 感じ、 己が 兄 糗重を 越えて 世子と なった 事 を 悔いた。 これから ひどく 舉 

問 を 好んで、 書 を 讀んで 鶴 鳴に いたった とい ふ。 かく 光園が 支那の 歴史 を耽讀 して ゐる うちに、. 

我が 國の 歴史の 不完全な の を 痛嘆して、 遂に 明輕 三年 (皇紀 一 三 一 一 七) 一 一月、 大 日本史の 編纂に 著 

手した。 時に 齢 三十 歳。 

寬文 元年 (皇紀 一 一三 一 一 一 y 光園. 三十 四 歳の 時 賴房薨 じ、 光 园封を 壟 ひ、 同一 一年 十一 一月 參議 とな 

つた。 同 三年 十二月 兄糗 重の 子賴方 をた てて 己の 嗣と 定めた。 同 五 年 明の 遣 臣朱舜 水を騁 して^ 

とす。 この 年 十二月、 國 内の 淫祠 三千 八十 八 を 毀った。 年 三十 八 歳。 同 十年賴 方が 卒した ので、 

翌年 その 弟 綱 條を嗣 と 定めた。 延寶六 年 (皇紀 一 三 一三 八)、 五十 一 歳のと きに、 扶桑 拾 葉 集が 出來 

上って、 後西 院 から 勅撰に 準ぜられた。 元祿 三年 (皇紀 二三 五 〇) 十月 十四日 致仕して、 封 を綱條 

に 譲った。 ときに 年 六十 三、 初め 故 將軍家 綱の 嗣を 定めた 時に、 光園 は 館 林 侯 綱吉を 薦めて、 議 

これに 定まって 綱 吉が將 軍と なった。 處が將 軍綱吉 は、 其の 子 德松を 立てて 嗣 としょう とした。 

光园 はこれ に反對 して、 家 綱の 後 は、 綱吉の 兄屮府 宰相 綱 重が 將軍 となるべき であった の を、 綱 

重が 早 逝した ので 綱 吉が大 統を繼 いだので ある (- 故に、 綱 重の 子 綱豐を 以て 綱士 n の嗣 とし、 德 松 


を 又 これの 嗣 とすべき であると 論じた が、 綱吉 きかす、 故に 光園 は 致仕した の だとい ふ。 A 日權 

中納 言に 任ぜられた。 十二月 水 戶に歸 つて、 翌年 五月 久志郡 太 田郷西 山に 閑居して、 西 山 隱士、 

梅 円+- 先生と 號 して、 自ら 農作して 匪 流 をた のしんだ。 五 年 楠 公の 碑を湊 川に 建てて、 鳴 呼忠ぉ 楠 

子 之 慕と „ ぬした。 元 fS 十三 年 (皇紀 二三 六 〇) 十二月 六日 薨す、 年 七十 三であった。 天 保 三年 勅し 

て、 從 二位 大納首 を 賜 はり、 明治 ニ年從 一位 を はった。 光 n の！ 問 上に おける 功績 は數 多の 擧 

者を聘 して、 大 日本史 編 露に 著 手して、 尊王の 大義 を唱 へた 事であって、 水 戶學派 はま 王の 源流 

であった ので ある。 和歌の 方面に 於て は、 光 頃が 由 來國學 に 志 深く、 萬 葉の 研究の 必要 を 知り、 

長 流、 契 沖 を 保護 獎勵 して、 終に 契 沖 をして 萬 葉 集 代 匠 記の. K 著 を 成就せ しめたの は、 光 図の 大 

きな 功績であった。 實に 光園 は 國擧の 親であった ので ある。 

常 山： t 草に は 五 冊 本と、 二 冊 本との 精粗の 二種が ある。 五 附木は 卜： 中 下 三卷に 分れ、 上 卷と下 

卷は各 一 一冊で 歌集、 中卷 一 冊 は 文集で ある。 上卷の 一 は 四季、 戀、 雜の 六に 分類され、 上 卷のー 一 

も 亦 同樣に 分類され、 下 卷ニ冊 は元祿 三年 西. E 隱栖 後の 作を輯 めて 四季、 雜の 五に 分類され てゐ 

る。 この 上 卷のー 一は 上卷の 一 と、 下卷 とから 春 四十 一 一首、 夏士 一首、 秋 一 不 I 首、 冬 九 首、 戀五 

首、 雜四 十七 首の 百 三十 六 曾 を 撰 出した ものである。 卽ち このうち の 歌 は 皆 上卷の 一 か、 下卷に 
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のって るる 歌ば かめで ある。 本 大系に 收 載した s は、 この 五 冊 本の 文集 を 除いた ものである。 二 

卷 本は續 日本 耿學 全書に 收 めら れてゐ て、 上卷が 歌集、 下卷が 文集、 而 して、 歉集は 五 冊 本の 上 

卷 の 二と 同じ ものである。 た > 春の 部の 

春雨の ふるき 昔 を 思 ひ 出で てした ふに 花の 袖ぞし をる ，  上 卷のニ 

が歌擧 全書に は 載って るない のみで 他 は 全く 同じ 物で ある。 又 ニ卷本 下卷の 文集 は、 五 冊 本の 中 

卷の 文集のう ちで、 盆 山の 記、 格 詩の 序、 小 野 言 員 S 別 等の 數篇を 除いた 他が 收 めて ある。 故に 

ニ卷 本は寶 は 五 冊 本のう ち 上卷の 二と、 中卷の 一部であった、 二 卷本は 五 冊 本のう ちに 全部 を 含 

まれて ゐる 事になる。 倂し五 冊 本 も、 和歌の 部 四 冊と いふ ものの、 實 は三盼 で、 前述の 樣に、 上 

卷のニ は、 光 面の 詠草から 精選され た 物で あらう から、 五 冊 本 は 常. S 詠草 前 集と もい ふべき、 元 

祿 三年 以前の 集と、 後 集と もい ふべき 元祿 三年 隱栖 後の 集と、 この 前後の 集から 更に 抄出した、 

上 卷のー 一の 撰 集との 一 一つが 合した ものである。 

梓弓 春の こなたに 年.、 〕 えて はや 立ちなる 、 朝霞 かな  上卷 一 春 

山 はみ な 春めきながら さえ かへ り猶 白妙に 雪ぞ 降りけ る  同  同 

まだ 暌 かぬ 花 をば 雪に 思 はせ て 散り かひく もる み吉 野の 山  IS 同 


これら- s 耿は 純然たる 堂上 舊 派の 作風であって、 今までに 詠み 古された 趣で ある。 

ゅく船の跡こそ：3^ヌ-ね春霞たっ白浪s音ばかりして  上卷ー 春 

春- S 夜の 月より あけて 鴻の海 や 霞み わたれる 瀨 田の 長 橋  伺 . 同 

これら は 笑し い 敍景の 歌で ある。 

年に まれの 人 を 待ちえ て 暌く花 は 今日 ひとし はの 色 や 添 ふらむ 上卷 一 春 

中院通 茂が 闢東 下向の ついでに、 花見の ために 光 园の邸 を 訪ねた 翌日 送った 歌で ある。 光 頃 は 通 

茂に 親交が あつたの である。 

あ をに よし 奈 良の 都 は あれに し を また ゃ榮 えむ 萬 ことの 薬  上卷ー 雜 

. 萬 j$S 集の 註釋 をお も ひ 立った 時の 歌で ある。 まことに 萬 葉の 世人に もてはやされる にいた つたの 

はこの 時 以來の 事で ある。 

&山 S ほる もく るし 老の身 は 麓の 鬼ぞ 住みよ かりけ る  上卷ー 雜 

元祿 三年 中納 言に 任ぜられた 時の 詠で ある。 

この 春 はよ その 櫻に あく がれて 我が 山里の はなや 恨みむ  下卷 春 

我が. M の 花や 恨みむ 幾と しも 餘 所の 櫻の 花に 暮 して  同 同 

解題 常 山 詠草  五 
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全く：！^ 趣の 歌で ある。 或は どちら かが 始めの 作で、 他 はや  >  改めた のか もしれ ない。 

老いら くの 頭に 積る しら 雪のと もに ふり ゆく 年の 暮 かな  上卷 一 冬 

春に 今朝 あらたまれ ども 老いら くの かしらの 雪 は猶ぞ ふり ゆく 下卷 春 

これ も 同じ やうな 技巧の 欧 である。 これらの 例 を 以て みれば、 この 集 は 光園の 詠歌の 殆んど 全部 

を、 その あるが ま、 に 分類した も S であらう と 推せられ る。 これ を 精 撰した のが 上卷の 二で あら 

夕立の 涼しく 過ぐ る 蓮 葉に 入 曰か、 V やく 露の しら 玉  下卷 夏 

軒ち かく 落つ る 木の葉に 聞き なれて 時雨 も わかぬ 冬の 山里  同 冬 

美しい 敍景の 歌で ある。 

なかく になる ， ぞ つらき 假 初の 宿り もけ ふ を 限りと 思へば  下卷 雜 

軒ち かくま だ 聞き なれぬ 松風 や 幾た び 夢 を 驚か すらむ  同 同 

前者 は 水 戶の館 を 出で 西 山に 移らん としての 作で あり、 後者 は 西 山に 移っての 作で ある。 流石に 

この 時の 光園の 心中 寂しい ものの あった 事が 思 はれる。 

光間の 歉は當 時 一般の 歌風 以外に は 出て ゐ ないし、 さした る 特色 もない が、 理窟 張った 歌 や、 


餘 りに 趣向に 墮し、 技巧に 過ぎた 耿は 少なく、 嫌味の ない 淸楚な 歌が 多い。 

自 撰-晩 花 集 

しも かう ベち やうり-つ 

r 自撰晚 花 集」 は 下 河邊長 流が 建 寳九年 (皇紀 1 一三 四 一 、 此の 年 九月 天 和と 改元) に自 撰した 家集 

で、 「長 龍延竇 集」 ともい ふ。 「自 撰晚花 „*」 の 名 は 後人が 出刊 した 時に つけた 名で ある。 この 他 長 

流の 家集に は、 長 流の 歿後 親友 契 沖の 撰んだ 「晚花 集」 とい ふの が ある。 

とも ひら  こ より 

長 流 は 初め 通 稱を彥 六、 名 を 具 平と いふ。 姓 は 小 寄、 大和 龍 田の 人、 故あって 母の 姓 下 河邊を 

名乘 つたので ある。 はじめは 長駕 といった の を、 難 波に 出で て 後、 堀江の 水に 因んで 長 流と 改め 

た。 もと 長 流 を 「ながる」 と訓ん だの は 誤りで あらう。 彼 は 富貴に 媚びす、 名聞 を 求めない、 厳 潔 

な隱者 的の 風格の 人物であった ので、 大阪の 富豪 等が 門弟と なる ものが 多かった が、 氣の むかな 

い 時には、 招かれても 行かなかった と傳 へられて ゐる。 

室 £ 以來 萎靡 沉滯 して 振はなかった 和歌 は、 元祿 S 文藝 復興 期の 機運に 乘 じて、 先づ 堂上 歌擧 

に對 する 反抗の 烽火が 揚 つて、 再び 活 凝な 運動が 起って きたので ある。 自由で あるべき 和耿 を、 

窮屈な 歌 學ゃ秘 傳說を 擁して 束縛し、 和歌の 道の 主權を 掌握し 來 つた 堂上 歌人の 手から、 彼等の 
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歌擧 を破壞 し、 和歌の 民衆化 を 行った 先醞 者の 一 人に、 この 長 流が 居る。 長 流 は il 民の 歌 を 集め 

て、 「林 葉累塵 集」 を 撰して るる。 卽ち 和歌の 民衆化の 具體 運動で ある。 その 自序の 中に、 

大和歌 は、 大凡 わが 國 民の 思 ひも 述 ぶる 言の葉 なれば、 上 は i 呂柱 高き 雪 居の 庭より、 下 は 蘆ぶ 

きの 小屋の すみかに いたる まで、 人 を わかす、 所 を 選ばす、 見る ものに 寄せ、 聞く ものに つけ 

て、 皆 その 志 をい ふこと となむ。 

といって ゐ るので、 彼の 主張 はよ く 知られる と 思 ふ。 長 流 は 萬 葉に 精し かった ので、 德川 光国に 

知られて、 萬 葉 集の 註釋 を侬賴 された が、 物に 拘ら ない 性格の 彼 は、 氣の むいた 時に 一首 か 二 首 

づ. - 註して ゐる うちに、 業 を 終らないで、 貞享 三年 (皇紀 二三 四 六) 六月に 歿した、 時に 年 六十 三 

(六十 二と もい ふ) であった。 これ は 後に 契 沖に よって 繼 がれ、 萬 葉 集 代 ぼ 記の 大著と なった ので 

ある。 長 流が 光園から 萬 葉 集の 註釋 を依囑 された の は、 久松潜 一氏に よれば、 寛 文から 延寶の 初 

め 頃までの うち、 卽ち長 流の 五十 歳 前後の 頃であった であらう とい ふ。 

長 流が 延寳九 年に 「晚花 集」 を自 撰した 時に、 年 五十 五と いはれ てゐ るの は訏 しい。 貞享 三年に 

六十 三で 歿した とすれば、 延寳九 年 は 五十八 歳の 時であった 害で ある。 

長 流 は 堂上 歌人へ の 反抗の 第 一 線に 立った 人で はあった が、 そ S 歌風 はま だ舊 風を脫 する こと 


は 著しくはなかった。 

春の きて 思 ひすて たる ふる 年 やきの ふの 雨の なに はすが 笠  春 

さくら 色の 衣 if 春に ほし はてて 夏 は みどりの 天の かぐや ま  夏 

浦 島が 箱に や あけし 年なら むくやし くての み又ぞ 暮れぬ る  冬 

思 ふ 事 いはぬ にこめ て 洩らさす ば さて や しられで やまの 井の 水  戀 

洒脫な 趣の あると ころ、 木 下 長 嘯 子. S 歌に よく 似て ゐる。 ニ條家 一派の 風に 反抗した 長 流 は、 長 

嘯 子に 私淑して ゐ たので ある。 始め 長 龍と 號 したの も 長 嘯 S 長 をと つたので ある。 

朝 菜つ む 野邊の 少女に 家と へ ばぬし だに しらす あとの 霞に  赛 

梅が 香 を さほ ぢ はるかに 送りす てて 柳に か へ る 春の 河 かぜ  同 

くもりな くめに こそみ えね 春雨の ふる か 朝け の 風の 露け き  同 

1 葉ち る 秋 やき ぬらむ 春風の あと 河 やなぎ また 動くな り  秋 

小山 田に 冬の 夕日の さし やなぎ 枯れて 短き かけ ぞの これる  冬 

これら は 美しい 敍景 の耿 である。 新 古今の 巧 徽優麗 とも や、 趣の 違った やうな 所 もあって、 後世 

の 江 戶 派の 歌人の： § に 似た 點も あり、 かつ 「一 薬ち る」 や 「小山 田に」 の 歌 は、 「玉 葉」 「a 雅」 の 歌風 
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に似て ゐる やうで ある。 爲 兼の 風 は 長 流が 好んで ゐた ところであって、 

遠き つら は 只 一 つらに 見えし 臈の 近づく 空に 數ぞ わかる >  秋 

ゆく 年 をお くりの 翅 雪に ぬれて 寒き からすの 夕暮 のこ ゑ  冬 

いかに ぞと疑 ふ 日頃け ふに なりて そむく 限りの 暮ぞ みじかき  戀 

これらの 欧は 特に 「爲兼 大納言の 體 になら ふ」 と詞 書して ある 歌で ある。 いかにも 巧みに 爲 兼の 調 

と 修辭を 摸して ゐ ると 思 はれる。 

三吉 野の 山人 とても 何 か あらむ た 、.- この 花の ひと 枝に こそ  春 

r 惽契 沖が もとより 庭の 櫻 をり てお こせた るに」 と詞 寄が ある。 長 流が 契 沖と いかに 相 許して るた 

か はこの 歌で も 推知され 得る であらう。 

唐土に ありし 人 だに 戀 かへ すみつの 濱 なる 松に や は あらぬ  雜 

これに は 「契 沖が 難 波より 山里に いりけ るに いひ 遣 はしける」 と詞 書して ある。 

夏の 歌に は 郭公が 歌が 1 一十 餘 首の 多数 ある。 郭公 は 昔から 多く 夏の 歌の 題材であった もので あ 

る 0 

打ちと けて いっかき こえむ 時鳥う の 花が きの ゆきのし たこ ゑ  夏 


とい ふやうな 歌であって、 餘り 特色の ある 歌 はない やうで ある。  . 

時鳥 山と し 高くな のる より 麓に なりぬ うぐ ひすの 聲  S 

「さっきの 頃 ほひ § 鳥の ともに なき あ ひたる を閬 きて」 と詞寄 が ある。 俳人 其 角の 「時鳥 啼 くや 

雪 雀の 十文字」 と 同じ 境地に 興じた ものであるが、 この 歌は殆 んど舊 派の 耿風 である。 

しらま 弓お して 雪 ふる 年の 内の 何處 をと りて 春と さだめむ  ^ 年內 立春 

夏衣な ほ 山 さむく 尋ねみ む殘る さくらの 雪に あ ふやと  夏 

天つ 風 さえく らした る 名 殘には 水な き 空に 沫雪ぞ ふる  冬 

これらの 歌 も现智 的の 按巧 を川ゐ たると ころ、 全く 舊派 s 歌風で ある やうに 思 ふ。 

, 秋の 部に は 「七夕」 と rE:」 の 歌が 多い。 

むか へ 船 八十 瀨を かけて 漕ぎ出で ぬと 妻に はっけよ 天の河 風  秋 

これ は 「七夕」 の 歌で あるが、 これ は 「小食 百 人  一 ^」 にも 出て ゐ る^^、 「和 W の 原 八十 島 かけて 漕 

ぎ 出で ぬと」 S 歌 を 摸した ものである こと は 明らかで ある。 同 樣の耿 に、 

更科 の 山 もお も はす わが 心なぐ さの 濱に 照る 月 をみ て  秋 

などが あるが、 機智 を 喜んで や、 兒戲に 類した 感が ある。 
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秋と きく 風の 使 はけ ふたち ぬ 今 いく 日 あらば 初-鳴の f ,) ゑ 

夕 霜の まづ や お くらむ 一 € 砂 S 尾 上に さ ゆるい り あ ひの 鐘 

これら も 本 歌 取りの 例で ある。 

闢 こえて 打 出の 濱 にけ さみれば 近 江 は 霧の 海に ぞ ありけ る 

近 hd より 朝た ちくれば たづの なく やすの 川瀬に 冰ゐ にけ り 

馬 は あれ どかち より 渡る 木 蟠川二 は 誰が 爲に ぬる 、通 ひ路 

これら 萬 葉風の 歌に は、 萬葉學^|^でぁる彼の面影をみることが出來る_ 

雜の 部に は 富士山の 歌が 十數 首拉 んでゐ る。 

ふじのね にの ほりて： ni^ れぱ 天地 はま だいく ほど も わかれ ざり けり 

の ごとき は 秀逸で あらう。 

天 づたふ 日 をお ふまで はな； b れ どもお のが 力 ぞ我も か はらぬ 

前 を ふみ あとに 躓き 我 こそ は 道 もな き 世に 夏 はきに けれ 

か は 衣 毛 を ふき 疵を いふ 世に も 身 はつ ゝ みなし 麻衣に して 

みだるべき 世 はた れ も遛 るら む 治まる 時を獨 りすてば や 3 


世の中に 道 あり とても ふみと めじ 山の いはほに 進む 心 は  阔 

これら S 述懐の 耿に は脫俗 的な 性格、 堂上 歌 擧に對 する 反逆 兒 としての 長 流の 意氣が 認められて 

最後に ある 長歌 は、 五 七と 七 五との 調の 交り 合った やうな 作で ある。 五 七 調 を 意識しながら、 

思 はす 七五調に なった のか もしれ ない が、 舊派 歌人が 永い 閒 顧みなかった 長歌の 一方 面 を 招いた 

ものである。 

以上の 例に よっても 知られる ごとく、 長 流 S 歌 は 7 せく 蒸 派 堂上 馱 人の 風を脫 却し 得た と は 云 は 

れな いが、 爲兼、 長 ii 子に 私淑して、 とにかくに 特色 S ある 歌を殘 してる る 事 は、 大いに 認めな 

ければ なるまい と 思 ふ。 

自撰 漫吟集 

自撰漫 吟集は 契 沖阿闍 梨の 自撰 歌集で ある。 近世の 和歌 復興 運動 は、 ニ條家 歌攀、 傳授 思想の 

破壞、 上古、 中古の 古典 を 自由に 新しく 科舉 的に、 卽ち 文獻學 的に 研究して 古典の 語擧を 明らか 

にして、 久しく 亂れ てるた 歌 文の 語法 を 正した 新しい 硏究 法の 採闭、 所謂 古學の 勃興と なり、 上 
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代 研究 は ひいて 上代の 愤. S となって、 古道 主義の 唱道との 三つの 段階 を 經て行 はれた。 

師傳を 盲信す る 事な く、 廣く 縱潢に 古典 を 研究して、 想像み- 排し、 一 々上代の 文獻 によって， 

上代の 語 を 解す。 卽ち 上代 を 解す るに は 上代の 心に よって するとい ふ 態度、 卽 ち文獻 f キ 的の 態度 

によって 古典に 臨んだ 所謂 古學を 興して、 ひたすら 師傳を 信す るの 蒙 を 啓いた、 新しい 攀 風の 

開拓者 は 奮に この 契 沖であった ので ある。  . 

契 沖 は 寬永卜 七 年 (皇紀 1 ニニ 〇〇) に、 播磨 尼ケ 崎に 生まれた。 • 彼 は 長 流より は ー 六の 年少で あ 

ろ。 契 沖 S 家 は 武士であった。 肥 後 守 加藤淸 正に 仕へ て复 fi 五千石 を 給 はって ゐた： 卜 川元宜 とい 

ふの が 契 沖の 祖父で ある。 その 太郞が 元眞、 末子 元 全。 元 全の 子が 契 沖で ある。 契 沖の 伯父 元眞 

の 代に は 一 萬 石 を 給 はって ゐ たが、 寬永九 年 (契 沖の 生まれる 八 年 前) に 主家 加 藤 家 は 改易 沒收さ 

れ たので、 元 眞は加 藤 家を辭 して、 播州 1^ ケ崎 にきて、 松 平 遠 江 守に 仕へ た。 契 沖の 父 善 兵衞元 

全 は 元宜の 末子で、 幼に して 父 元 {Hi に 死別した ので、 兄 元眞の もとに 養 はれて ふたが、 後 だケ崎 

城主 靑山大 藏少輔 に 仕へ て、 綠 二百 五 4- 石 を 食んだ。 元 全に は 八 人の子が あった、 その 三番 目の 

子が 契 沖で ある。 契 沖 は 幼い 時から 極めて 頭腦 明敏で あつたと 見えて、 五 歳の 時、 母が 百 人 一 首 

の 和歌 を敎 へたと ころが、 句 日で よく 諳記し、 父が 資語 敎を敎 へた 時 も、 日なら すして 諳記して 


父母 を 驚かせた とい ふ。 慶安 三年 (皇紀 1 一三 一 〇) 十 一 歳の 時に、 尼ケ 崎に あった 父母の 家 を 離れ 

て、 今 5f; の 妙法 寺に 入って、 住職：， 定に 就いて 佛學 を擧び 始めた。 此處 でも 彼 は、 半 定から 般若 

心 經を敎 へられ、 五 度 請んで よく 之れ を諧ん するとい ふやう に、 絕大な 記憶力 を發 揮して、 師 

に 認められ、 十三^^.雞髮すると共に高野山に修行の爲に上った。 時に 承應 元年 (皇紀 一 三 一 一 一 一) で 

あった。 萵 野に るる こと 十 年、 柬 院の左 學頭快 腎を師 として 擧んだ 。 この 快 賢 は佛舉 はもと よ 

り、 神道、 和舉 にも 通じてる た。 これが 後に 契 沖が 眞言 僧で ありながら、 國學 研究に 趣く にいた 

らしめ た機綠 であった かもしれ ない。 契 沖が 阿閻 梨に なった の は寬文 三年 G 误紀 1 三 一一 ニニ) 一 一十 四 

歳の 時で ある。 水 戶の學 者 安藤 爲牵の 「行 資」 によれば、 寬文ニ 年に 契 沖 は 高野山 を 下って、 攝津 

生 玉の 曼陀羅 院の 住職と なった とい ふが、 これ は 爲举の は 一年の 誤りが あって、 二十四^ 阿閡梨 

になって 山 を 下り、 曼陀羅 院の 住職と なった のか もしれ ない。 寬文四 年 (皇紀 二三 二 四) 契 沖 二十 

五 歳の 時に、 父 元 全 は 北 越で 客死した。 又 難 波の 隱 士長 流との 交 はり もこの 曼陀羅 院の 住職 時代 

であった であらう。 十七 歳の 時から 和歌 を 詠み はじめた 契 沖が、 長 流と 交 はり を 桔 ぶに いたった 

の は 極めて 自然な 事で あるが、 これが 後に 契 沖 をして 國擧研 讚に！^ 頭せ しめる にいた つた T 奴大の 

原因であった であらう し、 長 流の 學問は 契 沖に 影響して ゐ るので あって、 長 流との 交際 は 國學者 

解題 自撰 漫吟集  一 五 


解題 自撰 谩吟集  一六 

契 沖の 生涯に とって 極めて 重大な 事で ある。 契 沖と 長 流との 交情 は 極めて 深く、 貞享 三年 (皇紀 

二三 四 六) 長 流が 死ぬ まで 續 いてる た。 

當時 佛學の 研鑽の 外 他念なかった 契 沖に とって は、 寺の 住職と しての 雜務の 煩 填に 堪へ なかつ 

たので もあった であらう、 彼は數 年なら すして その 職 を 去って、 一 笠 ー鉢隨 意に 諸國に 放浪して 

佛寺靈 場 を 周遊した。 或 時 は 室 生 山に 登って、 幽絕な 巖窟を 見て は 死の 誘惑 を 受けて 頭 を 石に う 

ち あてて 生を斷 たうと はかった が果 さなかった。 生死の 岐路に 彷徨した 契 沖 はこ、 に 新しい 生涯 

を 見出した ので あらう、 吉野、 葛 城 等の 山川 を 跋渉して、 再び 高 野に 上って、 圓通 寺の 快 圓に菩 

隆戒を 受けた。 山 を 下った 契 沖 は 和 泉の 久 井に 住する 事に なった。 それ は 彼の 三 威の 頃で あつ 

ぁづ まろ 

たで あらう。 三十 歳と すれば、 寬文九 年 (皇紀 一 $ 一九) 荷 田 春満の 生まれた 年であった。 久 井の 

里で 契 沖は靜 かに 佛典 漢籍 を讀ん でるたが、 悉 曇に 關 する 研究 もして ゐ たので ある。 この 悉曇學 

は 後年の 契 沖の 語學に 大いに 役立った ものである。 久 井に 居る 事數 年、 延寳ニ 年 (皇紀 二三 三 四) 

三十 五 歳の 頃に は、 久 井から 二 里程 隔たって ゐる池 田 萬 町の 豪家、 伏屋 長 左 衞門重 賢の 邸内 養壽 

庵に 移って ゐた。 これ は 長左衞 門が 擧 問に 志の 深かった せる でで も あらう が、 その 祖父が 豐臣秀 

吉に 仕へ てゐ たとい ふから、 契 沖が 淸 正の 家臣の ゆかりで あると いふ 綠故 も、 この 一 一人 を 結ぶ 一 


因であった ので あらう。 この 伏 尾 家に は 國書を 多く 蔵して ゐ たので、 日本 紀 以下の 國史舊 記を讀 

破し、 博く 歌書に^ を暖 したので あった。 この 養 *| 庵 時代 は 古典 研究家と しての 契 沖の 基礎 準備 

の 時代であった。 

かくて 契 沖 は 延寶六 年 皇紀 二三 三 八) 三十 九 歳の 時から、 再び 大阪 に歸 つて、 今 里の 妙法 寺の 

住職と なる 事に なった が、 實 際にな つたの は 契 沖の 師-定 の 死んだ 延寳八 年 (皇紀 一 一三 四 〇) 契 沖 

の 四十 ー歲の 時で あらう。 この頃 契 沖の 兄 元 氏が 松 平家 を 辭し丁 浪人し、 母 や 兄 元 氏が 契 沖と 共 

に 住む 事に なった。 延寳九 年に は 長 流と 契 沖と はおの く 歌集 を自 撰した。 而 して 長 流が 水戶の 

光園から 萬 葉 集の 註 釋を乞 はれた が 病の 爲に果 さなかつ たので、 契 沖が 代って 之れ にあた る 事に 

. なった の は、 久松潛 一氏に よれば、 天 和 三年 (皇紀 二三 四 三) 契 沖の 四十 四 歳の 時からで あらう と 

いふ。 爾來契 沖 は 積年 蘊蓄 を 傾けて、 萬 葉 集 代 匠 記の 完成に 努力す るに いたった。 これ こそ 從來 

の 硏究法 をす てて、 新たに 文獻 的な 研究 法に よって、 古典 研究 上に 一 新 時期 を 劃し、 あたらしい 

研究 法の 端 を ひらいた 一 大快 著で あるので ある。 貞享 三年 (皇紀 一 一三 四 六) に は 國擧の 友で あり 先 

輩であった 長 流の 死にあった。 契 沖 は 四十 七 歳であった。 翌貞享 四 年に は 萬 葉 代 匠 記の 初 稿本が 

脫 稿した。 元祿 三年 (皇紀 二三 五 〇) 契 沖 五十一 歳の 時に、 萬 葉 代 匠 記 精 撰 本の 稿が 成り、 その 年 
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母が 歿し、 契 沖 は 妙法 寺 を 如 海に 讓 つて、 己 は 高 律の 圓珠 庵に 隱棲 する にいた つた。 この 圓珠庵 

の 建物 は、 伏屋 氏から 嘗て 契 沖の 住って ゐた養 壽庵を 寄進され たのが 卽ち これで ある。 圓珠 庵に 

移って から 契 沖 は 萬 葉 研究の 爲に 得た 餘材を 以て 古今 餘材抄 其の 他の 書 を 草した。 契 沖の 研究 は 

上古から、 屮十 ：！ に 進んで いった。 元 祿九年 (皇紀 二三 五六) に は、 今 井 似 問、 海 北 若 沖 等の ために 

萬 紫 集の 講義 をした。 元祿 十三 年 (皇紀 一 三 一六 〇)4' 一 一月 六日 六十 一 歲の 時に、 契 沖の 後援者 水 in 

の 光园が 薨去し、 翌 十四 年 一月 二 卜 五日に は 契 沖 も 寂した ので ある、 年 六十 二 歳。 かくて 長 流 契 

沖に よって 始められた、 新しい 自. ra な 研究 法 は、 荷 ffl 春満、 賀茂眞 淵、 本 居宣長 等の 傑物に よつ 

て承繼 され、 古 舉國擧 の 隆盛 を來 すに いたった ので ある。 

契 沖の 本領 は歌學 者と いふより は語學 者で あつたが、 彼の 歌論 は T 物 を 興じて さる はかなき 事 

を もよ むが 歌の道 は を かしきな り。」 とい ふの が 根本 觀念 であって、 現實の その ま 、 ではなくて、 

これ を 美化す る 主情主義の 立場に あった。 これ は定 家の 歌論の 立場で あり、 平安朝 文擧の 基調で 

もあった。 

契 沖の 歌集の 主な もの は、 漫吟 集と、 文化 八 年に 淸水濱 臣が長 流の r 自撰晚 花 集」 と共に 刊行 

した 契 沖の 「自 撰漫吟 集」 とが ある。 本 大系に 採錄 したの はこの r 自撰 漫吟 集」 である。 その 刊 


行の 次第 は 濱臣の 序によ つて、 濱 K が 手 もとにあった もの を 刊行せ しめた 事が 知られる が、 その 

原本 は 延寶九 年 契 沖 四十 一 一歳の 時に 自ら 集めた ものであるから、. 初期の 作し か 載せて ゐな いが、 

その 自撰 であると ころに 興味が ある。 大坂殿 村 家 藏の三 家和软 集に よって その 原形 を覜ひ 知る 事 

が出來 る。 三 家 和欧渠 は、 湖海 狂 士の践 文に よって その 成立 を 知る ことが 出来る。 それによ ると 

湖海 狂 土が、 長 龍 (長 流の 前名) に擧白 集中の 歌の すぐれたの を 撰ばせて 「長 嘯 歌 選」 と 名 づけ、 

又 長 龍 自身の 歌 を 撰ばせて 「長 龍延寶 第」、 契 沖に も自歌 を自撰 させて、 これ を 「契 沖延寳 第」 と 

いひ、 この 三棠を 「三 家 和歌 集」 といった 事が わかる。 この 「長 龍延寳 集」 と 「契 沖延寶 集」 と 

-を 後に 濱臣が 刊行して、 「自 撰晚花 築」 「自 撰漫吟 集」 と 名 づけた ので ある。 この 三 家 和歌 集 本と、 


濱 ぼの 刊 本との 間に は、 多少の 歌の 異同が ある。  . 

さて，： in 撰漫吟 集に よって 彼の 歌 をみ てみ よう。 

春風 は そよ とば かりの 音 もな し 霞み わたれる ゐ なの 笹原  春 

夕 づく日 かすみ こもりし 影き え て 寒き 入江 を わたる 梅が 香  同 

まき もく の 檜 原の 霞た .y ならす 曇る と 見れば 春雨の ふる  同 

雨 まじり 風う ち ふきて ふる 里に ちる 花 さむし 春の 夕 ぐれ  間 
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これら は 優 麗な敍 景の耿 である 0 あるが 儘の 自然 その ま、 ではなくて、 これ を 美化し、 想 化し 

た點に 巧みな 技巧が ある。 萬 葉の 雄渾で はなく、 古今の 典雅で もな く、 新 古今の 巧微華 腿と 同一 

趣で あると 思 ふ、 かく 自然 を 美化し、 想 化し、 技巧的な 表現 をす ると ころに 契 沖の 歌の 特質が 昆 

られ るので ある。 

鶯 もなかぬ かぎりの 年の 内に たが 許して か 春 はき ぬらむ  春 

高 砂の 尾 上の 松 を 雪ながら うづむ は舂 のかす みなりけ り  . 同 

梅の 花に ほふ 月夜 を ふかしても 朝い ゆるさぬ 鷲の 聲  同 

これらの 歌 はや  >理 知的で ある 技巧が 理窟に 墮 して、 舊 派ニ傳 家の 歌人の 歌風と 同一 の 弊が： 5- 

られ る。 新 古今の 情趣 主義 的の 歌風より は、 古今の 瑰智 的な 歌風に 近い 歌で は あるが、 技巧 を 重 

ん する 契 沖の 歌風 はこれ にも 见られ るので ある。 

梅が 香のう すくなる やと 拂 はねば 春 は 枕に 塵ぞ つもれる  春 

たまと 見て 手に は とられぬ 白露 や 月の かつらの I 下な るら む  秋 

白雲の うづむ 山路 はわけ なれて けさ や 木の葉に まよ ふ柴 びと  冬 

冬 S 夜の さ ゆる 空 ゆく 臈 がね の冰る なみだ やけさの 朝 じ も  冬 


これらの 技巧、 白露 を 月の S 下と 見る とか、 膈の淚 の冰を 初霜と 見る とい ふやうな 修辭、 すべて 

や、 理智 的な 技巧 は、 從來 多くの 舊派 歌人に よって 試みられた ものである。 かく 技巧 を 重んじた 

契 沖 は、 

科 長戶の 神の み 室に あらね ども 風 は 扇に こもるな りけ り  夏 

の 如き は、 や、 極端に はしって、 そこに 何等の 美 もない 歌 を 作って ゐ る。 技巧と いふ もの は元來 

が、 理智の 働きから くる ものであるから、 その 過重 はや、 も すれば、 S 単なる 理窟に 墮 する やうに 

なる 嫌が あると 思 ふ。 この 歌の 如き は その 例で あらう。 

昨日 かもと りし 早苗の つかのまに ふしみ の 田の 面 秋風 ぞ ふく  秋 

これ は 古今 集、 秋、 讀 人知ら すの 「昨日 こそ 早苗と りし かいつ のまに 稻葉戰 ぎて 秋風の 吹く」 を 

本 歌と して ゐる 歌で ある。 

ゆきて 見む 思 ふ 事の みたが ふ 身 はなぐ さみ やする 捨の月  秋 

これ も 古今 集、 雜上、 讀 人知ら すの 「我が 心なぐ さめ かねつ 更科 ゃ姨捨 山に 照る 月 を 見て」 に 

據 つた 歌で ある。 

夕立の よそに すぐる を 時雨に て ふじの 高ね は 初雪 ぞ ふる  夏 
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これに も 巧みな 技巧が 見られる が、 或は や、 理窟つ ほい 嫌 ひがない でもない。 

やた の 野 は 夕立す らし ふく 風の あらち の 峯に雲 さわぐな り  夏 

これに は餘り 巧徵な 想像 や 技巧 は 見られない。 あるが 儘 を あるが 儘に 詠 じた 趣が あって、 萬 葉 

の耿 風に 近い 歌で ある。 或は 古今 集の 讀 人知ら すの 歌に 似て ゐ ると いふ 方が 眞に 近いで あらう。 

いかにせ む 軒端の 荻 を かりす てて 聞か じと 思へば よもの 秋風  秋 

立田姬 山のに しき も 織らぬ まに まづ 一 むらの 庭の 秋获  同 

みなの 川 もみ ぢ葉 流る 筑波 ねの 山 もと 5r ろに 時雨 ふるら し 

し-ぐれ せし 小 野の 篠 はら 風 さえて あまる 雪より 霰 ふるな り  同 

これら もす ぐれた 敍景の 歌で ある。 最後の 歌の 「あまろ 雪より」 に 巧徴な 技巧が ある。 

心 ある 人 は 昔に いで はてて ひとり 殘れる 秋の 夜の 月  秋 

くれに けり ありて 憂き身の ながらへば 又 こむ 年 も かく や 歎 かむ 冬 


た t, 感情 を 率直に 耿ひ 出で たま  >  の 歌であって、 技巧 を 凝らした 歌よりも (それが 契 沖 S 特色 

では あるが) 人の 心 を ひく 事が 多い やうに 思 はれる。 これ は 萬 葉の 歌風に 近いと 見られない 事 も 

あるまい と 思 ふ。 


なら ひ濱 ありし 難 波 もや ま IE の 友な し 千鳥、 〕 ひつ ， ぞ 鳴く  冬 

詞嘗 によれば 久井 時代に 長 流に 送った 歌で ある。 契 沖が 長 流と 友と してよ かった 樣 がよく 理解 

されよ 、フ。 

契 沖の 抒情の 歌に ついても、 敍景の 歌に よって 知った と 同樣な ことが 云 はれる と 思 ふ。 

おも ひねの 夢の 直路の 浮 橋 も あふく ま 川に わたす ょぞ なき  戀 

玉く しけ 同じ ふたみの 逢坂に あけ やすから ぬ 關の戶 もがな  同 

わかの 沛に老 をな こその 關 すゑて 常 磐の 山に すむ 人 もな し  哀 傷 

： れらは 感情 を 率直に 詠 じたので はなく、 技巧 を 通じて ゐる ところ は、 從來 の戀の 歌に ると 

同 趣で ある。 

おも ひねの 夢 を はかなみ 起き 居つ ゝ猶 心から 見つ る 月 かな  戀 

心 ある 人に 一夜の 宿 かりてなる 、も 悲し 明日の ふるさと  霜 旅 

草枕 ゆ ふべ く に數 ふれば 野 くれ 山 くれ 我 はきに けり  同 

雪る-ち も猶 おなじ 世を賴 みし を さて だに あらで 別れぬ るかな  哀 傷 

最後の 歌 は 父の 死 を 傷んだ 歌で ある。 これら は餘り 技巧 を 弄しないで、 反って 人 を 動かす もの 
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が あると 思 ふ。 

夕闇に 玉な さ づけ そそなら ぬ を 欺く やとて くだき もぞ する  釋 敎 

法の 舟 揖も碇 も ありながら まづ 心せよ そこ やまた きと  词 

これら 釋敎 の馱に は、 僧侶と しての 契 沖の 知識 や 人生 觀を 見る 事 を 得て、 釋敎の 歌と して は 優 

れ たもので あらう が、 釋敎の 歌 その ま、 の 本質が 智 的に 流れて 精彩に 乏しい ものであるから、 歌 

として は 高く 評價 する 事 は出來 ないで あらう。 

敷 島の やまとな がらに 機ば りの 唐錦と もみ ゆる 言の葉  雜 

はしなら ぬ 人の 言の葉く ち もせ じ 長 良の 川の ながく 流れて  同 

前者 は 長 嘯 子、 後の もの は 長 流の 贊 である。 契 沖が この 二人 を 尊敬して るた 事 は、 この 歌に よ 

つ てよ く观ひ 知られる であらう。 

ひと へ 山 表 もうらと なりに けり 春の 衣 をた ちし 霞に  春 

力 を も いれぬ 歌 さへ おもにと や 面 杖つ けど こしの を るら む  雜 體 

これらの 誹譜 趣味、 連歌 趣味の 歌に、 長 嘯 子の 耿の 影響が 見られる と 思 ふ。 技巧 を 重んじた 契 

巾よ、 


佐 保 姬の霞 をた ちし 衣に はふり せぬ 雪 やま 袖な るら む  m  % 

とい ふやう に、 同じ 文字の ない 歌 や、 物 名の やうな 技巧ば かりの 歌 も 詠 じて るる。 

紫 も あけ も綠も ふる 衣なら のみや こ は 誰かき てみ む  雜 

.K 空に め わたりき えてと ぶ 鳥の あすかの 都 あと もの こらす  同 

これ は 彼の 萬 葉 研究の 影響に よって 得た 歌で は あるまい かと 思 ふ。 

我が身 今み そぢ もち かの 汐 竈に けぶりば かりの たつ 事ぞ なき  雜 

思 ひつる ことたが-磯の うつせ 貝 我が身む なし く^を や 過ぎな む 同 

昔 こそ あだに もす ぎめ 去年べ 「年 昨日 <f 「日 さ へ 何 かく やしき  同 


これらの 述懐の 歌 は、 契 沖の 感情、 生活 を 率直に 歌った ものであって、 巧まざる のに 我等に 迫 

る 或 物 を 感じる やうに 思 はれる。 

之れ を 要するに、 我國に 新たに 文 默擧的 研究 法 を 採 川して、 古典 研究 ヒに 一 新 時期 を 劃し、 舊 

來 の傳授 思想 を 破壊して、 硏究の 自由 を 示した、 古學 の先驅 者、 萬 葉 學者契 沖 も、 その 作歌に 於 

て は、 その 主張が 新 古今 的 技巧に あって、 蒲 派の 歌風 を 出 づる事 あまり 遠くな く、 作耿 上に は 未 

だ 萬 葉 歌風の 影響 を 多く 認める こと は出來 ない 事 は、 長 流の 耿と 大差 はない やうに 思 はれる が • 
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これ を 長 流の 歌に 比べて みると、 長 流に は 長 嘯の 流 を ひいた、 誹諧 歌 趣味、 連歌 趣味が 多い が、 

契 沖に 於て はこれ が 少なく、 古勑撰 風^ 正雅な 風が 多く、 契 沖が 希求した らしい、 美的な 技巧的 

な 新 十：： 今風の 和歌より は、 率直に 彼 自身 S 實感 生活 を 詠 じた 歌に、 我等の 同感 を ひく ものが 多い 

やうに 思 はれる。 これ 倂 しながら、 萬 葉 歌人の 作歌 態度に 近いと 見られる かもしれ ないやう に 思 

はれる 0 

戸田 茂睡 歌集 

平安 中期と 江戸の 元祿 時代と は、 我が 國の 文擧 史上で、 文運 隆盛の 二 頂點を 示して ゐる。 元祿 

の 文 藝復與 時代 は 舊文學 がー へて 新興 文 藝が續 出して 文學の 潮流と なり、 特種 階級の 手に あつ 

た 文 寧が 民衆化した 時代で ある。 淨 璃に 於け る 近 松、 浮世 草紙に おける 西 鶴、 誹諧に 於け る芭 

蕉 など は その 代表的な もので、 彼等の 作品 は 何れも 劃期的の 物で あり、 傑れた ものであった。 こ 

れらの 平民 文擧が 歩調 を 揃へ て 花々 しく 活躍して るるのに 比べる と 和歌 は 一 歩邇れ てるる。 和歌 

に 於て はこの 元祿 時代 は 中世 歌舉 の破壞 時代、 一 一條 冷泉 家 耿擧の 束縛から 脫 せんとして 自由 研究 

を高唱 して をった 時代で ある。 この 和歌が おくれた の は 和歌に は 非常に 久しい 傳統 があった ばか 


りで なく、 その 中心が 堂上に あって、 紳聖視 されて ゐ たとい ふ 事が I" 取 大の原 であら ラ。 

舊歌 學に對 する 反抗 は 長 流 契 沖に 於ても 見る ことが 出來 るが、 契 沖 は 一 一條 家歌舉 の破壞 よりも 

新しい 研究方法 S 建設に 努力した 事 は 前述の通り である。 舊歌舉 攻撃に 全力 を 傾倒した のは戶 E 

茂睡 である。 然して 長 流、 契 沖 はもと より、 近 松、 西 鶴、 色蕉 など 皆 上方 方面に 屮 Z た 人で ある。 

卽ち元 祿文舉 の 中心地 は 上方で あつたので あるが、 茂睡は 新興の 江戶に 住した 人であった。 

戶田茂 睡は寬 永 六 年 (皇紀 ニニ 八 九) 五月 十九 3 に、 駿府 城内 三の 丸に 生まれた、 これ は 光団の 

生まれた 翌年で あり、 長 流が 六 歳の 時で あり、 契 沖が 生まれる より は 十 一 年 前で あろ。 父 は渡邊 

監 物忠、 駿河 大納言 忠長 の 附 人であって、 六 千 石 を 賜 はって るた。 茂睡は その 六 である。 處が 

寬. 水 九年忠 長が 高 崎に 幽閉され たので、 茂睡 S 父忠は 大關 土 佐 守 高增に 預けられて、 長男 善に 家 

を £1 がせて、 己 は 二 男 以下 を 連れて 下野 那須 に资 居した。 此の 時 茂睡四 歳で ある。 後 されて 茂 

睡は 江戸に 出た。 これ は寬文 元年 (皇紀 一 $ 一  一 ) 茂睡の 三十 三 歳の 時であった であらう" ？^！：政友 

の 「茂睡 翁傳」 に は 承 應ニ年 二十 五 歳の 事と して ゐる。 江 戶に 出た 茂睡は 伯父 戶 ra 政-次に 養 はれ 

て 戶田姓 を 名のる にいたり、 本 多 侯に 仕へ て 三 ほ 石 を 賜 はり、 本 鄉淼川 宿 の 邸 h に 住した-か、 本 

多 候國政 改革の 時に 浪人して、 淺草金 龍 山の 邊に 居住した。 天 和 一 一年 (皇紀 一 一三？ J 一 一) 五十 四歲の 
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時 長男 を 失って 悲嘆し、 翌年の 春 高野山に 上り、 その 途中 太 機 崎 立 澤に碑 を 建てた。 碑 は 中央に 

「嶋立 澤戶田 茂睡」 左右に 「哀れ 思へ 昔の 秋の 夫れ ならで 崎 立 澤に殘 す 我が 名 を」 と あり、 橫に 「天 

和 三年 三月 一 一十 五日 爲亡息 高 野 詣之序 造 之」 と 刻して あると いふ。 元 祿 十 一 年 (皇紀 一 三 ー五 八) 七 

十 歳の 時に、 彼が 蕩派 歌學を 攻撃せ る 歌： a 梨 本 集が 出來 た。 賀茂眞 淵の 生まれた の はこ S 前年 元 

祿ト 年の 事であった。 元祿 十三 年に 梨 本 集 を 刊行した。 茂睡 七十 二 歳、 德川 光！！ の薨 じた 年で あ 

る。 契 沖 は その 翌年 示 寂して をる し、 長 流の 死んだ の はこれ より 十四 年お 茂睡 S:A1 八」 J の 時で 

あった。 かくて 茂 睡は寶 永；： 一年 (皇紀 一 一三 六 六) 四月 I 四日 七十 八- M で 歿した。 この 年に 荷 田在満 

が 生まれた ので あるで 

茂睡の 和歌 史上の 功績 は、 制 禁の詞 のい はれの ない 事 を； i じ、 歌詞の 自由 を唱 へて、 和歌 を 冷 

泉 一 一條 兩 家の 中世 以來の 歌舉の 束縛から 解放して、 自. E の 境地 を 開かん とした 潑刺 たる 彼 S 歌論 

にある。 彼のこの精神は寬文^.^^年三十七^isの時に記せしとぃはれる宣言書に見ぇてゐるが、 その 

主張 を 一 々豐 富に 例證を 引いて 論難した のが 前述の 梨 本 第で ある。 梨 本 集 五 卷には 和歌 革新の 急 

先鋒と しての 彼の 全 精神 全 氣槪が 充満して ゐる。 例へば 「ほの ぐと」 とい ふ詞は 「ほ- と 明 

石の 浦の 朝霧に 島 かくれ ゆく 舟 をし ぞ おも ふ」 とい ふ 人 麿 S 名歌が あるから、 それに 對 して、 私 


の 歌に は 初 五 文字に おいて はいけ ない、 とい ふ 說に對 して 彼 は、 

歌の道 も 先達の 詞を かリ、 その 心 を まねて こそ 道に は 至るべし、 延 慮せ よと いふ は、 あるべき 事と もお も は， 4 

ず。 「ほの-^ と」 いふ 詞は、 「月 や あらぬ」、 「櫻 散る」 などと いひた ると はちが ひ、 月に も 花に も、 雲に も か 

すみに も、 特 更に はるの 曙、 ぅみ山の眺51^, に、 色匀 ひの 言語に もな が- (- しくい ひ盡 しがた きを、 此 ほの 人- \ 

とい ふ詞ー つに、 かね そな へたる 事 なれば. 我等 體の 欲に も、 ^文字に ほの，， ^とい ひた、 りば、 少し は 欲の や 

うに もなる べき もの をと おもへ ど、 延 慮と いふ 事 あれば、 我 もよ まれず、 人 も ゆるさぬ ゆ ゑ、 いよ/ \歜 あし 

くな リて、 一首の ぬしに さへ な、 りざる、 みな 詞 C} 制 ある ゆ ゑな リ 。むかし はか やうの 延^ もなかり しに や、 五 

. 文字にほ の）^ とぉきたる歌ぉほし。 

と 論じて、  - 

ほの ぐと 有 明の 月の 月影に 紅葉 吹きお ろす 山風の 風  源 信 明 

ほの ぐと 春 こそ 空に きに けらし 天の 香 山 霞 棚引く  後 <nl.1 羽院 

以下 卜 首の 歌 を ひいて 證 として をる が 如きで ある コ. 卽ち梨 本 集の 主張 は 和歌 を 一 一條 冷泉 3 窮： S な 

禁制から 解放して、 新 古今 以前の 自由な 天地に おかう としたの である。 

ひと もこ 

茂睡の 家集と いふ もの はない つ 彼の 歌 は 「紫の 一本」、 「わか 紫 J、 「隱家 百 首」、 「鳥の 迹ー、 一 さ 
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ざれ 石」、 「诸の 松」 などに 散見して をる ので ある。 今 本 大系に は 「鳥の 迹」、 「紫の 一 本」、 「隱家 

百 首」 のうちに ある 彼の 作 を 抄出して、 彼の 歌の 面影 を 示した ので ある。 

「鳥の 迹」 は 山 名 玉 山、 淸水宗 川 以下 當 時の 江戶 歌人の 詠 を 茂睡が 撰んだ 私 撰 集であって、 元綠 

十五 年刊 行、 歌 數八百 三十 首に 及んで をる。 

「紫の 一 本」 は 遺 佚と 陶々 齋と いふ 一 一人が、 江戶を 廻り 歩いて 古、 今 を 語り合った やうに 擬 した 

もので、 天 和 一 三 一年 頃の 作で ある。 

「隱家 西 首」 は 茂 睡晚年 本 鄉丸山 本 明 寺 谷に 暫く 住んで、 自ら 隱 家の 茂睡と 名乘 り、 傍の 小 橋 を 

不求 橋と 號 して ゐた。 その 隱家、 不求 橋、 梨 本 等 名 づけた 理由の 歌、 茂 睡の歌 を はじめ 勸 進の 歌 

百 首、 追加 一 一十 九 首の 和歌 を 集めて 元祿七 年出刊 した ものである。 茂 睡の隱 家の 狀は 「紫の 一 本」 

不求 橋、 丸 山 本 明 寺 谷に あり。 陶々 齊と遺 佚と、 染 井の 花屋 党 物の 歸リ に、 丸 山へ ょリて 見る に、 ゎづ かな 

る 橋 を 渡し、 不求 橋と いふ 札 を 立てたり。 橋の き はに、 あばらなる 竹の 折 戶の門 を 設けて、 檜の 木 板の ち ひさ 

きに、 隱 家の 茂睡と 書きて、  • 

塵の 世と 思 ふ 心も镜 りて は 身の 隱 家の 山と な るら む 


と ぁリ。 是は いかたる 者ぞと 尋ね 侍りければ、 遣 佚 は歜の 友に て、 よく 知リて 物語す る。 此の あるじ は はじ 

めは淺 草に 住みけ るが、 世 を遁れ てこ、 に 暫く 住みけ る 時、 此の 橋 を 渡した る を 聞きて、 親族な リ ける 源の 光 

豊と い ふ 人 の もとより、 

隱家は 山 も 求めず 世 を 渡る 心 やかけ し 前の 棚樯 

と 詠みて おこせた るに、 

我が 庵 は 山 も 求めず 棚 橋の 短く みつる 世 を 渡る 程 

と 返 欲した リ しより、 不求 橋と 名け ける とい ふ。 

と あるので、 想 し 得る と 思 ふ。 

これらの 書に 載せられて ゐる 歌に よって、 彼 茂睡の 歌風 をみ て 見ようと 思 ふ。 彼の 耿は舊 派の 

束縛から 放れて 自由で ある。 

あちこちと めぐりて 爰 にくる ま 坂う ち くたびれて 腰 を ひくな り  紫の 一本 

武藏 野の 詠めの 末にた とへ て は富士 もさながら 草の 上 露  同 

聞く 人の 首な ゆぶ しの 唱耿 にも 浪 あら じと はよ き 小歌 ゆ ゑ  同 

久しくて あうた る 事 を 嬉しく も 我.  ぞんじた てまつ りすぎ そろ  同 
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第 一 首 は 「車 坂」 の 歌、 第一 一首 は武藏 野の 廣大 なの を 誇張して よんだ 歌、 第三 首 は、 酒宴の 時に 

な ゆぶ し を唱ぅ ものが あつたので 詠んだ 歌、 第 四 首は淺 草の m 社 祭 見物に いって、 茂 睡の舊 庵に 

入って、 昔 をし のんで るるう ちに、 まつりが 渡った ので 詠んだ 歌で ある。 これらの 歌に 用 ゐられ 

てるる 技巧 は 機智と 首 葉の 洒落であって、 誹證 歌風と いふより は 全くの 狂歌で ある。 そして この 

言葉の 洒落と 機智と は 茂睡の 歌の 一 つの 特質 をな して ゐ ると 思 ふ。 この 輕ぃ 諧謔、 狂歌 趣味の 歌 

は 一面 和歌の 民衆化と も る 事が 出來 る。 

風た えて 池靜 かなる 水煙に 冬と も わかぬ 朧夜の 月  紫の 一本 

纖細 巧緻な 敍 景の駄 であるが、 斯樣な 新 古今 風の 歌 は 彼の 詠に は餘り 多く は 25- る 事が 出來 ない。 

新 古今 風と いふの は、 此の 歌の 内容が もつ 情趣に ついていった のであって、 「池靜 かなる 水煙に」 

は、 「すゐ えん」 と音讀 させる ので あらう が、 漢語 を その ま、 に 和歌に 用 るるとい ふ處 に、 和歌 革 

新 家と しての、 W 語の 自. m を唱 へた 彼の 新し 味 を 十分に みる 事が 出來 る。 

あはれ と は 夕 越えて 行く 人 も： Ic- よ 待 乳の 山に のこす 言の葉  紫の 一 本 

これ は 彼が 待 乳 山に 建てた 碑に 刻んだ 歌で ある。 自ら 隱 家の 茂 睡 などと は稱 しながら、 かく 恃巩 

山に 碑 を 建てたり、 鴨 立 澤に碑 を 建てた"、 叉 は 紫の 一 本のう ちに、 自ら 住みし 淺 草の 庵の さま 


を 記して、 「熊に あらす 虎に も あらす 淺草 におき 臥す われ を 誰かし るべき」 とい ふ狄 まで も 載せた 

るが 如き、 又は 同じ 害に、 不求橋 S 際に、 隱 家の さま を 記す が 如き を 見れば、 彼 は元來 自負の 念 

強く、 名聞 を 好んだ 人であった ので あらう。 それが 逆境に 沉ん だが ため 世 を 拗ねての 隱棲 であら 

う 事が、 この 歌に 於て も^ひ 知られる であらう が、 なほ、 

身に かへ て をし みし 家 S 名 を だに も捨 つれば すつ る 世に こそ あり けれ 紫の 一本 

この 耿を 見れば 一層 明嘹 になる であらう C 

秋の色の ながめに かへ てこの 頃 は 高嶺の あらし 麓の しぐれ  鳥の 跡 

和歌の 雅俗 巧拙 はしば らくお いて、 自由に 放膽 にの びくと して 生彩の あると ころ、 堂上 派 歌人 

の 詠と は 全く 面目 を 異にして るると 思 ふ。 

祝 ふべき 暮 にも あるかな 身に とりてな にの ことなく 今日 も 過し つ 紫の 一 本 

思 ひねの 逋ふ 夢路 も かさなれば 古鄉 遠し 一 夜々々 に  鳥の 跡 

旅 衣た ちへ だてても 去らざる はさら ばと いひし 人の 俤  同 

命 ありて 今日は 此の 野に 行き暮れぬ あす は いづく の 草の葉の 露 同 

立ちよ る も ひとり さびしき 木の下に 花 も 去年 見し 人ゃ戀 しき  同 
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みそら 行く 光 はさら にか はらぬ にいつ の 月日の 老 となし けむ  鳥の 跡 

これらの 抒情の 歌 は 枕詞 掛詞緣 語 比喩な どのうる さい 修辭 技巧 を用ゐ ないで、 あるが ま、 S 感情 

を 率直に 詠 じて、 しかも 餘 韻の 溺々 たる ものが あって 得 《^ からざる 傑れた 歌で あると 思 ふ。 

茂 睡の歌 は その 抒情の 歌に 於て は 技巧 を 求めないで、 眞情 その ま ゝ を 詠 出して 人に 迫る 力の あ 

ると ころに その 一 つの 特色が あり、 彼の 好んで 用 ゐた拔 巧 は、 多く 掛詞綠 語で あるが、 その 用ゐ 

方 內容が 諧謔 洒落に 類して 全くの 狂歌 趣味で あると ころに も 他の 一 而 S 著しい 特色が ある。 ^揭 

の 「紫の 一本」 の 歌の 如き 後年の 一 九の 「膝 栗毛」 に 見る 狂歌と 同一 の 趣 をみ せて るる。 こ S 狂歌 風 

の 歌 を 詠 じたと ころに 彼の 江戸 ツ子 氣 質と 堂上 歌學へ S 叛逆 兒 としての 彼の 面目が、 より 多く^ 

はれて ゐる やうで ある。 とにもかくにも 彼の 歌 は相當 異色 を もって ゐる點 は 大いに 注意す るに 足 

ると 思 ふ。 

春 葉 集 

春 葉 集 は 荷 E 春満の 家集で ある。 春満は 京の 伏 見 S 稻 荷の 祠宫荷 田信設 の 男で ある。 信 詮は深 

草の 元 政と 親交- S あった 人で ある。 荷 田の， M 漏 は 姓で、 氏 は 羽 倉で あるが、 羽 倉に は 柬西兩 家 あ 


つて、 舂満は 東 羽 倉の 方で ある。 通 稱を齋 せ "、 初め 信 盛と いひ、 後に 東 麻 呂 と 改めた。 束 丸、 東 

滿、 春滿 ともかく、 いづれ も 「あづま まろ」 と訓 む。 正德 の^は 旣に名 を 東 麻 EG と 改めて 居た、 春 

滿 とも 書いた の は享保 元年 以後 S 事 だとい ふ。 

舂 満は寬 文 九 年 (皇紀 一 一三 一 一九) に 生まれた。 前 S. 戸田 茂睡 四十 一 歲、 光 II 四！ 一 ー歲、 長 流 四十 

六 歳、 契 沖が 三十 歳の 時で ある。 

如何なる 事情が あつたの か 家職 は 春 Ins 弟 信 名が つ いで、 春满は 我が 國 古典 s 研究に 心 を ひそ 

めて 大いに 國 學を唱 へ、 その 擧風は 世に 羽食學 とい はれた。 契 沖の 古典 は 古典 を 正しく 解しょう 

とする にあった。 卽ち 上代の 書 を 解す るに は 上代 人の 心 を 以てして、 後世からの 想像 を 以てする 

事 を 排斥した ので ある。 そのために 古典 を 縱潢に 研究して、 その 正解 を 得ようと したので あった 

が、 春 fiS 國舉 にいた つて は 古典 S 研究 は 古代への 憤憬 となり、 古代^ 道 を 以て、 卽ち 大和民族 

本來 S 思想 を 以て、 人閒 生活の 目標と して • 華美 淫靡な、 當時 S 弊風 を 救 はう とする にいた つた 

ので ある。 卽ち 古代 研究が 古代 信仰へ と 進んだ ので ある。 所謂 國學 は春満 によって 唱道され たの 

である。 これ は 彼が 神官の 家に 生まれた 事が 非常に 影響して ゐる であらう。 春 满が契 沖. S 弟子と 

なった とい ふ說 と、 然ら すと いふ 說と あるが、 直接に 契 沖に 擧ん だか 否か は 知らす、 春 满が契 沖 
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の 著 を 讀んで 得る 處 があった 事 は 疑 ひの ない 事で あらう。 享 保の 頃 春満が 江戸に 出た 時には、 將 

軍吉 宗が聘 した けれど 辭 して 受けなかった。 赤德の 遺臣 子葉 大高源 吾 は 春満と 風流の 交 はりが あ 

つたので、 春満は 義士 復 響の 企て を 知って 大いに 之れ を壯 として、 自分が 吉良 邸に 出入して るた 

ので、 邸 中の 狀を源 吾に しらせて やった ので、 赤德 義士 は^ 常に 盆 を 得た とい はれて ゐる。 これ 

ら の 事に も已 に廢頹 せんとして ゐる 元祿. H 風に 慨 してる る 春満の 氣赏を 知る 事が 出來 ると 思 ふ。 

晚年 京に 歸 つて、 伏 見に 國學校 を 創立しょう として、 ー^！府に建議した。 その 時の 啓 文 は 世に 傳は 

つてる て、 舂満 の意圆 をよ く观 知す る ことが 出來 る。 がその 企て は 遂に 成就し ないで、 元 文 元年 

(皇紀 一 一三 九 六) 七月、 春満は 六十 八 歳で 歿した。 家 は 甥の 在 満が繼 いだ。 

舂薬集 二 卷は寬 政 七 年 (皇紀 二 四 五 五)、 上 W 秋 成 等が 選んで 上梓した ものである。 上卷は 四季 

及び 雜 の 歌が を さめて あるが、 春満 平生の 主張に よって 戀部 はない" 下卷に は、 創擧校 啓の 幕 

への 建議 文、 信 美が 臨寫 した 古今 かな 序な ど を 載せて ある。 本 太 系に は その上 卷和欧 の 部， たけを 

收錄 したので ある。 その 成立 ついては、 

浪速の よしあし を も 撰ばす、 玉藻 も 藻展も あるが ま 、 に 信鄕宿 漏の かき 集めた る を、 たま あ へ る 人に も 見せ、 

うから やからの 後に も傳 へむ とて ニ卷 につ くれる こと を、 卷の 葉. 2 茂リ なすこち /\ の 枝の さか ゆくて ふ ふる 


言 もて、 卷葉集 と はとな ふるに なむ" 

と、 い：^^ 信 美の 序に あるに よって 知られる し、 春 葉と いふ 題 S 意味 も 知られる。 


さて 彼 S 歌 はどうで あらう。 

たちへ だつ 波の ひまに は あら はれて 霞に しづむ 淡路 しま 山  春 

卷雨 S 降る とも 見えす ハ<= かゆ は 岸の しづくの 音ば かりして  同 

夏 S 丧は難 波の 魔の ふしの まもなくて 明け ゆく 夜半 ぞは かなき 夏 

水上 は 夕立す らし 見る がう ちに 一 すぢ にごる 里の なか 川  同 

秋風に たち そふ 浪と 見る までに 男 花う ち 靡く 武ー f 野の はら.  秋 

夕風 S ふき も はら はぬ 玉 笹ゃ小 ざ 、がに ら い ： 露 しづかな り  同 

おき いづる 霜 S ぁさぢ の 朝 ほらけ 外に 色 な き 庭 の 寂し さ  冬 

これに S 歌 は 新 古今 風の 優 魔な 叙景 歌で ある T たちへ だつ」 、「水上 は」 の ば 殊に 巧妙 纖 細な 歌で 

ある。 が これら は 彼の 本領で はない かもしれ ない。 

夕 ごり の 雲 はみ 冬 をた ち へ だて 今朝 ふる 雰ゃ 春の 初花  春 

關守の ある 世な りせば 逢坂の 花に と ノ まる 人 も ゆるさ じ  同 
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これらの 歌の 如き は舊 派の 歌風 その ま  >  の、 理 1!^ に墮 した 作で ある 0 

可成り 多く  えて ゐる。 

稲荷山 ほが ら くと あくる 夜 を 名の る か ら すの 聲も 春な る 

いひ しらぬ 神代の 分の 面 かけ をみ せて 爵むゃ 天の かぐや ま 

くり か へ し 見る 卷々 の 書の 數 にあき の.^ 長き ほど ぞ 知らる ゝ 

霜 を へ て もろから むより き ほひ 散れよ しゃ 冬た つ 風の もみ ぢ葉 

おもしろ や をり か へ し_!1|ふ榊^,&にゅふっけ鳥も聲合はせっ> 

そ S かみの 國の 始めの 面影 はたち もへ だてぬ 秋ぎ りの 空 

ふ る 雨と 照る 日の 惠 みま ち に 高 £  く ほ 田も祌 の ま に 

たが 爲と 誰か 思 はむ 世 を まもる 天つ やしろ も國 つやし ろ も 

黃金 もてつ くる 佛 をて らふと や 世に 輝かぬ 寺と て はなし 

した ふから 流れての 世 も 其の かみの 心く まる ， 水莖の あと 

おやの 親の 世 をく みしらる 水 楚の跡 や 子の 子の しるべ に はせ む 

わけ 入りて とふ も 語る も靜 けしな やまと S 赛の ふかき 钕へ に 


ふみわけよ 大和に は あらぬ 唐 鳥 si- をみ るの み 人の 道 か は  同 

これらの 歌に は 彼 S 主観性 格が それぐ 著明に 現 はれて ゐる。 卽ち 神官と しての 彼の 面目、 阜道 

復古の 張 者た る 彼の 氣慨、 警世家と しての 彼の 情熱 は、 これらの 歌に よってよ く观ひ 知る 事が 

出來 る。 これらの 抒情 歌 こそ 彼の 本領で あらう。 彼の 歌の 生命 は これらの 歌に 於て 炳乎 として 鄕 

いてる る。 

萬 葉 復古 を 歌 ifl の 本旨と して 主張した 東廢呂 も、 その 作に は 未だ しい 萬 葉の 影響 を 認める 事 

は 出来ない C 彼の 歌論と 創作と は 未だ 同一 の 歩調 をと つて はゐ ない。 從來の 歌風 を 十分に 離れき 

つて はゐ ない こと、 長 流 契 沖 等と 同樣 であった。 

あづま 歌 

「あづま 歌」 は 千 蔭 S 父、 加 藤 枝 直の 家 築で ある。 

もろ- ん 

枝 直い 遠祖 は、 萬 葉 集 S 撰者 だと 云 はれて るる 橘 諸兄 だとい ふ。 諸兄 十 一 代の 孫に 後 sffi- 以來 

の勒撰 集の 作者 能 K 法師が ある" それまで は 攝津國 古 曾 部に 住ん でるたが、 能 S の 子 月次^ 人 何 

某に いたって、 伊勢に 移り、 藤 原 を 姓と し、 加 藤 を 氏と した C その 末裔-か 枝 直で ある。 枝 直の 父 
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は尙 之、 浪人し：」 5- 勢 松 坂に 店して 雰と號 し、 朝夕 詠歌 を樂 しんで 世 を 送って ゐた。 枝 直 は 

春 雪の 四 男で ある。 

枝 直 は 元 綠五年 (皇紀 一 一三 五一 一) 士  一：^ 十 一 日伊 勢の 松 坂に 生まれた。 光園 か湊 川に^ 呼 忠臣 楠 

氏 之 墓と いふ 碑 をた てた 年で あり、 長 流の 歿した 貞享 三年 (皇紀 一 三 一四 六) より 七 年後、 -荷 田春満 

ためな ほ 

の 牛； まれた 寬文九 年 (皇紀 一 三 一一 一. fO より 一 一十 四 年後 S 事で ある。 枝 直 初めの 名は爲 直、 後に 枝 

とかいて、 「えだな ほ， と訓ん だが、 又 「えな ほ」 と 改め、 要 南 清と も かいた。 本姓 橘に 復 したが、 

とこよ あん  は ぎ もの 

なほ 加 藤 を 氏と して、 通稱 乂左衞 門、 南山と 號し、 家 を 常世 庵 また 芳宜圓 ともい つたの は 江戸に 

出てから の 事であった。 父 春 雰は枝 直が 七 八齒の 頃から 歌 をよ み 習 はせ たとい ふ。 しかし 枝 直 は 

罩に 風流に 隱れて 世 を 送る 心 はなく、 父 春 雪の 意 を 承け て 武士と して 身 を 立てよう とした。 

享保 元年 (皇紀 二三 七 六) 將軍 家繼薨 じ、 吉宗紀 伊 藩から 入って その 跡を繼 ざ、 有名な 大岡越 前 

守忠相 は、 ^勢の 出 田 奉行であった のが、 享保ニ 年に 徵 されて 江戶 町奉行と なった。 枝 直 はこの 

忠相 によって 身 を 立てよう として、 翌享保 三年 江戸に 出た。 時に 枝 直 二十 七^。 枝 直の 母方の 從 

弟 中 村 三お 衞 門が 大岡越 ^守 配下の 組與 力て あつたが、 莩保五 年 病歿して、 其の 孤 兒中村 又藏な 

ほ 幼少で 公 ffl を 勤める 事が 出來 ない ので、 枝 直 は そ S 番代 として 組與 力に 召 抱 へられ、 翌年 吟味 


方と なって、 素 願 を 遂げる 事. か出来た。 かくて 枝 直が 大岡 配下の 吟味 役で あつたの は、 中 村 又 載 

が 十五 歳に なった 享保 十六 年までの 十二 年間で ある。 世に 所謂. K 岡 裁判の 黑 is| に は、 この 枝 直が 

居った ので ある。 

享保 十六 年に は 枝 直が 後見して 居た 中 村 又藏が 十五 歲 になった ので、 枝^ は又藏 に」」 父 S 職 跡 

を 相續せ させ、 己 は 辭職を 請うて 許され、 更に 大 岡の 指 圖で、 枝 直 は 町奉行 稻生 下野 守 S 組與カ 

に 抱 へられ、 寳曆七 年 (皇紀 一 一四 一 七) まで 引き 績 いて 吟味 役 を 勤め、 寳曆九 年から は 吟味 方 1： 人 

の 外と して、 格別 重い 吟味 相 勤むべき 3::1、 依田 豐前 守から 命ぜられ たとい ふ。 

枝 直が 公務 上の 功勞 は、 莩保中 御 定書百 筒條を 編成した ことで ある。 これ は 吉宗將 軍 sf_-n 政の 

1 として 稱 せられて ゐる 事であって、 世に 物徂徠 S 立案と か、 室 鳩巢の 起草な どと 云 はれて ゐる 

が、 實は枝^^ー  人の 手に 成った ものが、 吉宗の 意に 叶って 定稿 となった ので ある。 文學 方面の 仕 

**  - - も とみ 

事と して は謠 曲の 改訂 を やった 事で ある。 これ は 明 和 二 年に、 觀世左 近秦元 章が、 舊來 曲詞 

聿の 語格、 天爾 波、 假名 遣 ひの 誤謬 を 始め、 故事 詩歌の 引き 誤り 等 を 訂正して、 内外 二百 十番を 

開 版した のであって、 世に 之れ を 明 和の 改訂 本と いって ゐる C この 改訂 は 田 安 宗武、 か 企てて、 之 

れを 賀茂眞 淵に 命じた ので あるが、 眞淵 はこれ を 枝 直に 囑 したので あらう。 枝 直に 眞 淵の 門弟で 

解題 あづま^  s: 1 
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も あり 又 その 保護者で もあった。 眞 淵の 舉才に 服した 枝 直 は、 出府 後閒 もない 眞淵を 己 S 近鄰に 

招いて 住ま はせ、 眞 淵の 萬 葉 や 古今の 讅席 も、 最初 は 枝 直 S 家で 開かれた のであった。 枝 直に は 

まだ 忘れられない 舉問 上の 功績が ある。 それ はせ 一 諸 先生と して 有名な 靑木昆 陽 は、 枝 直が 大岡越 

前 守へ 推擧 したの が、 世に出る 基と なった ので ある。 昆陽は 枝 直の 推薦に よって、 莩保 十八 年 (皇 

紀 二三 九 三) はじめて、 ji 摩 芋 試作 御用 掛を仰 付けられて、 飯 田 町 坂 上、 白山 御藥 園内、 下總國 

馬 加 村、 上 總國不 堂 寺 村 等 を 薩摩芋の 植 場と 定められ たので ある。 白山 御藥 園と いふの は 今の 植 

物 園で ある。 寳 1  曰 十一 一年 (皇紀 一 一四 一 一一 一) 枝 直 は 七十 一 歳に なった ので、 老 額の 故 を 以て 辭職を 請 

ひ、 翌年 七月 之れ を 許された。 翌明和 元年 un_+; 紀ニ四 二 四) に は、 兩國囘 向院の 住職に よって 剃髮 

した。 その 時 S 長 飲が 「近 葉菅根 集」 S 雜 五-に 出て ゐる。 これ は 「あづま 歌」 に はの せて ないから 引 

いてみ よう Q  . 

寳曆 十四 年 三 八日、 囘向院 にて 髮を モリて、 家に か ヘリて 

とこよ 波 しき 波よ する 神風の 伊勢の 國 より 鳥が なく とほの 御門に 荒 玉の 年の 緣 

をへ て あから ひく 晝は しみら に ぬば； 土の 夜 はす がらに 賤 たまき 賤 しき 身に は お 

ふけな き まけの まに/ \.. 事 終へ て うみの まな ごも 仕 ふべき 年に なり ぬれ いつしか 


に 身 は 老い はふれ いた づきて せんすべ しらに しか- <\ と ま をし あぐれば 司に も 

みたま 賜 ひて かしこき や きこえ あゆつ/ V 去年 S 秋 ま をし のま、 に いとまた び 綠 さ 

へたび て うつしみ の なりの ことぐ なし はてつ 惠 みは あきぬ たく づ ぬの しらけし 

髮は 朝に けに かきけ づる だに いぶせき を そりて すて まく 思 へれ ど 家人き かば く 

す はしみ いさめ § る さじ よしる で やし しられ じゅめ と 肝む かふ 心 ひとつ を ニ國の 

中 ゆく 川の 撟 わたり そこなる 寺に い § きつ、 心たら ひに 事と ゆて 家に 歸れば 妻 

も 子 も 首 だに と はで 卷 雨の おつるな みだ を と、 5r めえ す いりくる 人 は かき かぞふ 

三つ S 世 六つの ちまたに は 迷 はじ ものと ひたむきに 姿 かへ しと わら へらむ かも 

^いもな く 恨み もな しゃう つせ みのな りの 事々 なし はて ぬれば 

こ S 耿に よって、 その 時爲 すべき 事 はなし 果てた とい ふ 枝 直 S 満足して るる 心 持が よく わかる で 

あらう。 寶 卜 g: 年 は 六月 一 一日に 明 和と 改元され た S である。 がし かしこれ から 一 一十 餘 年み-生き 

延びて、 天明 五 年 (皇紀 一 一四 四 五) 八月 十日に 歿した S である。 

枝 直に 幼少の 時 は 父に ついて 歌 を學ん だが、 江戶に 出で た はま だ 古 學の ひらけなかった ころ 

で、 廣澤長 孝 S 門人 の 鴛氷中 也と いふ 堂上 風 S 歌人に ついて 舉ん だ。 村 田 春 道 も 始めは この 人に 
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耿 を舉ん だので ある。 處が枝 直 は その 頃の 歌風 を 嫌って 萬 葉風 を 喜んだ。 これ は 「あづまうた」 の 

千 蔭の 序に、 「ある は 二 年 三と せが ほど、 歌 はいと 少なくて、 萬 葉の 歌 を まねび 作る を、 ひたぶ る 

に 珍ら かなる 事に おほえて」 と ある s; で わかる。 そのうちに 彼 は 古今 風 を 尊ぶ にいた つたので あ 

る。 彼の 著 「歌の 姿 古へ 今 を； i らふ 詞」 S 中で 彼 はいふ。 

いかにと ならば、 今の 大御代に も なぞら ふべき は、 宇多 酷醐の 御代なる べし。 されば 其の 御代の 手ぶ リ、 事 わ 

ざ、 ，：r、 りこの 御代に 5^ ひに たれば にや、. 大御代の 歌よ む ほどの 人、 知る も 知らぬ も、 古今 集の 歜を 上な きもの 

にして、 もて か しづかぬ や は ある。 これ 大御代の 調に かなへ る 所 ありて、 然らしむるなりけ《^。 されば 歌 作ら 

むと 思 はば、 ぬか づきて 古今 集 を 見るべき なり。 

と、 枝 直が 主張 は、 近代. S 歌の 姿 は 保 元 平 治 以來亂 世の 調で あるから、 今 太平の 御代の 範 とする 

に は 不適 常で ある、 太平 S 調と して は、 太平の 御代 S 古今 を範 とすべき であると いふので ある。 

枝 _a が 萬 葉風 を 真んだ の は、 眞 淵に 交 はった 人で あるから 自然 S 事で あらうな どと 早合點 して は 

ならない。 眞 淵が 江戸に 出た の は 元 文 三年の 事で ある。 然るに、 この 「歌の 姿 古へ 今 を 論ら ふ詞」 

を かいたの でさへ、 元 文 二 年： だ 月、 枝 直が 四十 六 歳の 時の 事で、 眞淵 出府 前の 事で あるから、 萬 

楚風を 喜んだ の は、 それより 以前の 事で ある。 枝 直の 著に 「答 俊仍 g 宫書」 が ある。 これに よれ. M 


枝 直が 歌の 目標 を萬繁 風から 古今 風に と遷し 始めた 樣 子が 見える が、 これに、 

すべて 八， の^よむ 人、 古今 第 は 勅選の 始めにて、 大切なる 傅授 ある 事に して、 それ を 除きて、 學ぶ所 は、 保 元 

平 治 以後の 凤 K ょリ 末の ー體に 成り かたま リ たる やうに て、 やつ がれ 十に も あまりけ る顷、 やう， こ 》 に 

疑 ひ 出で 來て、 風雅の 事 は、 その 代に 從ふ ものと こそ 申し 傳 へて 侍れ。 保 元 平 治よ リ 打ちつ き 開國以 來の亂 

世な リし 其の 頃の 風體 を、 今 太平の 御世に とリ まなばむ 事 は、 いとく 忌 はしき 事に 侍る 斑 をう か ひ、 今の 

^學者 流の 敎 へと は、 大いにた が ひ 侍る 事 を、 おろく 心に 悟リ 候て、 誠に 人 麿う しの 祌 菜に 助けられ 侍る や 

うに、 ぁリ がた く覺ぇ 侍る 也。 

と ある。 これらに よって 明らかで ある やうに、 枝 直 は 始めは、 當時 一 般の 歌を舉 ん でるたが、 四 

十 一 一 一い S の 頃から、 當 時の 歌舉 歌風に 傲らぬ やうに なり、 一 時 は 萬 葉風 を學ん だが、 これ も 彼の 

理想に ぴったり としない。 遂に 十 2 今風に 於て 自己の 道 を 確立した S である。 これらの 事 はすべ て 

眞 淵に 交 はる 以前の ことであって、 眞 淵と は 全く 無閼 係に、 枝 直 は 枝 直の 道 を 見出した ので あつ 

て、 眞 淵と 交 はりが 始まって から は、 枝 直 は 反って 古今 を 祖述して ゐ たので ある。 荷 田 在 滿の新 

古今 主義、 賀茂眞 淵の 萬 葉 主義と 拉ん で、 加 藤 枝 直が、 香 川 に 先んじて 古今 主義 を 唱道した 

事 は、 火 いに 注意し なければ ならぬ と 思 ふ。 

解題 あづま 歌  四 五 


解題 あづま 歌  四 六 

枝い 肚 S 萬 葉風 時代 は 短い 時代であった らしい。 「あづま 歌」 の 千 蔭の 序に、 

其の あづまう たと 記された る 巾に も、 猶心 にかな はざる ゃぁリ けむ、 多く 消し もし、 ある は 二 年 三と せが 程 

歌 はいと 少なくて、 萬 葉の 歌 を まねび 作る を、 ひたぶ るに 珍ら かなる 事に おぼえて、 古き 歌の 調べと k の ほら. 

ぬ を さへ、 まねび つる を、 後に 見れば うるさくて、 皆 捨てつ、 など しるしお かれつる も あり。 

と ある. 9 で 見れば、 萬 葉 調 を 好んだ の は 二三 年の 事であって、 古今 調へ S 過渡 • 期の 事で あつたの 

にすぎない。 眞 淵と 交ら ふやう になって から は、 反って 萬 葉の 粗野な 調 を 捨てて、 古今の 雅馴な 

調を葭 〔ん だので ある。 千 蔭、 春 海が 縣 門から 出ながら 流麗な 江戸 派と なった の は、 枝 直の 影響に 

よる もので あにう。 

「あ-つまうた」 s 成立に 就いては 千 蔭 S 序で 明らかで あるから、 何もい ふ 事 は あるまい。 さて 彼 

の 歌 を 見よう。 

むさ し^を ふり さけ 115- れば秩 父ね に 春 日 かゆろ ひ 霞た なびく  卷 一 春 

上つ ふさのお より 出で て 行く 月 s 泊り はふ じの 高嶺な りけ り  卷三 秋 

^田 船い ざ 漕ぎ出せ いさな とりあ ふみの 海の 波の 月み む  同 同 

あごの 海の 海士の 釣船に は をよ みいら こが 崎へ こぎ 渡る 見 ゆ  卷六 雜 


夕な ぎに 海士の 釣船 幸 ありて 眞閒の 入江に こぎ 歸 るみ ゆ  闻 同 

これら は萬楚 風の 作で あり、 また 優れた 馱 でも あるが、 調に 於ても、 想に 於ても 幾分の 柔 味を帶 

びて 居る 事み-見落して はならない。 この 柔味 流麗と いふ 事が 枝 直の 歌の 特徵 であると 忍 ふ。 かや 

5 な 萬 葉風の 耿 にも その 特徵は 自ら 溶み 出た もので あらう。 が倂 し、 もとより かやうな 萬 葉風の 

馱は^ 中に 餘り 多く はない。 

天の原て る 日に ちかき 富 士の嶺 に 今 も 神代の 雪 は 殘れり  卷六 雜 

この 耿は、 内容に 於て は 萬 葉に 近い ものである 樣 では あるが、 調に 於て は 流暢な 古今 風で ある。 

となりに ははつ しまみ えて 七 島 は， 氣に くもる 伊豆 S 海 ばら  卷六 雜 

壯大 であって 懐かしみ を もった すぐれた 歌で ある。 壯大な 海原 を 歌って はゐ るが、 狂 湖 怒？ S の 凄 

絕 雄渾な 姿ではなくて、 悠揚と して 親しみ 易い 海の 而影 である。 調 は 萬 葉 調の 樣 でも あるが、 非 

常に 柔味 を帶 びて ゐる。 3^】 代の 人の 歌 G 中に いれて おいても 一 寸 識別され 難い やうな 歌で ある。 

明け わたる 空 s 霞 もほ^ぐ と 紫お ぶる むさし 野の 原  卷ー 春 

ふり はへ て 行き かふ 袖の 追風に 郤 大路 はかす みか ぬらむ  同 同 

これらの 歌 は 純然たるお 今風で、 その 流暢な 調に は音樂 的な 快い 饗が ある。 が 枝 直の 歌の 古今 風 
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とい ふの は その 調に 於て であって、 その 内容に 於て は、 古今に よく 見られる 露骨な 理智 的な とこ 

ろ は 少ない。 が この 歌 は その 内容が 比較的 單 純であって 古今 集の 敍景 歌に 近い 趣 を もって ゐる。 

けさより は淺瀨 こす 浪 おとかへ て冰 ながる/ V たま 河の 水  卷ー 春 

朝霞 立ち 出で みれば うめ きて あり 明 s 月に 春風 ぞ 吹く  同 同 

春され ばす みれ 唆く 野の 朝が すみ 空に 雪 雀 S 聲ば かりして  同 同 

村雨 をす ぐして 名のる ー聲に 松の 露ち る 山 ほと" ぎす  卷ニ 夏 

松 かゆの 扳 ゐの淸 水く みあ ゆて 結ぶ 手に みる 月ぞす しき  同 同 

うづら 鳴く 野べ の 秋 はぎ きに けり 道行きぶ りの 袖^ ふまで  卷三 秋 

うつしう ゑし 一 むら 萩の 晚 きしょり 花の 影く む 庭の 眞淸水  同 同 

霜の 上に 遲れて 一 蒸ち る 音 も 聞く ベ かりけ る 庭の 朝夕  卷四 冬 

わけ ゆけば むこの 山風 さえくて 袖に 玉ち る あられ 松原  同 同 

風 寒み 前の 小 河の 水 かれて 心細く もち どり 鳴く こ ゑ  同 同 

かぢ 枕と ま洩る 雨の 音づれ もま きれぬ ほどの 波の しづけ さ  卷六 雜 


これらの 歌 は、 いづれ も^ 洒 たる 敍景の 歌で ある。 この 歌の 美 を 花に 謦 へて みると、 牡丹の 濃艷 


でもな く、 櫻の やうな 華美で もな く、 梅の やうな 堅い 感 もない。 ^璃 色に 晴れた 秋 { 仝の 下に き. 

りきり しゃんと 暌く 桔梗の 花の やうな 淸楚な 美し さで ある。 而 して 調 は 流麗な 十 ：！ 今 調で あるが、 

盛られて るる 内容 は複雜 であり 纖 細であって、 どちら かとい へば、 新 古今 風の 趣 を もって ゐる。 

これが 枝 直の 歌 S もつ 特徵 である。 枝 直 S 歌の もつ 美 は、 自然の まゝ、 生地の ま、 の 美で はなく 

つて、 洗練され た 美で ある。 豪快な 美で なくって、 しみぐ とした 美で ある。 これ は 江戸に 生活 

した 枝 直として は、 極めて 常然な 嗜好で あると 思 はれる" 卽ち枝 直の 主張した 古今 は、 その 調で 

あって、 その 歌の 境地ではなかった ので ある. - これらの 歌に よって、 枝 直の 敍景 歌人と しての 地 

位 は、 ー 分 高く 評 憤され ていいと 思 ふ。 「あづまうた」 の 序に、 

學び の 力 長け たる は 却リて 歌の心 に 通れ、 欲 詠む 方 に 心 引きた る は、 なかく に學 びの わざに おろそか にて、 

これ を 兼ね 得た るな む 稀な りけ る。 さる を 此の 二つ を かねて、 世に も 俊れ 人 も ゆるした る は、 媒：！ W の 大人、 あ 

り ま 呂の宿 練、 さて は 橘の 翁な む有リ ける。 此の 三人の 主 建、 其の 學び 0 心 は 等しき ものから、 歌の 手 扳リは 

思 ひ^る かた 異にて、 心々 に ぞぁリ けらし。 彼の 大人 は 尾 上の 松の 雲 を 凌ぎ て H も 及びが た き 古 の 高き 姿 を た 

ふとみ、 梅 纏 は 秋の 野に 綾 幅る 花の 錦の 細やかなる 屮顷の 巧み を 喜び、 翁は絲 竹の 殊更に 設けた る^に は あ、 り 

で、 百 鳥の 音の 自らなる 調べ を 好みて、 た 2^3M 心よ リ 詠みいで たれば、 古に も よらず、 後に もっかず、 我と 1 
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つ の 火. 5< をな むな せりけ る。 

と、 村 W 春 海が 書いて ゐ るの は 過賞で はない。 

春風の 到らぬ 喂 やなが るら むけさ は藤閒 もこ ほら ざり けり  卷ー 春 

惜し かりし 秋に わかれし 抉より け ふの 時雨 は 降り そめに けむ  卷 四 冬 

水鳥の 陸に なく 音の 聞 ゆるに あさる 蘆閒ゃ 今朝 こ ほ るら む  同 同 

これらの 歌 は、 純粹 な客觀 的敍景 歌で はなく して、 主 觀がは ひって ゐる ところ は、 内容に 於ても 

古今 棄 S 歌と 同 樣の趣 を もって ゐ るが、 古今 集の 頃の 歌に は、 や、 とも すれば 餘 りに 理窟ば つた 

やうな 嫌 ひが 多かった が、 枝 直の 歌に は それ 程に 甚 しくない やうで ある。 

敍：： 京 歌人と して S 枝 直 は 上述の やうに 非常に 優れてる る。 抒情の 歌 はどうで あらう。 

わけ そむる 蒲し の 原 末つ ひに 忍び や 果てむ ほに や いづべき  卷五 戀 

ことなくば 梢の 蟬 にあえ もせで 澤の螢 の 身 を こが すらむ  同 同 

あし たづの 音の みぞな かる 和歌の 浦 や 、汀 に 潮の 满 つとば かりに  同 同 

あまた たびしぐ る、 磯の そ なれ 松 なれても 染まぬ 色の つれな さ 同 同 

さりと もと 恃ち もよ わらぬ 袖の 上に 二十日 あまりの 月ぞ 宿れる  同 同 


かやう に、 技巧的な 歌であって、 心中 S 熱情 を直寫 した もので ない こと は從來 S 戀耿 と同樣 であ 

る。 が倂 しながら、 右に 載せた どの 歌に も、 「わけ そむる 蒲し S 原」 とか、 「袖の 上に 二 卜日餘 りの 

月ぞ 宿れる」 とかい ふやう に、 必す敍 景の句 を 含 んでゐ る。 これが 枝 直の 戀歌 S 待徵 であって、 

彼 は 戀馱に 於ても 敍景的 戀耿を 詠 じて るるので ある。 卽ち枝 直 は、 あくまでも 敍景 歌人と して Is^ 

始 した 人で あると いふ 事が 出來 ようと 思 ふ。 

賀 茂 翁 家 集 

賀茂翁 家集 は 賀茂眞 淵- S 家 第で ある。 眞淵は 元 祿十年 (皇紀 一 三 一 五 七) 遠 hd 闽敷智 忪莊岡 部 

鄉に 生まれた" 此 S 年 加 藤 枝 直 は 六 歳、 荷 田 春満は 二十 九. 一 成、 德川 光園 は 七十 歳、 契 沖 は 五 卜 八 

歳であった。 翁 淵 S 父 は 同所、 S 賀茂 S 新宮 S 神官 岡部與 三郞定 信、 眞淵 "A 世 S 祖岡部 二 郞左衞 門 

政定は 三方 ケ 原の 戰に戰 功が あって、 家康 から 勸賞を 賜 はった とい ふ。 眞淵 通稱莊 助、 參四、 衞 

士と 改め、 實名は 政 藤 後に 眞 淵と 改めた。 幼い 時に 姉 壻政盛 S 養子と なって ゐ たが 後に、 濱松驛 

-., め や  《4 し. * り 

の本陴 梅ハ， t 甚三郞 の 養子と なって、 市 左 衞門眞 溢が 生まれた. - 眞 淵が 從兄政 長の 女 を 妻と した S 

はこれ よ" 以前 S 事で あらう、 そ S 政 長の 女 は 享保九 年 (皇紀 一 ニニ 八 四) 九月 四日に 死んだ。 この 
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. 時 眞淵は 一 一十 八 歳であった。 平 m 篤 胤の 玉 爆に は 梅 ハ合家 を 退いて 後に 政 長の 女 を 妻と したやう に 

記されて ゐ るの は 誤りで あらう。 それ は 元 文 五 年 (，M, お.！ 一 一四 〇〇) の 岡 部 日記に、 

九お 四日に も 成りぬ。 此の 日 は 先妻の 失せに し 日 なれば、 早く 住みけ る 家に て、 あと 問 ひな どして、 墓に も詣 

でた るに、 いつしか 十七 年に こそ 成りに たリ けれ。 

とあって、 その 先妻と いふの は 政 長の 女の 事で あるから である。 眞 淵が 嘗て 眞言 の 僧に ならう と 

して 果 さなかつ たとい ふが、 それ は 或は 壯年 眞 淵に はこの 攻 長の 女 を 失った 悲しみに 堪 へられ 

なかった からであった かもしれ ない。 梅咎 家の 養子と なった の はこれ より 後の 事で あらう。 眞淵 

も 若い 時は濱 松の 儒者 渡邊蒙 庵に 漢擧 を學 び、 詩文 をよ くした。 蒙 庵 は 太 宰春臺 の 門人で 老莊攀 

者であった。 眞 淵が 老莊 S 思想に は 同感 を 持って ゐ たの は、 或は この 藏 庵の 影響であった かもし 

お ほ はふ り 

れな い。 眞 淵の 國舉の 友 は、 濱松、 諭訪 社の 大祝 杉沛 國顯、 五社の 神官 森，： 昌 などで、 こ S  二人 

はと もに 荷 m 舂満 S 弟子で あり、 ことに 國顯の 妻 まさき は 春満の 姪であった ので、 春満が 江戶へ 

S 往復に は 常に 濱 松に 宿り、 眞淵 はこの 人々 の 執り もちで、 春満に 而識を 得たり した。 これらの 

事 は、 古擧 好きの 眞淵 をして、 いかに 擧 問に 對 する 情熱と、 春 満に對 する 思慕 S 心と を 沸き立た 

せた であらう。 旅 宿の 主人と して 世 を 終る ベ かりし 眞淵 は、 享保ト 八 年 (皇紀 一 一三 九 ニー) 遂に 意 を 


、決して 妻子 を濱 松に と めて、 京に 上って 春 満の敎 へもう ける にいた つた。 時に 眞淵 三十 七^で 

あった。 しかしながら、 其の後 僅かに 四 年で 春 満は元 文 元年 (皇紀 二三 九 六) に 長逝した から、 直 

接春満 から 學び 得た ところ はいか ほどで あらう.、 眞 淵が 濱松 時代に 獨學で 得た もの を、 i 接春滿 

か ら磨 きを かけられた 程度で は あ るまい か。 

師を 失った 眞淵は 一 度 故 鄉に歸 つたが、 元 文 三年 (皇紀 1 ニニ 九 八) 四十 一 ー歲の 時に hd 戶に 出で て 

村 ffl 春 道の 家に 寓居した。 このと きから 梅 谷の 氏 を やめても と S 岡 部 を名乘 つたが、 梅 〔<s: を離綠 

したので はなかった。 最初に 名簿 を 納めて 弟子と なった _s が 小 野 古道であった。 閒も なく 加 藤 枝 

直と 知って、 そ S 近鄰に 移った。 この 春 道と 枝 直とが、 眞 淵が 江 戶に 出て. まだ 志 を ない うちの 

後援者であった ので ある。 舂 道の 子、 春鄉、 春 海、 枝 直の 子 千 蔭も眞 淵の 門に 入った。 延莩 三年 

(皇紀 一 一四 〇 六) 五十 歲の 時、 春 Si の 養子 在満が 仕を辭 した 後 をう けて ■、 在満 の推擧 によって 出 安 

宗武に 仕へ てから、 名聲が 大いに 盛んになって、 弟子 も 非常に 殖えて きた。 文意 考、 冠 辭考、 萬 

葉考 などの 名著 を 著 はして るる。 寳暦十 一 年 (皇紀 1 一四 1 1 一 ) 以來は 致仕して、 專ら 著述に 專 念す 

る やうに なった。 

明 和 元年 (皇紀 一 一 S 一 一四) 六十 八 成のと きに、 _m ^本 矢 倉に 上代 風の 家 を 上し 移り すんだ。 こ 

解題 賀茂翁 家 藥  五 三 
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の 家を縣 居と 號 した。 この 年の 正月に は、 本居宣 長が 松 坂から 遙々 名簿 を 送って 門弟の 列に 入つ 

た。 此の 年 歌 意考が 出来た。 翌明和 一 一年に は國 意考、 明 和 五 年に は 祝詞 考， 同 六 年 (皇紀 一 一四 一 一 

九) に は 語意 考が 出來 たが、 此の 年 十月 遂に 歿した、 年 七十 三 歳であった。 縣 門に 攀ん だもの 前 

ラ さ 

後數 Kn 人、 高才 $^ 出して、 本居宣 長、 荒木 田 久老、 加 藤 千瞎、 村 田 春 海、 加 藤 美樹、 树 取 魚彥、 

村 S 养鄉、 栗 田 土満、 小 野 古道、 橘 常樹、 ：：： 下部 高豐、 同 自寬を 世に 縣門 十二 大家と いひ、 油 〔4: 

倭 文 子、 ，3 殿餘野 子、 進 藤 筑波子 を 縣 門の 三才 女と いって ゐる。 かの 片馱 を唱 へた 建 部 緩 足、 科 

學^！^として、 發明 家と して、 漢擧 者と して、 淨 瑠璃 作者と して、 戲 作^と して、 往く 所と して 可 

ならざる なしの 槪 があった ところ S 1 代の 奇才 平賀源 S も眞 淵に 學んだ 一 人で ある。 契： 1； に 始ま 

つた 古 學は眞 淵に 至って 始めて この 盛觀を ：！ 壬す るに いたった ので ある。 契 沖以來 S 萬 葉 研究 は ， 

未だ 作歌 の 上に は 十、 し た 變 化 を 及 ほさ な かった のが、 眞 淵に い た つ て 萬 を體得 し、 盛んに 0 

風の、 所謂 太夫 振の 歌 を 作る にいたり、 これ を 以て 多くの 門弟 を 導いた。 眞淵は 萬 葉に よって 古 

語 古道 を 明らかにし、 燸 學を排 し 古道 を 以て 天下に 呼號 したので ある。 

眞淵 の耿も はじめは 卷満の 風 を 離んで、 新 古今と 古今と に 近い 歌風であって、 江 戶へ 出た は 

定家、 西 行、 俊 成 を 喜んでる た。 其の後に いたって 萬 葉風 をよ み 出した ので ある。 上代 は， 雄偉 


な 文 和國に 郡が あった s で、 その 環境に よって、 人心 も 歌 も 雄 健な 丈夫ぶ りであった のが、 平安 

遷都 以來、 優美な 山城 國 の 風光に 影響され、 巧徽な 唐 風に 累 はされ て、 手 弱ぶ りの 歌に 墮し皇 室 

も 亦衰へ 袷うた。 よろしく 丈夫ぶ りの 歌 を よむべし とい ふ S が眞 淵の 主張で ある C かくて 萬 築 を 

尊崇し、 資朝を 激賞し、 六 百年 以来、 歌に 於て 師 とすべき 者 もな く、 我が 歌の 優劣 を 解し 得べき 

者 はな いと 豪語して るる。 晚 年に いた つ て は 萬 葉に 満足し ないで、 更に 遡って 紀記 S 歌 を 理想と 

したが、 これ は 極めて 短い 閒に 過ぎなかった。 

彼の 家集 は、 本 大系に 載せた、 寬政 三年 (皇紀 一 一四 五 一 )、 春 海が 輯 めた 「賀茂 翁 家集」 の 他に、 

天明 元年 (皇紀 一 一四 四  一 y 魚彥 S 選んだ 「鯀居 歌 文」、 美樹が 選び、 秋 成が 補って 明 和 丸 年 (皇紀 

二 四 三 二) に 出版した 「縣 居の 駄集」 の 二種が ある。 さて 彼の 歌 をみ よう。 、 

武藏野 を 霞み そめた る 今朝 みれば 昨日 ぞ 去年の 限りなり ける  卷 一き  , 

きの ふけ ふ時來 にけ りと 時鳥とば たのお もに 早苗と るな り  同 夏 

今朝に しもた けの 林ぞ そよ ぐなる 世 は 秋風の 立ち やし ぬらむ  同 秋 

かやうな 歌 は 想 も 調 も餘程 古今に 近い 趣 を もってる る。 眞淵 といへば、 た 二 € 葉 歌人とば かり 思 

つてる る 人々 に は、 彼の 集に かう した 歌が ある S が 不思議に 思 はれる か もしれ な い。 

解題 贺茂翁 家集  ^ 五 
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みちの くの ちかの if かま 春 來れば 煙より こそ かすみ そめ けれ  卷 一 春 

つくば 山 しづくの つら、 今日と けて 祐生 のす、 き 春風 ぞ ふく  同 同 

とふ 人の 笛 もき こえて 垣の 内に 梅ち る 風のお もしろ きかな  同 同 

、？ら W との どけき 春の 心よりに ほひいで たる 山 ざ くら 花  同 同 

故鄕の 野べ にくれば むかし わが 妹と すみれの 花暌 きに けり  同 同 

これらの 歌 は、 その 趣が 新 古今 S 歌風に 近い。 殊に 鼓 後の 「故鄉 の 野べ 見に くれば」 や、 第二 首 

の 「つくば 山」 の 歌の 如き は、 これ を 新 十 2 今の 中に 入れても 一 寸辨 別し 難いで あらう と 思 ふ。 眞 

淵の 歌に はか、 フ した 一 面 もあった 事 を 忘れて はならぬ。 

さく" し 花 花； 1： 儿が てらに 弓 いればと もの ひ ゾ きに 花ぞ ちりけ る  卷 一 春 

お ほひえ や を ひえの 雪の めぐりき て 夕立すな り 粟津 野の 原  同 夏 

この 歌の 如き、 ^壯な 趣 を 詠 じた もので は あるが、 そ S 調 は 中世：^ である。 

かゆろ ふの も ゆる 春 の 山 櫻 あるかな きかの 風に か をれ り  卷  一 # 

雲 省 あがる 春の 朝け に わたせば をち の國原 露た なびく  同 同 

大 伴の みつの 浦な み 吹き寄せて 松 ばら 越 ゆる あきの ゆ ふ 風  同 秋 


遠つ あ ふみ 濱 名の 撟 s 秋風に 月す む うら をむ 力し 見し かな  卷ー 秋 

冬 がれに 里の わら やの あら はれて むら 鳥す だく 梢 さびし も  M 冬 

かま くら S よる S 山お. ろし 寒 けれ ば み なせの 川に 千鳥な く な り  1E 同 

しなの なる すが S あら 野 をと ぶ 鷲 S つばさ もた わに ふく 嵐 かな 卷ニ 雜 

これら は 所謂 萬 薬 風の 耿で あり、 眞 淵- S 所謂 丈 失ぶ り S 耿の 優なる も S であら、 フ。 がし かし、 仔 

細に その 一 つ； \ の 歌 を 吟詠して 味って みると、 意外に も そ S 中に 新 古今 風- S 情趣 を 可成り に帶 

びて 居る こと に氣が つ くで あらう。 

おも ふ 人 こ て ふ に 似た る 夕 か な 初雪な びくし のの をす、 き  卷ー 冬 

先 だち し 人の たもと か 花す ， き 今 は それ だに 見えすな りに き  同 哀傷 

. 照る 月に ころもう つなる 通 遠み 天が ける らむ聲 かと. ぞ 聞く  同 同 

これら S 歌 は 萬 葉 調のう ちに、 一 抹 S 古今に 近い ものが ある やうに 思 はれる。 

かやう に眞 淵の 萬 葉風の 歌 は、 純 粹な萬 葉風ではなくて、 そのうちに 近代 風の ある 物が 加味せ 

られ てるる 歌が 多い。 けれども これ は それらの 歌の 價値を すこしも 低く する もので ない 事 は 勿論 

であらう。 

解題 賀茂翁 家集  ,  五 七 
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三冬つ き舂 立ちけ らし 久方の 高見の 國に 霞た なびく  .  卷 一春 

みよしの を わが 見に 來れば 落 瀧つ 瀧の みやこに 花ち りみ だる  同 同 

天 S 原 八重 棚 雪 を ふき わくる いぶき もが もな 月の カリ 見 t  卷  一 . 

こ ほどり の 葛 飾早稻 のに ひし ほりく みつ ， をれば 月 かたぶきぬ  同 同 

まし ヒ ての くらはし 山に 雪 きら ひ 高 市 國原雪 ふりに けり  卷ー冬 

これら は 純 萬 葉風の 歌の 代表的の 作で あらう。 

百く まの あらき はこね 路 越え 来れば こよろ ぎ S 機に 波の よる 見 ゆ 卷ニ 雜 

これ は眞淵 S 激賞した 實 朝の 「箱 根路を 我が 越え くれば 伊豆の 海 や 沖の 小島に 浪の よる 見 ゆ」 の 

歌と よく 似て ゐる。 恐らく は實 朝の 歌から 得た 著 想で あらう と 思 ふが、 これ は實 朝の 素朴で 雄 i^, 

なり- 一 比し c、 寘 淵の 方 ま な、 ， うるさく 思 はれる やうに 思 ふ。 

眞 ilFW 萬 葉 主義 S 本領 を 遺憾な く發禪 した もの は、 その 長歌に ある。 古言 古句 を縱 橫に騸 使し 

て、 古 調 を 詠 じゅく 技倆 は、 まことに 驚くべき ものが あって、 萬 葉以來 はじめて 眞淵 によって 見 

# る のみで ある。 今 こゝに は繁を 嫌うて 引用す る こと を 避ける が、 集中 S 長歌 その いづれ を 見る 

も、 虔に萬 葉の 壘を 摩すの 槪が ある。  - 


なや  がね  ひとつき  J 一な, VI J 

うまらに 喫ら ふる 哉 や 一 杯 二 杯 ゑら くに 掌 底う-ち あぐる がね や 三 杯 ra: 杯  一一 一一 E 直し 

あ 4  二，！ 

、も窗 しもよ 五 杯 六 杯 天 足らし 國 足らす もよ 七 杯 八 杯  卷ニ 長歌 

この 「うま 酒の 歌」 は、 萬 葉 以前 を 希求した 作で ある，」 萬 葉 調に 新 古今 風の 想 を 盛った 事と、 上 

代の 思想 文明 を體 得して- これ を藝術 的に 再^し 得た 眞 淵の 功績 は 偉大な ものであると ふ。 

天 降 ■ 言 

眞淵 門の 耿人 si^ 風は必 すし も 同一 ではなかった。 これ を 派と 江戸 派と に 一 一大 別す る こと 

が出来る。 一 C 葉 派 も 仔細に 2^ れば、 純 iJl 葉風と、 萬 築 風に， 古今 新 古今 風 を 加味した も S とに 別れ 

る" 純 萬 葉 派の 歌人に 田 安 宗武- か ある C その 家集が 「天 i_m」 である。 

宗武は 八 代將軍 德川吉 {「 小 S 子で、 松 平定 信 S 父で ある。 正 德五年 (皇紀 一 三 一七 五).' 一 一月 一 一 —七 

日、 江 戶赤坂 藩邸に 生まれた。 莩 保.： '六 年 (皇紀 一 三 一九 一 ) 正月、 邸 を S 安 門 内に たま はって 住つ 

た。 宗武は 流石に 吉宗の 子であって 名君であった。 我が 固の 古典 を 好み、 有職 聲 律の 事に 精し か 

つた。 はじめ 荷 田 在満を 召して 聽 いたが、 在 満は元 文 五年ハ 皇紀 二 四 〇〇) 大嘗會 便 蒙 を 刊行して 

幕府から 證責 せられたり、 寬保ー 一年 (皇紀 一 一四 0 一 一) 宗武 S 問に 答へ た 「國家 八； ii」 を 著 はした が、 

解題 天 降 言  五 九 
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これによ つて 在満は 和歌 は 詞花首 薬の 翫び であって 新 古今 風 を 理想と すべし と說 いた。 宗武 はこ 

れを 喜ばす して、 同年 「國歌 八論餘 言」 を 著 はしたり した。 これらの 事が 原因と なって 在満は 致お 

して、 眞淵を 宗武に 薦めた。 そこで 延莩 三年 (皇紀 二 四 〇 六) から 眞 淵が 田 安家に 仕へ る ことにな 

つた。 このと き 宗武は 三十 二、 眞淵は 五十 危 であった。 以來宗 武は莴 葉 を 好んで、 師匠 S 眞淵以 

上に 純 萬 葉風の 歌 を よんだ。 明 和 八 年 (皇紀 一 一四 三 一 ) 六月 四日 五十 七^で 死し、 悠然 公と 諡 され 

た。 宗武 は音樂 について は謠 曲の 明 和 S 改訂 本 を 作らせたり、 「樂 曲考」 などの 著 も あるし、 「服飾 

管 見」 などの 有職に 關 する 著 も ある。 

『天降 言」 は、 宗武の 死後 三十 七 年、 卽ち 文化 四 年に 藤 原 直臣の 集めた ものである。 この 第の 歌 

は その 寺弋 によって わけて ある。 卽ち： 莩 保から 寬延 まで、 莩 保から 寶 15 まで、 寳 i5 年閒、 寳 暦 

から 明 和までと にわれ てゐ るので、 時代に よっての 歌風 S 變遷 をし るに はまこと に 便利で ある。 

莩 保から 寬延 までの 作に は、 

亂れ唉 くちぐ さ S 花の 色まして 歸るさ 惜しき 野路 S 夕ば え 

住む 人の 稀なる 野邊の 物う きに あはれ を 添 ふる 夜 はの 村雨  • 

とい ふやう に、 優 麗な新 古今 風の 歌が 多い が、 なかには、 


おり ゐ つる 蔬邊を 渡る 朝風に SSE! はみ の 毛の 亂れ てぞ たつ 

とい ふやうな 調子の 強い 歌 も ある。 

つ ぎ の莩保 か ら寶 までの 作に は、 

秋され ば 水底き よみさ ゝ ら波 更に ぞ たてる 風 吹く ごとに 

. 星 合の 空 靜 けしな 久方の あまつ 河 風す *4 しく あるら し 

洲崎邊 に 漕ぎ出で て みれば 安房の 山の 雪 居な しつ 、遙 けく 見 ゆ も 

とい ふやうな 萬 葉 調が 多い が、 なかには、 

我が 宿の 杜の 木の 閒に 百千鳥き なく はるべ は 心の どけき 

心よ けに 草木 繁れる 夏山に 煩 はしく も ほと ゝ ぎす 鳴く  - 

. 雨 ふれば 靑 みい や ま す 常螌 木の 木の 閒 をよ そふ 櫻 葉の 色 

とい ふやうな 中世 風の 歌 も ある、 がし かし 第二 首の 「煩 はしく も ほと ゝ ぎす 鳴く」 S 如き は、 時 

鳥に 對す る從來 の 思想 を 破 つて ゐる ものである。 

擧ば でも あるべ く あらば 生れながら 聖に てませ ど それ 猶し擧 ぶ 

天地の めぐみに 生る、 人 なれば 天の 命の まに く を へ や 

解題 H< 降 富  六 一 


解題 天 降 言  プ 一 一 

の 如き は、 純 萬 葉 調 S 耿では あるが、 その内 容は眞 淵の 排斥した 儒舉 思想であって、 しかも 敎訓 

的で でも ある。 

寳瞢 年間の 作 は、 堀川 初 度の 百 首の 腿で 二 首づ、 詠まれて ゐる。 全部 純 萬 葉 調の 歌で ある。 

春雨 は 音靜け し も 妹が 家 にい 行き 語ら ひ 此の 日 くらさむ 

風 a ゆる 池の 汀の 枯 魔- S 亂れ ふすな る 冬 はさび しも 

ふる 雪に 御笠 もめさす 皇子 達み 狩せ すなり み鷹勉 めよ 

常にみ て 安らに ありし 吾妹 子 を 旅 をし すれば 戀ひ侘 ぶる かも  . 

循竝 めて とよみ あ ひに し 武士-の 小手 指 原 は 今 はさび しも 

とい ふやうな 調子で ある。 

寳 Is 明 和 年 閒の作 も 無論 萬 葉 調で は あるが、 

いつしかに 池の 冰の 解け 初めて 心 長閑け き 春は來 にけ り 

とい ふやうな 中^ 風の 歌がない でもない。 又、 

たまと りの 八尋 のたり 尾 開きた てめ ぐる 姿 は 見 も あかす けり 

これ-孔雀 を 詠ん： お^で あ Jso  -  ■  ■  r  .  .  r 


さ ら枝 をし ばう つう へ にう つ 雀汝が 打つ 尾羽 を 吾み はやさむ 

これ は 太平 雀と 題して ゐる。 孔雀 や 雀 は、 今まで あまり 歌の 題材に はされ なかった や、 フ であろ。 

これら は r 國家 八論餘 言」 に 「世く だれる 後の ものの 名 にても、 うる はしく 聞 ゆる は、 いにしへの 

詞に とりあ ひぬ ベければ、 を さくよ むべき 事な り。」 と說 いた 立場 を、 資 際に 行った まで S こと 

である。 

かく てく ると 宗武の 歌 は はじめは 中世 風が 多く、 後に は 萬 葉風が 多い。 在 満と眞 淵と S 影響 

が 割 然と 現 はれて るる やうであって 面白い。 しかも その 萬 葉風の 歌 は、 師眞 淵よりも 徹底的な 純 

萬 葉風で ある こと、 漢學 思想、 漢學 趣味の 見えて ゐる ことが、 その 特徵 である。 

靜屋 歌集 

「.靜 星 歌集」 は 加 藤 美 樹の耿 を、 寬政 元年 (皇紀 二 四 四 九.？ の 十三 囘 忌に、 門人 上田 秋 成が 撰ん 

だもので ある。 

加 藤： 炎樹 はまた 河津 ともい ふ、 美 樹は宇 萬 伎と も 書く、 靜 S 舍と號 す。 享保六 年 (皇紀 一 一三 八 

一 ) に 生まれた。 幕府 大番の 騎士で、 江 戶淺草 三 筋^に 住んだ。 延享 三年 (皇紀 一 一四 〇 六) に眞淵 

解題 靜屋 歌集  六 三 


解題 静屋 歌集  六 四 

の 門に 入った。 美樹 二十 六 歳、 眞 淵が 田 安家に 仕へ た 年で ある。 公務で 難 波に 勤番した 事が あつ 

て、 その 折に 敎を うけた 者が 多い。 上田 秋 成 も その 一 人で ある。 安永 六 年 (皇紀 一 一四 三 七) 六月 十 

日 歿す、 年 五十 七。 千 蔭、 舂海、 魚 彥と拉 んで縣 門の 四天王と 稱 せられた。 

梅の 花 ものがたりし は 夢なら む 香ば かりさ そふ はるの 手枕 

夏き て もま だ 袖 寒き さ ごろ もの をつ くば 山に のこる し ら雪 

もの ， ふの 草む す 屍と しふり て 秋風 さむし きちかうの 原 

これらの 歌 は 新 古今 風に 近い 趣 を もってる る。 

春が すみた たる を 見れば く  ， もりし： t 代の 昔 思 ほ ゆる かな 

さ やなみ や 比 良の 大 わた 風 吹けば みな わにう かぶ 山 櫻 かも 

いぶき 山い ぶく 朝風 吹きた えて あ ふみ は 霧の 海と なりぬ る 

これら S 歌 は 萬 葉と 古今との 中 閒を覜 つた やうな 歌風であって、 彼の 歌の 特徵 はこ、 にある ので 

あらう。 しかし 中には、 

玉 川の かは戶 ゆきくれ 島つ どり 鴻 飼が ともと いほりす 我 は 

あづま ぢ の富士 のしば 山し ば/ \- も 馴れて 物 思 ふ 別れす るか も 


とい ふやうな 萬 葉風の 歌 も 見える。 それ故に か 世に は 美 樹を萬 葉 派に いれて るるが、 萬 葉 派と い 

ふ 特色 は餘程 少な いやう に 思 はれる。 

杉の 下 枝 

荷 田 在 満の妹 蒼生 子 3歌 を、 門人 菱田縫 子が 輯 めて、 橘 千 蔭、 三 島 自寬の 序 をつ けて、 寬政七 

年 出版した ものである C 蒼生 子 は 享保七 年 (皇紀 一 一三 八 一 一 ：} 京都 稻 荷に 生まれた。 兄在满 と共に 春 

满に養 はれて、 江戶に 注き、 某氏に 嫁した が、 早く 夫に 別れて 在满の 家に 歸り、 歌 文 を 舉んで 巧 

みであった。 紀州 藩主の 女 公子に 仕へ たが、 四十 九で 辭し、 淺 草に 住み、 諸侯の 夫人、 女 公子 等 

多く その 門に 擧ん だ。 天明 六 年 (皇紀 一 一四 四 六) 一 一月 一 一日、 六十 五麁で 歿した。 

蒼生 子、 初め S 名 を ふりと いひ 榥里 とも 書いた。 その 歌 は 古今 風に 幾分 S 新 古今 風 を 加味した 

極めて 穩 かな 歌風で ある C 

あけぬ とて 名のる 烏の 聲の 中に 山際 かすみ 春 はきに けり 

舂 なれ や 白浪 わけ て か づきす る 海人 も 霞の t 」 ろ もき てけ り 

浦 遠く 汐路 霞める あけ ほのに 波 も緣に 立つ と 見 e めり  • 

解題 杉の 下 iSi  六 S 


解題 楫取 魚彥集  六 六 

入相 S 鐘 は 春し もうかり けり はかな さ 見せて 花の 散れれば 

うかりし も 忘れて 人の 戀 しき は 身の 秋 近くな り やし ぬらむ 

秋 なれ や 土 さくる まで 照る 日に もさす がに 荻 S 聲は ありけ り 

花づ まもうら がれぬ とや 山 ふかく 遠ざかり ゆく さ を 鹿の こ ゑ 

これらに よって、 彼女の 歌風の 一 斑 は舰ひ 知る 事が 出來 るで あらう。 

楫 取魚彥 集 

か とりな ひこ 

楫取魚 彥は下 總國香 取 郡 佐 原の 人、 享保八 年 (皇紀 一 一三 八 三) 三月 一 百に 生まれた。 美樹 より 三 

歳の 年少で ある。 通稱 茂左衞 門、 靑 藍と 號 した。 その 先祖 は 豐後國 S 尾 形 三 郞維義 から 出た とい 

ふ。 その 四 世の 孫景 能、 下 總香取 郡 大須賀 S 莊の 地頭と なって、 伊能 村に 住んだ ので、 伊能 を 氏 

とし、 その子 孫 守 靴 武士 を 捨てて 佐 原に 移った。 守亂七 世の 孫が 魚彥 である。 故に 魚彥も 伊能 を 

氏と してる たが、 江戸に 出て 後に 生地 禾" 取 郡に 因って 椅取を 氏と したと いふ。 江戸に 出た の は 明 

和年閒 とも、 又寳 1  曰の. m ともい ふが、 眞淵 の 門に 入り、 その 近 鄰濱町 出 伏井戶 にす み、 其の 家 を 

茅 生 庵と いった。 ® 淵の 歿後 魚 彥に舉 ぶ もの 一 一 百 人に 餘り、 諸侯のう ちに も 弟子と なる 者 多く、 


又.^ 野 輪 王 寺 法 親王に もしば く 召され、 或 時 は 輪 王い 一寸せ ：！ 御み づ から 豆腐 田 樂を調 じて 魚彥 にす 

すめ 給うた とい ふ。 天明 一 一年 (皇紀 一 一四 四 一 一) 三月 一 一 卜 三日 六 ト^で 残した。 

魚彥は 綾足に 舉んで 給 をよ くした。 「稀 取魚彥 集」 は 安永 五 年 六 年 ニ年閒 S 詠草ん」、 淸水 臣 

が 縣門遺 J:s 中 に收錄 した ものである。 

さて 彼^ 歌 をみ よう。 

皇神 の ： 大降り ましけ る 日向なる 高 千 漶の嶽 やま づ霞 むら む 

- 古代 憧慣の 思想 を、 や、 古今に 近い 調に もった 歌で ある。 かやうな 歌 はやが て 近世の 和歌の 一 つ 

の特徵 でで も ある。 

天 雪の むか ふす をち の 渡つ み^ 龍め るかた ゅ舟ぞ 見えく る 

純 萬 葉風 S 歌で は あるが、 敍景は 稍複雜 になって るて、 そこに 近世 味を帶 びて るる。 

鳩 鳥 のかつ しか 川に 朝 菜 あら ふ 子 あさ 菜に もな りに てし が も 朝 菜 あら ふ 子 

古 調を帶 びた 旋頭 歌で ある。 

伊勢の 國に 君が い ゆけば h. 毛 野い かほの 沼の いか まく 思 ほ ゆ 

秋 S 野の 尾花く す 花 はぎ S 花 しらえぬ 花 もい ま 盛りな り 

解題 揖取 魚彥集  六セ 


^  0 構 取角彥 集  力 ハ 

丈夫 やした に は 人を戀 ふれ ども ますら を さびて あら はさす けり 

內容、 技巧、 調子と もに よく 萬 葉の 骨髓を 得た 作で ある。 「丈夫 や」 の 歌の 如き は、 男性的 戀歌 S 

^唱 であらう 0 

東 星の まやの 軒端に 聲 する は 手が ひの 虎の 妻 や こふら し 

「手が ひの 虎」 は 猫 をい つたので ある。 猫 S 戀を詠 じた 歌で あるが、 俳句に は、 猫の 戀 とい ふ季 

題が あるが、 和歌で は 珍ら しい 題材で ある。 かう した 题材 を、 古語 を自. B に驅 使して、 古 調を帶 

びた 歌に 詠 じ 出す 彼の 技倆 は 驚くべき ものが ある。 

天の原 ふきすさみけ る 秋風 に 走る 雲 あれば た ゆ た ふ 雪 あり 

實に而 ，：：： ぃ耿 である。 これ は， m なる 萬 葉の 摸 做で はない。 自ら 云 はんと 欲する！？ 1- をい つて ゐ て， 

そ れが 自然 に 萬 葉風 になって ゐる S である。 

一九二 八 千 萬 四 四 八 十四 三 九 二 八 萬 十九 ニニ 四 四 九九 二八 七 四 

これ は數 字ば かりで よんだ 耿 である。 普通の 文字に すれば、 

ひと 國は千 萬よ しゃ 豐み くに やまと 國 にしし く國 はなし 

である。 


松 て らす 月 を さやけ み秩 父 あがた 山の 獵 夫が 圓 居せ む か は 

これ は 「まっちゃ ま」 の 五 文字 を 句 S 上に、 「すみ だが は」 の 文卞を 句の 下にお いて よんだ 欲で あ 

る J この 二せ の 歌の 技巧に 彼の 頭腦の 明敏 さが 現 はれて ゐる。 

以 h 数 首 S 例によって も、 彼が 古歌の 精神 情趣 を體 得して るた 事、 彼の 歌人と しての 天分が 豐 

かで、 十：！ 語 古句 を 自由に 驅 使して、 單 なる 摸 做で はなく、 自然 自己 を 十分に 歌 ひ 得た 手腕 を 知る 

事が 出來 ようと 思 ふ。 蓋し 彼は縣 門の 純 萬 葉 派 歌人の 雄で あると 思 ふ。 その 濱 町の 住居が 火災に 

遇つ たがために、 彼の 作 S 傳はる ものが 多くな いのは 遺憾に 堪 へない 事で ある。 

佐 保 川 

世に いふと ころの 縣 門三ネ 女の 一 人、 鵜 殿餘野 子の 家集で ある。 「佐 保 川」 とい ふ 題名 は、 その 

卷 頭の 歌、 

ふるさとの さほの 川 水な がれての 世に も かく こそ 月 はすみ けれ 

からと つたので ある。 よの子 は享保 十四 年 (皇紀 二三 八 九) に 生まれた。 紀伊 侯に 仕へ て瀨 川と 呼 

ばれた。 それに 因んで きょい 子の 名が ある。 後に 涼 月 院と禱 した。 よの子の 兄 は 鶴 殿孟ー 、 服 部 


解題 佐 保 川  七 〇 

南郭 S 門人であった ので、 よの子 は 兄に 學ん で漢學 にも 通じ、 詩 をよ くした。 眞 淵が 或 時、 さる 

方から、 女 1015 の 手本と すべき 十二月の 消息文 を かけと 命ぜられた 時に、 よの子に かかせ たれば、 

極めて 立派に 書いた ので、 眞淵は その まゝ 奉った とい ふ。 この 消息文 は 千 蔭が 書いて 板に した も 

のが ある。 寬保八 年に 紀 へいった 時の 旅日記 を 「岐 蘇路 記」 とい ふ、 家集 は 「佐 保 川」 の 他に 

舂 海が 践を f::: いて ゐる 「涼 月 遺草」 とい ふの が ある。 

物の 苦 もな がる、 水に 聲 すみて 夏の ほか 行く 船のう ちかな 上 卷 

朝な く 流る とすれ ど黑髮 のお もひ亂 る、 す ぢぞ多 かる  同  . 

夕月夜 露 を も 露と たれ か む 風に 亂る ゝ野邊 の絲获  下 卷 

春雨 は 降れ ど ふらね ど 古 を 忍ぶ 袂は かわく 閒、 ぞ なき  同 

その 耽 風 は 右に あゆた やうな ものが 多い。 これらの 歌は槪 していへば、 古今、 後 撰、 拾遺の 風に 

近い 歌風と い へ るで あらう。 

ぁはれ！^？^この入相をとぢめとはぃっの夕に契りぉきけむ  上 卷 

これ は 中納曾 宗時 をいた んだ畏 歌に 添 へ られた 反歌で あるが、 その 調子 は 全然 中世 風で ある。 

1^ 雨 ふる 山邊を 見れば もみ ぢ ばの 過 ざに し 1!;; が ゆく へ 忍ば ゆ 上 卷 


あま 雲の 中に や 君 はま じりに し 時雨る、 空 を みれば かなし も 上 卷 

これ は眞 淵の 死 を 悼んだ 長歌の 反歌で あるが、 これ は 萬 紫 風の 作で ある。 

足曳の 山邊に 立てる 白徑 のしら す 知られぬ 戀 もす るかな  下 卷 

白眞弓 まゆみつ き ゆみ 末つ ひに 我に しょら ば 年は經 ぬと も 同 

これら S 歌 も 萬 葉風で ある。 卽ち 「佐 保 川」 に は 中世 風の 歌と 萬 葉風の 作と が あるが、 その 萬 

葉風の 作 は 下卷に 多くって、 上卷に は殆ん どない といっても いい ほどで ある。 

散の こり 

縣門 三才 女の 一 人 油 谷 倭 文 子 はもと いく子と いひ、 年 僅かに 一 一十 歳で 死んだ 歌人で ある。 莩保 

十八 年 (皇紀 1 三 一九 三) に 京 橋 弓 町 油 谷 氏の t として 生まれた。 この 年は眞 淵. か 京に 上って 春満の 

弟子と なった 年で ある。 倭 文 子の 家 は 富裕であった ので、 倭 文 子が 歌 文 を 好んで、 これ を學 ぶこ 

と を 願った の を、 父 も 許して 眞 淵に 擧ぱ しめた。 眞淵も 其の 才を 愛でて、 我が 子の 如くに いっく 

しみ 導いた が、 寳 罄ー 一年 (皇紀 1 一四 ニー) 七月 十八 曰に 長逝した ので ある。 この 時の 眞淵 S 悲嘆 

は 、「父の みの 父に も あらす」 の 長歌の 名作と なって、 「賀茂 翁 家集」 に 光彩 を 放って ゐる。 

解題 散の こり  七 1 


，題 散の こり  七 二 

倭 文 子 S 家集 を 「文 布」 とい ふ。 「伊香保の 道 ゆきぶ り」、 「ゆきか ひ」、 「散の こり」、 「草の 露」 

から 成って るる。 「伊香保の 道 ゆきぶ り」 は、 彼女が 十八 歳の 時 母と 共に 伊香保に 遊んだ 時の 紀行 

である。 「ゆきか ひ」 は 消息、 「散の こり」 が 歌集、 「草の 露」 が 眞淵を はじめ 縣 門の 人々 の 追悼の 歌 

文で ある。 そのな かに 宇 萬 伎 一人が 名 を 列ね てない。 それ は 倭 文 子が 未だ 壻を とらなかった 頃、 

宇 萬 伎と は 相思の 仲であった ので、 宇 萬 伎 は、 

ひとりの み 思 ひつ  > けて 歎く かな 人に いふべき むかし ならねば 

とよんだ が、 名 を^ はす 事 を は、. - かって、 讀 人知ら すと して 出した の だとい ふ 事が 「：^ 栢 筆 話」 

に 記されて ゐる。 

春風 は 吹き 初めに けり 筑波嶺 の しづくの 田 居ゃ冰 とくらむ 

いづこよ りたち か へ りこし 春なら む 岩 まの 波 はま だとけ なくに 

秋 S 野 は あはれ なりけ り 夕風に を 花み だれて ちれる 白露 

寂しと はこれ を 云 ふらむ 木の葉 ふり 月影す める よはの 山風 

潮干 潟 袖つ く 波 を 渡りつ  > 月 をい ざな ふ 秋の 旅人 

かやう に 古今 風に 新 古今 を 加味した やうな 狄風 である。 


筑波子 家 集 

土 岐筑波 子 も縣門 三才 女の 一 人で ある。 進 藤 正 幹の 養女であって、 土 岐賴房 の 妻と なった。 も 

と 茂 子と いったが、 眞 淵が 「筑波 山 端 出 茂 山」 の 古歌に よって、 筑波 子と つけたと いはれ ろ。 濱 

臣は筑 波 子 S 歌 を T 歌 は よの子よりも たちまさる ばか" なりき。」 と 評して ゐる。 

あら 玉の 年の こなたに 春 くれば 雪 もちり つ 、梅 もさき けり 春 

限りなく 來れ ども 同じ 春 なれば あかぬ 心 も か はら ざり けり  同 

この 「限りなく」 の 歌 は、 眞 淵が 天 翳の 頃の 女房の 口 つきだと 評した とい ふ。 

何となく 心、 ぞ 春に なりに ける 霞み も あ へ ぬ筌を 見つ ゝも春 

春た ちて に ほへ る 花 S 顔 見れば 我 さへ 共に ほ. -ゑ まれけ り 同 

みわたせば 涼し かりけ り 浦風に ゆく へ を まかす 海 十： の 釣 舟 夏 

吾が 背 子が とき 洗 ひ 衣 も 縫 はなく に 荻の 葉 そよ ぎ 秋風の 吹く 秋 

婦人でなくて は氣の つかぬ 怖へ 所で ある。 

よ と共にみ つ ， くらせ ど樣々 に 飽かぬ は 空の 景色な りけ り 雄 

解題 筑渡子 家集  七  一二 


解題 松 山 集  七 四 

風 をいた みすぎに 過ぎ行く 浮 雲の かさなる 果て や いづこな るら む 雜 

いはけ なくい かなる さまに たどりて か 死 出の 山路 を獨 りこ ゆらむ 同 

この 歌 は 子 を 失った 時の 作で ある。  / 

歎く とも 戀ふ とも 知らで いかなら む 方に のどけ く 君 は 住 むらむ 雜 

夫に 別れた 時の 歌で ある。 かやう に 彼女の 歌 はまこと にさら りと して 嫌味がない ところが、 眞淵 

の 弟子ら しくって いいと 思 ふ。 . 

松 山 築 

松 山 集 は 盲目の 國學者 if 保 己 一 の 家集で ある。 保 己 一 は延享 三年 (皇紀 一 一四 〇」 ハ)、 武藏 國兒玉 

郡 保 木 野 村に 生まれた。 父 は 萩 野 宇 lb- ハ衞、 保 己 一 幼名 辰 之 助、 後 千 禰又保 木 野 一 とい ふつ 後に 師 

雨 宫須賀 一 の 本姓 を 冒して 保 己一 と 改めた。 水母 子と いふ 號が ある。 五麁の 頃から 肝 を 病み、 

七 歲の春 遂に 盲目と なった。 寶輕卜 年 (皇紀 一 一四 一 一 〇) 十五 歳の 時に 江戸に 出て、 四 谷の 雨 宮撿校 

須賀ー の 門人と なり、 三 絞、 誠 法 を舉ん だが どちらも ものに ならす、 讀書を 好んで、 荻野宗 固に 

國學 を、 川 島 貴 林に 漢籍 を、 山 岡 俊 明に 律令 を學ん だ。 竇 1  曰 十三 年 一座の 衆 分と なった。 明 和 六 


年 (皇紀 二 四 二 九) の 春、 宗 のす、 めに よって 眞 淵の 門に 入った。 時に年ニ十^:^!^。 惜しい かな 

眞淵 はこの 年 十月 歿して しまった。 安永 四 年 (皇紀 二 四 三 五) 勾當に 進んだ、 このと き 保 己一 と 名 

を 改めた。 安. 水 八 年始め て羣書 頹從の 編纂に 志した。 年 三十 四歲。 天明 三年 紀二四 四 三) 檢校 

になり、 同： A 年水戶 公に 見えて、 盛衰 記の 校合に 預り： A 人 抉 持 を 給せられ た。 ついで 大 日本史の 

校正 を^せられ て ト人抉 持 を 給 せらる。 寛 政 五 年 (皇紀 一 一四 五三)、 TO: い 八^の 時 幕府に 請うて 和 

舉 講談 所 を 設立した。 同 六 年 盲人 一 座の 取締と なり、 間もなく 辭し、 享和 三年 (皇紀 一 一四 六 三) 一 

座の 總錄 となり、 文化 二 年 (皇紀 二 四 六 五) 之れ を辭 して、 十老の 列に 人った。 文化 十二 年 四月、 

特に 將軍家 齊に謅 した。 文政 元年 广 皇紀 二 四 七 八) ニ老に 進み、 此の 年 t+ 霄類從 S 刻が なった。 文 

政 四 年 (皇紀 一 一四 八 一 ) 正月 總 拾 校と なり、 八月 辭す。 此 S 年 病む、 時に 續羣 害頹從 成って、 將に 

之れ を 上梓しょう としたが 果 さないで、 九月 ー 二日 遂に 歿した、 年 七十 六 歳。 翌 文政 五 年 七月 九 

日 喪を發 した。 

峯の雪 岸の 冰 にと ぢられ し 朽葉 流る 、 春の 山河  春 

春風に 5 石 波高き 音ば かり かすみ 殘 せる 峯の 瀧つ せ  同 

たった 川 春 は 柳 S うつろ ひてから 藍く  、 る 水の しら 浪  同 

解題 松 山 集  . 七 五 


解題 松 山 集  七. ！ハ 

打ちな びく 末 野の 茅 原 ふむ 駒の 跡 も綠に 春風 ぞ 吹く  春 

立ちなら ぶ 花の 梢 は あら はれて 柳に かすむ 春の 夜の 月  同 

雷 ひ ヾ く 峯の浮 雪晴れの きて 名殘 涼しき 月の 下風  夏 

鳴 神の 音 羽の 峯は虹 見え て關の - K はたに 過ぐ る ゆ ふ. N  同 

秋來 ぬと 浦曲の 波 も聲そ へ て 松風 高き 志 賀の唐 崎  秋 

初 瀕山峯 の 嵐に 雪晴れて 檜 原が おくの 月ぞ 澄み ゆく  同 

淸：： 波路 遙 かに 霧 晴れて 早く も 明くる 關の戶 の 月  同 

波に はれ 雪に みがきて 大 井河 嵐の 山の 月ぞ 寒け き  冬 

鴨の ゐ るみぎ はの あし は 霜枯れ て 己が 羽音 ぞ獨り 寒け き  同 


彼の 歌 は 右に 揭ゅ たやうな 優 麗な新 古今 風の 歌風で 一 貫して るる。 盲目の 人であって， か 1! 

までに 華麗な 敍景歌 を 詠み 得た 保 己 一 の 頭腦、 まことに 驚くべき ものが ある。 


水 
戶 
光 


o 手 を 折りて 指 を 折って e 

0 梓弓 春の 枕詞 0 弓 G 綠で、 本 

末、 中、 引くな 5」 にか  >  る。 

〇 まき 殘す曆 のお もて 殘 つた 曆 

の 上 0 昔の ほ？ は卷 物に なつ _L をつ 

たからい ふ G 


〇 その 色 春 S 景色。 


常 山 詠草 卷 之上ノ 一 

春 歌 

年中 立卷 

年 はま だ 關の戶 こえぬ 朝より まづ 立ち そむる 春霞 かな 

手 を 折りて 過ぐ る 月日 を數 ふれば 年 をの こして 春は來 にけ り 

梓弓 春の こなたに 年 こえて はや 立ちなる ， 朝霞 かな 

まき 殘す 翳のお もて その ま、 に 見えて さながら 春は來 にけ り 

立 春 

風 寒み 霞 は 雪に と， ちられて 消 ゆる 方より 春 や 立 つらむ 

きの ふ 今日 その 色 としは 見えね ども 人の 心に 春 や 立 つらむ 

あかね さす 朝 HJ のどけ き 山の端 をけ ふ 立ち 出づる 春霞 かな 

春風に 订の冰 とけ そめて や 、打ち出 づる 池の さ 、v 波 

立春 驚 

春 立ちて 軒端 を わたる 鶯 S 聲めづ らしき あけ ほの の 空 


常 山 詠草 卷 之上ノ  一  ^^歌 


三 


〇 たて 親。 縱絲。 

〇 ぬき 緯。 横絲。 


0 四つの 初め 四季の 初め 


〇 おの づ からう ゑし も 何の 考へ 

もなくて 植ゑ たけれ 5」 も 0 


〇玉 くし 二た びの 枕詞 。櫛笥 

の 緣で堇 (フタ) にか * る" 


〇 迷 はぬ さし 四十 歲。 論語、 爲 

政篇 「四十 而不レ 惑 Q」 


常 山 詠草 卷之 上ノ  一  $  四 

春 はたて 霞 はぬ きに 織り はへ て 緩 織る 色 や 鶯の聲 

元 旦 

きの ふか も ふり 行く 年 はくれ 竹の 一 夜 を鄰る あら 玉の 空 

あら 玉の 春の はじめの 杯に 千と せの か け も 汲みて 見るべく 

いと はや も 夜 ふかき 鳥の 聲 のうちに 四つの 初めの 春は來 にけ り 

門松に かざり そ へ たる 吳： b の 一 夜の かぜに 春ぞ しらる ゝ 

火 を の がれ 出て 山莊に 住みた る 年 の 元旦 

おの づ からう ゑし もけ ふ は 時に あ ひて もてはやさる 、松の 色 かな 

ふるとしに # たちけ る； 兀且 

あらたまる 年 S 初めの 玉く し け 一 一た び 霞む あけ ほの の 空 

0 筆 

冰りゐ し 親の 池の うちとけて 浪閒 に淸き 鳥の あと かな 

卯の 年の 元日 一に 

あら 玉の 年 も 卯 杖 をと り そめて つきせ ぬ 春 を 祈る け ふかな 

, 四十の 年の 元日 

春の 道 迷 はぬ としに 逢坂の 闢の淸 水の 影 もはづ かし 


〇 おり はへ て 錄り延 へて 0 織り 

こんで 0  . 


〇 子 日 子 ru の， 遊， ひ。 昔 正月 初め 

の 子の 日に、 野に 出で、 小 松 を 引 

いて 千代 を 祝った 行事 0 


初春 雪 

山 はみ な 春めきながら さえ か へ り猶 白妙に 雪ぞ 降りけ る 

初春 松 

常 なる 松 も みどりの 色 そ へ て 今朝 初春の 空ぞ 長閑け き 

初春 

鶯の聲 の あや を もお り はへ て 霞の 衣 はる は來 にけ り 

単 春霞 

咋 日け ふ 霞の 衣 立ち そめて 春來 にけ りと み吉 野の 山 

朝 ほらけ 池の 冰の 打ちと けて 浪 S 花 さく 春は來 にけ り 

春 水 

冰りゐ し 池の 心 も 春 くれば 風の まに/ \- とけての どけき 

子 日 

鶯の 初ね のけ ふの 姬小松 幾 代の 春 を 引き や こむらむ 

春. もま だ淺 野に おふる 小 松原 ひく 手に 寒き 袖の あわ 雪 


花鳥の 色 昔 も あれ どお しなべ て 霞む や 春の しるしな るら む 

常 山 詠草 卷之 上ノ 一  春 歌  五 


常 山 詠草 卷之上 ノー  春 歌 


ュハ 


〇 紫の 色の ゆかり 一つの 閼 係よ 

り 情愛の 他に 及 ゆす 事 0 草の 綠。 

「紫の 一本 ゆ ゑ に 武蔵野 の 草 は み 

ながら あはれ V,- ぞ見 る ー( チ：： 今 一 七 

雜上) 


0 跡より 路 こその 誤り か „ 


OS? の 海 琵 ss^" 


誰が 里 を こめに 出で て 旅人 も あしたの 原に たつ 霞 かな 


山 


山の はの 木々 の 梢 も 見えぬ までた ち 渡りぬ る 春霞 かな 

野外 霞 

春 日 野に 春 はお ふて ふ 紫の 色の ゆかりに 立つ 霞 かな 

浦 霞 

これ もまた 人に 見せば や 春 S 名に 立てる 霞 S 浦の けしき を 

海上 霞 . 

ゆく 船の 跡より 見えね 春 鍵た つ 白浪の 音ば かりして 

橋 上 霞 

春の 夜の 月よ" あけて 鳩の 海 や 霞み わたれる 瀨 ffl の 長 橋 

湖上 霞 

音ば かりよ する ゃ鴻 S 浦波 も 霞に こもる あけ ほの の 空 

鹿 鶯 

軒 近く きゐる 鶯 おの づ から 馴れて やおの が聲も をし まぬ 


若 菜 

ひみ all" もの  すごが け ふかた みに 人れ て ふ-ぐし もち 家づ とに とや 苦 菜 摘 むらむ 

お 1:^0  土 を据る？  1§ 春 曰 野の 雪閒 分けつ 、 諸人の 袖 ふり は へ て 若菜 摘む らし 

雪 屮若茱 

ふる 雪の 衣の 袖に 積れ るみ-打ち はら ひつ  >  若菜 摘 むらむ 

春 雪 

おしなべ て 梢 も 山 も 白妙に あらぬ 花 く 雪 S あけ ほの 

白雪の ふる 川の ベ に 跡 もな し 春の しるしの 松た てる 門 

月 前 梅 

梅の 花 しらけた る 夜の 月に 吹く 風 をた よりに 人 もと へ かし 

.  雪 中 梅 

ふる 雪に 埋 みはてた る 梅の 香 を それ ぞ とわく る 庭の 春風 

0 はたれ 斑。  しら 雰 はは だれに ふれ ど 吹く 風に 香 をば うづまぬ 軒 S 梅が 枝 

古鄕梅 

昔に も か はらで 与 ふ 梅の 花 浪花の 宫の 春の あけ ほの 

八重 梅 

常 山 詠草 卷之 上/ 一  春缺  七 


〇 た つか 弓 手 束 弓 0 手に 執れる 

,H^0  I  —  I 


〇心ミ を 我が、 も ミ を 


常 山 詠草 卷之上 ノー  $ 

く 梅 も 霞 も 八重に たつ か 弓 春べ と勻ふ 軒の 夕風 

紅の 梅の さける を 見て 

たちな ら ぶ 色に やなら ふ 紅の 霞が くれの 軒の 梅が 香 

梅が えに 鷲の 鳴く を 聞きて 

春 くれば おのが やどりと 暌く 梅の 花よりに ほふ 鶯の聲 

梅の さかりな リ ければ  • 

心 ある 人に みせば や 我が やどの 庭 もせに さく 花の 一 木 を 

梅の さか リ なる 比 ある 人發 句して 花 を もとめければ 

色 ふかき 詞の 花の 勻 ひに はや 、 おくれぬ る 梅の 下風 

ある 人 梅の 花 さか リ なる を：： に來リ ければ 

• 君が 袖 ふり はへ てと ふ 我が 宿の 軒端の 梅 も 香 を やそ ふらむ 

ある 人 梅花 を 送りければ よみてつ か はしける 

誰が ために 手 折る や 梅の 色に 香に あはれ 知るべき 我なら な 

旌の 梅の 花 を 人に 送る とて 

みせば やとた をれ る 庭の 悔の 花色 香 も 深き 心と を しれ 


八 


一 J 


〇 けに 異に。 ：- ヒ さらに。 


枝た ろ 、柳の 露の 玉 帚 あさぎよ めする 庭の 春風 

. 水邊柳 

影う つ す 岸の 靑柳舂 風に お な じ綠， S 浪ゃ 立つ らむ 

打ちな びく 柳 S 絲も 春風の さそ へ ば 露の 玉ぞ みだる ， 

柳に 雪の ふリ つも リ たる を 見て 

沬 雪の ふり 積り たる 青柳 は朧 の 白絲落 つ る と ぞ る 

春 月 

八重 霞へ だつ る 影 を 見れば なほ 心 づ くしの 春の 夜の 月 

浦 春 月 

春と い へ ば 月 もお ほろ に晨 明の 光し づけき 鹽 がまの 浦 

春 曙 

出の 端 をた ち 離れた る撗雪 S た え ま 色 どる 春霞 か な 

卷 雨 

かきくれても の 思 ふさば 春雨の I 下より けに 落つ る淚か 

屮 川 佐 渡 守內藤 左京亮 などと ぶら ひ來て 春雨 と いふ 心 を 

常 山 詠草 卷之 上ノ  一  ^歌 


九 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一 

末 遠 


〇 めかれぬ 目 雜れね 0 目ば なれ 

ね 0 

〇 はた はり 機 張。 布帛の 幅。 


霞む ゆ ふべ にしく  くと 降る や ふるのの 春雨の 穴 ェ 

橫 たてに 雨の いと もて 織る はたのお り 得て みする 花の 錦 か 

歸 應 

東 白の 空 を もまたぬ かりがね や 朧月夜 S かけに ゆ くらむ 

この ゅふ歸 るかり がね 琴の ねの たえぬ 恨み も餘 所に 聞 くらむ 

まてし ばし いざ ことと はむ 歸る臈 常世の 春の 花 はいかに と 

雲 雀 

久 かたの 空に しづけ き 春の 日 は雪路 はるかに ひばり 鳴くな り 

初 櫻 

待ちつ けて け ふ 唆き 初む る 櫻ば なな ほ 春風 も 心して ふけ 

絲 櫻 

うちな びく 櫻の いとの 長き n も； 3^ るに めかれぬ 舂の 夕ば え 

いとざくら 風の あや もて 織る 機の はたば りひ ろき 錦な りけ る 

片絲を あみ をに なれと 晚く 花の 色に よりく る 人 を， 」そ まて 

ともに 見て あかぬ 心 S 絲櫻 引き やと  > めむ 春の もろ 人 

遠山 櫻 


o 靑 接-たけ 古野 山の 東嶺 にし 

て 令： 峯の 北に s; ぶ。 


0 太 E  ^城 久 慈っ 

〇見 はやす 赏觀 する 


み吉野 S 靑根 がた けの 春 虱に たな ひく 雪 ゃ樓な るら む 

池邊樓 

白波の よす ると ぞ る 花 さそ ふ 嵐の 庭の 池の 汀に 

つく，^ と 眺め も あかす 我が やどの 一 木の 春の 花の さかり は 

春. S 日の ながしと いふ は 名のみ にて 暮る ゝ はま だき 花の木の 花 

ある 人 金 王 丸と いふ 櫻 をお くリ ければ 

今 も 世に 色香 妙な り 名に 負へ る野閒 のうつ みの 花の 一 えだ 

櫻の 花 折リて 人に おくる とて 

心 ざし ふかく そめて し をる なれば ちし ほに みす や 花の にしき を 

太 田の 道の ほと リの さくら を 見て 

み ちの 邊に見 はやす 人 は 無 けれど も 春 を 忘れ ぬ 山！！^ かな 

花 

昨日け ふ 高嶺の花 や きぬら む 麓の 里に に ほふ 春風 

天津 風 もし 心 あらば ふきと-ちょこれ も 少女の はなの 羽衣 

待 花 

暌く時 はいと ひなれ こし 春風 をい や 吹く とて ぞ待 たれぬ るかな 

常 山 詠草 奇之 上ノ 一 春 歌  1 一 


o 故り かひ 散り- 触れる 


〇 心、、 つくし 氣の s!^ める こ VJO 


常. E 詠草 卷之上 ノー  春跌  ニー 

春寒 花遲 

まだ 咬かぬ 花 をば 雪に 思 はせ て 散り かひく もる み士 口野の 山 

花 盛 開  . 

t; きみつる なみ 木の 櫻 白妙に その 山 姬の布 さらす かも 

山 花 盛 

みね も 尾 も それと わかれぬ 白雲の 夕ゐる 方に 勻ふ 春風 

精 i 院 僧正 由 田 山下總 守な と とぶら ひきて ^花 とい ふこと を 

け ふはい ざ 花に あるじ を ゅづり 置きて 我 もまと ゐの數 に 人ら なむ 

長き E も あかぬ 心 をよ する にて や ， 晴れ やすき 花の木の もと 

T ィ ) 

まがき なる 梢の 花の 唉き みだれ 雪に かけさす ありあけの 月 

我が やどの 花 を 霞の 立て こめて 心づ くしの 山 櫻 かな 

雨 後 花 

立ちなら ぶ 花 は 軒端に かをりく ろ 雪を殘 して 晴る 、雨 かな 

遠望 山 花 


〇 山 まゆ 山 盾。 山の 港の ほのか 

なる を 眉 li にみ たてて いふ。 


〇餘 所め に は 遠見に は 


足 引の 遠山 まゆ も 一 しほの 赛の色 そふ 花の 白雲 

庭前 花 

花 あらば 名 さへ 懐かし その 雜 さへ 何 かはい やし 卑し 垣根 も 

花 S3 人 

花 はねに 歸る さまよ ふ 道 もな し家ぢ 忘る 、 卷 S もろ 人 

落 花 

さくら 花ち りか ひく もる 道 もせに i. 散た ばし る 春の 山風 

船中 落花 

風 さそ ふ 比 良の 高嶺の 山 櫻 花 S 帆 かけて か へ る 釣 舟 

落花 似 雪 

行く 道 も 見えぬ ばかりに 散る 花 を 駒の す ， まぬ 雪 かと ぞ 見る 

瓶 裏 花 

鈴 所め に は 雪 かと ぞ思ふ 山 櫻 花の 色と は 手 折りて、 ぞ しる 

花 上 金 鈴 

むかし はし 跡 は あらしの 園 ふりて 鳥より 花の す 5f は 引きけ る 

さく、， T 山吹 ををリ まぜた る を □.: て 

常 山 詠草 卷之 上ノ 1 春 歌  1:111 


〇 おも ひつく み 執著の 深 


〇 岩^ 齦 人 寺 今、 常 降^ 那珂川 

口の 南方 碟濱 町。 岩 船 山！ a 人 寺。 


OB^i^ 光慶の 子、 堂上 歌 

人 0 

〇 中院通 茂 卿 ^太 ：m 言 通 純 の 子 

宮內 大臣に 至る。 和歌に 名 あり。 

光 図の 親友であった 0 


〇 わくら はに たまさかに。 まれ 


常 山 詠草 卷之上 ノー  春 歌  Is  - 

山吹と いふ 名 もつ らし く 花に おも ひつく みの 春の 夕暮  一 

さくらの 花に 雪の ふり か  >- る を 見て  一 

なべ て 世 は 春めきながら 雪ち りて はなに 花 さく 八重 櫻 かな 

岩 船 願 入 寺の 彼岸 櫻 を见て  一 

さす さ を も 花の 名に おふかの 岸に よす る や 春の 法の 舟人 

花の 比 家 弟な どと ぶら ひ來 りければ  一 

け ふば なほ 空に か ゾ やく  11 花色 も 香 も 知る 人を迎 へ て 

駒 込の 山莊の 花の さかりなる 比 人のと ぶら ひける に  一 

たづね くる 人め まれなる 山す み も 花 故により 今日はと はるれ 一 

nz 野弘 1!^ 卿 屮院通 茂卿關 下向の つ いで 園の 花見む とてと ぶら ひ 給 ひけ 

れ ばつと めて 送リ 侍る  _ 

年に まれの 人 を 待ちえ て 唉く花 は 今日 ひとし ほの 色 や 添 ふらむ 

この やどに 花 を あるじと 思 はす はいかで 待つ ベ き 雲の上 人  一 

b くらばに まねき いれた る 嬉し さ をつ ， みぞ あまる 花の 衣手 一 

季姬 君の かたへ 花見に まかりて  .1 

樱花 あかす やすら ふ 木の もとに 日 を かさねても 詠め 暮 さむ  一 


〇0.3§ 軒 常"； w、 後水尾 帝に 侍讀 

し 後 冗 家、 ーぉ<ムに遊：„4^した0 

S 小 I.;; 川邸ミ にあり 0 


0 まう け 設備 0 


月に 花に なかば あかさむ 老の身 はまた こむ 年の 春 を しらねば 

自息軒 a- 鉈の 花見に まかり 拾 ふ 時 

はるぐ と 八重し ら 雪の 上人 を 招き いれた る 花の木の もと 

花見に 來リし 人の 歸リ なむと いひければ 

i^t^ く 庭の 春風 吹きと ぢょ 花み て か へ る 人 をと -乂 めむ 

ちる 花に 3 風 吹き まく 玉む しろ 今日の まう けにし く 物 はなし 

花見に まかりし 人の 歸リ來 て 花の いま 盛リ なりと いひければ 

と はば やな 聞く だに ゆかし さくら 花 るて ふ 人の 心い かにと 

あ る 人 花 の 散る を 惜し みて 心 ある は 袖に 勻 ひのと まリて あだにち りに 

し 花の 色 かなと いひお こせければ か へ し 

色 も かもと まらで 花の 散れば こそ 春 は 一 き はめで たきもの を 

人の 植ゑ おきし 櫻の さかりなる 顷兑に まかりて 雨の そぼ ふリ ければ 

春雨の ふるき 昔 を 思 ひ 出で て 慕 ふに 花の 袖ぞし をる > 

花の ころ 

花に あかぬ 心 を 春の ものにして 今宵 はこ、 に 詠め 明かさむ 

春 はた  > 花に 心 をつ くす かな 風なら ねば 雨 あめなら ねば 風 

常 山 詠草 卷之上 ノー  歌  1 五 


o な兒そ 见 るな * 


〇 屮山诚 前 〈寸信 成 中 山家ば 水戶 

i 添の 附家 *^ り  — 


一 i  1 六 

花の 比 内 藤 左 京亮の もと へ 消息す るつ いでに しっか はしける 

此の 卷は うとき 親しき わくら ばに とふ 人へ だつ 花の 白雪 

！^：び別莊の花をながめて 

きの ふ し 櫻 はけ ふの たけくらべ う へ なき 春の 色 を 重ねて 

ある 人の 許よ リ花を 送りけ るに 

をち かたの 雲と ゃ昆 えむ 樱花 はなの 色と は 手 折りて ぞ 知る 

手 折りつ る 花に みよと やい く 春 も 人の 心の ふかき 色香 を 

あ ひしれ る 人に- M の 花 を 送る とて 

花の 色う すくなな 見 そ 一 枝 もい くし ほそめし われが 心 を 

花の もとにて 人々 のよ みたる 歌を兑 て 

ゆきて みぬよ その 櫻 もこ 、 に 今 色香 をお くる 人の ことの 葉 

中 山- M 前 守 信 成が 許 へさ くらに そへ てっか はしける 

先づ 一 枝た をる 櫻の 色 も 香 も 君なら すして 誰か 知るべき 

ある 人 花 あまた 折らせた リ ければ 讀 みて おく リ ける 

めかれせ ぬ 花のに ほひの さまぐ に 一 かたならぬ 春の 色 かな 

花 下 宴 


c 絲ゅふ かゆろ ふ _ 


0ミ つぐべき 云々 の 歌 桃花の 夭 

夭た ろみ-見て 嫁 期 G 女 を 3 ぬって よ 

ん たもの。 詩經 周； S 「^之 夭 夭、 

灼灼其 華、 之 子于ぉ a」 


〇 みち VJ せに くて ふ 桃 三千 年 

に 一度 |3 を 結ぶ 挑。 西 王 母の 故事 


散る 花に 霞 はよ その ながめに て 嵐 をに くむ 袖の 杯 

閎三 花 

ちりのこる 後 S はなみの 八重 櫻 やよひの 空に 月 を 重ねて 

武 is? 私晚 

むさし のの 草分けな づむ春 駒の かゆ 見ぬ までに 茂る 頃 かな 

遊 絲 

吹く 風 も 袖 寒から ぬ 春の 日の のどけ き 空に なびく 絲ゅふ 

表 お 

とつ-ぐべ き 時 こそ あなれ 紅の 色に ぞ見 ぬる 佻の 花 Hi 

光海 寺に て 桃の はな を 見て 

かの 岸に いたる や これ も掉 さしてめ かれぬ 桃の 水の みなかみ 

桃の 花 を 人に おくる とて 

みちと せに 暌 くて ふ 桃の 一 枝 は 君が 齢の はじめ なるべく 

遠 村里 にも 乂の あまた^き ける を 見て 

紅の 霞 を わけて 飛ぶ 鳥の 羽風に の ほる 桃 S 一  むら 

常 山 詠草 卷之上 ノー  春 歌  一一 七 


常 山 詠^ 卷 之上ノ 一春 歌.  1 八 

かすが のの 野 の す み れ を 摘み ぬ れ ば！^ を そむ る 紫の 色 

うちかへ す 小 苗代 雨 過ぎて うね 越す 水に 蛙 鳴くな り 

+ほ ； 1 

風 そよ ぐ 小 田の さ 、5r 波 春めきて 苗代 水に 蛭 なくなり 

卷の色 はえ こそ 忘れね くれなる に. {IT ふ はやさし 丹つ ， じの 花 

山家^ 踢 

柴の戶 を あけ 行く 空 も くれなる に 山み な染 むる 岩つ ， じかな 

山路， 辦 ig 

山 ふかく：； る 人 もな き 道の ベ の 岩 閒に暌 ける 丹つ 、 じの 花 

いはつ 、 じみな 紅の 下が さねう はお ほひす る 松の みどりの 

山お 款 冬 

みよしのの 岸の 山吹 暌き ぬれば 波の 底に も 花 は 有りけ り 

藤の 花 ざ かりに 人々 を あつめ 客 を まう けて 


〇 すゑの 松 山 前 ほ 幾 釜の 方 

4a* 歌枕まして 名高い 0 末 G 松 山 

こす 7; いふ は、 昔 をん なに 逢 ひ 

て 末の 松 出な さして、 牧の 山に？^ 

のこえ ん 時 ぞ 異心 は 有 る ベ き 誓 

ひた- 0 上り 起った V レ。 


C 紫 0 あ は み- う IV- ひて 昔の ゆ？ は 

今の 茜染の であつ 一 -朱 に似て を 

るから、 閒 色が 色に 紛は しいの 

をい ふ。 論 Isi^ ぉ篇 r 惡， I 紫 之 奪 レ 

朱リ」 


野 も 山 も 吹き を さまり て藤浪 のかた よろ 方に のこる 春 かぜ 

立ち 出で て 色に そめて し武藏 野の ながめに か 、 る 春の ふぢ 浪 

いにしへ も かかる 時に やみな 人と ともに 樂 しむ 宿の 藤な み 

岸 藤 

影う つる 水の 緣も むらさきの 色に ながる 、 の 藤 波 

白 藤 . 

藤な みの 花 もみだれ て か け 高く  aHIJ りおつ る 瀧の 白絲 

雨後 白 藤 

春雨 も {4- にみ だれ て ゆ 〈く 藤の し ら波 こ ゆるす ゑの 松 山 

藤 たリ ける 女 藤の 花 を 送 リ侍リ ければ よみて つか はし： b る 

ゆく する 一 も^ゃ 榮 えむ 紫の ゆかりに， きふ 北の 藤浪 

あづまと て 春 はか はらぬ 花の 番を郤 の 人 はなに と 見 るら む 

人々 山 莊の藤 花見に 來り ける 時 

折 をえ てけ ふ暌く 藤の 花 かづら 問 ひくる 人 を 引き やと 、.r めむ 

紫の あけ をう ば ひて 晚く 藤の ゆかりへ だてぬ 花の 友が き 

と は ば や な 藤 S しな ひ^ 長き 日 も あかぬ 色香 をお め づるゃ と 

常 山；， ま 卷之 上， 一 夏 跌  一 九. 


〇 紫の ゆかり 一 つの 閥 係より 淸 

愛 G 他に 及 ゆす 事 C 草の ゆかり 0 

「紫の I 本 ゆ ゑに 武蔬 野の 草ば み 

な *か ら あ は れ ミ ぞ見 ろ 」( 古今 I 七 

雜上) 

C 輳王 ま-法 親王 公 J^tll 親王。 


常 山 詠草 4 へ d 之上ノ  一  S 歌  二 〇 

ある 人 に 藤の 花 を 送る とて 

これ もま た 若紫 の ゆかり あれば 香 をな つかしみ よす る 藤な み 

輪 王 寺 法 親王 藤の 花の 比と ぶら ひ 耠ふ時 

け ふ はな ほ 色 も 妙な り 藤の 花 君が 衣の 影に うつりて 

藤 はら 氏の 女 藤の 花見に 來リ ければ 

しづの や も 花の ゆかりの 色に け ふ もてはやさる  > 北の 藤 波 

法岩院 S 藤 花を见 て 

山寺の 軒 さす 藤 や むらさきの 法の 衣の 色 を 添 ふらむ 

一一 一月 龜  , 

見し 花の 色に をし まの 浦波 やた ち も か へ らぬ春 S 別れ路 

年毎に 過ぎ行く 春 は をし めど も わきて 悲しき け ふの 一： t かな 


夏 


歌 


ちりつ きし 櫻の のちの 卯の花 は 雪 をの こして 晴るゝ 由 雲 

のづ か.：^ 空，^ き" ii は. ni 齢 S 色： i, さくて ふ 庭の 卯 SLiii . 


o そよ さらに a の 吹く さま。 


〇 ラれは 木 やゑの 


更 衣 

さくら花にそめし衣を^！ぎか へ て 春の 分れ や 卯の花の 袖 

脫ぎ かふる 昨日の 袖の 花の香 をう すく もとめよ 蟬の 羽衣 

け ふより は 櫻の 衣ぬ ぎ かへ て あはれ は 同じ 卯の花の 袖 

け ふより は 霞の 衣た ちか へ て 藩き 壟ね や 卯の花 の 袖 

0 花 

さそ ひ 行く 嶺の あらし も 心 ありて たえ- <\ のこす 花の 白雲 

新樹風 

夏木立 庭 も笆も そよ さらに 綠 吹くて ふ 山お ろしの 風 

山新樹 

山し ゆみ 木々 のうれ はの ぬれく も綠を 渡る 風ぞ 涼しき 

雨の 降りけ る 日楙原 式部 大輔 とぶら ひ 侍る 時 庭 新樹と い へる 心 を 

降る 雨 もけ ふの ためと や 我が 宿の 庭の 綠の色 も 添 ふらむ 

四月 朔日 はじめて ほと  ぎす をき きて 

夏衣 まだ 花の 野 もつ きな くに はや 來て 馴るゝ 郭公 かな 

郭 公 


常 山 詠草 卷之上 


二 


〇 しでの た を さ 死 出の 田長" ほ 

，一一  > ぎす の 異名。 ほさ 、 ぎす は 冥 

途 より 來 りしね なり VJ の裕說 によ 

る 0 「いくはく の 田 をつ くれは かほ 

*、」 ぎ すし で の E を さ を 朝な ノ、 

よぶ」 

〇f? きさよ む き 窓く。 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  夏 歌  ニニ 

みじか 夜 も 過ぎが てになる 明けが たの 軒端に うとき 山 ほと ， ぎす 

時 を 知ろ 人なら なくに 郭公 雪 居の 橋 をな きわたる とも 

尋ね ゆかむ やよ や 卯月の 郭公 聞かぬ に 聞きし 里 も ある やと 

聞 郭公 

このごろ は 待つ につれ なき 時鳥. け ふな ほざり の聲を きくかな 

初 聞 郭公 

なかく に 待つ 夜の 數は 積れ ども 一 聲 つらき ほと、 ぎす かな 

郭公 ゆめ か 現 かう つ 、 とも 思 ひわ かれぬ 夜半の 初聲 

待ちわびて 明けぬ 暮れぬ と 夏の 夜の 夢路 をた どる. E ほと ， ぎす 

夜 ほと 、 ぎす を 聞く と い ふ 心 を 

郭公 夜半の 枕の ひと 聲に 渡し も はてぬ 夢の 浮 橋 

子規 何方 

夢 かう つ ， 現 か 夢と 思 ふまに 一 聲 過-ぐる 山 ほと 、 ぎす 


あ" た 

郭公^な くと いふ こと を 

郭公し でのた を さやす ， むらむ 跡 を あまたに 鳴きと よむな り 

岡子规 


o をり は へ て 長く 引き つ >  く 


〇 露 結ぶ の 歌、 かをりく るの 歇 

二 首 共に、 古今 S さっき まつ 花 

si- の 番をを かゆ は 昔の 人の： fg の 香 

ぞ する」 な 本 lli^o 


ほと 、 ざす 昔 を 忍ぶ の 岡の ベ に 思 ひ を そ へ て 鳴き 渡 るら む 

名所 時鳥 

首の 葉 もしけ り あ ふて ふ 筑波嶺 の 昔 を 忍ぶ 山 ほと ゝ ぎす 

隐^ 帶雨 

紅の ふり 出で てな く 郭公 淚ゃ 雨と ふるさとの 空 

風 はやみ 一 むらす. ぐる 雨雲の あとより き ほふ 杜？^ かな 

雨 はる ゝ雪の 衣 や はつ るら む をり はへ てな く 山 ほと 、ぎす 

端 午  ♦ 

欵 きつ 、 思 ひ 入江に 沉 みても つ ひに は 得た る 父の 姿 を 

火 をの がれ 出で 山莊に 住みし 端午に 

おの づ から 今日の まう けと 人 や む もとより ふきし 草の 庵 は 

菖 蒲 

波 こ ゆる 池の あやめの みが くれて^き ぞゎづ らふ 五月雨の ころ 

0 橘 

露 結ぶ 草の 庵の さびし さに 昔が たりの 軒の たちばな 

かをりく る 草の 扉の 明け くれに むかし を 忍ぶ 軒の たちばな 

常 山 詠草 卷之 上ノ 一 夏 歌  二  111 


常 山 詠草 卷之上 ノー  夏 歌 

五月雨 


15 


玉. /」 なって 亂れ 


うき 雲 も， さに みだれて 五月雨の 降る て ふ もの は日數 なりけ り 

難 波 江 やかり の 妻戶を 叩く とて 明けて 見 ぬれば 水鷄 なりけ り 

まきの 戶 をた 、 く 水 鷄に夢 さめて 明 くれば やがて 月ぞ 入りく る 

雨後 

タ 立 S 過ぐ る 軒端の I 下より 玉と みだれて 落つ る 月 かゆ 

樹陰 夏 月 

軒 近き 桐の 廣葉 のしけ り あ ひて. 風の 隙 もる 夏の 夜の 月 

夏の 夜 軒の 板閒 に^ リ くる：： C を ひと リ 眺め 居りて 

獨 居の 軒- S 板閲 にかけ もりて よそに ゆ づらぬ 夏の 夜の 月 

姬 K= 合 

草深み 露の たれ 垂れ こめて ひとり 起き 伏す 姬 百合の 花 

夏 菊 

涼し さは 秋 こそ 通 ふしら 菊の花の 香お くる 庭の 夕風 

ift せ 』p 


〇^ 士の 焚く 火の e§ 「みお 一守 衞 

士 のた く 火の 夜 はもえ て晝は 滑- K.- 

つ 、物な こそ 思へ」 の 歌に 摅っ た 

もの 0 


^、¥  の 水に 落されて さばし る 魚 を 取り ぞゎづ に ふ 

衞丄 の 焚く 火影と も 見む靈 は 消え て 夜 は 燃え つ 、 過ぐ る發を 

雨後 發 

雨雲の 暗れ み 晴れす み 行く  E: に 見えみ！ えす み 飛ぶ 甍 かな 

雨の 後烹 S の 露に 影う つし 玉 かす そ ひて 飛ぶ 發 かな 

水 邊 蝥 

はる 、^のな がる、 星 や 池 水に 影 を か はして 螢 飛ぶな り 

0 螢 

淺澤ゃ 水草 かくれに 飛ぶ 螢影 も 涼しき 夕 閬の 空 

晚夏螢 

流れ 行く 宇治の 川 水 秋 近み 影 も かすかに 飛ぶ 整 かな 


白玉 を 速の 廣 葉に ゆりす ゑて ひぢ りに そまぬ 月ぞ れ る 

夕 立 

雪 はは や 跡な く 過ぎて 夕立の 雨より 通 ふ 風の 涼し さ 

常 山 詠草 卷之 上ノ 一  la 歌  一 五 


〇 六月祓 なごし のはら ひ。 昔 陰 

15 六 HT 一  日 朝廷 及-び 民？ §  I 般 にし 

た大淑 0 八 雲御抄 「邪神 を 就 ひな 

ぐ さむろ 威 故な し VJS 也。」 

〇 ゆ ふたす き 木綿 をた すき VJ す 

る もの 0 神事に 奉仕す るに 用ゐる 0 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一秋 歌  一二 ハ 

見る が 内に 風 こそ か はれ この 山の 5_ 「越す 雪の あとの 夕立 

蓑 笠 もとり あ へ ぬまで 降る 雨に しと ノ に 儒る 、 遠の Ef: 人 

吹く 風 も 袖に 通 ひて. 及の 日の 暑さ を 洗 ふ 夕立の 雨 

夕立の 風に き ほひて 鳴る 神の ふみと -乂 ろかす 雪の かけ 橋 

風 早み 一 むら 過ぐ る 夕立の 雪の 衣 やかたみ な るら む 

行く 雲に 暑き 日影 も かくろ ひて 雨より 送る 風. の 涼し さ 

近 水生 微涼 

この ゆ ふべ 涼しくな りぬ 池 水の 波の ぬれ 衣 秋ゃ來 ぬらむ 

庭 納 涼 

わが 宿 は 涼し かりけ り 瀧 浪の音 吹き そふる 庭の 松風 

六 月 駄 

あす はま だ 暑さ も 夏の みそぎ 川 今宵うな がす 秋の 夕風， 

ゆ ふだす きか けても しるし 樓痲 のな びく 方より 秋^、 ぞ 吹く 


Vf4  暴 


初秋 月 


待ち わぶ ろ 最中の 秋、 リ 面影 をまづ 見せ そむる 山の端の 月 

きり 

秋 くれば. K 問 もる 月の 隈. ぞなき 梧の I 葉の 落ち そむる より 

秋た つと 夕の 空 は 心より はや 澄みの ほる 月の さやけ さ 

秋き ぬと 夕の^ もお のづ から 思 ひなし にや 風.  ぞ身 にしむ 

やよい かに まだ 秋 なれぬ 山の端に 梢 吹きお ろす 風ぞ 身に しむ 

きの ふけ ふ 梧の 一 葉のお ちそめ て 身に しむ 風の 秋. ぞ 知らる > 

残暑 未盡 

幾日 數待 つに つれな き 梢に も あっしく ゐ たる 秋の 夕風 

七 夕 

七夕の まれに 逢 ふ 夜の ほど もな く 明け ゆく 空 や 悲し かるらむ 

七夕 S 逢 期に こよ ひいく 秋 も 結ぶ 契り を 魂の をに して 

雪の 波い さよ ふ 月 や 七夕の 妻む かへ 舟の ふなでな るら む 

七 夕 雲 

いとせ めて あやに 戀 しき 織女の 雪の 衣 や 幾夜 かさねし 

七夕 別 

常 山 詠草 卷之上 ノー  秋 歌  一 1 セ 


〇 水域の 史館 水戶 1^ の彰考 館。 

大 tn ぶ 史 Ifgl^ に あてられ し Jgo 彰 

考館は 小石 川の 邸に， もあった 0 

0 折に ふれた る 花 其の 季節々々 

に 吹く 花 0 


常 山 詠草 卷之上 ノー  秋 歌  二八 

七夕の 別る ， けさの 玉 かづら かけて うきたつ 淚 なる らし 

故鄕荻 

ふる 里 は秋ぞ さびしき ： むらの 荻の 上 風 そよ ぎた つなり 

获風.  ♦ 

この ゆ ふべ 荻のう は 葉 を 吹く 風に 物 思 ふ 袖の露 ぞ みだる > 

萩 似 錦 

宮城 野に 咲きみ だれぬ る 萩の 花 は 木す ゑに かくる 錦な りけ り 

風 後 薄 

亂れぁ ふ 尾花が 末の 風絕 えて 玉と 見る とて 結ぶ しら 露 

野草 花  • 

果てしなき 秋の あはれ は 夕風に 尾花 亂る 、 武載野 S 原 

月 前 草花 

露 結ぶ 尾花の 末 を 吹く 風に うつろ ふ 月の 影ぞ、 J ほる 

水 城の 史 館に あまた 植ゑ 置きた る 草花の 盛りなる を 見て 

いろくの 千草の 種を植 ゑお きて 折に ふれた る 花 を 見る かな 

朝 0 


〇 よ-、. MC  ； この 方り 

0 たよす ゆに た を やかであって 


朝顔 はよ ごろの 風に うちとけて 結び もやらぬ 花の 下 ひも 

露む すぶ ねく たれ 髮も たよす けに 行方 めでたき あさが ほの 花 

R 前蟲 

きり <\ す 

うらめ しなこ 获が もとの ^ こよ ひの 月に かど させと 鳴く 

^ 蟲 

雪の 衣つ  >  れ させて ふきり ぐす たと ひ 夜の まの 風 やぶる とも 

古鄉蟲 

ふる 里の 秋の まがき は 荒れぬ る をい つも 變らぬ 松 蟲の聲 

はかなく も 鳴きと よむな りきり <,\ 'す 衾 いくよの 秋なら なくに 

月 前 秋風 

秋風に みだる ゝ雪 の絕閒 より ほのかに 出づる 月の さやけ さ 

お前 風 

明 石 潟 千里の 奧を 吹く 風 は 月 をよ せく ろ 夜半の 浦波 

山 鹿 

秋風に 散る もみ ぢ葉を ふみわけて 牡鹿 や 山に 住み やど るら む 

常 山； W 草卷 之上ノ 一秋 跌  二 九 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  秋 歌  fllo 

更 くる 夜の 嵐に つれて さ を 鹿の 聲も 高嶺の 月に すむな り 

秋 眺望 

きの ふまで けぢ かく 見えし 山の端に はや 立ち へ だつ 秋の 夕霧 

§l;^"!JM;l^flp,f デれ 秋は猶 心の 雪 も かきくれて 袖より き ほふ 夕 暮の雨 

秋 雨 

きの ふまで 照る 日の 影 はかくろ ひて 景色， ) となる 秋の 雨 かな 

雨の 音 も 人の 心 もしく/ \- と 物ぁぢ きな き 秋は來 にけ り 

秋 

いと 蒲 露の 契りの あやまた で 玉に も 貫け る 月の 影 かな 

庭の 面 はさながら 雪の つもる かと 見る にさ やけき 月の 影 かな 

終夜 對月 

0 月に そめて し さやかなる 月 a 夜もすがら 月に そめて し 老の身 は 寐られ ぬま、 と 人 や 云 ふらむ 

に 思 ひ 入つ て をる。 

八 十四 夜 a- 

半ばに はま だみ ち あ へ ぬ 影ながら あまりて 淸き 秋の 夜の 月 

十五夜 月 

0 四つの 時 四季。  四つの 時 秋の 一夜と みな 人の 思 ふ 心に 月 や 澄 むらむ 


〇 浮 みぞ 出づる 思 ひ 出される 


〇 もちに ふた 夜 十七 夜。 

C- すぎの か ，〕J 適 J3-/.- 杉 VJ を かけ 

た。 古今 转下 「我が 庵 は 三輪の 山 

も ，一： 戀 しく は ,li ぶら ひ來 ませ 杉 立 

てる 門」 


さしむ かふ 今宵の 月 を 飽かす 見よ また 來む 秋を賴 まれぬ 身 は 

山の端に かた ぶく 月を眺 むれば 我が 世 S 秋 も 半ば ふけ ゆく 

これ ぞ この 名に お ふ {t^ は 世の中の 人の 心の 月に 澄むな り 

rt- 月 十五夜な かの 港と いふ 所に て 

秋 もけ ふ 那珂の 港の 海風に 雲 も あとな く 暗る、 夜 の 月 

眺め やる 海面 遠く 雪 は れ て浪 より 出づ る 月の さやけ さ 

一へ H- 十五夜 不 忍の 池の ほと リ にて 

に ほの 海 や 其のい にし へ の 空まで も 浮 みぞ 出づる 池の 月影 

八月 十五夜に 人のと ぶら ひ來リ ける に 

年に まれの 人 を 待ちえ し 今宵 はやな ほ 一 人 そふ 秋の 夜の 月 

23： 八お の 十五夜 

名に 高き 月 を ふたみの 沛浪に また 立ち か へ る 秋 S 空かな 

十六夜 月 

雪 霧 も はら ひ はてた る 中空に いさよ ふ 月 を 眺め 明かさむ 

十七 夜 月 

名に 高き もちに ふた 夜 はすぎ のか どし るし を！ n}^ せて 歸る月 かな 

常 山 詠草 卷 之トノ 一  秋馱  一 -11 1 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  秋 歌 


二三 


〇 九月 十三夜 字 多 天 良の 御 時 か 

ら この 夜の 月 な 賞す ろ ばし が あ 

つた。 


〇 月 を I  I 見 

けて ある 0- 


一見 浦 v」 見る、、」 に. 


〇 末の 秋の 中の 云々 九月 十三夜 

の 月。  [ 


〇 さや は いつもの $ ^にさ やうに 

まあ a 


九 十三夜 

くらべ 見む 月の 粹もー 一 もとの すぎし 最中の そらの ひかりに 

菊の花の 勻 ひの 露 も 名に 高き 月の ひかり を 結ぶ 白ョ 

名に 高き 月 を 一 一見の 沛人 もまた 満っ汐 に 出づる 釣船 

行く 雲 も あとな く 晴れて 名に 高き 月 を 一 一 の沛の 秋風 

いせ 島 や 一 一見の 浦に 雪 はれて 1： 代ながら の月ぞ さやけ き . 

立ち 拉ぶ影 こそな けれ 末の 秋の 中の 十日 S 三日の 夜の 月 

すがの 根の 長き 夜よ し 月夜よ し 夜よ しとつ-ぐる 人 をし ぞ思ふ 

名に 高き 月の ひかりに 早き えて 空に 稀な ろ 庭の しら 菊 

九：：：； 十三夜 入々 とぶら ひければ 

降る 雨 は絲に 亂れて 長き 夜 を 飽かぬ 心 や 月の 友 どち 

九月 十 三 夜 月 堂 にあつ まりて 

秋 暮れて 今宵 名 高き 軒端 にも 餘 りて 淸き 月の 影 か な 

皆 人の 飽かす 眺めむ 長き 夜 も 今宵の 月に さや は 寢らる > 

山 お 

この 里 は 月に もうと し 山 高み 峯键 すまでに 待つ 夜更けぬ る 


c 月に 掉 さす 漁 ii^s? 前 集 「悼 

波- K 月。 船 li:- 水中 天 o」 な s,3 ひ 寄 

せた もの 0 


野 月 

秋の 野 S 草葉に 置け る 白露 は：^ 吹く たびに 月ぞこ ほる、 

橋 上 

これ もまた 宇治の 橋 守 首 問 はむ 幾夜 かすめる 水の 月澎 

水上 》J 

大空 を 秋す む 水に うつしつ 、 雪 居の 月 もしもに 見る かな 

駒 込の 山莊 にて 池 上お と いふ こと を 

月に 今宵む かし を 誰か 不忍 S 池 S 濡れ 葉の 長き 夜す がら 

海上 月 

沖 津風心 も 穴 H に 浮きた ちて 月に 掉 さす 夜半の 舟人 

うみ づら 


眺 め や る 海 面 遠 く 雲 一 1?  く浪 より 出づる 月の さやけ さ 

磯 月 

荒 礎の 岩に 碎 けて 散る 月 を 一 つに なして 歸る浪 かな 

花 落 = - 

誰もみ な 仰けば 高し 雪の 上に か はらぬ 月の 影ぞ 正しき 

社 頭 

常 山 詠草 卷之 上. ノー  秋 1^  コ inr 


CSS へたて ぬ 月 を 見ての 情に は 

A 我の 區別 はない 0. 


〇 足曳の 山の 枕詞. 《 一 


常 山 詠草 卷 之上ノ 一  秋 歌  三 四 

一 賀茂川 や 濁らぬ 水の 浪の 上に 神代 を かけし 月の 白 ゆ ふ 

かりに {Ig りし 所に て 月 を 眺めて 

こ  >も またな るれば 同じ 秋の 夜の 情へ だてぬ 月 S 友坦 

山家 秋 月 

出 里に 照る 月影 を眺 むれば 心 も 澄める 秋の 空 か な 

山家 名月 

山里 を 立ち 出で て 見れば 名に 高き 月の 光 を か へ す 浮 雪 

山： «T 

足 m ベの 山の 磐 根に 住居して 訪ふ人 もな く 月 を 見る かな 

秋の 夜 は 枕 を わたる 月影の 餘り てせば き寢屋 のさむ しろ 

閑 庭 月 

木の間より それとば かりに 洩る 月の 影 かすかなる 庭ぞ靜 けき， 

松閒月 

月 a えて 夜寒 やい そぐ 松が 枝の 葉 わけに 積る 雪の むら 消え 

ttc 前述 懷 


〇 行く 雲 もの 歌 列 子 r 奏靑 撫レま 

悲^$、  5 せ 振-林木； 尊 P 行 雲？」 の 

故 例に よる 0  • 


〇 浮 みぞ 出づる 心に うかみ 出、 づ 

る (思 ひ 出す) VJO 空に 浮み お る VJ 


つくぐ と 空に 向 へ ば 晴れ やらぬ 心の 雪に 月の 隈 なき 

n 前懷奮 

夢に だに ぬいに し へ の 空まで も 浮び 出で ぬる 秋の 夜の 月 

おも  おも 

諸共に見し其の人の^^見ぞと思 へ ば 思 へ ば 月 もな つ かし 

前^ 絃 

行く 雲 もた ちゃと まらむ 絲 忤の聲 すみの ほる 秋の 夜の 月 

前燭 

山 も 河も喂 なく 澄める 月^にき えね ど 消 ゆる 窗の燈 火 

前 杯と い ふ 心 を 

さやかた る 影 さし 人り て 杯の 巡れば やがて 月 一て かたぶく  - 

月の 歌の 屮に 

いつの 世に 誰か 見 染めし 秋の 夜と 月に むかしのこと を 問 はば や 

なかく に 見ぬ いにし へ の 空まで も 浮み、 ぞ出づ る 秋 夜の 月 

湖水に 映る 月の いと 淸らに 波に あら はる xilM 澄の 鏡の 影い や 高く 差し 

ぼる 程 彼の 石山 寺の 古 思 ひ 出 でられて 

名に 高き 月に 近 江の 石山の 寺な つかしき いにしへ の 空 

常 山；， ほ草卷 之上ノ 一  秋 歌  三 五 


常 山 詠草 卷之上 


秋 歌 


〇 草から 箪^り の， 誤り かハ 


〇 からろ ^^風の總0上品なるろ 

夫 木 十二 「さよ ふけて 空にから ろ 

の 一お す なり 天の 戶わ たる 腐 にゃあ 

るら む」 


三 六 

て 彼の 丘に とい ふ 事 を 得た 


月の 題に て 入々 歌す K めしに 上 五 文字 を 採 

りし 力 *.H 

彼の 丘に 草から 殘せ 秋の 夜 は 月の 宿りの 露 や 消ぬ ベ き 

初 0  . 

秋風の 吹き 初めし より 侍ち わびて け ふ 珍ら しき 初 臈の聲 

秋 來れば 雪 居 はるかに 玉 孝 を かけて 珍ら し 初 鳩の 聲 

秋 霧に 立ち こめられて 行く 臈の聲 ばかり こそ 雲居な り けれ 

秋風に つら をみ だしてく る膈ゃ 誰が 玉 草と 人 も 見 るら む 

秋風に 雲の かけはし 中絶 え て また 後先に 渡 る かりがね 

秋風の 吹き そめし より 打ちつ けに 朧 けならぬ 應の 一 聲 

前 賻 

月の 琴 鳩の 琴柱 をた て 置きて 己 か 調べ の 秋の 夕風 

, 雨中. 卻^ 

聲を 帆にから ろ 押す て ふ 初膈の 櫂の I 下 か 秋の 夜の 雨 

雨 屮 ^ 


〇 からす 羽 烏 羽毛 0 鉗の 光渾の 

ある 黑色 0 


O0 & 传 文で こしら へた 帶 


〇？>if 革の 里 山-^ 紀 伊都^ 草鄉 

系 |#VJ 伏 見.、 J の 中 s^o 


降りす さむ 雨の 夕の. E の 端に 翼し をれ て 渡る 應 がね 

開 夜 „1 ほ 

夕图 の. S に 亂れて 行く 臈 やからす 羽に 書く 文字の ひとつら 

橋 上 霧 

^の 海 や 往來の 舟 も CB- え わかで 霧 立ち わたろ 瀨 田の 長 橋 

夜禱衣 

賤の女が 夜 案、 の 袖 や 重ねむ と 更け ゆく 空に 衣 打つな り 

誰が ために 手 もた ゆく して 衣 打つ 賤機帶 の 長き 夜す がら 

山守 禱衣 

きき わくる かた こそな けれ 山 彥の聲 を あまたに 衣う つなり 

里檮衣 

夕 時雨 山 は 紅葉に 染め か へ て 衣 打つな り 深 草の 里 

風 わたるい はたの 小 野の 夕暮に 千ぐ さ 亂れて 鶴 鳴くな り 

庭 上 菊 

庭の 面に きみ だれぬ る 菊の花の 匀ひを こ ほす 秋の 白露 

常 山； 一 ほ 卷 之上ノ 一  秋 歌  $ 


常 山 詠草 卷之上 ノー  秋 歌 


三 八 


〇 中 山道 軒 禰前 守、 水戶 家の 附 

家宠 S 家^。  ， 


0 中 院通茂 權大 納赏通 純 の 子、 

內 大臣に 至る、 和歌に 名 あり 0 光 

困の 親友 0 


〇 菊の 杯 南 降 IS 縣 にある 菊 水 を 

飮ん で長壽 を 保った VJ いふ 故 に 

よる。 風俗 通 「南 陽鄙縣 有， >谷( 谷 

中 水 甘味、 上お ノー 大菊 f 落レ水 從レ下 

流 下。 得-共 流 液 f 谷 中 人家 飲，, 此 

水 f 上壽 W 二三 十 其 中 w 餘歲、 七 

八十 則 爲レ夭 0 


籬 菊 

白菊の 唉き みだれぬ る 離に は 置く 露まで も勻 ひこ そ すれ 

中 山道 軒が 許へ 菊の花 を 贈る とて 

幾 か へ り飽かすかもみむ八重菊の花も千^！成の秋を重ねて 

中 院通茂 卿 あづまへ 下り 給 ふ 時 菊の花 を まゐら せければ 文の 奥に 手 折： 

つる 心 も 深き 色に 香に S 根の 露 を 思 ひ やられて と あるに 

言の葉の 深き 心の 色香に は 露 も はえな き 宿の 白菊 

岸杠葉 

紅に 勻ふは いづら 池 水の 底 も かひ ある 岸の 紅葉ば 

池の ほとりの お葉 を 見て 

水底に 影 をう つしても みぢ 葉の 錦 を あら ふ 池の さ 5r 波 

庭の 紅葉の 風に 散る を见て 

庭 もせに 木の葉 吹きし く 秋風の 身に しむ 頃 は物ぞ 悲しき 

中 山道 軒が 許より 菊 紅葉な ど 手 折りて 添へ 侍る 歌の 返し 

君に より またも 紅葉 を 燒き添 へ む 幾 秋め ぐれ 菊の 杯 


o^«^ 今 常^ 國那 s. 川口の 南方 

機^ 町。 


冬 歌 

初冬の はじめ 散 リ殘る 紅葉 を 見て 

置き わたす 霜より 後の 松なら で つれな く  ZJ-e る嶺の もみ ぢ葉 

山家 一 沿 葉 

1 かたに 散る もみ ぢ葉を 誘 ひゆく 風 も 色 ある 冬の. E 里 

夕 時雨 

暮れ か ， ろ 御室の. E を！；^ 渡せば うき 雪た ちて 時雨 ふるな り 

岩 船の 惠明院 にて 山家 時雨と いふ こと を 

木の葉 散る 軒端の 松の 深綠， ) れも 時雨 や 染め出 すらむ 

堀 田 一 輝 六 十贺 せ し と き 塞 樹交松 とい ふこ k ろ を 

夏木立 それとも 見 え ぬ 松が 枝の 霜に 千歳の 色 や 添 ふらむ 

立ちなら ぶ 色 f  〕 そな けれ 年. 拱、 き 霜の 後なる 十 か へ りの 松 

此 糸の ゆかり や 忍ぶ { 呂城 野の 萩の 枯葉に む す ぶ 朝 霜 

冰 始 結 

常 山 詠^ 卷之上 ノー  冬 歌  三 九 


〇 さは 川 ガ"-で.1:;^^^の東、 今 奈-は 

市の w 郊を 流れて ゐ -0?  I 


〇 ひれふる. 3 を 云々 .mal の ふる 

.E を 待つ に 云 ひかく。 松 浦の ひれ 

ふる 山 は 佐 川姬の 故事に 名高い 0 


常 山 詠草 卷 之上ノ 一  冬 歌  00 一 

岩間より 落ちく る冰 の音絕 えて 冰ゃ 結ぶ 瀧の 白絲 

夂.  一 

木枯の 身に しむ S 〈は 山 通に しぐれし 跡の 月ぞ さやけ き  一 

木が らしの 風に かつら も 冬枯れて 隈なく 出づる 山の端の 月 

冬の 夜 月の いと 明かりければ 

冬の. < ^の 雲 のけ は ひぞた  >  ならぬ 秋の 最中の 月 は 物 か は  ノ 

千鳥 ■ 

さほ 川の 棹 さす.^ にお どろき て騷ぐ 千島の 間な くしば 鳥く 

網 代  一 

せきと むる 宇治の 川瀬の 綢代 木に 淀 める 木の 葉 秋 ぞ殘れ る 

霰の 降りけ る 夜 人 々戯れて 旋頭 歌を讀 める に 

冱 ゆる 夜の 風の 霰の 降りしき ぬれば 時の 閒に 玉の 臺の 心ち こそ すれ 

待 雪  . 一 

いま もまた 雪 ゆの {^1: を 白雪の ひれふる 山 を まつら さよ ひめ  一 

初 雪  一 

たなく もり 嵐 も S えて 稻蟲ゃ 隠れ か ぬらむ 今日の 初雪  一 


雪 

降る ほど は {4」 かきくれて 天地 もお なじ 色なる 雪の あけ ほの 

何 上 雪 

積る ベ き 方- J そな けれ 山川に 降る あと 見えぬ 今朝の 白雪 

照 雪 

白雪の 積り そ へ たる 月影 やきの ふの 雪の あとの かたみ か 

野 雪 

果て ぞ なき 空 も 一 つに 白妙の 雪降りつ もる 武藏 野の 原 

橋 上 雪 

^の 海ゃ瀨 m の 長 橋 渡せば 波閒を 分けて 積る 白雪 

松 上 雪 

千 歲經む 其の 色 見せ て姬小 松綠の 髪に つ も る 白雪 

松 下 雪 

葉 をし けみ 雨 さ へ 漏らぬ 松 陰 も あやしく 積る 今朝の 白雪 

雪未遍 

山 あ ひの 風に まかせて 降る 雪 は 積り つもらぬ 〔合の 下道 

常 山 詠^ 卷 之上ノ 一  久-: 缺  四 1 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  冬 歌 


四 二 


〇 はし n  if の I 種 0 普通の もの 

より 體 小さく  |£ 狩に 用ゐる 0 


〇 わなみ 吾^ 0Q 稱 代名詞 C 


雪 後 

雪の 上に 霜 を 重ねて 照る 月の きらめき あへ る 庭の 面 かな 

雪の 降リ ける 日 友達の 許へ 消息 するとて 

跡つ けて 訪ふ はうる さし さり とても 訪 はぬ はつらし 雪の. E 陰 

雪の 木々 に 積れ る を 見て 

豐 かなる 年の しるしに 降る 雪 を あだにや 人の 花と 見 るら む 

0 狩 

はし 鷹の 谷 越す 鳥に 目 を かけて 飛ぶ ますが きの 羽 こそ はや けれ 

夕應狩 

夕 づく日 野 守の 鏡 かけ われて おち 草 まよ ふ 冬の 狩人 

尾 州 光義-おに ま かられけ る 時 

みかりせ し かづら き 山に 鳴く 鳥の をし へ は 今 も 君 忘れめ や 

その 顷传- 人 は 狩に いでたちた まひ けれど わなみ は 故 あ" て Si で ざり けれ 

ば 

鷹 を 臂に犬 を 引きつれ みな 人 は 狩 場に 急ぐ よそ ひど もな り 

雪の 降りけ る 日 狩に 出で立つ 人に 讀 みて 送る 


神樂 歌の 曲名。 


枕詞。 あやに 冠す る *>_ 


折に あ ふ 狩 場の 雪に 君 はけ ふ 鶴の 毛 衣き つ 、行 くらむ 

小金の かりばに おもむく とき 

犬 ii の 鈴 S 音まで..^ 音 a えて 衣手 さむき 霜の 朝風 

埋 火 

ねざめす る板閒 の-: 風 風 さえて わが 夜も更 くる 埋 火の もと 

神 樂 

風 寒み 榊 葉うた ふ 袖の 上に 曉 ふかく 霜 や 置き そふ 

宮っ， 〕 のとる さかきば に 置く 霜の 猶さ えま さる 月ぞ宗 けき 

冬 天 象 

冬の 夜の {仝 かきくもり 降る 11! は明且 のはらに さぞな 積ら む 

歳 募 

1 とせ を 昨日よ 今日と 暮 しきて あだに 月日 を 送りぬ るかな 

くれはと" 


CP も 日 もけ ふば かりと や 吳織 あや なく 過ぎし 年に も ある か な 

移. り ゆく 月日 はかね て 知りながら また 恨めしき 年の 暮 かな 

月 も 日の 流れて 早き 年波の 淀まぬ 水に しがら みぞな き 

年の 尾の くると も 知らぬ {伯 もがな まだ 捨てぬ 身の 思 出に せむ 

常 山 詠草 卷之 上ノ 一  冬^  四 II 一 


常 山 詠草 卷之 上ノ 


四 四 


0 ゆ ふつけ 鳥 鶴の 異名 .= 


なべ て 世に 降る 白雪と もろ 北 (にわが 身に 積る 年の 暮 かな 

岸に 根 を はなれ もやら で 松が 枝の 老木の 春に また や 逢 ふべき 

身に つもる 年 を 忘れて あすより はまた あら 玉の 春ゃ迎 へむ 

年の 暮の雪 

老いら くの 頭に 積る しら 雪のと もに ふり ゆく 年の 暮 かな 


歌 


初 戀 

思 ひ 入る みのの を 山の 初 時雨し-ぐる ， 袖 を 人に 見せば や 

と はば やな 餘 所の 見る目 はつ ， めど も 心に 忍ぶ 人 も あり やと 

我が 戀は常 磐の 山の 夕 時雨 色 こそみ えね 深き 思 ひ を 

かく とだにい はでの 森の 下 紅葉 こがれ はっと も 色に 出で め や 

ほし あへ ぬ 逢 瀨の浪 のよ るく はえる 目つ 、 みの 天の 濡れ衣 

忍 ぶれ ど 浮 名 やよ そに 立 E 山 ゆ ふつけ 烏の 鳴かぬ 日ぞ なき 

我が 戀は常 磐の. E の 夕 時雨し ぐると だに も 人に 知られ じ 


o ラ つせ 貝 肉な き 介 Ilio かひが 


〇 唐衣 かへ して ぬれ 5」 衣 * ラら 

返して ねれ 1^ 戀 しき 人に あ ふ VJ い 

ふ 常時.：. ム風； W があった。 古今！！ 七 一 

「い VJ せめて S3) しき 時 1§ う 1:- たま 

の 夜の i;^ を か へ して ぞ ぬる」 


よしや 君 浮 名 はたて じ 夕 煙な びかぬ 空に 消え 菜つ ると も 

互忍戀 

我 はな ほ 人 に は 人 も！^ ら さじと 思 ふ し の^^ ふ とば かり 

不 戀 

あだにの み 寄す る 汀のう つせ 貝 逢 はぬ 思 ひ はやる かた、 ぞ なき 

經 〔牛 待戀 

年月の 淚 にき ほふ 時雨に も か はらぬ 色の 松ぞ つれな き 

夢に だに 見む とまろ 寢の 唐衣 か へ して ぬれ ど あはぬ 君 かな 

忍 不逢戀 

知らせば や 人目し いぶの 措 衣 思 ひみ だれて 逢 はぬ 恨み を 

逢 はで ふる 袖 は淚に 朽ちぬ とも 人に な 告けそ 半の 月影 

未不 

來る人 は 忍ぶ にた へ ぬ 白露に 宿れる 月 は 手に も 取られす 

逢 戀 

恨みつ る 人の 心 も 下紐 も 逢 ふうれ しさに <fr 宵と けつ ， 

夢 かう つ ， ぃさ白絲の^！^ふ、 〕 と は 結ぶ とすれば 明くるし の ， め 

常 山；  ポ草卷 之上ノ 一 戀歌  四 五 


常 山 詠草 卷之上 ノー  戀敬 


四 一 ハ，. 


〇 玉く しゅ ふたの枕^^0箱の綠 

より ふた (蓥) にか >  so 


〇 さ  >  め-, JVJ 私語。 


後 朝 戀 

憂し や 其の 逢 夜の 袖の 淚 より 歸る あしたの 道 芝の 露 

忍逢戀 

忍びね の 衣 かさねて 逢坂 ゃ閎 よりつら き 鳥の 聲 かな 

絕 後逄戀 

年を經 てまた も 逢 ふ 夜の 玉く しゅふた 、 び 恨む 鳥の 聲 かな 

別 戀 

相思 ふ 人に 別る ， あかつき は 袖の露に しゃどる 月影 

夜 も あけば 人目し けさに 後 朝の 鉋かぬ 別れに 立ち ぞゎづ らふ 

欲顯戀 

我が 袖 は 人め つ  >  みの 淚 にも 朽ちな む後ぞ かねて 苦しき 

逢 不逢戀 

逢 ふこと も絕 えて 程 ふる 秋風の 通 ふ 心 やな かの il 守 

中々 にみ だれ そめに し片絲 のまた 逢 ふまで を 玉の 緖 にして 

懷舊戀 

誰か 知る 文月 七日の そのの 日の さ ゝ め ごとせ しな かの 契り を 


ol^^,:.-^  -.、 「 く- 役の 行者が 

大ぉ 国の ！！：ケノ？山 0 I 富 主 に 命 

じて 令 3*- 山. に 岩 據を 架け させた 0 

しかるに I 言 主の 神 は {谷 叙 SS きを 

恥ぢて夜々作实に從^^キしたがっひ 

に遂 £5 なかった ミぃ ふ 故事に よ つ 

卜-も 5:0 


互恨戀 

いかにせ む 諸 聲に啼 く 小 II- 千鳥 恨みての み も 世 を 渡ろ かな 

戀 

秋果 つる 扇 もよ しな 閨の 内に ひとり 寂しき 月の 影 かな 

前 戀 

袖に 置く 淚を 月の よすがに て 君なら で また 宿す 手枕 

春 戀 

春 はな ほ g こめた る 妹脊山 見べ く すくなき 花の 面 かゆ 

夏 戀 

葛 城の 神なら ね ども 短夜の 明くる わびしき 柬 雲の 空 

秋 戀 

秋の 夜の 長き 名に たつ 手枕 を か はす 間もなく 明くる 東 雪 

いにし へ の 秋の 扇の 恨み を も 空に 知らる 、 月の 影 かな 

冬 戀 

踏み わけむ かたは いづ こぞ 白雪の 埋 みはてた るう ひの 山道 

通書戀 

常 山 詠草 卷之 上ノ ー戀缺  ra 七 


〇 ちかの 签 ちか は 千賀の 浦- 

ち  かし、  i<;sl しにつ け 云 ふ。 

〇le が 島 豫 釜に； &く ある 0 


常 山 詠草 卷 之上ノ 一  戀馱  OTt 八 

水 壁の 流れ 絕 えせぬ 中 川に いかで 逢 瀨も浪 は 立 つらむ 

恥 身 戀 

音絕 えて 落つ る 木の葉 も かれ.，^ に 身 をはづ かしの 森の 秋風 

等.：. っ兩人 

月影 を ひだりみ ぎりに 宿し 分けて いづれ の 袖 やひ ぢ增 るら む 

寄 七夕 戀 

稀な りと 年に 一 夜 を うらむな よ |g り まろね の あれば あるよ に 

近 戀 

わが 中 はち かの 鹽签遠 けれど 隔っ笆 か 島の 名もう し 

寄 露 戀 

我が 袖 は 苔の 衣に あらね ども 暮 るれば 同じ E に 浮きけ る 

寄雨戀 

薆き人 はまきの 板屋の 夕 時雨 音ば かりして Si る、 袖 かな 

寄關戀 

見し よりも かかる 思 ひに 逢坂の 淚と 、"むる 闕守 はなし 

夢路 を， よ 逢坂 山の 關守も えぞ 止め まじ 通 ふこ 、 ろ を 


〇 ねこ！！ 猫 親 o 强樣 にて 他人の 

n 一  12 に 服1« せざる こ I 


〇 ふみみ て 路み VJ 文-/ かく  * 


それと 名 をき くだに 嬉し 逢坂 SilS 淸 水に 面影 ぞ 立つ 

寄杜 若戀 

君の， M つねな くへ だつ 杜若 移ろ はぬ まに 見る よし もがな 

寄花戀 

かねてより 結ぶ 契り を 春風に 早と け そめよ 花の 下 ひも 

寄荻戀 

待つ i 付 は それ かとた どる 心より うち も 寐られ ぬ 荻の 上 風 

寄獸戀 

いかにせ むま だ 手に 慣れぬ ねこ 綱の 曳 くに ひかれぬ 強き 心 は 

寄 ま 戀 

頼ま じな あだに 心 をう つし ゑの 誠す くな き 人の 契り は 

寄^ 息戀 

戀の 山い かで 苦しき 道ぞと はふみ みて 今 ぞ思ひ 知ら るれ 

寄火戀 

田 子の 沛ゃ あまの 釣りす る 漁火の 燃 ゆる 思 ひの われ 獨り のみ 

寄 说 戀 

常 山 詠草 卷之 上ノ 一  戀歌  四 九 


常 山；；^ 荜卷之 上 


.^0 


〇常^？^ ナ， 昔 常 降 同 跑.： S の 神 祭 

！ tsf? 女 布の 帶に 我： i 想 ふ 人の 名み- 

記して 神前に 供へ 社 人の 結、 ひ 合 は 

せて 頒っ さまに よつ て婚を ト定し 

た.、」 いふ 故^ T 東 路の路 の はてな 

る 常 降 fw か ご v.- はかり も あ ひ 見 て 

しがな」 (六 帖、 五) • 


する 石 も 紙より うすく 成りぬ ベ しつれ なき 人に 文 送る とて 

戀の跌 の 中に 

雪の 上の 月 は 落ち け れ 若草 を 結ぶ 枕 S 露の ゆかりに 

心 あらむ 人 はよ ままし 戀の歌 世の 蕩 子の 根無し 言葉 を 

ある 女の もとよ リ 思へ かしお も はばい か 思 はれむ おも はぬ を さへ おも 

ふ 心のと いひお こせる かへ し 

君 見す や 遊べ る 魚の たのしみ を 知る ベ き 草の 人に と へ かし 

相 知れる 女の 屮絕 えて のち 又 消息し ける を 

思 ひき や 流れ 絕ぇ にし 水 壁の ふた ゝ び 袖 を ぬらす べしと は 

春 S 夜の 夢 S 浮 £1 中絕 えて また ふみ 見て ゃ戀 ひわた るべき 

戀の 歌の 屮に 

幾千しほ思ひ染めぬるもみぢ葉s  こが^^  > 色 を 人に 見せば や 

としをへ ていかに やと はむ 常陸帶 のか ごとば かりに 結ぶ 契り を 

八月 十五夜と もに U; を 見む と あらかじめ 誓 ひものせ しか ども さはる 事 あ 

りて 來 まさねば 獨り 居りて 

是れ もまた 心づ くしの くま なれ や 名に あ ふ 月 を 君と しみねば 


〇 袖の ひまな き 袖に 涙の 乾く ま 

がない 0 

〇 もろ-、. J ひ 相互に ふるこ VJO 


〇 花色 衣 露草で 染めた 衣。 


- 〇 ちかの 1- 签 ちかの 浦に ある 故 

いふ G 


久しく ありて！ へ にけ る 折， から^ 息の 返しす る ついでにい ひや リける 

音にきき目には：：5^んすも程ふるは ぃかなる先の隔てなるらむ 

け ふ./ \- と 甲い ふ. tv6 もな く 程 ふりて 早 長月に なりに ける かな 

或 人の 許よ リ獨リ して 思 ふ は 袖の ひまな きと 思 ひお こせよ もろ ご ひに せ 

むと ありか へ し 

忍 ひやら む 方 こそな けれ 君が あたり 離れし もの を われが 心 は 

よば ひわた リ ける 女の のさ は リなリ ければ 戯れに 讀 みて 造 はしける 

龍 田 山 ふもとの 里 は 木が くれて 紅葉 も 月の さはり なりけ り 

なれつ どひし 人の 遠ざか リ侍リ けろ ころ 讀 みて 送リ ける 

秋 霧に たち へだたれて 物 ぞ思ふ ひとり 入閬の 里の 夕暮. 

思 ふ どち 連ねし 袖 を 立ちへ だつ 雲居の かりの 便りば かりに 

相 惯れし 人 の 遠 ざ かり 侍 n- ける ころ 讀 みて 送 リ ける 

いかにせ む 思 ひそめに し 若草の 花色 衣た ちへ だてつ ， 

入め をつ 、む 戀， おのなら ひ は 君が 在所 そこと は 知れ どえ あらで 侍リ けれ 

ぱ よめる 

わ. かつ ま を 立ち へ だてぬ る 夕 煙け ぶい， にく ゆるち かの^ 釜 


常 山 詠草 卷之 t 


五1 


：草卷 之上ノ ー戀歌  五 二 

月の 夜 ひとり 伏して 

君なくて 誰に か はさむ 手枕 を 巧と とも 寢の 袖の露け さ 

ともに 見し 月 や あらぬ か 獨寢の 枕 を わた る 影ぞ： >1憂 き 

夢に 人 を a 侍りければ 

おも ひ 寐の枕 わびしき 逢瀨川 渡し も はてぬ 夢 S 浮 橋 

寢屋 のつ ま戶を 風の 叩く を ii きて 

獨 寢の閻 のつ ま戶 をた ゝ くと て 起き 出で みれば 荻の 上 風 

始めて 物 ゆしけ る 人の 其の後 は 久しく 仲絕 えに し を 

竹なら ば わりても 見せむ みさを もて 變らぬ 色 は 一 夜 なれ ども 

待つ 人の こざ リ ければ 

君來 むと 待つ につれ なき 夕 時雨 ii る 、 袂の 乾く 閒も なし 

或 人の 許より 玉の緒 をかリ そめながら よりかけ てながら へ て 今 結びし も 

,  の を 牛 天に 物 思 ふ 身のお のづ から 霞 もと もに 立たぬ 日 はなしと 讀み てお 

こせた るか へし 

下紐 を 玉の緒ば かり 結べれ ど醉 かじと ぞ思ふ 君なら すして 

半天に 立つ や 霞 をへ だてに てけ ふに も 花の 見ら く 少なき 


〇 年月の 淚 にき ほふ 時 南 長い 年 

月の 閒 入を戀 ふる 1K0 


卷の夜 物言 ふ まもなく 明け はて 侍りし 時よ める 

手枕 を か はす もま だき 养の 夜の 明く ろ 侘しき 東雲の 空 

^しける 女の もとへ 請み てっか はしける 

露の 身の いっかけ そめて 若草 を心靜 かに 結ぶ よもが な 

或 女螢を つ X みて おく リ たる 

我 もまた おなじ 思 ひに 燃 ゆる 身の こがれ はつべき 胸の 螢火 

ある 女の 許へ よみてつ か はしける 

色 か はる 秋の 紅葉の いか なれ やつれな き 松 はとき はかき はに 

經 年待戀 

年月の 淚 にき ほふ 時雨に も か はらぬ 色の 松ぞ つれな き 

もの 申しけ る 女の 方よ リ などて かく 浮 名 は 四方に 流し つ 、なげけ ど 更に 

甲斐な かリ ける、 これが か へ し 

よしやよ し 浮 名 は 水に 流しても 遂に 逢瀨 はありて ふ もの を 

物申しけ る 女 の 心ち ゎづら はしき を 知らず して 日 を 過ぎに ければ そこよ 

"讀 みて 送リ にけ る 露と 共に 消え も果 つべ き此 Q ごろ を 憂 くもつら くも 

問 はぬ 君 かな かきくも "そこと しわかぬ 夕 闘に 行く へ も兑 えず 伏す 我が 

常 山 詠草 卷之上 ノー  戀歌  五三 


〇 ふみ 踏み ざ 文 VJ を かく  o 


〇 いさ、 め iS 初 0 


oiw な 著の， tl^_= 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  戀歌  五 四 

身 かな、 この 返し 

それと だに う くもつら くも 告ゅ やらで 今 は 我が身 ぞ恨 みられぬ る 

け ふわ づ かふみ 見て しるき 丸木橋う くやつ らく や 恨み わたらむ 

聞きし よりそ こと も わかぬ 夕闇に 迷 ひに きと は 君 知らめ や も 

或 女の 許より 誰が 袖と いふ 番袋を 送る とてた e いっかち ぎり は 深く こめ 

つれ ど 洩れて ゃ餘 所に.！ I？ ふ 袖の 香、 返し 

もろともに 花の 袖が きかき こめぬ 香に は洩 ると も 色に 出で め や 

或 女 の もとよ リ いさ、 め に兑 染め し 色の ちし ほに てこ がれきに け る戀农 

かなと 諌 みて 送りし 返し 

知ら ざり きかへ す 恨みの 戀 衣重ね て 物 を 甲； ふべ しと は 

或 人の 許より あづさ 弓 もとの 心に 引き か へ て 夜な く 今 は 人ぞ戀 しき、 

返し 

とこと はに 思 ふ は いづら 白浪の よる は 磯べ の 名に や 立 つらむ 

L ぱ らく 旅立ち 侍りし ころ 或 女の もとへ よみて 造 はしける 

道 芝の 露と 消えぬ ときき しかば 憂き身の など か 時 を 待つべき 

君なら で また. N ち 返り 唐衣き て 見る 人 は あら じと ぞ思ふ 


おなじ 人に よみて 送りけ る 

わが 戀は よそに は^れ じ 水底 S 深き 心 を 君 知らめ や も 

遠ざか リゐる 人の 許へ 請み てっか はしける 

忘れむ とお も ひ寐覺 のうつ ， にも 夢にも 君の 見 ゆる もの か は 

題 しらず 

思 ひかね 胸に 燒く 火の 燃えな くば 淚は 袖に こ ほる ベ ら なる 

睦月の ころ 相 知れる 女の 許よ リ 消息に 添へ て 梅の 花 を 贈る とて 疾く 梅の 

花の 色香 は 昔に て 移り か はれる 今の 世の中、 返し 

世の中 はう つり か はると 梅 S 花 昔の 春 を さや は 忘るな 

0 君 やらで 誤りが あらう。 ， ある 女の 許へ 文 遣 はしける に 彼よ リ讀 みて おこせる 道 芝の 露の 浮 身の 君 

.  やらで 世にながら へて 文 を 見る かな、 返し 

0 いつまで 草 きづた (常春 gG 道 芝の いつまで 草の いつまでも 露の ちぎり を 又 や 結ばむ 

異名。 

衣 を 人に 贈る とて 

唐衣い つか 重ねて 諸と もに つもる 恨み を 語り か はさむ 

つぐみと いふ ものに 色々 の 花 を 折り まぜて 人の 許へ やる とて 

$o つくみ S  く 身。 鳥の 名のつ ぐ 花に 染めし 心 道 をう すく 濃く 思 ひつく みの やる かた ぞ なき 

Ats 詠草 卷之 上ノ 一  戀歌  五 五. 


〇巿 の 中に 虎 あり 無實の 事 も 一一 一一 1 

ふ 人 多 けれ ゆ Jft に 信 やる に 至る を 

いふ。 戰 E 策に 出 、、つ 0 


〇大 ぬ さの 引くて 蔵へ sf る VJ 諸 

人大 串に つ けた 幣. 吊 を 引きよ せ て 

； ST つ る ものた ミ い ふ or 大幣の 引く 

手 あまたに なり ぬれ は 思 へ えこ 

そ賴 まざり けれ」 (古今 一 四、 戀 四) 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  戀歌  五.； ハ 

香 を 送りけ る 人の もと へ讀 みて つか はす 

もろともに かさねし 夜半のから 衣う つり 香 さへ も懷 かしき かな 

つれな かリし 女の 打ちと け侍リ ける^ 

悲し さ を 思 ひ あはせ て 比 ぶれば 嬉しき こと は 物の 數かは 

ある 女よ める 恨めし や 逢 瀨の浪 の あら はれて 末の 松 山 こす かと ぞ 見る 君 

こそ は 思 ひわ すれめ 誓 ひて し 我が 言 の 葉 はか はら. ざら まし、 返し 

市の 中に 虎 ありと いふ は 世の 人の さがな き にゃあら むえ な、 しぬ 春の 花 

もし ぱし 霞に 埋もれ 隈 なき 秋の 月 も 忽ち 雲に かくる X を 色 も 光 も 無き 

と いはば 月と 花と の 罪に は あら じ大ぬ さの 引くて は 風に まかせて むと 

ぞ S ふ 


白雪の いさよ ふ 末の 松 山 を あだにや 浪 のこ ゆと いふなる 

我が 袖 はしの ぶに たへ ぬ 露の間 も 忘れぐ さと や 人の 見 るら む 

波の 騷 ぎの 音 絶えに し 後は汐 干に 見 ゆる 海藻ば かり 刈り ほす 海女の 拾 小 

船 水馴掉 さすがに 近き 程 なれ どへ だつ るふし のよ るべ なけ わば 

月の 中の 柱の ごとき 人 ゆ ゑに うはの 空に も 物お も ふかな 

近 戀 


〇 黑髮山 下野 國男體 山の 異名 


0 月 や あらね 云々 「月 や あらね 

春 や 昔の 春なら ぬ 我が身 一 つ は- 兀 

の 身に して」 (伊势 S 語 古今 一 五、 

Iff 五)  ー 


みちの くの ちかの gsi- 近 けれど へ だつ まがき の 島の 名もう し 

其の ころ  一 ロニ 曰が をち は 世の 屮 いか たらむ と 伏^の 牀ぃを やすく も 

せず と あるう ちに も い にし 師走の 始めの ころ かとよ みけし き 給 ひし 玉の 

5g のな がき 別れと なリ もやせめ と 思 ひた ゆた ふ にも いと 心細うな" も 

て 行く を ふと 消な に 添へ て 梅の 花 一 ひ、 りい と美し き 和^ r したり さなが 

らお ふの， つらなし 花.：： _ 〈く心 地して tr^ ろ もまば ゆし さても 下野 ゃ黑 2^ 山の 

すそ を 切る かたみと 覺 しくて 文の 奥に 卷き添 へた まふ を ふと 見る ょリ胸 

つぶれ やる かたた さに 返し するとて つき しからぬ ことなむ し 給 ふ も 

のかな と あら/ \ しく 言 ひ. M はしける を 思 へ ば ^忘れが たか リきぞ や 

元より やつ がれが 關 の 東 あづまの 果てに 生 ひたちて 鄙びた る を もけ ぢめ 

見せ 給 はぬ 情の 色 深く 染めし 心 をい か^はせ むと 

澄む もまた る もお なじ 水底の^ き 淺きは 月に まかせて 

まが ふす ぢ なき 黑髮の 末 良く かけて ぞ賴む 人 の 心 を 

移リ ゆく 氣配も 物事に 悲しき 事つ きず 二お 九： w にもな リぬ 去年の け ふ 思 

ひ出づ めれば 月 や あらぬ 春 やむ かしと いはま ほしくて 

馴れ 染めし その 日 は 今 曰に 流れ 來 ていかに 逢瀬の よどむな るら む 

常 山 詠草 や 之上ノ 一 戀歌  五 七 


常 山 詠草 卷之上 ノー  戀敬  ^^^八 

いみ じう； ！《 の あかき 夜 一部 二 閒三閒 明けさせて 一 人 伏せり をれば 隈なく さ 

し 入る 影 を 眺めて 

君なら でかさ じと ぞ思ふ 我が 袖に うたて や 月の かけに 入りく る 

. 或 女 の 許よ リ 深く 知れ 思 ふ 心 はしの ぶ 山 忍ぶ と 人 のみる よし もが な， 奥 ゆ 

なみよ るの みなれて， る さ をみ るめ ぁリ とや 君 思 ふらむ、 かへ し 

さなき だに 亂る ， もの を 忍 山し のぶと 告 ぐる 人の 情に 

まことな きみる めば かり は 世 をう みの 浪の 濡れ衣き ると 答 へ よ 

ある 方よ n 幾千し ほ 袖 はなみ だの いろに 出 づ胸は 思 ひに こがすな りけ リ 

返し 

愚かなる 袖は淚 S 色に 出づ もらさ じ もの を 朽ち はつ ると も 

ある 人の よめる 思 へ ども 別れに なれば 言の葉の 殘るぱ かりに 淚 のみして 

か へし 

言の 薬の 殘る 恨みの 袖よりも た へ ぬ淚に ひち まさりぬ る 

相 知れる 人 の われ を 夢に 见 侍りけ ると て讀み て 送り 侍りけ る 夢のう ちに 

一  逢 ふと n ル しょの 徒らに さむる 枕の 起きう かりけ る、 かへ し 

夢の 中に 逢 ふ は 物 か は をち に 思 ふわれ がま どろむ ひましなければ 


Ol? の" S ぉ<ヒづれ0  ^5!*5-の蘇*5^ 

J^w に囚 はれし g -、 Ig の at! に附け 

て He を^に 通じた ミ いふ 故 

0 つい まつの S&K々 伊 力 § 語に 

お が 杯に 上の句 ヶ甞 きて 出せる 

を、 業 平つ いまつの 炭に て 下の句 

を， き 親 けたる 故事。 つい まつ は 

a? 松、 たいまつに ES じ 0 上の句に 

下の句 をつ はす。 

つ つもる こ- ぶ を 本に は i んの 

iili の 上れ 句がない。 


ある 人 に 答 ふ 

君が あた リ いくよし もがない かにして とば かり ありて 末 はなし 誠に 御言 

の 葉の SS にや さしき こよな ぅ有リ 難き までに はやされて いと やん ごと 

なしむ かし 彼の まめ 男 伊勢 國 へ^の 使に 行きけ る 時つ いまつの 墨して 書 

きつけし ことまで ふと 思 ひ 出 でられぬ、 つ いまつ のす みして すゑ をつ ぐ 

ベ きざえ も 侍ら ね ど も默 してやむべき にあらず とて 

つもる こと 葉 をい ひか はさまし  , 


雜 • 歌 r 


虹 


1 通り雨の 晴れ 行く 跡よりも 夕日の わたす 虹の かけ 橋 

夜 雨 

このね ぬる 夜の 閒の 雨の 名殘 とて 板屋の 軒に そゝぐ f 卞か 

富士山  . 

立ちなら ぶ 山 こそな けれ 日本の 內 に餘れ るふ じの 高嶺 は 

見る たびに また 珍ら しき ふじのね は而變 りする 心地 こそ すれ 

常 山" 卷，. J 上ノ 一  霞  l?f, 九 


常 山き 草卷 之上ノ 一 

ォ t 十 か 

難波潟 あしま 漕，" 


六 〇 


Ofsf の ゆかり 一 つの 閥 係より！ J15 

愛の 他に 及！^ す こ V 、紫の ゆかり。 


〇 むさし あぶみ 古、 武蔵 S! より 

製 出した る Sao 歌に さすがに かけ 

て 詠む 0 


o:^ 林 、近 IS 府の 名。 羽 林 家 は 

公卿の 家^ 侍從 より， 近衛 府の 中少 

將 になつ て 大中納 一言 參？ Iv. なる を 

得る 家柄. * 


て ふ あま 小船よ する や 棹の 音ば かりして 


世の中の 憂き は 別れの 旅なら め 行く も 止る も 末し 知らねば 

中 山 備前守 入道 道 軒 常陸國 へ 行き 侍リ ける に 馬の はなむけ するとて 

武藏 野の 草の ゆかり を 忘れす ば はや 立ち か へれ t;  く 花の ころ 

春 正 法 橋 都へ かへ り 行く を 送る 

忘れす ば 又も 來 てと へ むさし あぶみ さすがに かけて 賴む心 を 

別れ路の 袖は淚 にかき くれぬ さらで も濡る 、 五月雨の ころ 

別れて はまた SiJ ふ ， J とも 白雪の へだつ 恨み をい つか はるけ む 

旅立ちけ る 人の 許へ よみてつ か はしける 

かへ りこむ といな ばの 山の 嶺に生 ふる 松の 言葉の 契りた がふな ゆめ 

羽 林爲景 -别臣 み や こに 歸り給 ふ を 送る 

此の ごろ はしばしう とかる 夕 葬の 雲 をけ ふより また や 望まむ 

ある 人の 父母 心づ くしに 赴き 侍る にと まれる 娘の 許へ 讀み てっか はし 

ける 


〇=! のかぎ り 云々 眺 佳で、 

見；^ す 限 り 霧 の 一 l=i が ii きぬ ほ 

$J である 0 


別れても 又 逢坂の なに しれへ ど 今日の 淚は せき やと めぬ 

旅 行 

故郷 をお も ひ 立ちぬ る 麻衣 つらき 旅に し？ 3 坂の 里 

覉中山 

行きくて 岑 こす ほど は 山 もな した 5, 1 むらの 雪の 通ひ路 

^田と いふ 山の 中通りけ る 時 

遠近の 山 また 山 も 目の かぎり あかぬ 眺めに つきぬ 言の葉 

雨屮竹 

雨 そ 、 ぐ 夕の 風に 吳 竹の そよ ぐ 末葉 も しづ 心なき 

寐覺聞 松風 

夢う つ ， 膜 ゆならぬ 松の 戶 のしぐ る A 方に 殘る 月影 

秋の ® 櫻 花の い k きければ 

いかで そ S 春に おくれて 櫻ば な 秋の 紅葉の 色に なら ひて 

柳下鷺 

靑 柳の 木す ゑの 下の 白鷺 は 降り 積り たる 雪と こそ E= -れ 

眺 望 

常 山 詠草 卷之上 ノー  雜歌  六 1 


〇 いつも 旅立つ 心地 たえ や 黄泉 

に 旅立つ 心挂。 


0 殘し n く 文 古人の 害き 殘 して 

あった 文 C  $0 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  雜^  力， 一一 

見 わたせば 雲居に is.  く 夕 悭 からより 浦の 八重の „腱ハ金 

山家 鳥 

軒ち かく 友よ ぶ 鳩のお とづれ に はなれ もや 寂し 冬の 山里 

山 居 ほ 

世 を いと ふ 松の 扉の 木隠れに 月 さ へ 今 はう とくな り ゆく 

述 懷 

何事 も 思 ふに さはる 世の中 は 月のう き 雪花の 春風 

いつの 年い つの 月日の 其の 時 か 終に わが 世の 限りなるべき 

ま ， ならぬ 世の 習 ひとは 知りながら 猶 恨めしき 我が身な りけ り 

水の 泡の 消 ゆる も あだし 水馴掉 のさす 手 ひぐ 手に 物ぞ 悲しき 

老い ぬればい つも 旅立つ 心地して それと なけれ ど忙 がしき かな 

秋述懷 

秋 はな ほ 晴れぬ 思 ひに かきくれて 袖より 注ぐ 夕 暮の雨 

鬧 居述懷 

殘し 置く 文より 外の 友 もな し 昔 を 語る 人し なければ 

老後 述懐 


〇 ふ 1: ゐ 吹 上^. こもい ふ 。鲮河 

國庵原 郎蒲原 町 wi^ia  士 川口に 至 

る 海 


〇 よべ、 J ろの 風 敢夜こ G 方 吹く i  J 

O そよ さらに の 吹く さま。 


ながらへ て 齢 ふけ ゐの沛 浪の水 はらむ まで 年ぞ よりく る 

或 人世 を 侘び あ へ る 頃 よみてお くる^に 八月 中の 五日に なむ ぁリ ける 

みてば 膨 くかくれば 盈 つる 習 ひぞと 月に si^i 世の こと を 知る とや 

雨 屮懷舊 

春雨の 降りし 昔の 戀 しさに 心 も 1<H も 打ち しめりつ ， 

逐 n 懷舊 

むかし 思 ふ あはれ も さぞな 有 明の 月に n に 添 ふうき 世なる ベ く 

隱 者の 壁に 書きつ け 侍りし 

世 をい とふ 憂き身の はて は 我 も 人 も變ら ざり けり 木 隱れの 里 

たかをと いふ 遊女 を箝 にかけ る を 見て 

名に 高き たかをの 山の 下 紅葉 こがる、 色 を 君 は 知らす や 

遊 女 

たのまれ すよ ごろの 風の そよ さらに 彼方此方に なびく をす ， き 

上 陽 人 

むさし とてち りも拂 はぬ 牀の 上に 深き 淚の袖 やくち なむ 

招き によ リて 惠叨院 の 許へ ゆきけ る 時. 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一 雜ぉ 


六 ー11. 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  雑歌 


六 四 


〇 中 山 備前守 中 山道 钎 0 中 山家 

ば^ 戶}^| の 附 家^。  • 

〇 よつ の 時 寫本 まつの 時 VJ あつ 

たが、 誤りなら む。 改 む。 


〇 精舍 寺 „ 


沖津 風い そべ の 松に 音 そ へ て 何れ を浪 ときき やわくべき 

立つ 浪も へ だてぬな かの 友 千鳥 閒な くしば なく 聲か はすな り 

巾山備 前守亭 にて 卽與 

なかく にいへ ば さらなりよ つの 時 をり に ふれた る 宿 S 眺め は 

內膝左 京 亮義槪 朝臣 江戶 よ W 岩 城へ 歸リ 侍る 道す が ら村松 山 ：！！ 高 寺 の 別 

當龍 藏院に 一 宿し 侍リ しとき 牀 上に 飾リ置 きし 忿石を 見て 知ら、 ざ リき遠 

き 境の 海山 も 手に とる 石の 上 に 見む と はと 害き つけ 侍 リしを あるじの 僧 

のちに 予に 見せ 侍りし かば 

知ら ざり き 遠き 境の 言の葉 も 手に 取る 文の 上に 見む と は 

梅 を さながら 似せた る 作り 花 を 見て 

春の 色 を その ま 、E^ せて 夏 秋 ももて はやさる 、梅の 作り 枝 

春の 頃 ある 精舍に 行きけ るに 雨の 降リ ければ 

法の 華 ひもとき いだす 春雨の 惠 みに もれぬ 野邊の 草木 も 

都に 住みけ る 友の 許へ 讀み てっか はしける 

終夜お も ひ あかして 月に とふ 雪 居 もお なじ 眺めな り やと 

予 のはらから はじめて 歌よ みければ 


OW 菜 集の 註 KSf 云々 下 河 »! 長 * 

に 命じ、 後、 &: ^^冲„:1- 流に 代りて 

これに 當 る。 萬 葉 代 K 記卽ち 之れ 

 [  


rj- ばつる ほぐる < 


〇 むじち の 難 無 富の 災錄 


もつ 枝 さへ 首 の 葉の 花 も 難 波の 春に あ ふべ く 

萬萊集 ハ註釋 をお も ひ 立ちけ る 時 

あ をに よし 奈 良の 都 は あれに し を また ゃ榮 えむ 萬 ことの 葉 

内 藤 左 京 亮義槪 朝 E に 明 記 を贷し 侍りければ あきらけ き 月の 光 をみ つ 

しほの 波路 まよ はぬ 和^の うら 人と 讀み てお こせし 返し 

あきらけ き 月の 光 を？！；；： こ 、 に をし へ となせ る和耿 s?^ 人 

雨の 後一 の 稍に 露？ 置きけ る を 見て 

雪の 衣絲に はつれて 降る 雨の 晴る、 跡より 結ぶ 白露 

堂上の 人々 とぶら ひ來、 りれ し 時 

露 ふかき 草の 戶 ざしの それながら 今日の はえある 月の 宮人 

. われむ じちの 難に あ ひける ころ 或 入 歌よ みて 送る われ もまた 安達が ほの 

鬼 なれと 下 ノ句驟 うき 雲の しば L は 光お ほふと もつ ひに は^る、 の 影 

かな、 返し  . 

鬼 こもる 安達が 原 は 名のみ して 物言 ひさ-か なき^の 人 や これ 

世の中 は 晴れみ 晴れす み 行く 月の 定めな きこ そ 命な り けれ 

ある 人 歌の 題 ども あまた 書きて 之 れ に 言葉 がきせ よと もとめ けれ ば ま；： き 

常 山 詠草 卷之 上ノ 一 雑歌  六 五 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一 雜耿 


.1、 J、. 


〇 さね こむ ！®Ja に來 よう。 

0 冷泉 S 景 解 原^？ の 子、 人」 

C 冷泉 家 を繼ク 0 

〇 くし 孔子 0 


て つ か はすと て 奥に 

強 ひて， また 否みが たさに はづ かしの 森の 言の葉 書に 集む る 

或 所に 賤の 男の子 あまた 集ま リ 酒呑み 食 ひて 歌な どし どろ もどろ にうた 

ふいと を こが ましく にげなし . 

賤の 男の 酒し くらへば 腹 ふくれ 胸う ちた 、 き 歌うた ふなり 

ある 人 消息す る ついでに いか にせむ 心の H; は癀 けれど か >1 るく まに ぞ迷 

ひぬ るかな、 返し 

月よ 月 罪に は あら じ 雨に 風に 晴れみ 暗れ すみ さも あらば あれ 

竹の子 を 人の 親の 方 へ 送る とて 

思 ひ出づ 親の ためと や 件の 子の 雪 かきわけし 古の 人 

白 さ >f げ とい ふこと を 句の かみに 置きて 

柴舟 やろ かい もす てつ 掉も なし 更にた ゆた ふけし きなりけ り 

或 人に 毘，^ を 送る とて 

忘るな よ やがて さね こむ ふる 里に 昔が たりの 月の 友 どち 

泉爲景 朝臣の 詩 を 和して 

おも ふその くしの 敎へ の 跡と めて 我 も 過ぎう き 古の， M 


〇中院^5_^^相通+1^ 港 1 八 言 通 V 

の 子。 內 大臣に 至り、 和 に 


C むろの やしま 八 dro 下^  K 

下 村 1。 审縈 名所^ 


中^ 前！ Oi 相 通 茂 脚の 許へ 都鳥 を 送リ しかば おも ひき や 1^ む 水 If: を 都鳥 心 

にかけ し 言 問 けむと はと ありし、 かへ し 

みや， 一 鳥し ばし 浪閒 に， 沉む とも やがて 雲居に たち やか へ らむ 

扇に 下野の 花 か きたる を 

こ S 花の 名に こそた てれ 下野の むろの やしまの 悭 ならね ど 

冬の 夜よ リ會 ひて 物； する つ いでに 春の 花の 頃と ぶら ひ來 むと いひけ る 

人に 答 ふ 

花の ころと 契な も はかな 世 S 中の. またく る 赛と輯 まれぬ 身 を 

ある 人 問 ひきて H: の い つか ごろ 歸ら むと いひ ii: リ ければ 

きの ふまで 待 たれし 月の 今宵し も 山の端 出づる 影の 恨めし 

神 山 氏 それ がし 花の ころと たのめし に訪 はず 侍 " t> れば 

日本に 跡 を たれます 神 山の めぐみ もい ま は. 絶え はてに けり 

つく リ庭を はて 

松 影に 石 をた 、 みて え もい はぬ 匠に あまる 庭；^. F 水 

夏木立 わざと ならね ど 茂り あ ひて さながら 爰も 深山 逢の 里 

池 水に ひれふる 魚 S 數！： えて 淸き心 は 住む 人 や 知る 

常 山.. I^t: ャ卷之 上 ノー  雜欲  六 七 


常 山 詠箪卷 之上ノ 

0 叫曆 径： € 院 -K 皇 の年號 0 


レ^-  \ 

1 ノ  ノ 


〇 うけく  g く 0 物う きこ VJn 


明 暦 三年 正月 中の 八 口 九 口火 出で きて 風に 吹かれ ゆく 程に 郭 内に ありと 

ある 上屮 下の 蓥 ども 悉く 燒 けうせ ぬ 我も蟠 のうち を 逃れた どリ 行く ま 

に 神 田と いふと ころの 別^に：：！ を 送る 問 二十 七日 あした 雪の いみ 1 "う ふ 

りければ 

世 はなべ て 皆 白雪の ふること を m-w へば/^ いと 5f こ ひしき 

ほどへ て 後 小石 川の 邸作リ 出で て泰姬 5 方へ つか はしける 

待ちつ けて やがて あふひの 玉 かづら かけて 嬉しき 心地， -そ すれ 

無 常 

山の はに 月の入り ぬる 跡 みれば 誰も この 世に 住む は 恥 かし 

題 知らず 

いつの 年の いつ の 月日の その 時 か 終に 我が 世の 限りなる ベ き 

物 S ふ ころ 

世に すめば 猶も うけく のみな れ掉 さす 手 ひく 手に 物ぞ 悲しき 

からすの 啼くを 聞きて 

終夜 やもめ がらす Sit きけば わが 身 ひとつに 物ぞ 悲しき 

法光院 のみ まかりし ころ ギ sq!: ひ 侍りし^ 鸯の 1 つ は 何 地い にけ む 唯 1 


〇 後西 院の帚 光 頃 信任み-辱 うし 

た 0 

C 錄の ほら 霍の ISO 太 上 天皇の 

©所0 


〇 有 馬 玄蕃頭 藤 I 利、 光 M の 

兄 頼 重の 女壻。  . 


つ 水に 浮べ る を 見て 

池 水に つが はぬ 驚鴦 の 心 をば 今ぞ わが 身の上に 知りぬ る 

題 しらず 

今 はよ も 思 ふべ しと も 思 ほえす 賴 まれぬ もの を 人の 心の 

玉の緒よ 結び もとめぬ 白露の 草の 野 上の 人の 行く すゑ 

相 知れる 人の みまか リて後 かの 庭の 梅 を 見て 

もてはやす 人の 昔に 成り ぬれ ど 春 は 忘れぬ 梅の ひと もと 

後西 院の帝 かくれさせ 給 ひける とき 

春雨の 綠の ほらの 内外まで そ 、 ぎ 餘れる 我が 淚 かな 

立ちの ほる 霞 あとな き 雲の上 何 をか殘 るかた みと やみむ 

弟に おくれけ る時殘 るか たみを 見て 

淚には 思 はぬ 袖ぞ あれに ける 見る ベ き 人の する 形 に 

有 馬 玄蕃 頭み まかりし 時 

ありま 山い なの 德原 おく 露の 風に あとな き人ぞ 悲しき 

われと おなじ 一 め 5,^ リの 忌に あた リ ける 人の もとへ 讀み てっか はしける 

我もまたともにぞ絞る去：^^のけふぉなじ淚のか 、 る袂を 

常 山： 一ば 草卷 之上ノ 一  雜歌  六 九 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  菌 


七 〇 


〇 こ ゆるぎの^ 相模 II 酒 勾 W よ 

り大磯までの磯^^〕「こゅるぎ」は、 

年の 「53 ゆ る」 にかけ て あり、 「こ ゆ 

るぎ の 磯の」 ば、 下の 「いそがね， ：5J」 


〇^ らざ りきの 歌 古今 離別 「立 

ちわ かれいな はの 山の 嶺に生 ふる 

まつ VJ し 聞 かゆ 今歸 りこむ」 によ 

つた もの a 

〇sip 葉 山 因 糟国岩 美郎、 今 鳥 取 

市の 東 一 里 宇 倍 神社の 北嶺 0 


年 は はやこ ゆるぎの 機の いそがね ど淚は 袖に 絶えぬ 日ぞ なき 

ある 人の 女み まか リ にけ れは讀 みて 送りに ける 

中 々 に 言の 葉 もな し 今 はた  >  悲しく とい ふば かりと て 

子に おくれ 侍リ ける 人の 許へ 或 人 歌よ みて 送リ にけ る を： て 

忍 ひき や 和歌の 沛浪ょ せか へ り ふた A び 袖 を ぬらす ベ しと は 

亡き人の 忘れ 形：！ 3- のみ どり 子 を 見る にも 濡る、 袖の 上 かな 

やがて 歸 りこむ と 言 ひて 立ち わかれし 人の 程なくみ まか リ にければ 

知ら ざり きこむ とい ひて し 稻葉山 松 を しるしの 塚に 見む と は 

朝 倉 のな にがしみ まかりて 後書き 置け る 稿 t:;!- なり とて 人の 見せ 侍り けれ 

ぱ 

藻^草 かきおく 和歌のう ら浪 にみ る 目 もぬ る ， 人の あはれ は 

哀傷 の 心 を 

誰と てもと まるべ きに は あらね ども 我に 先立つ 人ぞ 悲しき 

或 人の 七囘 忌に 

かぞ ふれば 七輪 車の ひとめぐり 囘るも 早し 年の 日數は 

中 山の 何が し 子に おくれけ る 時 請み てっか はしける 


〇 かたみの 浦 紀 a-E 紀淡 海峡に 

面した る 加 太の 

0 うつせ W 肉な き 介殼。 

〇 冷 景 藤 原お EIG 子、 径水 

尾 天 A 勅して 冷 家 を fB がし めら 

れた e 


〇 しるしの 石 某 碑 „ 


な ぐ さめむ 言の 梁 もな しあ はれ その 子 を 先立 てし 跡の 歎き は 

ある 人の 形お のう つ はもの を： W! て 

殘し 置く かたみの 5^ のうつ せ 貝 かひ も浪閒 にぬ る、 袖 かな 

冷泉 爲景 朝臣み まかりて 書きお ける 歌 を て 

藻鹽草 かきおく 和馱の 浦浪を 幾た び 袖に かけて しほる か 

法 橋 立 庵 妻に おくれし 顷 ちぎりお く 言の葉 ならぬ ことの 葉 も わすれ 形見 

に袖ぞ し をる とい ふを關 きて 

契り 置く， 〕 との^なら ぬ 言の 葉 を 聞く につけて も 袖 ぞしを る ， 

先考 先妣の 御 慕へ 詣り香 焚き 花 を 手 向けな どして 在リし 世の 事 ども 思 ひ 

出で しのびざる あま リロ に まかせ かく 書 き 付く 

わくら ばに とふ 人 もな き 山の 奧に ひとり も ；;: を 捨てて 行く かな 

ありし 世の 而 影なら で 古塚に しるしの 石 を： るぞ かなしき 

母 亡くな リて後 そのうな ゐ子を 見て かの 母た" ける 人の もとへ 讀 みて つ 

力 2 しける 

人の 親の 殘る むま 子 を！ るた びに また 其の 時の 心地 や はする 

いかにせ む わすれ 形見の、 フら浪 によ その 見る目 もぬ る、 袖 かな 

常 山；， *t 草卷 之上ノ 一 雜歜  七 1 


常 山 詠草 卷之 上ノ 一  雜歌 


七 二 


〇 瑞龍山 太 田 町の 北 一 里 春 田 村 

にあり、 水戶家 累代の 慕£ ひ 


0 酒 井 周 防 守 忠經、 光 图の妹 sp„ 


osf  ^暦 二月 十 SB 卽ち釋 

逾の 入滅 を 追 Si する 法 食 0 


姊^ なリ ける 人將軍 家の 養女と なりて 加 賀少將 光利 朝臣に 嫁し 給 ひける 

後み まか リ にければ 

ことわりに 過ぎて ぞ ぬる 、藤 衣 われ も ゆかりの 色に もれねば 

瑞龍 山に 詣 でし つ いで 長 壽 院の 墓の 前 に て 

思 ひき や 今 一 度と たのめし も 空しき 稼に なして 見む と は 

弟の みまかりて 後 住み あ、 りした る 宿に 來て 見れば 折節 花の 散りて ければ 

亡き人の 花や 形見に 移り香 を 藩く もとめぬ 春風 ぞ 吹く 

睦月 岡 日の 夜 洒井周 防 守に つか はしける その 妻 は予が 妹な リし がわ づら 

ひて 俄にみ まか" にければ 

北 南お くれ 先き だつ 梅が 枝の 花や 形 にの こる 移り香 

同じき 七 口 甥泰通 相次いで みまかりぬ 

はたと せに あ. まる 三と せ を 春の 夜の 夢 も. はてぬ 人ぞ 悲しき 

二月 十五 日 槃會 

假 初にね にかへ ると も 如月の 春 は 忘れぬ 法の 花 かな 

が 1^ な- 電  • 

世の中 は 風に みだる、 草の葉の 露に うつろ ふ稻 妻の 影 


o  一  «^ 如 來の敎 iii。  ^く 法 華 

耗の敎.^^にぃふ0  0$00 衆生 

を 15^ 载 し；」 彼岸に 達せし むる 意 0 


〇lsi?^ お 挑 常住 燈 甍破霧 燒, I 不 

§ 屏落刀 ：J$i- 常住 燈？ 


C 千里まで 云々 「北喫有ン^1、其名 

レ^。  II 之大、 ff レ 知-其 幾千 S1 

也。 化 ma レ. 其 名 &4 ノ Ss ノ M 

北 2、 不ン 知，； 其 幾千 ffif 也。」 (莊 子) 

r」 はぶき は V たき。 


しなぐ に 草萌ぇ わたる 春の 野に 雨 はもら さで 注ぎ ぬれ ども 

唯お 一 乘法 無二 亦 無 三 


露 


る澎は 草葉に 多 けれど 月 は 一 つの 光 を. ぞ 見る 


雪 をつ み瑩ぁ つ めし 窗の前 は 思 ひ、 ぞ出づ る 古の 人 

明叨德 

3 りなき 月 立ち かくす 浮 雲 も敎へ の 風 や 吹き 拂 ふらむ 

題 しらず 

春 はう し 秋 はまぎ る 、 風の 名 も 月と 湊の 心づ くしに 

扉 落 HI 挑 常住 燈 

いにし へ は 誰か 住みけ む 杉の 戶の おちいる 月 や 常の 燈 

千里まで 羽う ち はぶき 飛ぶ 鳥の 南 を はかる もとの 海面 

天の原 ふり さけ 見れば 遠方 ゃ樞の 星の はかり 知られす 

四方 拜 


常 山 詠草 卷之上 


七三 


常 山 詠草 卷之上 


七 四 


〇 りちの 昔 音律 0 

〇元祿皮^^の云々 光 固 G 隱： g 聽 

許の 後 中 言に 任 や。 


〇 中 I？ 通？^ 權 大納篱 通 純の 子、 

和歌に 名 あり、 光 Si の 親友 0  „ 


すべ ら ぎの 星 をと な ふる 久 かたの 霞に 春の 色 は 見えけ り 

夢想の 歌の 文字 を かぶりに 置きて 人々 歌よ みはべ りけ る 時た の 字 を 取り 

て 

たちわた る 霞 は 己が 衣に て きゐる 鶯 おり はへ て啼く 

にの 字 

濁りな き 神の 心 をみ もすその 河の 流れの 澄む に 任せて 

との 字 

ときはなる みどりの 髪 も 冬 くれば 雪 をいた 、》く5^「の松が枝 

リの 字に て 二 首 

龍 門の 瀧の 白絲 くりた めて 結ぶ も 涼し 虱の 引く手に 

りちの 音 もしら ベ あはせ て絲 竹の ひ、 V きに 通 ふ 庭 S 松風 

元 祿廣午 の -ハ成 中納言 に 任じ ii^ リ ける とき 

位. E の ほる もく るし 老の身 は 麓の 里ぞ 住みよ かりけ る 

同じ- 3^ 中 院亜相 通 茂 卿の 許よ い. まちえた る惠 みの 露 や 紫の 色 濃き 袖に さ 

ぞぁ まるら むと よみて 送られし 返し 

むさし 野の 草の ゆかり や 紫の 色より 深き 人の 言 薬 


〇 びん そぎ 鬢を 少し そぐ こ wo  ある 人の びん そぎし 侍りし に 

ぬば 玉 S 黑かみ 山に ふる 雪の つもれる 年 を 君に か、 ぞ へむ 

はらからの 元服し 侍リ ける 時 

玉の緒の 長き ためしに 萬 代 を 初 もと ゆ ひに 結び こめつ.' . 

性善院 日體禪 八十 の^に 

つきせ じな 千代に 千代 そふ 春の 日の 長々 しく も ふる 齢 かな 

巾 山道 軒 六十の 賀に 

松 高き 吉備の 中 山な かくに 千と せの みか は 萬 代までに 

中 山 隱岐守 七十 賀に 

0 お ふの 流 下 f:i 今の 我 孫子の かぎら じな 稀なる 年に お ふの 浦眞 砂の 數 はよ みつくす とも 

必 由の 耍 5 あった。  いく 世へ む 君が よは ひ は 七十の 年の 曰數を 年に かぞへ て 

萬 代 も 限ら じ もの を 七十に 餘る よは ひ は 君に か、 ぞへ む 

寄 松 祝  . 

君に ひかれ 老木の 松の 色 も 香 もときめ く 御代 や 萬 代の 春 

.  千歳 ふる 松の よは ひ を 我が君の 行く へ 久しき ためしと やみむ 

寄 竹 祝 

常 山：， 火 dsl. 卷 之上ノ ー雜^  七お 


《お 山 詠草 卷之 上ノ 一 

光 そふ 國 のめぐ みは 若 4: の 幾久しくと 君 を 仰がむ. 


常 山 詠草 卷之 上ノ  一  ゆ 


七 


常 山 詠 草 卷之 上ノニ 

春 歌 

年內 立春 

梓弓 はなの こなたに 年 越えて はや 立ちなる 、朝霞 かな 

立 春 

春 もけ ふ 立 田の 山 は 紅の 霞に こもる 秋の もみ ぢ葉 

初春 霞 

山 はみ な 春め. きながら 1^ え かへ り猶 白妙に 雪ぞ 降りけ る 

春 水 

冰りゐ し 池の 心 も 春 くれば 風の まに く觯 けての どけき 

霞 

花鳥の 色香 も あれ どお しなべ て 霞む や 春の しるしな るら む 

山 霞 

.  あし.^ S 山 はちと せの 名 もしる く 幾 世の 春 や 霞， 〕 むらむ 

常 山；；^ 草卷之 上ノニ  歌  七お 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 春歜 

海上 ，雷 


七 八」 


0 軒ち かく 來ゐる 一本、 軒ち か 

くきぬ る-、. -ぁ る 0 

〇栅 町 水 卢驛の あたり。 

〇 我 ゆ ゑ ありて 云々 光 M 妾腹の 

出な りし を 以て こ  >  に 生まる。 

0 さ > え 小 筒 0 酒な^ を 入れる 

竹筒。 


0 法 華道 場 光 固 は 法 經 l!S 者 n 


行く 舟の 跡 こそみ えね 春が すみた つ 白波の 音ば かりして 

湖上 霞 

音ば かりよ する ゃ鴻の 浦浪も 霞に こもる あけ ほの の 空 

夜 縈 

軒ち かく 來ゐ る鶯 おの づ から 馴れて やおの が聲も をし まぬ 

柵 町の 亭は その かみ 三 水 某が 住みし 所な りしが 我 ゆ ゑ ありて こ 、にて 生 

まれ 侍りぬ 年 へ て 後た まく こ >f に 來れる に 折 ふし 庭の 梅 さかりなる を 

かれが 氏族 ども さ >r え やうの 物 もてき て 興じ あ へ る つ いで 歌よ み 侍りけ 

る にむ く い 侍る 

朽ち 殘る 老木の 梅 も 此の 宿の 春に ふた ， び 逢ふぞ 嬉しき 

伊藤 友 嵩が 別 i;^ の 桃花 を 見て 

暮れ か、 る 夕日の 空 も 紅の 寵ゃ こもる 桃の 花ぞの 

法 華道 場に て 春 夜 月と いふ 心 を 

つ 、 み餘る 衣の 玉と 人 やみむ 霞 を 分く る 春の 夜の 月 

二月の ころ 月の あかかり ける を a? て 


山風に 霞 も 雲 も 吹き 暗れ て 空に さや けき泰 の 夜の 月 

oi  IMIVO  ^滞.、」 北  潮 來と云 ふ 5^ にて 舟 巾 ^5^1^ と い ん 、ひ を 

滞ミ の^の 一  流に 添うた 町。  • 

夕汐 もさす や 小舟の みなれ 掉 しづくに まが ふ 浦の 赛雨 

此の ゆ ふべ か へ る雁がね琴の^1"の絕ぇぬ恨みも他所に聞くらむ 

水 戶城內 の 花見に まかりて よめる 敬の 中に 

老いら くの 身に つむ 年 は 忘られて 花 待ちえ たる 春ぞ 嬉しき 

桉那院 僧正 山下總 守な どと ぶら ひ 來たリ し時统 花と いふ 心 を 

け ふはい ざ 花に あるじ を ゅづり 置きて 我 もまと ゐの數 にいら なむ 

櫻 花 を 手 折リて 送りけ る 人の 許へ 

〇 こもりく の 初 S 枕詞。  春の 色 は 此の 一枝に こもりく の治瀨 S 山の 花のお も かゆ 

逮 華 寺の 日乘 上人 江戸へ ゆきけ る 留守の 程に か の 寺の 花 を 見 侍りて 

き勻ふ 花や 恨みむ 此の 寺の あるじ は餘 所の 春に くらして 

華留人 

花 はねに 歸る さまよ ふ 道 もな し 家路 忘る 、春の もろ 人 

^花 似 雪 

常 山：. ば 草卷之 上ノニ  ^：!^^  七 九 


〇 磐 舟 今、 

鍰濱 町。 ： 


光 庚の 子、 和歌に 名 


常山詠草^^.-之上ノニ 春 歌  八 0 

ゆく 道 もまが ふば かりに 散る 花 を 駒の 進まぬ 雪 かと ぞ みる 

駒 込の 山莊の 花. のさ かりなる 比 人の 訪ら ひける に 

tSt ね來る 人目 SI なる 山す み も 花 ゆ ゑに こそけ ふ はとは るれ 

日 野 弘資卿 巾院通 茂卿關 下向の ついで 園の 花み むと てと ぶら ひける に 

つとめて 送り 侍る 

年に まれの 人 を 待ちえ て 晚く花 はけ ふ 一 入の 色 や 添 ふらむ 

水戶の 東南、 海 近き  磐 舟よりか へ りくる 道の ほとりに 花の 心地よ げに疾 ける をみ て 其の あた 

りの 人々 呼び集め 洒 のみな どして 暮る  まで あそびて 

ゆくさき を 急がぬ 旅の 心より け ふ も 櫻の かけに 暮 しつ 

きの ふ 終日 櫻が リ しけ ふ もまた 花み る 人に いざな はれて 

見る たびに 猶も 珍ら しさくら 花き の ふに 今日は 面が はりして 

髙尾 局が 許の 花 を 見て 

玉の緒の 長き ためしの 絲ざ くらな ほ 幾 春 もくり 返しみ む 

花見に まかりし 人の 歸り來 て 花 は 今 さか リなリ とい ひければ 

問 はば やな 聞. 

花の 歌の 中に 


- だに ゆかし 櫻 花み るて ふ 人の 心い かにと 


〇 松 平豐後 守 IS 路 叔父 SSJe. の 後 

をつ ぐ a 


〇 大炊 IS 輯雄 松平轅 の 

七 男。 常 isasi 六 戶 I 莨 石 を 食む 0 

天 和 元 年 十二月 大炊 頭に ^,,1 任 a 

0 に ほひ VJ て I 本 「に ほひ もて」 


00 サ： 55 化 滞-一 山路 1 ミ い へ る 心 

をよ める 赤 門、 「ふ め it; をし ふ 

ま で は ゆか む 方 もな し心づ くしの 

山 接 かな」 (千載 集 二) 


白雪の 八重た つ 山 S 隠れ家 も花暌 くころ は 人に と はる.' 

春雨の ふるき 昔 を 思 ひ 出で てした ふに 花の 袖ぞし をろ ， 

ある 人の 許より 花 を 送りけ るに 

手 折りつ る 花に みよと や 幾舂も 人の 心の 深き 色香 を 

春の ころ 松平煢 後 守 賴路が 妻の 許よ リ 消息？ ついでに と いへば いと 

昔. ぞ 忍ばる 、なれし み！！ を 思 ひ 出で つ >• と しおこせ し 一： $1 し 

もろ 共に 馴れし 園 生の 櫻 花 われ もむ かしの 春 を こそ 思へ 

大炊 頭賴 雄の 許より 庭の さくらに 添へ てお く リ侍リ け る^の 返し 

色 深き 心 ことばのに ほひと てけ ふ 吹きお くる 花の 春風 

口 周 上人 久昌 寺の 絲櫻を 手 折りて よみてお くリ ける 馱 のか へ し 

法の 花 ひもとく 庭 S 絲 ながき 契り を 我 も むすばむ 

1;^ 子の もとよ リ 櫻の 枝 を 折りて おく リ侍リ ける に 

あかす とよ 幾重 隔てし 山 櫻 手 折れる 袖に みる 心ち して 

石 塚の 金剛 院 へ まか リけ るに 折 ふし 櫻の 散る を a- て 

ふむ は. 怙 しふまねば 行かむ 道 もな き 古言 思 ふ 春の 山寺 

お 御堂の 前の 櫻 やうく 散りが てに な" ける 折から かれこれ 木の本に 

常 山 詠草 卷之 上/二 春 歌  八 1 


c 是れ 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 春 歌  八 二 

まと ゐ して } ^などく み 興じけ るに 杯に 花の 散り か る を 見て 人々 馱 よみ 

てむ やと そ >f のかし ければ 

本 i も」  散る をう しと 思 ひな はて そ是れ もまた 折に あ ひたる 花の 杯 

藤. K 嵩の 許より 牡丹 を 送りけ るに 

我がた めに 手 折るな さけの ふかみ 草淺 くや はみ む 花 S 色香 を 


0 すゑの 松 山 前國の 歌枕。 0 


柴の戶 を 立ち 出で て みれば 紅に 山み な染 むる 岩つ 、じかな 

島 田の. 長德 寺に て 藤の 花 を 

紫の 藤 波よ する この 岸に 舟 さしとめて 詠め くらさむ 

岸 藤. 

影う つる 水の 綠も むらさきの 色に 流る、 岸の 藤な み 

雨後の. m 藤と いふ 心 を 

春雨 も^に 亂れて さく 藤の 白波 越 ゆるす ゑの 松 山 

人々 山 莊の藤 花 を 見に 來り ける 時 

折 をえ てけ ふ暌く 藤の 花 かづら 問 ひくる 人 を 引き やと 、" め マ， 


O をち かへ り くり かへ し 0 


〇 時 烏き かま ほし さに の 歌 古今 

夏 「時鳥な が 鳴く 里の あまた あれ 

はな ほう" /J まれぬ S ふ ものから」 

によった もの 0  . 


夏 歌 

初 聞 郭公 

郭公 夢 かう つ 、か 現と も 思 ひわ かれぬ 夜半の 初 こ ゑ 

郭 公 

山 ふかく 住む かひ 有りて 郭公き の ふ も 今日 も をち か へ りなく 

零 郭公 

時鳥き かま ほし さに 立ち 出で て 里 を あまたに 尋ねて- ぞ ゆく 

山家 郭公 

出 里は嶺 のこ だまの ©1 き あ ひて 一 聲 ならぬ 郭公 かな 

ほと ぎす と いふ こと を 力く して 

我がい ほ は 鳥 もまれなる 山 なれば 程と き 過ぎて 鳴き わたるな り 

水 鵝  . 

横の 戶 をた、 く水鷄 に夢覺 めて 明 くれば やがて 月ぞ 入りく る 

池 水に ぬ るめ る 蓮の 花 笠 をき てみ ろ 人の 袖 や 涼しき 

常 山 詠草 卷之 上ノニ 夏 歌  へ =1 


o 天雲の ばれみ 嗜れ やみ 云々 こ 

の 歌 1 一 五 頁に &づ。 初 句 「雨雲」 „ 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 秋 歌  八 四 

夕立の 涼しく 過ぐ ろ 蓮 薬に 入日 か 、w やく 露の しら 玉 

雨後 赞 

天 雪の はれみ 晴れす み 行く 月に 見えみ 見えす みとぶ 螢 かな 

夕 立 

雪 はは や 跡な く 過ぎて 夕立の 雨よりか よふ 風の 涼し さ 

涼し さは 秋に ぞか よふ 夕立の 晴る ゝ 跡より むすぶ しら 露 

見る が內に 雲の 足と き 鳴 神の 音より き ほふ 雨の 涼し さ 


〇 ねが ひの 絲 七月 七日 錢女星 を 

祭る に 供す る絲。 

〇 草の 抉 簿の 風に 靡く さまの 人 

の 招く が 如く なれ は、 袂、 招くな 

5」 いふ 0 古今、 秋 上 「秋の 野の 箪 

の袂 か花簿 ほに 出で て 招く 袖 VJ 見 

ゆらむ」 


し ti 


殘 暑 

風の 音 もま だ 秋淺き 草の 戶は殘 る 暑さ も 一 入に して 

七 夕 

織女の ねが ひの 絲 のく り 返し 幾代絕 えせぬ 契りな るら む 

七夕の まれに 逢 ふ 夜の 程 もな く 明け ゆく 空 やかな しかるら む 

鈴 蟲 

秋の 野の 草の 快 を ふり は へ て 露の あはれ を鈴蟲 のな く 


〇.„ ^月 十三夜 宇多 上皇の 時より 

此の 夜の 月 を 特に 《A する 習 はし VJ 

なる 0 

〇 比べ^む この 歡三ニ 頁に A づ 


〇 君 ぞ みるべ-き 一本 「君が」 


〇 肥 田政大 水戶 藩の 家 *_。 


まがき ちかく 鹿の 鳴きければ 

山 深く のがれ 人り にし 我が 庵 はまが きを 近み 牡鹿 鳴くな り 

七月 十五 日の 月 をみ て 

待ち 俘ぶ る 秋の 最中 の 俤 をまづ El- せ 初めて 出 づる月 かな 

九月 十一 一一 夜 

比べ みむ 月の 桂 も 一 一 もとの 過ぎし 最中の 空の ひかり も 

九 十三夜 中秋の 曇リ ぬる こと を 思 ひ 出で て 

おも ひき や 最中の 空に 引き.^ へ て隈 なき 月 を 今宵み むと は 

九月 十三夜 

名に 高き 月 も 照り そふ 白菊の 籁. かもとの 秋ぞ えならぬ 

同じ 夜季姬 君の 方よ 》- 幾 か へ リ君ぞ みるべき 萬 代 も 此の 長月の 秋に 契り 

てと 有りし か へ し 

萬 代 も 限ら じ ものと 長月の 秋の ながめ は 君に かぞ へむ 

九月 十三夜 肥 田 政 大が亭 にて 

かぞ ふれば 秋の 日數は 限り あれ ど あかぬ 心 は 長月の 空 

ながめ やる 海づら 遠く 雪晴れて 波より 出.. つ る s: のさ やけさ 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 秋 1^ 


八 五 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 秋 歌 


八 六 


〇 中 院通茂 權入納 富 通 純 の 子 0 

宮. 2 大臣に s.> 和歌に 名 あり 0 光 

^の 親友たり * 


〇 栅町 今水戶 1:^ の あたり 0 


機 月 

あら 礎の 岩に くだけて ちる 月 を 1 つに なして 歸る波 かな 

月 前^ 紘 

行く 雪 も 立ち やと まらむ 絲 竹の 聲 すみの ほる 秋の 夜の 月 

Rii 草花 

露む すぶ 尾花が 末 を 吹く 風に a え ゆく 月の 影 もこ ほる、 

山 莊の月 をみ て 

なか, 1^ ら 

入る は 平く 出づる はお そき 谷の 戶ゃ只 半天の 月 を こそみ め 

夜更けて 猶 月の あかかり ける をみ て 

老の身 はまた こむ 秋 もた のまれす 只 さし 向 ふ 月 を こそみ め 

中院？ ^茂 卿 あづま へ 下りけ る 時 菊花 を送リ 侍る に 文の. 奥に 手 折 一 

も ふかき 色に 香に かきねの 露 をお も ひ やられて と ある 返しに 

ことの 葉の 心 も ふかき 色香に は 露の はえな き 宿の 白菊 

池の ほとりの^ 葉 をみ て 

水底に 影 をう つして 紅 築ば の 錦 を あら ふ 池の さ 、"波 

柵 町の 亭 にて 紅葉 をよ める 


つる、. S 


〇 山々 の嶺の 紅葉 をの 歌 古今 r 

旅 「此の； r ひ は 幣もミ り あへ や 手 

向山 紅 築の 每紳 のまに く」 の 股 

化 0 


夕 時雨お な じ 梢 をう す く 濃く 染 め てえ ならぬ 庭の も み ぢ葉 

下の 宮と いふ 社へ 詣 でし に 山 の红 葉色づ きわたる をみ て 

山々 の嶺の 紅葉 を その ま、 にぬ さと 手 向く るでの みやつ こ 

冬 歌 


山家 冬 

木 枯の風 もさび しく 三日月の 影 かすかなる 冬の 山里 

聞き わかむ かた こそな けれ 木の 薬 散る 草の 庵の 夜の 時雨 は 

山 落葉 

夕づく 日^ 色 はえて 筑波山 この も かの もに 散る 紅葉 かな 

冰 柱 

かけわたす 軒の つら、 の 玉 簾 思 ひも あへ ぬ 草の 扉に 

雪の 降リけ る 日.w野淺若狹守義^!5と ぶ ら ひ來リ ける に 

しら 雪の ふりし 昔の 友なら で 誰か 問 はまし み 山べ の 里 

雪の 木々 につ もれる を 見て 

鹽 かなる 年の しるしに ふる 雪 を あだにや 人の 花と みるら む 

常 山 詠 ^i: ャ卷之 上ノニ 冬 歌  八 七 


〇i 

の 總稱。 


大和 闥： c 境の 峻嶺 一 帶 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 戀歌 

尾 州 光義 卿 狩に 出で 侍りぬ ときき て 

みかりせ し 葛 城 山に 鳴く 鳥の をし へ は 今 も 君 忘れめ や 

祌 ^ 

祌 垣の 榊 葉うた ふ 袖の 上に 曉 ふかく 霜 やおき そふ 

歲の はて によめ る 

月 も 日 も 流れて はやき 年波の よどまぬ 水に 柵ぞ なき 


八 八 


0 年月の 欲 前に も 出 づ„ 


〇 すゑの 松 山 賭 前 画の 歌枕。 今 

の 饞荼の 西方に 當る 0 


經 年待戀 

年月の 淚 にき ほふ 時雨に も か はらぬ 色の 松ぞ つれな き 

^ 戀 

秋の 夜の ながき 名に 立つ 手枕 を か はす 閒も なく 明くる 東雲 

戀の缺 の 中に 

幾千し ほ 思 ひ 初めぬ る もみ ぢ 葉の こがる 、色 を 人に みせば や 

知ら ざり きか へ す 恨みの 戀衣 かさねて 物 を 思 ふべ しと は 

白雲の いさよ ふす ゑの 松 山 を あだにや 浪の越 ゆと いふなる 


◦w: 山 光 圚が晚 年 隠 接 G 地 


0 和久 常 s; 太 田 町の 西、 今 山 田 

村の 大字" 

〇 年魚 貼に 同じ 0 


亲  哥 


虹 


1 とほり むら 雨 はる 、 跡よりも 夕日の わたす 虹の かけはし 

夕まぐれ 茂き 林の 一 枝 を 己が とりぐ 塒 あらそ ふ 

心將 流水 自涛淨 と いふ 心 を 

ゆく 河の きょき 流れに おの づ から 心の 水 も 通 ひて ぞ すむ 

覉屮山 

行きくて 嶺 こす 程 は 山 もな し 只 一 むらの 雲の 通ひ路 

元 祿.；^ 午 致仕し 侍りて 水 戸に いた リ またの 年 五月に 西 山へ 移る とて 館の 

柱に かきつけ ける 

なか/ \ -に馴 る ゝ ぞ つらき かりそめの 宿り もけ ふ を 限りと 思 へば 

村 松と 云 ふ 所に とま リ ける 夜風 いたう 吹きて 物す ごかり ける に 

村 松の梢に 浪の音 そ ひて 夜半の 嵐に 夢 も むすばす 

和久と いふ 所に 行きて 年魚な どと リ 侍りし に ほの 出で ける を 

常 山 詠草 卷之 上ノニ 雑缺 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 雜歌  九 〇 

山の は を 出で て さやけ き 月影に さばし る 鮎の 數も 見えけ り 

山 居 月 

世 をい とふ 松の 扉の 木が くれに 月 さ へ 今 は 疎くな り 行く 

述 懷 

ながら へ て 何に か はせ む 空蟬の 世のう き、 J と を 聞く につけても 

いつの 年の いつの 月日の その 時に 終に 我が 世の 限りなる ベ き 

閑居 述懐 

今 はた  >  文より 外の 友 もみす 昔 を 語る 人し なければ 

懷 舊 

ながら へ て 思 ひ 出 づるも 么 しゃ 今昔 あ ひみし 人 はなき 世に 

かねてより 世に なき 身と はお もへ ども 思へ ば ゆかし 過ぎし 古 

月 前懷磐 

むかしみ し 人 は 嵐の 松の 戶に 面影の こす 秋の 夜の 月 

紅葉 村の藉 だお を； ：！^ 侍りて 

昔み し 草の 庵の 名殘 とて 分く る袂に 露ぞこ ほる/' 

.  堀 田 一 之む さしの 國 一 本 櫻と いふ 所に まか リて昔 我と ともに 遊びし 事な 


o 肥 s 政大 水戶 藩の 家老- = 


〇 しき 波 かけて 磯の 綠ょ りしき 

被ミ いひ 頻りに 驅 くる 意 0 


〇 こせ 山 大和 請 葛 城^  VJ 吉野都 

の 境。 

〇 つらく 椿 枝葉の 生 ひ 茂った 

00 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 雜歌 


どお も ひ 出で 侍る とて よみてお くれる 欲の 返し 

ともに みし 昔 忘れぬ. E 櫻 こと 葉の 花 もに ほふ 赛；^ 

ある 人の 許より 我に もの 書きて 與へ よな どい ひお こせければ 書きて つか 

i すと て 

秋風に つら もみだれ て 行く 臈の 影はづ かしき i 傘の 跡 かな 

霜月の ころ 肥 田 政大が 許より 梅花 をお こせ 侍る によみ てっか はしける 

あかす みむ 霜の 中より 唆く 梅の 色も勻 ひも ふかき 情 を 

伊藤. M 嵩が 許よ リ秭と 梨と をお こせ 侍る 時 よみてつ か はしける 

今 はわが 身 を山賤 になし はてて 憂世 を餘所 に 結ぶ 柴 がき 

平 磯と いふ 所に て 競馬 をみ て 

千 早 振 神の 機 出の くらべ 馬し き 波 かけて 今日き そふな り 

しろ さ >f げ とい ふこと を 句 の 上に 置き て 

しば 船 やろ か いもす てす さ を もな し 更にた ゆた ふけし きなりけ り 

百 祷の圆 のうちに いさ はやとい へる 格の 名 を かくして 

我 もい ざ はや 行きて みむ こせ 山の つらく 椅春 過ぎぬ まに 

風 早 宰相の 許より 松の 欺 望まれし 時 

九 一 


〇設 りうけ や 設り うせず の 誤り 

ならむ Q 


〇 法光院 みまかり しころ 云々 此 

の 歌 六 八 頁に &づ 0 


〇 相 知れる 人 云々 此の 歌に 似た 

る 歌 六 九 頁に 出づ G  . 


常 山 詠草 卷之 上ノニ 雜歌  九 二 

家の 風 吹き 傳 へたる 松の 葉の 散り 5 けす して 萬 代 や へ む 

旅行 春 雪と いふ 心 を 

旅衣猶 さえ かへ る 春風に 勻 はぬ 花ぞ 袖に 散りく る 

旅 宿 雨 

さなき だに 草の. 袂の 露け きに 猶 ぬれ 增る夕 暮の雨 

讚岐國 より 松平帶 刀と ぶら ひ 來てか へり 侍る 時 

別れて はまた 逢 ふこと も 白雲の たなびく 空 をと もに ながめむ 

ある 人と ぶら ひ來 てむ さし へ歸る 時 

逢 ふ は 嬉し 別れ はつらし よしや 只 あはす 別れぬ 身 ともなり なむ 

久昌寺 慈敎が 旅立つ 時 見 柳 思 別と い へる 心 を 

あかで 行く 人の 別れ を 今し ばし 引き もと 、.r めよ 青柳の 絲 

法光院 みまかり しころ 年 ごろ 飼 ひ 侍りし 〔駕鴦 の 1 つ は いづち に いに けむ 

た 一  つ.^ に 浮びぬ る を 見て 

池 水に つが はぬ もしの 心 をば 今ぞ わが 身の上に しりぬる 

相 知れる 人み まかりて 後 か の 庭の 梅花 をみ て 

もてはやす 人 はなき 世に さすが その 春 は 忘れぬ 梅の 一 もと 


そ 年 n 
の III 朴 

― に M 

は e せ 
水し 藤 
戶 た定 
藩 。爲 
の 光 pi 

臣 laf 

培の 荟 
に 信 4 

人 任 丹 
るヶ波 
° 得 千 

異 〇 
名 い 

0  -5 

ま 

で 
箪 

さ 
づ 
た 

常 
春 
藤 

の 

親 〇 

重 有 
の 馬 

'  女玄 
• 培蕃 

藤 

利 

光 
面 

の 
兄 

老 〇〇 
0 肥 中 

田 陰 

政 

大人 
の 
肥 死 
田 後 
家 四 
は 十 
水 九 
戶 日 
藩 18*1 
の の 

家 禾<» 

2 

有 
公 

代 

章 
家 
綱 

公 

祈 
る 

朴 て 

m ふ 
が , 、 

よ 4 ノ 

予 で 
が 草 
除 の 

ま i 

f 身 

に は 

m 消 

M え 
nu お 

1 ネ 

m 下 
な も 
ど あ 

S は 
f れ 

お 0 

し で 
聞 
さ 
て 

侍 
る 
に 

大 

院 
阿 
闍 
利 
わ 
が 
爲 
に 
m 
IP* 
な 
ど 
し 
侍 

て 

い 

つ 

ま 

で 

草 
の 
レ、 

つ 
ま 
で 
ち 

賀 
し 

風め^ 

を な 馬 

い 心 た 京 山 有 

たち ふ 和:^ い 馬 

み わ * と ， な 1L 
亂 "？心 f の f- 

0 ひの rr  * 

、し &旨不 、か 
草 この 三 はり 
のろ 雪囘 らし 
露 逝 暗 忌 置 時 

の S れ： く 
レ 1] 一作 ぞ 

— L を し ほ 路 
にみ 月 向 の 

し をに 去 風 
ば り 迷と に 

して はい 跡 
宿 ぬ う、 な 
力、 力、 で^ 
る へろ 人 
月 るをぞ 
のさ 力、 
は の な 
力、 道し 
な  さ 

さ 

雪 な 
霧 き 
も は 人 弟 
今ら にの 
は 力、 ^ 屮 

3 ら S 陰 

% 思 % う 
世 ひしち 

にに 我 肥 

な 侍 も 田 

きる け^ 

に  1 ふ、 な 
や， にま g 

も、 を^よ 

のみむ リ 
月て— 火 庭 

や 方 % 

空 な 
レ つろ 
す ぬ / 

む 花 く 

G       の 贈 

む 情 さ 

ズど 1 
時 

力、 

り） 厳 

間 有 

も 公 
t^- の 
心 十 

る. i 
， 囘 

CO 

に 御 
は 忌 
あ £ 

ら の 
ぬ 御 

世 事 
を な 

足、 1 

ひ nu 
m  V 
« 出 
つ で 
れ て 
ば 
ぬ 
る 

袖 
力、 
な 

常 山 詠草 卷之 上ノニ 雑歌  九 in 


〇 久昌寺 太 田 町 近， くの 8f 巡宗の 

寺、 賴 -IIOT 光 図 二？ H の 依 厚し。 

〇 深 草の 元 政 法師 山：^ の 深草瑞 

光寺に： iii む、 歌人。 寛 文 八 年^す 

年 四十 六 0 


0 やみ そ J2  .4> 昔 小な が 髮 II き の 

式の 後、 齢に 應 じて 次第に 髮を削 

いで 行く こ v」o  , ひん そぎ" ふか そ 

な >ij が ある 


C 潔 ハ央公 賴 房の 1* 男、 光 图の兄 

お 松 藩^。 


常 山 詠 t;^ 卷之 上ノニ 雜歌  九 四 

松 高き 千と せの 山の 名に かけて 君をぞ いのる よろ づ 代までに と 有りし 返 

しに 

山の 名の 千年 はおに ゅづり 置きて よみ ぢ遠 くも 我 や 別れむ 

久 CI 寺の 口 輝 上人な ど 集ま リ て 深 草 の 元 政 法師が 辭世 に鬵の 山. 常 にす む- 

て  ふ嶺 の：：！： かリ にあら はれ かりに かくれて とよめ る 五 句 を わかちて 歌よ 

み 侍りし 時 首 句 をと りて 

わし S. 山分けて えがたき 道ぞと はふみ みて 猶も思 ひ 知らる >  . 

:« 灭子最 第 一とい へる 心 を 

天津 空 星の はやしの しけ けれど 桂 一 木の 影 は 高し な 

ある 人の かみ そぎし 侍りし 時 

ぬば 玉の 黑 かみ 山に ふる 雾の 積れ る 年 を 君に か、 ぞ へむ 

屮山遠 江 守 八十の 賀し， 侍る 時 寄 菊 祝と 云 ふ こ  ろ を 

盡き せじな 君が よは ひ は 長月の 菊の 白露 淵と なる まで 

源英 公の 七十の 賀に 

かぞふ れば 君が よ は ひ の 高 松 や つ ら なる-枝 も 千 代 に 習 はむ 

^！^水宗川が八十賀し侍りし時 
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常 山 詠草 卷之 上ノニ 霧  九 • 力 


常 山 詠草 卷之 下ノ 一  卷歌 


九 六 


0 元 fn^ 庚 午 三年。 


〇^ いらく 

「る」 の 延0 


老いる 0 「らく」 は 


〇 およ やけ もて ゆく 年の 畏 やる 

につれ て、 心 も 貌も螫 ひ 行く。 

〇八 重姬君 冗代將 網吉の 女、 

水戶 家に 迎ふ。 

〇 大樹 將 軍の 意。 五代 網吉。 


常 山 詠草 卷 之下ノ  一  Misi 

春 歌 

年內 立春 

年な み もま だ 越え やらぬ 松の 戶を 明くる かたより 春ぞ 立ちぬ る 

年の 緖を 去年と 今年に よりかけ て 長き 日 あかぬ 春 はきに けり 

立 舂 

春に 今朝 あらたまれ ども 老いら くの かしらの 雪 は^、 ぞ ふり 行く 

春 もけ ふ 立 田の 山 は 紅の かすみに こもる 秋の もみ ぢば 

元 n 

あら 玉の 春と もしらぬ 山里に 先づ告 ゆわた る 鷲の 聲 

年の 內に赛 立ち 侍リて 元日の 空 長閑な リ ければ 

年 は 一 夜 あらたまれ ども さほ 姬 のおよ すけ もて 行く春 S 色 かな 

こぞの 夏の ころ 八重 姬 君の 御輿 を 少將の 館 へ いれ ま ゐらせ 秋 は 又 方姬を 

細 川の なにがし にあ はせ つか はすべ きょし 大樹の 仰せ ご と ありし かば こ 


〇 人な みに 水戶藩 上下 搴 りて 喜 

ぷ 0 獨 り 光图成 やる.、」 ころ あり 喜 

色な かりし VJ いふ。 人な みに の 言 

味ぶべし 0 


〇 もち ひ 餅 <= 


〇^ 藤朴翁 名ば 定爲、 丹 波 千年 

山に 瞎 居した。 同 元 fl^-f- 五 

年歿年 七十 六 0 光 の 信任み-得， i- 

の 二お は 水 戶 藩の 臣籍に 人る。 そ 

の 一 人 は 卽 ち 年 山で あ る 0 


の养 はわき て めでたき ことにい ひの  >- しる を 山 深く すま ひし 身す がら 入 

なみに 祝 ひ をのぶ る と て 

待ちえ たる 三つの 朝 は 萬 代の 春を迎 ふる はじめなる らし 

季姬 の 方よ リ たま はリ しか みもち ひに むかひて 

世 は 春に むか ふ 鏡 もはづ かしゃ 老いて みにくき 影 をう つせば 

年の はじめ 口 周師が 許よ リ予が 名を隱 して 名に しあ ふ 口の もとなら ぱ照 

る を な ほ あまね き 光岡 を もら さで とよみければ 返しに 師の名 を ほ し 

はる-ひ あ. Hv- 

あかね さす 春 日 周き 法の 花 ひもとき そむる 風の 長閑け さ 

初 iii^ 露 

朝霞 わが 日の もとに 立ち そめて 見ぬ もろこしの 春 もしら る ゝ 

¥  ^ 露 

から 錦 春の 霞 や 立 田 山 秋の もみ ぢの 色に たら ひて 

丹 州 千年 山 の 隱士 安藤 朴 翁が 夢 51 の 欲の あ 0 字 を かしらに おきて 山 霞と 

い へる こ 乂ろを 

足 引の 山 は 千と せの 名 もしる く 幾 世の 春 や 霞 こむらむ 

橋 邊 0 

常 山 詠草 卷之 下/ -  S  九 七 


常 山 詠草 卷之 下ノ  一  $ 

に ほの：^ 1^ や. 夕 良 かけて まる <\ - 


九 <: 


〇 久昌寺 太 田 町 近くに ある B 連 

宗の 寺。 賴房、 光 固 一 一代の 綜 依が 

厚かった 0 


と 霞 わたれる せた の 長 橋 

いは 橋のと だえ も 見えす 葛 城 や afr にも 尾に も 霞 わたりて 

^萬卷 友 

くれ： b の窗に 友な ふうぐ ひす や 幾 代の 春 を 契り そむら む 

久 a 寺に て 毎年 見 櫻と いふ 心 を 

忘れす もまた 幾 春 やとめ こなむ 花 を まと ゐ^ 主と はして 

：!^ 漸薰 

吹く 風 もや 、 かをるなる あら 玉の 养日 のどけ きま どの 梅が 枝 

籬落梅 

夕まぐれ 色 は あやなく かすめ ども 香 をば 隔てぬ 梅の 花が き 

古 寺 梅 

折り 殘る梅 も 幾 世 を ふる 寺の 花に むかしの 物が たりせ む 

久 cni 寺の， お 花 に まかりけ る 時日 周年 ごとに 君 見 はやせる 梅 なれば 花の 

色番 もつ ねに ことなる、 かへ し 

梅の 花と もに 見 はやす 嬉し さ を 包み や あまる 墨ぞ めの 袖 

年 ごとに 同じ 寺の 梅見： & りし にん：. 年 は盛リ 過ぐ るまで まう で ざり ければ 


<ir の 水戶 St の ある あたり 


u 乘ぁぢ きな き 春 や 過ぐ さむ 梅の 花色 香 を しれる 君に みせば や， 返し 

かよ ひぢを 霞へ だつ る 梅の 花ぁぢ きな しとて 我な 恨み そ 

湊村 に て 白 井 脱 尹 梅花 につけけ る 千代 綞 べき 君の 御 31 の 梅が 香の ふか き 

めぐみ を あ ふぎて ぞ る、 返し 

千代 經べ き 若枝の 梅の 花の香 をた むけに 受 くる 老の鷲 

ある 人の もとにて 梅花 を 

所がら 香 こそ 深 けれ 喚く 梅の 花 は いづく も 同じ 春風 

町 山喜惜 tl^ 花に つけけ る 千年 經 と 和^の ラら松 百 杭 さ へ 日影に. 5? ふ 梅の 

花が き、 返し 

春 虱に それと まが はぬ 梅が 香 を 霞へ だてぬ 花の 友が き 

毛 利 飛驛守 妻の 許より 梅の 花に そ へ て送リ 侍る 君の ため 手 折りし 庭の 梅 

が枝に千年の^1^を祝ひこめっ>^、 返し 

我がた めに 手 折りし 梅の 色よりも ふかく ぞ 染めし 人の ことの 紫 

二 本 松 寺の 轼梅 の^きけ る を 

ふた もと S 松の みどりの 色なら で 紅に ほふ 軒の 梅が 香 

梅の 花 ざ かりに 柵 町の 亭に 人々 を まねきて 


常 山 詠草 卷之下 


春 歌 


九九- 


〇 この 亭は 云々 この 歌 七 八 頁に 

出、、 つ e 


〇 伊藤 友 嵩が 云々 

七 八 頁に 出づ 0 


この 歌 同じ. 


〇 中 山 備前守 信 成 中 山家 は水戶 

藩の附5^^^でぁる0 


〇 法 華道 場に て 云々 この 歌 t 八 

頁に &づ 0 


〇 激來 にて 云々 この 歌 t 九 頁に 

出づ。  ， 


常 山 詠草 卷之 下ノ 一  卷歌  一 〇〇 

難 波 津の春 をう つして 唆く 梅の 花に 催す やまと 言の葉 

こ の亭は その かみ 三 木 某が 住みし 所な りしが 我 ゆ ゑ ありて こ X にて 生ま 

れ 侍りぬ 年經て のちた まく こ 、 に 來れる をり ふし 庭の 梅盛リ なる を 彼 

が 氏族 かれこれ さ. -ぇ やうの 物 もてき て 祝 ひ 興じけ る ついで 歌よ み 侍り 

ける にむ く い 侍る 

朽ち 殘る 老木の 梅 もこの 宿の 春に 一 一た び ぁふぞ 嬉しき 

伏 藤 友 嵩が 別 墅の祧 をみ て - 

くれ か ， る 夕日の 空 も くれな ゐ の 霞 や こもる 桃の 花ぞの 

もの へ まかりけ る 次に 中 山 備前守 信 成が 別墅に 立ちより 侍りて 桃花の 疾 

きけ る を 手 折りて 信 成が 常にす む亭に 送り 侍る とて 

う ゑ 置きし 人の 園 生の も 、 の 花 わがものが ほに 手 折りて ぞ やる 

法華道場にて^^；^夜ぉと いふ こと を 

つ ， みあ まる 衣の 玉と 人 やみむ 霞 を 分く る 春の 夜の 月 

二月の 頃：！！！； の あかかり ける をみ て 

山風に 霞 も 雪 も 吹き はれて 空に さやけ き 春の 夜の 月 

潮來 にて 舟 屮の卷 雨 を 


〇 命のう ちの 生存 中の 


〇 白雪の 八重た つ 山の 云々 此の 

歌 八 一 頁に as づ 0  . 


夕汐 もさす や 小舟の みなれ 掉 しづくに まが ふうら の 春雨 

連日 春雨の ふりければ 

雨風の なき 春 もがな せめて 我が 命のう ちの 思 出に せむ 

日本の 月み むと て や 秋 はきて 舂は越 路へ歸 るかり がね 

年々 に 水 戶城內 の 花見に まか リて よめる 歌の 中に 

花に あかぬ 心 や 春の 長き 日 も をし むに 暮る 、 入相の鐘 

花： 15- に まか リて 

登 を か 、ゆて や むさくら 花 長き 曰くら し 鉋かぬ まと ゐに 

毎年 見 花と いふ こと を 

年毎にき て 見る 宿の さくら 花 はなに 幾 代の 春 を 契らむ • 

花の 歌の 中に 

櫻 唉く耔 端 は 雪に ラづ もれて 麓の 里に に ほふ 春風 

白雪の 八重 立つ 山の かくれが も 花 さく は 人に と はる > 

暌 きに ほふ 花の 都 はさ も あらば あれ わか 西 山の 春の あけ ほの 

絲 櫻 

常 山 詠草 卷之 下ノ -  #^  1 〇 I 


c 樓花を 手 折りて 云々 此の 歌 七 

九 に出づ 0 


C 还ー化 寺の 日 梁 上人 一：；々 此の 歌 

七 九 頁に 出づ 0 五 句 「春に く.， T し 

て」 ど あ るゥ 

〇* 戶城屮 の 花見に 云々 此の 歌 

七 九 良に 出づ 0 


oaf 瑞龍 山の： 近くに ある。 


舟より 歸 りくる 云々 此の 歌 

八 0 頁に 5£づ0  ！ 


常 山 詠草 卷之 下ノ 一春 歌  一 〇 二 

春風に みだ. る ゝ 庭の 柳 陰い とよりか けて 花の 唆 くらむ 

,u 息 軒に て 花 契 多 春と いふ 心 を 

いく I！ ^も^やき てみ むさくら 花 あかぬ こ、 ろ を 宿に 契りて 

^花 を 手折リ てお くりけ る 人の もと へ 

春の 色 はこの 一 枝に こもりく の はつ 瀨の 山の 花のお も かゆ 

蓮 花 寺の n 乘 上人 江戸に いきけ る 留守の 程に か の 寺の 花 を 見 侍 H 'て 

きに ほふ. 花や 恨みむ この 寺の あるじ はよ その 春に あそびて 

永戶城 巾の 花見に まかりて 

老いら く S 身に つむ 年 は 忘られて 花 待ちえ たる 春ぞ 嬉しき 

樱 寺の 櫻 を：^ て 

年毎に 見れ ども あかぬ 心より な ほ 珍ら し き 花 S 面影 

,ぉ 舟 ょリ りくる s;! の ほと リ 花の 心地 よげ に疾 ける を 見て 此の あたりの 

人 二人 三人よ び あ つめ 洒の みな どして 日の かたぶく を 忘れて よめる 

行く さき を 急 がぬ 旅の 心より け ふ も徵 の^  二く らしつ 

すみなれし 昔の の 花 を：： ルて 

折り 殘る我 も 老木の 山 ざく らまた この 春に あ ふ も 吣 かし 


o ちり かひく もる 改 り 就れ て 暗 

くなる 0  . 


〇 きの ふ 日 云々 此の .ii 八 〇K 

に つ 0 


春の 比 こ、 かし こま どひ 步 きて わが 山里の 花に うと かリ けれ ぱ 

この 春 はよ その 櫻に あく がれて 我が 山里の はなや 恨みむ 

松 倉 山-入 院 のさく、 り を 見て 

櫻 花ち りか ひく もる 山寺の 入相の かねに 春風 ぞ ふく 

小^ 5 花兑に まか" て 

春^も 心して 吹け 散ろ はう し 咬かぬ はつらし 花の木 S 本 

又の 年 水戶城 中の 花 を 見て 

夜と ともに 詠め あかさむ 櫻 花 二  6 たくる 年の 春 を しらねば 

祌峰 寺の 花 を て 

入相の かねのお もうし 山寺 〇 庭の 櫻の 花やち りぬ と 

is- 前の 花 を：： て 

もろ， 】 しの 種と しい はばい かなら む 珍ら しからぬ， ) の 花 を さ へ ■ 

又の 年 水 戶城屮 の 花 兌に まか リて 

老の身 はまた 來る舂 も 鎮まれす， ) よ ひも 花に 詠 力 あかさむ 

きの ふ終日樓^^しけふもまた花見る人 に いざな はれて 

み るたびに^^もめづらし櫻花きの ふに今日は面かはりして 

お 山 詠草 卷之 下ノ  一  ^歜  1 〇1 一一 


常 山 詠草 卷之下 ノー  春 歌  1〇 四 

0 高 尾の 局が 許の 云々 此の 歌 八  高 尾の 局が 許の 花 を 見て 

玉の緒の 長き ためしの いと 櫻な ほ 幾 春 もくり 返しみ む 

またの 年お なじ 家に て 

〇 あらしよ あるじよ か。  幾 春 もと ひよりて むこの 宿の あらしよ 花よ あかぬ 心に 

雨ふリ ける 日 六 地蔵 寺の 花見に まかりし に 去年 まう でしに も 雨の ふりけ 

る をお も ひ 出で て 

此の 赛も 雨の 絲水 よりかけ てく り 返し 見る 山 櫻 かな 

の 頃 云々 此の 歌 八 I 頁に 出  春の 頃 松平观 3： 後 守 賴路が 妻の 許より 消息の つ いでに 春と い へ ぱいと む 

かし ぞ 忍ばる、 なれし みその をお も ひ 出で つ 、 と 申しお こせし 返し 

も ろと もに 馴れし 11 生の. 花 我 もむ か しの 春 を こそ 思 へ 

山寺の 花 を 見て 

•  庭つ 烏 かけの たれ 尾の 長き 日 も ながめに あかね 花の 古寺 

また の 年 城の さくら を兑て 

思 はす やうき 一の 緒の ながらへ てまた 此の 春 S 花 をみ むと は 

花の ころ こ  かしこ に樱 狩して 

我が^ S 花や 恨みむ 幾と しも 餘所 一はの 花に 暮 して 


c 兑し春 去年の 春まで 見て 來た 

花。  — 


◦ こもりく 泊 瀬の 枕詞。 


C 大炊 頭银雄 松 平 S 、雄。 ® 房の 

ヒ男、 光^の 弟。 宍戶 藩主 _> 

0 大 炊頭賴 雄 云々 この 歌 八 一 頁 

に 出.、 つ 0 

:} あるじ まう け i ^朦。 し 


花の ころ 大炊 頭賴 雄の 許よ リ见し 春に か はらぬ 花の 色香に つけても 翁い 

にし へ をした ふな どい ひお こ せし 返り ごと に 

見し 舂に今 も か はらぬ 色香 ぞと 風に つゆこす 花 をし ぞ おも ふ 

やつむ し 山の 花 をみ て 

とふ 人 も なきやつ むしの 山 櫻お のれ 唆き て や 春 を 知 ろら む 

またの 春旌樱 寺の 櫻に 下にて 

さほ 姬の心 や 花に こもりく の 泊 瀨の山 を こ ゝに うつして 

花 下勸醉 

春風の 勻ひ 吹き まく 木の もとに 雪 をう かぶる 花の さか づき 

花 下 與 

消え 殘る雪 かと 見れば 春の 夜 S 月に 色 そふ 花の 一 本 

大炊頭 鰕 雄の もとよ リ，： ^の 櫻に そ へて おくり 侍りけ る 歌の 返し 

色 深き 心 こと 菜のに ほひまで けぶ 吹きお くる 花の ^風 

一とせ 江戸へ まか リ しに 花の ころ 季姬 君の 方よ リ あるじ まう けし 給 ひて 

年：：：： を 待つ かひ ぁリて 君が ため 花 も 千と せの 色 を そ へ つ、 とぁリ しかば 

返し 

常 山 詠草 卷之 下/ 一春 歌  1 〇 五 


cn^ 法師 云々 この 歌 八 一 頁に 

ヒ、、 つ。 

〇 久 Hs 寺 太. E 町：： _ ^く の n 速宗 の 

寺。  . 


Q お 子の 許. より 

§0  


の 歌 八 一 更に 


o^f 瑞 龍 山の： 地く にある 


〇 石 塚の 云々 此の 歌 八  一 H に 出 


〇5 お 船 御堂の 云々 此れに 似た る 

歌 八 一 真に 出 、、つ。  . 


常 出 詠草 卷之下 ノー  ^歌  一 ：>; ハ 

年月 を 待 つか ひ 有りて 今ぞ みる 花に 色 そ ふ 君が ことの 葉 

日 周 法師 久 昌 寺の いと 櫻 を 手 折リて よみてお くりけ る 歌の 返し 

法の 花 ひもとく 庭の いと 樓 ながき 契り を 我 も むすばむ 

子の 許より 樱の枝 を 手折リ てお くり 侍りければ 

あかす とよい く 重 へ だてし 山 櫻 手 折れる 袖に Hk! る 心ち して 

菅 谷の 延命 院 にて 待 花と いふ 心 を 

咬け かしと 待つ よりいと  > ながき 日を暮 しかねた る 花の木の 本 

軒ち かき 花に むかひて 

朝夕に みれば こそ あれ 軒 近き 徵を いかに 人の め づらむ 

旌櫻 寺に て 落花 を 

白雪 を わけつ 、行けば 山寺の 庭に たま まく 花の 下風 

石 塚の 金剛 院 へま かりけ る に 折 ふし 櫻の ちりけ る を！^ て 

ふむ は^し 踏まねば 行かむ みち もな き 古言お も ふ 春の 山寺 

山-お 船 御堂の 前の 櫻 やうく 散りが てに なりけ る 折から かれこれ 木の もと 

に まと ゐ して 酒な どくみ 興じけ る に 杯に 花の ちリか 》 るを兑 て 人々 うた 

よみてむ やと そ >- のかし ければ 


一 散ろ をう しと E 心 ひな はて そこれ もまた 酌みて は あかぬ 花の 杯 

これに 似た 歌 八 一  伊^ 友 3.;!s 牡丹 を 送りけ るに 

我がた めに 手 折るな さけの ふかみ 草色 も勻 ひも あさく や は 見む 

苗 代 

うちか へ す 小 £ の 苗代き の ふ 今日 まかす る 水に 蛙 なくなり 

a そよ ぐ 藤の しな ひの 絲 たれて お ほつ かなく も ゆらぐ 玉の緒 

, J れ もま た 若紫 の 藤お 絲 のみ だれの 限り しられす 

水邊藤 

岸に 生 ふる 膝の しな ひの 絲 たれて 過ぎ ゆく 船 を 引き も 止めむ 

島 田の 長德 寺に て 藤の 花 を 

紫の 藤浪 よす る この 岸に 船 さしとめて 眺め くらさむ 

山家 

柴の戶 も 春の 日影 をまづ みせて 長閑に すめる 西の 山 もと 

春 社 

宫柱 ふとし きたてる 春が すみ 紅に ほふ あけの 玉が き 

常 山 詠草^ 之 下，' 一 养^  1 C 七 


常 山 詠草 卷之 下ノ  "1 夏 歌 


1〇 八 


〇 山 ふかく この 歌 八 三 頁に 出づ 


0 時鳥き かま ほし さに この 歌 八 

三 頁に 出づ 0 


〇 山里ば こ G 歌 八 三 頁に つ" 


夏 歌 

殘 花 

色 も 香 も 今 はめ づ らし 櫻 花 この 山 かゆに 春 をの こして 

綠岡 にて 櫻 の疾 き" 殘リた る を 見 て 

夏木立 みどりに まじる 遲^ ところ <,\ -に春 をの こして 

葉 底殘紅 

紅の かすみ ゃ勻 ふ桃ぞ のの 葉 わけに 春の 色を殘 して 

庭 卯 花 

我が i;^ の 垣ね もた わに 唆き みちて 庭に 雪ち る 風の 卯の花 

杜 鵃 

山 ふかくす むかひ ありて 杜鵜 きの ふ も 今 口 も をち か へ り 鳴く 

尋杜腺 

時鳥き かま ほし さに 思 はす もさと を あまたに 尋ねて、 ぞ ゆく 

山家 時鳥 

山里 は峯 のこ だまの ひ > き あ ひて 一 聲 ならぬ ほと.' ぎす かな 


〇 鳴き ミ よめ 5j も 鳴き 管 かすけ 

れ 5、  I 


〇 我が 堪は a に 八 11, 頁に 出 づ~ 

五 句 「鳴 きわたる もむ. hj ある 0 


〇常 夏の 花 麥の花 0 


こ の程杜 1^ の 聲を彼 も これ も 聞き 侍リ ぬと 語" ければ 

我が 山 はいかに やうと き 時鳥 里 を あまたに 鳴きと よめ ども 

時鳥 とい ふこと を かくして 

我が 庵 は 鳥 もまれなる 山 なれば ほどと き 過ぎて 鳴き わたるら む 

例なら ず惱 みて 起き もせず 寐 もせぬ 枕の 上 を 時鳥 ニ聲 鳴き わたりければ 

郭公 なれ も獨り はさび しきに 我 をい ざな へ 死 出の 山路に 

五月雨 

わが 宿の 軒端 は 雪に 埋もれて 麓の 早苗み づゃ越 ゆらむ 

瞿 麥 

吹く 風に あっさ 忘れて 常夏の 花色 衣 そで ぞ 涼しき 

岩 船瑛兼 上人の 許に て 題 を さぐ リ て瞿麥 とい ふ 心 をよ み 侍る にとの ころ 

良 丸-お 椅 せられし IT ひ をい さ  か 思 ひよ せ 侍りて 


たち 縫 はぬ 天の羽衣 なでしこの 花の よは ひ はっき じと ぞ思ふ 


夏 月 

月影の さえゆ- 

常 山 詠草 卷之 下ノ 一  夏 歌 


-ま  に窗 近くす だ" 


，螢の 光と もしも 


〇 九 


o 

句 〇 

〇 

〇 

〇 

風 

B 兄 

る 力る 
がえ、 

內》 

に に 
し 

涼 

夕 

祖 

夕 

の 

し 

立 

水 

の 

音 

さ 

の 

に 

ち 

谅 

八 

八 

し 

A 

頁 

ミ 八 

四 

黃 

に 

頁 

あ 四 

頁 

八 

に 

に 

る 頁 

に 

四 

づ 

{ft 

0 に 

出 

頁 

づ 

出 

に 

出 

初 

七 

風 

岩 夕 見 

涼 

夕 

蓮 池 

常 山 詠草 卷之 下ノ 一秋 歌  一一 〇 

水に ぬるめる 蓮の 花 笠 をき てみ る 人の 袖 やす 5r しき 

葉に 風 吹きた えて はな だ 色の かさに はえある 露の 白玉 

立の 涼しく 過. ぐる 蓮 葉に 入日 か  >  やく 露の しら 玉 

夕 立 

しさ は 秋に ぞか よふ 夕立の はる 、 跡より むすぶ しら 露 

るから に 雲の 足と き 鳴 神の 音より き ほふ 雨の 涼し さ 

立の 名殘り 涼しき 端 居に はま だ 秋なら ぬ秋ぞ しらる ， 

山家 納涼 

そ ， ぐ 音 も 涼しな 山里の 覚に あまる 庭の やり 水 

殘 暑 

の 音 もま だ 秋淺き 草の 戶は殘 る 暑さ も ひとし ほに して 

セ 夕 

夕の ねが ひの 絲の くり 返しい く世絕 えせぬ 契りな るら む 

七夕 雨 


〇 たてね」 

お。 


經 ぉ0 たて 絲 VJ よこ 


〇 革の 戶の歌 古今 秋 上 「もみお 

wi- の 故り てつ もれる 我が 宿に 誰 を 

松 蟲 こ 、 らお くらむ」 を本^$0 

0 秋の 野の 八 四 頁に 出づ。 


0山 ふかく 八 五 頁に，： 5づ„ 


すてぬ きに 雨の 絲 もて 七夕の 織る やおり その あまの 羽衣 

むらさきの 露の ゆかり や 宮城 野の 秋 をもう つせ 庭の 获原 

松 蟲 

草の 戶に誰 を まつむし のがれ こし 心 もしら す 鳴き あか すらむ 

鈴 蟲 

秋の 野の 草の 抉 を ふり はへ て 露の あはれ を 鈴む しの 鳴く 

旅亭に 鈴蟲 のな く を 聞きて 

草枕 旅の かりねの 契り だに ふりす てがたき 鈴む しの 聲 

江戶の 邸へ 出で 侍りし 時 少將の 方に て はたおりの なく を 聞きて 

はたおりの おのがし わざの 絲？ i 亂る 、露 をた てぬきに して 

まがき ちかく 鹿の 鳴き ければ 

山 ふかくの がれ 入りに し 柴の戶 はまが きを 近み を じか 鳴くな り 

旅 宿 秋雨 

さなき だに 物う き 旅の 草の 戶に淚 ふり そふ 秋の 夜の 雨 

山莊の を 詠めて 

常 山 詠草 卷之 下ノ 一秋 歌  111 


〇 人る ば 早く 八 六 頁に 出づ 


〇 八 溝 山 常 陸 下野 磐 城 三 画の 境 


常 山 詠草 卷之 下ノ 一秋 歌  1 ニー 

暗れ やらぬ 心の 雪 もはづ かしな くまな き 空の 月に 向 ひて 

入る はは やく 出づる はお そき；，^ の戶 やた 5r 半 空の 月 を こそ：： め 

七月 十五夜の 月 を ながめて 

待ち わぶ る 秋の 最中のお も かけ を先づ 見せ そめて 出 づる月 かな 

水戶 にて 八月 十五夜の 月 を 見て 

年 を 經て又 この 宿 を 来て みれば 面が はりせ る 月の 影 かな 

旅 {i? 名月 

問 はば やな 秋の なかば は 故鄉も 同じ こよ ひの 月 を 見る かと 

八 溝 山の ふもと 黑澤 とい ふ 所に 侍りて 中秋の 月 を 

黑澤 やや みぞの 山の 名 もつ らし 年に まれなる 月の 光に 

月見の 宴 催しけ る 時 淸水宗 川 わすれ じな 名高 き 秋 の 今宵 しも 月の 圓 居に 

あへ るかし こさと よめり ける 返し 

名に 高き 月 を かたみに 幾 秋 もお なじまと るの 契り 忘るな 

. 宴 過ぎて いよ-/. \月 のす みの ぼる を 詠めて 

老の身 はまた 來る もた のまれす た 、.f さし 向 ふ 月 を ながめむ 

九月 十三夜に 中秋の 曇りぬ る こと をお も ひ いでて 


•oa ひき や 八 五 頁に も出づ 


〇 名に き 八 五 H にもお づ 


に" 代 も 八 五-頁に も S づ。 

〇E 田政大 水戶家 の 家。 

0 かぞ ふれ は 八 五 頁に も出づ 


おも ひき や 最中の 空に 引き かへ てく まなき 月 を 今宵み むと は 

九月 十三夜 

名に 高き 月 もてり そふ しら 菊の 籬が もとの 秋ぞ えならぬ 

九 十三夜 季 君の 許よ リ幾か へ り君ぞ みるべき 萬 代 もこの 長月の あき を 

契リ てと ありし か へ し 

萬 代 も かぎら じ ものと 長月 の 秋の ながめ は？！！^ にか ぞ へ む 

九 十三夜 肥 E 政 大が亭 にて 

かぞ ふれば 秋の 日數は 限り あれ ど あかぬ 心 は 長月の 空 

老婆 高 尾が 亭 にて を 詠めて 

いく 年 もまた ゃ來 てみ む 此の 宿の 詠めに あかぬ 秋の 夜の ほ 

雲 問より 月の もれ 出づ るを见 て 

たちぬ はぬ 天津 少女の 雲の 袖つ 、 みあ まりて 出づる 月影 

蓮華 寺の 日乘が 許へ よみてつ か はしける 

山寺の 秋の あはれ やい かなら む 心の 月 も さぞな 澄 むらむ 

雲 閒 膘 

風 さそ ふ 雲の 浪閒を ゆく 舟の 梶音萵 く わたる 鳴が ね 

常 山 詠草 卷之 下ノ 一秋 歌  一 一 一 II 


常 山 詠 箪卷之 下 ノー  秋 歌 


i 四 


C. 柵 町 今の 水戶 1^ の ある あたり 

〇 夕 時雨 八 七 K にも 出 づ。 


〇 山々 の 八 七 貢に も 出づ。 


きぬた 

賤の女が さむさ 忍ぶ のす り 衣 あかつき ふかく 亂れて ぞうつ 

大井滿 直が 庭の 菊 を 乞 ひ侍リ ける にお よびなき 空まで 風の かをり 上げし 

霜の まがき の 菊の 一. もとと いふ 歌 を 添へ て 侍りし かば か へ し 

あかす みむ 色め づ らしき 八重 菊の花 もな さけの 深き 勻ひを 

柵 町の 飽 にて 紅葉 を 

夕 時雨お なじ 梢 をう すく こく 染めて 色 わく 庭の 紅葉ば 

山の 紅葉 をみ て 

山姬 のさら す 錦 か 遠近の 山の かひより 見 ゆる 紅葉ば 

山風の 一 むらさ そふ 夕 時雨 暗る ゝ 跡 よりに ほふ もみ ぢば 

1 歳 江戸 へ 上リし 秋の こ ろ 細 川 綱 利 朝臣 庭 の 紅葉 を 手 折りて 送り けれ ぱ 

染め出す 心の 色の 唐錦お りえて 見す る 庭の 紅葉ば 

下の宮 へ詣 でし ころ 山の 紅葉 やうく 色 づき はるを 見て 

山々 の岑の もみ ぢを その ま 、にぬ さと 手 向く る 下の みやつ こ 

ちかまち の 道場 へ 罷りて とかくす る ほどに 秋の 日 はや 碁れ か 、る ま >t に 

三日月 西の 山 g 端に か  >- ると 見て 


o 弓 はり 弓張 月。  雲 はみ な 吹きつ くせ ども 弓 はりの 光と もしき 岑の 秋風 

惠 明院瑛 兼の 許より. 紅葉に そへ て 贈り 侍りし 歌の か へ し 

手 折りつ る 此の 一 枝の 紅葉ば に 君が なさけの 色ぞ 見えけ る 

堀 田 一 之 閒の 紅葉 に まかりて よめる とて 山風に おちて かさなる 紅葉 

ばの また 影 添 ふ る ま  のつ ぎ 橋、 かへ し 

もろともに 見 まく ほしき をい かにせ む 花 も 紅葉 もま ， ならぬ 身 は 

自息 軒よ" 後 園の もみ ぢ 一 枝お くリ 侍りければ 

うすく こく 一  木の 枝 を 染め分けて 時雨 ぞ 秋の 錦な りけ る 

01^ 佛 語、 大乗-、」, す。 高  秋 の 夕久 =111 寺 の 摩 訶衍廬 庵 にあ そび て 

i?S なる 佛敎 敎理を 指す 0 

山寺の 秋の 夕の さびし さ をな ほ 吹き そふる 「の 松風 

.  秋の 欲の 中に 

0 四つの 時 E 季。  四つの 時 何れ を それと 分かね ども 秋の あはれ に 如く 物 もな し 

冬 歌 

初 冬 月 

名に 高き 秋の 一 一よ の名殘 とて まだ 冬 なれぬ 月ぞ さやけ き 

常 山 詠草 卷之 下ノ 一  欠： 一 歌  一 一 五 


常 山 詠草 卷之下 


冬 歌 


六 


〇 木が らしの 八 七 更に 出 づ〔 


〇ss きわ かむ 八 七 頁に 出 づ„ 


〇 殘る 日に 此れに 似た る 歌 八 

七 頁に aw づ 0 


〇 かけわたす 八 七 頁に 出づ 0 


0 雪 もけ ふ これに 似た る 歌 八 七 

頁に 出、 づ. 5 


山 家 冬 

木が らしの 風 もさび しく 三日月の 影 かすかなる 冬の 山里 

軒ち かく 落つ る 木の葉に 聞き なれて 時雨 も わかぬ 冬の 山里 

聞き わかむ 方 こそな けれ 木の葉 散る 草の 廬 S 夜の 時雨 は 

山 落葉 

紅葉ば は峯の 嵐に さそ はれて 麓の 里に 錦お りかく 

殘る 日に 猶色 はえて 筑波山 こ S も かの もに 散る 紅葉 かな 

霰 

時の ま は 玉のう てな と 人 やみむ 霰た ばし る賤が 軒端 を 

冰 柱 

かけわたす 軒の つら. -の 玉す だれ 思 ひも あへ ぬ 草の 扉に 

冰 

冰りゐ し程ぞ しらる ， 更 くる 夜に 音 も 絶え ゆく 庭の やり 水 

雪の ふりけ る： ：！ 山野 邊 t お 狭 守義浩 とぶら ひ來リ ければ 

雪 もけ ふ 降りし むかし. の 友なら で 誰かと はまし 深山 邊の里 

雪の あした 人々 山莊 をと ぶら ひける を 


OX00^ 水戶 家の 附 家老。 


け ふの ためと 春 さく 花 を ま づ：： ^せて 我がす む 山に 降れる 白雪 

入々 問 ひ來て 山の^ 葉 を 拾 ひ 酒な ど あた、 めて 逸び 侍る とき 

山里 は峯 S 息に さそ はれて 手 もた ゆから す 落 紫た くな り 

^：息軒に て3^.内梅花と い ふ心を  . 

色 深き 愦とぞ る 冬ながら この 一 枝に 春 を もらして 

巾 山 備前守 信成亭 に て 河 歳甚と いふ 心 を 

老の浪 ながれて 早く ゆく 水の 歸り もやらぬ 年の 暮 かな 

旅 泊 歳 碁 

せむ かた も浪 のうきね の 枕より あとより せめて 暮る 、 年 かな 

太 田の！ S 光寺に て 歳暮の 心 を 

みな 人 はたち か へ る 春の あしたより 同じ 事して 年 ぞくれ ぬる 

春秋の 日數も あだに くれはとり あやなく 過ぎし 我が身く やし も 

歳暮の 口吟 

年 くれて 柴 折りく ぶる 草の 戶も 人な みく に 煤ゃ拂 はむ 


常 山 詠草 卷之 下ノ 一  終 

常 山 詠草 卷之下 ノー  冬 欲 


七 


o なかく に 八 九 頁に 出、、 つ „ 


〇 そぐ へ そき へに 同じ 。遠く 離 

れた方 0 

〇 甍さゐ 潮の さしくる 時 波の さ 

わ 立つ こ VJO 


〇 和久 常 陸 太 ra 町の： £、 今 山 田 

Hp の 大字 0 

〇 山の端 を 九 〇15n; にも 出、 づ 0 

〇久 慈の 湊 常晻^ 久慈 川口。 


常 山 詠草 卷之 下ノ  ニ雜歌  1 一八 

常 山 詠 草 卷之 下ノニ 

」 三  *K 

丄翁 # 

元 ft 虎 午 致仕し 侍リ て水戶 にいたり またの 年 五 《^ に 西 山へ 移りぬ る 

館の 柱に かきつけ ける 

なか/ \- になる ， ぞ つらき 假 初の 宿り もけ ふ を 限りと 思 へ ば 

西 山に 移りし ころ 

軒ち かくま だ 聞き なれぬ 讼風ゃ 幾た び 夢 を 驚か すらむ 

萬 葉の 詞 をと" て 海と いふ こと を 

天 雪の そぐ へ のき はみ はる.， 2:.\と おなじ みどりの 奥の 1  千 さ ゐ 

しほが ま-を 

世 を わたるし わざ もから し ir かまの 煙 も 空， に 絶えす 亂れて 

和久 とい ふ 所に 行きて 鮎な どと り 侍りし に の 出で ければ 

山の端 を 出で て さやけ き 月影に さばし る 鮎の 數も 見えけ" 

久 慈の 湊 にて 海士 のし わざ を リル 侍りて 


て 


〇 い VJ まも 波の い ミ まも 無き に 

通 はせ た 0  . 


0 村 松の 八 九 頁に も出づ 


〇鳥の3^-の原 常 降 ES 鹿 0?^ 鳥 g 


C 松 平 大炊頭 松 平賴雄 G 常陸宍 

戶藩； s。 


いとま も 波の 世 を 渡る かな 


朝な 夕な あみ 引く あまの 手 もた ゆ 

むら 松に て海邊 眺望 を 

あま 小舟 葉 ごしに みれば 村讼の 梢に よす る沖津 白浪 

終夜 風い と 吹きて 松の 音物す ごか リ ければ 

村 松の木す ゑに 浪の音 そ ひて 夜半の 嵐に 夢 も むすばす 

石 塚より セぉ昔 寺 へ まう でけ ると き靑 山と いふ 所に て 

松^お なじ みどりの 靑 山を嶺 のし ぐれの 染め やわ くらむ 

鳥の 與の！ S を通リ ける に筑波 山の 雪の けしき さながら 富士の おもかげに 

見えければ 

筑波嶺 を こ、 よりみ れば 鳥の なく 吾妻 S 富 士と人 やい ふらむ 

雨 い た う ふ り け る 日 遠く 見 ゃリて 

雪 5 務の 立ち へだたりて ふる 雨に 遠くな り ゆく 松の 一 むら 

祌 無 の はじめつ かた ある 人 菊の花 一 枝送リ ければ 讀 みて つか はしける 

み し 秋の色な き 霜の まがき にも あまりて 勻ふ. a 菊の花 

松 平大炊 頭よ リ 杯に そ へ て 思 ひ 出で て 昔 を 忍ぶ さか づきの 深き 心 をく み 

て しれ？！ と いひお くリ ける、 か へし 

&巾 山：.. ばな 卷之 下/二 雑歌  1 1 九 


〇 栅町 今の 水戶 停車場の ある & 


〇 あか 見む 九 I 頁に も出づ 

0 今 はわが 九 一 買に も 3 づ。 

0 きても 衣 著て、 來て 0 

〇 大炊！ S 松平賴 維。 


常 山 詠草 卷之 下ノニ 雜歌  二  1〇 

もろとも にくみし 昔の 杯 を 思 ひめ ぐらす 程ぞ j^n しき 

柵 町の 節に て 入相の鐘 を 聞きて 

何 を それと 待つ と はな けれど 秋の 日 はや 、暮れ やすき 入相の鐘 

神 無 の ころい is- き殘 りたる なでしこに 添へ て 日 周い なむし ろ さ ゆる 旅寢 

の なぐさめに 名 もとこ 夏の 花 奉る と IS えければ 返し 

暌 きしょり 君が 朝夕 なでしこの 花の 色香 はと こ 夏に して 

霜 n の はじめ つかた 肥 E 政大： i 花 一 枝お. くり 侍りければ 

あかす 15- む 霜の 中より 晩く 梅の 色 もに ほひ も 深き 情 を 

藤 友 嵩が 許よ リ 柳と 梨と をお くりた る を て 

今 はゎが.=^^を山 が つ に な し は て て ；# 世 を よそに 結ぶ 柴 がき 

那珂 の^の 飽に 侍りけ る ころ：！ ：！^ 法師が 許より よみて つか はしける 歌の 

か へ し 

朝夕の 詠めに あかぬ 此の 浦の 鹽 やき 衣 きても 見よ かし 

大炊 _踉 の 許より 梅 驚 を 造れる 臺に杯 を 添へ て泰と いへば まづ 咲く 庭の 梅 

が 香 をく みて 見 はやせ 花の さか づき、 返し 

千代の 春 かけて 霞 を 汲み もみむ つらなる 枝の 花の 杯 


〇 隙 しらむ まで 夜が 明けて 光の 

さしこむ まで 0 


〇^^風に 九 一 頁に も 出 づ 


〇 夕まぐれ 八 九 頁に も出づ 


雨の ふる 口 尼 rn 祥水戶 へ か ヘリけ るに 

ふりすてて わりな く歸り 行く 人 を 雨の 絲 もて 引き やと *>t めむ 

松 平 式 rEH 岐ょリ 問 ひ來リ ける に 

もろともに あかす より ゐて 語らな むまき の 板屋の 隙 しらむ まで 

宇都 宮隆辆 が 許より 緒 川の 鮎 をお くリ 侍れば 

はる <\ と 流れて こ ， にきぬ 川 や はや 瀨の浪 にす みし 若站 

完 倉の 果泰 寺に 詣 でしと き 

松風の 音 は いづれ と 人 問 はば 風と やい はむ 松と やい はむ 

. 星 野 延壽が 許よ" われに もの 書きて あた へ よな どき こ ゆれば 書きて お- 

る  とて 

秋風に つら も 亂れて 行く 臈の 影はづ かしき 筆の あと かな 

岡の 歸願 寺に あそびて 

かさ ， ぎの 岡の もみ ぢを 紅の 法の 衣の 色と こそ みれ 

碁 鳥 {is 林 

夕まぐれ 茂き 林の 一 枝 を 己が とり，.^、 ね ぐら あらそ ふ 

百 椿の II の內 にい さは やと いへ る の 名 を かくして 

常 山 詠草 卷之 下ノニ 雜歌  ニニ 


〇 我 もい ざ な 一 頁に も 出、、 つ 0 

〇 こせ 山 大和 國 葛城那 VJ 吉野那 

さ の 境。 

〇 家の 虱 九 二 頁に も出づ 0 

〇 松 平賴芳 光 困の 兄賴ー M の 子。 

0 別れて は 九 二 頁に も ar つ 0 


〇 あ ふ-、、 J  期。 


常 山 詠草 卷之 下ノニ 雜歌  一 ニニ 

我 もい ざ はや 行きて みむ こせ 山の つらく 桥春 すぎぬ るに 

風 早 宰相の 許よ リ 松の 歌よ めと 有りければ 

家 S 風 吹き 傳 へたる 松の 薬の ちり 失せす して 萬 代 ゃ經む 

讚岐 闘より 松平帶 刀賴芳 とぶら ひ來て かへ り 侍る 時に 

別れて はまた 逢 ふこと も 白雪の たな 引く 空 をと もに ながめむ 

澄 元 上人と ぶら ひ來 りければ 

まれ 人 を 招き 入れた る 草の 戶も 今日 ぞ かひ ある 庭の 小雜 

淺 井有鄰 わが 山莊 をと ぶら ひきけ る 時 

行き くれて 草 ひきむ すぶ 旅枕 ひとり まろ 寢の牀 やさび しき 

有鄰か へ り 去な むと いひければ 馬の はなむけ するとて 

かりそめ も わかれ は 悲し 老の身 はまたい つか はの あ ふご 知らねば 

狩野與 雲の 江戸へ 歸るを 送る 

玉章 を かけて ぞ賴 むくる 臈に また 逢 ふまでの 便りす ぐすな 

上 近 章が 江 戶ょリ 訪ひ來 た る . 

かたいとの 又もより きて け ふこ ， に 逢 ふことの ね は 知る 人ぞ しる 

伴资矩 がむ さしより 來リて か へ り 侍る 時 


〇Jft の 別れ 死別。 


OJSis! ふ は ラれし 九 二 頁に も出づ 


〇 あかで 行く 九 二 頁に も出づ .= 


C 旅 衣 *? 二 真に 出づ 0 

〇：：^^はね花 $1 を 花 VJ 見た てて. 

ふ。 

〇 さなき たに 九 二 頁に もお づ„ 

00  二 首ミも 九 〇 頁に &づ。 


老の 身は賴 まれな くに かりそめの 別れ や 終の 別れと やなる 

遠山 主 殿 頭が 許へ 久しう 消息せ ざリ しこと などい ひ 遣 はしける ついでに 

松の 葉の か はらぬ 友と 見し 色 を t ちな 隔て そ 雪の 遠山 

ある 人と ぶら ひ 來て武 蔵へ か へらむ と いひけ ると き 

逢 ふ は うれし 別れ はつらし よしやた 逢 はす 別れぬ 身 ともなり なむ 

久ロ I 寺 の 慈敎が 旅 だ つ 別れ を 情し みて 見 柳 思 別と いふ 心 を 

あかで 行く 人の わかれ を 今し ばし ひき もと  > めよ 青柳の いと 

澄 元 上人 移韓 して 甲斐の 一蓮 寺へ おもむけ るに おくる 

別れて はまた 逢 ふまで も賴 まれね あだし 薆世を 思 ふや も 君 

遊行 四十 六 世の 上人 常 陸 の^を 勸 化して 乂他國 に 遊行し 侍る を 送る 

めぐり 來 てまた 逢 ふ 事 はかたい との 亂れ 心ぞ やる 方 もな き 

旅行 春 雪 

旅 衣な ほさえ かへ る 春風に 勻 はぬ 花、 ぞ袖 にち りくる 

旅 宿 

さなき だに 草の 袂の 露け きに 猶 ぬれ まさる 夕 ぐれの 雨 

懐 舊 


常 山 詠草 卷之 下ノニ 雜歌 


1 二三 


常 山 詠 孳卷之 下ノニ 雜歌  一二 四 

ながらへ て 思 ひ出づ るもう しゃ 今昔 あ ひ 見し 人 はなき 世に 

かねてより 世に なき 身と は 思 へ ども 思 へ ば ゆかし 過ぎし いにし へ 

月 前懷舊 

0 昔 見し 九 0 頁に も 出 、、つ。  昔み し 人 は あらしの 松の 戶に面 かゆ 殘す 秋の. 1^ の 月 

述 懷 

0 ながらへ て 九 0 頁に も 出、、 つ。 ながらへ て 何に か はせ む空螺 の 世のう き 事 を 聞く につけても 

寄 雲述懷 

晴れ やらぬ 心の 雲 も 恥 かしな 隈 なき 空の s: に 向 ひて 

紅葉 村の 蒭館 を兑 侍^て 

0 昔 見し 九 〇 頁に も 出、 づ。  昔 見し 草の 廬の 名殘 とて 分く る扶 に露ぞ こ ほる ゝ 

堀 田 一之む さしの 國 1 本 櫻と いふ 所 へ まかりて むかし 我、 と 遊びし _5S- など 

おも ひ 出で 侍リ しと よみてお く リし缺 の 返し 

〇<、」 もに 見し 九 I 頁に も つ。 ともに 見し 昔 忘れぬ 山 首 葉の 花 もに ほふ はる 風 

同じ 昨 堀 W  一  .〕 ロー 兑 せば やと 昔の 友に 慕 はる >-^1;1;葉の稷さかりなるころと 

ありし に 

.  GB^ せば やと 思 ふ 一 木の 山 櫻 花に もま さる 人の ことの g 水 


O 大？ E 將 ss- の 意。 E 代 吉。 

〇 二 w: 堂 二人の 西 堂 ore: 堂ば It 

憎の sr 東 堂の 次に 位する 私官 0 

殿上の 五位に ¥0 


ついな は 山山のば るん \ 古今 i-J- 

別 「立ち 別れい な はの 山の 嶺 に，： n 

ふる つ v.- し 鬪 か は 今 fes り 来む」 

による 0 


元祿 戌の 年 大樹の 仰せ ごとに て 江戸へ のぼりし ぱ らく 止ま リけ るに 雷 啓 

大忠ニ 西 堂 旅亭に とぶら ひ 來てか へ リ ける とき 

あ ふ は 別れ わかれて は 逢 ふ 習 ひぞ とかつ 知りながら 思 ひ 忘れて 

水 戶 へ歸リ 侍らむ とて 旅亭の 障子に 書きつ けたる 

雨 やどり 一 木の 陰 も 忘れし にこの ごろ 馴れし 名殘 悲しき 

首 の 日 雨ふリ 侍りければ 送りの 人々 に 向 ひて 

立ち 別れ また あ ふこと も 白雲の 隙な き 雨 を 涙と は 兄よ 

下 總國塌 村し のぶ Si とい ふ 所に て 

とし 經て も猶ゃ 心に 忍ぶ 坂 ながめに つ > く 遠の 海原 

堀 S 一  宜江 戶ょリ 小金の 驛へ 別れつ  >- ぃなばの山のはる，^ とま っも久 

しき！： C 日 をゃ經 むと よみてお くリ ける か へ し 

老いら くの 身は賴 まれぬ いなば 山 かひ やなから む 松の 首の 葉 

西 山へ か へ リ來て 

立ち 歸る 影 も はづ かし！^ れ えぬ 憂世の 鏖 に しばし 交りて 

堀 S 一  之が 許よ リ消， 总の 次に はるか にも 思 ひなされ て 兹ふぞ よもろ こし 

の 船の 別 ひなら ね どと いひお こせた る 返し 

常 山；^ 草卷之 下/二  mm  Inff^ 


常 山 詠草 卷之 下- 


二 六 


〇 少將の 君 次の 水戶 藩主 なる 

べき 人の 初仟宫 は少將 である 0 

〇 大？ S 將 〔車の 窓。 五代 綱吉 0 


別れ こし 名 殘をぞ 思 ふ 老浪の 又 立ち 出で む 世 を もしらねば 

人々 集まりて 去年の け ふ は予が 江戶に 赴きし 事な ど 詰り あ へ る を 聞きて 

思 ひ いづ やお も ひ 出 づれば こぞの け ふ 霞と 共に 立ちし 月日 を 

む 孫 少將の 君 大樹より 姬君 にめ あはし 給 ふべ き 御 本意な りければ かた じ 

けなき あまりに こ 、らの 人う ちょり 喜び の 酒な ど勸め けれども いつもな 

にかと もてなし まめ やかに もの せし 高 尾の 局 も 身 まかり 宇都 宫の 某に あ 

た へ し妹も七夕のきぬ，，^ はまた來る秋もたのまれぬべけれど是れはな 

がき 別れと なりて 再度 か へらぬ 道に おもむきぬ 高 乾院と 聞え し は 佐々 木 

氏な りし かど 早う やもめと なリて かざ リ おろし 日祥 尼と 申しけ る も 中の 

秋 月と 共に 雲 かくれ 侍りぬ つく，^ 思 へ ば ありし 人々 はみ なかう 見なし 

つ あらぬ 所に 來り たらむ やうに 覺 えて いと かなし 

きの ふまで 逢 ひ 見し 人の なき 宿 や 庭の 草木 も 面が はりし つ 

是れ はこ 乂 にあり しもの を 彼 はかくい ひける なんどと ひ つ くれば む 

ねつ ぶれ 心地 まど ひ て 物言 ふべ くも あらず しか は あれ どかう やうの 折に 

下 もみ ぢ 色に いでむ も は かり 多ければ 忍ぶ 山し のぶ 心の 苦し さお も ひ 

やるべし 


〇 次 ついで" 


onw るて ふ これにぬ たる 歌 九 三 

頁に 出づ 0 

OS 安藤 朴翁。 名ば 定《^ 安 

藤 年 山の 父、 丹？ «國 千年 山麓 小口 

村に ほ 居した。 光闺の 信任 厚し。 

安藤 千 山の 父 G 


いかにせ」 む 露 もらさ じと 包め ども あまりて ぬる ， ； S の淚を 

心ち ゎづら ひし 比 大樹よ リ侍 醫奧山 法眼が 藥用ゐ る ベ き 由の 仰 事に てと 

ぶら ひ 來リて 何 くれと 物語の 次に  • 

世のう きを 思 ひ 入りに し. E 里に 昔が たり を 聞く も 珍ら し 

心ちゎづらひし ころ^^の面を見をリて 

風 をいた み亂 る、 草の 露の 上に しばし t 伯 かる 月の はかな さ 

法眼 江 府へ歸 る 時に 筑波 山し げき 惠みを 千代までと 1^ リ つ 、たつ 旅 衣 か 

なと よみ 侍リ しか へ し 

千代までと いのりつ ゝ たつ 旅 衣 またもき て よ 草の 廬を 

飼 ひなれ し騁 馬の 斃れ しかば 

羨まし なれ も 此の世 をう さぎ 馬の あゆみ を 急ぐ 死 出の 山道 

大聖 院の 阿閱梨 わがた めに 祈禱 などして いつまで 草の いつまでもと 賀し 

侍る ことば をう けて 

祈る て ふいつまで 草の 露の 身ば 消えす は 有りと も 哀れい つまで 

朴翁 居士が 許よ リ予が 除 病の 祈り に壽量 品壽命 M など 讀 誦し 侍る よし 書 

きて おく に 松た かき 千年の 山の 名に かけて： fj^ をぞ 1^ る^ 代まで にと 有リ 

常 山 詠草 卷之 下/二 雜 m  1 二 七 


常 山 詠草 卷之 下ノニ 雜歌 


1 二. - 


〇 山の 名の 九 四 頁に も 出づ。 


C 大炊頭 松平賴 雄、 光 因の 弟. 


一 a  Si! 山 常^^ 太 ra 町の 北 一 圼 

今 お 田 村 にある。 水 戶家杲 代 の 墓 

所。 


しかへ し 

山の 名の 千年 は 君に ゆ づりー 


一き て 黄泉 遠- 


も 我 や 別れむ 

リけ る 歌の 返し 


久 n:: 院  一二 十三 囘 忌に 大炊 頭よ リ よみてお- 

ふ そぢふ とせ 

くらべば や 三十 三年の めぐり 來 てした ふ袂に 落つ る淚を 

家 弟 刑部大 輔三囘 忌に 

年 はけ ふみつ の 車の めぐり 來て やる かた もな く 積む 歎き かな 

大炊 頭み まか リ ける を 悼みて 

山 ふかく 世 をの がれても 世の中の うきに は 落つ る 袖の 淚か 

郛 公 われに 告ゅ こぜ死 出の 山 わけて かなしき 人の 行末 

乂七 八日 妹の みまか リ しに 

五月雨 もま だほし あへ ぬ 袖の 上に また 置き そふる 秋の 白露 

孟蘭盆 に 瑞龍山 に 墓 まう でして 

うき 袖の 淚は 雨と ふる 缀 S あはれ 数 そふ 山の 奧 かな 

程 もな く 同じ あはれ をき く 袖 S 淚ょ いかに ほす かた、 ぞ なき. 

ロ視 上人 を は リとリ し を 聞き て 

我が 跡 をと ふべ き 人 は先づ たちて しばし 殘れる 露の 身 ぞうき 


oi* 九 三 頁に も 出づハ 


〇 なき 人 九 三 頁に も 33 づ „ 


〇康 有 公 四代§^ ぶ. 綱 公 G 

〇 つかの 間 も 九 三 頁に も出づ 


雪 霧 も 今 はう き 世に なき 人の 心の 月ゃ筌 にす むらむ 

松 平 壹岐守 仲隆妻 をはリ ぬ る 時 こ ぞ の ：e< 松 平 美 作 守 isl 能.： W おなじ 冬洒井 

忠敬 などう せ ぬる こと を 思 ひつ けて 

うつ ゝ とも 思ひぞ わかね ある はなくな きは數 そふ 袖の 淚に 

弟の 中^の 内 肥 W 政大 m 一の はな いろくお くりければ 

なき 人に 手 向けて 我 もけ ふか 見む お ほかた ならぬ 花の 情 を 

^藤 玄 蕃友玄 みまか リて後 松壽院 の 許へ よみてつ か はしける 

いと 、"なほ 老の 寐覺ぞ 苦し けれ 世のう き 亊を思 ひつ けて 

年 ごろ しれる 人の みまかりけ るに 

うた 、 ねの さめても 夢のう ちな れゃ爱 世 si" に 迷ふ此 ィは 

1,5 井 巾 0 敬み まか リし 時に 翁が 許へ つか はしける 

子 は 親に 後る 、道 を 先 だてて 殘る うき 身ぞ 5{1 ひやら る 、 

-M 有 公 十七 囘の御 忌に 昔の 御； などい ひ 出で て 

つかの 閒も 忘る ベ きに は あらぬ 世 を ひ出づ れば ぬる ゝ袖 かな 

壽光院 の 形 を 见て描 iiU 寸 によみ て 送る 

-廿- 山 詠草 卷 之下ノ  ニ雜馱  一二 九 


〇 久昌寺 . 常& 太 田 町 附近に あ 

り、 日 速宗の 寺、 德川賴 光 図 

一 一代の 歸依 厚かった。 

〇- 兀 4.? 法師 山城 深草瑞 光寺に 住 

む 0 歌人 0 

〇 驚の 山 九 四頁 にも 出づ0 


〇 天津 空 九 四 頁に も 出 、づ „ 


〇 あなた ふミ 九 三 頁に も 出 づ„= 


常 山 詠草 卷之 下/二 雜歌  ニー 一  〇 

我 も 世に 同じな き 身と おも へ ども まづ先 だち し 人ぞ戀 しき 

人の子に おくれけ るに よみて つか はしける 

問 はば やなお ほした てつる みどり 子 を 先 だつ る 親の 心い かにと 

久 al 寺の 日 輝 上人な ど 集まりて 故 元 政 法師が 辭 世に 驚の 山 常にす むて ふ 

の か りに あら はれ かりに かくれて とよめ る 五 句 を わかちて 歌よ み 侍 

りしに. 首 句 をと りて 

1^ 哔 S 山分けて え 難き 道ぞと はふみ みて 猶ぞ思 ひしら る ， 

日 輝 上人 はじめて 說 法せられ ける に 日 周師が 許へ よみてお くりけ る 

日の 輝 あまねく 照らす この もとにの りの 花 く 鷲の 山 かぜ 

日 周 法師 來 りて 法文の 歌す、 め 侍りし に 月 天子 最 1^ 第 一とい ふこ、 ろ を 

天津 空屋の 林の し け けれど かつら 一 木の 影 は 高し な 

岩 船 願 入 寺に て 泥 桓院 の三囘 忌に 四十 八 願 を わかちて 人々 法樂の 欲よ み 

侍りし 時 生 尊貴 家 願の こ 、ろ を 

今 こ、 にい かなる 種 を まきお かば その 九重の 花に みて まし 

京秘故 飛驊守 三十 三囘 忌に 作體而 去と い ふ 心 を 

あなた ふと 心の 晤の 雪晴れて 月に 迷 はぬ か へ る さの g| 


o つきせ じな 九 四 頁に も出づ 


つ 潔. 免 公 固の 兄 頼 重、 高 松の 

〇 け ふに あ ふ 九 UK に出づ 0 初 

句 「か ぞ ふれ は」 7J ある 0 


〇 八十 its を 九 五 頁に も出づ 


〇 卯 .^::昔せ.rs•にて惡鬼を避く 

•A- て：. 月 上の 卯の 日 種々 の 木 を 五 

尺 三寸に きり 一 束 VJ して 奉った 杖 


巾 山 江 守 八 十 の賀し 侍る 時 寄 菊 祝と い ふ 心 を 

つきせ じな 君の よは ひ は 長月の 菊の しら 露 淵と なる まで 

堀 W 河內守 一 輝 七十の 贺し 侍る 時 松延齢 友と いふ こ、 ろ を 

萬 代 も 君に ともな へ 岩根 松 あかす 操の 色 を かさねて 

源英公 七十 の^に 

け ふに あ ふ 君が 齢の 高 松 やつらなる 枝 も 千代に おはむ 

眞弓院 の 六十の 賀に 

祝 ふぞょ 君が ともな ふ 玉 格け ふ を 八千代の！^ の はじめと 

淸水宗 川が 八十の 賀に 

八十 島 を 漕 ざ はなれても はるぐ と 行末な がき 綱手 引 くらむ 

12 州 少將の 許よ リ予が 七十の 賀し 侍らむ よし いひお こせた リ しに 

消え やらぬ 露の、 つき 身の 玉の緒 をな に 長 かれと 人の いふら む 

予が 七十の 赛日 周師が 許よ" 終 法の 卷數に 竹の 枝 そ へ て 八 Kn 萬よ 、を こ 

めた る 竹の杖つ かば 千年の 坂 もこえ なむ 

八百禹 代々 を こめて し 吳忤も 今 は 我が身の 卯 仗と ぞ みる 

竹 有佧色 

常 山；， ほ. 草卷之 下/二 雜欲  ニー  二 


常 山； 詠草 卷之 下ノニ 雜歌 


三 二 


C 君が 門に 九 五 H; にも 出 づ„ 


つたなつ もの 田， M り^やる もの 

稻、 又穀 額。 


0 波風 も 九 五 頁に も 出、 づ„ 


君が 門に 5 ゑし 千 ひろの 吳：^ や 幾 代 か はらぬ 色 をみ すらむ 

秋 FJ 

雨風 も 時 ある 御代の たなつ もの 絕 えす をさむる 民ぞゅ ， しき 

寄 松 祝 

波風 も 吹き を さまり て 住よ しの 峯の姬 松 枝 もなら さす 

朴. お 居士に おくる 言葉 

居士の 曾 祖長讼 軒の 書かれし 八 境の 記 を うつしと し 久しく その 詞 のう 

る はしき を賞づ とい へ ども その 文字の さだか ならぬ を 憂 ふこの ごろ かの 

眞蹑を あ； せ 校 ふ るに 日ごろ 讀み 解きが たかりし 文字 心 をえ たる よろこ 

び 思 ふこと かぎりなし 今 その 眞蹟を か へ しおく るに た 乂 にも 無 下 なれば 

とて 腰折れ 一 つかいつ けて その 山び この 笑 ひ を 催す 

遙か にも あ ふぎ こそ nj^ れ 千年. E 山 としたかき 君が みさを を 

口 周 法師に おくる 辭 

山の もみ ぢ むと てた ち 出で しに 庭の， まがき に 短冊 一 ひらつ けられた 

り 取りて 見れば と はで や は 庭 もまが きも をり くの 哀れ こもれる， 5^ のな 

さけ をと ありた-かし， D ざと よ. S らな ど も， IF ョ Ai* おら  >ぉ りし &严 こちり，？ 


〇狗 の 尾 を ものせ しためし 狗尾 

善から ぬ もの を 善き ものに 

つぐ VJ いふ 事に 用ゐ <"0 

〇 ふんで 文 手の 音便。 筵。 


ち- -て もや ある-らもと li3L/-^-^/L,^'f-^l^€^  f-^uit 

だして やみぬ さりと て かかる 心すて む も 心-ぐる しければ とて 腰折 一 つか 

いつ の 9. 

住み あれし まがきながら も をり くの あはれ を こむ る 人の 言の は 

同じ 人に 答 ふる 詞 

楚： IC 末つ かた 秋の あはれ をと はむ とて 木こりの 行き かふ 道 をし るべ に 

嶺 にの ほり^に くだり 流れに したが ひて かなた こなたた どり 行く ま 、 に 

け ふ は和久 とい ふ 所に いたりて 旅の 一 夜 を あかしぬ 日 周 上人の 寺 近き 程 

なれば とてと ぶら ひ來 たるに いみ じき 序-ぐし たる 大和歌 一 一つ もた ま へ り 

めもあや に 打ち 誦し て さし 置く に 忍 びす これに 報い ぜ むと 忍 ふに その ネ 

なしと いへ ども 狗の尾 を ものせ しためし も あれば なむに ぶき ふんで をと 

きて こ、 にかいつ く 上人の 耿 にあ はれさの 秋の かぎり を しらむ とて ふか 

き 山路の 露 やわ くらむ と あるに 

人 もまた 秋の あはれ もとはむ とて 山て ふ 山 をけ ふや わけけ む 

次の 歌に 名 もしらぬ 山の 草木の 末藥 まで 惠 みの 露 ぞ おき あ. まりけ る こ 

れば 下官が 上 をよ める にやされ どかの 寺 草創 有りし IS は あかし 佛の 御名， 


^山 詠草 卷之 下ノニ 雜欲 


〇 すたら 修 多羅。 Sutra. 經を 

いふ。 

〇 ものし が ■  ものな りしが 0 なり 

を脫 せる か 0 

〇 むはら 茨 0 

〇 胡 爐の笑 ひ ロを掩 ひて 大いに 

笑 ふこぐ JO 


常 山 詠草 卷之 下ノ  ニ雜歌  一 三 四 

を も 知らす すたらの 尊き を も辨へ ぬ ものし が 丹に 觸 るれば 赤く 香に 交 は 

れ ばかぐ はしと やらむ 自らなる 德に 化せられ ていさ かその 心 を 得る も 


賢き 上人の 餘澤 なり かし かかる すぢを 


だに 


ひ 述べ むと すめる にくちの 


む ばらに さはり 多 かれば 片端ば かり を 呻き 出で て 胡 廬の笑 ひに ぞ のぶ 

草 も 木 も 御 法の 雨の 降り そ ひて 露の 惠 みに^る ， と はなし 


onsss  » 趣す る vi ころ、 手本 _= 


oi  *3 图の 弟、 人り て，：.，； 

後 を-: i ケ。 资永 1 一年 十一 一"，." ： ，な 

11 一 12 に 進む-" 享保 三年 九月 ず、 年 

六十 B10 粛公 VJ いふ。 
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常 山 詠草 践 


三お 


晚 

花 

集 


下 

河 

碰 

長 

流 


o しらま 弓 白木の e:1po 又 弓の 

錄の の 枕詞。 


晚花集 


下河邊 長 流自集 


春 歌 


晚花集 春缺 


しらま 弓お し 丁 雪 ふる 年の 内の 處を とりて 春と さだめむ 

あら はに もま だ 立ちいです 年の 内 は 春の かすみ も 冬籠りして 

まだ あけぬ 年の 此方に 忍ぶ とや 鄰を， 〕 えて 春の きぬら む 

け ふい かに さだめて きかむ 驚の ことし S 初音， 〕、 その ふる 聲 

しはすの つ ごもり の 日 雨ふりく らして あくる あした^れ て侍リ ける 年 難 

波に ぁリて 

养 のきて 忍 ひすて たる ふる 年 やきの ふの 雨の なに はすが 笠 

早 春 0 

このね ぬる 朝け の 鶴 まだ 蒲し 春 はいく かもた たぬ 衣に 

i  一二 力 


晚花集 卷歌 


1 四〇 


〇 手引 の 絲 機械 を 用ゐゃ 手に て 

引き出して 繰りた る絲、 互に 手 を 

ひきて 伴 ひ 行く手 引み-かく 0 

〇 うち は へ て な が /ヽ "/Jo 

0 子の 日す ，つ }±^月子の日に小松 

を 引き 若菜 をつ む 迸 、びへ、 J  をす る 

〇 六帖題 古今 六帖の 中の 題 を ％- 

つ て； やる こぐ， -0 


〇 こ を あらみ 籠の 目 荒き 故に。 


子 B 

小 松原 手引の 絲 のうち はへ て 子の 曰す る 野に 千代 は へぬべし 

六帖 題に て 歌よ みける 中に. m 馬 

白雪の 庭に たなびく あ を 馬 は 空の みどりの 名のみ なりけ り 

若 茱 

尋 ぬれば 雪 まの 若菜 七 種の たからよ りこ そえが たか り けれ 

緣 なる 野邊の 若菜 を 七く さに 誰か はわ かむ 雪の したもえ 

少女 子が 飼屋 きよめし 玉 帚な ほ 雪 はら へ わか 菜つ む 野に 

朝 菜つ む 野邊の 少女に 家と へ ばぬし だに しらす あとの 霞に 

けさ 消えし 垣根の 雪の たまり 水 野澤に 似た る 若菜 をぞ つむ 

雪 を わけ 冰を くだく 手閒 をのみ 摘みし 若菜 は 手に もた まらす 

河 上に 洗 ふ 若菜の こ を あらみ もる を 拾ふぞ つむに まされる 

春の 歌と て 

古寺 はか はら や 先にと け ぬらむ 雪の 玉み づ 軒端 もるな り 

昨日け ふま やの 軒端の 雨 まじりあ まりなる まで 雪の 玉 水 

隙 も 見 よ 櫻 もなら ベ とば かり に まづ 散り そむる 春の あわ 雪 


〇 はつねな 一木 「はつねの」 


〇 うすく や I 本 「うすくぐ」 

oft い 


〇^«津の宮ゐぃっょりか I 本 「高 

络 のお 木 このごろ は」 

C あし 火 も 一 木 I あし 火 を」 

cte- になり し 一 本 「なして」 


0 便り を まつの I 本 「まつ VJ」 

〇 くらぶ 山 山城 EI 暗部 山。 

〇 さほお 佐 保路。 

〇 しきた へ ぉ牀に^K<ものo 

晚花篥 春 歌 


鬵 S はつね をけ ふの 玉 は、 き翅、 ぞ雪を はら ひいでて なく 

若菜つ む靑っ ら こに まつ はれて 聞かば やと 思 ふ 野べ の s^! 

かり 衣 梅に やどせば 朝 ほらけ 袖より いづる 鶯 のこ ゑ 

か はたけの 綠 はふち と 見えながら こ ゝ をせ になく 鶯 のこ ゑ 

鶯 のこ ゑす る 竹 は 折ら じと てうすく やか 、 る 春の 沫雪 

おきいで ば騷ぎ やする と 驚の 聲ゅ ゑいと、" 朝い をぞ する 

梅 

古の 高 津の宫 るいつ よりかな にはゐ なかに 勻 ふうめ が 香 

難 波 女が 小屋の あし 火 もた きものの 煙に なりて in- ふ 梅が 香 

難 波 hi の 玉藻の 牀に ふす 鴨 も浮寐 さむべき 梅が 香、 ぞ する 

浦風の 便り を まつの あなたより 遠 さと 小町の けさのう めが 香 

くらぶ 山 闇 S 現 もさ だかなる しるべな しゃ は 夜半 の 梅が 香 

くらぶ 山图を 便りと ぬすみい でて 風の もて ゆく 夜半の 梅が 香 

梅が 香 を さほ ぢ はるかに 送りす てて 柳に かへ る 春の 河 かぜ 

鶯の閨 の ものと も 定まらす 我がし きた へ の 夜の 梅が 香 

一 m 一 


晚花集 春 歌 


四 一 I： 


〇 しづ枝 下 枝。 


〇 おも かゆ 似た る 云々 一 本 「池 

の 柳の か； に 見えつ 、」 


〇 柳が 枝 一本 「柳が 末」 


〇 に はよ き 海上の 波 かなる 一 

£。 


梅が 香 はお ほろ けならぬ 春の 夜に たがなら はしの 霞む 月影 

梅の 花 人のと がむ るう つり 香 も しづ枝の 露の きせし ぬれ 衣 

豆國三 島の 社に 奉りけ る 百 首の 歌の 中に 

かざす より 頭の 雪の かくろ へば 老も 若木の 梅の 花が さ 

山鳥の 其のし だり をのます 鏡お も かゆ 似た る 池の あ を やぎ 

か ， ればぞ 色 もまされる 春雨に あはす ばな に を 玉の を 柳 

0 應 

白雪の ふるさと 遠く ゆく 臈 もみち しる 駒の あと やなら へ る 

ゆく 鳴に くるつ ばくら め 逢坂の 關 とやち ぎる 天の 岩 門 

秋風 を 柳が 枝に ちぎりお きて 行く や このめ も はるの 臈 がね 

ゆく 雁 を 送る とすれ ど 天つ 風え や はふき 折る 靑柳 の絲 

きさらぎの 空 ふく 風の 霜 をお びて ありし^ 寒に 歸る 鳩が ね 

さえ かへ る 月 は 腿 ゆなく/ \- も斶ぞ 別る ， きさらぎ S 穴ェ 

か へ る膈 あと はした へ ど 白山の ゆきみる ベ くもなき 雪路 かな 

空の 海の 汐は 霞の たちみち て 春 はに はよ き 鳴の ふなみ ち 


〇 かすめる ま  >  に 一木 「そらに」 

〇„ ^の 玉づさ 臈 GI 列み-文字の 

I 行に 見立てい ふ。 「 I 行の 履 や 端 

山に 刀な 印す」 (薛 村) 

〇 みかり 野に 一本 r 春の 野に」 


〇Y- たち 一 本 「みかり」 

9.- たち «5 狩の 時の ため 鳥の 集 

まる やうに 草 むら 又は 澤 な，) J を設 

けたる 處 or み かり 野 は かつ ふる 雪 

に ラ づ もれて ミ た ち も 見え ゃ荩が 

くれつ こ 


〇 くもりな く 1 本 「くもり 日の」 

晚花集 春 歌 


歸る さは ことえり すらし 玉 $5- の もじ すくななる 卷の應 がね . 

春霞 かすめる ま、 にかき すてて 讀 みもと かれぬ 臈の 玉づさ 

唆かぬ まに よし ゆけ 花 は あだ ものの とても 常世の 膈 にかな はじ 

常世に は 又も か へ らぬ浦 島が うらみ も ある を 舂の臈 がね 

难 

旅に して 妻 ご ひすら し片 岡の 雉 も かれ 飯の ほろ ゝとぞ なく 

旅人に 宿 かすが 野の 草 まくらと もに 朝た つ 維の こ ゑ かな 

みかり 野に こぞのと だち の 跡と へば 妻な き 雉の 聲ぞ 悲しき 

住 吉の祠 に 奉りけ る 百 首の 歌の 中に 呼子 鳥 

住吉 のな ごしの 岡の よぶこ 鳥な にに よる ベ き 海人の 釣 舟 

春 駒 

荒れ まさる 心 こ はさ もしら ま 弓 はる は とられぬ 安達 野の 駒 

0 火 

ふる 草は螢 のた ねも殘 りなく 春の 野火と やまだき 燃 ゆらむ 

春 雨 

くもりな くめに こそみ えね 春雨の ふる か 朝け の 風の 露け き 

.  】 四 II 一 


〇 小雨 ふ るな り 


晚花集 春 歌 

本 riES ぞふ 


〇 み士 口野の I 本 「士 〔野 山」 


〇 い V.- ひつる かな 

べき かな」 


本 「い-/」 ふ 


.  1 四 四 

おひ そむる 草葉 も 夫-はか かれと て 風に 靡きて 小雨 ふるな り 

春 さめの いとの 日 をへ てた まれる を ひき もえ やらぬ 庭 たづみ かな 

雪 はけぬ 今 いくか ありて 樱花 さかむ とか 見る 春の 山守 

ゆく 臈を 共に そむきて 山 ざ くら 花 はみ なみの 枝い そぐな り 

士 口野 山 ありて ふ の聲 より はさく らぞ 四方の 音に きこ ゆる 

あまの すむ こやと もっけよ 蔬 垣の よし野の 花の 春の 山 もり 

み吉 野の たかき の 櫻 世 はなれて 獨り にしまぬ 花の 白雪 

弓の 中の かつら を そめて 山 徵 をら まく ほしき そらの 1 えだ 

よも 山に あく がれぬ ベ き 此の頃の 心お ちゐ るい へ ざ くら かな 

坂 はみ ちゆく 人 もた えに けり 志 賀の巾 越 はなになる より 

宫木 もり ありし 昔 を 思 ふに も 盛り 戀 しき 志賀の 花ぞの 

ほりう ゑし 该さ へ 花 を まつ ほど はな ほ 遠山の 徵 なりけ り 

櫻 色に ころも そめて は 春風の 袖 ふく を だに いと ひつる かな 

山風に みねの かすみ は 消えす とも あな 賴 みがた 花の しら 雲 

^契冲 が もとよ リ 庭の 樱をリ てお こせた るに 


〇 山人 一 本 「山つ V こ 

〇 まれに あ ふの «  木の 故 

に -/.-り入れた--阿含經「佛 

お-諸 比丘？  St- 如 T 大 一 ^中 有-  -fi 

fe?  巧 年 一 逼出レ 頭 。浮 

^1 木？ 正お- _ 孔？， 一流 海 一ぬ？ 

隨レ流 東 so 盲 年 I 出 G 得 

此孔？ J 


0 花 も 根に かへ る 花の 改る 0 


三吉 野の. E 人 とても 何 か あらむ た 5f この 花の ひと 枝に こそ 

まれに あ ふ 浮 木 や これと 櫻 花 かめに 插 しても あかす 見る かな 

花 ii 驚と いふ 心 を 

たった 山 櫻に うつる 鷲 S 今ぬ ふ 笠 はく もの きぬがさ 

0 花 

さきの ほる 峯の 限りに なり ぬれば 花 も 悔い ある 山お ろしの 風 

春の よの 夢に くらぶの 山 櫻み はてぬ かたは 花ぞ まされろ 

櫻が り 雨 はいと はぬ 木の もとにう たて 雪 ふる 花の あらしよ 

鶯の 人く となき て たつ枝の 花 さ へ ともに さわがす もがな 

くちなしの 色 こそみ えね 風 ふけば 雪け になり ぬ 花. S 白く も 

山 ざく ら何ぞ は 花の あだ ものと 惜しまぬ 風 や ふきに 吹 くらむ 

誰かう き あだにう つろ ふ 花の 名のた つに とが ある 春の 山風 

櫻 花 ひとの 恨み を こき まぜて 木陰の 雪.  ぞいた くつ もれる 

花 も 根に か へ る を 見て， ぞ木 S もとに 我 も 家路 は 思 ひ 出で ける 

0 

思 ふ 人す むと はなしに さ 蕨の をり なつかしき 山の ベの 里 
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四 六 


一 ひなき 名 藤 を 淵の 意に ミる 


〇 藤の 花 か、 れる 一本 「藤 G な 

み」  . 


〇 井手 山城 國緩 富邠" 古來 山吹 

の 名所- A- して 歌に よまれる。 


〇，：5^ 川 今の 木： 川。 

〇 かせ 山 鹿,；^ 山。 山城^ 相樂郡 

木：^^町の東方リ 


武藏 野の 草の はやま も 春 はま だ ふもとの ちりの 下 わらび かな 

雨中 苗代と い ふ こ >f ろ を 

天の川な はしろ 水に ひけと て や ふる 春雨 は絲に ゆらむ 

藤 

むらさきの 初 元 結の めづ らしく わがみる 藤 は 花 かづら せり 

高 砂の 松の 藤な み暌 きしょり うら むらさきの 鶴の 毛..^ 

底 ひなき 名 をぞ賴 みし ふぢの 花 あだ 浪 たちて 散らむ とや 見し 

つ k じ 

藤の 花 か 、 れる 松の かけに しも 黄昏 しらぬ 岩つ  > じかな 

山 ぶ き 

ちり ぬれば 悔いの 八 千度 かへ りこぬ 水の ゆくての 井手の 山吹 


夏 


%1 


首 夏 


花の 色に まだ そめ ざり し 白妙の はじめに か へ す 夏 ごろ も かな 

泉 川み づの 涼し さたち こめて 今日より 夏の ころも かせ 山 


0薛はら0大>^人 文 ザ マ-;.. 

帝の 大宮人 G 

きに けらし 「春す デて s き 

にけ らし 白妙の 衣ば すて ふ： 大 のか 

ク山」 (新 古今 三、 S 

〇$ぉ も： &の 一本 「春の」 


〇 かも 红 0 萆教の 口に ある ST 

鴨に かけ、 靑； 、を靑 羽 に かく 0 


〇 誰に ゆ づれる 

づ る」 


本 「誰に かゆ 
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衣が へ うき も 嬉しくなる ぱ かりや ま 時鳥け ふ來 鳴かな む 

卯の花 は 雪と ゆと もさむ から じい. さなつ 衣う すくた ちき ひ 

住吉 のきし ともい はじ 夏 ごろ も 今 □ しら 波の いそぎた たなむ 

三 島の 社に よみて 奉 リし百 首の 歌の 中に 

藤 はらの 火.！ 呂 びとの 衣が へ 夏き にけ らし あまの かぐや ま 

S 九十 首馱 よみけ る屮に 

け ふより は 霞 も 夏の すて 衣た が ひろ ふと か 見えすな るら む 

7i  T ィ 

春に こそお くれし 色 はふり ぬらめ 靑 葉の 山の はつ ざ くら 花 

小-ぐる まの かもの 靑 葉の やま 櫻 はるに かぎら じ 花の もの： は 

夏衣な ほ 山 さむく 尋ねみ む殘る さくらの 雪に あ ふやと 

なつのうた とて 

さくら 色の 衣 は 春に ほし はてて 夏 は みどりの 天の かぐや ま 

郭 公 

うぐ ひす の や まば 繼-ぐ ベ き 時鳥 誰に ゅづ れ る 初音な る らむ 

打ちと けて いっかき こえむ 時鳥う 0 花が きの ゆきのした ご ゑ 

1 四 七 
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四 八 


〇 程 すぎて きく 一 本 r ミふ」 


0 めさ まし 草 目 を さます たね V- 

なる もの 0 又 の 異名 0 

〇 こふる 一 本 「ううる - 

〇 深荩山 山城 国 京都 伏 見 VJ の 

中閒 Q 

〇 しでの 山 死 出の 山 0 ほ-、. - >  r 

す は 冥途より 來り 鳴く ミ い ふ俗說 


卯の花の 雪の かきねの 冬 ごもり 思 ひかけ ぬ を はつほと 、 ぎす 

去年の 夏 聞き も ふるさで いと 、" しく 今年 またる ， 時鳥 かな 

百千鳥 さ へ づる 春に あらそ はで 遲れ てま さる ほと ， ぎす かな 

まち またぬ 人 わき もせぬ 時鳥 この 里な かに もらす 初 こ ゑ 

ほと、 ぎす 程す ぎて きく 我が 宿の けさ の 初音 や よ そ の ふ る聲 

こ ， にな ほ 聞き ぞ おどろく 時鳥 ひとのみ かどの 玉の ひと 聲 

寐覺 してきく はきく か は 時鳥よ ひより 待ちし あかつきの 聲 

宵ながら あけ ゆく 夜半の 時鳥 こ、 ろ 長く は 待た む もの か は 

郭公 あやめの 枕と ひこ かしう とき も 折に よるの 1 こ ゑ 

郭公ね ぶりの 森の 深き 夜に めさ まし 草 を こふる ひとこ ゑ 

夏の 夜の 深 草 山の 時鳥 ふしみ の 夢の あとに なくなり 

しでの 山 くらき をいで て 郭公な ほさみ だれの 闇に なくなり 

たちばなに ねての 朝け S 時 烏う つり 香 こく も勻ふ ひと 聲 

時鳥 こ ゑの ひ 、"きに ゆく 雪のと まると 見れば 村雨の 空 

浮 橋のと だえ はてざる 夢の 跡に と 5r ろき 殘る ほと ， ぎす かな 

桂き る 斧の ひ  >  きの ほと ， ぎす 月に 聞え て やまぬ 空かな 


C まつち 山 紀^ ^0大 和 國を 限 

る 0 今 SK 伊！ Kia? 木 町の 東 0 

〇 おは.、. -めゃ 一.^「£ めつ」 

0 も，.' ろかす 一 木 r ミ ,， ろ か せ」 


〇 や，：；：、、〕 ミに 一 木 「や ク- 、に」 

〇©^ の 池 京都市 G  に .rr い 北 

にある。 古来 Si 人の 毎お 月 を 賞せ 

し 所。 


C 妻 にゃあ るら む 

ちね」 


本 「や は あ 


〇 水级を 一て きく 一  本 「さ 苗-/ J る 

ちむ」 


ゆき やらで 今 一 聲を まつち 山 紀の關 となる 時鳥 かな 

誰 故に 車 はとめす ほと ゝ ぎす と  >  ろかす のちの 一 こ ゑ 

あしび きの 山 も ふた 、 び 塵ひぢ のさ わぐ までな く 時鳥 かな • 

さっきの 0- ほひ！^ 時鳥のと もに なき あ ひたる を 聞きて 

時鳥 山と し 高くな のる より 麓に なりぬ うぐ ひすの 聲 

あやめ 

都人 やど ごとに ふく 菖ー， t さ へ 刈る あと 見えぬ 廣 さはの いけ 

け ふさへ も 難 波 S こやの かくれ 妻 あやめ は 蘆の 下葉な りけ り 

菖蒲 ふく 軒の I 下 を いづ くより ながる と 思へ ば 淀の さはみ づ 

今日 こそ はかくて ね もみれ 萬 蒲 草 あす はかれな む 妻 にゃあ るら む 

春 駒の 昨日 は あれし 澤邊 よりけ ふ ひかる、 は菖 一： 怵 なりけ り 

早 苗 

暇な き 田 子の 身 をし る 雨の 中に しひて いく 日の さ 苗と るら む 

よ を こめて 急. ぐけ ふだに う ゑ はてぬ： t: 田の 里に 水 鷄をぞ きく 

五月雨 

みっし ほも爭 ひかね て 流る めり 堀江の みづの 五月雨の ころ 
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五 〇 


Ovj もしから や も 十分に „ 


〇 よが は をせ むる 夜 川魚 を 漁り 

りたて る 0 

OiS 火よ I 本 「紫 火に」 


〇：a^ 引の 絲 寒 S の： 炱 にあがりた 

る を絲に ひいた もの 0 

〇 からむし 芋 麻。 

OA- こ 世 物 &d ば 常世 国より 産す 

る"、. - いふ 傳 へ による。 古^5_-記、 砷 

代卷 「多 遲 麻毛现 P 常世 国？ 令レ 

求， 一登 伎 十 R 能迦 K 能 木實ご VJ あ 

る 0  VJ きじ < のかく のこの みは！^ 

の をい ふ 0 


〇 おちて 石 VJ も 

石ミ」  - 


本 「おちても 


照 射 を 

鹿 まつと 山に あかして 時鳥と もしから す も 聞きし 夜半 かな 

五月 山 星の 林と なりに けり 幾 そのせ なかと もし さすらむ 

鵜 川 

ふす 鮎の よが は をせ むる 篝火 よね 鳥 は 矢 を も 射す とこ そき け 

夏 九十 首の 歌よ みける 中に . 

篝 火に かねて 奈落の そこ もみつ よ 川の 水の おちあ ひの 淵 

鵜 飼 舟 この 世 はかくて わたり 川沉 む後瀨 のみ をい かにせ む 

さ 苗 だに まだ とりあ へ ぬ 山里に かりほす 麥 9 秋 はきに けり 

五月 山う の 花 月夜 まだよ ひの かけと 見し まに 峯の橫 雪 

夏 引 S 絲をば ひるの 長さに て賤 がから むしよ るぞ ほどな き 

たち 花 

古 を 忍ぶ ねざめの とこ 世 物 をり あはれ にも 蒸る 夜半 かな 

螢 

あまつ 星お ちて 石と もなら ぬま やしば し 河 邊の螢 な るら む. 


o 宿 をせ むらむ 一本 「むすら む」 


C 白？ の 歌 「みや， ひ を./」 我ば！ S 

け る を 宿贷 さす  一 を 歸 せ り お ぞ 3 

みや， ひ を」 (萬 葉 集 二) の 股 化 

〇 ぉぞの たはれ 痴 鍵の 数れ。 

〇 ひわり 戶 千 割り 戶か 0 


〇 うは ひも 上 


〇 汗ば I 本 「汗 を」 
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夕立の は 山す ぎに し 木づた ひに またし ぐれ ゆく むら 蝉の 聲 

紋遣火 

をり ふしの 暑さ だに 猶 苦しき を 又 蚊 遣 火の，：； 9 をせ むらむ 

蓮 

白露の やどかりぬべき 蓬 葉に お、 ぞ のた はれの 池の 夕風 

夕立 爲兼 大納言の 體 になら ふ 

ひわり 戶の板 まも やがてし めり あ ひぬ 夕立 雨の 風 さき 3{  伯 

夏 九十 首の 歌の 屮に 

紀の海 や 南 を 夏と てる 日に は 海 士の手 かけぬ 鹽 もやけ なむ 

五月雨 はみ な 淵と 見し ほど もな く 細 川 山の 日 ざ かりの 穴 H 

うは ひも を鮮 きあけながら 暮 して は 夜 も 閬の戶 ささぬ 顷 かな 

袖 毎に 扇ば かりの 動きつ 、草木 は 風 もみえぬ ころ かな 

泉 

日 ざ かりの 道 ゆきなやむ 岩が ねに 死なぬ 藥の 山の 井の みづ 

むすぶ 手 の ひ づと思 へ ば 立ち か へ り 淸水ぞ 袖の 汗 は ほしけ る 

夏衣む すべば さ ゆる 袂 より あられた ばし る 水 S 白玉 

1 五 1 


,M 花 第 秋 歌 
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〇 さほ 虱 大和 作， 保の あたり を 

吹く 風 0「 わがせ こ がきる きぬ 薄し 

佐 保 風 は いたくな 吹き そ 家に いた 

るまで」 ハ) 

〇s はらへ 六 Ri^o 


桐の 葉の まだお ちそめ ぬ 夕風 も 板 井の もとは 先づ ぞ 秋な ろ 

三 鳥の 社に 奉りし 否 首の 巾に 

この頃 は淸 水に 人 をと めさせて もる 人ぬ るむ せきの 岩 かど 

水邊秋 涼と いふ 心 を 

さほ 風 は 今 さ へす、 W し 夏衣 ひも ゆ ふか はに 千鳥な くまで 

夏 はら へ の 心 を 

ゆく 水に あっさ 流す とせし みそぎ 神 はう けたる 川風 ぞ 吹く 

住吉 の濱邊 のみ そぎ くれゆけば 松 を 秋風け ふより ぞ 吹く 

す 、v か 川せ  >  に 流せる すて 衣い せ をの 蟹ゃ騎 しつら む 

しくら 川せ  >  に祓 へて わがなら ぬ^ 飼が 罪 もけ ふは殘 さじ 

夏 九十 首の 中に 

八 百 萬 神 も をし かの み  > と 川 ふりたてて 聞け け ふの 御敢を 


秋た つ こ V ろ を 

夏衣う すきもの とも 知ら ざり し 快お ほ ゆ る 秋の 初 


〇 たち かへ る I 本 「たち かふる」 


〇 我が ひ- A- りね の 

ある 人の」 


0 ゐぐひ 坂 杓。 


本 「ひ VJ り 


03 七夕の 夜 綠女星 VJ 相 逢 ふ 

さいふ 男性の ffio 

〇1&： あ ひの 空 ヒ《^lpタの空o 牽 

牛錢 女の 二 星の 相 <w する 夜。 


晚花集 秋^ 


秋と きく 風の 使 はけ ふたち ぬ 今い く 曰 あらば 初^の こ ゑ 

春が すみ 夏の 衣の ころも へ す 又た ちか へ る 袖の はつ 風 

みにしみて 心に ぞ しむ 涼し さに 悲し さたぐ ふ 秋の はつ かぜ 

ならしつ る 扇 を 霜に おきかへ て 衣と りいだ す 秋の 初 かぜ 

せば 布の 胸 あ ひがたき すきまより 身に しむけ ふの 秋の 初 風 

1 葉ち る 秋 やき ぬらむ 春風の あと 河 やなぎ また 動くな り 

ゆく 末の 夜寒 を かねて 身に ぞ しむ 我が ひとりねの 秋の はつ 風 

川邊 の：！： 十 秋と いふ 心 を 源 仲 正が 體 になら ふ 

河 風に うは 毛な びきて 鴦のゐ るゐぐ ひの 柳ち り そめつ はや 

七月 三 口 初 月のう た 

夕まぐれ ほの 見る からに 悲しき は 西 こそ 秋の はつ 月 の 影 

七 夕 

彥足 のこぬ^ つもりし とこ 夏に け ふちり はら ふ 天の河 かぜ 

天の河 こなた かなたの 妹 S= 山け ふ 崩れよ る M あ ひの 空 

船よ そ ひ 橋 わたす まも 待ちう きに 天の河に は 浮 木 や はなき 

にぎた へ 衣 や はら かにぬ る程ぞ なき 年の ひと 夜 は 

1 2 
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五 四 


0 打ち はへ て 長く 緩き て。 

〇 そらた き 空繁 0 来客な である 

時、 ま、 づ その 座 敎に番 をた きしめ 

て 5T- ふやう にす る こ VJ  0 


〇 つまなら やして 

り 外に」 ！ 


本 「つまよ 


〇 わせ 早稻に 我が 背 を かく 0 

0 いなのめ 夜 あけ 方。 

〇 はし n  ST 磨の 一種 Q 

〇 いぬか ひ 星 牽牛星、 彥星 0 

〇 梶の葉 古、 七月 七夕、 之れ に 

歌な $j かきつけて 栩梭 なまつ る。 


〇 かさ  >  の！ g 七月 七夕、 ^牛 

星 ミ錢女 星 V」 相 会 I する 時、 0.^0 

を竝べ て 天の河に 互す <ヒ い ふ 想像 

上の no 

〇 いさご 眞 ゆ？ リ 


あ ふこと は 天の川 瀨の 水引の いと 打ち は へ てながく たえせ じ 

棚 機の つま 待つ 宵と 常より は そら だき ものの あまの かぐ 山 

天の川 年の わたり を まつ 程 や 早くな がれぬ 月日な るら む 

棚 機の こよ ひ 待つ 夜のお もひ寐 にわた ると けむ 橋ぞ 其の 橋 

年に あ ふつ まなら すして 重ねねば 世 をへ て輕き あまの 羽衣 

かさ ， ぎの 行き あ ひの 夜半 は 更けぬ とも まだ. 霜お かじ 初秋の { 仝 

秋の きて 行き あ ひの わせ も 束の まに 早い なのめ の 天の河 霧 

かりにき て あ ふ は 逢 ふか ははし 鷹 のい ぬか ひ 星 も薆き 名な りけ り 

天の河 ゆ ふ 波ち どり 梶の 葉に わが ふみたら む あと は そ へ なむ 

紅の ころも そめても かすべき を 紅葉の はしに あきの 棚 機 

棚ば たの 秋 さり 衣 わび 人 は 我が かたに こそから まほし けれ 

むかへ 船 八.； '瀕を かけて 漕ぎいで ぬと 妻に は吿 ゆよ 天の河 風 

天の： E うき 木 は 人に かさ 、 ぎ S 撟ぞ 我がた め いざわたり なむ 

心から 一 夜と かけて かさ 、 ざの. ち-かふる $1 のく いや 何なる 

1 年に 一 夜の かす も 積り て は 天の川 瀨 の いさごなる なむ 

海邊 七夕 


o か のより はの 橘 かさ 

ぎの M に 同じ 0 


〇 いは むら 岩 so 

c§ きぬ- 

る  翌  so 


男女 相 貪した 


〇 みかへ て I 本 「身な ゆて」 


CtM が 花、、 つま は 鹿の 起き伏し 

て 親しむ ものなる より 鹿の 妻に 見 

なしい ふ 0 菽の 異名 0 

〇 渡る 錦 も I, たった 川 もみ ぢ亂 

れて 流る めり 渡ら は 録中ゃ 5g えな 

む」 (古今 五、 教下) 


彥星； と 棚ば たつめ の ふた 見が た 稀の みるめ もよ るの 5i 波 

七夕 別 

かさ 、 ぎのより はの 橋 も 別れ ぢの空 さそ ひゆく 朝 がらす かな 

棚 機の 心細 さも さぞな ゆに かしつる 絲の わかれ 路の空 

天の河 別れに そ ， ぐ淚 もて 其の いは むら はけさ も染 むらむ 

六帖の 題に てよ み 侍りけ る 歌の に、 七夕 後 朝 

あけ ぬれば 咋 日の 暮を 棚ば たの 願 ひの いと もとし やか くらむ 

草 花 

かゆろ ふ も暮を こそ まて 朝露に いのち かけた る 朝が ほの 花 

露のお くつ まとし るく 女郎花 虎に みか へ て ぬ ベ き野邊 かな 

秋 萩 も 今 は ほり 植ゑじ 宮城 野 は 千 さとの 道に 人な やみけ り 

さ を 鹿の 戀 はしる しのせ 2 城 野に 今ぞ ひもとく 荻が 花づま 

ま^^原花ふみしだきさを鹿の渡る錦も中ぞたぇゅく 

小山 田の かりほの 庵の 夕 露にから ぬいね つむ 秋 はぎの はな 

玉 川に にしき あら へ る が 花 また ぬれ 色 を そふる 朝露 

月 草に 色 どり きつる かり 衣う つれば か はる 获が はなす り 


晚花集 秋 歌 


五 五 


晚花集 秋 歌 


五六 


〇 ます ほの 絲 赤き 色の 絲 0 薄の 

稳を 比べて いふ 語。  ，. 


〇 さが なら ひ、 なら はし 0 


花 一 S ます ほの 絲に ひき くらべ みれば 秋 はぎ いづれ ともなし 

我の みや ほさぬ 袂 とわび ぬ れば 尾花が 袖 も 露の ゆ ふぐれ 

たまし ひの 入 野の 薄 はつ 尾花 わが 飽 かざりし 袖と みしより 

野 花留人 とい ふ 心 を 

招きと めつな ぎと  >  めて 秋の 野の 尾花 葛 花道 も ゆか さす 

六帖 のうた にまめ なれ どよ き 名 もた たず 刈甍 のい ざみ だれな むし どろ も 

どろに とよめ る 同じ 心 を 

刈； > 一：： 一の とてもよ き 名 はたた じと て 人 見の 岡に 亂れ てぞ ふる 

刈董 に 我が身 はなり てよ しさら ば 亂れぬ 草の ならむ さが 見む 

夕まぐれ 野 山の 蟲の聲 々は ひぐ らしに こそ 催され けれ 

はかな かる 命 を 露に かけながら 名のみ 千年の まつ 蟲 のこ ゑ 

百舌鳥 

はじ 紅葉 色に や もす のうつ るら む なれし 尾花が 袖 を かれ ゆく 

鶉 

時鳥 ひとの 秋に は あは づ 野の もりの-下草 うづら なくなり 


〇 鹿 なれ や 一木 「さみ-鹿 や」 

〇 あらち を 荒 男 0 

〇 かる 矢 はもれ て 狩る 矢 は 免れ 

て 0 


〇 打 出の 濱 近 江國 逢坂 山の 東。 


晚花集 秋 歌 


秋获に すれる 衣 をに しきに て 行く 故里 は うづら なくなり 

鹿 

春 曰 野に 秋き て ればさ を 鹿の つの はみ かさの 林な りけ り 

妻 ご ひに 身 を も 惜しまぬ 鹿 なれ や 神が き 山 を こえて 鳴 くらむ 

あらち をの かる 矢 はもれ て 今更に 戀 にしぬべき さ を 鹿 S 聲 

秋 風 

玉と ちる 露 さ へ 手に は とられねば まして 目に 见 えぬ 野氣 S. 秋風 

ふく 風の みに しむ 秋 はこ もりつ ゝ ぬ もの 悲し 此の頃の そら 

秋 夕 

くれはてて 日 かゆに 月の か はる ほど 秋 は 萬の も のぞ 悲しき 

霧 

朝 嵐の はけし き 山の 麓 川と なせ は 霧 もの ほり かねつ ， 

關 こえて 打 出の 濱に けさ みれば 近 江 は 霧の 海に ぞ ありけ る 

月 

秋の 水 天の川より まづ すみて 洗 ふか 月の ひかり まされる 

てる 月 も 秋の 今宵の 名. M り 川數さ へ 見 ゆる 瀨々 のう もれ 木 

一 五 七 


晚花集 秋^ 


五八 


0 廣潭の 池 山城^ 嵯峨の 北 Q 古 

來 都人 贵賤 VJ もに 毎 秋 を M せし 

〇 吳 竹の 云々 竹 • 取 物語の 故事 0 


〇更 科の 云々 「我が 心 慰め かね 

つ 一史 科 や 捨出 に て る 月み- み て」 

(お 今一 七 雑 上) 

〇 なぐさの 耙伊 H 和歌 浦の 南 

界 0 


〇 高ま，〕」 の 山 大和 上 邵高画 

1 名圆形 山。 SI 武ー 帝の 離宮 ありし 

所 0 

0 なぎた る 一本 「はれた る」 


秋 も 秋と ころも 所 廣澤の 池の もなかに 澄める 月 かゆ 

浮 雲 を こよ ひの 空に なで はてて 袖 さやかなる 月の 宮人 

吳 竹の もとの 光 も かく ゃ姬 みぬよ お ほ ゆる 月の かゆ かな 

雪 はら ふ 風の はふり よさ やけさ も 誰が なす 月の さらしな の 山 

更 科の 山 もお も はす わが 心なぐ さの 濱に 照る 月 をみ て 

あかしが た 夜 舟， ：- ぎ いでて 心さ へ 繋ぐ かたなく みつ る 月 かな 

久方の そらに 煙の はる 、夜 は 月の みやこの^ 釜の 浦 

夕な ぎの 浪閒に いでて 浮 島 も 月に ぞ あそぶ しほが まの 浦 

宮人の むかしの 袖 も 月の 夜 は而影 あそぶ 高ま どの 山 

須 磨の 蟹の 衣と 11 の 板び さし まばら あらそ ふ 月の 夜半 か， な 

雪 も なくなぎ たる^ 半の 風の 上に 月 はあり か を 定めて ぞ すむ 

浮 雪の 衣の うらに あた ひなき 玉と 見えても か ， る 月 かゆ 

天の原 月の みやこの 高殿 はよ る さ へ うち 日 さす かと ぞ 見る 

空の： IS 千里 は 雲の 浪も なし 月の 鏡 をな ぐと しょり 

天の川 何 をう き 木と おも ひし は 流る ， 月の かつらな りけ り 

天の川 月と 鳴との 船 わたり くもでに 水の ゆく かと ぞ見る 


〇满 ち ひの 玉 火照 命、 火^?!理<叩 

の 御兄弟で 爭ひ 火遠理 <5 叩 G 龍宮ょ 

h^得たまひしt»盈^,„^、 镜乾 珠。 


〇 只 一つら 一 本 「す； 0」 


晚花集 秋^ 


海邊 =: とい ふ 心 を 

ゅふ汐 S 曉ぉ ちて ゆく からに 満ち ひの 玉と 見 ゆる 月 かゆ 

前懷舊 

月 かけに 夜 わたる 腊の つら て も 我が 數 たらぬ 友ぞ かなしき 

下弦 月 

すざぬるも^！及ばぬに似たるかな弓はり月のぁりぁけの穴ェ 

0 

秋風に 峯の くす 葉の か へ る山歸 ると れば きぬる 雁が ね 

故里 を 秋 さり ごろ も 春 かけて まてと や 鳩の たのめき ぬらむ 

ぬし もな き 野 山. S 錦 とりも 著す あはれ にも あるか 衣 かりがね 

朝ぎ りに ぬれし 翅 やさむ からむ 重きが 上の 衣 かりがね 

空に ゆ ふ 草の 枕 も はつ 霜の あかつき おきや わぶ る臈 がね 

爲 兼大納 首の 體 になら ふ^ 

遠き つら は 只 一 っらに：：5^んし膘の近づく空に數ぞゎかる ， 

秋 S 

いと 5, しくき ぢは 越路を 隔てつ ゝ膈 がね またぬ 室の 早 わせ 

1 九 


晚花築 秋 歌 


一 六 〇 


〇 まつち の 山 故 多 あれ (； J も紀伊 

同 北 m 大和 の 垸紀州 橋 木 町の 

東。 


〇 藥玉 々の 料 を 人れ たる 袋 

を せ， ま し て 装飾 を 施し その 下に E 

色の 絲 み-垂れ たる もの。 昔時、 往 

なでに かけて 不^ を 拂ふ具 す 0 

〇SF もて 云々 菊の雜に16くゃ1^^な 

飲む-/」 壽 命が 延びる V」 いふ。 

〇 き 、びの 酒 き、 びに て瞰 造せ る 酒 


〇 ま さ り箪 ^の 異名 T す ベら ぎ 

の 萬 代まで に まさ り iiif た ま ひ し 種 

を植 ゑし 菊な り」 (寛 平 菊 合の 歌) 


り 


つ さほの 山 大和 S 奈良 市の 两„ 


土ォ 鳥とば 田のお もに 咋日 こそ 早苗と りし か初應 のこ ゑ 

禱 衣 

ふ る 衣き なら の 里に と き あら ひま つちの 山の 秋ぞ ふけ ゆ- 

菊 

きせ 綿の なご やが 下に 誰と ねて 紐と きぬら む 菊の は. つ 花 

藥 ffi の その. 緒ぬ きかへ 菊の花 かづら につく る 今日 もき に 一 

t 卞 もての ぶる よは ひの 萬 代 をお のが 名た ， る 菊の花が め 

あら ひこし 細 谷川の 菊の 香 も くみてお ほ ゆるき びの 酒 かな 

長月の 夜寒 しらする 雁の 聲 きくの 離の 今朝の はつしも 

此の 後の 花や は あらぬ 菊の花う つろ ふからの 色 をた のまば 

色 はな ほ 移ろ ふから に まさり 草 秋 をお きたる 花 S 初し も 

U 葉 

棚ば たの 手に もま さりて 立田姬 おる は 千 はたの 錦な りけ り 

たつを だに 惜しと いひけ む 唐に しき 野 山に すつ ろ 秋の もみ ぢ葉 

そめて ほす 秋の 時雨の 露の まに いっか 千 入の 峯の もみ ぢ獎 

鳴の^ さほの. H 邊を こえし より 峯の 木の 築 もこ がれ そめて き 


〇J8 に 一本 「み，〕」 り、/ こ 


〇 三 室の 山 大和 市 ss。 


三 島？ 社に 奉りけ る }ni 首の 欲の 中に 

夏木立 一 っ綠に 見し 山ん 秋 はいろ くの 峯の もみ ぢ葉 

契冲が 出せる 題に て 紅葉のう た あまたよ ませけ る 時、 鄰家 紅^ 

IS こえて ゆるさぬ を ひく 少女 子が： g の 色に 似た る もみ ぢ紫 

秋 落 葉 

ちる ま、 に 山の 木の葉 はせ となりて 紅 ふかき 神な 小備 S 淵 

流れ あ ふ 時雨に つれて 神 奈慵の 山路 ふね ゆく 秋の もみ ぢ 

うま 酒の 三 室 S 山の 秋の色に ゑ へ る 木の はは 今亂 るな り 

ふき 拂ふ風 もとが めす さも こそ は 紅葉に あける 神な びの 森 

募 秋 

秋 をのみ 惜しむ とすれば け ふ 更に 山の 錦 を 風の たつら む 

もみ ぢ葉も あす はたむ けむ. 神無月 今日 ゆく 秋 に 惜しむな 

月 まちて とだにい はれす 夕闇の 道なら で ゆく 秋の わかれ は 


冬 


初 冬 


晚花集 S 


晚花集 冬 歌 


い、 1 1 

丄ノ  一  I 


〇 ねぎ 事 願ひ^^s^„= 


〇 け ふ 

〇 冬 も 


本 「けさ」 

本 「冬 は」 


〇 あやまりの 一木 「あやまちの」 

〇 笠 取の 山 山城 E 近江國 境に 接 

す _> 京都市の 南東。 


〇 革の 上に I 木 「革の 上 は」 

0 玉き はる 枕詞。 いのち、 うら、 

世に 冠す。 

〇 下草 は 一 本 「下萆 に」 


もろ 神の ぬれて や 集 ふけ ふ より は 時雨の 雪の いづ も 八重垣 

神無月 世の ねぎ 事 はい ひやみ て 今朝より きく は 時雨な りけ り 

木の葉 だに ふりて 知らせば 神無月 そら はかなら す 時雨せ すと も 

霜と だに まだ 一 夜に はおき か へ ぬ咋 日の 露 やけ ふしぐ るら む 

しぐれ ゆく 雪 S 衣の ぬれ 衣に なき 名ば かりや 冬 もた つらむ 

人め さ へ 草 さ へ かれし 山里の まれの 細み ち 冬 はきに けり 

冬のう たと て 

しぐれつ ゝ 賴 むか ゆなき 浮 雲に 宿り かりがね 濡れて なくなり 

落 葉 

もみ ぢ葉 はふる も 誠の 雨なら す 誰が あやまりの 笠 取の 山 

山風 S さそ ふ 木の 薬 や 佐 保す ぎて なら S 手，： i: の幣 とち るら む 

殘 菊 

いにし 秋 を 忍ぶ の 草に ことよせて つむべ き 菊の花が たみ かな 

草の 上に 秋 見し 露 も 玉き はるう ちの 大野に むすぶ あさ 霜 

宮木野 S 木の 下草 は 冬の きて むすべ る 霜 は ゆきに まされり. II 


I タ SSTO まつや aV  くユ v)ss^y 尾 止に さ ゆろ いり あ ひの 鐘 

笹 の 葉に よるの 霜 ふる 山際 は いと if あきさ S 音ぞ さえ ゆ く 

山風の 寒き 岡べ の 朝 霜に うらう へ わかす 靡く しひの 葉 

冬 夕 

身に しむ も あまりに なれば 吹く 風の あはれ さめ ゆく 冬の 夕暮 

^ 代 

網 代 木 をつ ひの よるせ と 定め こし 冰 魚の 契りの 宇治の 河な み 

0 草 

冬 草に しひて はさけ ど 紅の あさ はの 野ら の なでしこの 花 

寒 農 

難 波 人み ぎ はの 魔の かれしより 寐 ぬよ ぞ 更に しゅさ 增れる 

かれ わたる 魔べ を 見ても 難 波 人 短き 夢の 春 やお ほ ゆる 

寒 樹 

小山 田に 冬の 夕日の さし やなぎ 枯れて 短き かけ ぞの これる 

冬の 夜の こ、 ろ を 

水底に うちぬる ばかり 寒き 夜の よもの 嵐； て 海と きこ ゆる 

晚花集 夂 、一敬  一六 三 


晚花集 冬 歌 


1 六 四 


〇 ぬの 海 琵 琶 湖 

〇 やすの 川 折 一江 sias 琶 湖に 注 

〇 あなし 川 大和 S 礎 城 都。 

〇 池に すむ 一本 「冬の 池の」 

〇 冰 にいた る 一 本 「似た る」 


0 つるぎ 羽 ⑩羽、 S ひ 羽、 いて 

ふお" §5 森の 尾の 兩脇 にある 羽。 


冬 月 

天の^ 水より いでて 水より はさむ きこ ほりと すめる 夜の 月 

白雪の 待ち いづる 友もうと からす 同じ 光の 山の端の つき 

白山に あへば 光 も 照り そ ひぬ こしの み 空の 冬の 夜の 月 

秋の色 はちぐ さに 見えし 野 も 山 も 一 つに あかき 冬の 夜の 月 

• の 海 や 中に かけし く 月 の^は 汀ば かり も冰ら ざり けり 

近 江より 朝た ちくれば たづの なく やすの 川 瀨に冰 りる にけ り 

あすか 川き の ふの 淵のう す 冰けふ は あやぶみなくて 渡らむ 

あなし 川 結ぶ 冰の つがね をに せ の 玉藻 もけ さは 亂れす 

池に すむ 名 を を しどりの 心より 冰ゃ いひの くち かたむら む 

霜 を ふむ 木 曾の かけ 橋 末つ ひに 冰 にいた る 識訪の 水う み 

す はの 海の 冰の 上に 荷 を 積みて 馬 を 舟と も 渡す 頃 かな 

す はの 海の 冰 のと ぢめ 此の頃 やつり せぬ あまの 岩戶な るら む 

水 鳥 

ゆく 水 S 早 顧に つれて 吉野川 岩き りと ほす 驚の つるぎ 羽 


.〇 しほの 山 さしでの 碟 甲斐 東 

山 梨 都 Q 

〇 ぅミ然 駿河 M 志 太 郡 三 保、 不 

二見、 久能、 大ハ介 G 諸 村に 互る 海 

ISO 

〇 ひれふり し 大作 狭 手 任那に 

使す る 時 その 妻 松 佐川姬 別れな 

惜しみて ひれふり し 故 isl-o 

〇 飛鳥 川せ になる 「世の中 は 何 

か 常な る 飛 烏 川 きの ふの？？ ぞ今 口 

は 瀬 VJ なる」 (古今 I 八、 雜下) 


〇 雪の 後に 

〇 した をれ 


本 「霜の 後に」 

本 「ゆきをれ」 


晚花集 冬 歌 


難 波 女 をお のがつ まと はな けれども きつ ， なれたる 浦の 水鳥 

千 鳥 

しほ Q 山 うちこえ きけば 夕 千鳥 月 もさし での 礎に なくなり 

さよ 千鳥 思 ふつ まに は- フと濱 の 天の羽衣 なれす とやな く 

須磨 人の 寐覺 のうら み 夜 を かさねお ふ を 苦しと 千鳥 なくなり 

ひれふり し 跡と ゃ松沛 さよ 千 烏お のれ， も 同じつ ま戀 になく 

思 ふこと あり そ W 千鳥し ら浪 のよ る を 寐られ ぬ ものと 鳴くな り 

飛鳥 川せ になる 恨みき かぬ 代 を 八千代と のみ もな く 千 烏 かな 

あられ 

山 かづら 玉の緒と けて 卷 向の あなし S 檢原 あられ ふるな り 

雪 

むら 鳥の ねぐ らい でても 朝 はみ の處 うしな ふ 夜半の しら 雪 

天つ 風 さえく らした る 名 殘には 水な き 空に 沫雪ぞ ふる 

白雪の 梢 ふりしく 夕より あめの こ ゑ やむ 高 砂の 松 

高 砂の 尾 上の かねの 雪の 後に ひ >  く をき けば 松の した をれ 

夕月夜お も ふに 殘 るかけ は あら じけ さや を かべ の 松の 白雪 

11、 £ 
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晚花集 冬 歌 


六 六 


〇 鳥 ど 一 本 「鳥ば」 

C 果てね る 一 本 「果てつ 


〇 小 野の 炭燒 小 野 は 山城！： 愛宕 

^0 西 は 丹 波 so 木材 薪炭の 類 を 

造りて 京師に 交易す。 

〇 行末 や 一 本 「行末 は」 


〇 あか 星 金星。 


驛 屮 雪 

ふ ろ 雪 のぬ さの 追風し る ベ する 道と て ゆかば 猶ゃ迷 はむ 

奢： 

天の川 星の ぬる 夜 はすくな きを 片 野に 鷹の あはぬ 日 はなし 

あらし 吹く 狩 場の 小 野の 草木より つかれの 鳥、 ぞし をれ 果てぬ る 

み 狩人 野べ のなら 柴 ふみしだき つかれの 鳥の たつ 穴モぞ なき 

みかり 人歸る 夕日. S おち 草ぞ 野べ _s き  >  すの 命な りけ る 

炭 窗 

み 山 木 は 落葉して だに あせに し を 又き り やつす 小 野の 炭燒 

み 山 木の 一 一葉み つばの 行末 や 今 もえ はつる 小 野の 炭 籠 

大原 やおの がう きに もこり はてす 又 寒さ こふ 稹の炭 やき 

炭 竈の けぶり を かけて 雪の 中に 一 筋 まよ ふ 小 野の ほそみち 

契冲 がよ ませけ る 冬の 歌の 屮に 炭-籠 li 纖と いふ 心 を 

をの 山に 炭 やく 賤の をだまきの 絲に煙 も よられて ぞ ゆく 

祌 樂 

日の かけ もま だ 夜が くれの 岩戶山 あか 星うた ふ 急がな む 


〇 に ひ KJi- まゆ 新しく  W りたる や：？？ 


0 こ し を こ，/ J し はか * 


晚花第 冬， 


贡 物に ひ 桑 まゆの しろた へ にみ くらの 山と 雪ぞ つもれる 

冬 梅 

鶯 のなかぬ へだて. ぞ猶 うとき 梅 さくお は 春のと なり を 

a 暮 

沛 島が 箱に や あけし 年なら むくやし くての み 又 ぞ暮 れ ぬる 

何 をして 暮れに けり ともなき 年の 心 恥 かし 慕 ひし もせ じ 

冬 はけ ふ 幾日も あらぬ 雪の 中に しひ て 折り つ る- 峯の ゆ づ る 紫 

新 玉の ， ) としを 今日に 果てぬ とも 明日 一て きくべ き鶯 のこ ゑ 

春秋の 別れに しひて 殘 しつる 淚 はけ ふ. ぞなき 菜て てけ る 

大方 はみ 冬つ きぬと 思 ふけ ふよつ の 時 こその こら ざり けれ 

荻の 葉に 半ばす ぎぬ と 驚きし 年 も ひと 夜の 使のう へ の 霜 

あすとき く 春 や 昔の 春なら ぬ 老いて はもとの うれしけ もな し 

風 まぜ. S 雪 も 穴 H にぞ ちり か はろ 年の いそぎ は 世人の みか は 

爲兼 大納言の 體 になら ふ 一 首 

ゆく 年 をお くりの 翅 雪に ぬれて 案、 きから すの 夕暮 のこ ゑ 

1 六 七 


歌 


蕭糸 


八 


晚花集 M 


〇 あり その 濱 富 山！？ r 近世 詞人 

の 言 0 


〇 ま >  01 下總^ の 歌枕、 ま 

ま は 今 市 川 町の 北 0 

〇ー 汲 川 涙の 多く 出る を 川に 譬へ 

ていふ 語 e 


戀 のうた とて 

音に S みきく  S 朝 霜 色 もな き 心の 何に うつり そむら む 

思 ふ 事い はねに こめて 洩らさす ば さて や 知られで やまの 井の 水 

白波のう ち いでぬ 程 は 思 ふ 事 あり その 濱 もな きさと やみむ 

高ま 山 身 はよ そに して 雲に いる 鳥 を 羨む 戀 もす るかな 

よど 河の 魚 も 魚に ぞま ざれす むひと り 世に 似ぬ 戀 もす るかな 

夕 煙たが 名 はたた じ戀ひ 死なば 身 を あだし 野に いひ はなす とも 

伊吹山 さし も かひな き ひ 草 もえての 後 は峯の 白く も 

しのぶる に 思 ふ 心 はかつ しか や 逢 ふに しか へ ば ま  > の繼橋 

淚川 わがみな かみ は 世と 共に 冰らぬ ものの なに 咽 ぶら む 

雲居に て 我 こえが たき 逢坂 をい はとの 關 とみて や 止みな む 

逢坂の 關路 まさしき 夢 もみす 志賀の 浦波う ち もね ぬ 夜 は 

よるとい へ ば ねられぬ 戀も故 や あると 夢 殿に こそき かま ほし けれ 

戀 しさの 猶 此の上に 增 りなば いかにせ むと か 逢 はです ぐ ら む 


〇 つれな きに I 本 「つら けれ は」 


〇 名 取の 川 名 •  取 都。 歌枕。 


〇 渡る 一木 「いく 夜」 

〇 木幡川 山 《a 字 治 都. >  宇治川 


晚花集 歌 


こ 乂ろを 

ぅかれ烏ゃもめ^I:lも心せょま-た逢坂のゃまは夜ふかし 

まくらと て 夏野の 草 を かりそめに 見し や いづこの 大和撫子 

待 戀 

苔の むす まつ 程す ぎて つれな きに 我 もい はね 6, こりぬべき かな 

Si 戀 

秋の 夜の 露 をば 露と おき 別れな みだ わけ こし 野 ベ の 道 芝 

今 はとて わが 別れく る 道 芝に おきう かりと も 見えぬ あさ 霜 

名 立 戀 

をし 鳥の 隱る とせし も顯 はれて 名 取の 川の 淺瀬 しらなみ 

遠 戀 

我が 中 はす ゑの 松より いきの 松 ふき かふ 虱の つて だに もな し 

戀 のうた とて 

馬 は あれ どかち より 渡る 木 幡川こ は 誰が 爲に ぬる、 通ひ路 

妹が あた" 祌 なる 夜半に まぎれす ば えぞ 行きが たき 淺 水の 梳 

1 六 九 


晚花第 戀歌 


七 〇 


〇 うつろばぬ 瀬 VJ も 思 はや 一本 

r ラ つろ ばむ 瀬 を もお s£§ え 


〇 忘れ 草 せ S 一草 0  Kr 合 科の 植物 一 

〇 忘れ！ 3 ハ 瀨戶. z: 海に 多し 0 


〇 あさうら やすき 

え やすき」 


本 「あ VJ た 


K 野 伊！ の三岛 町の 北、 今 北 

:^:0大字"/」す。 


近江路 のしる ベ とまで はなら すと も 人な とがめ そ 瀬 田の 橋 守 

志 K の 浦に 戀 せじと こそ はらへ しか 又 やかく ベ き 逢坂 の 山 

いま はわれ 虎 ふす 野べ に 身な ぐと も 何 か を じかの 妻に よりて は 

うつろまぬ 賴 とも 思 はす 色 もな き 心 を 人に そめ か はの 水 

尺 ごと は皆僞 りの 世に なれて まこと を 聞かば うとまれ やせむ 

我が 爲ュ つむ も 拾 ふ もしる しなき 戀 忘れ 草 戀 忘れ 貝 

今日まで はありて ゆく ともみな せ 川 あす をば かけじ 瀨々 の 柵 

夏 深き 野 山ば かり もつ くして む わが 戀草ぞ はら ふかた なき 

忘れ ゆく 人の 心の あさ ぢ原 あとうら やすき 宿の 通 ひち 

通 ひ 路の草 を 冬 野と なす ほど はな かく 人の かれむ とやえ し 

うき 人の 心 S 嵐 野 を かけて ふけば や 草の なか も かるらむ 

あきはて し 入 野の す ， き 今 はとて かる 、 に 似た る姊カ 手枕 

教 大納言の 體 になら ふ 一 首 

いかに ぞと疑 ふ 日頃け ふに なりて そむく 限りの 暮ぞ みじかき 

三 島の 社に 奉りし 百 首 歌の 屮に 

ふるみち を 又も 尋ねむ 心と は 思 ひもた えぬ 佐 野の 船 はし 


O しらま r,? 木の s! 弓。 又 弓の 

錄 の 枕詞。 

〇 さ、 がに 蜘 おの 異名 。又 枕 3^0 


戀の 歌の 中に 

か つ またの 池な る 草 を 命に て猶 いひた え じ 人に こひつ、 

花が たみめ な らぶ 魚と 契り こし 中より 水 はま づ ぞ もり ゆく 

玉 かづら はふ 木 あまたの 後 も 見よ もとの 岩根 はう つら ざり けり. 

浪 こえむ ものと は 誰もし らま 弓 ひけば より f  J し 末の まつや ま 

風 ふけば いで そよ 今 もさ ， がに の 袖に か ， りし j:?: ぞ 忘れぬ 

雲 もな くいと はれに し を何處 より 今 も 身 をし る 雨の ふるら む 

うとくの みなり ゆく 中の 衣に は 程 も 千里の 雪ぞ たちけ る 

蟹の すむ 里と いふ 里 を 尋ねても うらみ はてよ となれ る 中 かな 

もとむ とて 又み るめ かる かた も あら じ 蟹の 敎 へ ぬ 戀 の 山道 


晚花集 雜歌 


あかす して 別る ， 淚け ふこ そ は 我がめ の 前に ふるのた きっせ 

別る とて 人に たのめし 逢坂 も あは づが 原の あとの しら 波 

友の 吾妻へ 下る によみ て 遺 はしける 

一 七 1 


晚花集 雜歌 


〇 唐土に ありし 人た に 云々 在,, 大 

6?1^&惊>-木鄉！歌。山ヒ惜.卩、「ぃ、ざ 

子；；. - もはや もや ま VJ へ 大伴 のみつ 

の 松 待ち こ ひ ぬら む， 一( 一 

雑) 


〇ほ>〕」 は 一本 「ほ >〕.- を」 


一 七 二 

別れての 後 あ ふ 坂 を まつより はた 、"此のた び をせ きぞ とめ まし 

契 冲が難 波より 山里に ぃリ ける にい ひ 造 はしける 

唐土に ありし 人 だに 戀 かへ すみつの 濱 なろ 松に や は あらぬ 

旅 

ゆきか へ る 程 は 我し もしら 波の 船路の 曰かす 風ぞ 定めむ 

逢坂 を こえ ゆく 道の しるしに も猶 すぎた てる 關 の いは かど 

こえぬべき ほど は遙 かに 都いで ていく 日の 後と しら か はの 關 

ゆきく と 見れば 我が身の 影ば かりと もも 添 ひこぬ 旅ぞ 悲しき 

八 百日 ゆく 日數 をいで て猶 ふむ は 外の 濱 なる 眞 砂な りけ り 

草 も 木 もや どり は 風に かし はてて 暮れぬ る 野 邊は寢 む 陰 もな し 

行， W 過 橋 

夕 二 駒の りに なし 旅人の かちより ぞ ゆく 佐 野の ふな 橋 

海 路 

- ) 聲を ほ- ) あゆて うた ふ^と ほよ るき け： S 衫の照 力ね 

みつの さきこぎ よる 船 も 難 波 江 の 魔の 末より ほに ぞ 出で ぬる 


〇 星 崎 尾 s^s 熱 田 W 鳴 海 VJ の閱 


0 かせ 山 鹿脊山 。山城 都 

今木^,レ町<?東方。 c 水 川に 沿 ふ。 

〇 久ー？ 一の宮 久 s^i 京ば 今の 木 A おの 

聖武ー 帝の 時 こ ， に Jls^ が あつ 

た" 

G 衣 I 本 「哀」 


晚花雄 議 


苫 ふかぬ 浦^ 船人 雨に あへば 陰と ぞ たのむ 和 田の 笠 まつ 

束に 下リ ける 時 伊勢の W 日 市場と いふと ころの 濱ょリ 船に のりて 熱 田に 

渡る とて よめる 

星 崎に 漕ぎて わたれば 棚 機の 船の りすら むこ、 ち こそ すれ 

伍 豆國三 島の 社に 奉る 百 首耿の 中に 

和 田の 原 底に 千尋の 波の 上に なに こ、 ちして うた ふ 船人 

無常の 心 を 

少女 子が 其の 紅の あさが ほ も 夕 はかる、 花に や は あらぬ 

あだにち る 花と 紅葉の ぬ さ 見ても いと 、.T 我が 世； て 旅心 地す る 

け ふまで は 消えぬ 水沫も 飛鳥 川 あす や 空しき あとの 白波 

こしかた は 更に もい はじ 行末 も 同じ 夢に てす ぎぬ ベ き 世 を 

舊 都の こ X ろ を 

うつろ ひし 都 をと ひて 世の中 は あだの 大野の つゆ を 見し かな 

かせ 山に 春 さく 花の 一 さかり 移り も ゆく か久邇 s{a びと 

風 ふけば 近 江の 海の 沖つ 波 あれのみ まさる 志賀の 花園 

さ  >  なみの 衣 かけて も 思 ひき や 志 K の 花. ぞ の 麥 を むと は 

一 七三 


晚花集 雜歌 


七^ 


〇 ねれぬ B どなき 

れに けり」 I 


本 「しほな 


〇 世に ふれ は 

0 こ のみ 5V 


本 「すめ は」 

本 r 事に のみ」 


〇 世の中に 一本 「中よ. 


〇 くみ 親 もね ；本 「飽きぬ」 


述懊 のうた の 中に 

天 づたふ 日 をお ふまで はな けれども おのが 力， ぞ我も か はらぬ 

前 を ふみ あとに 躜き我 こそ は 道 もな き 世に 夏 はきに けれ 

か は 衣 毛 を ふき 疵を いふ 世に も 身 はつ 、 みなし 麻衣に して 

世の中 はさ こそから にの 島つ 烏 鷓のゐ る 岩 も ぬれぬ 日 ぞ なき 

荒汐の 其の 八 百 あ ひもい ひたらす 我い きしに の 海のから さは 

り H になれ こし 鴨 も たちさりぬ 我もう き 世に さや はすむ ベ き 

終に 我がい るべき 身と てみ 吉 野の. S  口し るく 世 を やわ ぶら む 

世に ふれば 爱き f  〕 との みぞ なれ 衣 早く ぞ すみに 染 むべ かりけ る 

-ァ くしつ 、 まで 世 を iO 'つくし 橘 さしもう しと は 思 ひしる 身 を 

よの 中の わたら ひ 草 を ふみから し. S 路の 蕨い つかつ ままし 

みだる ベ き 世 はたれ くも 遞 るら む 治まる 時を獨 りすてば や 

© の 中に 道 あり とても ふみと めじ 山の いはほに 進む 心 は 

： ホ顷難 波に 住みけ る 人の 出家して 山に ぃリて 名を禪 海と いひけ るが 許 へ 

世 をう みのもし ほ は 我 もく み絕 えぬ いざさ そ はれむ 山の 井の 水 

三島の；^^に奉リける歌哲^^の中に  _   


〇 一！ 3 まの やま 大和 阈葛城 山中の 

金剛 山。 


0 ふるさ. ヒの空 I 本 「山」 


0 かせぎ i!2^。 木の 岐 ある もの。 

〇 あまな. くに .18 まぬ に。 なくば 

ぬの な 0 


Q 竹の. M 竹の節の？ 

0 いざつ くして む 一本 「過し は 

てて む」 


晚花集 稱 


橋往 いざた て か へ む 身の上の ありしながら は 言 ふかひ もな し 

述懷 のうた の 中に 

桂 川 心に かけし 一 えだ も 折られぬ 水に 身 は しづみ つ 、 

いっか 其 3 雪 を 凌ぎし あとと めて 我も萵 まの やまと 言の葉 

やまと の 國故鄕 な" ければ よめる 

つ ひに わが きても か へ らぬ 唐錦た つ 田 や 何の ふるさとの 空 

山 家 

うし とても 宿 かり 初めし 椎が もとし ひて 我が 世 は， ) ， に 過 さむ 

山里に け ふきて 見れば あらまし に 年 へ し 我 を まつ ぞ ふりぬ る 

山里に 世 S 經が たさ もなら ひきぬ 友と はしる や 岩の 上の 松 

共に すむ 山の かせぎ も 心み よわれ 世の 人に 又 やなる 、 と 

靑っ  >  ら1^ ほ を ゆ へ ば 笹の戶 も 我が あまなく に 蜘蛛の 絲筋 

山里 はかけ ひの 水の 絲筋 により あはせ たる 谷の 細み ち 

山水 をう くる かけ ひの 性の よも 我が 世 もこ、 にい ざつく してむ 

水む すぶ 岩の かけ ぢ のおり の ほり 我 をなら はす 谷の しら 雲 

われ、 ぞ この 〔<: の戶 さして 守るべき 古巢ぁ づけよ 春の 5^? 

一 七：. 


晚花集 雜欲 


〇 うつたへ ひたすらに 。殘 りな 

〇 うす やう 鳥の 子 紙 又 臈皮紙 0 

0 紙屋 川 山城 國枝 川の 支流。 紙 

を^き 初めし さいふ。 

〇 簿らひ 薄き 冰、 うす やうに 云 

ひかく  C 

〇 鳥 に^ば 云々 文字 を かかせ や 

i  <SS の 跡 1§ 黄 一 帝の 時 蒼 の 文字 

創作の 故事より 文字、 篕绩の 

C 潜 ゆ ふ はまお も./」 の 異名。 


〇 こよろ ぎ こ ゆるぎの 磯、 今 相 

模國酒 勾 川さ大 磯.、』 の 問の 浦。 

〇 なごろ な _、0 り 0 風. 過ぎて 後 波 

り J,?l.,-、 6?  10 


一 七 六 

位 山み ねなる 人 も ふもとと はわが み吉 野のお くより ぞ 見る 

老いぬ る こ V ろ を 

す,， か 川 八十 瀬の なかば こすまで は 我が 年波の 淀 も ありし を 

昔 見し 秋のう の 毛の 末よりも 山 かすかなる 老 の目路 かな 

5 つたへ に 頭 は 霜の ふる 蓬 また ひこば えの 黑髪 もな く 

人の 許より うす やうえ させた る に 

紙屋 川せ ヾ の 蒲ら ひ 惜しければ なべ ての 鳥に 跡 はふ ませ じ 

是れゃ この 浦の 濱ゅふ 三 熊 野の かみの たすけに うるが 嬉し さ 

名所の 歌の 中に 

枝 ごとに くだけて 塞き 忤 の 音の 時 を も わかぬ あられ 松原 

須 磨の 蟹の ぬれて 港に ほす 衣 まど ほ は 綱の めに ぞまカ へ る 

伊勢の 蟹の わ ， けさ がれる 藤 衣から ぬ 袖に もみる はかけ けり 

少，^ 塚 しるしと つゆの 櫛 なれば いむと やささぬ な だの 汐燒 

濱 木綿の^ さ へ ある を 由 浪 S 千 重の 沖 こぐ みくまの の 船 

こよろ ぎの 磷 のこが めの 酒より は 沖の なごろ に ゑへ る 船人 

わがみ かど 八 島の 中に たちいで てけ ぶり 名 をえ し激 竈の 沛 


OS  I 本 「浮 島」 


〇 けぶりば I 本 「けぶり も」 


〇 みつる 一本 「みえし」 

〇 たつをみ て 一本 「たち こえて」 

〇 いでて やかち に そむら む 一本 

「いでて、： V かちに そみ ける」 


晚花集 雜 m 


盥竈 のまへ なる 蟹の つりの 緒の さながら うけに 迷 ふ沛島 

河原 院 

君 まさで けぶり は 遠くた え ぬれ ど なぞな がれ ひぬ 鹽寵の 浦 

なると をよ める 

わたつみの 鳴門 は 龍の かど なれば うしほ も 瀧と 落つ るな りけ り 

少女 子が 天の川せ にあら ふとて 流し やすて し 布び きの 瀧 

ぬしなくて さらす とみつ る 山 姬の布 は 厳に きするな りけ り 

穴師 川せ >  の 岩 かど たつをみ て 波 こそ 波の 花 は 折り けれ 

しか ま 川 あさ 緣 にて ゆく 水 も 海に いでて やかち に そむら む 

富士川の 欲 あまたよ めり し屮に 

ろづ え 

ふじのね に まだき 朝日の みえ そめて 後 ぞ東は 鳥が なくなる 

天の川み なぎる いさご 年 積り 空より なせる 不一 一 のしば 山 

ふじのね にの ほりて 見れば 天地 はま だいく ほど も わかれ ざり けり 

富士 のね の 雪に よ すれば 越路 なる 白山の 名 も 下にき えつ ， 

1 七 七 


晚花集 雜歌 

なる さはの 水 喷 火口の 水。 


〇 な，、、」 りぞ けぶ る 一本 「煙 どた 

L ぬ 一 

〇 ふるら む 一本 「み ゆらむ」 


〇 ねクら 一 本 「.、J<;/ ら」 VJ なら 

は 鳥の ね ぐら 0 


1 七 八 

ふじのね は 天の川 顧 の 近ければ 同じ 雪 居になる さはの 氷 

富士 のね はかの こまだら の雪閒 より 今 を 春べ とも ゆる 夏草 

千， 辰祌 さへ 神 を まつれば や ふじの 柴山 やくと み ゆらむ 

ふじのね は 鳥 もの ほらぬ 雪の 上に とびか ふみれば 天の."" 衣 

^れ くる 峯の いさご や 水無月の ふらぬ たえまの 不二の しら 雪 

富士 のね の 遠き を あはと 見る 程 は 只 薄雲の めに ぞ懸れ る 

ふじのね をめ にかけ て ゆく 東路 はいと、. -程 こそ 雲居な りけ ォ 

<f 「も 其のな ごり ぞけ ぶる 竹 取の 世々 にい ひつぐ ふじの 芝 山 

日に 近き 山 は ふじのね いづく とて 夏の さかりに 雪の ふるら む 

六帖 題に てよ みける 歌の 中に、 星 

天つ 風 呈の林 を わたる 世に さわぐ 木の葉 は 空 W むら 雪 

曉 . 

あかつきの 嶋の はね かく 數 きけば や こ ゑに 限る 鳥 はもの か"^ 

里 中に ゆ ふ あさりせ し 庭 鳥の ね ぐらに 入れば 日 は 山の はに 

老子に 吾 不知 誰 之 子 象 帝 之 先   


O ほたる 1 本 「を v.- る」 


C^**」：I 崗云々 毛 SISBI 風の 卷耳 

の 句 0 支 黄ば 疲る 、 ^^o 

〇 かけお に みれ は 一本 「くれは」 

0 宋玉 楚の屈 原の 弟子。 

〇 好色！ S 楚の襄 王を謓 す 0 


〇 むす はや I 本 「むす はじ」 


〇 おふらむ 一本 「おひける」 

c^s 名ば 員、 伍 奢の 子、 楚 

の iJliQ 吳王 Si や. m に 事へ た。 

〇大 ねさ GS- 用ゐる 太 串に つ 

けたる 幣吊 0  暴れ ゆ 諸人 之れ を 

引きよ せて； JT つる iCTO ある 女の 業 

平 0  =5- おみ- 所定 め ぁ り き す VI IS 

きて ょュ て f,;! はしける 0 「大幣 の ひ 

くて あまたに なり ぬれ は 思へ * ビえ 

こそたのま^^1りけれ」(古今 一 四、 

戀四) 


晚花集 雜歌 


朝 くら や 天の 帝の さきにして まだ 名のらぬ を 誰が 子と かしる 

莊 子の 心 を 

大 鳥の 羽 かひの 山 もうら やます 裾野に ほたる 草の かやぐ き 

埋 火の きえさし 炭 を 心に て かたち も 霜の 枯木なら ば や 

毛 詩 陟彼高 崗我馬 玄黄 

け ふ 木 曾の かけ ぢに みれば 昨日み し 景色 も あらぬ かひの 黑駒 

文選 宋 玉の 登 徒 子 好色 娬に此 女 登 牆闥臣 三年 至 今 未 許 也と い へ る 心 を 

垣 ごしに みとせ の 春の 桃の 花 われ 色なら ば ま づぞ 折ら まし 

文選 詩に 渴不 飮盜 泉水 熱 不息惡 木陰と い へ る 心 を 

あしき 山 かゆ をば よきて 盜 人の たつ 田の 川 は 水 も むすばす 

秦始 皇帝 二世の 時の 事 を とりあ はせ てよ める 

か を さして 遂に それ かと 迷 ふ 世 を かねて ぞ 馬に 角 はお ふらむ 

伍子 胥 

日 はくれ ぬ 道 は 遠し とこと づけて 仇に も 馬の 鞭 やお ふせし 

いせ 物語の こ  ろ 

戀 せじと いひ はら へ せし 人し も、 ぞ大ぬ さの 名 はす 、 が ざり ける 

一 七 九 


晚花集 物 名^ 


1 八 0 


〇 伊勢. 效. ゾ 3 歷代 の 灭 rt- に 一 代 毎 

に 伊势大 ，宮 に 奉仕せ しむる 差 

0 せらる、 皇女 又ば 女王 、 未^者 

上 り ト定す 0 

〇 生 田 川 神戶の 東、 布引の 漶ミ 

なりて 海^に 就く  0 大和 吻 語に 「昔 

處女 あり 競 ふ 男 二人 ありけ るみ-身 

にな ゆきて 生 田 川に 投じ 死せ るよ 

し o」 

穩の^ 薛 字 津保物 ItJi の 主人 

公 仲 忠の飢 父、 淸原俊|^2、 十六 *g 

にして 遣！^ 使 -ヒ なり^ 斯國に 漂流 

し、 鬼 砷 にあ ひ 名 琴 V.- 秘曲- ヒを授 

かりて 歸來 した 0 

〇 時なら ぬ 一 本つ 時 しらぬ」 

〇 捨てし 一本 「からぬ」 


や 玉藻に 云々 

はね 玉な かりけ り， 


本 「蟹 は 拾 


〇 に はくな ぶり 鶴 鶴の 異名 „ 


同 物語 伊勢 齊宫 

大 よどの みる を あ ふに ていと  >  しくつれ なき 色の. 沛の姬 松 

大和 物が たり 生 E 川の 心 を 

生 田！： Til 瀬なくて ぞ はてに ける 思 ひくら ふの 山の した ガ 

空 稳の佼 藤 

土ォ ならぬ 雪 を ふらせし ことの をの 調べ や ふじのね に 通 ひけむ 

人 丸の 贊 

敷 島の みちひと り ゆく かち 人の こはたに 馬 は 捨てし なりけ り 

貫 之の 赞 

e の 海 を 土 佐の 海まで かづきつ る 蟹 や 玉藻に 鉋き てき つらむ ■ 

市中 隱士と い ふ こと を 

事し けき 市の 中にはな がれても ひとり 騷が ぬみ わ 川の みづ 

物 名歌 

こ i  くた ぶ り 

夕上サ ぬる 、 に はくな ふりやみて 月になる 夜の 程 も あら じ を 


〇 はまつ. -ら J„2« に 生 ふる 靑か 

づら 0 


〇 ちのりの ゆぎ 千 人の gfo 多く 

の 矢 を 入る >so 


きじ の を 鳥 

下野 やなす 野に しけき しの を， V りて 東男の 子 は 矢に ぞ はぐなる 

はまつ 14 ら 

筌 さむく 秋の 夕 虱 ふけば まづ つらなる 膜ぞ みねこえ て來る 

ちのりの ゆぎ 

初 かりの かりに あかねば あか 駒に け ふ も 打ちの り 野 ゆき 暮 しつ 

なるとの 沖 

春秋に 富むな るとの をき て みれば 世々 に 老いせ ぬ門ぞ 開く る 

非 皆 伏 

0  一一 76 151^ 

女郎花 

女郎花 さきぬ る 時 は 野べ ごとに 粟の 領をぞ むし もな きけ る 

除夜 の 心 を 

鬼 をのみ やら ひやり つと 思 ふ 世に 追 ひ 失 へ る 年に も あるかな 

みの 蟲を 

みの 蟲の つける は ， その 片 枝に 猶ち V のな き 事 やな くらむ 

晚花集 誹諧 歌  一 ^ 一 


晚花集 長歌 


1 八 二 


〇 しなが 鳥 ゐ なに か、 る 枕詞。 

〇ゐ なの 猪 名 野。 搔津國 河邊邵 G 

〇 こやの 池 播津 N 伊丹 町の 北西 

〇^^7」ぢそへ 一木 「、ヒ おそ ひ」 

〇 蟹の；. -く 火の 一本 「たく 火 は」 


0 春に しられず 一 本 「しちれ で」 


鍋 牛 を 

國を さ、 け 家 を も 負 ひて ゆく 蟲の 力ま ことの 牛に まされり 

車 をよ みける 


レナた ろ 車 か、 ぞ ふれば 車な し 牛 を もと かばう しゃな 力ら む 


Il- 


ls: 


津の國 にあ リて よみ 侍りけ る 冬の 長歌 

有 山 山風 はやく 時雨き て 冬に も なれば 木の葉ち る 生 田の 社の 

下草 も かれ ゆく 頃と しなが 鳥 ゐ なの 笹原 おく 霜の さやぐ 夜毎に 

こやの 池 も 冰とぢ そへ みづ 鳥の 牀 さへ あれて し をれ 蔵の かけ もま 

，よらに なる ま、 に 難 波の こや も かくれな く 蟹の たく 火の よな く 

に たき まされ ども 汐 なれの 衣 薄れて 浦風 は 曉 塞み いねが ての 

をと ふと ゆき 返り みつの 濱 べに なく 千鳥 おなじ 干潟に 朝 霜 を 

ふむ 藤 たづの 聲 たてて 雲居に み ゆる 伊 駒 山 梢の 雪 は 新 玉の 春に 

しられす さく 花の 林と 見えて 和 田の ベ や 大 江の 岸の 浦 づたひ 遙 

かに 續く  吉の あられ 松原 あられう つ 音 も ひとつに よせ かへ る 


波より をち の 淡路 しま あはれ ことし も わたつ 海- の 入日と ともに 

れ むと すらむ 


晚花集 長歌 


1 八 一 1 一 


晚花集 跌 
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〇 いひが ひ 鈑匙。 杓子。 


〇 すみが ね 墨 金 „ 

〇 ならの 葉の 云々 

集の 心- 


定規。 

奈良 朝、 萬 葉 


〇 躬弦 安田 躬弦、 

1» に舉 ぶ。 


闉學を 賀茂季 


お ほよ そ 歌の さまの 遷り 變り來 ぬる 事 は、 代々 の 集 ども を て もしる く、 

又 人々 のた てて 好める 姿 も 同じから ざる は、 大和 言の葉の みか は 唐土の も か 

くや あるべき。 さる をお のが 好める ひとす ぢ をのみ よしと 思へ る は、 かの い 

ひが ひとりて すみが ねに する に ひとし かるべし。 此の ふたつの 集 はなら S 葉 

の ふるき 心 を もとと して、 詞の 林に こ >ら の 春秋 をお くり、 硯の 海に お ほく 

の 年波 を かけて、 玉藻 かづける 人々 のみ づ から 撰びお かれた るが、 又お のづ 

から 一 の 姿に てな む ある。 こたび かく 板に ゑり たる も、 下 河邊の 水の 心 しづ 

かに、 難 波高 津の 世に たかき しらべ をし らしめ むとの わざな りけ らしつ 

文化 八 年 正月 H が もとの あるじ 躬弦 しるす 0  . 


漫 

吟 

集 


〇 元 IK 之 元お o  ^の诗 人、 白 « 

天ミ 親友 0 白 樂天さ 元徴之 VJ の唱 

和の 詩作 甚た 多い 0 


「琴の ねな i? きしり 云々 得？ き 

, ぼ. 己に 簪ふ。 S?f 子 木 死、 伯 牙破レ 琴、 

身不， -復ぉ |ン琴、 以ぉ無.^ 


澄吟集 序 


昔 もろこしの 樂天 は、 元微 之と 言の葉の 交ら ひに 又な く呢 びか はして、 

かたみにうる はしき 心しり になむ ありけ る。 近く わがみ かどに も 其の あと を 

慕へ る 人 あり、 下 河 邊の隱 土と 高津の 阿^梨と なりけ り。 これ も かれ も 心 を 

あはせ たる 世の すね 者に て、 琴の ね を 聞きし りけ む 中ら ひの やうに うる はし 

くむつ びか はせ しょし は、 誰もよ くしれ る 事 なれば いは じ。 阿閬梨 はいけ る 

程に おのが 欧を隱 士 に 撰ばせて 端 書 を こ はれ、 隱士は 身 まかりて 後に 其の 歌 

を 阿閎梨 S 集めて 端 寄 を そ へられた りき。 阿閎 梨の 集 ははた 卷 ある を、 0^ 

の 集 はしる しとめられ ざり しゃ 多 かりけ む、 いと 殘 りすくなくて 一 ー卷 なむ あ 

る。 今 此の あはせ ゑれ るー卷 は、 その かみ 二人の すぐれ 人の 自らの 歌 をみ づ 

からに 撰びて、 其の 撰べる 年月 を さへ 記しお かれた る. か殘れ るな りけ り。 お 

のが もとにつ ね ものす る 書 あき 人英 のした がふが ある 日と ひきて、 此の ー卷 

を 見て、 これお のれに 賜へ、 先づ これ を ゑり て 後に 又 全集 を も 物せ む、 いか 

. に まれ 端 書 をと こふ ま ゝ に、 さらば 全集と も 合 はせ 23^ 一」 とらせぬ ベ しとて、 

1 わたりよ みかう が へ て とらせ やりぬ。 誠 や 此のす ぐれ 人達の 耿の さまよ、 

一 八 七 


集 序 


/  ^ 


〇 六帖 古今 六 帖„ 


〇 我た けく 我 はが ほに" 自短さ 

ラに 0 


共に 其の 心 ざしょ まれた ると ころ、 六帖と 歌仙 家集との 風 骨 を もとと して、 

, 後の ものに て は 風稚玉 葉の たくみに、 一 ふし ある 樣を よく 心に さとりえ て、 

さて それより 後 はお のれく がた てた る 一 つの 姿 をお のづ からにな しえ て、 

思 ふが ま 、を 至らぬ 隈なくた けく も みやびに もい ひ續 けられし なれば、 一 歌 

ごとに 珍ら しく も を かしく も ある ぞ かし。 抑うた は 人々 の 心々 をい ひ あら は 

す もの なれば、 かかる 姿 も を かしき を、 中には 誹諧め ける が ある を 見て、 そ 

ぞろ萵 からぬ やうに いひな し 思 ひお とす 人 も ある こそ、 却り ていかに ぞ やお 

ほ ゆれ。 今の 歌仙た ちの、 とも すれば、 しらべと いひて 心 高く 思 ひ 構へ たる 

が、 よくせ ぬ はいに しへ 人の 口つ きを まねた るの みに して、 古歌の もとす ゑ 

よみ まじへ て、 我 だけく めでたき 歌よ みえたり と 思 ふな ども ある は、 よそめ 

苦しき 事なら す や、 さる どち に はか かる 歌 を も 見せて、 欽 はいかなる 姿に も 

、いよりよ みう ベ きわ ざなる よし も 知ら さま ほしき ことに こそ。 淸 水濱臣 


o 子 B 古：！ =-3^=::- の 初の 子の 日に 

人々 野に 出で 小 松 を 引きて 遊， ひ 千 

代 を 祝 ふ！ SE はしが あった 0 


〇 ゐ なの 使 原 猪 名 野 は a 津國 W 


吟 集 


尸 


契 冲 


春 歌 


澄吟集 春缺 


年內 立春 

驚 もなかぬ かぎりの 年の. 2： にたが 許して か 春 はき ぬらむ 

はじめて 詠み 侍りけ る 百 首の 歌の 中に (于時 十七) 

み士  n 野の 山 は 春た つけ ふごと に 霞み なれて や 又 かす むらむ 

元日 子 日に あた リ ける 年 

門松 S 今 ひとし ほの 春の 色 も 子の 日に あ へ る 今日 やま さらむ 

0 

高 砂の 尾 上の 松み」 雪ながら. フづ むは 春の かすみな りけ り 

ひと へ 山 表 もうらと なりに けり 春の 衣 をた ちし 霞に 

春風 は そよ とば かりの 音 もな し 霞み わたれる ゐ なの 笹 はら 

1 八 九 


澄吟集 赛歌 


九 〇 


〇 ゑ .5- 萆の 名。 


海邊霞 

もし ほやく 難 波の 涌の 八重 霞 ひと へ は あまの しわざな りけ り 

若 茱 

あぜ 

おのが どち 澤 ffl の ゑぐ をつ む賤も 今日 やかたみ に畔 ゆづるら む 

住よ しの 細 江 も あせて 淺澤に ふかさ くらぶる 根 芹をぞ つむ 

雪中 若菜 

片 岡の あしたの 原 もく る、 まで 雪 ま 少なき 若菜 をぞ つむ 

殘 雪 

高 砂の 尾 上の 雪の き ゆる 日に ありつる 松の いろ ぞか へれる 

春 冰 

春 も 冰の關 を ふきと ぢて しばし と *、 むる^ S 通ひぢ 

二  s 餘寒 

腸が ねの かへ る 翅を又 や もる あかつき 寒き きさらぎ 仍霜 

うくり す 

霧 ふかき 谷より いでし 鶯の 野邊の 霞に また やむ せば む 

鶯の やどに しむれば 我が そのの 梅 も鄰の ものに ぞ ありけ る 


〇 朝い 朝寢 a 


〇 この 中 ffis の 中。 


0 こもりし 一 本 「もりこし」 


QK の や  >〕」 はの 歌 「勃 なれ は. 

ミ も かしこし 焚の 宿 は VJ 問 はは， 

か，.' 答へ む」 を 本 歌./ J した もの。 


漫吟集 春 歌 


朝 

の 花に ほふ 月夜 を ふかしても 朝い ゆるさぬ 鶯の聲 

百 首の 歌の 屮に、 覉 中聞營 

故鄉も 今やう-ぐ ひすい たづら に 人く となき て 我 また すらむ 

人の 家に 飼 はれた る？^ のな く を 聞きて 

梅が 香の さそ ふ もつ らくこの 中 は あるに も あらで 驚 やなく 

梅. 

梅が 香に か 、れる 雪 はきえ ぬれ ど 友 まつ 色ぞ 花に 殘れる 

色 も 香 も 誰に しれと か鶯 のいで にし 谷に 梅の さくらむ 

夕 づく日 かすみ こもりし 影き えて 寒き 入江 を わたる 梅が 香 

梅の 花勻へ る 宿の たきもの は 煙ば かり ぞまが は ざり ける 

梅の 花え だは 限りの ある もの を 何に， 〕 めた るに ほひな るら む 

鶯の やど はと 問 はば 梅の はなさ そ ひし 風 やい か 、ご〕 たへ む 

梅が 香の 5 すく やなる と拂 はねば 春 は 枕に #i ぞ つもれる 

柳 

濁り ゆく 雪 解の 水のう しな ひし 綠 をうる は 柳な りけ り 

1 九 一 


〇 まき もく 大和 閩碳 城那 三輪 山 

の 北に： g ぶ 山 0 

〇检 原 卷 向山の 麓。 

〇 山路 I 本 「天 路」 


〇 佐保姬 春の 女神。 佐 保 は奈. は 

の舊都 6 東の 地名。 東 を 春に 配す 

るより 起る 0 

0 絲ゅふ か £s ろ ふ 0  . 


澄吟集 S  一九二 

春風 はやな ぎが 枝に こもれば や 吹く と はなしに うち 靡 くらむ 

靑 柳の いとに つなぐと 見る ばかりよ そに はすぎ ぬ 春の 河 風 

春 雨 

まき もく の 槍 原の 鍰た ならす 曇る と 見れば 春雨の ふる 

運 日 

霞む 日の ゆく とも 見えぬ 山路より 昔の 人 は 老いす や ありけ な 

# 月 

にごり 江に やどる 影より 霞めば やぬ る 、顔なる 卷の 夜の 月 

玉津 島う すき かすみの 衣より 光ぞ とほる 春の 夜の つき 

遊 絲 

佐 保姬の 霞の 衣 はる 風に はつれに けりと み ゆる 絲ゅふ 

蛙 

鳩の ゐし澤 のうきぬ にす みなれて 常世 を しらぬ 蛙 なくなり 

つばめ 

さの みや は 飼 ふ ともなれ む あはれ にも 簾に いりて なく 燕 かな 


Oii る 腐 s» 「春 g 立つ を見捨 

てて 行く 應は 花な き K に 住み やな 

ら へ る」 (古今 春 上) を 本 歌。 


〇 花に さく c む 

もむ」 


本 「花 ミ_ 


〇ミ め VJ め や 歸 らん-、」 する 人 を 

li き S もる も *A- めな， め も 0 


漫吟集 春 歌 


歸る臈 しばし ゆきみよ 散り ぬれば, 〕 ， も 花な き 里に や は あらぬ 

聲 はして 空 ゆく 臈. S つらく に みれ ども 見えす 露む 夕 ぐれ 

花 

花 を E. 、丄心 はやまに はる 霞 か ， りし 日よりか ゝ り そめて き 

いみ かねて 月 を だに こそ 眺めつ れい さめ も かれし 庭の 櫻に 

なのめ なる 事 だに そ はぬ 櫻 花た 、"散る のみの あかす も あるかな 

ひとむらに まが ふと すれ ど 白雲の たちいで て 見 ゆる 山 櫻 かな 

あしび きの 山の 上なる やま 櫻た  >  白雲の いづ ろな りけ り 

み士  0 野- S 瀧 の 白た まっきせ ぬ は 花 ふむ 鳥の たつ かと ぞ みる 

春雨 も綠 との み は 染め ざ り き 櫻 色 なろ みよし 野の やま • 

士 口野 山 さくらが 枝に き ゆと 見し 雪 や こもりて 花に さくらむ 

下 河邊長 流が 花見に まう できて 暮れぬ 歸リ なむと い へ る 折に よめる 

とめと めす 庭の 櫻に まかせし を 夕日に まさる 花な 見す て そ 

か へ し 下河邊 長 流 

とくと 見て け ふ はた はる 、花の ひも ゆ ふべ と 聞けば なれ じと. ぞ思ふ 

花 月 百 首の 歌の 中に 

1 九 三 


レ-ギ 伐 

ぎ Is? 


九 


〇 鐘のお VJ  I 本 「鐘の音に」 


〇 さくら ぞ 以下 一本 「さくら は 

くも ぞ かさなる」 


花 さけば 蓬が 中の ふるみち も 露 うちはら ひ人ぞ またる > 

絲櫻を 見て 

花に よりけ ふ はまが はぬ いと 櫻 あすの みどり は 柳と ぞ みむ 

尋 花 

年 をへ て 花に まがへ る懔 りに 尋ね もこり ぬ峯 のしら 雲 

山家 花 

さくら t; く 軒端の 山の 春の 雪 か ， る をり だに 人のと へ かに 

深山 花 

おく 山の いはね 苔む す さくら 花 春し り そめて いく 世へ ぬらむ 

古寺 花 

山寺の 花 はの - J りて 鐘の おと 今日 も くれぬ と人ぞ ちり ゆく 

雨 後 花 

雨 はる 、 空は綠 になり ぬれ ど 山の さくら ぞ雪 とかさなる 

花閒鶯 

古巢 14 はい まだ か へ らぬ鶯 も 木 づたふ 花の くもに 入るな り 

落 花 


o 木 らし 一 本 「-^ らく， 


〇 ほふ こさの 歌 「山吹の 花色 衣 

主 や たれ へ 5」 答 へ や 口な しにし 

て」 (古今 雜 KIT 諧) を 本 歌" 


澄吟集 $ 


さきそめて 春 は 幾日も 暮れぬ まに 花な き 里と なりに けろ かな 

花やう きさ そ ふ 嵐 も つらから す 惜しむ 心の あかぬな りけ り 

雨まじり^ぅちふきてふる里にちる花さむし^！^の夕ぐれ 

出風の花にぅき名はぃま更に吹きた^^じともかひゃなからむ 

ふきす てて 花と もしらぬ 嵐 山 たれ 山 かぜの 名 をお ふせけ む 

み よし野の 瀧の 白 泡 梢より おちて 流る ゝ やまざくら かな 

春の 敬の 中に 

よし野 出綠 木ぐ らし 春 くれて ひとり 花ち るた きの 白波 

つ、 じ 

かけろ ふの 岩根 S つ 、 じ 露ながら もえな むと する 花の 色 かな 

はじめてよ みける 首の 歌の 中に 

なにし おはば 淺澤沼 は 深から じい ざ杜 若お りたち て见む 

藤 

ぬし や たれ 天つ 少女が 花 かづら 空よりか くる 松の ふぢな み 

山 吹 

思 ふ、 j とと へ ど 答 へ す 我 もまたい はでた にや 山吹の 花 

1 九 五 


漫吟集 夏 歌 


0 更衣 古、 四月、 十月に 衣 を 著 

更<  たる こ VJO 


〇 たつ 复 衣 裁つ VJ 龍 田 VJ かく „ 


,  一 九 六 

暮 舂 

驚の なくに とまらぬ 花見ても 猶 しるしな くした ふ 春 かな 

東路 はかへ るの 山 もな きもの を來 てもと まらす 暮る、 春 かな 


更 衣 

山吹の 花い ろ 衣ぬ ぎ か へ て 白き ひと へ もめ づ らしき かな 

櫻 色に よるの 衣 をな ほそめて かへ さば 舂 やゆめ にか へ らむ 

母が たてた る 願に かへ て菅 家の 聖廟に 百 首の 敬 奉らむ とせし 中に 

け ふより は 天の羽衣 えてし がなぬ ぎ かふる て ふ 物 も 思 はじ 

殘 花 

夏衣た つ 田の 奧 にきて 見れば うすく ぞ のこる 花の 白雪 

新 樹 

垣閒 より 見えし 鄰の 人め だに しゅれば うとき 宿の ふるさと 

卯 花 

忘れて はまた 山の端 ぞ 見やらる 、卯の花 月夜め をた が へつ 


〇 その 名 云々 一本 「にかよ ふ」 

〇 島つ 鳥 ぬの 異名 0 


〇 さ こ 世なる .K: 昔 極めて 親 遠の 

にあり./、 した 想^ 上の 30 蹈ば 

こ ， より 渡り 來ろ さした。 


〇 か へら ャ.. ら なむ なむ は 他に 願 

望す る 11^.0 


〇；，一 ち はなのか ゆ ふむ Si 「橘の 

かゆ 踏む？ a の やち またに 物み- ぞ思 

ふ 妹に あは やて」 の 歌に よる。 


集 夏 歌 


島つ 鳥 その 名 かよへ るう の 花 も Cj は 浪にぞ 見え まが ひける- 

葵 

日の かゆに 向 ふ 葵 をみ る/ \. 'も 人 は 心 S ねをぞ まもらぬ 

郭 公 

とこ 世なる 雁 だに くる を 時 烏 やまより 月の いでて 鳴かな む 

日ぐ らしの なかむ 夕 は 待ち もせ じ 山 時鳥 五月す ごすな 

もろ かづら 菖蒲 を かけて 卯月より さっきまで まつ 郭公 かな 

かひながら なくなる t4 ときく ほど は 山 時 烏 か へ ら ざら なむ 

折し も あれ 玉し ま 河に つる <wi のめ づ らしくな く 郭公 かな 

閨の戶 を 叩く 水 鶴の さましつ る 夢 をし からぬ ほと ， ぎす かな 

さ 苗と る 旧に も 時と て 急ぐな り聲 借し むべき ほど 、 ぎす か は 

な つの 夜の 月す む そらの S1 よりも やま 時鳥 f  3 ゑぞ まれなる 

橘 

たちばなの かゆ ふむ 道に 忍べ ども 昔 ぞいと、》 遠 ざ かり ゆく 

あやめ 

1 九 七 


澄吟集 夏 歌 


一 九 八 


〇 かりそめの 刈り 初め を か， 

〇 こ -/」 よせ 妻 いひ よれる 女。 


〇 橋の つめ の 5| の 方 <= 

〇 ひづる ねれる。 


〇VJ もし 古 昔诚 人が 夏の 火 率 

に 松 を もや して 鹿 を よ せこれ を；^ 

たりし こ 照射。 


今日の みはま やの あまりに かりそめの ことよせ 妻の 菖蒲な りけ り 

あやめ 草け ふ は 蓬に まじれ ども 麻に もまして 亂れゃ はする 

五月雨 

螢 のみし けさ まさりて 五 雨に み 山が くれ S^J: いやく つらむ 

さほ 川に まさる 五月の みかさ 山 I 卞ゃ 雨に あ へ す！ g るら む 

m 川の 岩根に わたす 芝ば しの つめ だに ひづ る 五月雨の ころ 

H 十 窗 

谷川の 橋より 外に かけ ひもて 水をぞ 渡す 早苗と る ころ 

あ ふち 

時なら ぬ 藤と 見る まで 五月雨の 雲に まじる は あ ふちな りけ り 

水 鷄 

閡 のと を 關路の 鳥の そらねして 叩く 水鷄の はかる 夜半 かな 

ともし 

ともしす とふた みか はれる 宫根山 鹿に も あはで あけし 夜半 かな 

つくば 山 花 橘のに ほふ 夜 は 照射の せな も 香をぞ とめけ る 

ともしす る さつ をに 問 はむ 梓弓 ひけば もと 末た が 方に よる . 


o いにしへの 一 本 「いにしへ に」 


〇 ラ きみる 浮き 海松 。見る の 序 n 


〇 冰室 冬の 冰を 夏まで 蔵す る 

處。 

C ゆ" 室 山 冰 室の ある 山。 


澄吟集 夏 歌 


M 夜 

夏の 夜 はわれ も 久米路 の 神 なれ やわた しも はてぬ 夢の 浮 はし 

夏 月 

いにし へ の 鴨の 河 波た ちか へ りみ そぎ もす ベ く月ぞ 涼しき 

うきみる のみる 程 もな し 夏 刈の あしやの 里の 短夜の H: 

くる、 より 人 は 音せ ぬ 道の ベ を 夜 ゆく もの は螢 なりけ り 

蟬 

崢の なく 梢に み ゆる わくら 葉 やしぐ る 、 聲の染 むるな るら む 

冰 室 

冰室山 S なき 年の さかさまに 春 さ へ くれて 冬 やか へ れる 

松し ゆみて る 日 を さ ふ る 陰 もよ しあす も 結ばむ 飛鳥 井の 水 

山の 井の かけより 見れば むすぶ 手の 6 下に 濁る 峯 のまつ かぜ 

扇 

一 九九 


澄吟集 夏 歌 


〇 科 長 戶の紳 しなつ ひこ、 しな 

つ ひめの 二 柱の 神の 名より 出づ。 

風の 神 Q 


50 


〇 たかむ しろ 竹 席、 竹に てあみ 

たるむ しろ 0 


〇 雨の 夕た つ 一本 「雨 も」 

〇 よそに すぐる I 本 「よその」 


〇 やた の 野 矢 田野。 大和 國 生 駒 

都。 


な^ど 


利 長戶の 神の み 室に あらね ども 風 は 扇に こもるな りけ り 

納 涼 

ひとめ こそ 涼みが てらに また 見 ゆれ 花より 後の こがくれの 宿 

しばし おく 扇 もちり のゐ るば かり 木陰に 風の 宿り をぞ かる 

夏のう たの 中に  - 

鶯の やどりし 後の たかむ しろ 夏 は 人 こそ ふしよ かり けれ 

夕 立 

あくた 川 ゆ ふだつ 庭に 流れいで て殘る 水草 はなで しこの 花 

な /'くるま {仝 にと  >  ろく 鳴 神の 風に のりて ぞ 雨の 夕 だつ 

夕立の よそに すぐる を 時雨に て ふじの 高ね は 初雪 ぞ ふる 

野 夕立 

やた の 野 は 夕立す らし ふく 風の あらち の 峯に雲 さわぐな り 

池 水 を いづる 蓮のう きぬな はくりに も そまぬ 花 S 色 かな 

荒 和 赦 

みそぎ 川風の ま に .//\ 大幣も あらぶ る； t も はなちて ぞ？ 0 'る 


o.;sl のしる し 一本 「ちぎり」 

〇 たがへ や I 本 「わすれ や」 


0 烏 の！ „6 七 H,tY ニ晃の 相き 

する かさ >  J3 の翅 i が 廣ゅて 天の 

W 上に 橘ヶ 作り 星な 渡て、」 い ふ。 

C 星 合の 空 七 刀.； 3 夕 东牛錢 女 二 

星の 相會ふ 夜の 空。 


S 吟集 秋 歌 


みそぎ 川浪の あらだつ 水上 もけ ふより 岩 はこえ じと ぞ思 ふ- 


立 秋 

荻の 葉の そよ. ぐに つけて 心さ へ 動き そめぬる 秋の 初 風 

西 S うみ 乃 良より をち に 立ち そめて 風 を 便りに 秋 もき にけ り 

桐の 葉の 昔の しるし 今 もな ほた が へ す さそ ふ 秋の はつ 風 

早 秋のう たの 屮に. 

咋 B かもと りし 早苗の つかのまに ふしみ の 田の 面 秋風. ぞ ふく 

七 夕 

へだてお く 神代. 力 恨みい まも 猶 天の河ぎ り 晴れ じと ぞ思ふ 

棚 機の にぎた へ 衣 を さを繁 みあ ふ 事の みぞ 閒遠 なりけ る 

天の川 かけ ふむ ばかり 近き 藤 を 何へ だ つらむ 雪の しがら み 

S キ齒に 奉らむ とせし K "酋の 歌の 中に 

渡す にまづ さ^ふけ て 烏鵲の はしに なりぬ る 星 合の 空 

首の 歌の 中に 閏月 七夕 

,  二 〇 一 


o 涙の み 一本 「なみた さへ」 

0 七夕 後 朝 一 本 「ヒ 夕の 別 朝」 


0 渡ら は 錦 「立 田 川^ 亂れて 

流 る めり 渡ら ゆ 錦 中 や た え な む」 

(古今 五、 秋 下) 

0 なかた えね なかた えむ か 0 


C 露 こ ゆるら む 一本 「つゆ ばな 

ら へる 一 


漫吟集 秋 歌、  二 〇 ご 

天の川 名のみ 文月の そふもう しさら でも 遠き 年の わたりに 

七夕 雨 

夕立に 淚 のみ そふ 天の河 思 ひせく とも かひ やなから む 

七夕 後 朝 

天の川い かに ゆく へ をせ きか へ し水增 りぬ と 君 をと 、* めむ 

天の川 渡らば 錦な かたえぬ もみ ぢの 橋の あけがたの 空 

さらばよ と 天の河ぎ りたち 別れみ さ へ 淚 にけ さやお ほる > 

秋 風 

松風の 琴ぢを せめてい と V しく 秋- S 調べ 3 たかさ ごの 山 

ふく^の ありて なければ 秋の 野の 露より すぐる 聲 もし をれ す 

露 

たまと て 手に は とられぬ 白露 や 月の かつらの 雩な るら む 

获 

いかにせ む 軒端の 荻 を かりす てて 聞か じと 思へば よもの 秋風 

初 尾花た が い つ はりの 淚 より 忍ばぬ 袖の露 f  3 ほ るら む 


c^s の 一本 「のべの」 


〇を るから に 下の句 一本 「あた 

の 大野の 名 を やた ちな む」 


0 藤 袴の 教 「主 知らぬ 香 こそ 与 

へれ^ <3 野に 誰が 股ぎ かけ 藤 袴ぞ 

も」 の 歌に よる。 


吟集 $ 


野と なりてし ける 草と や 後 は 見む 我が ほり 梳ゑ しに はの を 

風 ふけば すま S 上野の 花す 、 き 浦の けぶりの 末 かと. ぞ みる 

立 田姬 山のに しき も 織らぬ まに まづ 一 むらの庭3秋レ：^5 

秋の 野 <S 千 種の 中にから 錦た ちいで て 見 ゆる 获の 初花 

女郎花 

をる からに 人に くから ぬ 女郎花 猶 あだし 野の 名 を やた つらむ 

春 日 野に いと もな まめく 女郎花 妻 こふ 鹿 ゃこゝ ろ まど はむ 

朝 額 

めに ちかく 夢に まさらぬ やた  > 片時の あさが ほ^ 花 一 

かべに おふる 草に はかなき 名 はきけ ど 垣 ほに み ゆろ 朝顔の 花 

一？？ 一 ほより なびく  りに か 、りつ、 す、 きにさけ る 朝顔の はな 

時し も あれ 憂世 を かりとな く淚 いま ぞ露 けき 朝顔 の 上に 

はじめてよ める }E 首の 歌の 屮に 

藤 袴ぬ し をな とひ そ 秋 S 野 をき てみ る 人 G ものと しらな む 

行路 ナ花 

二 〇 三 


漫吟鎮 秋 歌 


一 〇 四 


〇 な なほ ざり なるこ VJO 


〇 小 車に 一 本 「小 車の」 


〇 廣澤の 池 京都の ffi 峰峨の 北、 

古来 毎 秋 都 人士 の 月 を赏す る處 ^ 


获に すり 月 草に すり 狩 ごろ も 野 を わけ ゆけば 色 も 定めす 

秋の 歌の 巾に 

ゆきて むくれな ばな けの 宿り か はまって ふ蟲の 花に なく 野、 

秋 夕 

野邊 やとき 袖 やお そき とくら ぶれば 淚も露 もお なじ 夕 ぐれ 

秋 夜 

夕 ぐれに 秋の 心 はっくし にき 寐覺 はなに の もの 思 ふらむ 

月 

むら 雪の ちり もす ゑ じと 月の ゆく 道 もる もの は 凰な りけ り 

秋の 夜の ながき 天路を ゆく 月に 嵐よ 雲の つ 、 みあら すな 

心 ある 人 は 昔に いで はてて ひとり 殘れる 秋の 夜の 月 

ながめつ  >  おつる 淚を まづゃ 知る つけぬ に 宿る 袖の 上の 月 

秋の よの 月の 桂の みなし 川な みの ひかり や 花と ち るら む 

小 車に あらぬ 名 を かる かも 川に 月 を も 惜しとう つ る 夜半 かな 

廣澤の 池の つ ゝ み も 名 をと めて 水 もらさ じと 宿す 月影 

さらに 又つ きの 都と なりに けり 波の 玉， しく ひろさ はの いけ 


77 や：： sJ!g. お a まほ； ate 都。 この 

濱 にて 路易を 見や. しる - より 名 

づけたら むか。 又 ー讒和 の 濱<* 

0 月の 心 も 一本 「心 や」 


〇 月ぞ W 下 

ちけ り」 


本 「月 は-/. /しに ま 


〇 わかる、 以下 一本 「わかれぬ 

はかりす める 月 かな」 


漫吟集 秋^ 


住吉 S 松の木の まに 待ち かねて の はま 3 秋の 夜の：：：； 

§ に牵ら むと せし！ 赏歌 の屮 に 

西の 海 は 月の 心 もと まらで みやこの 山に また か へ るら む 

花： < 白 首の 歜ょ みける 中に 

天つ 穴 T; をと めの 扇 秋 きても なほお かす やと 冕 g る 月 かな 

ゆきて 見む 思 ふ 事の みたが ふ 身 はな-ぐ さみ やする 姨捨の 月 

八月 十五夜に 

山の はは 只 よのつねの 夕に て 今宵の 月ぞ 年に まちけ る 

秋 如晝 

足 引の 遠山 どり も ひると 見て わかる /^ばかりすめる月かけ 

野 月 

月に ふす つけ 野の 鹿の よるの 夢 さめても 霜と 見 ゆる かゆ かな 

宮城 野 や 小 萩が 露 を はら ふ 風 そら ゆく 月 も 雪に まつらむ 

蟲 

照の なく 夕 暮に誰 を かも こて ふに 似 たるまつ 蟲 S こ ゑ 

さよ ふけて 誰す み吉 のきし もせむ 遠 里 小 野の まつむしの 聲 

二 〇 お 


漫吟集 秋 歌 


二 〇- パ 


〇！： ゆく ま 、 に 

や 葉に」 _ 


本 「を かの く 


〇 あらち 山 f-s." 巾义有 乳 山 。越 

前！！ 敦贺. がに 近 江 31^ 岛郎ミ の 境。 

0常^1 甚 しく 遠. 絶の 土地 0 我が 

古人の 想像 阔。 - 


0 船 岡 山 京都市の 北郊 。源義 朝 

の 三 子 乙-お、 象 若、 鶴 若の 殺され 

し盧 0 


〇 いも.、」 誰が ： 本 「いも VJ わが」 

〇 おき わかる 一本 「おきか はる」 


〇 ひつ；：' 刈りた る 後に 自生す る 


ねぶの はの しるしと する も あはぬ まに 山の 陰 野は蜩 の， ) ゑ 

蟋蟀た が 手 を かれし 水 壁の 岡 § くま、 に ふりて なくら む 

0 

夕風に き ほひて すぐる 應 がね につら はなれた る 秋 ，，-5;-ぉ_^ 

あらち 出峯 とびこ ゆる 臈が ねの つばさ も 寒く か 、 る あわ 導 

天の 戶を おしあけ がた になく 臈ゃ 是れも 常世のと りの 初 こ ゑ 

鹿  * 

さ を 鹿 S 聲を す、 きの ほに あゆて 船 岡 山に 今やな く らむ 

さ を 鹿 6. 妻に こよ ひやま 葛 原 うらみ なれに し聲 のき こえぬ 

ふか 草 や たれ を野澤 のこ ひ路 より うづら となりて 蛙な くらむ 

淺茅原 as のと こもい もと 誰かね ての 朝つ ゆお きわ かるらむ 

檮 衣 

秋の 夜 も 夢 も 短くな す もの は 枕 ひ .y かしころ もうつ 聲 

秋 田 

ひつ ぢ おふる 刈 田の 面の 今更に さな へ にかへ る色ぞ 寂しき 


〇 折りて しさせ は 

させれ は」 


本 「をり て 


〇 菊の 露 のた ね ./J なる もの 


0 秋の 木の 一本 「木末」 


「しかび 鹿 火 C 鹿な. ).- な 防 <^s; 

出 畑に て 焚く 火 0 


〇 みや 木 殿 造齊の 爲の材 G 


漫吟集 秋 歌 


菊 

秋 ふけぬ す 、まぬ 馬に いひな してお くれし 心 菊 やなら へ る 

た t にれ 

露な が ら 折り てし させば 玉礙の をが め は 菊の 举な りけ り 

わたつみの かざし を 菊に さし そ へ て浪を 秋風 ふき あけの 濱 

大 井川 千代 もす めと ゃ龜 山の しづくに 菊の 露 を そ ふらむ 

杠 葉 

山姬の お も ひ S 色の した 染も ま だくち なし S 蒲 もみ：^ つ か な 

しけ. 出 やま 秋の 木^ 恭 にめ、 ぞ かれぬ いちにぬ すみし 錦なら ね ど 

たった 姬 そめば そむべき 松の 葉 を 紅葉に のこす 心 あるら し 

山 田 もる かりほの かびに あ ひに あ ひて 峯の紅 菜 も 下 こがるな り 

いつはり の淚も 色に 出で にけ り 時雨に かせる 衣手^も り 

杣山 のみや 木に か、 るった： れば今 も 色 どる 秋の しらつゆ 

母が たてた る 願に か へ て菅 家の に t: 首 歌 奉らむ としけ る 中に 

とりあ へ す 紅葉 をぬ さと 手 向山 祌の心 を 神 やうけ けむ 

九 盡 

秋 はけ ふつく し路 遠く 白雪の たなびく 山の 西に いぬら む 

二 〇 ト- 


漫吟集 冬 歌 


〇 


より 秋 (飽き を かく )ぐ」 い 

ふ 名に よりて 0  I 


〇 みつの 翁 ^波大 伴の 鄉！ ニ津翁 


〇 みなの 川 水 ii 川、 又 男，^ ^ 川。 

S 男體 女-お の n み-南 へ ！ t る 

樓 川に rt々、o 古來歌 名所-/ J 

して 知らる 0 


人 はま だ ふるすと なきに 浮 名より み をし る 秋 や 暮れて 行 くら t 

冬 歌 

初 冬 

祌 な e: 雪の 山ぐ ちう ちし ぐれ 今日 こそ 冬の 麓な り けれ 

よつ. S 時み つ S. 濱臌 いと 早 もな に は を 過ぎて 冬 はきに けり 

時 雨 

神無月 木の葉 まじりの ほど もな くま だ 雪が てに ふる 時雨 かな 

宵の まの 木の葉の 後 やし-ぐるら む寐 覺 め て きけば 軒 S 玉 み づ 

0 葉 

時雨 ふり 嵐 ふきそ ひし： t 山 も は 山に あする 冬 はきに けり 

さ 、v なみの 近 hd の宫木 冬 がれての こる 葉 守の 神 だに もな し 

みなの 川 もみ ぢ紫 流る 筑波 ねの 山 もと 、v ろに 時雨 ふるら し 

,m 深み 霜 ふむ あと S 一  筋 や 木の は の 奧の 人の かよ ひ路 

白雲の うづむ 出路 はわけ なれて けさ や 木の 獎に ま よ ふ 柴 びと 

せかれて はま さらぬ 水ゃ增 るら む 木の ^ んぉ ち て ： 漉」 そふな り 


冬 のうた の 中に 

神無月 卷 めくからの あやまりに 殘る 紅葉 は 花. そま じれる 

a 菊 

あはれ て ふ 一一 1  一 n の 薬草 は 霜が れて あまたに やらぬ .In 菊 の は な 

霜 

秋^の やどりす て  一 ！る 荻の はに 古 さむく お け る 執 霜 

冬の 夜の さ ゆ る穴^- ゆく 臈 がね の冰る なみだ やけさ S 朝 じ も 

山 に" て 冬 の 夜^ を リーて よ め る 

冬祜の 草の ほたる 火す さま じく 燃 ゆ ともなし にう ち 光りつ、 

夂. 一の 歌の 屮に 

霜 がれの 柳が 枝の かたいと を 心細 さに あはせ て、 ぞ： る 

.1  一  H 

山 H.B<S? もな きまです む 水に あ ひに おひた る^ W 夜の：：， 

雪 もな く 出の 端 はる A 雪の 上に 出で やす ゆなる 冬の 夜の. 

難 波 江に し をれ てた てる If 气っ 、の ひとへ に.§たる^^3^冰かな 


漫吟集 冬 歌 


〇 お VJ なし 川 紀伊 む 本 宮； 边 

くに あわ -0 


〇 小 野 伏^ 311 鈴跑部 rjsi 町 "東" 


〇 つる ぎ 羽 をし 鳥の： •§ ^にあり 

ていて ふの 形な したる 羽。 いて ふ 

は 0 おも ひ は 0 

〇 をし 鳥 も ： 本 「鳥の」 

〇 かつまた 勝5?池0 火和11,^^十 

S 薬師 お！ 傍に ありし 池。 ^の 名 

〇 つれな し 革 述の 異名 T 年な へ 

て 何た のみけ むかつ またの 池に 生 

ふて ふつれ なしの 草」 (六： s、 六) 

〇 浦モ鳥 一 木 r 濱十 鳥」 

〇 室の 浦 播磨 投. 保 都。 十！：、 瀨 

戶內 海の 耍 *p 

〇 タ なみ 千鳥 夕 彼に 立つ 千鳥。 


.  二 一  〇 

あしのや .9 こや. S 池と や ふく 風のと づ る . ^み も 隙な か る らむ 

飛鳥 川う へ はつれな く 冰りゐ てしたの 淵瀨 やな ほか はるら む 

なろ 瀧 や 冰らぬ 名のみ 聞 ゆれ どけ ふ は 都の おとなしの m 

音 羽 川 ゆきこ そな や め 逢坂 のこな たも 關と とづる こほりに 

寒 蘆.  . 

ながれ 江の 小 野の 古 江 S. 名 も 寂し いせの 濱 をき 霜が れ しょり 

水 M 

つ るぎ 羽に け を ふく 風 を をし 鳥 も 霜 凄ま じ き よと や 化ぶ らむ 

かつまたに 冬 も猶ゐ る 鴻烏ゃ つれな し 草 のね にかよ ふらむ 

千 鳥 

跡つ くる あ. そ 3:^ .3 浦 千鳥 眞 砂の 數 をよ むかと， そ る 

室の まの 夕な み 千 烏な き 島の ありと や， ) 、 に I 驊も をし まぬ 

山 ffli に 住みけ る顷 千鳥の なく をき きて 長 流が もと へ 難 波 へ 詠みて 遣 はし 

け る 

なら ひ濱 ありし 難 波 もや ま 河の 友な し 千鳥 こひつ 、 ぞ 鳴く 
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漫吟集 冬^  ニー 一 


o 春 を 一木 n« の」 ミ ある o 


〇 佛名 御彿 名」 佛名 食。 十二 刀 

十五 りよ り 十七 = まで  一 一  i 夜， 過現未 

三千 if. の 御名 を稱 へ て KSj 降 を 悔體 

する 行事。  -. 


漫吟集 冬 歌  二 一  一 I 

しぐれせ し 小 野の 篠 はら 風 さえて あまる 雪より 霰 ふ るな り 

住吉の あられ 松原 わたつみ. の わが 玉に とや 散る を 待 つらむ 

み 、ぞ れ 

雾 こそ 雨と 雰 との まじる なれ 思 ひ 定めす 世に も ふる かな 

0 狩 

海 はま ださかぬ 冬. 野 の 狩 場 にも 犬ぞき ST すの か をと めて ゆく 

埋 火の あたり は 春 を いっとて か 庭に は 雪の けぬ が 上に ふる 

神 樂 

今 も 其のと こよの 鳥の しだり 尾の 長く ぞ ともに 慕 ひ あかせる 

佛 名 

やすみし る 君 も 今宵 はっか ふなり 三世の 佛を 共に 唱 へて 

雪 巾 梅 

冬ながら きて とくち る 梅が 枝に 殘れる 雪 や 春 は もられむ 

年の はてのう た 

くれに けり ありて 爱 き 身の ながらへば 义 こむ 年 も かく や 歎 かむ 


o 

れ 

し 


本 s れて」 


Tafsflg 日^の 夜 もな ほ 玉の 維に くる ゝ年 かな 

立 £ 川 よし野の 瀧の 花 もみ ぢ流れ し 年 をく ゆるけ ふかな 

除 夜 

百 敷に も ， の 弓いて 今宵 こそ あしのや 遠く はなち や るら め 


初 し 


咋日. まで 何とはなくて 思 ふこと け ふ 定まりぬ 戀のー つに J 

おち そめて 淚 あれ どもけ ふしれば 戀 とや い ふと 心に ぞ とふ 

古風に なら ひて 詠める 歌の 中に 

た 、"にい はむ 事 を やさしみ たと へ つる 心 を こふと 知りに けむ かも 一 

欲 言出戀  一 

忍 ぶれ ど猶思 ふに は 玉 簾の まくと 知らせむ ひま だに もがな _ 

首歜の 中に 初 尋緣戀 

なら はねば みるめ 刈る ベ き 由 をな み先づ なれ そむる 5i の 蟹 人 

忍 戀  1 


戀敬 


ニ  ー  II！ 


漫吟集 戀歌 


二 一  四 


〇 おも ひ 川 下野 國都賀 郡 0 小山 

の w を 南 流して 利根 川に 注ぐ 0 

〇 袖 ゆ  < 水 涙"" 

〇 移りね る 一 本 「移りけ る」 

0 思 ひ 初めけ む ！本 「思 ひしみ 

けむ」 

〇 はかなし の 歌 占 VJ いったから 

fer 翁の 甲を燒 いて 占 ふから 焦る 

る VJ い つ た 0 


〇 ま ミ り 驚の 異名 0 


深き 杵淺し とだに もえ ぞ見 え ぬ 忍ぶ の 山の 雪が くれ つ ， 

それ を だに 忍ぶ 事と て 君が すむ あたりの 空 も 眺め 兼ねつ ， 

きき 

かくと だに まだ 書き やらぬ 水楚の 水 城の 堤 思 ひせきつ、 

百 首の 歌の 中に、 忍 親呢戀 

うとから ぬ 人に はな ほぞ 忍ばる  >  物 思 ふ 色 やなれ て 見 ゆると 

戀の 歌の. 中に 

物 思 はばま づこ ほれむ と 兼て より 淚 やまちし 落ちが てに せぬ 

おも ひ 川 人 を ふちに は戀 ひながら 袖 ゆく 水の 何 さわ ぐらむ 

梅が 香 も 手 折る 袖に ぞ 移りぬ るな どよ そながら 思 ひ 初めけ む 

ふみ そめて 迷 ふ 戀路の 巷に も 昔に 似た るね こそな かるれ 

はかなし な 心のう らも かめとの み 行方 はしれ ど 身 は 俄-れつ ， 

木 S 葉ち る 庭の 月 かけ 宵々 に まさりて もの を 思 ふ 頃 かな 

まとり すむ うな 飞の杜 に ゐ る鷺の 紛れぬ 戀ゃ 色に み ゆらむ 

かさ、 ぎの 渡さぬ 夢の 浮 橋 も 空に 通へば あ ふ 人 もな し 

思 ひねの 夢の 直路の 浮 橋 も あふく ま 川に わたす ょぞ なき 

片絲を 此方ば かりによ るの 夢た が 合 はせ て か あ ふと 見 ゆらむ 


〇 はし K 靡の  一 a、  狩に？ =3 

る 0 

〇 野 守の 接 纤屮の 水に 物の 影の 

映るな 接に 做して いふ 語。 

〇 しらま ゆみ 白 木の 眞 u?,- 枕 

VJ して、 引く、 張る、 射る に 冠す。 


〇 君 もた G め， V  i 本 「たのめよ」 


m ^ ひね S 夢と もし.. 二 じかへ しつる 衣 を ゆに 厭 ひに しかな 

お ー, ひね S 夢 を は か な み 起 きゐつ、 摘心から 見つ る 月 かな 

よそに S み as- る を 逢 ふに て はし 野 守 S 鋭 手に は とられす 

人 ごと も 同じへ だて S 垣 越に みて ややみ なむ 朝顔 の 花 

しらま ゆみ 小幡の 里に ひく 駒の た によるべ き 心と もみす 

我 さ へ に 人 S 名 だてと なりぬ ベ き戀 ひすば つらき 心 を もみじ 

殊更に わが 爲に とも 憂 か らすぱ もとより つらき 心な るら む 

いと 、v 猶 あく-かれよ とや つらから ぬ氣 色ば かり を 人の 見 すらむ 

火に い." てけ ふの 細 布 やけす ばと 君 もた のめ ど 胸 合 はぬ ため 

戀ひ わび て^とな る 身 S 帶 とだに つ らき 心の るび や はする 

人に や は が つ ら さの 報 ゆべ き 後 を 始めにし らサ て しがな 

報 ゆべき 後 G: 世 かねて 思 ふに は 君が 爲 にも つ らき l^fj- かな 

つらく とも 共に 千盡 S 命 もて 戀 ひば や 尺に あ ふ 時 S あらむ 

松 か 枝 S 時雨の 後 S 雪 をれ を つれな き 人に なほや M まむ 

たけく. まの 一 一木た-ぐ はぬ もの 故 やみ S  S お 山 S まっ^に せむ 

ありて 世の て はう しと も あ ひ；：^ て^ 後：； 核，  > そ 思 ひ <!3 はせ め 


漫吟藥 0.m 


I 


〇 なみた に 竹 は 

竹の」 


漫， 吟集 


0 蓬が 島 蓬 菜。 


〇 にし き 木 -尺 はかりの 木 を 彩 

色した ろ もの。 古昔-奥州 地方 に て 

男の 女に あばん、、」 する &人 之れ を 

その 戶 口にた てお き 女 逢 は ん VJ 思 

へ は-/」 り 人れ たり VJ いふ 0 


二 一  六 

十： 1の なみだに 忤は色 か へ き 今の しぐれ は 松 を そめば や . 

こ ひわび ぬ 鹿の ふしどに 迷 ふと も 君が あたりの 霜に だに ねむ 

吉野川 さくる 妹 苻の山 かづら なびき も あはす 玉藻なら ねば 

白浪 S 儒 衣き て も 越え ま し を 垣ねば かりの 隔て なりせば 

心の みし がらみ 越えて 飛 息 川せ ゾ の 玉藻 はした みだれつ ， 

神お .s あなたの さかき 手 も ふれすな に 白木 綿に 思 ひかくら む 

うき 中 は 蓬が 島 S 水 よわみお とに は 聞き て舟ぞ かよ は ぬ 

戀の 山よ しのの 山と 尋ねい りて 人 を も 身 を も 思 ひすてば や . 

濱ゅ ふ をせ きに て 越 ゆる 三 熊 野の 浦 わの 浪を いく へ とかしる 

あら 機 S 巖の 上に るる 千鳥 あとた につけぬ 戀 もす るかな 

うばたまの 閱 S にしき 木 あやなく も 千 束の 數を たて ぞ 初めけ る 

仙人 S 遠き を 近くな すわ ざ も 知らねば よそに 戀 ひつ 、 ぞ ふる 

した 紐 を ゆ ふ 山 雪のと け もせば 積れ る戀 のしる しと をみ よ 

八橋の 其の 橋つ くり 君 なれ や こなた 彼方に 思 ひかくら む 

梅が えの こなた かなたに 鶯 のうつ ろ ひやす くみ ゆる 君 かな 

さ 、 わけし 野中 ふる 道た ちか へ り 何い まさらに 袖の つゆけ き 


〇3〕 草 s の を 草の しゅる さま 

にた ミ へ いふ 語。 

〇 ちから 車 人の ひく 荷車。 


0 井手の： ト帶 山城^ 井手に て あ 

る 男、 「h い 帯み- 1 女に 舆へ たりし 

に 軟年， *r 冉， ひ 其 の 女に 一？/ せ り 

いふ 故 親しき 男女 ひめぐ り 

あ ふ 事。 


漫吟集 戀^ 


人心 あきより のちの あら を 田 を か へ す もく るし 賤の小 S 卷 

寄 雲 戀 

.E 風 G 拂ふ あとより ゐる雲 やつらき にか 、 る 心な るら む 

寄 魚 0 

池 水 S 底に 千 さと を ゆく  < ^"のおな じこ ひぢの mi^ て. ぞ 知られぬ 

寄車戀 

戀 草ん-おもにに 積みて 逢坂に ちから 車の くだけぬ るかな 

寄^ 女戀 

波のう へ 舟のう ちなる 蟹の 子の 浮きた る 戀に世 を や 過 さむ 

せ 戀 

消 え そむる 雪 ま S  く さ の 緣 よ り 日に そふ もの は 思 ひな りけ り 

祈 戀 

はっせ 川み をの 杣 木の 流れても 遂によ るせ を 祈りて； てまつ 

幼 戀 

玉 水の 我 は ぬるま じ 忘るな とこと に 結びし 井手の 下帶 

名 立 戀 

二 一  七 


谩吟集 戀歌 


〇 すらぬ 衣 老を 摺 りつけ て 染め 

ね 衣" 女に 逢 ふこ ミの 出来ぬ 意。 


二 一 八 

み 狩 野に ふる 白雪の くちのは にか ゝ り そめても たつ 浮 名 かな 

機が くれ 忍ぶ の 浦に まが へ て も わが 名 は 風に おきつ 白な み 

いかにして 逢 ふと はなしに あふく まの 霧なら ぬ 名 S 浮きて たつら む 


片戀の 岡 S 葛 葉 を ふき か へ し 心の うら は今ぞ まさしき  一 

さよ 衣 か へ すしる しゃこれ ならむ 夢にも 人 を うらみつ るかな 

あはぬ 夜 を 中」 隔てて 计- 若 すらぬ 衣し もうらみ てぞ ふる  一 

待 戀 

何 ゆ ゑに さわぐ 烏と しらね どもした まつ 人に たのむ 夕 ぐれ  ： 

またるな よたぐ ひも 何 か つらから ぬ 山 時鳥 ありあけの 月  一 

と はば， 〕 そそれと もき かめ 松蟲 のしる しな きねを 鳴きて 更けぬ る 一 

こぬ人ん-^_^兼山の|下にもぃはほとなりて我ゃ濡れなむ  - 

連夜 待戀  一 

有 明の またれ のみす る 月 だに もよ を 隔てて はつれな からぬ を 

久待戀 

あはぬ まに 千年 はすぎ ていに にし を さて だに まつの 久し かるらむ 


o む 方 も 一本 「行方 は」 


Off くし ゆ ふたの 枕詞 „ 


〇こ ぎ か へ る 

〇 それやら む 

〇 心なら や は 


本 「い たづら に」 

本 「かへ る さも」 

本 「心なり き や」 


〇 ^朝 男女 相會 ひたる その 夜の 

翌朝。 


〇 末の 松 「契りき なかた みに 袖 

をし ゆりつ 、末の 松 山 波 こさじ ミ 

は」 (後抬 J^s 十四、 四) 


戀 のうた の屮に 

と はじと てと はぬ ばかり や^りの つくし も はてぬ 誠な るら む 

音 はして 行方 もしらぬ 小 車の 夕と If ろき をな に殘 すらむ 

逢 戀 

鏡 山む かふ 直 眼の いと  > しく ありし にこ ゆる 逢坂の 關 

玉く しけ 同じ ふたみの 逢坂に あけ やすから ぬ 關の戶 もがな 

不 逢歸戀 

こぎ か へ ろ 雪の 夜 舟の それやら む あはぬ を 人の 心なら すば 

戀 のうた の屮に 

^波 江に 一 き蘧 を尋 ぬと も ひとよの ふし もな きを や は 見む 


きね， 


漫吟集 戀歌 


も ゝ 羽が き 明くる 澤邊 をた つ 鳴の しきりに なりぬ 後 朝の 空 

時し も あれ 同じ 心に わ かるらむ わがしの 、 めの 峯 _3潢 雪 

鳥は猶 そらね も ある をき ぬぐに まが へ かねた る 鍾の聲 かな 

誓 戀 

末の 松こゝ にたと へば 逢坂の 閼ゃ はこえ む 志賀の 浦な み 

二 1 九 


漫吟集 戀歌 


ニニ 〇 


〇 こそ 越えめ 一木 「こ ゆれ」 


0 枕た ち 枕 太刀 a 用心の 爲枕邊 

におく 太刀 0 


〇 三稳山 大和 S 磯城 都" 初 瀬 山 

の 西 0 大物 主の 神錄 まります 0 

〇 う £の濱 駿河國 存渡濱 "羽衣 

の傳說 をう みし 處。 

〇 ひさぎ ^、 植： 


契 戀 

陸 奧の闢 とかため し 下紐 を 人に なと きそ 朝が ほの はな 

なみなら す 思 ふ 心 は 人 よりも わ れ こそ 越えめ すゑの まつ 山 

m 顿 に 奉らむ としけ る w 首 の 歌の 中に 

玉の緒 を 此方 かなたに よりか へ し 又片絲 のな けき をぞ 見る 

亡 心 戀 

かりねせ しいせ の 濱邊の 枕 だち さや は 後 さ へ 忘れ はてけ る 

戀 のうた の 中に 

戀 ひしなぬ 命い つまで ながらへ て 我 つれな さ を 人に うらみむ 

三輪 山の 同じ しるしに 年と とも ふるの 神 杉 誰か たづね む 

人心う との 濱松 はま ひさ ざまつ に 久しくと はす も あるかな 

變 戀 

梓弓 ひきたが へ たる 契りより もとの つらき にかへ る 君 かな 

あはぬ ま をう つろ ふ 時に くらぶ 山 花 も 惜しむ ぞ まつに 增れる 

我が身 こす 人の 心の あた 浪に またたが 袖 S 濡れむ とすら む 

君が すむ 宿の もみ ぢ葉霜 を へ て 主人に 似た る 色 も^めし 


〇as3-  » の洁を 草の 茂る にた- 

へ  た る 語。 


0 みく さ 水草 0 


〇 け ふ 別れ やお A!- 日 別れたら、 

明日 咬く 宿の^ によ つ て 今日 を 昔 

•/J して 君； i しの ぶ た ら う 0「 さ つ き 

まつ 花 橘の 番を かゆ は 昔の 人の 袖 

の荐ぞ する」 (古今、 三、 夏) によ 

つた もの"" 


絕 戀 

^ひて し 人の 玉の緒 それならで 忘られ そむる 中ぞ たえ ゆく 

た の め こ し 言 ^^、 よ り も 忘 ら れ ぬ 俤 い か で 人 に か へ さ む 

戀 草に 人の 心に かれは て て植ゑ ぬ よもぎ、 ぞ庭 に 繁れる 

冬 草 も 春 は みどりに なりぬ ベ し 憂さ 中の み ぞ枯 れて やみぬ る 

みく さお ひ 丁 流れ 兼ねた る 十 い 川の いつより となく 絕 えし 巾 かな 

わが 誠 ひとの^ 0 い たづら によ そに 知られす 絕ぇ にけ るかな 

秋 くれば 紅葉の 橋 もつ くるな り 絕 え にし 中 を 何に たと へむ 

昨日 こそ あ ふみの 海の 濱 千鳥け ふに 跡 S み：：^ て や 忍ばむ 

覉旅歌 

山里に すみけ る 時に あなた に t 波より 來て すむ 人 あ リけリ 一年ば か 

リぁリ て 卯 =J の 末つ」 力に また 難 波 へ. A へりけ る を 別る とて 

け ふ 別れ やど あす ゆかば 明 □ のむ かし を 君 やし S ばむ 

遠 江 へ 下 る 人 を わ か る と て 

君が ゆく 遠つ あ ふ み ぢ 遠く と もや；？ 名の 橋の かけて 忘 る な 


澄吟集 覉旅歌 


ニニ 二 


〇人 を 別る を はよりに 通 ふ 助詞 

人より 戴る *0 


〇 別れ こしの 歌 rif2 ぎて 行く 舟 

にて 見れ は 足 引の 山 さ へ 行く ケ松 

を 知ら やや」 の 表現に 習った もの。 


〇 枕た ち 枕 太刀 0 たちの 序 0 た 

た ら .tio 


かりそめに すむ 宿に て 人 を 別る 、人に 代りて よめる 

旅に して 我 さ へ よその 人ながら 猶 わかるべき ものと や はみ し 

另 

わかれ ぢの 心細 さに くらぶれば 手 折る 柳 もい と 5f みじかき 

共 に たつ-; の 梢の あさ 鳥の かへ る 夕 を いづく に かねむ 

旅 の う た 9 中に 

別れ， し 心 まど ひに ふる 里の 山 さ へ あとに 行く かと ぞ みる 

いでて こし 我が ふる 里 を 人と はば いづれ の 雪 を さ して 答へ む 

すみなれし 里 をい く へ の 山 ごしに 雨露 霜のお きてき ぬらむ 

心 ある 人に 一 夜の 宿 かりてなる ， も 悲し 明日の ふるさと 

旅ね する のと もしび あかき 夜 はいと 、5r 心 S 闇ぞ まされる 

枕 だち たちのい そぎに 驚きて 夢の た 5f ちの 束の まもな し 

一 夜 かる 宿 だに ある を 故里に 何 ご ， ちして わかれき ぬらむ 

草枕 ゆ ふべ /\ 、に數 ふれば 野 くれ 山 くれ 我 はきに けり 

袖 か へ すしる しも また， ず故鄉 をお もひ寐 にね しく さの 枕 は 

霜に かれ 風に をれ つ ゝ 旅人の. まくら 寒け きいせ GTM をぎ 


C:?«J? を かへ る 云々 一本 「故 « 

も 夢ぢ はかり は」 

0 いつも V.- 柳 S 本 

〇 別れし 日 一本 「たをりし 日」 


一 ふ 云 ふみかね て 

に」  に 


本 「ふみが て 


みけ；？^ と 甲 ^ ひつ ゝ ぬる 夢路より かねて やすめぬ 足枘 S 山 

故 鄉をか へ. る 夢路 は 近 かりき さめ ざら まし を 唐土の はら 

故里の いつもと 柳い つも かも 別れし 日より われ を ふらむ 

故鄆 S 蓬 も 今や 亂 るら む わが 朝が み を け づ ふ 野 かぜに 

天雲に 心づ かひ をた ぐへ つ ， ふる 里と-. はくやらぬ n ぞなき 

れ.^ はぎが 花す りに ほふと も 誰に か 見せむ 旅 S しるし を 

海山-つ 賴み し まで はな ぐ さまで 旅と しる /\ 名 を や た てまし 

巾 高み あなたお もて S 麓に も ；雲 ふみかね て 誰な がむ ら む 

$ ふ む 山路 S 苔 も あ ろ もの を 行末 うづ む み ねの，：：！  0 

越え か 、 るう つの 山路に はふ 蔦 も 注き あ ふ 人 も 又 わかれつ ， 

蔦 も：； ^ねか へ でも 枯れて うつの 山う つれば か はる 雪の下 道 

夏衣う す ひ S 坂に 秋 かけて 夕風 さむみ 越 S とつけば や 

こえぬ とて 都に つ けし 便い だ にき f 」 え 聞え す 白 か はの せき 

故 の 軒端 3 草の し S ぶ 山， ) 、 ろ やおな じ 名に 通 ふらむ 

限りなく 遠く もき けり 故里み」 しのぶ の ， ) ろ も 身に ならしつ ， 

故鄉 人の かためと 下にき てなる ゝ をい とふ 旅 ごろ も かな 


漫吟集 覉旅馱 


漫吟集 哀傷 歌  ニニ 四 

秋 旅 

衣う つ 音 に 旅寢 はま どろます みやこの 夢 もい まや さむら む 

旅 泊 

うきね す る か ら の 泊り の 波 の 音に た S む 夢 路 も と ほ きふる 里 

沖つ 波 うきねの 袖に かけて 思 ふわが 故里 もい まや 荒 るら む 

哀 傷 歌 

先師 身卞： かリ ける 時 あ ひとぶ らふべ き 人 の と ぶ らは ざり ければ 詠みて 遣 

はしける 

しでの 山 こ え ぬ 人に は 疎く と も 先 だ つ を だ に哀 れ と はみ よ 

父が 越の 國 にて 身 まか リ ける 時よ める 

雪ゐぢ も猶 おなじ 世と 賴 みし を さて だに あら で^れぬ るかな  - 

近江國 に ぁ ひ し リ て侍 る入 の 秋 の 5^ケ まか =^ ぬ と聞き て 其 の 子の もとへ 

と ぶ らひ？ はしける 

つ なぎけ む 近 江の 海のと まり 船 誰み づ莖の 岡に か く せる 

時し も あれ 君が なけき の 霧 まに は淚 ばかりに 海 もみ ゆらむ 


2S« 野 京都： 九倏 坂の 通 o 古よ 

り^ 所 荼與所 Vi して 知らる 0 

〇 軟 はたらで 云々 一本 「数 はた 

vT でもな かね 日 はなし」 


〇 入の 世に I 本 「世 も」 


い は き な き； g うしなへ る 人に 遣 はしける 

君が 手ん-離れ て おつるしら 玉 に淚ゃ そ ひて 碎け いづ らむ 

無常のう たの 中に 

わたり 川う へ にむ すべ る 冰 しらで 此の W に ふむ、 ぞ あや ふき 

け ふ こそ あれ あす は.；^ 鳥 S 川 千鳥た ち £5 を かねて 誰か 定めむ 

ょみぢ より 終 S 使 をた つの 市に まさると もや は あはで 果 つべ き 

ぬし や 誰 雪に め わたる 鳥邊 野に 數 はたらで となかぬ 日 もな し 

花 藩み はなき も S と 知りな なむた 、"朝露の 結ぶ ばかり を 

朝顔の し を れし花 を はかなし と 夕 の 身のお も ふ なりけ り 

わか S 浦に 老 をな こ そ の關す ゑ て 常 磐 S 山に すむ 人 もな し 

朝顔い 萎る ゝ を ま つ 人の 世に 松 S 千^ のな けき をぞす る 

鏠ビ晉 にあけ ぬと 聞く も 悲しき は 終らむ とて S 始めな りけ り 

はかな さ をよ そに おきても 思 ふかな 身 は 露なら で 何に 均しき 

釋敎歌 

S1S  一一 ロ宗の 心 をよ める 


漫吟集 釋敎^ 


ニニ 五 


〇 な る澤に 一本 r 澤ぞ」 なる 澤 

は鳴澤 、 in 火口 をい ふ 0 

0 一 ：1 ねば 一本 「せ 2 ねに」 


〇ft 勝王經 金 光^ 最勝王 殺の 

又 令： 光明 s^。 四卷 十八 品。 奈良朝 

、以後 盛んにして 法華經 仁王 殺 ミ 共 

に 護 國の三 都- ヒ 崇められた， - 天台 

の敎 義。 


〇 耳敏川 太子 聰明に して I 時に 

よく 十 人の 訴へ を聽き 給う た VJ い 

ふ 0 


5tS 吟集 釋敎歌  ニニ 丄ハ 

うち 日 さす 宮の 八重垣た か ければ ひま 求め て も 見 るよ し ぞ なき 

陸奧 もこ、 にあり てぞ遙 かなる 誰か はい はむ 住む 人の ため 

うす 霧 を 月の 光と 見ぬ こと は 雪の かけ 撟ぇ ねばな りけ り 

さ に り な き 空 ゆく 風に 身 をな さばう しの 車 も 何 かおよ ばむ 

な る ^.に ふ じ の 高ね は お ど ろ かす 淸見 が さ き に 沉む 心 を 

人 しれす つた ふる 法の 燈 はかりに も 惜し. む 身 をば やくと て 

かく ぞ きく 法の 燈 てらす とき 心の 闇 は ひかりな りけ り 

燈を 人の ためにと 挑 ぐれば 心の 闍も のこら ざり けり 

菩投心 論 衆生 愚瞭 不可 強度の こ \ ろ を 

夕閱に 一士な さ. つけ そそなら ぬ を 欺く やとて くた きも ぞす る 

：： 取 勝 王 經捡身 品 をみ て 

虎の すむ 竹 S 林の すてごろ も心ぞ 早く 世に お ほひけ る 

弘法 大師 

高 野. のみむ ろ を 天の 戶 にと ぢし光 もい つか 照らさむ 

掣德 太子 

耳敏川 かに 音 近くき こ ゆるに 其の 水上の しるく も あるかな 


〇 二月 十- ん日 如 來人滅 の ru 

〇./J こよ 0? 世 0 極 めて 箱 遠の 地 

にある./ i いふ & 5 像 上の 國 0 


〇 四月 八：：" ；： t 迦^ 來降誕 常 t 

WMe 紀元前 五 el 六十 六 年。 


〇 十二月 八 B  の 大悟 微 底し 

給うた 日 0 


0 六つの 道 天上、 人閒、 修楚、 

餓鬼、 畜生、 地 3»0  . 


二月 十五 日 gt! 築の 心 を 

佛だ に猶 かりがねの 雪が くれ 北 を 常世と 今日 ぞか へれる 

春ながら かれしな ゆきの 更々 に 何 を 陰と かい ま はたの まむ 

ゑに かける このした ぶしの み佛 もお なじ 所に おどろか すらむ 

5：=: 八日 灌佛 

よもに ゆく 今日の あゆみ ぞ賴 もしき！^ 處か 法の 道な かるべ き 

法の 水物に まかす るうる ほひ も 一 一つの 瀧の け ふや かな へ し 

十二月 八日 成 道 

あやしく ぞ 心の 月の いでて こし 曉 やみの 山の はなわに 

釋敎 のうた の屮に 

いっか わが もとの 佛の位 山 まよへ る 雲 S 嶺にか へらむ - 

磨きつ 、 -玉 はありし に增 ると ももとの 光 を 誰か そふべき 

有 明の 月に まど ひて 良き 夜 を あけぬ と 思 ふ も 夢に まさらす 

玉との み 石み-包みし まど ひより あらぬ を 法と 思 ふ はかな さ 

長き 夜 S- ねぶりの 杜に 春風の いづる このめ を 吹きて さまさむ 

人 やりの 六つの 道 か は 何し かも 我が こ、 ろから しひて 行 くらむ 


澄吟集 釋敎歌 


漫吟集 雜歌  ニニ 八 

行く 水に 數 かくとの みつくる 罪 あと こそ 殘れ 結ぶ こほりに 

法の 舟 楫も碇 も ありながら まづ 心せよ そこ やまた きと 


r  たぎ 繩 をた ぐる。 


〇 しゅぬ き 繁く拔 く 0 幾挺も た 

て 0 


0 高角 山 石 見 31^ 賀那都 野津に 

ある 山に 一 ：2、 ヒ い ふ 山の 美 稱 み-つけ 

たの であら ラ VJ い ふ設も あるが 今 

同 同 美 濃 部 高 津町 の 高角 山 に 人 丸 

の 一;^ が あり、 一般に 人 丸の 蓄睫 VJ 

稱 せられて ゐ る。  1 


いきしにの 海に 繩 たぎい かりお ろし 物な おも ひそ 法の 舟人 

楫 

法の 舟 ま 楫 しけぬ き 生きし に 3:^ ゆ S 荒汐 はやしの がな む 

煩惱卽 菩^ 

鏡 山み がける ものに 聞 ゆる も 世 を へ てつく る聲 にや は あらぬ 

密 名字の こ、 ろ を 

難 波 江 にお ふる を 見れば 魔お 一の 吉 野の 山 は 名 だ にへ だてす 

条  Is ず 

111 十六 人の^ 仙の によめ る 歌の 中に 

人 麿 

さ を 鹿の 高角 山の いた 、"きに 生 ふるこす ゑ は 誰か 仰がぬ 


o 和お G??S に 

& の. 巧め 紀 s^r,  


〇 人 しれ や 云々 *^盛 G  「s ぶ 

れ、〕 J 色に 出で にけ り^ グ に i ！！ お や 

S ふ-/ 一人の 問 ふまで」 (拾^ 集 一 ) 


漫吟集 雜欲 


和驮 S 浦に たち 出て きけば 鳴き 渡る たづの  一 ？ぽ 高く も あるかな 

素性 法 it 

花 山の 種と はしる しい その上 ふる 野 S- さくら 同じに ほひに 

瘛宮 女御 

久方 G 天つ 少女の 琴の ねに 通 ひやかね し峯 のまつ かぜ 

兼 盛 

人 しれす 思 ひそめ 川 深 けれど ぃづる色には5|^まけにけり 

屮 務 

いせの 海の 蟹の 子と こそ 思 ひし を わかの^ にも かづきぬ るかな 

喜 撰 

時鳥 まれに やなき し 宇治山 G> 雪閒の 月の かすかなる 音 も 

0 丸 

あやしく も 逢坂 山の , r かくれに 蟬ぞ なくなる 琴の ねに して 

MM が え ら ベ る 林 葉累塵 集 の 中に よくよ めリ とい. -ゅ る 人 を赞 しける 欲の 

中に 

ニニ 九 


谩吟集 雜歌 


〇 長 嘯 木 下 勝 俊。 豐 臣秀賴 に 仕 

へ た默 人。 大阪の 陣の頃 世み-捨て 

て 長？ i 子ぐ 」號 す。 褒ひ 三年 (二三 〇 

九)^、 年 八十  一 0 擧白 集、 九州の 

道の 記 S おせの 著が ある。 

〇長 流 下 河？^ 長 流。 その 晚花集 

は 本書に 收 めた 0 


〇 つま、 磯 隙な、 ビに 生す る 木の 

名、 詳か でない。 妻に かく  0 


〇 そ の は .i>  Sis 濃 S 辩那都 にある 

地名 0 目立った 縱の 木が ある VJO 

〇 たつ あき 霧 ；本 「あさ 霧」 


〇 よは ひ-、. - i 本 「よは ひも」 


〇 い たづに に ； 本 「こ ゑた え や」 

〇 めな し 州 耳な しの 山に 對 して 

いひ かけた 語。 


二三 〇 

長 嘯 

敷 島の やまとな がらに 機ば りの 唐錦と もみ ゆる 言の葉 

長 流 

はしなら ぬ 人の 言の葉く ち もせ じ！^ 良の 川の ながく 流れて 

田 邊通直 妻 

言の葉 も 心 を 種と ね ふかめて たなべ の 磯に おふるつ ま S か 

おなじ 人の 娘 は  >- にたが ふ こと ありて しばらく 外に おかれけ る 時のう た 

その はらの た つ あき 霧の はれぬ ま は 我が は 》 き 木 をみ ぬぞ 悲しき 

その はらに おふる 梢のと も すれば は ， き 木に こそ 見え まが ひけれ 

ぬ S 禪秀 松 島に すめり VJ か 

松 島に 人 はまこと に 住みに けり 其の 言の葉の 見れ ど あかぬ は 

結 城 道 閑 

武夫の 心 もしる く 言の はもよ は ひ と共にた けく まの 松 

難 波に いでて 後 下 河邊長 流に よみて 遣 はしける 

耳な しの やまの 鶯ぃ たづら に 花に なくと もたれ か 聞く ベ き 

めな し 川 水の 泡と も 誰か 見む 君が うたかた 消え はてぬ ベ し 


し 整ば たえに き 一 本 「やめに き」 


〇 う Ms  00W^Mmo 羽 i« の 

俾說 をう み， J:CTJ。 


？!? ？吟集 雜^ 


か へ し 下河^^.長泣 

耳な しの 山の 鶯 くちなしの 枝く ひもちて 聲 はたえに き 

跡と むる 千鳥 も あやなめ なし 川 闇に ゆく く 深くなる はに 

-说 

君が代 は 千 さとの 濱 になく 千鳥み ゝ にぞ みて る汐 ならぬ 聲 

わたつ み G. 其のう みの子の や そ つ  >  き やまとの 國 の！^ ぞ變ら ぬ 

海邊松 

ひと かたに 靡きて たてる 濱松 は： 絕閒 もふく かと. ぞみ る 

うと 濱の 松より たちて ゆく 鶴 も 雲居に か へ る 天 の 羽 ごろ も 

斧- S 音の 高き 山に てきり の 木 は 響 だ に こそ ことに 問 ゆれ 

引き か へ て 舟 木 をつ くる 琴 S ねも猶 まつ 風ぞ たよりなり ける 

FT 

久ガ S 天の 羽. St お S づ からし ひより さきの かみ 代に ぞ なる 

鐘 

.  二！  一二 


〇 いづこ さ 一 本 一，. い、、 つ こぞ」 

〇 島つ， 〕」 り 雜 0 

0 しほなら ぬ 海 湖水 0 琵琶湖。 


o$,u 耙伊 海草！.！ S 和歌の 滞 

にある 岛 の 名 0 萬 菜以來 歌人  一 J の 

島の 風致 を (おした 0 


山 深み 寺 や いづこと 瀧 川の おくより ひ、》 く 入相の かね 

ふ る き 机 を 

塵の ゐて ふ るき 机の 島つ どり うたて 我が身 はよ るかた もな し 

長 流が 志賀の 花園 をよ みける 歌 を 見て 同じ 心 をよ める 歌の 中に 

濱 千鳥 やちょと なきし かす もな く  きて とくち る 志賀の 花園 

しほなら ぬ 海べ に 越えて かりそめの みるめば かりの 志賀の 花園 

都 だに 何 はなぞのと うつろ ひし 志 賀の辛 崎. さきの まもな し 

古 京 

紫 も あけ も綠も ふる 衣なら のみや こ は 誰かき て 見む 

大空に め わたりき えてと ぶ 鳥 S あすかの 都 あと もの こらす 

暖 宅 

春秋に 燕 いくたび 注き 還りい は ひし 宿の ふり はて ぬらむ 

新玉津 鳥に 奉らむ とて 長 流が よませけ るうた の 巾に 

淺茅生 は となりの 笛 も 昔 にて 牛 かふ 野べ にこ ゑ ぞ のこれる 

幽 徑 笞 

むらさきの 苔の 細道 うづ もれて ゆかり もとはぬ 庭. ぞ ふり ゆく 


〇 蓮が 杣 蓬の いた. く 生ひ繁 りた 

る こ VJO 


0 雪の きぬがさ 絹み-張りた 5 や.！ 

にた-/ J ふ 0 衣笠ば 古昔 ft 人の に 

用ゐ たもの" 


〇 みちた る 汐班は 

る汐塞 も」 


本 「うちく 


り あれ は 


本 「あれ や」 

漫吟察 雑 


閑 居 

我が 宿 は 律 S せきに と ぢられ て よもぎが 杣に いる 人 もな し 

庭の 而は 蓬が 杣と あれに けり „蝉 まつむしの 斧 をと るまで 

名所 の う た 

都に て 心の なせる ふじ S-IS はふ もと を て も ふもとな りけ り 

久 みの. 天の みはしら 1； 代より たてる や いづこ 不一 一の 芝 山 

不一 一の ね は 山の 君に て 高み くら 穴 r 一に かけた る 雪の きぬがさ 

ふじ S ねに およびて 高き 出 S. へ の あやしき 欲 も I せと ふりつ ， 

ふじのね に 昔く だり し 天 少女 ふりけ む 袖 やい まの 白 I サ 

汐？ m  ^ うらの つり 舟つ なぐ ま に i*is なが せ る 浮し よ S 松 

今 もな ほけ ぶり はたちて 昔より たぐ ひぞた ゆる 汐^  S うら 

波の 草に みちた るし ほ 竈 はみ らくお ほか る 沛^ 八い しま 

浪臧 S ある 、 時 みぬ 汐窗 もな ごり ひさしく 忘れ や はせ む 

久方 S 都み-遠み 思 ふこと ありても ば やし はが まの^ 

鳴門、 J す 舟 を かし、 ) み 心 を やちぶ り S 神の ぬ さに くだかむ 

ふじのね と共に 老いむ の 契り あれば きえせ ぬ 雪のお なじ 由 山 

,  二三  一二 


澄吟集 ^歌 


二三 四 


0 いづて 船. 五 挺 立 十 人 JfS ぎの 舟 

又 ー說、 お 昔 伊一 闺ょ り 造り 出し 

た 舟 0 

〇 妹脊山 紀 國 伊都 那 0 又 大和 

國 士  n 野^ o( 上 市町の 束吉野 川な 隔 

てて 妹 山、 ^山 あり。 妹 山に 大名 

挣 神社 あり。) 或は 曰 ふ 大和なる は 

妹 山 にして 紀 伊なる は 山なる を 

い 、、つ れ も 妹脊. 5 の L ，な 冠ら せて 詠 

歌した ので あらう VJC 


〇孟宗 二十 の 一 人 


C 蔡順 二十 11 孝の 一人。 


OS のみこ 文 德ー帝 の ナ。 藤 

原 氏の 出に あら ざ-？:. 以て 太子 

たる 化 g はや、 僧く.： なり 寛 平 れ 年薨 

す 0 年 五十 glo 小 野 宮ミ稱 した 0 


風 早み みほの 沖 ゆく いづて 船 かも や は その 名 問 ふかと ぞ 死る 

た-ぐ ひなき 妹 寄の 山 を 逢 ふことの すくなみ 神の 何 つくりけ む 

梓弓 も ろ 矢た ば さみ 射 水が はい は 波 はやしと ほす ばかりに 

吉野 山た かき 昔の ことのね に 流れし 水 やた きに そふら む 

S せ 

底 ひなき 淵に も かくす 玉 なれ や 落ちて は 瀧 S 見えすな るら む 

莊子を てよ める 

杣 山 にしゅき 檢！^ は あせ は てて いはほ S 上の 松ぞ ふりぬ る 

孟 お 

ふみゎけて雪にもとめし竹の子は4^^の世にゃは乂もぉふべ き 

蔡 順 

桑の 實 ふ-拾 ふ か た み に 親 を 思 ふ 心 S 色もゎき て3S^ん けむ 

殷 H 版 王 

ょもには るとなみときけむ？I1^Tかセは惠み、(て民を：^らさざりけ る 

惟喬の み こ の 御 事 を 

秋 とだにた のまぬ 春の 夢の まに 片 野の はな は 小 野 S. しら 雪 


a^lR の 神道と いぶ こと を 

おひそめし 其の 蘆 かびの ね を も ぬ 神代の 事 や 末にた が はむ 

今 の-つた を 

千 早 振 かみよの 八 雪 末の世に うすらぎ はてて 色 もの こらす 

驚の 聲は きく，/ \ ^鳥に だに 人お とらめ やや まと、 〕 との 衆 

述滚 のうた ども 

我が身 今み そぢ もち かの 汐 竈！. i けぶりば かりの たつ 事ぞ なき 

0 世 を や a! ぎな む i 木 「通さむ」 思ひっることたが機のぅっせ貝我が^^：-むなしく祁をゃ過ぎなむ 

f  J そ あだに もす ぎめ 去年 今年 昨 = ^今日 さ へ 柯 かく やしき 

世の中 S 塵 をい でても 心 こそな ほ 立ち か へ れ やまの むかしに 

〇 身に おはぬ 身不 相應。  虱き りの 翅まだ しき ひな 鳥の など 身に おはぬ {仝 を こふら む 

山 S にす みける 時た びく 長 流と 歌よ みか はして 後つ か はしける 

Q1?: ぶ々 ： 本？ すく. ぞ なり 冬 くれば わが 言の葉 も 霜 がれて いと  >  藩 となり まさりけ り 

ま さ りけ る」 

葛 かれし 冬の 出 〕 ゑた えて 今 はか へ さむ 言の葉 もな し 

かへ し 長 流 

，  かれぬ と は 君-かいひ なす 言の葉に 霰 ふるら し 玉の こ ゑす る 

漫々 集 雜？^  二三 五 


〇 たくみ，〕」 り みそ さ *> いの 異名 


〇 いちひ 澳 0 

〇 ばし はみ 湊。 

o ヒち 栃 0 

〇 ひたち お 、び 常 陸帶。 411 昔 正月 

十！：  n 常^ 阔鹿島 神社 の 祭 <g に、 

男女 x-. 餘中 の 人の 名 を 記して 神に 

供した る帶。 巫女の 結， ひて 頒っ を 

受 け て 婚 を 卜した-、』 いふ 0 「東路 の 

道の はてた る ひたちお ぴ か-、、 J V」 は 

かり も あばむ-」 ぞ思 ふ 」( 新 古今 十 

二、 戀ニ) 


漫吟集 雜體歌  二三 六 

冬 がれむ 物と も 見えす 言の葉に いつも 玉 まく 葛の かへ し は 

雜體歌 

おなじ 文字な き 歌 

佐 保 姬の霞 をた ちし 衣に はふり せぬ 雪 やま 袖な るら む 

物 名に たくみ どリ 

根^ はむ 鶴 ぞ冰を 踏みし だくみ どり や 下にす きて 見 ゆらむ 

からた ちのお ひたる かぎり きりすてて 道 ゆく ひとの 衣 やらせ じ 

はなす 、 き 

しかりと て 今 は 何 を か 身に はなす 過ぎに し 方は悔 ゆる ものから 

いちひ はしば み とち 

時 をうる 辰の いちびと いな 我 はしば く 見ば や 相思 ふ どち 


にしき ぬひ もの 

今更に かれに しきみ が こふれば や 思 ひも かけぬ ひものと くらむ 

ひたちお び 


〇 ちから 車 t 何 車 * 


〇 たかた ねき ^^昔魔を使ふ時に 

用ゐた 革の 手袋 0 ゆがけ。 

〇 ほし さに 云々 一木 「« しさに 

R? ぶる こミ は」 


あな 戀し我 も たびだち おひ ゆかむ 別れし 人に 逢 は ざらめ や は 

くみ 力み 

飛驛 たくみ 神の 社 をつ くるに はいく 柱と やま づ定 むらむ 

ひとり たきもの 

世の常と 思 ひとりに しか ひも ひく 別 るれば また 肝の き ゆらむ 

色紙 短冊 

ちりしきし 花見に 來 やと 誰 またむ さく 程 だに も訪 はれ ざり し を 

び はのば ち ことの 緒 

道 芝の 露 だに も ひば 野 はち かし 花み る ことのお そから め や は 

ちから 車 

一 一道 を 人の かくて ふ 疑 ひに いづち から くるまち 心み む 

あしけ 馬 から くら 

夜 も 深し 道 も あしけ む 待てし ばし など 心から 嗜 きに は ゆく 

た か だ ぬ き 

戀 しさに よわき 心 はまけ ぬれ ど えぞ また かたぬ きみが つら さに 

みの かさ あしだ 


谩吟集 雜體歌 


漫吟集 誹諧 歌 


ニー 二八 


〇 きしの つかさ 岸に ある 丘陵 * 


〇 吉 野の くや 吉 野の 名產、 士 口野 

葛 0 

〇 歌の 力 も 云々 古今 集の 序文。 

「水に 住む 娃の聲 きけ は 生き ミ し 

生ける もの 何れ か 歌 をよ ま 、や」 りけ 

る (中 _g) 男女の 中 を も 和 ゆ。」 によ 

つた もの 


0  0 


〇 青つ V らこ 靑葛籬 0 


露の が 。の 何 かさま. <\- 物 は 思 ふ あしたの 程 を 千世と 賴みて 

き き 口 哥 

やなぎ を 

露の 玉 かぶり 柳 をかざる かなき しのつ かさの 高き ひた ひに 


苗： に まくば かり ある 蛭と ゃ吉 野の くす はもみ とい" らも 

妻 ご ひに よわりて 空に 眺 むれば 歌の 力 もな きか はづ かな 

早 苗 

おいぬ まに さ 苗 を とれば 田 歌に もこと わりに こそ ふしな かり けれ 

月の 歌の 中に 

いせの 海に かたわれ 月の 影 見れば あはび の貝ぞ 波に 浮べ る 

猿 

おのれ こそ 栗 は 盜むを このは 猿 山 ふところ は 何 探 すらむ 

山 が ら 

u がら ま. =I-i まさら じ 長月の 靑っ f らこ にくる みは t とも 


に 

後 

力 

を 

吟 

も 
い 

れ 

"ソ 

つ 

た 
の 
中 

果 

馱 

さ 

へ 

お 

に 

も 

に 

と 

や 

面;: 

杖 ま 
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戶 田茂睡 歌集 


〇 紫の 一木 ニ卷、 j.!G 作の 年代. は 

詳か でない が 天 和 以前の ものら し 

く、 その後 »^ 改補 せられた る形坊 

が ある 0 一種の 江 戶 名所 記で、 紀 

行文 に 13 め、 その 兑 iS に從 ひ、 

の？ S くま 、 に、 ：*1^くの詠欽*揷 

人して ある 0 


〇 ぬ さも-取り あへ や 「此の度 は 

ね さ も 取り 敢 へ や 手 向山 紅葉の «t 

神の まに ノ\」 (古今 九 1^ 

〇 八す み 八 四海、 天下な さ 


紫 の 


本 


紅葉 山に て 

こん 日 はぬ さも 取り あ へ す 紅葉 山 その 名 を 手 向け 奉るな り 

千代 E 城の 亭々 たる を 仰ぎて 

この 殿の 松の 上より つたへ きて 八す みの 風 もい く 千代の 聲 

霞が 關 にて 

行く春の 雪の 通ひ路 立ち こめて 霞が 關 にしば しと 、.- めよ 

赤 坂 土橋よ リ遙 かに 富士を 見る 

目に 近くた ご)、 もとの 雪ながら 三國 をへ だつ 富. H の 山 かな 

待 乳 山の 石碑に 書きつ けし 歌 

あはれ と は 夕 越えて 行く 人 も 見よ 待 乳の 山に のこす 言の葉 

山の 麓聖天 町に てよ ねまん ぢぅを あきな ふ 伊勢 鶴屋 鹆屋 とて 鳥居の 兩 

方に ある を 

根本 は 麓の 鶴 やうみ ぬらむ 米 饅頭 は 玉子な りけ り 

戸田 茂睡 歌集 紫の 一本  二 四 三 


O あちこち vJ 一木 「あちこちみ-」 


0陶々^»  i 木 r 陶々 子. I 

〇 都の 人の 一木 「都の 人ば」 


〇 むった 六 田の 濱 つ は 八つな 

れ 5」、 六つ (六 S-)VJ かく。 ， 


〇 ま  >  の 總 橋 下總 國の欽 枕。 今 

市 川 町の 北の あたり。  . 


戸 田 茂睡歜 ■ 集 紫の 一 本  二 四 四 

車 坂に て 

あち、 .) ちと めぐりて 爰 にくる ま 坂う ち くたびれて 腰 を ひくな り 

屛風坂 

立ちて ：！^ つお りて 聞け ども 知られねば 敎へ の あらぬ 屛風坂 かな 

陶々 喪が 都鳥の 說に對 して 

渡 守 都 S 人 $ 問 はばた 、"問 はれし 鳥 を さして；^ へ よ 

赛 雨降り 來 りて 露 霖廉々 として 霞 こめて すみ だ 川の 方 は そこと も 見えず 

淺草 寺の 鐘の ひ e きに 添へ て 上野の 八つ も 聞 ゆれば 

春雨の 雲に 暮れ行く け ふの 日 をむ つ だとい うてく る ゝ ともなし 

春雨に なほ 行く 水の すみ だ川瀨 切に 高く 浪は 立て ども 

ま. の繼橋 

渡れ ども 憂世に まじる 身なら ねば 捨てし こ、 ろの ま ， の li 橋 

眞閒 の 弘法 寺 本堂 の 前にた ぐ ひなき 名木の 紅葉 ぁリ 此の 紅葉 見 に 來る人 

は 必ず 短冊 をつ くると 聞き 陶々 齋が 惜しみて や 露 も 時雨 も 染めの こす 紅 

葉の 色 はおの がま. - なるとつ けしに 添 ふ 

その ま、 の 唐紅 や 露 時雨 古き 御寺の 庭の もみ ぢば 


〇wt! 椅も 云々 「角 田 川む かし は 

きか や 今 こそば 身 を 浮！^ の ある 世 

なりけ り」 (夫 木 集) 

〇 須 田の 角 EH の 渡 0 須田 V」 角 

田 V； 同じ 0 

〇 見 ゆる かな 一本 「見つ るかな」 


〇<!„ ，佚 茂睡の 別號リ 


〇 ゆ ふしで 木綿な： S なめ」 に 垂れ 

たる もの 0  -. 

〇 了が  1 尼 東 福 i: 院に 召使 はれた 

女房 0 女， お かくれさせ おひて 後 尼 

£ なり 了お ミ い つ た" 江戶に 住み 

わびて 蛾な に 移る 0 


0 あいなた のみ あてなら €5 賴み ( 

み。 


隅 田 川に て 九月 十三夜の 月 やう やく 光 あら はれ ぬれば 

角 田 川 月 も 今宵の 名に しお はばい ざ 事と はむ 古の 秋 

五； 《 雨の 頃 

浮 橋も絕 えて 程 ふる 五月雨に 須 田の 渡 は 越え ぞゎづ らふ 

玉 川 調 布に て 

よそめに はさら せる 布と 見 ゆる かな 岩根 を こ ゆる 玉 川の 波  . 

矢 口 新 S 大叨 神の 祠の はめ に 参詣人 の 口ずさみの 詩馱ぁ リ それにつ きて 

つれの よむ 玉 川 や しづみ し 波の しら ゆ ふ も かけて 涼し きみ づ か き の 內遣 

佚に も 一 首と ありければ 心得た ると い へ ども 出で かねさ ま 案じ やう 

やうよ む 

や はらぐ る 光に み ゆる 玉 川の 白き や 波の かけ しゅふし で 

恭 立つ 心を讀 める (了然 尼の 閔番 歌の 中に) 

塵なら ぬ 霞 もけ さは 立ち そめて 春 こふなら で 【仝に しるら め 

あす もとて ながめ 殘 せる 花 も 身 も 夜の 閒の 風の あいな だのみ や 

^  (同 is) 


戸田 茂睡 歌集 紫の 一 本 i 


一四 五 


戶 田茂睡 歌集 紫の 一 本 


二 四 六 


〇 衣 を 染め ざれ は 一本 「衣 を 花 

に そめぬ 身の I 

〇 苔の 袂 一本 「苔の 衣」 


〇 亭 一 本 「許」 

〇 人々 一 本に なし 0 

〇 護み 侍りけ る ！本 「人々 歌 請 

み 侍りけ る」 

〇 花なら は 云々 一本 この 歌な し 


〇 な はめで む 云々 ！本 になし 0 


〇 住む 程 は 云々 一本に なし。 


〇 祝 ふべき 云々 一本に なし 


花 は 限に それさ へ つらき なら はし を か へ らぬ 水に 散りう く はう し 

暮春の 歸臈を 人々 よみけ る 時 (同前) 

花 は 根に 鳥 は古巢 のなら ひ、 ぞ とかへ るか 鳩の 秋 を 契りて 

更 衣 (同前) 

春 きても 花の 衣 を 染め ざれば 苔の 袂 にけ ふ も か はらす 

秋 夕 (同前) 

音 もな く 色に も 見えぬ 寂し さは 心の、 フ ちの 秋の 夕暮 

山 名 光豊が 亭 にて 八月 十 14 夜の 月 を 見て 入々 停 午 月と いふ 題に て 讀み侍 

リ ける (同前) 

花なら ば唉 きもの こらす 散り もせぬ たと へ や 今宵 半天の 0: 

老後 月 (同 5 

なほめ でむ 昔は老 もい とひに き 月見る とても 幾程の 世ぞ 

初 久、 一 (同前) 

住む 程 はしばし ばかりの 柴の戶 も かこ はま ほしき 冬は來 にけ り 

歳 暮 (同前) 

祝 ふべ き暮 にも あるかな 身に とりてな にの ことなく 今日 も 過し つ 


0$ 男女 相 會ラた «翻0 

〇 その ま、 の 一 木 讀 人知ら や。 

0 別れ かな 一木 「あはれ かな」 


OS の 身 は 云々 一本な し 0 


〇 しこの 身 醜の 身 < 


後 ^ 戀 (同前) 

その ま 、 の 心なり せば いかなら む薆 きが 中に も 添 ふ 別れ かな 

高野山よ リ$ ^リて (同前) 

露の 身 はな ほながら へて 歸り來 し 高 野の 山に 罪の 消えし を 

法體 せし とき (！ SS)  • 

身に か へ て 惜しみし 家の 名 を だに も捨 つれば すつ る 世に、 r て あり けれ 

述 懐 (同前) 

思 ふぞょ 幾寐覺 にもたら ちね にっかへ 殘 せし しこの 身 を こそ 

一 とせ ハ 八；： 屮感應 寺へ 友と 打ち連れ だち て詣 でけ るが 不忍 池の 端 を か へ る 

にころ は 霜月 八日の 夜なる に 風も絕 えて 池の 面 しづかな リ西 にかたぶ く 

月の か げ も娠朧 とし て さ だかなら ざる に 池 0 こなたの 汀の さ^ なみ 蓮の 

枯葉のう かびた る も 見 ゆれ ど 西の方 は 霧 にゃあ るら む 打ちく もリて 家居 

も 山 も 見えず 池の 水よ リっ きて 空 も ひとつ になる を 辻番の 火ば かりほ 

のかに 見 ゆる は いさ リ火 かとうた が はる 心 ある 人 はさ こそ 感情 を 動かす 

ベ し 

風た えて 池靜 かなる 水煙に 冬と も わかぬ 朧夜の 

戸田 茂 睡欲集 紫の 一本  二 四 七 


〇l!s 佚 茂睡 の別號 * 


〇 井づ. - 石 又. は 木 な もって 地 

上に かまへ たる 井戶例 0  . 


0、」ラ>- ^師 陶々 にかく 


戸田 一. j 化 1 ぼ 集 紫の 一本  ニ四パ 

鏡ケ 池に 梅 若の 姿のう つりて 13- え けれ 》t< そ Q ま、 母の 飛び入りて むなし 

くな れリ とい ふ：！ 碑 を 思 ひ 出で て 

哀れ さはむ かふ 鏡が 池 S 面に 昔 をう つす 影 は 見えね ど 

堀 翁 の 井に て陶々 齋戲れ に 遣 佚 を 嘲 る 遺 佚 はら を 立てて つるべ 竹 を 取 リ 

て t- 不盡 に陶 々 餾 をた i  く 終 に 竹 を 打ち 折る 釣瓶 主 こ れ を：^ てい たづ 、り 

なる 人？； おかな 竹の 折れた る やう に 腰の 骨 を 打ち 折リて i 犬れ むと 棒 を 持ち 

て 出 づる陶 々齋 南無 三 寶と思 ひ 中へ 入りて 此の 入道 は 4? 譽 の 歌詠みな り 

うた を 詠みたら ば 許されよ というて はやう くと せむ る遺仪 棒に ぉぢて 

る ひ /、 いひ 出す 

堀 かねの 井づ ， にさ ゆし 釣瓶 竹 をれ にけ. らしな 飮 みみざる まに 

一 つ 橋 日本 橋 ありて 三本 橋の なき は いか にと 陶々 齋が い へ ば 造 佚が 一 石 

橋 兩國橋 ありて 三 石橋な きが 如しと 云 へ ば陶々 擦から こびた せつ はい ひ 

つる 日本 橋と， つ /、m にも 渡し 合 はせ てと M みし 返し 

しら ざら む 事 をば 我 にとうく しい ひ出づ る 度に 智餘 は见ぇ ベ し 

一 一本橋 ありと 思 ふな 天が下 笠 一 本で はち ひらく 身に 


o 淺草の 川のお もての 云々 一本 

「行く 舟 G ほのかに 人 をみ つまた 

や 波なら ね S を 袖に かくら む」 


〇.a 抄の 一本 「白妙の 雪」 

〇 はる ミ いへ は 云々 一本 r 老の 

身 もばる ミ しなれ は 滑 ゆ る 命 ぞ」 


0 果て もな し 一本 「果て ぞ なき」 

C いかなる 一 本 「いかな む」 ， 


〇 た VJ へて は 一本 「たぐへ て は」 

〇 伊右衛門 天 和 一 一年 十 一 月 三十 

義 年 十八 歲 0 


淺 草の 川のお もての 船 あそび 戀 になり つ 、身 も 躍るな り 

船 逸び に與餘 つて 陶々 齊の 主從 三人に 飛び かきり れ筝 をに ぎって ひた も 

の はられ あまりの かなし さに 泣聲 にな リて 

.c 妙の 老 のかし らも はると い へ ば ゆき も 心 もき ゆるば かり ぞ 

陶々 齋と 府中 あた リ へ來て さてく 廣き事 かな 月の 入る ベ き 山 もな く 草 

ょリ 出で て^に 入る とい ひし も 瑰なリ 是れを 本 歌に して 1 首參ら せむ と 

て陶々 齊が よむ 武藏野 は 名のみ ばか リぞ 家績き 軒よ リ出 でて 軒に こそ 入 

れ遺 佚が いふよ き 馱なリ 誠に 聞き及び しょり 廣き 野な リ 行け ども 秋の 果 

て もな しとよ みた る 歌 も あ リ これ を本默 にして 返し 

武 if 野 は 行け ども 家の 果て もな しいかなる 馬に 乘 りて めぐらむ 

武藏野 を 大きく よまむ とて 陶々 齊が西 は 富 士東は 海の なのみ して 雲と 霞 

も武蔵 野の 原と よみし かば それにつ けて 

武藏野 S 詠めの 末にた と へ て は富士 もさながら 草の 上 露 

一 子 伊右衞 門の 墓碑の 傍に 石 を 立て 手 向野と 切リ 付けて^ 歜を添 ふ 

風 Z 音 in  3  f. も 天地の 絕 え ぬ 御 法の 手 向に はして 

伊丹 右京が 墓に 詣 でて 陶々 脔と慶 陽 寺 を 尋ねて 虔 草へ 行きけ るに 何れの 

戶 田茂睡 歌集 紫の 一本  二 四 九 


〇 梅 若 塚 角 田 川 木 母 寺に ある。 

C 印に-、」 云々 一本 「花 牧 りし 昔 

は 遠く かすむ VJ も 昔の 柳 春な 忘 れ 

そ」 


〇 溫 泉水 消 かに 「春寒 £1 レ 浴華淸 

1^、  S 泉水 滑 洗- 1 凝脂？」 (長 恨 歌) 


戸田 茂睡 歌集 紫の 一本  二 五 〇 

頃に か淺草 川の 東に 移されて 伊丹 右京が 事 知りた る 人 もな しさの み 年經. 

ぬ 事ながら その 跡 さ へ 昔に 成り果てて 移り 變る 世の 樣 物悲しき に 手 向野 

の 事 語る 人 あれば それに 案內せ させて 行きて 見る に 蒼笞路 なめらか にて 

露 蘭 叢に した、 り 秋風 抉に 満ちて 淚 泉下に 下る 

花 を こそ 手 向 S 野邊 にす む 月 を 心 ありても 宿す 露 かな 

梅 若 塚に て 

しるし 

印に と植 ゑし 柳の 古木 母 寺 葉 も綠子 もこ、 に 梅 若 

上野 輪蔵 堂よ リ 二王門 へ の 筋 通の 西の方に 句 ひ すぐれたる 櫻 あり 

唤 きに けり 櫻 をお ほふ 白雪と 思 ひまが へ て 風 を 待つ まで 

上野に 花 を あなた こなた 見る 内に 遣 佚 いづ 方 へ 行きた るか 見えず 陶々 商 

方々 尋ね 步 きたる にいつ の閒に 支度したり けむ 大佛の 後の 窿に 櫻の 花 盛 

リ なる そ の 下に 水風呂 を 立て その？ へ 花 を 入れて 溫 泉水 滑 か に 岸 流 ふと 

たは ごと つきて あか をす りて 居た リ餘り にくさに これ は 氣が違 ひたる か 

といへば 遺 佚 返事に 歌 をよ む 

水風呂の あかなく 思 ふ 花 なれば 上野の 山 も 入りて こそ 見れ 

陶々 齋 はや 歸 るべ しとい へ ば 遣 佚 は^ 水風呂に ありて 


〇 あはれ なる 身 や 

is や」 I  i 


本 「あいな 


〇 駒 形 堂 淺草。 


〇 な. ひくに つけ ア 

かなく に」 

0 右衛門 樓 この 樓の 通稱 つ 

C 昔 一 木 「芳. I 

C 橙 花 一 本 「花 接」 


本 「なほ あ 


明日 もとて 詠め 殘 さむ 花 もみ もよ の閒の 風の あはれ なる 身 や 

涛.^$の方 へ行きたるに松原ょりの坂の上りロにぉ塔ぁリ後の形見にその 

石 に 書きつ けけ る。 

殘し おかむ うしと 見し 世にながら へば 今 を 忍ぶ が 岡の 言の は 

花見の 席 暮春 鐘と いふ 題に て 

うき もい ま 忘れ形見の 鐘の 聲 散りし 名殘の 花の 夕暮 

駒 形 堂 あた リ 貴賤 羣集 の 花見 衆 袖 を つらねし お，， 樣 は s^、花 よ リ も 見事な 

駒 形に かざりし 幕 を 張り かけて 船の 花 こそ 盛りな り けれ 

此の 船の ま へ の 板 戶は撄 にて ひらけば 花の 筵 まう せん 

福屋 のおな つお 花お くにを 一首の 歌に 

花の 色な びくにつ けて 春風の 吹く やかな りのお なつかし やな 

柏木 村 圓性寺 右衞門 櫻の もとに 酒 をのみ て 

柏木の ふりた る 塚 は 見えね ども 昔 をの こす 櫻 花 かな 

戸塚 昆 沙門 堂 の緣に 琴の 音に 和して 郭公 を 聞く 

ひく 琴に 聲も をし まぬ 時 烏 感に堪 へ かね 我 も 音に 鳴く 

紫の 一本  二 五 1 


〇 三股 兩阈 橋-/」 崩れ 檎 の 方. ヒ向 

島の 方 VJ 三方に 汐水 がわ かれた 故 

い t 


〇 袖よりの ゆる 月の ラき雲 或 人 

の 歌に 「みね 高み 雪 を 分け 行く し 

の  >  めに 袖より 下の 山 時鳥」 


〇 な ゆぶ し 京に て 流行した 一 種 

の謠。 この 時 調うた VJ いふの は、 

「渡り くらべて 世の中 見れ は、 阿波 

のなる VJ に 一浪 あら じ」 ミ 0 

〇 雪 はな ほ I 本 「名 をき け は 長 

き 命 を ふる 寺の 軒端の 雪-、」 年 や つ 

もらむ 


戸田 茂睡 歌集 紫の 一本  二 五 二 

三 院に月 を 詠めて 

夕沙 のさし くる 浪 にさき 立ちて 影み つまた の月ぞ 名高き 

木 挽 町に 月見に 行き 覺 えず 淚 はらく と こぼれて 鼻 を す乂る 上 ゆ- なりけ 

る 人の あな いま \ し淚も 時に こそ よれ 花の あるじの 御 もてなしに 月 は 

くまなく さし 人り たる 座に 何の 愁へ か あらむ 當 座に 月 前の 戀の歌 請め 連 

くな りなば 洒 強ひ飮 ませむ と あれば おそろし さに 淚押拭 ひ 

こ ほれ 落つ る淚 かき やり 詠 むれば 袖よりの ほる 3； のうき 雲 

海晏 寺に 紅葉 見に 行きて つれなる 人に 和して 

した ひ 見る 心の 色 はな ほ殘る 庭の 紅葉に 染め もつ くさで 

王子 金輪 寺に 雪見 に^り 陶々 齋 とさし 請け 引 請け 洒を飮 む 遺 佚 三味線 を 

ひけば 陶々 齋は 音頭 を 吹く 京 生まれの もの 罷り出で て なげぶ し を 聲もを 

しまず 歌 ふ 

聞く 人の 首な けぶ しの 唱歌に も浪 あら じと はよ き 小歌 ゆ ゑ 

牛 島 長命 寺に 雪 を 見る 

雪 はな ほふ かき 軒端に 年 をへ て 長き 命 も 積り ぬる かな 

草觀 音地內 三 社 櫂 現 の 祭 を 見む と て 廣德寺 の 前 をす ぐるに もと 見し 人 
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VI 田茂睡 歌集 紫の 一本  二 五 nif 、： 


戶 田茂睡 歌集 紫の 一本  二 五 四 

やうく して 圓通 寺の 鐘の 萆も 明けぬ となりつ る に陶々 齋 起きて 遣 佚 を 

起す もとより 寐 ざめ たる 目 なれば 何事 ぞと い へば とてもの こと 見殘 した 

る 方 をけ ふ 見 はたさむ 扠々 寐 ごき 事 や あの やかましき 寺々 の 鐘 はきかぬ 

かとい ふ そこにて 

今 はまた 耳に も 遠き 鐘の音 を 聞きし むかし は寐 ざめ ざり しに 

天 和 三年 五月 日  遺 佚. < ^道 判 


「ほ 家- C な 一 さいふ o 一  卷-兀 婊ヒ年 

化 =r 刊行。 木 fr* は睬 家、 不求； sr 

梨 本.、 」號 する 由 來を三 首の 歌 (卽 

ち 下の Tm の 世 を」 「わが 庵 は」 「の 

がれ かね」 の： ：！=w) に 詠んで 序文 

ミし、 次に、 隱家 主人の 作 (卽ち 

下の 「入 しれね」 の 教) を 初め、 

sS 進 •.：： おな 收め、 ！^^後に追加ニ十 

h?^ を 添へ たもの C 

0^* 茂睡の 別號。 

〇f4 求琉 Mh。 

rs^ 本 间 上 Q 


r^.^ 楕 ネ隱家 勸進百 首 


かくれ 家と 人の 云 へ る は 

塵 S 世 をい とふ 心の つもりて は 身の かくれがの 山と な るら む 

と 請み し缺ゅ ゑと ぞ 

もとめず の 橋と い ふ は 源義璺 よ リ隱家 は 山 ももと めず 世 を 渡る ために や 

かけし まへの たな 橋と 讀 みて おこせ たる 返歌に 

わが 庵 は. E ももと めすた な はしの みじかく 見つ る 世 を 渡る ほど 

又 梨の もとと いふ は 庵の 前に 山 梨の 木 あり 

のがれ かね 世に ふり はてし 老の身 はかくれ 棲むべき 山な しの もと 

こ の缺 ども ゆ ゑ 名 づけて いふと ぞ 

すむ 庵 を 世の 人の かくれ 家と いふ をき きて 

人 しれぬ 身に まか すれば おの づ から 求む ともなき 隱家 にして 


III 田茂睡 歌集 不求橋 梨 本隱家 勸進百 首 


二 五 K 


戶 田茂睡 歌集 為之 迹 


二 五六 


〇 鳥之迹 六卷、 元祿十 E 年 正月 

刊行 0 山 名義 豐 (名山 ミ號 し、 茂 

睡の從 兄弟に して かつ 先輩) の 遣 

志を總 いで、 當 時の 同流 歌人の 作 

八 K: 餘 なを 集 輯 せる もの。 害 名の 

由來ば その 序文に 「抑 鳥之迹 VJ 名 

付く る 一 t ば、 丁 A- せ 淸水宗 川./」 い 

ひし もの、 江 都の 新 歌 を 集めし 香 

に 水 戶の黃 1： 光图 卿、 li- 木の かづ 

もの 名 を 下されし 迹 をした ひ、 誠 

にこの 道 正木の かづら 雜 ゆる 事な 

く、 鳥 之迹 もつ きま じきに こそ。」 

さあり。 


〇さ>  がに の絲 飾 妹の 絲„ 


鳥 之 


霞 添 山 色 (卷 第一 春) 

け ふまでの 春の 日 數は淺 みどり 立ち そ へ かすみ 色 ませ 外 山 

不忍 池より 上野の 櫻 を 見て (同上) 

心と くさき 立ち行きて 我 やまつ 晚 きし 梢の 花のう へ 野に 

暮山花 (同上) 

暮れ かけて 山路の 花に たれ か來む 入日 をつな けさ、 がに の絲 

武藏の 江戸に て讀 みける (同上) 

昨日まで 富 十； の 南に 入りし 日の 北に めぐる もお そき 春の 日 

卯 花 (卷 第二 夏) 

ふじの- M の 外に は あら じ 花の 後け ふ 見る 雪ゃ暌 ける 卯の花 

五 H: 雨 杜宇 (同上) 

ぬわて 鳴く 山 ほと ， ぎす 五月雨の ふる 巢ゃ思 ふ 親ゃ戀 しき 

0 射 B 上) 


中の 木陰に i» をた き 集まり 來る鹿 

な 射お すない ふ。 

〇^.1 瀬 川 山城 IS 大取川 0  ^山 


〇 こりぬ も 幾度 こ ゆれても 二り 

ね 0 


梢 ふく 風 も 秋なる 月影に 夏の 夜告 けて 水鷄 鳴くな り 

夕 立 (1^ 上) 

夕立に ぬれぬ たよりと なりに けり 日影い とひし^の 小 笠 は 

获 (卷 第三 秋) 

手 折らば や 枝ながら 見む 露 もな し 風より 後の 庭の 秋 萩 

風 もつ らし こりぬ もうた て 幾度 かこ ほれて は 置く 获の葉 S 露 

古 1^  S 上) 

野と なりて 鶉 はなき つ 古 鄉の籬 S 山に 鹿 もす むらむ 

里禱衣 (E 上) 

寐覺 せし 老の 心の あかつき は 里の 砧に月 ふけぬ ころ 

初冬 時雨 (卷第 四 冬) 

秋の色の ながめに かへ てこの 頃 は 高嶺の あらし 麓の しぐれ 

0 葉 (E: 上) 

秋の色 を 深く そめても そ まり て もむな し 露霜 散りし 紅葉ば 

戸田 茂 睡歜集 ^^1之迹  二 五 七 


戶 田茂睡 歌集 鳥之迹  二 五八 

竹 霜 (卷第 11 冬) 

夜 を 寒み 置けば その ま  > こ ほれ 落ちて 風の ま 白き 竹の 葉の 霜 

歲暮を (同上) 

老 いざりし 昔 はけ ふ も 惜し かりき 今 はと 思 ふ 年の 名殘は 

む 月末 江 都へ のぼりけ る 時 筑波山 を 見て (卷 第五 雜上) 

思 ひねの 通 ふ 夢路 も かさなれば 古鄉 遠し 一夜々々 に 

旅 衣た ち へ だてても 去らざる はさら ばと いひし 人の 俤 

諸圃 行脚の 時 佐 夜の 中 山 (同上) 

すむ 庵の 軒端の 杉 も 音 はありし 馴れぬ あらしの 佐 夜の 中 山 

美 濃 闕關が 原に て (：^ 上) 

命 ありて 今日は 此の 野に 行き暮れぬ あす は いづく の 草の， 葉の 露 

下野 國那須 野の 原 を、. i リけ るに 1 むらの 森の 屮に 古り たる 社 あ リしを 尊 

ねたれば 玉藻の 前の 魂魄 を こ 、にて 射と めた る 所なる ゅゑ稻 荷に 祭りて 

篠 原の 明 神と いふと 敎 へければ (同上) 


〇 谷 3*^ 組 S 八 溝 山。 下野、 常 陸、 

磐 城の i にある 0  t 


ありし 世の 玉 一 藻 も是れ かと 見る ばかり 月に 露ち る那須 の條原 


同じ 時 谷 峯蛆山 へ のぼりて (同上) 


〇 ほぐしの 鹿 火 串。 ./J もしの 松 

を夾む 木。 この- /.- もし 火 をみ て 鹿 

の ナオり 來る を报夫 射殺す 0 


〇 山 名 山 入 道義 冒 山 名義 豎_ 

玉 山 は その 號。 茶 技ケも 能くす- 

元祿七 年歿。 


やみ そ 山 やまぬ 思 ひの もえ 出で て ほぐしの 鹿の 身 をゃ捨 つらむ 

山つ き 東 出 谷 山の 矮綫が 池に て 5 上) 

浪の よる 時雨の 絲を 染め かけて 山の 錦の あやおりが 池 

空に たつ 行方 も 知らす 雲 烏 S 緩 11 が 池の みづ から. ぞうき 

八 入の！： とい ふ 所に 紅葉の よくこ がれた る を (；^ 上) 

岡の 名 も 色 も か はらす くれなる の 八し ほの 紅葉 あづま なれ ども 

山 名 玉 山 入 道義 豐世を はやう 去リし 明けの 年の 五月 墓所に 詣 でて 讀 みけ 

る (卷 第五 哀傷) 

來て問 ひし かひ もな つ 野の 草の 原 答へ ぬ 露 を 袖に みるまで 

伊豆守 矩璺身 まか リて五 七日に あた リ ける 神無月 二日に 墓所に 行きて 手 

向の 水 を そ、 ぎけ るに 木の葉の 袖に 落ち か 、リ ければ 讀 みける (S 上) 

はらく と 散りし 木の葉の 音 聞けば ほろ く 袖に 淚落 つなり 

子に おくれけ る 時 山 名 玉 山 入道より 老 鶴の ひと リ うきずに おくれお て 子 

を 思 ふ 闇に 音 を や 鳴 くらむ と いふ 歌 をお こされけ る 返し (！ W 上) 

つれだたぬ 心の 闇に 老 鶴のお くれし 道に まよ ひて ぞ なく 

失せに し 人 を 思 ひ寐の 夢に 見て (同上) 

tXE 茂 睡缺集 鳥之迹  二 五 九 


〇 鳥^ 野 今 京都市 五條 坂 西大谷 

の 港。 古より 某所 荼 g 所 VJ して 知 


戶 田茂睡 歌集 鳥之迹  二 六 〇 

みる 夢の なに そ はありて ありし 世の 忘れぬ さま を猶 したへ とや 

玉 山 入道な くな リし 明くる 年の 春 上野の 花 を 見て 去年の 盛りに は 共に 眺 

. めしもの をと 思 ひ 出で て讀 みける (卷 第五 哀傷) 

立ちよ る も ひとり さ ひしき 木の下に 花 も 去年 見し 人ゃ戀 しき 

妻な くな リし 又の 年上 野の花 を 見て (同上) 

家づ とに ゆるせば とて も樓 花み すべ き 人の あらば - ^ そ 折らめ 

行脚して 都に 上りし 時鳥 部 野に 手 向して (同上) 

からこ そ は 煙と ならめ 鳥 部 野の 露の 手 向 は 我と 知らな む 

述懷 の 歌の 中に ( 卷 第五 述懐) 

みそら 行く 光 はさら にか はらぬ にいつ の 月日の 老 となし けむ 

老い ぬれば 姿， ) そ はとい さめても 心 も 花に なりが たの 身 や 

今 は 身に うとき 人 だに ゆかしき は老の 心の 哀れ はかな さ 

老後 述懷 (同上) 

身に 今- ぞ思ひ あはせ つたら ちめ に 老の心 を しらで つかへ し 

寐覺 して 5 上) 

寐覺 して 戀 ふる 昔の なに なれば 身の 若 かりし 事 をのみ こそ 


〇 別 別莊。 


〇 まゆみ 拖 S の 異名- 


〇 せこ 女より 男 を 親しみて 呼ぶ 

こミは 0 せの 君 0 


老 い て 今 物に まぎれす 昔 思 ふ 寐覺ば かりの なぐさめ ぞ なき 

山 家 を (お. 第 六雜 下) 

谷 ごしに あなた もさ こそな が むらむ 友 山 住の 暮のほ 影 を 

田家 老翁と いふ こと を (同上) 

幾 秋 か 田 つらの 庵に 老い ぬらむ 落德 とともに 年を拾 ひて 

太 田 道灌が 別業 日暮里 にて (同上) 

ゆ ふ 霧に 谷 中の 寺 は 見えすな りて 日暮の 里に ひ、" く 入相 

諸國 行脚し ける 時武藏 野よ リ 不二 を 見て (同上) 

武藏野 を かこ はぬ 庭に しめ 置きて 不二の 高嶺 を 築山に 見む 

立 野に て (同上) 

ふみ 分けてと ほら ざらめ や 石に 矢の たちのの まゆみ 紅葉ち りし" 

玉 川に て t は！ pi 上) 

たづくり 

秋 はな ほ戀 しき や なぞせ こ 待ちて うつ 調 布 や 玉 川の 里 

鮫 が 橋 (S 上) 

さびし さや 友な し 千鳥 聲せ すば 何に 心 をな-ぐ さめが はし 

相 生 橋 (同上) 

戶 田茂睡 歌集 鳥之迹  二 六 1 


戶 田茂睡 歌集 鳥之迹  二 六 二 

君が代に あ ひお ひばし やな がれ 行く 水 はすみ よし 波 は 高さ ご 

难 子の 宮 にて -L^ti^lsgsrfs" (秦25 

かりに 來る人 も 名な しの 雉子の みや 里 遠き 野と 宿さ だ むらむ 

& 本 所 宰庥の 天； W の 近所に あり 昔 物語に 此の 池に 雌雄の をし 鳥 住みけ る を 报師の 一 

^ つ 1« り；，！ りし 御の 夢に 殘 りたる をし の來 りて 日暮れてば さそ ひし もの を淺 沼の ま 


〇 あや 瀬 川 武竊闺 北 足 立邵。 

〇 折らな む なむ は 願望の 助詞 0 

〇 あ ふみの みや は 云々 「さ *> 波 

や 近 江の 宮は 名のみ して 雷た な、 ひ 

き宮木 もりな し」 (拾遺 八雜 上) 

〇 山た かみ 云々 「山 高み 見つ、 

わが こし 樓花 かぜ は 心に まかす ぺ 

もな り」 (古今 春 下) 


-も がくれ の ひ VJ りね ぞう き ミ讀 


(同上) 


みて うらみた る ぐ」 云 ひ傳 へ 侍る 

すむ とても 水 あさ 沼に 見る 月の まこもが くれは 鳥の な も をし 

lATJazt;:.- に 木 東 人 云 ふ 人の 住みし k-VJ ぞ ih^ 

Iflns 力 森 本 所， 横 堀 三つ 目 ひがしに あり (同 J〕 

鳥が なく あづまの 淼を 見渡せば 月 は 入江の 波ぞ しらめる 

眞土山 (同上) 

たのめつ 、まつち の 山に 入り は來す 我が 庵 崎に 又 ひとりねむ 

あや 瀨川 にて (同上) 

錦ぞと 見る や 心の あや 瀨川 移る 紅葉 をい かで 折らな む 

比 叙の 山 へ のぼ リ しに さくらの 散る を 見 はべ リて人 丸の あ ふみの みや は 

名のみ してと 讀 みまた 貫 之の 山た かみ 見つ  我が 來 しの 歌 をお も ひ 出で 

て (同上) 

宫木 もりい かにな しと も^く 花 を 風の 心に 任せて は 見 じ 


> i  なか も-/ J は 云々 「誰 を かも 

知る 人に せ む 高 砂の 松 も 昔 の 友な 

ら なくに」 (お 今 一 七、 -#) 


〇 生 S の 社 大阪市 天 王 寺 E1 生 玉 


町。 


〇 住吉 海神み-祭- 


高野山に 登リ て奥院 など をが みめぐ リて仲 性院に .M リし嘵 鑲の聲 に 目 

めて (22 上) 

高野山 その あかつき を まつ 風 も 鐘の ひ 、" きも 夢を覺 して 

高 野よりの 下向に 住 吉に詣 でて (《^ 上) 

いのらす よ 身 はかり そめの 旅 衣 袖し きしまの 道の 外に は 

高 砂の 松 (：！w 上) 

高 砂の 松に 契りて 千と せ經ば 誰も かもと は 友 も 求め じ 

駒 込の 富士 にて (卷第 六 神-紙) 

吹き はら へ 世 S うき 雲に け ふまで は 身の 時 しらぬ ふじの 山風 

行脚せ し時津 の國大 坂の 生靈の 社に て (S 上) 

いのる 日 はいく 玉 だすき 引き かけて 神をぞ たのむ 下に ある 身 は 

伊勢の 神 を (间 上) 

淵は瀨 にたと へ か はると す 、^ か 川 ふるき 誓 ひの 末は絕 えせ じ 

# 曰 S 上) 

三 笠 山 光 かすかの 露 を だに もらさす 宿る 秋の 夜の 月 


q  住 吉 (32 上) 

戶 田茂睦 歌集 鳥之迹  ， 


二 六 一一 1 


戶 田茂睜 歌集 鳥之迹 


一六 四 


C 底つ 、 を 底 筒 之 男 命、 中 筒 之 

男 命、 上 倚 之 男 命の 三 柱。 海の 紳0 


敷 島の みちひ しらせよ わたつみの 底つ >^をょり顯はれし神 


1 戸田 茂睡 歌集 終 


春 
葉 
集 

荷 
田 

春 

满 


I 


〇 あし 玉 も 云々 足の 飾り 手の 飾 

りに つけたる }f,or 足 玉 も 手玉 も ゆ 

らに 接る はた を 君が みけし に 縫 ひ 

あへ むか も」 (萬 葉、 十) 

〇 う ま  一、、 J り の 枕詞 0 美ば し き 接 

物 ミ いふ 意より 綾な， V に 冠す 0  i 


0 ラっ さまく うつさむ. /た 


0 幾 ひさ さ 幾 久し- 


Ohi てね き 經ミ 舞。 


あし 玉 も 手玉 も §ら に 神の 織りけ む賤機 布、 吳の あやの はと りら がう まご 

りの 唐錦 も 其の 代々 の 目う つろ ひ は、 今猶然 りと、 ) そ 人の ま 心の ひとつな む 

か はらねば、 言の 數さ だまらぬ 古ぶ り を さへ お ほに も 意 えらる 、時世な りけ 

り。 しかして つぎく の 代に は、 おのが 心より よみ 出せる 人 あり、 ひたぶ る 

に 古き を うつさ まくす る あり、 あがれる 代の 事 今 は 取り 見ぬ 敎 へと、 しひて 

も 古 1 一呂 をのみ 嗨 ると は 同じ つらに や 見 はなちて む、 唐の 歌に も かかりと- ぞ聞 

し i 

ゆ。 或は 紅 を や 人に ふりで て勻 はさまく する 人 は、 これな む 幾 ひさ さの 色と 

めで はやす よ。 そ もや ゝ さめに て は， J はな、 ぞ など 見 も わかぬ ものに 移ろ ふ も 

て、 さる 手 振 をうた てとり 見ぬ 世の いでくべし、 眞心 こそ 變ら ね、 道の 敎へ 

も 言の あや も、 萬の 事 を 連ねて 年に 月に 移ろ ふなむ、 こも 世の常と 一て いふべ 

かりけ る。 我が 荷 田のう しの 此のよ み 歌 ども を 見れば、 いにしへ 今 も 變らぬ 

眞心 もて、 言葉 は 新 草に 古草お ひ 交 はりたら むごと に、 五つの 色 どり たてぬ 

きの 綾 を も 織りな しつ、 V して、 世に 獨" たてる よみ 人に なむお はせ りき。 又 

歌 はさる ものに て、 天地の 始めの 時より 畝 火の 欞 原の 宫に事 たて 給 ひし 御國. 

二 六 七 


春 葉 集 序 


二 六 八 


〇 神の ひもろ ぎ 云々 紳鑼 しめ 結 

ひし。 ひもろ ぎ は 上古、 神 祭の 時 

淸淨の 地 を 選， ひ 周 園の 常 磐 木を植 

ゑて 紳座 VJ せし をい ふ 0 

〇 難 波の 高津の 云々 釋 焚冲、 難 

波の 高 律の 圃珠 庵に 住 l-o 


〇 浦 安國 心 安泰なる 國0  B 本の 

異稱。  ，， 


がらの のり 言 を、 つぎく おつる 隈なく 見渡しつ 、唐人の 敎へ のさ かしきに 

まみれす、 まして 佛の はかな 言 心に そまむ や は。 ひたぶ るに 遠つ 御お やより 

つかへ こし 神の ひもろ ぎしめ ゆ ひし 操の 直 かりし かば、 つ ひに しるしの 杉の 

喬き梢 は、 あ.、 つまの 大 庭に 影み えし こそ、 道の ほまれ 世に 類な き 物し り 人に 

なむお はせ りけ る。 大人より さいつ 人、 難 波の 高 津の阿 闇 梨 世に いで まし、 

天の み 柱の み 言 擧けを はじめに、 時雨 ふる 祭 良の 林の 茂け きを さ へ ときあか 

されし を 見き き 侍る に は、 た、 * に その かみの 人に かもと あやしみつ、、 人 皆 

さし あ ふぎて ぞ 侍る を、 其の後 いくほど もなくて 大人いで まし 猶考 へ たら は 

しこと たて 給 ひし かば、 今 は 浦安國 のうら やすき 學 びと しも 成ん たりけ る。 

かれ 阿 闇 梨の いさをに、 大人の まめ 心 を 合 はせ てた、 へ 言す とて、 いにしへ 

延替の 帝の 歌 はせ し 御 を かしこきながら 此の はしに 歌へ らく * 其の 御 

いにし へ の 野中 ふる 道 あらためば あらたまらむ や 野中 ふるみち 

後攀 生， は 秋 成 記す ， 


〇？s 波^ 「^波^に さくや この 

花 ご <. 0 今 $ ベ VJ さくや この 

花」 淺-^ 山の 歌 VJ 共に 古、 手 習の 

初めに £ゐ たるより 初 學の葸 に い 

ふゥ 

0 淺番山 r 淺番山 影 さへ 見 ゆる 

山の 井の あさき 心 を 吾が 思ば なく 

に」 (莨 葉 十六.) 


0 ぁミら へ あつら へ- 


C 樣？ 洛 w 梅宮 の； 1 宫、 故實 

に迎 す、 歌人 0  , 


^葉 集 序 


巾び 斜 一一 3:  ^E: リ つ 子^ つし の 世に いませし はしらぬ むかし 

人な りし を、 まろが う ひまな びの 頃、 おなじ 社の 秦直 親. M 禰の、 ふる ごと を 

擧ば むに は 我が 師の をし へに つきて、 も はら 萬 藥猿を みるべし ときこ えられ 

しもよす がに て、 難 波 津淺香 山 を 手なら ふより、 樹の の 名に お ふ宫の ふる 

きしらべ に 心 ざしたり しか ど、 大人の よみ 歌 はわら はに て 九 麁の時 山に とに h 

りして よまれたり とて、 

いなり 山け ふ は 小鳥の ね をた えてお とする もの は 谷が はの みづ 

とい ふ ほかなる は、 ふつに うけた ま はら ざり しに、 こたび うからの 信 鄉-! ^蝻 

の 家に を さめた ろ ほごの 中に も、 遠近に もちり よろ ほ へ る を 書き あつめて、 

みつの 秋 成 翁の 許に 相 語ら ひし かば、 翁 これ を えらぶ とはなくて、 二と. ちと 

したりし を、 梓に ちりばめむ とて、 春 葉 集と なづけら るに、 端 害せよ と信鄉 

の あとら へ らる ， に まかせて、 つ たなき 言 菜 をい なみ もやら すしる せし は、 

昔し のばしき 大人の 歌集 なれば なりけ り。 

寬政七 年 十二月  ， 正 五位 下 橘 經 亮 

二 六 九 


葉 第 序 


I 七 0 


〇 ふつに IS えて 。全く „ 

〇 可 具^ 知の 神 火の 神。 


いで やまな びの せ」 は 天が下 S 大路 なれば、 おのれ ひとりた てらむ がごと ほ 

こる ベ からすつ 擧ぶ人 も師の をし へ なりと て あながちに 泥む ベ からす。 

皇御國 の ふみ 見む 人 はま づ から ふみを 讀 みて 事 を辨 へ、 時雨 ふる 榴の 林に 

わけ 人り、 神代の 宮木 ひき、 千代の 古道 跡 をと めつ、、 ますら を 心 をお ふし 

たてて 高き 代 をした はば、 など か 昔の 手 振に 到らざる べき、 耿も しかりと 常 

に 翁の いへ りしと ぞ。 又 曰く、 古 は眞心 もて ひ をのみ 述 ぶれば おの づ から 

直 かりし に、 題 を とりてよ める より 詞を 飾り 心 を さへ 巧みに 作れば、 くるし 

ゆなろ も かつ /\::^^ゅるぞかし，^ 四季 雜の題 は 見し 折お も ひいでて もよ むべ 

し、 異國 なる は 雄の あと にても お ほよ そに 心え しるべし。 をと こ 女の なから 

ひ 何 くれの 物に よせ 心に も あらぬ あだし 言 をい ひ 出せる は、 眞 をのぶ る 歌の 

本意なら すと て、 戀の題 を ふつに よます。 一 f 加へ し卷著 はせ しふ みら の あり 

しも 世に 殘 して 何に かせむ、 舉ぶ人 は 誰も/ \見 あきらむべし とて 可 具津知 

の神に：：^り、 よみし 肯草も 一葉 だに 家に と  >  めざり しかば、 我稻荷 山の 杉の 

4^ り，. VAJL^ り、 .11ぉーき-^^*^:^;?り*1^ど っナ ；し hrf こ .uk と ..n レー4^;,0、  .^-I'^avr 卜) らひ， 


葉 云々 「うつ 螺 -、」 思 ひし 

時に たづ さ へ て 吾が 二ん 見し はし 

りでの 5« にたてる つきの 木の こち 

つ、 J ちの： K ぃ*.-^1の葉の茂き.か如く思 

へりし …… 」(^»菜ニ) 

〇 荷 Eir お 本姓 は 羽 食、 小澤 蘆 

庵に sf" ぶ。 


IpiiFSTTItiv  #fc? りつ To を も iiif . りし ， あらぬ^に， 人 " .1- 一 る も .J な む 

を、 浪速の よしあし を も 選ばす、 玉藻 も 藻展も あるが ま、 に、 信鄉 のか 

き 集めた る を、 たま あへ" 0 人に も zu^ せ、 うから やから S 後に も傳 へむ とて、 

一 ー卷 につ くれる、 】 と を、 9!^ の 衆の 茂り なすこち くの 枝の さか ゆくて ふ ふる 

言 もて、 舂恭 集と はとな ふるに なむ， - あな かしこ。 

正 五位 下 荷 S 信 笑 誌 


ま" 葉 集 序 


七 1 


〇 稻荷山 山 域！ i 紀 伊那. ほ箪 山の 

ル？ 部に 在り、 京都より 伏 見に 通 や 

る 大路に 當る 0 


〇 かけ に は.、 J りの 異名。 かけの 

<g は 鷄の嘆 を つぐる go 


^葉 集 恭歌 


荷 田 春 


春 歌 


立 春 

たち かへ る 一 夜の 春 S のどけ さはいつ S 朝け に 思 ひくら ベむ 

くる 春の しるし もしる く 稻荷山 かすみ か ゝ れる讓 の 杉 むら 

花鳥の 色ね まち あ へ す 春に あ ふ 人の 心 ぞまづ のどかなる 

春に けさ ふくも 音せ ぬ 谷風に 冰 とけ ゆく 水の しら 波 

荒 玉 S 年の をだまき たが 手より 又く りか へ し 春の きぬら む 

•B 千鳥つ ぎて 囀れ 春の くる あかつき 告 ぐる かけの 八聲に 

なす 業 もい ふこと ぶき も 改ま る 春 こそ ひと S 上に 見え けれ 

朝日影 まづ 霞める やくる 春の しるし か はらぬ 光な るら む 

冰ゐし 池の こ ， ろ もとけ て 今朝 春 をみ ぎ はに よす る さ 、"波 

二 七 liL 


春葉蘖 .s 


〇 のべ 延べ V」 野 憑 ミ懸る o 


〇 夕 ひり 夕 凝. = 


〇 子 日 古、 正月 初の 子の 日に 野 

に 出で 小 松 を 引き 千代な 祝 ひ 遊び 


二 七 四 

筆 こ、 ろむ とて まづ ことほぎ 奉る 歌 

たらち ねの 頭の 雪 も あ を やぎの 綠 にかへ せ 春の はつ 風 

おのが 上 を も 祝 ひて よめる 

此の 春 は い そぢ S 齢の ベ に い で てた が爲 ならぬ 若菜 つ ままし 

春た つ あした 御社に まう で 侍リて 

稻荷山 ほが ら くと あくる 夜 を 名の るから すの 聲も 春なる 

睦月 朔日 こぞ ほりし 筒井の 水 を 汲み てよ める 

ほり え た る 筒井く む 手に 今年より 春し り そ め て ぬ るむ 若水 

春た つ 日 雪 の ふりければ 

夕 ごり の 雲 にみ 冬 をた ち へ だ て 今朝 ふ る 雪 や 春の 初花 

毎 家 有 と い ふ こ と を 

松 た つ る 門 は 高 き も 賤 し き も 心 ひ と し き 卷 、ぞ s^ ん け る 

流れ いでぬ さと の 小川 も冰 とく 初春 風 を みなかみ にして 

卷 きて， 0 な ほ^さ ゆるせ^ まう ち つ る 良 や- ぶ 水 も あり 


〇 三津の SS8  tSi 波の 大伴练 倒津。 

今、 大 岛之内 道 頓 3^. の邊。 


〇- 仄無瀬 川 今、 山 崎驟の あた. 

を JJ^ る、 淀川の 支流。 

〇 こミ浦 ^0^0 


春 葉 集 i 


霞 

いひ しらぬ 神代の 春の 面 かけ をみ せて 霞む や 天の かぐや ま 

櫻 色に くらべば いづれ 朝日 かけ 薄 くれな るに 霞 む^ひ は 

いつを わかぬ 空の 綠も 春に そふ 今 一 しほ は 霜な りけ り 

よそに F〕 し 雲 もさながら 葛 城 や 高 間の 峯 にかす みか 、 れる 

春の 色 はしる くぞ三 津の濱 松 もお なじ 綠 にたつ 霞 かな 

たちへ だつ 波の ひまに は あら はれて 霞に しづむ 淡路 しま 山 

ゆく 水の ありても 遠し 水 無 瀨川山 もと かけ て かすむ ダ は 

， ) ぐ 船 の 方 も 難 波の えぞ わかぬ こと 浦 かけて 霞み わたれば 

なけ やなけ 賤の 小田卷 くり 返し 永き 日 あかぬ うぐ ひすの 聲 

世 は 花の 春 を しらす ゃ鶯は 雪の ふる 巢 をいで がて に 鳴く 

鷲 を 待つ 

谷ち かみ 鳴く 鶯を あさな くけ ふや 初音と またぬ 日 はなし 

鶯 始めて 鳴く 

二 七 五 


〇 ふみした く 踏みに じる 。蹂 镧- 


〇 よ を こめて よは 竹の 綠語 


〇 くれ 竹！ 


春 葉 集 春 歌  二 七 六 

里 なれぬ 聲 なほ あかす めづ らしな 巢だ ちそめ たる 園の 鶯 

古撒營 

春 やとき 羽 かぜ やさむ き鶯の ふる 巢の谷 をいで がて に 鳴く 

雪 巾 鶯 

.fir はぬ を あなうめ とて や 降る 雪の 花 ふみしだく 枝の 鶯 

鶯は 花に 鳴く とや 思 ふ らし 散り かひく もる 雪に こ ゑす る 

寐覺 に 驚の なく を 聞 きて 

窗の 竹よ を こめて 鳴く 鶯 はおい の寐 ざめ の われの みぞ 聞く 

朝 鶯 

鶯の木 づたふ 枝の 朝露 ゃ冰れ るな みだと けて 見 すらむ 

夕 驁 

お ほつ かな 訪 はれぬ 宿に 鶯の 人來 となく やた そがれの 聲 

山 家 鴛 

のがれ 住む み 山の 春の かひ なれ や 軒端 まづ とふ 谷の 鶯 

鄕 鶯 

しめお きしね ぐら あるら しくれ； b の ふし 見の 里に きな く 驚 


I 


〇；1!^ 日 野の 歌 「春 日^の 飛火の 

野 守 出で て 見よ 今 幾日 ありて 若菜 

摘みて む」 (古 今 一 、春 上) を 本 歌。 

〇 飛火 のろしの 類 0 

〇 あさ 渾 春淺 き、 淺き渾 水 0 


春 葉 集 春 歌 


若荣 此の頃 多 か 

いかばかり 生 ふる 若菜、 ぞ 里人の 摘み 殘すさ へ さはに 見えけ る 

若 荣 

春 日 野の 飛火の 野 守 しるべせ よ 雪の 底に も萌 ゆる 若菜 を 

春 もま-た あさ 澤水 はこ ほり ゐて 深き 根^ をつ みぞ かねつる 

千年へ てつむ とも あかじ 魔 鶴の あさる 澤邊 にお ふる 若菜 を 

0 雪 

きえせ ねば 柳 櫻の め も はるを わく も ほど ふる 雪の 山里 

舂を あさみ 寄す ると 見えて 川 島に か へ らぬ 浪ゃ殘 るし ら雾 

春た ほ 寒し 

雪 も 又 さそ ひきぬべ く 雪き ほひ 空 さえ か へ る 春の 山 かぜ 

さえ かへ り猶 ふる 雪に 此の ごろ は 木の芽 を はると 見る 色 もな し 

更に 又う ちいで む 程 もしら 波の 冰 にさ ゆる 志賀 のうみ づら 

梅 

さく 梅の 立 枝に 拉ぶ香 や は ある 春に 色々 の 花 はめ でても 

薰 りくる 風 をば 梅の しるべに て 主人 もしらぬ 垣根 をぞ とふ 

二 七 七 


春 葉 集 春歜 


〇 待ち VJ りて 待ちつ けて 0 待ち 

果せて。 


〇 つゆの 枕 告 黃 SB を か. 


0 なほ そめよ なほ 此の上に も 紅 


二 七 八 

みる If 曰 も 忘りぬべく 喚きし よりう ちむ か はる、 窗の 梅が 枝 

音なら でお ど く 風の 梅が 香に さめて 惜しまぬ 夢の 手枕 

袖 かけて 折らぬ ぞ へ だて 中垣 はこえ て 此方に さける 梅の 枝 

ふきく る も 音な き 風の 梅が 香に ちかき あたりの 盛り をぞ 知る 

蒸るな り 虱 もまち あ へ す蔬 垣の まぢかき 軒の 梅の さかり は 

^^^？が圚になか垣こゅる梅が枝を主人顏にもぃとふ春かぜ 

待ち とりてた が 袖の かにし め ぬらむ 軒端の 梅に さそ ふ 春風 

:K あまた 中垣 こえて さく 梅に あるじた が へ て 人 やと ひ來む 

4 母 花 春を吿 ぐると いふ 事 を 

閨の戶 の 隙 もとめき て 世 は 春と つけの 枕に かをる 梅が 香 

梅 を 植えて 鶯を 待つ 

うつり 來て 鳴け ゃ鶯ぅ ゑお くも 誰が ためなら ぬ 庭のう めが 枝 

荒れた る 家に 梅 さきたり 

imi ゑお きし 人 はふり にし 軒蟓 にも 春 を 忘れす に ほふ 梅が 香 

紅 梅 

なま をめ よ 八 酸 さく： の くれな ゐに春 を 深む る 色 はみ えけ り 


O い -A-s き ぃミは 柳の 綠語。 


〇< さか ふ i8 駒に 草 を 貧 ましり 

る 0 


春 葉 集 春^ 


柳 

春風に うちな びきな ば亂れ なむ 散らぬ 花 田の 青柳の 絲 

ふくと しも 音に しられぬ 春風 を絲 より 見せて なびく 靑 やぎ 

柳 絲隨風 

いと 弱き 心づ から や 春風の 吹く かたよりに なびく 靑 やぎ 

故鄕 若草 

ふる 里の み 垣が 原 も 雪き え て綠 にかへ す 春の 若く さ 

さわらび 

岡 ごえの くさ かふ 駒の その まに も 折りえ てあかぬ 春の さ 蕨 

春 月 

春の 月た が 世 S 空に めで そめて 今 もむ かしの 影 かす むらむ 

ほのかに も ある ま は 嬉し 春の 夜の ふかき 霞の 袖の 月 かけ 

舟路 に 月 を ながめて 

霞めた， 波の 浮寢の 夜半の 月 春と みるめ も 慰まば こそ 

月に 昔 をし のぶ 

身 の 老を 忘れて は 忍ぶ 春の 月 霞まぬ 夜半 も ありし む かし を 

.  二 七 九 


春 葉 集 春歜 


二八 〇 


〇 いつは あれ 5」 何時 VJ いふうち 

にも VJ りね けて 0 

〇 縫 島が さき 淡路島の 北端の 東 


0 朽目 腐れた 隙。 


〇 かた 岡の 逢 ふこ VJ は 難いの 意 

にかけ た。 


春 曙 

雪に 蒸る 霞 を そめて み吉 野の花に う へ なき 春の あけ ほの 

いつは あれ ど 何處は あれ ど 波 かすむ 縫 島が さきの 春の あけ ほの 

春 雨 

雪 霜 もの f  J ら ぬけ ふの 春雨に 野なる 草木 ゃ綠そ ふらむ 

春雨の ふると も 見えす 谷 かけ は 岸の しづくの 音ば かりして 

野 山に は綠 こそ 添へ 草の いほの 朽目 はる 雨 ふる ぞ^しき 

旅に て 

旅 ごろ もた ちに し 日より 春雨の ふる 里の み を 思 ひし をれ て 

賻か へ る 

慕 へ ども 名殘 もとめす 有 明の 月に つれな く歸る かりがね 

さく 花 を 見捨てば せめて 霞む 夜の 月に やすら へ 歸る臈 がね 

き す 

狩人の 入 野の 草の ねに ぞ なく 子 をお も ふ 維の たち も 離れす 

おのが 妻 霞へ だてて 逢 ふこと はかた 岡の ベ にき 、.t すなくな り. 

雲 省 


〇 母子 まじりに は、 こ 草 0 菊 科 

の！ etto 春の 七萆の 一 に、 J ぎ やう。 


〇 をり はへ て をり はふ。 時 を 長 


春 葉 集 錄歌 


草の 名の 母子 まじりに 蓳 さく 野 をな つかしみ 雪 雀な くらむ 

幕る ゝ まで いきか ひ繁き 道の ベ は 空に 雪 雀 や 落ち かねて 鳴く 

三 HJ 三日 

咲く もけ ふ も ， 悅 びの 花 かづら 三千 年 かけて 勻 ふいろ か は 

桃 花 

見る ま 、 に 色し あせす ば 花の 名の も、 日 も 去ら じあかぬ 木の 下 

櫻 

え や は 誰 わか 木 の 花の はつ 櫻い つの 色香の かかる べしと は 

年へ て も あかす 衰へ ぬ 色に 香に 樱 ならでは 何 をめ で まし 

をり はへ て 山路の 櫻まづ めでむ 花 はみ やまに 色 ふかくと も 

峯もを も 今日 こそ さくら 雲 雪の 空め は 晴れて かをる 春 かぜ 

花 を まつ 

白雲 も 花 待つ ころの 心に はいつ の 春よりか 、 り そめけ む 

吉野山 花 まつ 目 こそ 定まらね 雪 に あけても 雪 にあけ て も 

はつ 花 

移しう ゑて 今年 見 そむる 花の 色に あかぬ 千 入の 心 も、 ぞ添ふ 

二八 1 


宙野山 花 s 盛りに なり ぬらむ 雲より 上に かをる 春 かぜ 

さかぬ まに 思 ふ は 淺き色 なれ や 今： る 花に， 〕 、 ろ 染めて は 

春の 夜 はあくる 光 もい そがれす 花に 有 明の 影 をめ でて は 

まが ひ し 色 はさな. がらて る e: の 光に なりぬ 花の しらくも 

たち へ だつ 霞 も 雪 も かをるな り 花に 白める あけ ほの の 山 

うらみ じょつ 、 む 霞 も 森の 名 S 衣手 かけて に ほふ 樓に 

春と い へ ば 梢の みか は 宮人の さくらが さね も あかぬ 色 かな 

さく 花に あくよ しあら ば 此の 春 やめで ます 色の 限りなら まし 

闕 守の あ る 世な りせば 逢坂の 花に と , ま る 人 も ゆ る さじ 

掉 とめて る まもな みの 早瀨河 花に うらみむ 春の いかだ 士 

身 を 隱す山 ふところに 吩く花 はなべ ての世にもs^ヌ-ぬ色かな 

此の ごろ は 櫻 かざして 岡の 名の ゆききの 袖のに ほ はぬ もな レ 

な ベ て 今 遠山 ざく ら紛 ひし もまが は ぬ 雪 も 花に なり ゆ く 

ふる ほど は 厭 はぬ 花の 白雪に あすの 梢の 色 やさび しき 

花に かこ つけて 入 を まつ 顷 


c 斧の： s のく ちし 晉の 王； おが 仙 

人の を sa むを昆 局 未た 終らざる 

に 斧の 柄の 朽ちた るに S!? き、 宿に 

りみ たれ は あらぬ 世に うつり か 

はりて ありし.、 J いふ、 我が 浦 島に 

似た- 0 支 都の 故事 of ふるさ ミは見 

し ご -、 J も あ らゃ斧 の柯の く ち し處 

ぞ戀 しかりけ る」 (古今 一 八雜 下) 


^葉 集 ^^歌 


家 © み せま はし さに ns^ るよ" も餘 りて 花に 人ぞ またる ， 

とめこ かし 色 を も 香 を も 知る しらぬ 人 を わくべ き 花 櫻 かに 

花 を たづね ありく 

あす はな ほ 遠山 ざ くら たづね 見む け ふの 空めの 雪 を しをりに 

末つ ひに いと はれぬ ベ き雲臧 もしる ベ とた S む 花 2 山ぶ み 

わけ a ば や 遠山 ざ くら 花 を 花く も を 雪と も！： る を 限りに 

花 下に 日 を 送る 

斧の 柄の くちし 例 を もろ， 〕 しの吉 野の花に たぐ へ てぞ見 る 

花 下述懷 

さくをめ で暌 かぬ を 忍びと にかくに 立ち去り 難き 花の木の 下 

尾 上 の 花 を 見さけ て 

よしや ゆに 花の 春風 薰ら すば まが ひや はてむ 峯 のしら 雪 

心せ-山 花 

山 櫻 身 こそ まかぜね 花に いそぐ 心 «  ，  r 一  6  S な づむ日 もな し 

花 似 幣 

いつい 世の た-かなら ひより 行く春に 手 向く る幣と 花の ち るら む 

二八 一 11 


春 i 春 歌 


〇 雲の上 もの 歌 花咲く をり は宮 

中 も 隔てな く 香の 高き 春風が 吹く 


〇 接の 山 近 江 國三上 山の 東に 拉 

ぶ 0  I 


二八 四 

禁中 花 

雲の上 も 花に へ だて は 中の へ や 外の 重 を かけて かをる 春風 

落花 入 簾 

家 櫻よ そに 散らさで 小 簾の 内に さそ ふ は g るす 庭の 春風 

矛术 花 

花に さく 色 も 露け しひと りの みなが め ふる 星の 軒の つまな し 

0 遊 

春 はた 、.- 誰も 心 を野邊 にいで ぬ 花う ぐ ひすに 誘 はれね ども 

水 鄕春望 

おきいで て 向 ふ 鏡の 山 も 今 はるかに 霞む 志賀 のうみ づら 

かはづ 

みな 淵の 山 下水に ところえ て 住む やか はづの 朝よ びの 聲 

花鳥 も 色ね し をる/' 春雨に 池の か は づの聲 き ほふな り 

董 

うち むれて 蓳 つむ 野 は 紫の ゆかり あまたに 袖ぞ 見えけ る 

庭 は 野と なりな む もよ しなつ かしと 蓳 つみに は 人 もこ そくれ 


〇 诚 にな を はお 辭. = 


〇VJ はで もしれ な 一 本 「しるき 一 


〇 こ 、 た 澤山。 多く 0 


つ、 じ 

舂の花 これ や 限りと いはつ ， じこが る 、までの 色に 唉 くらむ 

夕日 かけさす や 岡邊の つ ゝ じ 原 わけ ゆく 人の 袖 さ へ ぞ てる 

くれ か ， る 外 山の 松の 陰に のみ 入日 をと めて 咲く つ ， じかな 

山 吹 

日數， 〕 そと まらぬ 春 を 餘波ゃ は 波に をに ほへ 岸の 山吹 

すだ け猶 いけの 蛭 も 山吹の はなの をり え て聲 かをるな り 

山吹 はこた へ ぬ 色に う ゑし 世の 言と はま ほし 宇治の 橋 もり 

山吹の 花 もてはやす 里の 名 はとはで もしれ な 露の たまが は 

契り あれ や はふ 木 あまたの 藤 葛 まつに との みぞ かけて， TT へる 

松が え に ふく 春風 は 音よりも 色に ぞ しるくな びく 一 膝な み 

の くれはつ る ゆ ふべ 鐘の 聲 を 聞きて 

けふのみに春はくれぬと聞くもぅしこ.^だに霞め入和の鐘 

夏 歌 


赛葉集 夏 歌 


二  rJ-K 


春 葉 集 夏 歌  二八 六 

首 夏 

め も はるの 立ちに しょり は 深み どり 木末に しるく 夏 はきに けり 

風 や 思 ふ 若葉に ふく は 涼しき を 花 にいた く も 厭 ひ は て つ る 

しゅれ た 、亡 fe! も ー架廣 のなら 柏お きど ころえ て 露も昆 ゆらむ 

山 はみ な かをりし 花の 雲き えて 青葉が 上 を 風 わたるな り 

残花 何 在 . 

山守に いざ こと 問 はむ 夏 きても 猶 ちらぬ 花 はあり やなし やと 

M 衣 

花染 になれ ぬる 春 も はかなき をい や はかなに も更 ふる 袖 かな 

ほと  ぎ す 

夏衣き 、》 の 木末 も あさみどり をり えて 來 なく 山 ほと ， ざす 

里 なれぬ ねに 名 S らむ はう 月と やいで がて に 鳴く 山 時鳥 

時鳥 IIS^.:!^ かづら くると あくと あく 恃も なき 一音 をぞ 鳴くな る 

きけば まづ 語りつ ぐから 郭公 世に しのび 音は浪 らし かねけ む 

またぬ 宿 まつ 人 わかば 時 烏な ほ いかばかり 初音 しのばむ 

いつしかに 初音 もらしつ みちの くの しのぶ はて ある 山 時鳥 


0 ラ刀 卯月-、 き 月 VJ を かく  0 


〇 みちの くの しのぶ 岩 代 阔福島 


〇！a% や .MJ?? の 山 太 和！ の 

中の isl^o 金 则山。 


〇 けしき G 杜 九州 大 ほ阈 にある 


〇 いはせ の杜 大和 國立田 川の 惠 

S 龍 田 村の 南 求 瀬。  . 


幾 Si を かけ てな くらむ 葛 城 や こ ゑ も 一 nl? 閒 S 出 ほと 、 ぎす 

姿 さ へ さだかに は つ 時 烏 月に むかひの 岡に なく 夜 は 

^^^111まちっけけりなさもし乙きけしきの杜のむら雨のそら 

そ 語ら ふ聲 をき くや たれ 須 i- の うしろ S 山 ほと、 ぎす 


鈴 鹿 川 八卜瀨 もしらぬ 五月雨に お S れふ りいで て 鳴く ゆ 為 

^烏 さ-たかならねば 聞きつ とも 誰に いはせ の杜の ひと 聲 

し S び 昔 を 我に はもら せ 聞きつ やと 問 ふ 人 も なきやま ゆ 烏 

時 を ま つ 

心 ある 人 も かくれぬ 世 を しらで など 出で かぬ る やま 霍公鳥 

怨 みお ふ は て をば 知 ら で 霍 公 烏 い つ ま で つらく  を惜 し む に む 

夕月 3 ほど もす ぐれば 時鳥た、 V あ. c: あけの 穴 やた のまむ 

かきくもる 穴 r: やた のまむ 子規；：：； の 夜 ごろ も ほど 過 ざに けり 

はじめて 時^ をき く 


子規 あす は いづこに 語りつ ぎ 

時鳥 を たづね ぁリく 


ひつぎ ゆかむ 夜华 S はっ^ 


出 はと くいでも やせし と 子規 里 を あまた 


^1 暴 


ご) 今日は 尋ねむ 

二八 七 


春 葉 集 夏 歌 


二八 八 


〇更 くる 賴み 夜更けに 鳴く たら 

ラ€ い ふ賴 み。 


〇 夕閣の 空に しられ やすむ 夕 

閣の 空に 閼係 なく 澄む 月 0 


あした 時鳥 を 聞きて 

此の あさけ 村雨す. ぐる 雪 閒 よりす 、" しく 名のる 山 ほと ， ぎす 

時鳥 を 聞きて 

宵の まの 只 一 聲に ほと 、ぎす 更 くる 賴みも ありあけの 空 

ひと リ 時鳥 をき きて 

誰に 又 語り あはせ むひと り寢 のま くら 音な ふ 山 ほと ゝ ぎす 

雨 ふ る 夜 子規 をき き て 

まち とらぬ 人 はき かじな 降り くらす 雨の まぎれに 鳴く 時鳥 

お ほつ かな 山 霍公鳥く も ふかき 夕の 雨の そらに 鳴く ね は 

卯 花 

夕月に まが ひし 花のう つぎ 垣な ほ ありあけの 影 もへ だてす 

月と 見て まが はぬ 色に さきし より 卯の花が きね 暴る 夜ぞ なき 

夕闇の 空に しられす すむ 月 はう の 花 さける 垣根な りけ り 

世 を 隔っ隱 家 なれ や 訪ふ人 も あなうて ふ 花に かこ ふ 垣根 は 

月 雪 を 心に しめてす む や たれう の 花 かこ ふ 山の 下 庵 

よそめに は 月の 桂 や をる と 見む 卯の花 かざす みちの ゆく 手 を 


〇 諸 葉 草 ふた は あふひの 異名。 


0 石の 上 ふるの 枕 Jsn 


0 誰が 袖 袋の 名 or 色よりも 香 

こそ あはれ VJ おも ほ ゆれ 誰が 袖 ふ 

れし 宿の 梅ぞ も」 (古今 一  、 春 上) 

よりお づ 0 


あ ふ ひ 

inc 人の あふひの 露の 玉 かづら よそめに かけて 見る も 涼しき 

たえせ じな 神と 君との 諸 葉 草 かけて 千年に 祭る ためし は 

さなへ 

早稻 おくて 田. r や 千 町に とりわけむ 綠 はおな じ 水の わか 苗 

秋に むたり 漶 の 姿 さきだてて 露に のべ ふす 小 田の 若 苗 

石の 上い そぐ 早苗 か 五月雨の ふるの 山 田に う ゑ 女お りたつ 

とれ どっきぬ さ 苗に 幾日 くれ： b のよ のま を 田 子の 暇に はして 

あやめぐ さ 

池 深み 水草な がらに ひく 手に も あやめ は 長き 根に、 ぞ 分る ， 

たが 代よりか るち の 池の 菖蒲 草 幾 世た えせぬ 根 をと 、.- むらむ 

たち 花 

誰が 袖の 香に や 忍ばむ 我が 植 ゑし 軒の たちばな 花 さきにけ り 

今 は う ゑし 時世 も 忍ぶ まで あれ ゆく 軒に に ほふ たちばな _ 


夢に だに 見ぬ 世の 人の 袖の 香 もしの ぶに 近き 軒の たち 一 

五月雨の ふるき 軒端 ももる からにし をる 、 袖 も 与 


it 


舂葉集 夏 歌 


たち 花 

二八 九 


^葉 第 夏 歌 


二 九 〇 


〇 夏な き 月の しも 夜 月影の 照 J 

そふ 砂地 0 


〇 こ VJf 威の 花や はおよ ぶ 他の 草 

花 は 及 はない 0 


.a 夜 

夏の _ ^は 難 波 Sf 腐の ふしの まもなくて 明け 行く 夜半 ぞ はかなき 

M ハ 

濱 千鳥な ど聲 たてぬ まさご ぢは みす や 夏な き 月の しも 夜 は 

五 W  0 

雪 幾重た ち へ だてても 五月雨に 瀧の 音 羽の 山と よむな り 

なでしこ 

f  J と 草の 花や は お よぶ 水無月の 照る 日の いろに 唤 ける 撫子 

あした 撫子 を 手 折リて 

花の 外 S あはれ も 今朝 は數そ ひて 折る 手に か 、 る 撫子の 露 

なつ 草 

茂れな ほ 鉋 かす 色々 の 花に みむ 秋 も ほどな き 野 邊のも 、 くさ 

わけてよ も- < ；は訪 はじな 夏草に 我 さへ たどる 庭の かよ ひ路 

かけろ ふの 小町の 通ひ路 おの づ から あるか 無き かに 茂る 夏草 

來む秋 も ほど はなつ 野の 夕風に 涼しくな びく 露の 八千草 

蚊 造 火 


OS 思ひの種を|3^にょせてぃ 

ふ！！ I;s。 又 女 a 花、 その他の 異名 o 


〇 花 •/」 いへ はの 歌 「速 葉の 源り 

にしまぬ 心 もてなに か は 露 を 玉 ミ 

あ ャ，. むく」 (古今、 四、 夏) によつ 

な もの 0  I 


^^^葉集 哀 欲 


かくれす む 門は蘀 にと ぢられ て 蚊 やりの 煙よ そに しらる 、 

蓬生のに はの 露と ふ螢さ へ く ゆろ 蚊 やりに 遠ざかり ゆく 

夕 空に たちもの ほらで 山 もとの 里の けぶり や 蚊 遣な るら む 

ほたる 

けつべ くや あらぬ 螢の思 草 はかなく 音に はたて ぬ ものから 

夕月 も いり 江の 波の 喑き 夜に おのれし るく も 飛ぶ 螢 かな 

谷の 戶の あくる もしら じ 終夜 岩 まが くれに 燃 ゆる 螢は 

螫似 玉と いふ こと を 

拾 ふと も 光 はきえぬ 玉 なれ やくさ 葉の 露に 燃 ゆる ほたる は 

風 わたるお なじ 草 紫に ちる 露の きえせ ぬ 玉は螢 なりけ り 

螢火 透 藤  . 

みす 近く 飛ぶ ゃ螢の 玉く しけ ふたつ 三つな ほ あかぬ すき 影 

,H  . ちす 

花と いへ ば あだにの みや は 見 はつべ き 池の 濁り も そまぬ 速 葉 

夕 立 雨 

水上 は 夕. N すらし 見る がう ちに 一 すぢ にごる M のなか 川 

二 九 一 


卷葉集 夏 歌 


一九 一 


0 なる 神の 枕詞 。音に 冠す n 


〇 手に ならす 手に 持って あ ふぎ 

馴れる 0  i 


夕立 はやく 過ぐ る 

涼し やとい ふ 程 もな く 過ぐ るな りけ しきば かりの 風の 夕立 

夕 立 遠 

なる 神の 音 羽の 峯ゃ 夕立ちぬ 關の 小川の 末に ごるな り 

せ み 

所え て 下葉の つゆに なく 蟬 のおの が 聲には 木が くれ もな し 

秋 近き いろ こそ 見えね 松風に たぐ ふ 時雨 やせ みのもろ 聲 

草 も 木 もな びく 姿 をう つし 輸の扇 は 吹かぬ かぜ を 見せけ り 

手に ならす 扇の 風の ゆく 末 は 秋の 音に やなら むと すらむ 

す みとる 

花 紅葉 たれ か は 思 ふ 風 わたると き はの 松の した 涼みして 

秋風 もこ、 にや 通 ふ あっき 日 をよ そに へだてて 茂る 木陰 は 

たが 門 も あっさ 流れて 水無月の 水の あき 汲む 里の 中 川 

涼し さも 奧 ある 夏の すみかと はたれ 見入れす や 杉た てる 門 

夏 衣 


〇 ひミへ 取 衣- A- ひたすらの 萦. /」 


〇s の 林 in^5K,9ET 


涼し さ を ひと へ にたの む 夏衣 藩き をい とふ 頃 も ありし に 

野草 秋 近と いふ こと を 

みな 月 も 末 野の 木 萩 いろづきぬ 今 幾日 ありて 牡鹿な くらむ 

夏の はて 

秋 近み 扇の 風 も 荻の 葉に やどりた がへ てた が 身に かしむ ， 


春 葉 集 秋 歌 


立 秋 • 

草 も 木 もけ さより 色の か はる やと 思 ひそむ るよ 秋の 初し ほ 

ほのかに も あけ ゆく 足の 林まで 秋の 光と 見れば 身に しむ 

ふ きか はる 音ば かり か は 風お こる 雪の 景色 も 秋 は 見えけ り 

風の 音 をまづ さきだてて 朝露 もお き あ へ ぬ 庵に 秋 はきに けり 

小 ffl の 屋は稻 葉 ふきわけい りたつ と 目に こそ 見 ゆれ 秋の 初 風 

聞き なれし 音 ふき か へ て 軒 近き 松 こそ 風の 秋は告 けつれ 

朝日 かけ 色 どる 雲の たつ 田姬 これ や 手染の あきの はっし ほ 

け ふより は 千 五 百の 秋の 數々 に 見ば や 玉し く 庭の ゆ ふつ ゆ 

二 九 三 


〇 あま はせ 使 ：太馳 使- 


〇 星 合 七 H; 七 夕 ^牛 織女 二 星の 

相會 する こ-/ JO 


〇 ひ.、. - めよ く..，；' む 人目 を 避ける 

ぐ」 見える。 


^葉 集 秋歜  二 九 EI 

ふく 風の 音より 外に あき ぞ 知る 物お も ふ 袖のう へ の 白露. 

風 は 秋 を つぐる 使と いふ こと を 

來る秋 は 目に 見えぬ 風 や 幾千 里 あま はせ 使お とに 告 ぐらむ 

七：：！ の 夜 

星 合 は. まだ はつ 秋の みじか 夜 を 一 夜 S みと は： i: ちぎりけ む 

天の川い かなる たね ぞ棚 機の かたら ひ 草の 秋に かれせ ぬ 

七夕： H! 

夕月夜 かけう すき 頃に たのめる や 星の 契り も ひとめよ くらむ 

同 橋 

天の川 今宵 は 波のう ち 橋 を かけ ざれば とて 逢瀨ゃ はなき 

M 草 

わきて け ふ 折らば や 男 花 女郎花 逢 ひに あ ふ i の 手 向 草 に は 


〇 をり にあ ふお 七月 七夕 梶の葉 

に 歌 かきつけて 棚機ケ まつ る 習 は 

しが ある 0 


常世の 烏 照な 指す „ 


同 木 ■ 

たが 苑 もけ ふの 手 向と たな 機の をり にあ ふ梶は 本つ 葉 もな し 

同 鳥 

鐘の音 はつらし と 知らぬ 棚 機 も 常世の 烏の ながなき やうき 


〇 くる-ま を 日の 慕る、 を絲 «4 

るに かく 0  t 


.,;ぉもの^?5 いはほ ぞ 一本 「い 

ヒ： J や」 「君が 世 は H<G 羽衣 稀に 

.13^ てな、、 つ ,1) も I. おき ぬい ははな るら 

む」 (拾 遣、 五、 賀) による。 


〇 ふ 月 陰 七月 0 後の ふ 月 は 卽 

—あ 響い， 41  


眷葉集 秋馱 


は 天の 戶も あけば 別れむ 星の あ ふ 

IS 絲 

棚 機の 手引 S 絲の くる ， ま をい かに 久しと 今 = はお ほ ゆる 

同 扇 

かさば やな ま だ 秋 箸き 彥星 の 今宵 あ ふ ぎ はすても おか じ を 

M 衣 

かさじた 、v 我が 一 人 寢の旅 ごろ も 露け き 袖に ほし やわ ぶら む 

^ 祝 

織姬も いはほ ぞ ためし 天つ 袖 いく代 かけて も盡き ぬ ちぎり は 

星の ためし 燈 火き ゆる 里 もな し 風 を さまれ るみ 代^ しるしに 

二 M 適 逢と い ふ こと を 

あはぬ 夜の 數をぁ ふ 夜に か へ まくの ほしの 契りの ま ゝ ならぬ かな 

閏月 七夕 

あ ひも ぬ 後の ふ 月 は あ ろ か ひもな かく  H 生の 思 ひ 添 ふらむ 

荻 

音す る をい と はば 何に 梳ゑ けむ と 風 の 思 は む 庭 の をぎ はら 

二 九 五 


^葉 集 私 歌 


二 九 六 


〇 時 じ. 

常に C 


何時 ミ い ふ區 別な- 


〇 宮木野 宮城 野。 降 前 仙臺市 

の 東郊から 南の 海潔馼 里の 開の 


〇 男 花 うち 跪く 云々 武藏 野は殊 

に 男 花に 名高 い 。「武 蔵 野 や 今 は 茶 

にたく 枯 尾花」 (i!^ 衣) 


船 もい さ 見えぬ 人 江の 波風に 聲う ちそへ て 騷ぐ荻 かな 

軒の 松に 時 じく 風の 下获 はお のれ そよ ぎて 秋 を わくら む 

よ ひ- (- 荻の 聲を きく 

夢 さそ ふ もぎの 葉風に ちる 露 をう き 手枕に からぬ 夜ぞ なき 

は ぎ 

宫木 野の 秋 も 思 はす 色に おく 庭の こはぎの 露 S さかり は 

も、 草の 多 かる 中に わきて 猶 いろに 折らる ， 野路の 秋 はぎ 

女郎花 

花 ざ かりい ざ 折り とらむ 女郎花 風に のみや は 任せたら なむ 

風に のみ 靡く とすれ ど 女郎花な まめく 色 は 露に みえけ り 

名に お ふ も あだな る 露の 女郎花な ベ ての 風に なびかす もがな 

す、 き 

秋風の 松 を 調ぶ るた び 毎に 岡べ の 尾花 そで か へ すなり 

秋風に たち そふ 浪と 見る までに 男 花う ち 靡く 武藏 野の はら 

力る 力 や 

ふく 風 を さの み 厭 はじ 亂る ， はおの が 常なる 野路の 刈萱 


O する がに ；-に は 接尾語 o の 故 

に、 が g にの *i を あらば す。 


一 お. ようら み 尾花 はおく 葛の 葉 

に： におって 裏 を 見せる から、 裏 

見 ミ 恨み./、 かけ、 尾花 は 風に 魔く 

のが 入の 招く 樣こ 見え るから い 

ふ 0 


# 葉 集 秋 歌 


藤 給 

見ての みやすぎ なむ 野路の 藤 袴 手 ふれば 色の あせもす ろが に 

朝 額 

夜 を S こす 霧 S 隔てに 中が きの そなた ゆかしき 露 S 朝顔 

秋 野 

葛 は うらみ 尾花 は 招き 秋風の あはれ はてなき 武藏野 S はら 

ぬる ゝ こそ 秋の 尾花 S 袖と みめ 露 ふき ほすな 野 逡のゅ ふ かぜ 

0 

玉 ざ S の 光も淸 くお きそ へ て 有 明の かけに なびく 白露 

秋 もや ゝ 深く なり ゆく 朝な く 淺 茅が 庭 のつ ゆ ；て身 にしむ 

おきいで てながむ る 庭の 朝露に 野 山 畝 尾 S 秋 も 知らる ， 

風の 夕 ふき も はら はぬ 玉笹ゃ 小 ざ ， が はらに 露 しづかな り 

秋 はた ゾ いかなる 草の葉 末まで つゆの 哀れの か ゝ らぬ もな し 

閑，：^ 露滋 

風に のみ 心お かれむ 秋の つゆ 誰か ははら ふ淺茅 生の 庭 

野原に は 人 も 一て 通 ふお く 露の 深き かぎり や 蓬生の 庭 

二 九 七 


卷葉集 秋 歌 


二 九 


0 おしね 晚稻。 


秋 田の 露 を 

さ 苗に はふ かしと し を 色に 出づ る 秋の 田、 SfSS 露 一て 身に しむ 

秋 S 

おしなべ て わさ 田お しね も 八束徳 S たりほに 民の 秋 を 見る かな 

打ちな びく 稻 葉の 波に 一 とほり ふく かた ZJ- ゆる 小 m:: あき 風 

いづれ を か 哀れと きかむ 秋 ふけて 夜寒に しきる 蟲 S 聲々 

契る 其の たれ を まつ 蟲く， ずの 葉の うらみ 有 明の 影に なくら む 

此の ゆ ふ ベ 聞けば 千年 もまつ 蟲 S 秋の さかりの ^ は 弱 ら じ 

野と なる もよ しゃ 鈴蟲 まつむしの 所え てな く 庭の 草む ら 

ま つ 蟲 も聲 うらが れぬ秋 もはや 末 野の くさ 葉 色 か はる らむ 

風 もな く ふけ ゆく ま ヽ に 松 蟲の聲 すむ 庭の 月ぞ 身に しむ 

秋風に たぐ ふやしら べ松蟲 S すだ く^べ S ねこ そこと なれ 

おくと. 」 も まだ 初霜-て 淺茅 牛： にかれ ぬ 音 をな け 庭の まつむし 

ねに たてて 妻 こふ 牡鹿き く 人に 秋の^ 良 き 思 ひか すらむ 


露霜のお くての 山 w もる 庵に 寢 ぬ」； ^の 友と を じか 鳴くな り 

み. E ベ に 住む かひよ とぞ なく 鹿 9 ね をのみ 友と きかぬ^ ぞ なき 

山 K 秋 夕 

聞き わびぬ 世のう きよりも 此の タ吹 きもた ゆまぬ. ES 嵐に. 

滔 妻 

秋 もま だ淺 茅が 露 のた まくに，： 乙 も はかな 宵つ r パ ひ づ ま 

こよ ひ 誰 都の 月に なぐさまで if 捨 出に 袖 ぬら すらむ 

秋 ごとに 夜 を 長し と は さ やかなる 月： ぬ 人 S 1K 葉な るら む 

宵々 に 待ち 出づる 月の 秋の 夜 はたかき も 山 S かひな からまし 

雪 はる 、 . ^は 中 {4! にな ほす まむ 山 口し るく いづる 月 かけ 

すむ 月の 色ね と 見ば や 野.^ 逸 は 今 木 萩 花 ささを じか なくなり 

橋ば し ら 朽ちても くちぬ 光と や 昔な が ら に 月 はす むらむ 

雪 はら ふ 風 を 光に を かの ベ の 松に ふけ ゆく 秋の 夜の 月 

月 かゆ は 昔の ま ， の つ ぎ！ S にむな しき 名の み かけて 殘 れ る 

似る 夜半 もな みに さやけ く 難 波 江 S 镜閒 S 月に 秋風， て ふく 


^葉 集 秋 歌 


三 〇〇 


〇 墨の 江 住士 口。  I 津躋 0 吉 をえ 

•J/J 殺 音す る 例ば 他に も ある 0 


〇 ひ-/」 りへ、」 たる、 獨 富つ- 


くもりな き 月 を 宿して 廣澤の 水の 心 も 秋 やすむらむ 

雞 おひて あれ ゆく 庭の 白露 を やどりと なる、 秋の 夜の 月 

雲 はる ， よる は 出 づるを まつ 島 や 入る を を じ まの 波の 月影 

露霜のお きゐて 見ば や 橋の 戶も さすがに 惜しき 閱の月 かけ 

ちる も 今 は をし まじ 桐の 葉が くれし 筒井の 月の 影 も 汲まれて 

寫す ともえ も 及ば じな 墨の 江 は 松 をく まに てす める 月 かけ 

たち 隔っ霧 も 煙 も はる 、夜の 月に みなせ S. 里ゃ訪 ふべ き 

忍ぶ にも あまり あるまで 軒 あれて 月 もり あかす 秋の ふる 里 

禁巾 = - 

嵐 ふく 昔 もお よばぬ 雲の上 はいかに 靜 けく 月の す むらむ 

社頭 月 

增鏡 かけて くもらぬ 神が き は 月 も 光 を わきて す むらむ 

家づ くり めでたき 人の 許に 遊びて 

みがきな す 宿の 光に 月 かゆの いく 秋す める 庭の 池 水 

ひとり！：！； をな がめ をリ 

秋の 月い かなる かゆに 向 へ ばぞ 千々 の 思 ひの ひとりご たる 、 


〇 昔へ いにしへ に E じ 。昔 方の 


C 最中の 月 八月 十五夜の 月 _= 


〇 九月 十三夜 字 多 上皇の 御代よ 

り {fi; する MB はしぐ J なる 0 


〇 月よ みの 神 月の 異名。 
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«: を て 昔 を 忍ぶ 

なれし 其の 影と むか へ ば 昔 I や 今も戀 しき 秋の 夜の 月 

月の 夜 人 を ま つ 

あくが る、 面影の みは 何せむ に 來ぬ人 さそ へ 秋の 夜の 月 

曉 夜 

まちいで し 夕の 月の 光より あはれ は 添 ひぬ あかつきの 影 

まち ど ほな リ 

夜 や 淺き雪 や こぶかき 月 はま だ峯 にい さよ ふ 影 だに もな し 

八月 十五夜 

かけて 照らし 亂れ てす める 夜半 も あれ ど 最中の 月に ます 影 もな し 

十六夜 

ふきはら ひ 風 も 月 まつけ しき かも 殘る 雲な きい さよ ひの 空 

九月 十三夜 

ひのもと 

唐國に しられぬ 月の 名た 、る や、 ) の 日本の 光なる らし 

あ ふぎても 猶天 てらす 日本の こよ ひ 名に お ふ 月よ み S 神 

さやかな る 月 はも 中の 秋の みに か はらぬ 名 を や 今宵す む 月 

三 〇 ！ 


i 


卷葉集 秋 歌 


大和 M の 西 境の 金剛 


三 〇 二 

高山 待 月 

かづら き や 心に か 、 る 雲き えて 高閒の 山に 月、 ぞ またる ， 

ぬば 玉の よると も 見えす 山姬の 月に くりいだ す 瀧の 白絲 

y: 前 松風 

影 やどす 小 笹が露 はこ ほすな よ 庭の 松風 月に ふくと も 

前孳木 

露 を： 15^ せ 風 を しらす もた ノ ならす 月す む 庭の 获 にす 、 きに 

いづるより 向 ふ 外 山の 松 杉の 葉末 わくまで 月ぞ さやけ き 

初 0 

ゆ ふ 月の ほど は いづこに 休ら ひし 有 明の かゆに わたる 初臈 

老が身 は寐覺 の ほど を 今よりの 秋に 契らむ はつ 臈 のこ ゑ 

渡りく る あはれ もこと に 深き 夜の 月な き 空の 初 臈の聲 

山こゅ ろ數こそ：3^んね雲きりに聲はかくれすゎた る 初 かり 

めづ らしと 手に とる ばか 0 庵 近き 峯をこ 、 ろの 初 かりの こ ゑ 


〇 い こそ ねられね 13« て S ^にれ ぬ 


o;? 根が き 羽 接 。鳥が 嘴に て自 

も 羽 をし.、、 J  くこ so 


- フ. l^lp^JP^  Ini 力 ケ" 1- C ;j2 らしな S  く？^？ U 产-き *5>"  ^ さ 力、 リ， ほ 

お ほ つ か な ゆ く へ も 波 に ：Ii^ え わ か す -&松 の ひ ま こ ぐ 秋 の 船 

宇治川 や 秋 ざり 深し 船よ ば ふ もちこち 人の 聲ば かりして 

禱衣  き 

夜 を かさねい こそ ねられね 藤 £ー の まぢか.？：；^ に 衣う つ こ ゑ 

秋風の た ゆめば た ゆむ 槌の 音に をち の is の ほど ぞ 知らる、 

もり あかす 小 田 S かりほの さよ 衣 露 まどろま ぬす さびに やう 

深 草 や 野と なる 里 も かりに-たにせ こがき ぬた とうち 賴むら む 

し ぎ 

思 ふこと 猶か すそ ひて 聞き わびぬ うき 曉の しぎの 羽根 かき 

きけば へ j; 物， 】 ひしぎ の はね. かきに あはれ 數 そふ 曉^ そら 

たつ 嶋を いかにな がむ る賤の 男が お S が 門 m のタ ぐれの 穴 H 

う づ ら 

浦風 S ふきた ゆむ まの の 江 を 近み 波に まぎれす SS なく it 

霧 ふかき 方に 鶉な く 

小 笹原 ふしど 隔 つる 夕霧に いと V 鶉 のね にやな く ら む 

^葉 集 秋 歌  三〇！ 二 


0 


4' 


1^ 葉 集 秋 歌 


一 lie 四 


0 菊の 露 これ を欽め 長壽を 保 

いふ 0  


〇 ませ ませお 一 。竹 木な.； jj を あつ 

めて 結 へ る 低き 


〇 立田姬 秋の 女神。 奈 良の 舊都 

の 東西に 住 保 山、 立 田 山 ありし よ 

b- これ を秦 秋；」 £ しい ふ 0 


厭 はれむ ものと も 知らす 鄰 まで 垣ね のまく す は ひ るら む 

野 分 

あれ やすき 草の 扉 を あけば 叉 夜半の 野 分に かこち もやせむ 

つ た 

心なき いは 木が 上に 這 ふ 蔦 も 露け き 秋 を 色に みせけ り 

菊 

秋 毎に 色香お いせぬ 菊の 露な めても nl- て も 千代 はへ ぬべ し 

菊の花 さけ リ 山水な がる 

千年まで へ す とても 飽かす くまば やな 菊の 下 § く 秋の 山水 

籬の 菊に 月 さやかな リ 

色 ふかき 露 さ へ あるに 白菊の 光 さし 添 ふませの 月 かけ 

伴 菊延齢  ♦ 

勻へ なほ 秋な き 時 やとば かり もめ かれしつべき 千代の 菊 か は 

もみ ぢ葉 

+< 和なる 立田姬 こそ 染 むる 木々 を 唐錦と はいかで 見 ゆらむ 


I 一  ゆ"?^ こる や 日 § ^もみち 1^ は 時雨 も そめぬ 千 入と ぞ： ：^^ る 

峯麓 なべ て 錦 をた ち へ だつ 霧に おく ある 山の もみ ぢ菜 

さよ 時雨 音づれ ざら ば 今朝お ける 露に そむる とみぬ の もみ ぢ葉 

時雨 はれ 月影 てらす もみ ぢ葉は 露 ひるまな き 色ぞみ えけ る 

常 磐 山 下 ゆく 水 ももみ ぢ 葉の 移れば か はる 色 をみ すらむ 

もみ ぢ 葉のう つれる 秋の 山川 はに しき をた ゝ む 水 S 白な み 

霜の あした 園の 紅葉 を 

來 て も 見 ぬ圚の 紅 葉 は 霜の たて 織る も かひな き 唐錦 かな 

山の 紅葉 を 見に いきて 

山 ふかみ 秋の もみ ぢの 色よりも 淺 からす こそ 思 ひいり ぬれ 

秋 雨 

さびし さは 霞める 空の ながめに も 千 重 增る霧 <s 雨になる 暮 

秋 夜な がし 

くり か へ し 見る 卷々 の 書の 數に あきの 夜長き ほど ぞ 知らろ ， 

秋の いは ひ 

春の 花の さかえ は あれ ど 千 五 百 秋み のる 木の 實の 時は樂 しも 

春 葉 集 秋 歌  三 〇 五 


春 葉 集 冬 敬  三 〇 六 

おくる 乂 

山 媛 S わたる か 雲の ま 袖より うちし ぐれて ぞ秋 はくれ ゆく 

秋 を 今 誘 ひゆく とも 出 風よ 拂 ひな はて そ 木々 S もみ ぢ葉 

暮秋 霜 

くれて £- く 秋 S いろと や 霜 白く 置き 渡す 野 邊の§ ふべ 寂しき 

力 月 着 

うき 秋と い とひす つ ^ し て 長月 も 今宵 つきな む 事 をし ぞ思 ふ 

冬 歌 

初 冬 

時雨に はもみ ぢぬ庭 S 常 磐 木に 霜の はなさく 時 はきに けり 

行末 S はけし さいかに 冬に な" けさ はや 風の 昨 R にも 似ぬ 

けさ は 早し ぐれ を 急ぐ 峯の 雪 き の ふの 秋 を 仝 にへ だて て 

初冬 落葉 

霜 を へても ろから むより き ほひ 散れよ しゃ 冬た つ 風の もみ ぢ葉 

閑居, 時雨 - ^F^:..  .  ■ 


< 

殘 

菊 

見 
し 

秋 

な 
1 

ろ 
ひ 
か 
は 
る 

苑 

の 

菊 

も 
の 

色 

ふ 

相 
の 

さ 

か 
け' 

昭 

殘 
菊 

ゆ 
ふ 

ふ 
さ 

ぎ 
て 
ゆ 
< 

名 
殘 
な 
ほ 
あ 

と 

た 
て 
て 

散 
る 
木 

の 

葉 
か 
な 

む 
す 

に 
木 
の 
葉 
衣 
を 
か 
さ 
ね 
著 
て 

は 
ほ 
ぞ 

は 
あ 
た 

か 
け' 
な 
る 

ち 
り 
フ 

つ 
む 
木 
の 
葉 
や 
深 
含 

み 

は 

り 
ぬ 
さ 
さ 

、^ 

、- 

m 

ゆ 
< 

葉 

ふ 
り 
し 
け 
る 
庭 
の 

み 
ぢ 
葉 
色 
さ 
え 
て 
白 
さ 
を 
後 

お 
け 
る 
朝 
相 

霜 
埋 
落 
葉 

旅 
ね 
す 
る 
笠 
置 
の 
さ 
と 
の 
さ 
夜 
時 
雨 
袖 
に 
の 
み 
'ゝ、 

心 

地 

す 
れ 

ゆ 
ふ 
風 

ひ 

む 
ら 

を 
ふ 
き 
ま 
せ' 
て 
煙 
し 
ぐ' 

III 

も 
と 

01 

m 

物 
お 

ふ 
我 
が 
袖 
ぬ 

ら 
す 
む 
ら 
時 
雨 
ま 
た 
誰 
が 

に 
淚 
か 
す 
ら 
む 

田 
川 

時 
雨 

ま 

じ 

る 

も 

ひ 

ち' 

築 

に 

水 

か 

さ 

は 

そ 

\ あ 

で 
色 
ぞ 
添 
ひ 
ゆ 

< 

た 
が 
•> 

さ 

ぬ 
る 

と 
か 
見 
む 
此 
の 
夕 
し 
ぐ 
れ 
て 
す 
ぐ- 
る 
衣 
手 
の 
社 

時 
雨 

定 

め 
な 

身 

を 

F11 
'已ゝ 

•i、 

ろ 
'力 

曉 

に 
た 

え 
ぬ 

る 
夢 
' 'ど 

ふ 
時 
雨 
か 
'ぶ 
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〇 ませ ませ ぼヌ 


〇 ひつお 刈り. 取った 稻 株に 自生 

する 稻 0 


っ^け ，胡 明け。 あけがた „ 


春 葉 集 冬 歌  n 一  〇 へ 

おく 霜 を 重ねてに ほふ 白菊に 冬 がれ 知らぬ ませのう ちかな 

霜 

おき いづる 霜の あさ ぢの朝 ほらけ 外に 色な き 庭の 寂し さ 

はし ゐ せし 夜半 も ありし か 閨の戶 の透閒 もい とふ 霜の 狹筵 

くち 殘る ひつ ぢに 深く 結びと めて 田の 面に 冰る 霜の さむけ さ 

さ  > 竹の さやぐ 葉 分の 風の 音に 夜 ふかき 霜の 音ぞ しらる ， 

冬の 野 

其の 色と なくて 身に しむ あはれ さよ 草葉 枯 野の 霜の あさあけ 

寒 樹交松 

もみ ぢ葉は 一 葉 もとめす たち 拉ぶ 松を殘 して はら ふ木枯 

寒 草 所々 

かれ ゆく か 垣根の を ざ、 軒の 荻た え-^ さやぐ 霜の 寒け さ 

寒 草 

あはれ にも 何の こ るら む 霜 深き を かべ の 薄 枯れ も はてなで 

冬 枯の野 はおく 霜の 花よりも 葉 をめ づ らしみ 殘る むら 草 

くち こ る. It^ 乃 MpiKt^  ,ij で { ^隱 ら ふ 朗け^^  ^ぞさ え ね る 
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三 一 〇 


〇 ラぢ Jg 代の 名所 宇治 VJ2 し- 

を かく  0 


〇 たつき 杣 人の 用ゐる 刃の 廣き 

斧。 


. ^とり 

ちり 浮ぶ 木の葉と 見れば 山川に ながれぬ 聲ゃ あそぶ をし gl 

網 代 

かかる わざ うぢと はい さや 白波の よる はかなく も 綱 代 もる 身 は 

霰 

風 あれて ふるや 霰の 玉が しは繁 りし こと も ありし 木末に 

霜， ヒ はりい さ ， むら 竹 さら/ \- に 霰 ふるよ は 夢 も むすばす 

雪 

されば こそ 比 叙の 高嶺 は 雪白し ふし 見の 夢 もさむ る 嵐に 

今ぞ 思 ふう ベ もす ぎぬ る 花 紅 葉の こ らば 雪 の 色に うもれめ 

かざされぬ 枝ゃ悦 みむ 年つ もる 老木 も 雪の 色に かくす を 

さえし 夜の 嵐 もしる く 此の 朝け 峯 しろた へ に 雪. ぞ つもれる 

をち こちの たつき の 音もう づ もれて いくか 日 を ふる 雪の 杣 やま 

音す る やよ する 堅 田の 浪 ならむ 浦濱 わかぬ 雪の あけ ほの 

たつ 波に みえ かくれせ し 浮 島 もこ S 朝な ぎの 雪に さやけ き 
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^;5^葉葉 冬 欲  三 一 一 


春 葉 集 冬 歌 


三 ニニ 


〇 鳥 立 狩の 時の 爲 鳥の 集まる 

やうに 草 むら 又ば 澤な 5」 を 設けた 

る處 Q 

〇 かり 衣 枕詞。 ai る、 お， 〕.- ろ、 

き、 ひも、 たつ 等に 冠す。 


〇 ゆ ふつけ 鳥 鶴の 異名 0 


〇 ま つ ら潟 肥 前 li 松？ so 宣化 

天皇の 時、 大伴狹 手彥 任那 に-おす 

る を 妻の 松 滞：！^. 川姬 別れ を をし み 

て 領布 を ふりたり ミ の 傳說ぁ る處 


と だち 


あす も 來む咋 日 もけ ふ も かり 衣なら しの 丘の あかぬ 鳥 立に 

かり 衣 ひも ゆ ふ 風の ふきた てて 歸 るかた 野の 袖ぞ 寒け き 

炭 竈 

山 高み 誰 すみがまの 底に しも ありと 知られて 立つ けぶり かな 

け ふいく か日數 ふり 積る 雪に 猶 けたぬ 煙 はみ ねの すみがま 

埋 火 

かたらへば 思 ひもとけ つ 思 ふ どち むか ふ埋火 なかだち にして . 

爐火似 春 

空灶 の 名もう め が 香 に 冬 ごもる 閨は 春べ と 向 ふ うづみ 火 

神 あそび  - 

おもしろ や をり かへ し 謠ふ榊 葉に ゆ ふつ け 鳥 も聲合 は せ つ >^  . 

早 梅 

めづ らしと 誰め で. さらむ 冬 ごもり 春に さきだつ 梅の はつ 花 

歳 暮 

たが 世より 惜しむ まもな き 冬の 日 を 限りに 年の くれ 始めけ む 

たち か へ る 春 を ひと へ に まつら 潟 ひれふる とても 年 はと まら じ 
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春 葉 集 冬 欲  三 一 三 


春 葉 集 雜歌 


三 一 四 


〇 たちまちの 十七 日の たちまち 

H; にかく 0  , 


〇 い み- も寢め い を ね る。 ij;^ る。 

め は 未来の 助動詞む の S 然形。 


〇 汐さゐ 汐 のさし くる 時！ 浪 のさ 

わ 立つ こ VJO  . 


卷は はや 年の こなたに たちまちの 月 も 霞みて あけわたる 空 

ギ內 立春 

春 はきぬな ど §  く 年 も 休ら はぬ と て も遲れ て殘る 日數に 

玉櫛笥 ふた 、 び 春 はめぐ りきぬ まだ 一 年 も 暮れ あへ ぬまに 

除 夜 

大方に をし と. 思 はばい を も寢め 我が 世 ふけ ゆく 年の なごり を 


ヲ 


はて はい さ 始め もしらぬ 天の原た ゾ 大空と 見て 仰ぐ のみ 

曰 

入りて かついで にし 日より 天の 戶を 世の 明暮の 始めと ぞ しる 

宵 海原 さ しも 満 ちくる 汐さゐ は 月の み 船 やう かべ そむら む 

世の 人. S しけき E、l ひ 6^ かすく は ほしの 林 をた めしな るら む 


o しな 戶 風の 神 „ 


〇 なき 澤， の 森 大和 国.； ：1 巿都 0  # 

具 山の 南 麓に 鎮まれる 神 0 泣澤の 

女祌 (伊^ 諾 < 叩が 伊 冊 を 喪して 

泣き 給 ひし 時 生まる-、 J いふ) を祀 

る 0 


^葉 集 讓 


風 

ふき 出づ るし な戶ゃ いづこ しら 雪の 靡く 方 こそ 風の ゆく すゑ 

風 を せ 雨 を しらせて ゆく 雲 を 心なき ものと 思 ひすて め や 

あだし 野に たてし 夜. ぞうき 民 富める しるし を國 にみ つ る 煙 を 

木の 紫ち る 秋に 思へば め も はるの 霞 は 霧に 千 まさる もの 

攀 

その かみの 國の 始めの 面影 は 立ち もへ だてぬ 秋ぎ りの 空 

なき 澤の 森に たえせ すお く 露 はな ほその かみの 淚な るら む 

親しき もうと きになりぬ 訪 ひとはで ながめの みする 此の の 空. 

霜 

あはれ さは 草木 も あれ ど 霜 をいた みねに なく 蟲 のかれぐ の聲 

三 1 


赛葉集 雜歌 


三 1 六 


0 さむし ろ 狹筵。 


0 朝い 軻寢 0 靱遲く 起く る こミ。 


霰 


おきと おく 霜夜より けに さむし ろ はい や はぬ る 閒も霰 ふる 頃 

雪 

松 杉もう ゑば や 家の 北お もて 雪み むた めと 人 はしら じな 

稻 妻 

人心う つる ぞ はやき いな 妻 はす-ぐる 雪閒も ありけ る もの を 


か、 ぞ へ じな 是れ もうき 身に つもりて は老 となる ベ き曉 のかね 

老が身 は 鳥が ねよりも さめ やすき 夢の 世 をし る あか 時の 空 • 

閑 嘵 

何とな き 寐覺ゃ はせ む 鳥 鐘に おきて 仕 ふる 身なら まし かば 

曉 雲 

月 はとく 影 を さまり て殘る 夜の あけ ほの しるき 峯 のしら 雪 

朝 

老いら くの 身 は 朝い せぬなら はせ をつ とめて とのみ 人の いふら む 

塞 


仰 ざ よかた ぶく かたの 中空に 照らす 光 も 盛" ありと は 

あす ありと 賴む 心の 怠りに さの み 一 日の 暮ゃ 惜しまぬ 

夜 

なす 事 も 闇の 現に まどろむ はい や はかなに も 夜 はい はじな 

山 

何 か 世に 積れ る 事の 空しから む 塵ひぢ とて， も 山と なる もの 

心 ゆく 花 紅葉に は峯 たかき 吉野 たつ 田 も 越えな づ むか は 

谷 

出で て 世の 舂 しる 鳥 もす むお にかくれ がしむ る 人 やい かなる 

岡 

何事 を 忍ぶ の 丘の 名 もつ らし あからさま にも 隱れ なき 世に 

お 

ひかれて は 世に も いづみの 杣木 すら 朽ち 栗て ぬま. ぞ賴 みなりけ る 

S 集 雜歌  三 一七 


〇 靭も よい 來の 枕詞 _ 


〇 こ， >し け はし 0 險 阻な り 0 


〇 神 i け 落 0 


卷葉集 雜歌  三 一 八 

霜枯 もまた で 草木 を ふきし をる 山の 嵐 や 秋に うらみむ 

かけはし 

錢の くちぬ もつ らし 山 深く 入りに しあと も 見え じと 思へ ば 

山 居 

思 ひやれ かかる 人目の 冬に だに 限らぬ 山の 奧 のさび しさ 

山の 庵に 煙たつ 

をり なれ てた つ る煙ぞ 朝 も よ ぃ來 て も 見 よかし やまの 庵に 

瀧 落つ る 

山 深み 雪 霧つ 、むた きっせ はた 、"石ば しる 音ば かりして 

廢 苔埋路 

山道の 苔の み ふかき 岩が ね はこ  >  し ともなく 跡た えに けり 

石 

しらす 其の 神代の さ れ幾 世へ てっきぬ 千 鬼の 石と なりけ む 

なる は 難く 碎くは 易き 神と けの いはほ を もとの 砂に はして 

野 


O た， * すの 判別 を 正す に 55?G 

^を かく 0  5^ の^  t5 京都の 北賀茂 

川 VJ 高 野 川 VJ 相 合す る あたり 0 


〇 まが ごミ 禍事。 曲事。 


0 ミ ぢね ね は 完了  G 助 g 詞ぬの 

命令形。  ， 


廣 しとて 誰か まよ はむ 武藏野 やさして 行く手の 道し ある 世 は 

森  .  ， 

賴 もしな 願 ひもな ほき 直から ぬけ ぢ めた  >  すの 森と きくから 

身のう さに た ち も 歸らぬ 古 を 小 野の し S I5i 忍ぶ わ り な さ 

行く は ゆきと まる は 止る 道し あろ ぼに あ ふ 坂 ぞ闢路 ま さしき 

身 を 守る 心 .3鬧 しま さしくば^に まが ごとの いかで 人" こむ 

ふる 雨に 越 え わ び ^れば 鈴 鹿 川 や そ 瀨 もけ ふ は 波 S  $ 

徑 

石の 上い そがぬ わざに 世々 の 書み むと て 年 を ふるのな かみち 

ほそみち 

とぢ ねた -,, ありと て 誰か ふみわけむ. ：！^ は 報の 中の 通ひぢ 


ふ る 雨と 照る 日 S 惠み まち/. \ に 高 £ く ほ 出 も 神 S ま， 

禁 中 


葉 集 雑歌 


三 1 九 


春 葉 雜歌 


〇 天つ やしろ 國 つやし ろ 天神 地 

00 


〇. 淡 萆の里 京都の 南、 伏 見 V- の 

中 に 在る 0 


！  ニニ 〇 

雲 の ヒ 雲の よ そ より 望 み 見れば 富 士 より 高し 大內 の 山 

たが 爲と 誰か 忍 はむ 世 を まもる 天つ やしろ も國 つやし ろ も 

寺 院 

黃舍； もて つ く る佛 をて ら ふ とや 世に 輝かぬ 寺と て はなし 

雨 液 ふる も 厭 はじ かしましき 世 をのが れ すむ 草の 庵 は 

我なら で 住む も うづら と 世 を 秋に 鳴く ねくらべ む 深 草の 里 

おきふし も 心の 儘に と はれぬ ぞ中々 やすき 門の あけくれ 

戶 

答 へ すよ さし もとはれ ぬ I 世の 戶の さや-ぐ か 風の 音信に して 

垣 德 

隱 すべ きことしなければー盧桓のぁれしかぃ.^6みょしゃ世の中. 

ま が き 


s,i 降 前 SS8S^ の 沖。 小 1« 

が ある 0 


C 家の 風 - 0  -  ..  .  ^ 


0 お 妙の 枕詞 0 枕、 袖、 牀 にかく 

春 葉 集 雜欲 


かこ はね ど隱れ 住む 山の かひ なれ やた つ 雪 霧 を籬に はして 

陸奧の 雜 が 島の ま つ 、 J とも あらで ふり ゆく 身 こそ はかなき 

荒れし-:^ の 庭 S 蓬生 _s 生の 繁 きかた を や 野べ とわく ベ き 

井 

惠 むべき 人 さ へ 我 を わすれ 井の 住む かひ もな き 身に はなり けり 

家 

世に 茂き 1 百の 薬草 を ふきわけて 家の 風 を も傳へ てし がな 

柱  . 

國の 中に た てし 例ぞ たてて よな ど 御 柱の ひとに な るら む 

もり そめし 軒端の 昔た が 世より 人 も ふる 星に ながめし ぬらむ 

ふみ 見ても き 我が身 は 思 ひ猶か 、 け そ へ まし 窗の ともし 火 

拂 へ ども 思 ひ S ちり は 敷 妙のと この 山 かぜ 吹く かひ. ぞ なき 


春 葉 集 雜歌 


〇壹 志の 浦 加賀 國金澤 市の 南東 

石の 浦。 いちじる くの 序。 


閨 

窗の^ 軒の たちばな かをる 夜 ぞ閨の あれ. まの 風もうと ます 

ま 

鄰にも 聞え ぐるし き 世の さが をよ しゃ 隔 つる 蘆の 中垣 

底 しらぬ 人 3. 心 はくみ しら じ 千 ひろの 海 はは かり 3^ ると も 

汐 ならぬ 海 もから くや 世 わたりに 八 I の湊を かよ ふ 船人 

浦 

羨まし賣志の^^の いちじる くな みくなら ぬ 名 をた つる 身 は 

濱 

^が 代 は 遠つ あ ふみの 濱に生 ふる 松の 千年 も 近し とやす る 

千 早 振 かねの み 崎 は 神代より 後 も 幾 代に なりに けらし な 

,:ひ 

浦 山と わくれば やしま 八十 千島み な あめつちの 中島に して 


に， お！^ P いはん？。  i け ふみれば 昨日の 沖 は淺香 汐 のみち ひぞ 世の 姿なる 

白 

由 良 のと はけ ふ 漕ぎ はてつ あす 知らぬ 身 は 浮 船の 浪 枕し て 

渡  . 

かち 人の、 ) す あさ 川 をし るべ にて 世 わたる 道 も， 〕  > をせ にせむ 

岸 

かの 岸と たのむ も はかな 誰も 此のう き沉 むまの 中に すむ 身 は 

世 を 渡る 身のう き 橋 は 中々 にかへ り nB^ する も危 かりけ り 

水 

0 すまなむ なむ は 希 5*の 助 いかにして 身のう き 事 を 忘れ 水 忘れ はてつ 、世に はす まなむ 

池 

0 みさぶ る 水 錫の 動詞 形。 水面 水草 おひて みさぶ る 程 ははら ひ て む 池の 、い G 底し す み な，. i 

に as の 如き もの 浮ぶ。  . J 

Fa 

o うきねな は 水に 浮きた る 葛。 たえね た 、"身 はかくれ 沼 S うきぬな はう きに 茂き も 人 はしらす て 

春 葉 集 雜欲  三 ニー 二 


春 葉 集 雜歌 


一 一 三 SI 


〇片 淵 片 一 方？ き 淵" = 


0 ゅづ岩 むら 五 津磐村 0 極め 

て々；》 くの 岩の 羣 0 

〇 けがし ^ら はし。 


江 

世 をう しと 難 波の え や は 恨む ベ き 業 も あしかる 身 を しらすして 

河 

人な みの 願 ひ はかけ ぬ 水無瀨 川ながら ふべ くも 忍 ひえぬ 世に 

淵 

なみく の 世に は 見え じな 片 淵の 片 苦しく も 人 はいふら む 

いはで 物お も ふ 心の たき 波 は 千々 に碎 けて 知る 人 もな し 

瀧 漲" 落つ る 

ひ  >  きに も巖 やさく と峯 高みみ なぎる 瀧 は 雪に 聲 して 

みそぎ 川 神の 心の よるべ 一 そぬ るく もとく も 中の 瀨 ならめ 

早 瀨 

梓弓い るが ごとなる 瀧 川の 瀨は 年月の たぐ ひなり けり 

波 洗 石 蘇 

山 す み の ゆ づ岩 むらの 萏衣 なに をけ がしと 洗 ふた き 波 


樵 夫 

わけ 入る も 遠山 かづら くる 、 まや 眞柴ぉ ふ 男の 歸る さの 道 

君が代に 數そ ふ もの は 波風の たえ ぬ 時うる 浦 S つり 船 

市 

わけて 見よ 爭 ひたて る 市人の なかに も かよ ふ 道 はありけ り 

閉中燈 火 

はかなし や 我が身 ひとつの 窗の內 も 照らし かねた る 夜半の 燈 

披書知 古 

した ふから 流れての 世 も 其の かみの 心く まる、 水 _K の あと 

おやの 親の 世 をく みしらる 水 莖の跡 や 子の 子の しるべ に はせ む 

静語 古人 書 

わけ 人り てと ふ も 語る も靜 けしな やまとの 書の ふかき 敎 へ に 

水樹有 佳趣 

石の 上 ふる 川柳み なれ そ なれ その 根う せねば 若が へりつ > 

春秋 野 遊 

三 二 五 


春 葉 集 雜歌 


〇 思 革 S ふたね VJ なるこ "/-- を 草 

に 寄せた る 語。 又 女郎花 港 等の 異 

名 0 


三 二 六 

たち か へ り 同じ 野原に あく がれて 花 も 紅葉 も 身に ぞ 馴れぬ る 

初 草 

見よ や 人 雪の 底に も はつ 草の もえて 春し る哮も ありと は 

しのぶ 草 

名 も あはれ たが 世の 昔 軒 ふりて 忍ぶ て ふ 草のお ひ 始めけ む 

忘 草 

しけれた  >  世のう き 事 も 忘 草お ふて ふ 岸の 名 も ゆかしき に 

思 草 

憂き 事の たね やっきせ ぬ 思 草刈り はら へ ども 生 ひ 茂 るら む 

月 草  ， 

賴ま じょうつ ろ ひやす き 月 草の あさ 花^なる 人の 心 は 

下 草 

うけて 分く る惠 みに やお ふ 雨露の しづくの 社の 木々 のした くさ 

葵 草 

かけて あ ふゆ 神の 契りに あふひ 草 一 一葉 を 千代と 常 磐 かき はに 

菖 蒲 


おりたちて 誰か は ひかむ こと 草の 何の あやめ も わかぬ 水 沼に 

世 S 中に うけ ひ 枯れねば 隱れ 沼の あやめ ぞ ながき 根の み 流る > 

藏 

フき世 こそ 旅 S かりねの 菰枕 たかき 賤 しき 心 やすまね 

つたなし ゃ獨り もた へ で 蔦蔓 はふ 木 あまたに か  > づ らふ 身 は 

茂れた  >  茅が 軒端の 高が や は 刈り ふかぬ まも 朽目 かくさむ 

淺 茅 

されば とて あはれ とひ 見ぬ 人 もな し淺 茅が 宿の 淺ま しの 身 は 

0 

露の 身のお き處 とて 人 も 20.! むよ しさ も 茂れ 門の よもぎ ふ 

ゆききた えぬ 木陰の 芝生 茂れる も 知ら じない こふ 人 s 爲とは 

萍 

たえね かし 身は萍 のうきに た へ て 漂 ふの みは 生 ふる かひな し ： 


葉 集 雜歌 


三 二八 


〇 ねぬな は じゅんさい (蓴菜) の 

異名。  ，. 


〇 みぬめの 崎 敏馬、 又 三 犬 女。 

今の 神戶 市の 近？ ^0 古代の 要 泊 C 

〇 み ろめ かるらむ 見る H 離る、 

海松 刈る を かく。 


なみく の 世に は 見え じな 知られ じな 風に 靡かぬ 底の 玉藻 は 

うき 事の ます 田の 池の ねぬな はの くるしき までに 物 を こそ 思 へ 

海 松 

常 はさ はみ ぬめの 崎に こぐ 船の あまた 見 ゆる やみる め かるらむ 

松 

千年へ む 事 は 思 はす 身 を やすく 世に すみの 江の 松ゃ賴 まむ 

澗庭 古松  • 

世に こ ゆる 事 はかた しゃか ゆ 高く ふりぬ る 松も咎 のう もれ 木 

薄暮 松風 

とふ 人 は 影 だに 見え ぬ 夕 暮に誰 を ま つ かぜ 庭 はら ふらむ 

椿 

つらく に 見れ ども あかぬ 玉 格た まく さかばい かに 賴 まむ 

のがれて も 身 は奧山 の 榊 葉 のさ かゆ く 世 をば 祈ら ざ らめゃ 


〇 ならの 紫の 云々 奈良 朝に あら 

はれし 萬 葉 集 0 


,〇M ひさぎ 溪邊に 生 ふる 植物 


杉 

しづけ しな 獨 りみ 室の 山 かゆに しめて 幾と せす ぎの いほり は 

祺 

わけ 入る も覺 束な しゃ 花 も實も 見し 日 はまれの 稹 のしけ 山 

桂 

幾 代々 に あふひ 桂ぞ ちはやぶる 神の 契りと かけて 賴 まむ 


しる 人 も 今 は 稀に、 ぞ なら S 葉の 其の ふる、 J と は 世に 專 へ て も 

なら ふなよ とにかくに 世の 人心 ふたお もてなる 兒 のて 柏に 

梓 

風 をいた み 更にい ま はと； g: 葉の 散り はてし 世 を 思 ふさ へ うき 


《£ 磐なる 中に 一 木の はじ 紅葉 はじめて そむる 色 は： えけ り 

ひ さ ぎ 

我が 見ても 年 をつ もりの 濱 ひさぎ 生 ひ 初めし 世 は さぞな 久しき 

^1 雜歌  三 二 九 


常 磐 木 

花 さかぬ 身 は 常 磐 木の 色な きに をり 知られぬ ぞ安 けなり ける 

寄 生 

相思 ふな どか は 梨の 宿り木 は あなう つろ 木の 5 つくしみ かも 

ネ TT 

朽木 にもた と へ まう き は 我が身 かな 終に 花 さく 世 をし 知らねば 

埋 木 ， 

あり とてもよ しゃな からむ 後に-たに 知られ や はする (<t の埋木 

鶯 

春と てもと はれぬ もの を鶯の 宿た が へ て やひと くと； てな く 

き す 

我が 固に 粟生 あらねば かりに だに くる 人な しとき ノ す 鳴 くらむ 

時 鳥 

かくれす むみ 巾 をいで よ 時鳥 なれ はう き 世に またぬ 人な し 

と はれし を 叩く 水鶏に 思 ひ 出で て 門た が へ とや 更に いら へ む 


〇；？ 根が き so 鳥が を 以て 

自 f,- 羽 をし ごく こ-, にい ふこ 

さ 多し o「 わびぬ れは曉 かけて か へ 

りたる 鴨の はねが き 我-; VSK か く」 

(元 i) 


〇 浮巢 ^?は水上に«^«-を作るも 

の VJi ふ 0  . 


〇 なに はに つけて |« 事に つけて 

夏 鴨の 綠語 0  -L 


春秋に くる も歸 るもう はの 空に 、や ^ ばかりと 鳴く ぞ はかなき 

ふき あらす 牀の 山風 身に やしむ さ 夜もすがらに g5 なくなり 

略 

老. か 身 は 物 か な し き の 羽根が きもう き曉 の 慰めに し て 

舌 鳥 

旅 衣す そ 野み-遠み 見やる さ へ お ほつ かな しゃもす の 草. ぐき 

所え て宫 もと 5r ろに むかしへ やべ 「も 八 はたの 山鳩の 二 ゑ 

^やしる おひた つ 波の 浮巢 より 、フ き沉む # を 世 S 常、 ぞとは 

鴛 

さ ゆる 丧は 友寢 の 鴛の かひ あれ や 羽が ひの 霜を拂 ひか はして 

世に すめば なに はに つ け て廣鴨 S 足 s いと な き 憂き 事ぞぁ る 


春 葉 集 雜^ 


三 三 


春 葉 集 雜歌 


〇 其の かみの 逢屋 云々 神代の 鶴 

鶴萆茅 葺不合 尊の 故事に よる。 


〇 世 ゆ 世より <= 


〇 かけ に は.、. -リの 異名 0 


島つ 鳥お のが 羽 を もて 其の かみの 産屋に ふくも 安き 世と しれ 

鷺 

かち 人の 渡る 淺瀨 をし ら鷺 のしる ベ と賀 茂の 川瀨 にやた つ 

はけし くも 降りく る 雨 を 宇治川 の うしと しらす にたて る 烏 鶴 

しらす 其 S もとはの 山の 荒 鷹 を 誰が 世 ゆす ゑて 手に なら すらむ 

山 雉 

樱 さく 遠山 どり の をのの 柄 もく ちぬべき 程 ながめの みして 

庭 つ 鳥 

我なら でかけ G 垂 尾の たれ か 世に 曉 つぐる 聲を まつらむ 

鵝 

おり るても 拉 ならぬ 聲は 雲の上に きこえ あゆな む わかの 铺鶴 

てる 月の わが 身に そ へ る 山 住 も 心の くまし あらば かひな し 
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三 三 四 


〇 笹 がに 蜘姝の 異名 0 い VJ に 冠 

する 枕詞。 


〇 わ- れから 海 i. か、 に附 著して む 

rss; の 刈る 藻に すむ g の われから 

さね を こ そな かめ 世 を は 恨み じ」 

(古今 一 五感 五) 


〇 ラ つゆ ふの 枕詞 0 まさき、 こ 

もりに 冠す。 


かみ さぶ ろ 神樂の 丘に 聞く からにと ころがら かも 鈴 蟲の聲 

促 織 

たが 爲と 機お る蟲 のね にや 鳴く 露 も 夜 さむの 窗 にお きゐて 

蜘 蛛 

雨に やれ 風に みだる、 笹が にの いと も はかな き 宿 はわが 宿 

われから 

世 をう みに 住む ものう さも 身 を 捨てぬ 只 われからの 音 をの みぞな- 

玉 

しる や 人た もつ 心の 玉 だに も 磨く につけて ひかり そふと は 

大{  仝に ますみ S 鏡 かけ まく も かしこき 神の 光 そぶ と は 

か づ ら 

末 長き 世の 神 わざに うつ ゆ ふの 正木の かづら つけ 始めけ む 

元 結 

.3  ： わ. コ七. "よ. さ 匸~1.^； もぎ 乃 に is ぞ的 えせぬ  L 
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0 お か , み 裏- S のつ まみな >5J に 

捋 のっきた る 又な-、 J き、 の ふ J 

か^に： ぬする 枕詞 0 


いせの 0^ ふ も 舞 ふ も 少女 子が 淸き 玉 も は no- る かひ. ぞぁ る 

霞める もえなら ぬ 花の 紐 か  > み S どかの 山の 春の けしきに 

帶 

足 W の やま ひに やせぬ 下の 帶の 一 重 ゆ ひし も 三重 ゆ ふまでに 


^葉 集 ：E ま 


一一 一三 五 


雜歌 


三  一一 hz 


〇 唐 鳥の 跡 支那の 書. 籾 = 


〇溪^!^草 蠻を つくる 料の； 

かき あつむる により、 歌に 多く か 

きあつめ にかけ ていふ 0 


〇 笛 竹の よに 竹の IS に 世 を かく 


〇 狭 竹の 枕詞" 支那の 故事に 禁 

苑を竹 El-/」 い ふより、 大内、 大宮 

人に 冠す る 0 又よ にもつ 、、- く。 

〇 六つの 紘 六 終の 琴ば やま V- ご 

ミ、 あづま-、、」.、』、 わごん Q 維樂に 

用ゐ ちれし は 十 三絃の 寧の こ VJO 


書 

ふみわけよ 大和に は あらぬ 唐 鳥の 跡 をみ るの み 人の 道 か は 

0 

忍 ぶ にも あま り 悲しき うつし 繪に みぬ 世 こちた くひと り 首 し て 

藻汐 草な ほかき く ゆる 事 は あら じ 硯の海 もつ きぬ 世 なれば 

むかし 今の 人の こと 葉の 花 紅葉 ふでの 林の 上に こそ みれ 

笛  .* 

うき ふし も 忘る ばかりに 笛 竹の よに 優れたる ね を や 聞か まし 

琴 

笹 竹の 大宮 ごとと 六つの：^ のむ かしに か へ す 音 こそ 世に 似ね 

「り 

梓弓 まゆみ も あれ どっき 弓の いさをし き 名 S 神 世し ぞ思ふ 

矢 

うつ ほ 矢 も へ や も 劣. 卜 じ 天の ごとな りか ぶら， 〕 そ^に 聞え けれ 


O 椎根 1 名、 紳知^^彥0 さ 

^s^-記にば；：ほ根^^彦に作るo 神武 一 帝 

東 e の時^!3吸門 に於 て 帝に 謁して 

臣 FVJ なった 0 


〇 けに i^- に „ 


〇 位 やま 位の ->2 きを 山 に SH へ い 

うた！ tr  I 


春 葉 集 雜歌 


手に ならす 扇ぞ ためし 家の 風い かで 心に まかせたら なむ 

著る ベ くも あらぬ 蓑 笠し ひて きる 椎根 津彥ゃ あめの 道し る 

笠 

天の下 あ ふぐ 惠みも 大君の みかさの 山の 陰に 知られて 

絲 

打ちみ だる 絲 よりもけ にと き 難み むす ほほれ たる 人 S 心 は 

述 懷 

位 やま 高ね の 松 も ある もの を 麓 も 知らぬ ハ 合のう もれ 木 

人の 許へ いひ ゃリ ける 

寂しと は 是れを やい ふと 今日 しりぬと はれし 後の 宿の 夕-ぐれ 

とひく ベ き 人 は 厭 はじ 門 さ し て 我 憂世 に はいで じと 、ぞ 思 ふ 

寄 水 述懐 

くみほさ ぱ千尋 も淺 しと こと はに すむ を 心の 山の 井の 水 

寄 鐘 述懐 

三 三 七 


春 葉 集 雑歌 


一二  一二 八 


〇 忘 貝 瀬戶 内海に 多く 產す VJO 

「きの 國の あくらの 濱の忘 貝 我 は 

忘れ じ 年ば 經ぬミ も」 (莴葉 十一 、 

新 拾逍十 11、 檢四) 


物 も へ ば 霜夜なら ね ど 身 をお きて 心に ぞ しむ 曉の鏠 

寄 貝述懷 

いざ こ、 に 身の ラ きこと を 忘 貝 ひろ ひて は 世に すみの 江の 濱 

寄 斧述懷 

山人 も かごと やお はむ 斧の 柄の くち はつる まで 思 ひいり し は 

旅 述懷. 

す ， むべ き 世に 遲る ， も 足枘の 山路の 旅に 身 を 知ら すらむ 

寄 岩 祝 

龜の 尾の 山の いは 根 もさな がらに 眞 砂と 見なす 御代 は 此のみ 代 

寄 松 祝 

松 もしれ 千年の かけ を 千年と も 限らで 世々 を 契る 心 は 

絲竹 もな るれば けがる 手 も ふれぬ 千代の しらべ や 庭の 松風 

梓弓い とせの 春に ひき かへ て砌に 千代 を まつ ぞ ひさしき 

竹 退 年 友  、 

此の そのに 伴 ふ 千代の くれ 竹 を 末 はるかに は 誰か 見 ざら む 

社 頭 祝 


o さくす ゾの 枕 «r いす， -' に 5^ 

する 0 さくく..； ろ" 


C 鹿の子 またら に 「時 しらぬ 山 

ぱ 不一 一の ねいつ V. て か 鹿の子 また 

, つに 雪の ふるら む」 (伊勢 物語、 今 

$0, 新 古今) 

〇 すがく 院云々 修學院 離宮。 京 

都市の 東北 郊外、 修學院 にある 0 

後な K1 一 帝の^ 時 3^ 川 幕府より 奉り 

て 離 宮-ヒ なった e 


^葉 集 散りの こ 


大君 を さきく と 祝 ふさくす 5r のい す  >  の f:^ や を 誰 力 あ ふが む 

八幡 山 さし も 神代の 根ざしと てい はで もしろ き 岩 坂の まつ 

萬 代に 松の ちとせの 色 そへ て 君をぞ まもる 住吉 のかみ 

あ ふが ば や 星の 林 も わが 君の 八 百よ ろづ 代の 數 にか 一て へて 

古今 和歌 集講竟 宴、 道の 祝 

種と なる 一 つ 心を傳 へて はよ ろづ 代た えぬ 言の葉の みち 

散りの こり 

五月の つ ごも リ富士 の 山の 雪 を 見 侍りて 

昔け ふ 鹿の子 まだらに 見し 人の 形見き えせぬ 雪の 不一 一の ね 

こ た ふ 

白雪の かの子 まだらの 古言 も殘 るか ひ あるけ ふの 不一 一の ね 

河邊 紅葉 

谷川 やい はまの 紅葉 そめに けりう ち 出づる 波の音 か はるまで 

後の 長月 二十 五日 姪 まさ きを 伴 ひて すがく 院の 離. K に まう で 侍る 

三 三 九 


き a 


【良 利 


聿 


散リ のこり  .  一 il 四 〇 

みちびきして 御山の 紅葉 を 見せ 侍りし かば 詠みけ る 

もみ ぢ 葉に 御幸 まちえ る山姬 やさ も 世に しらぬ 色に そむら む 

御幸た えぬ 山の 紅葉 はいく 千 入 そめて 上な き 色に てるら む 

御幸 も 此の 秋 はま だ 仰せいだ され ざ るよ し 聞き 侍れば 

まちつ けむ 御幸の ため か山姬 のま だ 染め 殘す 木々 も ありけ り 


〇 二 荒のお の大紳 二 荒大樺 現。 

5^ 川 康ケ 指す。 


〇高辆 化 I" くな りひ ノく辆 0 


〇 明星の 枕 ？？0 明る、 飽かぬ に 

冠す る。 明星 tK 主 星 0 

OS- らはレ き るの 形お 詞 形。 


CS- たま さ 卑し、 ft にも あらぬ 

^につける 枕詞 0 


東 馱 


東歌 序 

いはまく も ゆ  > しき 一 一 荒の 宮の大 神 天の下む け 平らけ 給 ひて、 まつろ はぬ 

國 もな くまう 來 ぬえび す も あらす、 お ほみ いっくし みいたら ぬ隈 なむな かり 

しょり、 うま 人 は 唐衣 繙き さけて、 玉の 臺の 宴に 飽き、 民草 は 高^の 畏き響 

を 忘れて、 八む のち またに 歌 ひ、 おのが じゝ樂 しかる 月日 を 喜び 長閑なる 春 

秋 を 送り 迎 へざる なむ あら ざり ける。 かくて 大 御世 は^の 花の 盛りに， 弓 ふが 

如く、 松の 藥の常 磐に さか ゆく まゝ に、 おの づ から 千世の 古道 ふりぬ る 事 も 

起り、 隱 沼の 隱れ たる 跡も顯 はれて、 首の 猪の 道 も 明星の 明かり § きつ > 、 

曇り. 曇ら はしき かた も あらすな むな りに ける。 さる はっか さ 位高き 上の 

品の あたりに こそ、 元より 世に すぐれたる 人々 も數 多お はして、 其の 名 取々 

に 聞え にたれ ど、 賤 たまき 卑しき わが 輩の たやすく 學 び出づ べきなら ねば、 

今、 ^  、 に 取り出で ていふべ くも あらす。 唯 此のし ものき ざみ にも 靑 淵の 底 ひ 

深き 心 をし めて、 岩が 根の 賢き かど ある 人々 是 彼いで 來に けり。 これ を 上り 

序  三 四 三 


東 歌 


〇 おしてる や 枕詞 。雜 彼に 冠す 

る 0 

〇 鐽 波の 圆珠の 庵の 聖 僧 契冲を 

指す 0 顧珠 庵に 住した。 今 も大阪 

南 tSM 差 町に 存 する 0 

〇 つぎね ふ 枕詞 。山城に 冠す。 

〇 稻 荷の^ の はふり 荷 田 春滿、 

稻荷 山の 祠官 たり 0 


〇縣 居の 大人 贺茂爲 淵 0 

〇 ありまろ の宿禰 荷 田在満 0 春 

満の 甥、 田 安 宗武に 仕 ふ。 

〇 橘の 翁 枝^^0 千 蔭の 父 Q  . 

〇 目 も 及， ひがたき 云々 萬 葉 調 を 

指せる か 0 

〇 野に 綾織る 花の 錦の 云々 新 古 

今 調 を 指せる か 0 


序  三 四 四 

たる 世に 比べみ るに 猶今 をす ぐれたり と覺 ゆるた ぐ ひなむ ありけ る。 それが 

中に おしてる や 難 波の 圓 珠の 庵の 聖、 つぎね ふ 山城の 稻荷 S 山の はふり こそ 

其の 名 遠近に しも 聞え にたれ。 この 二人の をし へ 世に 廣 まりて より、 歌の 擧 

び 古に 立ち かへ り ぬれば、 あがりた る 世 を 慕へ る 歌人 も 多くいで 來に けり。 

しか は あれ ど 得た る 所得ぬ 所 互にし も ありて.' 擧 びの 力 長け たる は 却り て 歌 

の 心に 遲れ、 歌 詠む 方に 心 引きた る はな かくに 學 びの わざ おろそか にて、 

これ を 兼ね 得た るな む 稀な りけ る。 さる を 此の 一 一つ を かねて 世に も 優れ 人 も 

ゆるした るは縣 居の 大人、 ありまろ の 宿禰、 さて は 橘 S 翁な む 有りけ る。 此 

の 三人の 主 達 其の 擧 びの 心 は 等しき ものから、 秋の 手振り は 思 ひ 得る かた 異 

にて 心々 にぞ ありけ らし。 彼の 大人 は 尾 上の 松の 雲 を 凌ぎて 目 も 及び難き 古 

の 高き 姿 をた ふとみ、 宿禰は 秋の 野に 綾織る 花の 錦の 細やかなる 中頃の 巧み 

を 喜び、 翁は絲 竹の 殊更に 設けた る 聲には あらで、 百 鳥の 音の 自らなる 調べ 

を 好みて た > に眞 心より 詠みいで たれば、 古に も 寄らす 後に も附 かす 我と 一 

つ の 姿 をな むな せりけ る。 いで や この 人々 はし も 身 は 品 下り たれ ども 心は靑 


〇 く たちゆかむ 降り 行かむ 0 末 

にお？ 91  ；: . 


〇 くさば ひ 物 の 種 VJ なる もの 


〇芳宜 そのの あ- 0 じ 芳. 大人 

括 千 弦 をい ふ。  . 


ol^ 一 ：2 の 郡 伊 今廢 せられ 

て 南 郡に 人る。  ， 


東 歌 


雪 S 髙きを 占めたれば、 くだち ゆかむ 世に も 其の 名隱れ ざら む 事し るし。 さ- 

れば今より 幾  Kn  年 を ふと も、  斯く眞 盛りなる 今の 世 S 手振り を 思 ひ Gc- るべき 

くさ は ひに も ひきいで つべ くな む覺 ゆるに、 珍ら かな" とこ そい ふべ けれ。 

然る を 大人と 祸禰 とに 其の 歌 も 文 も 早く 世に 傳 へ たる を、 猶 この 翁の み 世に 

表 はれ ざり しが あかぬ わざに なむ ありし を、 翁の. まな ご i 方宜 そのの あるじ、 

こたび 思 ひ 起して 東歌 六卷を 扳に鐫 りなむ とす。 こ は 翁の みづ から 選り出で 

置け るな りと て、 これより しも 翁の 首の 葉 廣く傳 はりて、 彼の 二人と 等しく 

. 芳しき 其の 名 S いや 增し にあら はれ 行かむ 事 は 喜ばしき わざに なむ。 翁 はじ 

め 名を爲 直とい ひける が、 後に 枝 直とな む 改めけ る。 まハの 遠つ？^ を たづぬ る 

に、 古 曾 部の 入道 能 困が むま ご 加 藤 五 判お：： 京 ^32: とい ひける は、 伊勢 國 になむ 

住みけ る。 それより ト つぎに あたりて 彈 .rb-E 京 光と いへ るに、 北 畠の 家の 家 司 

となりて 飯萵 S 郡に 住みけ り、 景 光より な ゝ 世景 之と い へ るが 1^ に、 北. Eras 

家 は. U びに たり。 新くて 後景 之 は 世に 隠れて a- 勢 寺と いふ 所に なむ 籠り 居け 

る。 景之 がむ まご 重 政に いたりて 出で て紀 s 殿に 仕う まつりぬ。 翁 はこの 重 

序  三 CTf^ 


東 歌 

〇 町の つかさ 云々 枝 直 は 町泰行 

大岡忠 相に 隸 して 舆カ VJ な つ た 0 


序  三 四 六 

政より ra: つぎの 後に て、 若 かりし 時に 江 戶に來 りて 町の つかさの 下司に 召さ 

れに けり、 齢 は 九十 あまり 四に て 天明の 五と せ 八月に なむ 身 まかりけ る。 さ 

て 其の 家 故 あり て 中 ごろ より 藤 原 を 名乘り きつる を、 更に もとつ 氏に たち か 

へ りて 橘 を 川 ゐる事 は 翁より となむ きこえし。 

莩 和の はじめの 年 八月 

•  平  春 


〇•、」 ほの みか，〕 J 將 w.. の as 所 江戶 

を 指す 0 


〇 の はへ のべの 延 音。 

〇 ま.〕」 ころ 家の 中の 室 0 家 <= 

〇 によび S. 吟。 うめく。 


〇 およ やけ ゆく ま * に 年齢の 進 

むに 隨 つて ぼくなる 0 


0 しぞき 退き。 


束 欲 


ち ゝの實 の 父の 翁、 神風い せ S. 國 にあれ 出で て、 お ほ ぢ翁耿 をし も 好みよ 

まれし によりて、 いと 若 かりし 程より 歌に なむ 心 をよ せられけ ると. t て。 ゆ ゑ 

よし 有りて 此のと ほの みかどに まる 來て、 公の 暇な かり つれ ど 家に 歸 りて は 

た > 燈 火の もとにして 古今の 書見、 ある は 得が たきを も あさり 出で て、 みづ 

から 數多 の卷々 を 書き 寫し、 はた 歌 作りて 思 ひ をのば へられけ り。 常にい へ 

らく、 曰に けに まどころ のみ かど、 出づ るより やがて 歌 を かう がへ、 道す が 

らも 心の中に によび つ ， 、 ま かづれば 自ら 心も靜 けく 淸らに 成りぬ とい はれ 

き。 千薩 九つの 年より 歌 作る 事 を 敎へ袷 ひて、 や、 およす け ゆく ま、 に、 耿 

て ふ ものの 尊むべき ことわり を 示し. 給 ひぬ。 千 蔭 ト餘り 四つ S. 年に か 有りけ 

む、 縣 居の 大人 を ぢの鄰 に 招きす ませて、 かたみに 呢 みか はされ っゝ、 千瞎 

はかのう しの 敎 へ をう けよ とてな む 名簿お くらしめ 給 ひける。 父 翁 七 そぢ餘 

り 一 一つの 齢に してね ぎ ごとの 儘に 仕へ をし、， てき 袷 ひて は、 殊に 歌に のみ 遊び 

袷 へりければ 歌の 數 いと さはに なりに けり。 さる を 八十ぢ 許りにして か S 耿 

を も 文な も 自らえ り 出で、 其 S 年々 を 別ちて 束 歌と 名 づけお かれた る 草子 六 

序  三 四 七 


東 敬 


〇 やい すて 遣り 捨てる。 捨て や 

る 0 


0 うから やから 一族。 

0 あかち 分ち 0 


〇 を； 0 なき か ラベ 凡俗の 頭 0 

〇た，〕」/ 、しさ 恐 絵の さま。 

〇 こ ,IJ ぐ さ 言 草 0 始終 口に の ゆ 

す こぐ J は 0  I 


序  n 一四 八 

つ 七つ 有りて、 其の もとの 集 共 は、 いつば かりやい すてられし にか 今 求 むれ 

どもな し。 其の あづま 歌と 記された る 中に も、 猶 心に 叶 はざる や 有りけ む、 

多く 消し ものし、 ある は 一 一とせ 三年が 程 歌 はいと 少なくて 萬 葉 築の 歌 を まね 

び 作る を ひたぶ るに 珍ら かなる 事に 覺 えて、 古き 歌の 調べと ， の ほらぬ を さ 

へ に學び 見つ る を、 後に みれば うるさくて 皆す てつな ど 記しお かれつ る も 有 

りけ り。 父 翁 天明 S 五 年と いふ 年 八月 十日に 九十 ぢ餘り 四つ S 齢に て み ま 

かられし 後、 かの 東歌 を 板に ゑり てうから やから はた 敎へ うけし 人々 にも あ 

かちて むと 思へ りし かど、 其の 頃 は 公の 暇な かりし かば、 さる 事 も 成しえ ざ 

りし 程に、 今年 や あまり 七と せに なむ 成りに ける。 いで やとて 思 ひ 起して 四 

つの 時、 戀雜 など 分ち て 長うた 文ら まで 千蔭寫 しとりて 板に ゑり ぬ。 はたく 

さぐ さ 書きつ めお かれつる ものの ちり ほ へ る もこ ， ら ある は、 猶 すき/ \- に 

ものして む、 かく かきつ むる につけても、 昔 千 蔭 をお ほした て敎 へさと し 袷 

へりし 事共の、 歌に もこと 書きに もこ、 かしこに 見 ゆるに、 唯淚 のみこ ほる 

れば、 をぢ なき かう べに、 いと 5f たど^^し さぞ そ はりぬ る。 さて 常の こと 


〇 し、、 つた まき 教 ならぬ、 卑し 等 

にか 、 る 枕詞 0 


0 みたまの ふゆ 恩資 、神な の 

御 加護 をい ふ 敬語。  , 


ぐ さに 歌 はすて すして よみてよ、 歌よ みての 德は 老いての 後 しらる ゝ ^なれ 

ば、 今 はい はすと いはれ き。 今な む 千 蔭 しづた， まき 數 ならす して 月 花 S す さ 

みう とからぬ につけても、 かの 敎 へ S かしこ さ をな む 2 心 ひ あはせられ ぬる。 

かれい さ ゝ かみた まの ふゆに むくいむ とてな りけ り。 御代の 名を莩 和と 改め 

られ ける としの ふ み 月 橘 千 藤し るす。 
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〇 さ、 G や 竹 S 葉な もって I* き 

た る 小 sir 

〇 玉垣の 內 っ街國 日本 BS の 別、 稱 


東 


歌 卷 


枝 


春 歌 


としのう ちに 春 立ちければ よめる 

つら、 ro し 小 河の 水 も 年のう ちに 春 立つ 浪の 花やみ すらむ 

ぉもふ事なき世なりけりをしと思ふ年はのこりて^^のきぬれば 

白雪の 降る としながら 先づ暌 きし 梅が 香と めて 春 はきに けり 

老いら くの さらで も 積る 年の. 2： に 何 一て は 春の たち かさ ぬらむ 

^|^の はじめの うた 

今 いくか ありて 手 折らむ さ 蔵の 下 もえ そむる 卷 にな， けり 

さ ゝ S やの 朝戶 あくれば 梅が 香に 养の光 もた ぐ へ きに けり 

なべ てよ の 春の 光 も 玉垣の 内つ 御國ゃ はじめな るら む 

明け わたる 空の 霞 も ほの ぐと 紫お ぶる むさし 野の 原 

東歌 卷ー お 三 五一 


白雪の 殘るは こぞの かたみにて 霞む や 春の 苞と いはまし 

ふ た ら やま 

一 一 荒 山 あくる 朝日のに ほひより かすみ 初めつ 、 春 はきに けり 

先づ か す むぁづ ま の 春 やさ す： b の 都人に も 羨ま るら む 

八十 ぢ あま リ 八つに なりけ る 年の 始めに 

はかりな きょは ひに みれば 數へ こし 八トぢ やとせ の今ぞ みどり 子. 

唐人 も ふり さけ 見よ とくる 舂は富 十： の 高嶺に 先づ霞 むらむ 

^風恭 水 一 時來 

たま 河の 水 もぬ るむ や いつしかと 風 寒から ぬ 春の 光に 

春. Jh" 人 意中 

うちな びく 霞 もまた での どけし と 思 ふや 春の はじめな ろら む 

卷 松久綠 

松が えに 日陰の かづら 千代 かけて くる 春 毎に 色 まさるら む 

松 迎春 新 ， 

いくちた び 春の 山 松 色 そ へ て 變らぬ 陰 も あらたま るら む 

冰始解 


けさより は 淺瀨， ：- す浪 おとか へ て冰 ながる ， たま 河の 水 

春風 解冰 

春風の 到らぬ 喂 やな かるらむ けさ は廣閒 も- 3 ほら ざり けり 

東風 吹春冰 

〇 ラ すら ひ 薄く はった は。  靑柳 のい とふき みだす 春風に 結び もとめぬ 池のう すら ひ 

冰盡解 

とぢ はてし 朧の淸 水ぬ るむ より 名殘ば か り の 月 も - 〕 ほらす 

0 た を やめ 手 38 女。 <*荒 男の 對 た を やめが 若菜つ まむ ととめ てこし 雪閒に 雪の また ぞ 積れ る 

語 0 

餘塞 i 

.  春 さむみ 野 邊の蓳 は きもせ で 霜の み ひとり 花と 見 ゆらむ 

海 逢：：： 十 春 

osssf^ 阿波き， * 部 都那佐 港の あづさ ゆみ 春 はきに けり ますら をが 手に まく 顿の铺 も かすみて 

邊。 

春 くれば やがて 霞ゃ隔 つらむ 遠ざかり ゆく 海 ごしの 山 

早春 河 

春 はま だ 淺瀨の 水 やさえ ぬらむ 河邊の 小草萌 ゆる ともなし 

東歌 卷ー 卷歌  三 五三 


東歌 卷 


〇 松 にこ •、」 わる 松 は色變 へね も 

の 故 春の 來 たこ ミを 報告す る。 」 


〇 袂 ゆたかに 「嬉しき を 何に 包 

まむ 衣？ 吠 ゆたかに たて VJ いはま 

しな」 古今、 十七、 雜 上。 

oil おた つらむ S 立つ、 袂を 裁つ 0 

た つ ば掛； 1^。 


赛歌  三 五 gL 

單春松 

春 はま だ淺 香の 浦 も かすまね ど 色 こそ まされ 住 吉の松 

早 營 

かすむ とも わかぬ ばかりの 春の 色 を 松に f  ) とわる 鶯 のこ ゑ 

あづさ ゆみ 荐さ りくれば 朝 曰かけ 匀ふ尾 上に 鶯の なく 

初 霞 

東路 のち、 ぶの 山い 朝霞 幾千. 代 か けて 世に なび くらむ 

あさ 霞 ふたら の 山に 立ち そめて なびかぬ 隈も なき 御代の 春 

また 春に あ ふ 嬉し さ をつ ， めと や 快 ゆたかに 霞た つらむ 

初 山  • 

たち そむる 霞と や 3- む 春 はま だ淺 閒の嶽 になび くけ ぶり を 

東路 ゃ赛來 にけ りと 出づる 日の 光 まちと るふ じの 白雪 

山家 初春 

山里のお のづ からなる 門の 松 今年と いはむ しるし ともなし 

都 霞 

ふり はへ て 行き かふ 袖の 追風に 都 大路 はかす みか ぬらむ 


〇 あびき すな 5、 り 0« 引 * 


〇 二； g のつ く はの 山 筑波 山の頂 

IS8、 女體の ニ峯に 分る 0 


東 8!^ 


朝 霞 

あびきす る わざ こそ 見えね 朝 ほらけ 霞 を もる ， 海人の さ へ づり 

朝 山 霞 

山 がらす あけぬ と告 ぐる 聲 はして 八重- S 霞 や 夜を殘 すらむ 

霞 滞 山  ， 

船 木 こる 音に しられて 足 柄の 山 は 名の みぞ 霞ま ざり ける 

遠山 霞 

むさし 野 を ふり さけ 見れば 秩父 ねに 春 日 かけろ ひ 霞た なびく 

代に お ほふ ま 袖と いはむ 春霞 ふたら の 山に たち そめに けり 

けさ はまた 霞 も 一 重 一 ー拉 のつ くばの 山 は それと しるし も 

霞 添 山 色 

世 は 春に なりに ける かな 消え 殘る 雪に やつれし 山 も かすみて 

露 添 春光 

いづこと も 春の ひかり は若綠 かすみに 勻ふ あけ ほの の 色 

海 邊 霞 

須磨明 石 見 わたし 遠くな りに けり 浦浪 かけて かすむ 春べ は 

.$  三 五 五 


鬼歌卷 


〇 さやに 明らかに。 分明に „ 


〇 小 松 ひき 古、 正月 初子の ul に 

小 松な 引きて 千代 を 祝 ふなら はし 

〇 若菜つ み も VJ 正月 子の 日に 若 

菜 をつ み 食して 祝 ふ 0 後專ら 正月 

七日の 事ミ なる 0 


赛歌  三 五六 

玉よ する 浦波 かけて かすむ 日 は 潮干 汐 満ち わかれ ざり けり 

孤 鳥 霞 

駒と めて さやに 見 まし を 玉の 浦 はなれ 小島 も 今朝 はかす めり 

霞 隔遠樹 

爪 琴の いづれ の緖 より 霞 むらむ しらべ も 遠き 嶺の 松風 

原 上 霞 

春が すみ たちのの 原に 來て みれば いば ゆろ 駒の 驛 の みぞす る 

野徑霞 

小 松 ひき 若菜 つみにと なら ざら ば 霞の 末 野い か 5r たどらむ 

南 枝 暖待營 

雪き えて 先 づ暌く かたの 梅が 枝に やがて 待た る、 鶯の聲 

雪中 驚 

軒 近き 枝に こづた ふ鶯の 羽風に もろき 春の 沬雪 

ふる 雪 を 木 每に唉 ける 花と みて 所 さだめす 鳴く や 鷲 

雨中 驚 

春雨に 梅の 花 笠 とりも あ へ すしと 、^ に ぬれて 來 なく 鷲 


〇 夜 がれ 夜 離、 夜の 通 ひ を 親つ _ 


夕 驚 

ふし なれし 一 むら 性に 夜 がれ じと 花に わかろ、 鶯の？ 降 

故鄕楚 

故里に なれし 鶯 ことし だに 歸 りゃくる と 松に 啼 くらむ 

鷲 春 友 

鶯の 人に をし まぬ 聲 ならで 花 待つ ほどの 友ぞ 少なき 

竹 m 

af- なれて まがき の 竹に 鶯の 一 よ を あかす 曙の こ ゑ 

竹 閒 營 

朝日 さす 園の むら 竹う ちな びき さえ だくに 來 なく鶯 

竹林 縈 

軒 近き 一 むら 竹に 臥し なれて 朝每 にきく 鶯 のこ ゑ 

竹裏鶯 

うちな びく 園の 村た け 長き 日に うき ふし 知らぬ 鶯の聲 

庭の 梅に 鶯の啼 きければ 

さきに ほふ 色香の みか は 鶯も悔 にこ そな け 朝な/ \- に 


東歌 卷 一 春 歌 


三 五 七 


東歌 卷 


〇 野づ かさ 野原の 中の 小高き 處 


〇 松 引かむ 正月 f ナの： H の 小 松 引 

〇 はつね 初音 初子 -/.掛<0  , 


〇 野澤 野べ にある 澤。 

◦ ばした かの す、 な、 すヾろ に 

かける 枕詞。 ばし.；，： か は 鳥の 名 0 

みかりせ し ミ綠語 0 


〇 さし も 草 艾の 古名。 さし も 云 

云の 序詞に 用ゐる 0 もえる、 こが 

すの 綠語。 


春 歌  三： A 八 

野 m 

さと はなれ 刈り もつ くさぬ 野づ かさの 萩の ふるえに 鶯 のこ ゑ 

名 所 鶯 

鳴きて しもと まらぬ 春 は 杉が 枝に 聲も老 蘇の 淼の鶯 

：兀ロ 子の 日な りければ 

いざさ らば 鶯き かむ 松 引かむ 春く る 今日 ぞ はつねな りけ る 

澤若茱 

みかりせ し 野澤に 出で て はした かの す  >  な 摘みつ 、 今日 も暮 しつ 

水 邊若茱 

春風に 野 澤の冰 とけ ぬらむ 里の た を やめ 根^つ むみ ゆ 

春 草漸靑 

いつしかと 庭は綠 になり にけ り 小 草の たね を 春に まかせて 

春 草 短 

野 をさむみ まだ 下萌えの さし も 草 さし も 春. ぞと 霞む ものから 

春 草 

生 ひさき もや 、 此の頃、 ぞ しられけ る 花 突く 草と あらぬ む ぐらと 


◦ 憂れ たかるべき *- へらるべき 


〇 いさ、 めに かりそめにば 

〇*- のの かやね 野に ある 茅の 桉 


路 若草  ， 

雉子な く 野 は 心せよ 燒 かなく に 道の 小 草 も 春 はもえ けり 

雨 巾^ 草 

春雨の 惠 みに もれぬ あはれ かな 憂れ たかるべき 蓬 雞 も 

泉溫 草色 春 

伊與 の？ B にあらぬ 泉 もぬ るむ より 左右に も 草の も ゆらむ 

0 雪 

かきた えて 古鄉 人のと は ざり し 恨み をの こす こぞの 白雪 

花と ちり 月と ながめし 夕 ぐれの 忘れが たみ や こぞの しら 雪 

いさ ， めに 荐の 光を片 わけて をのの かやね に 雪 ぞ殘れ る 

松殘雪 

:|^<たゎに殘"し雪のとけそめて雨にもまさる松の下露 

嶺殘雪 

花 さかばと もに あはれ とめで なまし 猶 消えの これ 嶺 のしら 雪 

野 残雪 

さと 人の 若菜 たづぬ と 踏み わけし 跡 もさ だかに 殘る しら 雪 

東^ 卷ー ^欲  三 五 九 


$  三 六 〇 

む H ばか リ近 江の 龍 公美へ 消息の ついでに 

むさし 野に 雪 もの これる 此の頃の 比 良 山お ろしい かに 寒け む 

正 もちの 口 ゆき ふリ ければ  - 

ふるとし は 名のみ なりけ り X：： まちて 暌 くや 木 毎の 花の 白雪 

む なかば 雪降りつ もリ ければ 

みよし 野の花の 盛り も か かるらむ 春 ふる 雪の § きて 見ね ども 

きさらぎ 二十日 あまりに ひばりの 使と して 上 總！： にく だリて よりみな 月の は 

じめつ か た歸る さ に 赴きけ る ほどの 歌の 中に 

わたつみの かざしみ だる 、春風に ぬきとめ ぬ 玉 か 沖つ 白浪 

ゆき ゆけば 一 木の 花の 陰 なれ や 野中の 岡に か 、 る しら 雪 

つばなぬ く 淺ぢが もとに 宿と へ ば 袖に おちく る 夕 雲雀 かな 

風光 處々 生 

なに はがた 栴 さく 比の 朝な く 霞 そ ひゆく 淡路島 山 

梅 をよ める 

きの ふまで 雪の ふる 枝に ふ ， めり し 梅 咬き た. C と風ぞ しらする 

く 梅の 花の ひかり を 添 ふる 夜に 月 も かすみに 曇ら ざり けり 


朝籠 立ち 出で て みれば うめ 咬き て あり 明の 月に 春風、 ぞ 吹く 一 

〇 たぐへ む も こ. 5 リけ るの も。 驚 は たづね てきな け 吹く 風に た-ぐへ む も をし 宿の 梅が 香 一 

色 まが ふ 雪と 散らさで く 梅の 花 を はぐ 、 め 赛の驚  一 

梅の 花 ちるべく なりぬ 心して 枝に うつろへ 春の 鶯  ， 

0 こぞめ 染める こ. ヒ。  紅の こぞめ の 梅 は 春雨に ぬれての 後、 ぞ色 まさりけ る  一 

若 木 梅  一 

〇 わ r 我が家。  末と ほき 卷を 契りて ことしより わぎへの 梅 は薰り そめけ り 一 

霞屮梅  一 

さほ ひめの 霞の 袖に 包みても あまりて かをる 梅の 下風  一 

梅花 風靜  . 

.  靑ゃ ざの かたよる かた や 蒸 るら む 吹く とし もな き 梅の 下風 一 

梅遠薰 

われの みや 哀れと はみ む 梅が 香の をち 方 人 を さそ は ざり せば 一 

窗 梅  一 

0 つちな 、ひく 春の 枕詞。  うちな びく 世 は 春 なれ や 朝日 かけ 勻 へる 窗 にか をる 梅が 香 ： 

一  簷梅 薫風  一 

東歌 卷ー 春 歌  三 六 一一 


東歌 卷ー i 


三， パニ 


〇た=^< 袖の 歌 「色よりも 番 こそ 

哀れ 思 ほ ゆれ 誰が 袖 ふれし 宿の 

梅ぞ も」 (.f.2 今、 一、 春) を 本 歌 ミ 

した もの 0 


軒 近き 松に 聲 せぬ 春風 も 袖に しられて に ほふ 梅が 香 

梅花 夜薰 

く 花の 陰に 宿る とみし 夢 を 現に か へ す窗の 梅が 香 

庭 梅 

たが 袖 を 驚か すらむ ほど もな き 夜の 離に あまる 梅が 香 

故鄕梅 

なに はづゃ 千世 ふるさとの 春 をへ てみ やび 忘れぬ 梅が 香ぞ する 

落 梅 水 

さ ゾ れ こす 波 も か をれ り唤く 梅の あかで 散り 浮く 庭の やり 水 

門 柳 

わが 門の ひと もと 柳絲 たれて 來る やと 人 を 待た すし もな し 

門 柳^ 久 

門に たつ 柳の 絲を くり 返し へ ぬべき 卷の 限り しらす も 

柳垂銜 

うちな びく 柳の 絲を 春風に 結ぶ も 解く も. まかせて ぞ みる 

水邊柳 


〇 いなむ しろ か はの 枕， ：IO 

〇.：&! 風 はの 歌 「いなむ しろ 川ぞ 

ひ 柳 水 ゆけ は 3 お きたち その 根 

はう せ や」 (顯宗 紀) 


0 究に妨 ゆられて その 整に 

ほれて _« 


朿欲卷 


春風 は 人に しられ じいな むしろ 河.  ぞひ 柳な び かざりせば 

春 を淺み 水草 も 生 ひぬ 池 水に なびく 玉 もや 靑柳 S 影 

河溱 古柳 

老い ぬれ ど 柳の 髪 は みどりに て 水の 鏡の 影 もうらみ す 

岡举^ 

かの 岡に 鳴く やき 、^ すの 妻戀 にお も ひ 比べ て も ゆる や 蕨 

鶯に妨 けられて け ふ もまた 岡の 早 蕨 折り ぞ のこせる 

.S 早 蔵 

あし 引の 山の さわらび 萌ぇ ざら ば 朝露 分けし 袖 は 乾か じ 

霞 屮 

春の 夜 は 光 を 花と ちらさね ど 霞 や 花の ilT ひな るら む 

旅 春 

草枕 都お もへば はれ やらぬ 心に 似た る卷の 夜の 月 

赛 曙 

暌 きゃらぬ 花 を もまた じ 曙の 眺めな がらに 春 をつ くさば 

軒 近き 一 むら； b に 鶯の塒 ながらの あけ ほの S 聲 

I 一一  六 一一 一 


東歌 卷 一 春 歌 


三 六 四 


〇 み をつ くし 水先案内の 爲に立 

てるお 0 


〇 み牧 御料 牧場。 


〇 引お の 野べ 遠 江 同濱松 の あた 


〇 水 Mi 瀨河 ：？5^^阔三島||。 東 流 

して 今 G 廣， 山 崎 P 近く) に 於 て 

淀川に 合す。 


江上 春 曙 

難 波が たかす む 入江の み をつ くした てる や いづこ 春の 曙 

幽栖 春 曙 

ながらへ て 住み やわぶ ると 見む 人に 見せば やかす む 窗の曙 

牧春駒 

うち むれて あさるみ 牧の春 駒の 中に も 龍のお ひ 先 はみ ゆ 

夕 野 遊 

春の 日 も いつしか 暮れぬ あづさ 弓 引 馬の 野べ の あかぬ まと ゐに 

春 雨 

年 あらむ たりほの かづら 秋 かけて 御田の 苗代 春雨、 ぞ ふろ 

晚卷雨 

夕づ ゝ の 光 を かくす 霞より やがて 小笹に 春雨、 ぞ ふる 

水 無 湖 河  ， 

ありて ゆく 水 はま さらす 水 無瀨河 霞ながら の舂 さめの 空 

さくら 河 春 

世と ともに 流れて 久し さくら 河 花の f. を 水上に して 


〇 見て を を は 助 


〇 曲水 宴 411、 三月 上巳の B 流水 

に ia みて 酒 を 釣み、 J:^ み-^ し 詩な 

,)J を賦 する 遊， ひ Q 

〇 巧 鳥 川 大和 3,, 高 市 都。 多武峯 

の ^15 に m  し 飛鳥 村 を ！» て 北^« 

大和 川に 合す _> 

〇 八 釣の 宮 大和 阈高 市？ sl、 今 飛 

鳥 村 大字 八 酌。 顯宗天 泉の 皇！ Jiso 


東 歜卷ー 


0  0 

しばし だに 見て をし のばむ 春^ 臈 こえ 行く 嶺は 霞ます もがな 

應辑 消 雲 

あけぬ とて 峯に 分る、 橫雲 につれ て 消え ゆく 鳴の 一 つら 

峯録鳴 

きえのこる 雪 を や 花と 嶺 こえて 古鄉 いそぐ 天津 かりがね 

水 鄉歸賻 

铅き ほふよ どの 川 づら夜 を、 〕 めて 鳥 羽田 別る 、 鳩が ねぞ する 

曲水 宴 

飛鳥 川 八 釣の 宫の むかしより 流れて 久しけ ふの 杯 

野徑雉 

蓳 つむ 野べ の ゆききに 馴れ/ \ て あさろ き  >  すの 立ち も 騒がす 

雲 雀 

春され ばす みれ t; く 野の 朝が すみ 空に 雲雀の 聲ば ^りして 

田雲雀 

すき か へ す ほど は 幾 かも あら ふ-田 を 野と 住みな して ひばり 鳴く 聲 

三 六 五 


東歌 卷  一 ^歜 


三 六 六 


0 ふり はへ て こ V.- さらに * 


〇 ふもミ 田の 欲 r 眭矚く 神な， び 

山に 影 見えて 今 くらむ 山吹の 

花」 (新 古今、 春 下) の脫 化。 


庭の 梨花 を 

春の よの 月の 光 はう すけれ ど 物 思 ひなし の 花 はく もらす 

ふり はへ てと はれ やする と 待つ かひ もな しの 花 さく 庭の 春雨 

若 か へ で を 

折れば かつ 散る 秋よりも か へ るでの 春の 錦ぞ たちまさり ける 

櫻 

ふもと 田の 苗代 水に 影み えて 山の 櫻の 花暌 きに けり 

山 櫻 

松 杉の 枝を殘 して 降る 雪 は 外 山に ける 櫻な りけ り 

八重 櫻 

風 を うらみ 雨 をい とひて 八重 櫻 ひと へ に 花 を 思 ふころ かな 

待 花 

い たづら に 眺めて けりな 待つ とし も 枝に こもれる 花 はしら じ を 

とく 晚. S 移ろ ふ ほど もし かなら むよ し 山 櫻 まち も かこた じ 

漸待花 

春の 來て 一 日々 々に そふ もの は 花の 待た る ， 心なり けり 


雨中 待 花 

0 雨に ざり ける 雨に ぞ ありけ る またれ つる 花 かとみ えし 白雪 は 香に もに ほ はぬ 雨に ざり ける 

待 山 花 

霞た つ 外 山に か、 る 白雪 はまた る 、花 S 面影に して 

花 未開 

0 花の 下 ひも 花の 蕾 を 下 統に見 さそ はれむ 虱の、 い をた どれば やう も 解けかぬ る 花の 下 ひも 

立てて いふ。 

花始開 

暌 きそむ るけ さは 珍ら し 春 をへ て 見なれ し 庭の 一 木 櫻 も 

晚 きそむ る 花 をし みれば 又 さらに 春 立ちし 日の 心地 f  〕 そ すれ 

刀 t 

ネ 7ィ 

思 ひねの 心づ からと まどろめば 明け 行く 空に 与 ふはつ 花 

山 深く 入りに し 人 も 出で てみ よ 花 は 里より 喚き そめに けり 

花 半開 

0 そ.、」 も 影.、」 も 山 南、 山 北。  山 |i< そ とも 影と も片 わきて 半ば、 ぞ 花の 盛りな りけ る 

山 花未遍 

,  移ろ はむ 恨みに か へ て 山 櫻 さかり まつ 閒を 盛りと やみむ 

東歌 卷ー 春 欺  三 六 七 


束 歜卷ー 春 歌 


三 六 八 


〇 ふ 、めり し 含ん.：、 .io 


尋 見 花 

とめこす ばく やしから まし 里 わきて 先づ睽 きそむ る 花の 一 本 

霞 中尊 花  、 

とひ 殘す里 こそな けれ 春霞 先 づ睽く 花 を 立ち やかく すと 

花漸盛  ， 

盛り まつ 外 山の 櫻 ふ ゝ めり し 枝 は 日毎に 稀に なり ゆく 

見 花 

かつ 見れ ど 慰め かねつ 櫻 花 さそ はむ 風のう しろめた さに 

獨見花 

わびしら に睽 くや 一 木の 家 櫻お なじ 心に 友し のぶら む 

靜見花 

つく  と 花に 心 を 散らさねば 風 も 梢 やよ きて 吹 くらむ 

心 静見花 

咬き しょり 飽かぬ 心 を 散らさねば さそ はむ 風 を 待つ 花 もな し 

風 芳 

我が 爲 にさけ る 一 木の 花の香 をよ そに とさ そふ 春風 もな し 


〇 あたなる 名 「5- 日 あり-、』 S ふ 

心の あた 標夜 はに 2 風の 吹かね もの 

か は」 


東歌 卷 


花 下 言 志 

春 ごとに 契りた が へ す唉く 花に あだなる 名 をば 誰お ほせけ む 

花 下 送 日 

先 づ^< きし 山 を 旅ね の 初めに て 一 木の 櫻 散りの こる 陰 

花留客 

よし さらば 思 ひお も はす 心み む ふる EBf; 人 を 花に まかせて 

曙 花 

ちる とい ふ 事 もしば し は 忘れけ り 花に 風な きあけ ほ S の 空 

夜 花 

夕月の 入りぬ る 後 も樓花 さける 木陰 は 闇と しもな し 

月 照 花 

さかりなる. 花に 光 や ゆづるら む 空に かすめる 春の よの 月 

雨後 花 

立ちより て 名殘の 露に いざ ぬれむ 花に 晴れ 行く 村雨の 空 

覉 中 花 

手 向せ し 山の 櫻に 風 ふけば 草の 枕に 雪ぞ つもれる 

S  三 六 九 


柬歌卷 


〇 花の 下ぶ し 花の 下にね る こ VJ 


0 宮木 宮殿な つくる 材。 


春 歌  一一 I 七 〇 

篛中見 花 

宿と へ ば こ/' もい くへ の 白雲と 見し より なれし 花の 下ぶ し 

山 花 

岩ね ふみ 分け こし 山の かひ ありて よに 似ぬ 花の 盛り をぞ みる 

遠山に 花 あり 馬 をと めて みる 

河 上の 高嶺の 櫻 きしょり 水 かふ 駒の たたぬ 日 もな し 

嶺上花 

白雪の か 、 ると みて し 高嶺より 吹きお ろす 風に 花の香 ぞ する 

山里へ 花見に まかりて 

白雪と みし 山里の 花に きて 都の 空の 雪 を こそ みれ 

山家 花 

しかりと てと はれぬ 耔の山 櫻よ しゃ 雪と もまが ひ 栗て てよ 

聞き なれて うからぬ 山の 松風 も 花 喚く 頃 はう しろめた しゃ 

相 花 

さくら 唤く 春の 杣人 心せよ 斧の ひ 5, きに 花 もこそ^ れ 

宮木 引く 聲の をり く絕 えぬ るは杣 山人 も 花や 見 るら む 


〇 かた 野 河 內阔北 河. 2： 都。 今の 

河內^ の：；^ 北に あたる 地方 C 牧野 

村 枚 方 町の あたり 0 


0 きそ 山 濃 固 。木せ のきみ-旅 

衣 著. とかく。 


iss 卷 


古溪花 

岩く  > る 流れの 末の か をれ る はみ ハ 4： の 奥の 花や 唤 くらむ 

あ ふ 坂 は 心 をと むる 關 なれ や 花に 別れて 行く も 歸るも 

守る 人の 袖より 外に かをるな り閼 吹き こ ゆ る 花の 下風 

水鄕花 

芹つ むと 水な 濁し そ 咬き しょり 花の か 、.r みの 河 づらの 里 

河邊花 

櫻 さく かた 野 や いづこ 白雪の 中に 流る ， 天の河な み 

河 上に 若葉 あら ふ兒 おりたちて 花の 影み る 水な 濁し そ 

橋 下 花 

旅 ごろ もき そ 山櫻唉 きぬら し 雲の はたて に 渡す かけ 橋 

海 邊 花 

梓弓い そ 山 ざ くら 風 ふけば 雪に 掉 さす あまの つり 船 

岸 花 

よる 波の 花に も 香 を や 移 すらむ 春 行く 河 の 岸 S 櫻 は 

$  三 


〇 はたれ またら o 


東歌 卷ー 春 歌  三 七 四 

名のみ して 吉 野の 山 は 春寒し 來 ませ 先づ さく 花の 都に 

樓 のちる を 見て 

かざせ ども かくれぬ 老の もと ゆ ひに いと 、.r 降り そふ 花の 白雪 

花 雪 

雪との み 庭 も はだれ に 花 ちれば 梢に 殘る しら 雪 もな し 

山 落花 

いかばかり 高 かれと て か 吉野山 幾 世の 花の ちりつ も るら む 

殘花薰 風 

ちりのこる 花の ありか や 知ら すらむ 憂 かりし 風の 心に も 似す 

尋 残花 

分け 迷 ふ 人に はつらし 山， さそ ふ 風に は、 いよ わくて 

春 遠 情 

いろくの 袖 ふり はへ て 都人 今や さがのに 若菜つ むらむ 

箸 奢 

ちる 花の 別れに ぬれし 袖 を 又い かにし をれ と 春の 行 くらむ 

心よ わく 歸 りかね たる 驚の ， ) ゑ をの こして 春 ぞくれ 行く 


〇 つき ゆみ as の 木に て 造りた る 

丸木の 弓 0 つきに 盡 きを 掛く 。春 

に 張る を 掛け 弓- ヒ綠 


〇 あられ ふり 枕詞。 かしまに か I 


〇大 君の 枕詞 0 みかさに か <„ 


花 は 散りぬ 今 はと ゾ めて かひな しと 思 ひす てても 惜しき 春 かな 

をし めど も日數 ばけ ふ にっき ゆみの 心強く も はる ぞくれ ゆく 

かぎり 有りて 暮れて ゆく とも 萬 代に 花鶯の はるな からめ や 

基 春 山吹 

行く春 は 何のい そぎに 山吹の 花の さかり も 見 はて ざるら む 

暮春 ほ 

ほど もな く 暮れな む 春の 思 はれて いと つれな き 在 明の □： 

春祌祇 

1 しほの 緣を そへ て 一 一 荒 山 神の 御 まへ の松ぞ さか ゆく 

あられ ふり かしまの 神 を 大君の 三 笠の 山に まつる け ふか も 

春 人事 

いとなみ は ひとりく にか はれ ども 花 を あはれ と 思 はぬ はなし 

春述懷 

何事の あかす とい はむ 八十 ぢ まで 虱な き 花 も 幾 春 か 見き 

春懷舊 

いく 春の 山の 霞 をへ だてきて 見し よの 花の 遠ざか るら む 


ie-^ 卷  一 


三 七 五 


東 
歌 

卷 


春 歌  三 七 六 

三 月 盡 

あまたた び 春の 別れに 馴れ ぬれ ど 惜し さは 老もか はら ざり けり 


〇 ま 木 ま は 接！ S 語、 美稱。 


0 は 衣 羽 0 


東  歌卷 11 

夏 歌 

首 夏 雨 

音 もせで 降りし 長雨の 其の ま 、 に はれぬ や 春の 形！ なら まし 

首 夏山 

花 さかぬ ま 木のと やまに 春 くれて 變らぬ 色に 夏 はきに けり 

首 夏新樹 

春 花 を 待ちし ばかり は 待ち もせぬ 木々 の 若葉の いつ 茂りけ む 

更 衣 

ぬ ざ かふる 蟬のは 衣う すけれ ど 暑さ もよ ほす 夏は來 にけ り 

見し 花のお も 影の み を 形見に て かふる 袂ぞ かに もに ほ はぬ 

色 も 香 も 心に は猶殘 りけ り 花に そめて し 衣 か へ て も 

あだにち る 花 を 恨みし 心に も そめし 衣 はさす がか へ うき 

餘 花 


東 欲卷ニ  Ha 歌 


I 一一  七 七 


東歌 卷ニ 

3; か： S> 常に B かゆの ささぬ 所 


〇 ラ "A- ぶ る さ ,/1 何 所 VJ いって 分 

け へたて をす る 里0 


夏 歌  三 七 八 

花遲き 山のと かけに 住む 人 は 櫻 を 夏の ものと 見 るら む 

尋 餘 花 

名 もしらぬ 里に 出で けりみ 山に は 花や 殘 ると 奧 をつ くして 

此の頃 はう とぶ る さと もなかり けり 散り ゃ殘 ると 花 を 尋ねて 

山中 餘花 

分け入りし かひ は 有りけ り 夏山の 靑 葉が 中の 花の ひと 本 

花 落枝綠 

名に たちし 花 は 跡な き 靑葉山 それ も あだにや 秋 はちら まし 

新 樹 

花鳥の 春の あはれ を ゆづる はの 若葉の 露に 風ぞか をれ る 

夏木立し けり も ゆく か飽 かざりし 花の 盛り をお も かけに して 

山新樹 

夏山の しゅみ は 風 も 洩らさね ど 若葉に そよ. ぐ 音ぞす しき 

庭 樹綠滋 

軒 近き 木々 の 若葉の 日に そ ひて 綠に こもる 宿ぞ靜 けき 

底 樹紡葉 


o 神 まつる 葵 賀 茂の 奏 祭に は 葵 

を かける からい ふ 0 

〇 玉 か、、 つら 枕詞 0 かくに 冠す <* 


〇 みあれ 賀 茂^お の 祭事 0 

〇 あふひ 草 0, 逢 ふの 掛詞。 

〇 卯月の 中の 云々 贺茂祭 は^ 暦 

四 刀の 中 G 申の 日に (臨時 祭ば 十 

I 月 中の 酉) 行 はせ ちる 0 


みし 花の 雪と ふりに し 宿と へば 靑葉 にかよ ふ 風 かをるな り 

いつしかと 木々 は靑 葉に なりに けり 庭の 苔 ぢに色 を か はして 

に はの 木立の いとしげ りければ 

あかざり し 花 f  〕 そちらめ 夏木立 月 さ へ もらす 成りに ける かな 

新樹妨 月 

あす も 又 陰と たのまむ 夏木立 月の ために はう しと 見ながら 

卯 花 

くれぬ とて 塒 にかへ る 烏の 聲 よそに 聞きな す 垣の 卯の花 

葵 露 

神 まつる 蔡の 露の 玉 かづら かけて 久しき ためしな りけ り 

賀茂祭 

神 山に 絕 えせぬ もの はもろ 人の かくる 祈りと あふひな りけ り 

いく 千た びみ あれの 今日に あふひ 草 卯月の 中の とりもつ くさで 

待 郭 公 

まち わぶ と 事 やって まし 鶯 のかへ る 古 巢の山 ほと ， ぎす 

漸待 郭公 


東^ 卷ニ 夏 歌 


三 七 九 


東 欲卷ニ 夏 歌 


一 II 八 〇 


〇 圼ゎ きし ある 里に 限って 鳴. 


〇|_ おさへ に ほふ さへ ひ あ 

やうに s よれる 0 


〇 なれ をし も 汝を まあ ( 


0 あ /- に に あ vj さきに 0 


さっきに はあくまで 聞かむ ほと 、 ぎす 待た じと いふ もまつ に ざり ける 

久待 郭公 

唉きぁ へ ぬう S 花 垣に まち そめて さかり 過ぎ行く やま ほと 、 ぎす 

人傳 郭公 

なほ ざり に 我れ や はまちし ほと 、 ぎす ねたく も 人に 先 づき かれけ り 

鬼 わきし 恨み は あれ ど ほと ， ぎす 聞きつ とつ. ぐる 人 もな つかし 

待 聞 郭公 

なれ まつと はな 橘 をう つし 植 ゑて 聲さ へ に ほふ やま ほと ， ぎす 

遠 聞 郭公 

千 まち 田 をへ だてて 聞け ど ほと、 ぎす 物に まぎれぬ 今朝の 一 こ ゑ 

遙聞 郭公 

さだかに はきき も わかれす 武藏 野の 野末に 今やな く ほと 、ぎす 

近 聞 郭公 

なれ をし もまつ 夜更け ゆく うた 、 ねの 夢 おどろかす 山 ほと ， ぎす 

兩方聞 郭公 

なれ をし もまつ に 弱れる うた ， ねの あとに 枕に 鳴く ほと 、 ぎす 


東 
歌 

# 

〇 
を 

つ 

返 

折 

返 
し 

歌 
八 

村 
雨 
を 

ぐ 
し 

名 

の 
る 

聲 

の 
路 
ち 
る 
山 
ほ 
と 

き, 

す 

さ 
ひ 
だ 
れ 

も 
限 

あ 
れ 

(ま: 

/  S 

は 

と 

ぎ 
す 
鳴 
< 

殘 

ら 
ぬ 

雨 
後 
郭 
公 

月 

か 
け- 
は 

砂 

の 

霜 

の 

深 

夜 
に 
夏 

を 

わ 
る 
III 

ほ 
と 

ぎ 
す 

月 

郭 
公 

を 

ち 
返 

鳴 
< 
と 

飽 

か 
じ 
ほ 

ぎ 
す 
つ 
れ 
/よ' 
か 
り 
け 
る 

半 

0) 

m 

郭 
公 

な 
待 

つ 

と 

寢 
ざ 
り 
し 
夜 
半 

の 

數 

ほ 
ど 
は 

V  

に 
の 
み 
鳴 
け 
III 
ほ 

と 

ぎ 
す 

夜 
聞 
郭 
公 

ほ 
と 

ぎ 
す 
鳴 
き 
て 

ぎ 

ゆ 

< 

る 

の 

後 

に 
照 
り 
そ 

ふ 
夕 

づ 

の 

影 

夕 
霍 
公 

ほ 
と 

ざ 
す 
な 
さ 
て 

過 

き 一 

ぬ 

見 
し 
夢 
を 
現 
に 
か 

へ 

す 
け 
さ 

の 

m 

m 
公 

ほ 
と 

ざ 
す 
な 

力-; 

な 
< 

里 
は 
多 
け 
れ 
ど 
ひ 

り 
の 

初 

立 

ら 
ま 
し 

獨 
聞 
郭 
公 

III 

路 
經 
し 
力、 
ひ 
は 

有 

わ 
け 

足 
曳 
の 
力、 
な 
た 

な 
た 

鳴 
< 

ほ 
と 

き" 
す 

東歌 卷ニ 夏 歌 


一一 一八 二 


〇閼 の ふぢ 河 美 濃歸不 破那、 今 

藤 子 川 VI いふ。 


0 みかの はら 山城 國、 今の 木津 

川に 沿うた 地方 0 

〇 布 當の宮 I 名 原？ 《、 みかの 

はらに ある。 古昔の 久 ft 一宮 大極殿 

の 在所。 

〇 鹿 背 山の ま 鹿 背 山 は 布 當宮、 近 

くに あ る 山 0 ま は 際 0 


山に ほと  ぎす 鳴く かた 

夕立の 雲 も か 、らぬ 山の端に おのれ ふりいで て 鳴く ほと 、 ぎす 

郭 公一 頻 

秋 近み it も 惜します ほと 、 ぎす 古巢 にかへ る 別れ 告 ぐらむ 

名所 郭公 

誰が 里に 契りお けば かほと、 ぎす 名のりて 過ぐ る關の ふぢ 河 

谷 郭 公 

洩らす ベ き 人め だに なき 谷の 戶に何 ほと ， ぎす 聲忍 ぶら む 

里 郭公 

ほと、 ぎす 鳴く 一 こ ゑに 武藏 野の 草 はみながら 露ぞこ ほる > 

野 郭公 

むさし 野の 廣さ 知られて ほと ， ぎす 聞きに 來 つれ ど 聲ぞ遙 けき 

！! 邊 郭公 

しのびね も あら はに なりぬ ほと、 ぎす 波 f 】 す 磯の 松に なら ひて 

故宮 郭公 

みかの はら 布當 のせ 〕 の あとと へ ば鹿脊 山の まに ほと 、 ざすな く 


〇 夜 がれ 夜来て 鳴かぬ 樣 になる 


〇 枕にぞ かる 莒蒲 ft さて 端午 Q 

夜 ま 蒲 を まきて 寢る 枕。 


〇 かウ のこの み 楊の lao 

東欲卷 二， 


山家 郭公 

さびし さに たへ て 住めと や 問 ひすて て 都に 向 ふ 山 ほと ， ぎす 

社頭 郭公 

過ぎ やらで こ > に 鳴かな む ほと、 ぎす 北 野の 松の 一 夜ば かり は 

郭 公 稀 

宿りせ し 花 橘も實 になれば 夜 がれが ちなる 山 ほと ， ぎす 

早 苗 

秋の 穗の 霜のお くても わさ 苗 も 一 っ綠 になび く 夕風 

雨中 菖蒲 

あやめ 草 かり 葺 くけ ふ は 五月雨に 軒 ふりま さる 宿と しもな し 

池 菖蒲 

松が 枝の 千と せ をう つす 池 水に 同じた めしの あやめ をぞ ひく 

旅 宿 菖蒲 

都に は 軒に こそ 葺け あやめ 草 旅に しあれば 枕に ぞ かる 

橘 

たまき 

常世より 珠 城の 宮に かをり, ) しか. ぐの このみ ぞ花呤 きに ける 

夏缺  三 八 II 一  ； 


〇 しの はれむ 身に しあ vT ね は 0 

I 人我が 爲に んで くれる 者 もな 

い 身の上で あるから 0 


〇 あ ふち 逢 ふに かけた 0 


東^ 卷ニ 夏馱  .  n 一八 四 

いにしへ を 忍 ぶ の 軒に 風 過ぎて 繙く 書に かをる！ S 

曙 橘 

ほと ， ぎす 啼く 一 聲も ふらむ 花 橘に 明くる 東 雪 

庭 橘 

香 をと めて 訪 はれ やする と窗 近く 植 ゑし 橘 花暌 きに けり 

しのばれむ 身に しあらねば 袖 ふれて 植ぅ るか ひなき 庭の 橘 

谷 中の 鄕淨 光寺 の 神 本社 へ 奉る とて 社頭 橘と いふ こと を 人 のよ ま せ け る 

に 

石 見の やその 神 垣 は 遠 けれどう つせば こ ， に薰る たちばな 

山 家 樗 

山 深みと はれぬ もの を 誰に 今 あ ふちの 花ぞ人 だのめ なる 

五月雨 

夏の 夜 を 長 かりけ りと 思 ふまで かきく らし 降る 五月雨の 空 

わが 門の あ ふちの 花の 喚き そめて 散る まで 晴れぬ 五月雨の 空 

五月雨 久 

さみだれに 花 橘の 暌き そめて 實 になる までに 淸れ むと もせす 


き o 

れ 0 

" レソ 

み 

f-  m 

の さ 

隨 Ji 
レノ 

o び 

の 外 

m の 

溜 

さ 仁 

水  • 

八 h 

、 V 

の 

も も 

面 

に 

れ る 

浮 

る > 

ぶ 

m 

世 

の 

を 

さ 夕 さ 五-日 塵と か 
み 月み 月 をの はき 

7JC た' の 五た '五雨 さ ふ 庭 タ!^ 庵れ 閑く 峯 


もり 降る さみだれの 晴れて いつ 外 山の 峯に 松た て る 2^ む 

居 五月雨 

ぬ も 恨み なれねば 五月雨の 降る に まかす る 蓬生の { 伯 

五月雨 

のちり も 流る 、 さみだれに 水草 淸き 谷の 下 庵 

五月雨 

れば 庭に 海な すさみ だれに なびく 玉藻 は 蓬な りけ り 

みだれ はじめけ る 頃 人に いひ やる 

のつ ぎて ふるべき 心に や 今日 さへ やがて 人 待た るら む 

月ば か" 角 太 川へ まか" て  . 

れは繼 ぎて 降る とも 隅 田 川廣瀨 S 水 はま さる ともなし 

月雨晴 

かけ を 雪閒 に先づ みせて 峯 より 暗る 、五月雨の 空 

れも咋 日までと やみ さびお し 庭の 池 水す み 渡 るら む 

0 


東 敬卷ニ 夏 欺 


II 一八 五 


I 


東歌 卷ニ 夏 欲 


三 八 六 


〇 秋 かたまけ て 秋に 傾い て 來 

て 0 秋、  1^ くな つて 0  , 


〇 よすが 寄りつ き は 0 宿る 慮 0 


門に きて はかる 水鶏と 知りつ 、 も 叩く はさす がう とまれ もせす 

泊水耱 

思 ひき や 伊せ の濱 をぎ 折り敷き て 夜た、" 水鷄 にと はるべし と は 

夏 月 

明け やすき 恨みの みか は 木々 の 葉に 隈 さへ お ほき 夏の 夜の 月 

松 かゆの 板 ゐの淸 水く みあけ て 結ぶ 手に みる 月、 ぞす  >  しき 

端 居して 向 へ ばす 、v し 短夜の 月に は 秋 もま たれ ざり けり 

まだ 宵と 何お も ひけむ 夏の 夜の 一 一十 日の 月 はとく 出で にけ り 

夏の 夜の 月に 思へば あだなり と 見て し 櫻の 花ぞ のどけ き 

六月 かけて さみだれ 降り つ きけ るが 十日 あまりに 雨 やみ 所 々晴れて H 

いとお もしろ かりければ 

月 かゆ も 秋 近く こそ 成りに けれ 晴れぬ 眺めの 曰かす 經し閒 に 

小 笹原 秋 かたまけ てお く 露に まちと る 月の 影 はす 、.- しも 

夏 月 谅 

秋 を 待つ 稻 葉の 露 をよ すがに て ほに 出づる 月の 影ぞす しき 


or- をな ぐる ま 梭を投 ぐる 

»£ に ゲ 去る 事の 形容。 


0 春 道 村 田 春 道。 春 海の 父 G 

c 秀食 高添秀 食。 具 *| の 門人。 


〇 秋 かたまけ て 秋 くな つて < 


〇月 をみ 1 じ まの rH: を 惜しむ に. 

鳥 を掛く  0 

eg のた くな は 海士の 栲雜。 . 

おか へ し VJ 錄 jlao 


東 敞卷ニ 


夕立の 雨の 名殘の {仝 はれて 月に 袖 ほす^ 半、 ぞす  >  しき  I 

夏 月 易 明 

弓 張の 月 はみ 空に 影と めて さもな，  ぐる まに 明くる 夏の 夜 

短夜 月  . 

くれはてぬ 穴 H に ほのめく 月 みれば やがて 明け 行く 峯の橫 雪 

河邊夏 H- 

を 舟 さす 淺 せの 栂 のみ じか 夜に 流れて 早き 浪の 月影 

六月ば かり 春道秀 倉な ど いざな ひて 角 太 河に 船 さし 出で て H: をみ てよ め 

る 

ゆく 水に 月す む 夜半 は 河 風 も 秋 かたまけ て 涼し かりけ り 

海？ 8 月 

明け 易き を 長 かれと くり か へ し 月 を を じ まの 蟹の たくな は 

山家 夏 月 

山の 井の つ るべ の繩 のみ じか よに 月の 影く む 杉の 下 庵 

名所 夏 月 

難 波が た 浦浪す し 短夜の あしの 葉の ほる 露の 月影 

夏歇  三 八 七 


東歌 卷ニ 


〇w こ 夏の 花 金義 草の 異名。 


〇 た を やめ 手 弱 女。 


〇 こ VJ 問 はむ の^ 「春 B 野の 飛 

火の 野 守 53 で } 1. 卞 6 いま 幾 B あり 

て 若菜 摘みて む」 (古今 、一、 春 上) 

によった もの Q 


1)1 け.： JCS 货-に ね<: 


夏 歌  三 八 八 

霍 麥露 

朝な く 暌く とこ 夏の 花に おく 露の 閒 ばかり 夏と しもな し 

夏 草 

た を やめの 若菜 すみれに ふみ なれし 道も殘 さすし ける 夏草 

庭 夏草 

秋 まちて 花 さく 種 やまじれ ると 拂 ひかね たる 庭の 夏草 

野草 秋 近 

こと 問 はむ 夏野の 野 守い まいく か ありて 喚く ベ き 萩の 初花 

深更 赖河 

か 、.- り 火の 殘る夜 やな ほ 惜し むらむ 月に そむきて 下す 鵝船は 

名所 雜河 

こ、 を瀨 にう ぶね さすらし 吉 野河巖 もと 去らぬ か  >  り 火の 影 

螢 

聲 を だに 忍ぶ とならば ゆく 螢， 〕 がると 人に 知られす もがな 

雨中 蝥 

ひたぶ るに けたね 甲 ：1 ひ- 2 ば あらそ ひかね て^ぐる jE 陋 


水 遵 螢  一』 一 = 灑 - 墨 

0 ゆ J- りに 速り すがりに。  眞 iJC おふる 川. ぞひ 道の §き すりに 包まぬ 袖も螢 み-たる > 

せき かけし 庭の やり 水 早 けれどう つる 螢の影 は 流れす 

草し けみ 野 ざ はの 水 は 見えね ども 有りと や こ 、 に螢 飛び かふ 

0 ベら なり ぺ きなり。  かす <,\ - にも ゆる 螢の思 ひに は 野 澤の淸 水ぬ るむ ベら なり 

瀧 下餐 

落ちた ぎつ 瀧 S 白玉よ る ごとに 數 そふ もの は餐 なりけ り 

河邊整 

更けぬ るか 河 音 高くなる ま ， に 水草の 螢光 そ ひゆく 

飛ぶ ほたるいかに 思 ひ をけ ちかね て 忘る、 草の 露 たづ ぬらむ 

埜火秋 近 

飛ぶ 螢夏 もや をし む 秋 やまつ 何に みだる ， 思 ひな るら む 

墙 夕顔 

〇 まくらつ く 枕 ISO つまに 冠す。 

0 つま や 夫婦の 寢る 室。  まくらつ くつ まやの 軒に か、 れるは li にあ まる 夕顔の 花 

東 缺卷ニ 夏 欲  三 八 九 


〇 なる かみの 枕詞 0 音に 冠す- 


0 藻 ふしつ か鲋 藻に a す 一握り 

はかりの 鲋 0 又 一 說に 河内！： 裳 伏 

の鄉 より 產 する 鲋 0 


01 ー竝の 筑波 山の 峯男 體女體 の 

二つに 分る 0 


東歌 卷ニ 夏 歌  三 九 0 

たそがれ のまが きに きて 有 明の 月に き ほ へ る 夕が ほの 花 

遠 村 蚊 遣 

夕 ぐれ は蚁 遣り も そ ひて 立つ けぶ り 薄き や 里の 遠き な るら む 

夕 立 

なる かみの 音 羽の 山 は 雪 はれて 閼 のこな た を 過-ぐる 夕立 

夕立 晴 

夕立の はけし かりつ る 空 はれて 庭に ひれふる 藻 ふしつ か鲋 

山 夕 立 

高嶺に は 夕立す 、.- し 山の端に みなれぬ 瀧- S 巌く ヾ るみ ゆ 

浦 夕立 

1 ー拉 のつ くばの 山に 雲み えて 霞が 浦 をす ぐる ゆ ふだち 

橋 夕立 

里 分けて かたへ は晴る ゝ 夕立に 猶 なる かみのと 、" ろき の 橋 

くち もせぬ 名のみ ながらの 跡と めて 夕立 わたる 雲の かけはし 

遠 夕 立 

人間 路は 夕立す らし 名に も 似す 角 太 河原の 水. れる 


〇 みそ 六月 晦日 人々 河原へ 行 

きて 身 を清 むる わざ 0 


〇 石 井 笛 石に て 圆く周 園 を かこ 

ひたる 井 *  . 


扇 秋 近 

夏 もや 、 みそぎ ほどなく 成りぬ と は 鳴らす 扇の 風ぞ 知らす る 

夏日 對泉 

夏草の 下 ゆく 水 をせ きとめて 秋に 契り や 先づ結 ぶら む 

閑" バ 泉石 

なつ 草の こと S 繁 さも 餘所 に 今 向 ふ 岩間 の 水ぞ靜 けき 

松風 五月 寒 

ほと ゝ ぎす おのが 五月 やた どるら む 今 も 身に しむ 松の 嵐に 

夕納谅 

岩閒 行く 水せ きとめて ゅふづ ， の 影 を 手に くむ 袂す  > しも 

麓 納涼 

夕日 かけ もらぬ ふもとの 石 井筒 秋 をく みしる 木々 の 下風 

高 ど の にす ^< みする 

この 殿に 中 やどりせ よと ぶ 螢雪の 上まで いぬべ かりせば 

ひこ 星の 秋 まつ 天の河 風 も 袖に しらる 、 岡 S 高殿 

家々 納涼 

東 欲卷ニ 夏 歌  三 九 一 


東歌 卷ニ 夏 歌 


三 九 二 


〇 いみき 部 上古 神 祭の 具 を 造る 

者の 稱。 


〇 瀬お ひめ 河 瀬の 女神 Q 

〇 なごし うく 穏 かに ラく 。和し 

に： e!l 越の m (六月？ S を掛 く。 


家锦 におな じ 流れ をせ き 入れて 夏 を餘所 な る 川づ らの里 

樹陰 納涼 

若紫 そふ 木 かけ は 風 を もらさね ど 苔の I 下の ひるま 知らす も 

六 月 祓 

今日と て や 大和 かふち のい みき 部の 太刀た てまつ る 萬 代の 聲 

よろ づ代 とか へ すぐ もとな ふなり け ふの 夕日の 大み 就に 

夕 ぐれの 波も靜 けしみ そぎ 河 瀨織津 ひめ もな ごしう くらむ 

夏 雲 

mi^ る ま ゝ に 變りも § く か 夏山に 雪の なした る 樂の姿 は 

山家 夏 

谷のと のむ すぶ 淸水 は淺 けれど 深くな り ゆく 夏木立 かな 

布引 瀧 夏 

夕立の 雨の 名殘 のうき 雪に 半ばた えけ り 布引の 瀧 

M 旅 括 

おくれ じと 誰が あく がれし 魂と みむ 草. S 枕に かよ ふ螢は 

夏 ^ 


武藏 野に 生 ひそ ふ 夏； 3 草よりも しけき は 御代 S 葸 みなりけ.^ 


東歌 卷ニ 夏 歌 


三 九 三 


、 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋 歌 


三 九 四 


〇 みなせ 河 61 津國 一一 一島 郎 Q 山 崎 

の » を 東 流す る 淀川の 支流。 


安 豆 麻 宇 多 卷 三 

, 秋 歌 

立 秋 

この 朝け 块 す、" しも 秋き ぬと 必す 風の ふかぬ 物 ゆ ゑ 

六月 立秋 

たなばたの あき 待ち えても 逢 ふこと は 夏の 日 數の猶 のこりつ ， 

野 亭秋來 

欽唤 かむ 野べ を鄰に 住み なれて い つ かと 待ちし 秋は來 にけ り 

幽栖 秋來 

淸水 くむた よりば かりの 道と めて 淺 茅が 奧も秋 のき ぬらむ 

初 ^  , 

みなせ 河 有りて 行く 水 音 か へ て 小波よ する 秋の 初 風 

みや， )•  ちゃ 柳 さくらに あらぬ 木 も 錦 をい そぐ 秋 は 来に けり 


Z -， 
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天き とき 

のの  この 
河 七 ふ 殘夏新 ふ 
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〇こ£ さやぐ 唐人の 枕 IST 席 人 

の 言 菜 は 本邦 のん の 耳にば 騒がし 

く 聞え るから い ふ 0 


CE 虫 合の 空 七月 七日^. i .3 夜牽 

牛綠女 一 一星の 相 含す るミ いふ 天 0 


0 うしの 步みも 东 牛星ミ いふ 名 

によ つて かくい ふ 0 


つう，， つら 衣 つぎば J3 したる 衣 

鄆衣" 


安 豆麻卞 多卷： 一一 秋歜  三 九 六 

一 

. 天 S 河た な はしわたし 船 わたしな どし ばく も 渡さ ざるら む 

こと さやぐ 唐人 こそ は 天の河 天つ 空 へ とい ひ 流し けれ 

七夕 雲 

こよ ひし もた なびく 空の 浮 雪 は 風の かけた る 天の河 橋 

七夕 野 

秋 はぎの 花す、 り 衣 春 日 野の 野 守 もこよ ひ 星 祭る らし 

そ 夕 草 

あけば また 袖に おく ベ き 白露 を 草 の 葉に み る 星 合 の 穴ェ 

天の河 空に ほのめく 月 草の 花に なら はぬ 中ぞ 久しき 

七夕 獸 

こよ ひだに 妹が り 急け 彥星； の ひく や 手 かひのう しの 歩み も 

七夕 爪 

空に 知れ 星の 手 向の こま 野 瓜な り も 出で ね ど 子 を 思 ふと は 

七夕 衣 

身に おへ る 星の 手 向と 山が つも うづら 衣 やかけ て 貸 すらむ 

二. 星契久 


〇 やすの 河 天の 安の 

の 川。 


oi , た ♦ 


:si 各" 天 一 天地と 共に つきめ や 一 一星の かけて 誓 ひしゃす の 河 波 

え 夕 05? 

衣々 の あまの 羽 袖の しづく ぶり もみ ぢの橋 や 色に 出 づらむ 

获 

秋風もう はの 空 を や 過ぎな まし 窗 のした 荻 移し 植ゑ すば 

お 前 获 

をぎ の 葉の 風の 絕閒 におく 露の 玉の緒ば かり 猪る 月 かけ 

荻 聲近枕 

获の 葉に やどらば 宿れ 秋の 風 音な き 風ぞ老 S 枕に 

获花露 重 

わけ まよ ふ 袖 やま つらむ 眞获 はらと を ， における 露のお もさに 

获の花 を 折リて 人に 遣 はすと て 

露な-から 見 まく ほしく ば訪へ かしと 折りて ぞ おくる 获の 一 枝 

野外 萩 

秋 はぎの 花 を 分け ゆく 野べ の 露う ち拂 ふまに すれる 袖 はも 

安 豆 麻 宇多 卷三 秋 歌  三 九 七 


安 豆 麻 宇多 卷； 一一 秋 歌  三 九 八 

うづら 鳴く 野べ の 秋 はぎ きに けり 道行きぶ りの 袖勻 ふまで 

名所 荻 

1 もとの ゆかりし もさへ 有る もの を あまた 荻 さく 武藏 野の 原 

萩 移 水 

うつしう ゑし 一 むら 萩の 唉 きしょり 花の 影く む 庭の 眞淸水 

なほ ざり に植 ゑし まがき の絲す 、 き 秋 を 慰む ふし も 有りけ り 

薄 未 出 機 

なほ 殘る 暑さ 知られて 秋ぞ とも 德に 出で かぬ る 庭の をす ， き 

蘭 

ふぢば かま 来て 見る 人の 數多 あれば たが 移り香と わきて しのばむ 

蘭 薰 風 

ぬぎ かけし 主 はたれ ぞも ふぢば かま 懷か しきまで 風ぞか をれ る 

草花 映 月 

をみ なへ しあ だなる 露の 手枕に 心 もお かす 月、 ぞ{ 伯れ る 

.  わら は 使の 秋の 花 あまた 持てき たる かた 


〇 あこめ iwo 中^ 婦ん 女 G 下 

I90 又 男子 _a<lw の 時下に 著 用した 

もの 0 


〇s のす さめ ざり せ は S が 相手 

にないなら は。 s が 宿らないなら 

よ 0 


〇 ラづ らの牀 いぶせき 宿。 


散らさ じと お ほふ あ， 〕 めの 袖 さ へ も 秋の色々 にた-ぐ へ てぞ みる 

野 花 蒸 風 

喚きつ > く 花の いろくお しこめて 一 つに かをる 野べ の 秋風 

草花 露滋 

さそ へ ども 跡より 露のお きそ ひて 尾花が 袖に よわ る 秋 かぜ 

ふみ 分けし 跡， ) そ 無 けれよ もぎ ふの 露に またれ て 月 はと ひけり 

月に だに 訪 はれ ざら まし 草のと のよ もぎ を 露の す さめ ざり せば 

草 露 映 ほ 

心なき 草の たもとの 露に こそ 憂き 事 しらぬ 月 やどり けれ 

E 上 露 

山 はま だ 染め も あへ ぬに 白露のお ける 門 田 は 色付きに けり 

故鄕露 

ふるさと は うづら の牀 のおき ふしに 人の 拂 はぬ 露. ぞみ だる ， 

草 露 如 玉 

安 豆^ 宇多 秋馱  三 九九 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋 歌  四 〇〇 

夕 ぐれの 心細 さを絲 によりて 玉に ぬかな む 草 S 上の 露 

9」  蟲 

霜 またで 草の たもと は 色 づきぬ 夜な くわぶ る 蟲の淚 に 

月前蟲 

〇 い をね む 害。？ む。 聲絕 えすな け や 妻戸の きり，^ す こよ ひの 月に 誰かい をね む 

野蟲  . . 

果てしなき ためしに ぞ 聞く むさし 野 や 千代 を あまたの 松 蟲の聲 

曉庭蟲 

〇 も.、」 ゆ ひの 霜の ねざめ 白髮の もと ゆ ひの 霜の ねざめ も 有る もの を 露な うらみ そ 庭の 松蟲 

*5 の寐、 ざめ。 

籬下蟲 

秋 もや、 かきねの 草の 露霜に 蟲の 音より ぞ 枯れ そめに ける 

秋の 歌と てよ める 

白露のお くと はぬ と はた ノ ならす 月見ぬ よは も 鳴く 蟲の聲 

秋風. 

0 さか しら おしら。 賢た て。  松 陰の やどに は 秋 もな きもの を あな さか しらの 風の 音 かな 

嘵 鹿 


深から ぬ 外 山の いほの 寐ざ めさ へ さびしき 秋 S さ をし かの 聲 

夕 鹿 

0 さつ を 0^0  I 心なき さつ をに と はむ 夕 ぐれの 鹿の 鳴く 音 をい かに 聞く やと 

遠 聞 鹿 

さ をし かの 聲 はる- <\ と 誘 ひきて 風 こそ 秋の 袖ぬ らし けれ 

鹿聲遙 

をぎ の 葉の 風の 絕 聞に きこ ゆる は 嶺を隔 つるさ を 鹿の 聲 

0 鹿 

色 か はるあき のさが 野の花す、 き ほに 出で て 鹿の つま 戀 ふろ 聲 

野 鹿 交 1^ 

あきの 野の 获. S 錦の たてぬ きに 露 分け まよ ふさをし かの 聲 

鹿 驚 夢 

見し 夢の をし さは あれ ど 手枕に 聞きす て 難き さ をし かの 聲 

旅の やどり に 鹿の 鳴く をき く 

都に てよ そに 思 ひし 鹿の ね を 旅 にし あれば 枕 にぞ きく 

稻 妻 

安 豆 麻 宇多 卷 三 秋 歌  四 〇一 


〇 上つ ふさ 上總。 


〇 神路山 伊勢 内宮の ある 山 „ 

〇 み もすそ 河 五十鈴川。 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋缺  ， 四〇 二 

ほに いでて なびく わさ 田に おく 露の 數も あら はに 照らす 稻づま 

秋の 田の たりほの 露の 玉 ゆら もや どり 定めぬ いなづ. まの かけ 

月 

上つ ふさの 海より 出で て 行く 月の 治り はふ じの 高嶺な り け り 

庭に お ふ る 一 もとす ゝ き汝さ へ も 月 を あはれ とほに 出で にけ り 

長き 夜の はや も 明けぬ と 思 ふまで 更け ゆく 月の てり ぞ まされる 

いく 秋の 曇らぬ 月 を 宿せば か 隅 田 河原の 名に 殘 るら む 

松が ねに 生 ふるすが のね 長し とも 思 はで 見つ る 秋の 夜の 月 

雪 もな く 思 ふ 事な く 月み つる 秋の 半ば は 少な かりけ り 

秋の 夜に あかぬ 友 どち まと るして 月し 入らす ば 千代 も へ なまし 

あきの 月飽 くべ きもの か 朝顔の 喚く まで 今宵お き 明かす とも 

山 越 ゆる つばさ もが もな 入る 月 を あなたの 里に 待ちいで て 見む 

秋の 夜の くもらぬ 月の 影み えて 名に ぞ 流る ， たま 河の 水 

神路山 杉の 木の 閒の en: も 今み もすそ 河に 影の 見 ゆらむ 

ながら へ て 又 此の 秋の 月 みれば 月に 見ら る 、 心地 こそ すれ 

むさし 野 や 身に そふ 影 をみ ざり せば 月の かたぶく 程 も 知られ じ 


〇 しづえ 下 枝。 


0 み をのし るし みな は 河 海中に 

て 船な 通ず る 水路.、」 なる J5if み。 そ 

のしる し.、. - して 立つ る もの 0 み を 

つくしに 同 じ 0 


秋 見 月 

をば 捨の 山に はかけ じょ もぎ ふの 月に な-ぐ さむ 秋の 心 を 

會友見 月 

うき 雪のへ だても おかす 思 ふ どち 向へば すめる 秋の 夜の 月 

月 初 昇 

まち も あへ す 月 や 高嶺 を 離る らむ暮 るれば 窗 に影ぞ さし 人ろ 

漸 Bi^ 月 

立ちなら ぶ しづ え を隈と 見る がう ちに 松 を わかる 、峯の 月 かけ 

停 午 月 

千尋 ある 谷の 下 ゆく 水底 も 照らし 殘 さぬ 月の ひと 時 

そ， 〕 の； It み をのし るし も あらな くに 半ば を、 〕  >  と S はめる 月 かけ 

獨惜月 

をし と 思 ふお なじ 心の 袖 もがな かたぶく 月 を わけて やどさむ 

八月ば かリ月 あかき 夜よ める 

秋 S 夜の 月 かけし ろし 白 樫の 枝に も 葉に も 霜と みるまで 

八月 十五夜 


安 豆 31 宇多 卷三 秋 歌 


四 〇 三 


〇 は 月 陰暦 八月 <= 


〇 め がれね H 離れぬ 


安 豆寐字 多卷三 秋 歌  四 〇 四 

あだなり と 身 をば うらみ じ 澄む 月の 秋の 一 夜 を 千と せと 思 ひて 

そめ あ へ ぬ 秋の は 月の 十日 あまり 五日と 待ちし 今宵な りけ り 

秋き ぬと 風の 吿け てし 朝より 待ち し 今宵の 月の さやけ さ 

いつの まに 傾き ぬらむ 出づ るより め がれぬ もの を 望月の 影 

秋の 月 いつは あれ ども いつはら で 今宵、 〕 とさら 澄 みぞ まされる 

萬 代に か はらぬ もの はこよ ひ 此の 月と 秋との ちぎりな りけ り 

秋津 しま 秋の なかばと 澄みの ほる 月 をお そしと 待つ や 唐人 

雪つ きて こよ ひの 月の すみ だ 河 萬 代 かけて 濁る 瀨ぞ なき 

更けぬ とも 待ちみ む 月の 今宵し も暮 るれば 出づる 影の さやけ さ 

此の世に て 飽かれ や はする 八十 ぢ まで 秋の 半ばの 月 は 見 つれ ど 

去年の 秋 こよ ひも かくて 又 見む と 契り もお かぬ にあ ひけり 

八月 十五夜 例の 人々 まと ゐ して 更け ゆく まで 見 居りて 詠める あまた の 中 

に 

めぐりき て 月す む 秋の なか/ \ に 获の錦 は夜ぞ まされる 

今宵 だに 訪 はれむ もの かすむ 月に 尾花が 袖の 招 かざりせば 

十五夜 雨-て ぼ ふりけ る に眞 淵な ど訪ひ 來て歜 よみけ る ついでに 


〇 人に き， i2 へじミ 「大方 は 月な 

もめで じこれ や この 接れ は 人の 老 

さなる もの. K 古今 I 七、 雜上) 


〇ふ> める 含める * 


今宵し も 降" くる 雨は久 かたの 月の 桂の 花の 举か 

今宵 だに 月 も 光 やかく すらむ さの みは 人に 老を添 へ じと 

十五夜 月み むと 契りし 友が き訪 ひ來リ ける にあ やにく に 暗れ 閒な ければ 

みづ から 問 ひ 答 ふるうた 二 首 

ひとり 見て 暴らぬ 月と くもる 夜に 訪 はれぬ ると は いづれ まされる 

ひとり 見る 月 はすむ とも 思 ふ どち 語ら ふ 雨の 夜に はま さら じ 

九月 十三夜 

待ち も あへ す 夕 ぐれ かけて 長月の 月 もお く ある 影の のどけ さ 

花 ざ かりふ 、 める も かつ 殘，^ りと いはむ ばかり^ 長つ きの 月 

秋 ふかみ 夜 さ へ いと ノ 長月 も 月の 爲に は飽 くと しもな し 

長月 や もちに 一 夜 を 隔てても さやけ き 影 は 世に みちに けり 

十三夜よ ひの ほど，、 もリて 更け 行く ま に^れければ 

夏なら ばく もりな が らゃ 明けな まし 更けて さや けき 長 つきの 月 

十三夜の：：：： 殊にす み V ぼり ける に 例の 人々 とひ 來て とも によみ ける 

た S みあれ や 人 も わが 世 も 長月の 月み む爲の S く 末 S 秋 

思 ひ殘す 心 S 隈もな よ 件の よ を 長月の あかぬ まとる か 

安 豆 麻 字 冬卷三 秋 歌  四 〇 五 


〇 ラら 安の {.i- 泰 の。 うら 安の 國 

は 日本の 異稱。  - 
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異國の 人に みせば や 類な き 我が うら 安の 長月の 月 

閏九 十三夜 

秋の 日 を かぞへ 添へ つ  >  いと、》 夜の 長き にあかぬ 月の さやけ さ 

月 前 星 

秋の 日の 暮る ， もまた で 澄みの ほる 月に おもな き夕づ 、 の 影 

千 さとまで くまな かれと やすむ 月に 星の 林の 茂ら ざるら む 

月 前 雲 

誰が 里の 月の くまと か 厭 はれむ 外 山の 末に か 、_ る 白雪 

雲閒月 

澄む 月に いと はぬ ほどの 浮 雪 は 風の ゆく へ に まかせす もがな 

雲 閒徵月 

雪閒 より はっかに 見る も大 かたの 月に まされる 秋の 夜の 月 

深夜 月 

更け ゆけば 照り こそ まされ 秋の 月な ど 宵の まに 友 待 たれけ む 

山 月 

秋の^の 月の ためと や ふじのね の 煙 もへ 「は 立た すなり けむ 


u§  ^廷 > 諸！ a より 貢す る 荷 

のお 十 陵 八 墓に SS る こ ミ0 


の さ *- 


C 臭？？ の つぎばし 下綠！ ：の 歌枕 

、今の 市 川 町の 北。 


みたからの はこぶ 荷 前の 箱 根 出 夜 もこえ なむ 月の さやけ さ 

山 月明 

から 人 も ふり さけ 見ら む ふじのね の 雪に さえた る 秋の よの 月 

-M 月 

うき 雪のお り しづ まれる 時 まちて や ゝ すみの ほる 嶺の 月影 

野 S 

さ を 鹿の 鳴きて 入る 野 .s 霧 はれて 尾花 も 月 も ほの 見えに けり 

野外 月 

こ获 さく 野 をな つかしみ 分 け暮 れ て 月 も 移ろ ふ 花す りの 袖 

秋 野 月 

天 づたふ 程も遙 けき 武藏 野に みて だに あかぬ 秋の よの 月 

徑 月 

くまと み し 陰 もま ば ら に 月ぞす む 筒井 にかよ ふ 桐の 下道 

き 古 橋 

しら 波に 玉藻 刈りけ た) 人 は い さ 月す み わ た る 眞閒 力 つぎはし 

江 上 

安豆^^^字多卷三 秋 欲  四 〇 七 


〇 いさな vj り 取 。海の 枕詞 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋 歌  四 〇 八 

堀江に はより くる 波の 玉 敷きて くもらぬ 秋の 月 を 待ちけ り 

江 月聞臈 

なに は 江 やうら 波 かけて すむ 月に かりがね 遠し 淡路 しま 山 

河 月 

あ ひに あ ひて 光ん 秋のに し 河 や 流る ， 月の 影の さやけ さ 

川に 船う け て 月 をみ る 

月 宿る この 河水に 船う けて 掉も とりあへ す 行く 心 かな 

月 照 流水 

刀 根 川の そこ は獨 ると 名に たて ど沉 める 月の かゆ はすみ けり 

湊邊月  , 

大船 S よす る 港の 秋 S 夜 はま ほに ぞ月 もす みわたり ける 

海邊 お 

みつ 汐の 干る とやい はむ を じか 鳴く かしまが 崎の 秋の 夜の 月 

湖上 月 

堅 S 船い ざ 漕ぎ出せ いさな とりあ ふみの 海の 波め 月み む 

浦 月 


o はま ゆ ふ iffi 木 ST 海岸に 自生 

する 軍 0 はまお もぐ JO 


〇 あまの たくな は 海 士の拷 IIJ 

長き VJ いはん 序 0 


〇 うづら の ミこ いぶせき 


いく へ かも 積れ る 雪と みくまの や 月お もしろ き 浦の はま ゆ ふ 

心 ある 海士は ぬれに し 袖 を さ へ ほさで 月 まつ 松が うら 島 

眞閒の 浦の あまの たくな は 長き 夜 も 月 を 見る目 はあくと しもな し 

須 磨の 浦に 月 を 見る とい ふこと を 

秋の 月と はに しすまば すまの 浦に わぶ とはい はじ 藻汐 たると も 

濱 

こ ， をせ に 月 も 澄 むらむ 有 明の 濱の眞 砂の 數み ゆるまで 

林ーパ M,  J 

梅つ ほに 春の かをり ゃ殘 るら む 梢に 勻ふ 秋の 丧の月 

の 戶の露 を たづね て 玉 だれの をす の 隙 もる 秋の 夜の 月 

故鄉 

古さとの うづら のと こに 影 みれば 月 も 昔 の 月と しもな し 

日に そ ひて 里 は 古 江の 获の露 もとの 心に 月 はすめ ども 

雞 生の 宿に も 露の 玉し きて 月の ために は故鄉 もな し 

山家 

さ を 鹿 S 驚かさす ば板閒 もる ゎづ かの 月の 影 をみ まし や 

安一 ni 麻 宇多 卷： 一一 秋 歌  四〇 九 


賴 みつる 身の かくれがの 松 さ へ も 月の ために は 厭 はれに けり 

すむ 月に 木の 閒さ やけき 秋の 夜 はかくれ 家に せむ 山里 もな し 

都に は 心と めじと 住みかへ て 山に も 月の 友. そこ ひしき 

田家お 

刈りて ほす 門 田の 稻を その ま ， に 敷きて や 月 をめ で 明か すらむ 

m 聲茅店 月 

茅が 軒に かたぶく 夜半の 月 さえて とりの 音 寒し 霜 や 置 くらむ 

月影 滿屋 

眺む とて 立 居に そ はる 影なら でく まこ そな けれ 月の した 庵 

閑 岡： 

おき あまる 露 をよ すがに 月ぞ とふ 透が ね やの あれ 閒 もとめて 

秋 入 簾 

限なくて みるに 勝れる あはれ さに わざ ともおろ す を 簾の 月影 

月 前 松 

秋ぎ りに ふもとの 里 は 埋もれて 松と 月と ぞ峯に 殘れる 

くまとの みいつ しか 月に いと ふらむ 木 高 かれと て ii: ゑし 小 松 を 


色 か へ ぬ 祥ゃ枝 を か はすら む 月 も 高嶺の 松の木 末に 

松 H: 幽 

くまなくて 児し はもの か は 松 陰に 光と もしき 月の あはれ さ 

海人 詠 月 

あま 人 も 空に 心 やひく あみの 先づ めに か ゝ る 浪の月 かけ 

客 伴お 來 

秋の 夜 を 月に まかせて すむ 宿 はたの めぬ 人に 訪 はれ も. ぞ する 

ながらへば 今 をむ かしと 忍ぶべき 忘れ形見よ 秋の よの 月 

H 前懷舊 

人 しれす 哀れな りし も聂 かりし も 思 ひぞか へ す 袖の 月 かゆ 

月 催涙 

なに 事の 思 ひも わかぬ 袖の 上に われ や 宿せる 月 や 宿れる 

月 前 筏 

いかだし も 秋 行く 水の 河よ どに 掉さ しとめて 月 や 見 るら む 

月 前 鐘 

安 豆 躏卞冬 卷 ニー  秋缺  四 1 1 


〇 つき 弓の 战 弓に 月 を かく 0 

〇 やす^  B 本の 異稱。 浦 安 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋 歌  四  一二 

おどろかす 甲 変 やなから む 秋の 夜の 月に 寢 よて ふ 鐘， S 響 は 

月 前 遠 鐘 

吹く 風 はねよ との かね や 誘 ふらむ さの みかたぶ く 月 は 2 ^せじと 

前 神祇 

曇りな き 天津 御 穴 i を 渡會ゃ 神代の あき S 月よ みのもり 

H; 契 千秋 

一一 ちぎりお く 千歲の 秋の あらまし も 心の 松に うつる 月 かけ 

秋 勝 春 花 

みし 花の 都の 春の 錦に も たちまさり ぬる 秋の 月 かゆ 

月 不選所 

變らめ ゃ賤が も 絲竹も 月に 聲 すむ 秋 S しらべ は 

旅 招 月 

行き くれて 宿 か る 草 S 枕 かの、 〕 がの わたりの 月 をみ るかな 

月 前 祝 

く もり なきた め しに ひく やっき 弓の や す國 て らす萬 代 ^ 秋 

寄 祝言 


〇 なべに それに つれて 一 


白菊の 露より なれし 月 かけの 千尋の 淵に やどる をも昆 む 


比の ごろの 秋風 寒 みさを 鹿の つまと ふなべ に臈 鳴き わたる 


0 かっし かわせ ぉ锥 早お。 葛 飾  ^虱： 毎 U こえて こまどり のかつ しか， D せ を かり、 ぞ 鳴くなる 

は下總國西^^。  >^厂 ー  i(  c  プ， TT  p 

前臈 

すむ 月に わさ ffl 刈りつ む 嫌 食の 里 わに 落つ るかり の 一 つら 

田 上 1^ 

おちて 猶ぃ なば の 雲に 聲 する は 空に またれ し 天つ 臈 かも 

關路 • 霧^ 

分け まよ ふ 朝け の 霧の 深み どり それともみ えす 關の杉 むら 

山路 霧 

ま し ら鳴 くみ 谷 は 霧に 埋もれて そ は の かけ 橋危け もな し 

檮衣寒 

更けぬ るか い と 、"夜寒の 袖せば き ほそ 布 衣う ち もた ゆまぬ 

近 禱 衣 

， J ゝ もとにす ま S うら 波よ る/ \- はう つや 站も 枕が みなり 

安一 ni^ 宇多 卷！ 一一  秋 欲  四 一 一 11 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋 歌 

浦禱 衣， 


四  一 g 


〇-、」 こミ はに 鶉の 牀 にかけ て あ 

る 0 


すまの 浦 やし ほやき 衣う つ 極の 音 もま ど ほに 夜 は 更けに けり 

更 級の さとに 砧を きくと い ふ こと を 

たれ 聞け と 夜寒の 衣う つたへ に 哀れ そふら むさら しなの 鄉 

鳴 

かりつ くす 山 田の 引 板の 繩 たえて 友な き嶋の 羽音 寂し も 

あれ まさる 里 は うづら のと こと はに 寂しき もの を 夕 暮の聲 

野外 鶉 

秋 もや 、 更け ゆく 野べ の牀 寒み おのれ うづら の 曙の 聲 

月下 菊 

月 a えて 稀なる 星の かすく に數へ そふべき 白菊の 花 

山路 菊 

菊の花 さける 山路に やすら はば 思 ひの ほかの 世 を や へ なまし 

菊薰枕 

夜 や ふけぬ 霜 やお くらむ と 思 ひ寐の 枕に かをる 庭の 白菊 


し 〇 あ 〇 
たまた 竹 

0 ゆり 芝 


0  ^ 

移ろ ひて 色香 そ ひゆく 白菊 はおく 初. 霜 もえこ そ はからね 

竹 芝 わた リの 山ぶ みしけ る に 八月 初めになる まゆみ の 色付き そめた る を 

見て 

いつしかと 半ば過ぎ 行く としの 矢の はやまの まゆみ 色 づきに けり 

蔦  • 

さびし さ を 色に 出で にけ. り 蔦 かづら くる 人 もな き 軒に か 、りて 

杠 葉 

山姬 i5 袖 S しぐれ や 染め つらむ 曇らぬ 嶺の 木々 の もみ ぢ葉 

初 紅葉 

しぐれ 降る 山の 梢の いかなら むさと わの まゆみ 染め はじめけ り 

紅葉 深 

染め はてて 誘 はれ 易き 紅葉ば の やし ほ S 後 はし ぐれす もがな 

紅葉 待 霜 

露し ぐれ やし ほ 染めな す もみ ぢ ばの 猶 あかす とや 霜 を 待 つらむ 

紅葉 隱霧 

卷三 秋駄  四 一 五 


今 東京？！ 芝 g 三 田 町の 

み 古昔 多く 弓 を 造る 料. A- 


0 やし ほ やし ほ染。 


0 やし ほ 染め 幾度 ミ なく 染液！ 

ひたして よく 染める こ VJO 


安豆寐 宇多 


I 


〇 中た えし 錦 云々 「立 田 川 もみ 

ぢ亂れ て 流る め り 渡 -.r は 錦 B- や M 

えなむ」 (古今 五、 秋 下) 


安 豆 麻 宇多 卷  一二 秋 歌  四 一六 

そめし より 散ら まく 惜しむ 世の 人 S おき その 霧 や 山 かくすら む 

山 みなもみ ぢ せり 

山 はみ な 染めぬ 木の葉 もな きもの をし ぐれ^ 雲の 何殘 るら む 

林 葉漸變 

秋の 來し道 こそみ えね 月の いる 峯の林 の 先づ 、ぞ 色づ く 

瀧 紅 菜 

落ちた ぎつ もみ ぢを わくる 白 絲は何 山姬の そめ 殘 しけむ 

社頭 紅葉 

それならで ねぎ ご ともなし 立 田 ひ f .} 風な 吹かせ そ もみ ぢ する 頃 

遠 村 紅葉  < 

中た えし 錦と や 見む 一 すぢの 煙へ だてし 里の もみ ぢ紫 

紅葉 透 松 

立ちなら ぶ 松の 煙の 下 もみ ぢ いかに こがる 、 色 をみ すらむ 

古寺 紅葉 

山寺の 鐘 はき こえても みぢ ばに 人 日の 影は猶 のこりけ り 

II 谷の 長： 八：： 寺 へ まかりし にもみ ぢ盛 りなり ければ 


>■、 


〇 ありの す さび 「ある 時 はあり 

のす さ， ひに »! かりし なくて ぞ人 * ひ 

しかりけ る-」 (請 人 不知 ； 「あ ろ 時 

はありの す さ， ひに 語ら は 一.，. -戀 しき 

もの *t 別れて ぞ 知る， 一( 六 粘 五) 


1155； しぐれい つ 力；^ めけ む S 小舟， 一 、 も 初 港の 山ぞ こがる ， 

のこる もみ ぢ 

嵐 二く 深山の 木々 は 散り 過ぎ て 冬 を さ か りの 里の もみ ぢ葉 

お葉お 稍 

吹きお ろす 峯 風の さそ ひ來 てあらぬ 梢に 殘る もみ ぢ葉 

H: 前 落葉 

足 引の あらし 吹く  は 久方 S 月の 桂 も 散り やまがへ る 

十月 轼葉 

もみ ぢば S 散らぬ 限り は 千 早 振 神無月と も 思 は ざり けり 

惜 秋 

うき 秋と いひし はありの す さびに て 今日と 暮れな ば 何 心地せ む 

秋欲暮 

夜々 は 水鳥 騷ぎ 時雨 ふり 秋と しもな き 秋 ぞ殘れ る 

暮 秋 

露 結 ぶ 夕の 霜ん-名 殘 にて 野なる 草木 も 秋 に 別 る ， 

甚 秋 雲 

〈女 豆 宇多 卷ョ 秋馱  p ーセ 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋 歌  四 一 ん 

くれて ゆく 秋 を 牡鹿の 聲 かれて た、 すむ 嶺に雪 はおりる る 

暮秋 雨 

山の端 はし ぐれ 降る らし-良 月の 有 明の 空に 雪の か . -れる 

幕 秋 鳥 

友よ ぶ や 霜のお くての 稻雀 いま 幾 ほどの 秋 をた のめる . 

暮 秋 鹿 

秋 ふけて 草 はし をる 、 野べ の 鹿 あら はれて 鳴く irS かなし さ 

九月 二十日の 夜よ める. 

秋の よ S 老の ねざめ はの どけくて など 一 とせ S 程な かるらむ 

九月 盡 

別る て ふこと さへ 添へ てうき 秋のう き 限り を も 見 はてつ るか も 

行く 秋の なごりの みか は 古り し 身に 見る もの 毎に 名殘 なりけ り 

寐られ ねば 夜 を 長し とて かこちて し 秋 も 別れの けふぞ 侘しき 

夜嵐に もろく も 積る 木の葉の み 明けな ぱ 秋の 形： ni^ なら まし 

け ふの みとい へ ば 別れ ぞ 惜しまる ゝ 眺め わびに し 秋と 思 へ ど 

今 はとて 野べ の蟲 S 音 鹿の 聲誘 ひたて て 秋 ぞくれ 行く  ,  


〇 に へ つか ひもの 0 


山家九ほ^^ 

山里-: 秋 を 見 はてて 明日より はいかに たへ なむ 夜嵐 お 

秋 古寺 

先づ染 むる 梢の 色に 知られけ. C 秋 こし 方 や • 西の 太 寺 

古寺 秋 鐘 

出 寺の かねの 響に 秋の 夜の 月の 光ぞ 花と ちりけ る 

秋 山家 

松のと にもろ き 一 葉のお とづれ は 中々 さびし 秋 S 出 里 

秋 田家 

に ほ 鳥の 葛 飾 わせ やに へ すらむ へ 「日殊 さらに 煙たつ ゆ 

秋 旅 

心 をば た-ぐ ふと Si もい ひし かど 目に みえぬ 秋の 旅ぞ さびしき 

から 衣う つ 音すな り 行く末の 雲より をち の 里 も 知られて 

遠 ざ かる 程 も 知 ら れ て 秋 霧 S 晴れても 見 え ぬ 故里 S 山 

秋 祝 

かりて ほす 八束垂 漶の稻 かづら かけ て盡き せじ 萬 代 S 秋 

安 豆^ 宇多 卷 I 一一  秋 歌  一九 


安 豆 麻 宇多 卷三 秋歜  W 二 0 

Kn 舌 鳥 

片 岡の そ はの 立 木 S 霧 はれて 梢 あら はに もす ぞ嗚 くなる 
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安豆寐 宇多 卷四 冬馱  .  gl ニー 


〇 ニ^の 筑波 山の K 。男 女體 

のニ峯 あり。 


島が 崎 安房 国 0 今白濱 村の 

南， 1。  ， 


〇 みぎり 軒の 雨 落の 敷石 0 みぎ 

りの 竹 は その あたりに 生えた 竹。 


安 豆 麻 宇多 卷四 冬 歌  四 

鳴く 蟲を あはれ と 聞きし 夕 陰の 草の 枯葉に しぐれ ふる 音 

山 時雨 

染めの こす 梢 もな しとみ 吉 野の あ をね が嶺 に今ぞ しぐ る > 

嶺 時雨 

神な 月し ぐれ ふるら し 一 ー竝 のつ くば 高嶺に 雪の か ， れる 

. 道行く 人し ぐれに あ へ り 

ぬる 、 ともよし や 厭 はじ 秋の 葉 を 染めし 時雨の あめと 思へば 

海 時雨 

玉藻 かるみ ぬめ を 過ぎて ゆく 雲 は 野 島が 崎の 時雨な りけ り 

渡 時雨 

角 田 河 渡し も 果てす しぐ るめ り 暫し雪 閒の穴 n だのめ して 

遠鄕 時雨 

そめの こす 梢 たづね てし-ぐるら む 雪 こそ か 、 れ山 もとの 里 . 

山城の 水 野の 里 やしぐ るら む 雲に おくる、 淀の 河 船 

獨聞 時雨 

友との みみぎ りの 竹に 聞き なれし 風より 外にと ふ 時雨 かな . 


o 山づ 山の土^4^_物。 

〇ほ>  かし ほ ほ 、のき (It) の異 

名 0 


〇 裂いで 裂帛。 


安一り」^ 宇多 卷四 ， ふ 一^ 


覉屮 時雨 

雪 か、 る- M こえ かねて 1:^ とへば 鍵の 逢 もし. ぐれき にけ り 

かば かり は 思 ひ 起さ じ 都人し-ぐれさ へ ふる 草の 枕 を 

十 ばか リ人 に山づ と おくる とて 

山路へ てとりて ぞ來 つる ほ、 かし はし-ぐれせ む 日 S 君が み 笠に 

十 に いとよく 染めた る 概の葉 を 物に 包み C おこせけ る 入の もと へ 

染めつ くす 秋の 形見の 三 は 五 はこれ や 錦の 裂いで な るら む 

0 葉 

朝な ノ\ 散る もみち ばに 霧お きて 懷 かしかりし 色 も 殘らす 

谷 河の 巖 うつ 音 も絕ぇ にけ りい かにし がらむ 木の葉な るら む 

山 落葉 

年 をへ て 木の葉 は 千 重に 積れ ども 山の 姿は變 ると もな し 

落葉 待 風 

あす まで は 嵐 待つ ま G 唐錦 殘る ひと 木の 影ぞ たちう き 

夜 落葉 

風 吹かぬ 夜の 軒端 S 音す るに 霜に もた へ ぬ 木 S 薬な りけ り 

四 ニー 一  1 


o いも 山 大和？？ 士 2 野 郡 o 今上 

市の 東方に 妹 山 ミ1„5=山.、.- ある 0 そ 

の 閒を吉 野 川 流る。 ゲ 耙伊國 にも 

ある 0 


安 豆 麻 字多卷 四 冬歜  ^二 四 

溯 落葉 

〔<: 水 を 散る もみ ぢ葉 のせき 止めて たぎち 流れし 音 もき こえす 

路 落 葉 

されば こそ はけし かり つれ 夜 あらしに 朝た つ 道 を埋む もみ ぢ葉 

橋 落葉 

とふ 人の まれなる 程 もし ぐれけ り 木の葉 ふりしく 前の たな 橋 

落葉 浮 水 

そめつ くす 木の葉 流れて 川 波の あや を 錦に 織り か へ てけ り 

河 上 落葉 

同じ 瀨 により や あ ふらむ いもせ 山中 ゆく 川に 浮ぶ 木の葉 も 

庭 落葉 

散りつ もる 底は拂 はじ 今朝 みれば 枝に 一 築 も殘ら ざり けり 

もみ ぢ 葉に 苔の 緣も 埋もれて 跡な き 庭 一て 秋を殘 せる 

松 下落 葉 

散りう せぬ 陰 を や 猶も賴 むらむ もみ ぢ しがら む 松の 下水 

名所 落葉 


かみな 月 時雨せ ぬ 日 も ひな 暴り- リす ひの 坂 は 木の葉 ふりつ ゝ 

いつしかと 山 も あ. ら はに 成りに けりく ぬぎ かつ 散る 佐 保の 河 かぜ 

よもぎ ふ も 霜の 花、 J そ きに けれ 千草に もれし 秋な 恨み そ 

山家 夜 霜 

さよ 更けて きけば 枕の 山 烏 羽 におく 霜 や 今拂ふ らむ ， 

閑 .M 霜 

霜 S 上に 遲れて 一 葉ち る 音 も 聞く ベ かりけ る 庭の 朝夕 

社頭 霜 

ゆ ふかけ しさ か 木が 枝に 置き まよ ふ 霜の 花 さ へ 香に 勻 ふらし 

寒 草 霜 

も え い で む 春 ま つ 霜の 下草 は 長し と 冬の 日 を かこつ らむ 

寒草纔 

枯れの こる 草 も 有りけ り 色 か へ ぬ 野べ の 小 松の 陰 をよ すがに 

原 寒 草 

霜祜の あさ ぢが 原に 生 ひま じる 山菅の みぞ 色 も か はらぬ 

安 S 麻 宇多 卷 四 i  四 二 五 
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江 寒 蘆， 


四 二 六 


〇 こ./」 ぞ "/J も 何の 思慮な く。 


〇 に はた、、 つみ 雨水の 地上に 溜り 

流る  >水0  ！ 


〇e? 玉の 池 玉縣北 忍 町 

の 東 培 玉 村の あたり。  ( 


〇 ひたの ひた は 引！ 鳴子の 


^の すむ 古 江 も 今朝 や 凍 るら むた てる 村 i 盧 うち もな びかす 

寒 松 積年 

一 J と 、ぞ とも 松 は 思 はで 經に けらし 時雨 も 霜 もよ きぬものから 

冰初結 

散りう かぶ 木の葉の 風に まかせぬ は 池 S 冰ゃ 結び そむら む 

宵の 間に ふりし 時雨のに は たづみ 落葉 をと ぢ てけ さぞ 冰れる 

池閒冰 

埼 玉の 池の みぎ はやこ ほ るら む 鴨の 羽音の 遠ざかり ゆく 

江 冰 

朝 每に冰 りか さねて なごの 江の つながぬ 船 も 流れ ざり けり 

冬 田 冰 

ひたの 音 もた えて いつしか 蒲冰 結びす てた る 小 田の かりい ほ 

田邊冰 

せき 入れぬ 小 田 S しぐれの たまり 水お ち穗 をと ぢて 今朝.  ぞ冰れ る 

井 水 


〇 みむろ 山 大和！ S 高 市 郡。 


更け ゆけば a え やま さらむ よ ひの 閒の板 井 S 冰く みて 知る にも 

葦閒冰 

くが   

水鳥の 陸に なく 音 s 聞 ゆる は あさる 廣閒ゃ 今朝 こ ほ るら む 

か み な 月 十日ば かり H: を 見 をリて 

夜 をへ つ 、庭に 落葉の 積れば や 木の間の 月の かけ 添 はるら む 

霜 さむき ね やの 板戶を さし もせ じ 眺めよ とての 長き よの 月 

寒 月 

冬の 夜 や 仰けば { 仝 ははる けくて 手に とろば かり 1^ ゆる 月影 

山 寒 H: 

炭 竈の けぶり は IS く 成りに けり 更け ゆく ま 、 に 月の さ ゆれば 

寒夜 月 

染め はてて 散りし 木の はの 霜 S 上に 月 S かつ ら は 照り、 ぞ まされる 

寒閱： H: 

いかにね む 蓬が ね や の か た廂 さし 入 る 月 も、 ) ほ る 霜 を 

寒流 帶月 

みむろ 山し-ぐれ も 今や 暗れ ぬらむ 立 田の 河に 月、 ぞこ ほれる 
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寒夜 会 


四 二八 


〇 麻 手 こぶす ま 麻布に て 造りた 

る 衾。 麻ぶ すま 0 


〇 かしまの かしましに 鹿 島を掛 

けた。 

〇 し はなく 展 々鳴く 0 


〇 かたみの 滞 紀^ 阔紀淡 海峡に 

面す。 今 加 太の 港。 


陰た のむ 松に あらしの 寒き 夜 も 馴れて こと 足る 麻 手 こぶす ま 

千 鳥  • 

住の 江の 岸の 松風 濱 千鳥と もに 八千代の 聲 あはす めり 

夕 浪の音 も かしまの 浦風に しばな く 千鳥お り もさ だめす 

千鳥 聲遠 

たまの うら 離れ 小島の 友ち どり 聲 きくば かり 波ぞ靜 けき 

河 千鳥 

角 ffl 川 船に 筏に さ を なれて あさる 千鳥の 所が へ す も 

風 寒み 前の 小 河の 水 かれて 心細く もち どり 鳴く こ ゑ 

島 千鳥 

さ 夜 千鳥 かたみの 浦に 跡と めて いもが 島 を や 鳴き わ かるらむ 

荒磯に すだつ 千鳥 も 馴れ ぬれば 軒端に あさる 海人の 家 島 

旅 泊 千鳥 

かぢ枕 f ) とと ふ もの は古鄉 になれ し寐 ざめ の 友 千鳥 かも 

水 鳥 


c 何 か づ . 、 .レ- む 何み-求 食る ，- て 

水に t るので あ r 、ラ 0 


〇^5魚 いさ， 二  S!) の 異名。 

〇 ふしづけ 冬季 柴な朿 ねて 水中 

に け 匿き、 魚の 寒さ を 避けて 其 

の 中に 集まりく る を 春に 至りて 園 

み 3^ る もの 0 

〇 い を 魚。 


〇 むこの 山 今 六 甲 山 * 


〇 ひつ；：' 刈りた る あ-、」 に 再， ひ 生 

、ふる IT  . 


岩閒に はつら、 結べ る かた 淵に つ な がれぬ 鵜の 何 かづく らむ 

池 水鳥 

とし 寒き 池の みぎ はの 松が 根に 鴨 S 靑羽も あら はれに けり 

江 鴨 

さす 掉の 音に なれつ ， 船き ほふ 人 江の 鴨の 立ち もさ わがす 

銷代 にもみ ぢ よる 

もみ ぢ ばの 流れて 止る あじろ 木は冰 魚の よる さ へ 赤く. ぞ 有りけ る 

冬 河 ふしづけした るかた 

さ ゆる 夜 も f  r はらぬ 底の ふしづけ を賴む 陰と やい をの 寄 るら む 

行路 霞 

わけ ゆけば むこの 山風 さえくて 袖に 玉ち る あられ 松原 

竹 問 霰 

露ち りし 秋 S あはれ も いつしかと 霰に さわぐ いさ、 羣：^ 

田残賻 

おくれ 來て山 田の ひつ ぢ ふみしだき 羣れ 居る 鳴の こ ゑの 寒け き 

初 雪 
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武藏野 はま だ 枯れの こる 草 も ある を秩 父の 山に 初雪、 ぞ 降る 

神な 月ば か =- 山に はつ 雪 ふりけ る を 

しぐ る ゝ とE^ぇし咋日の雲はれて朝日に向ふ峯S初雪 

山 初雪  ，■,.,. . ..>.;「.. 

待 たれに し 雪 を 見 初む る 朝より 月に うかりし 山 もな つかし 

都より 見れば こそ あれ 巾 もとの 里に 知られぬ 峯 の^つ 雪 

山家 初雪 

立ち いでて 拾 ふつ ま 木に 折り そふ る 花と： 1st るまで. ふ れる白 尊 

松 初雪 

降る ほどの しばし は 風 も音絕 えて 松に みそ；. P る 雪の あけ ほの 

十： 《 はっかば かり 初雪 降り出で て やがて 止みければ 

降る ま  > に 花と 見 まし を 花よりも あだにな り ゆく 庭の 初雪 

雪 未 深 

明日と いはば 道 やた えなむ 降る 雪に 訪 ひもと はれ も 今日 こそ はせ め 

曙 雪， 

ね ぐら 出で しみ 山 がらすの うちみ だれ 眺め を そふる 雪の あけ ほの - 


つ 松 も 引き 云々 古、 正月 子の 日 

に ij- 邊 に 出で 小 松 を 引 き て 千代み- 

！^. ふなら はしが あった。 又 若菜 を 

摘みて 食料.、 J し^ 氣を拂 ふ。 


〇、 近き まもり 近 iJT 


薄 基 雪 

隈も なく ふり 積む ゆきの 空 はれて よそに 聞きな す 人相の 鐘 

深夜 雪 

あけ やらぬ ね やの 板閒の ほの-^ としら むは 雪の 積るな りけ り 

行路 深雪 

中々 に 木の 根 岩角 うづ もれて やすけ にみ ゆる ^3 山路 

0  0 雪 

松 も 引き 若菜 もつ まむ 春まで は 雪に まかす る 野べ の 細^ 

野 亭 雪 

降る ま 、 に 野べ の 高 かや 折れ 伏して わたし 遠き 窗の 白雪 

河 雪 

隅 W 河水の 上に も ふる 雪の きえ 殘れる は 都鳥 かも 

濱 雪 

たびねせ む.：；^ のしる ベ も かきくれて 雪の をり しく 伊勢の 濱 をぎ 

禁中 雪 

さくら 一:;^. 咲きて 散る かとみ るば かり 近き まもりに 降れる しら 雪 
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四 三 
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，肚. 顕， 


四 三 二 


〇 きね が 庭 火 靡宜が 社 前にて 焚 


焚きす てし きね が 庭 火の 跡の みぞ 雪の くまなる 神の 廣前 

遠 村 雪 

野 も 山 も ふりつむ 雪の 穴. - はれて 里の しるべ もけ ぶりた つ 見 ゆ 

•  i^ 上 雪 

ふる 雪に 庭の， まがき は 埋もれて 外 山 をし めの 中に こそ みれ 

雪の ふりけ る あした 眞淵 へ よみてつ か はす 

人 はい さお も ひ 思 はす 白雪の まつ に はわき て 降る かと ぞ みる 

雪の ふりけ る 日 人の もとより 降り つもる 雪よ リも 跡な き 恨 みぞ 深 かると 

いひお こせければ 

跡な きも 同じ 心の あとし みよ 訪 はむ も をし き 庭の 白雪 

船に のりて 雪 を 見る 

ふる 雪に あ f ヒ かれ 出で て 水馴掉 さすと はなしに ゆく 心 かな 

松 雪 

松の 薬の 春 一 入の 色 そふ や 今 ふる 雪の 染 むるな ろら む 

檢 雪 


〇 まき もく  G お 原 大. «屑初 瀬 山 

の 西 にれ ぶ 4^1 向山の 麓 G  . 


ふろ 雪 S 友 まつ 程 はまき もく^ 檢原 もい また？ T れ さりけ り 

常^ 木 雪 

わびしら におの が 友よ ぶ 山鳩 S 聲は うもれぬ 雪の 白 櫻 

S 朝遠樹 

朝日 かけ 先づ さす かたの 片 枝より 色 あら はる ， 松の しら 雪 

雪 朝 遠 村 

山 もとの よの まの 雪の下 をれ や 今朝の けぶりの つま 木な るら； J 

雪 中 鳥 

夕暮 の あはれ を そ へ て 降る 雪に 汝も 友よ ぶ やまばとの 聲 

雪中 眺望 

ふらぬ： W.O 比 良の 嶺 おろし さそ ひきて 雪 S 花 積む 志賀 S 沛船 

雪中 遊興 

軒の 松 まがき の 竹 も ありながら 雪 ふみわけて 雪 を、 ) そ：： んれ 

雪中 鐘 

いま は 又 ゆきの 花 こそ 散りに けれ あはれ さびしき 入相の鐘 

うる ふ 十二：；：： 十日 あまりよ ベ ょリ雪 ふ リ たる に M 淵 へ いひ やる 

安 豆" 酗 宇多 卷四 冬 歌  M 三  一一 I 


o 起き あかす 火お きる にい ひか 

けた e 
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跡つ けて 訪 はれぬ 宿の 白雪 は 降る かひ もな く 消えむ とすら む 

炭 竈 

夕け ぶり 立ち こそ まされ 白雲 はおり 靜 まれる 峯 S 炭が ま 

埋 火 

よそに のみ あはれ と 見つ る 炭が まの 煙になる、 閎の うづみ 火 

閹埋火 

吹く 風に ゆく へさ だめぬ 炭 竈の けぶりの 果て や 閨の埋 火 

爐火似 春 

つけ やらば 谷の ふるすの 鶯も 初音 來 鳴かむ うづみ 火の もと 

夜爐火 

たま/.^ もとはる 、 夜半 は埋 火の 起き あかす とも 思 は ざり けり 

霜 は ら ふ をし の 羽音 や うづ み 火に 冬 しらぬ 夜 を 驚か すらむ 

雪.： T! きお 1^ 

ふる 雪に めぐらす 袖 も 物の 音 も あ ひに あ ひたる おもしろの 夜 や 

早 梅 

鶯の なみだ もこ ほる 雪のう ちに 先づ とけ そむる 梅の したひも 


〇 みづ はぐむ 八十 餘り 三つに み 

づ はぐむな かけた 0 み づは. 5;- むは 

いたく 茏 いる こ VJO 


雪中 早 梅 

春 を 待つ うぐ ひすの 音に 先 だち て 雪の ふる 木の 梅唉 きに けり 

梅 雪 

紅の したてる ばかり 暌く 梅の 勻 ふが 上に 積る しら 雪 

歲 碁 

千代 ふる も 何 かたから む 年波 S. 名に 流れつ 、淀む せ もな し 

行く 年 も 惜しま ざり けり 身に つもる 數 をば 老の 物忘れして 

八十 ぢに 成リ ける としの 基に 

水ぬ るむ 春み こ 〕 そ 待て 行く としの 惜し かりけ る も はた 昔に て 

八 十ぢ あまり 三 つ に成リ ける くれに 

又 春に 逢 はむ とすら む やそ ぢ あまりみ づ は-ぐむ 身の 今日 も 知らす て 

ふるとしに 春 立ちけ る 年の 碁に 

まてし ばし 花鶯 G 春 もき ぬ 行 くらむ としの 岩 木なら すば 

け ふに さへ 成りに ける かな 立つ 春に おくろ ゝ ほど を賴む 名殘も 

冬 ごもり 春 まちつ けて 今更に をし とはい はじ 年の 名殘を 

問 十二月 歳暮 


安 豆^ 宇多 卷 四 冬 歌 


四 n 一  S 


安 豆 麻 宇多 卷四 冬 歌 


四  一二 六 


〇 みか ま 木 御签 木の 義。 古昔 正 

月 十五 B に 百官の 宮中に 奉った 薪 


よどむ 瀨も あれば， ) そ あれ 年波の 流れつ くして 殘る 一 月 

河 歳暮 

とし 波の よどむ せ もな くこむ 春の みか ま 木 はこぶ 宇治の 河 舟 

歳暮 梅 

春ながら くれぬ と 思 へ ば さく 梅の 花 も あり ふるものと こそ 児れ 

こむ 春の 道の しをりと さきだちて 野に も 里に もに ほふ 梅が 香 

年の 暮に 庭の 梅 をよ める 

あら 玉のと しのし はすに 成りぬ らし 沬雪 しのぎ 梅の 花 さく 

冬 天 象 

天の河 水 いかばかり 冰 るら むか ゆ さ へ よどむ 有 明の 月 

冬 日 

のどかなる 花の 春 まつ 心に は 長く ぞ 冬の 日 をく らしぬ る 

冬 朝 

あかつきの 嵐 はけさの けぶりに て 稍 さびしき 山 もとの 里 

湖 上 冬 

ふりしよ をい かにし のペ と あ ふ みの 海 夕 波 千 どり <f 「も 鳴 くらむ 


〇 み わの 市 大和 ほ 接 城 三輪 村 

古、 三輪 市- した 0  t 


〇 こ-/」 ひの 牛 強健なる 牛 0 

C 雪折れ 雪の S に 折れた 木の 枝 


〇 みかりの 使 みは 敬語。 かりの 

使 はお.//、 つれ 0 たより 0 前^ 一 武 

の 故事 0 


冬 市 

み わの 市に すみうる 翁き の ふみし 嶺の煙 をけ ふ 運 ぶら む 

冬 庭 

霜に てる 山 たちばな を 光に て ほどな き 庭 は 冬と しもな し 

冬 獸 

手に 馴れし こと ひの 牛 を 引きつれて 雪折れ ひろ ふ 里の あけ まき 

冬 旅 

別れ こし 跡に よこ をる 嶺に又 雪 さ へ いたく ふり 積り つ > 

冬 遠 情 

箱 根 山 はつ 雪白し 都に は 今やみ かりの 使た つらむ 


安 豆 麻 宇多 卷四 冬缺 


四ニ 一七 


安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌 


四 一一 一八 


〇 こ" たなら は 同じ こ VJ なら 0 出 

來 得るなら C 

〇 あえ あやかる。 似る。 


0 い なさ V/J まがない ために 


安 豆 麻 宇多 卷五 

戀 歜 

初 戀 

わけ そむる 簿 しの 原 末つ ひに 忍び や 果てむ ほに や いづべき 

つれな さもう さもなら はぬ 袖の 上に 先づ みえ そむる 人の 面影 

きの ふまで 鹿の 鳴く ね も 大方の 秋の あはれ と 思 ひすて し を 

思 不言 戀 

ことならば 梢の 蟬 にあえ もせで 澤の瑩 の 身 を こが すらむ 

詞和戀 

つれな さの 昨日に か はる 一 言もう きに た へ すば いかで 聞くべき 

忍戀 

末つ ひに よわり もやせむ 益荒男の 忍ぶ に堪 へ し 心強 さも 

もらさ じの 心 遣 ひの いとな さに 恨む ベ きを も 知らす 顔な り 

久忍戀  ， 


I 


c たた は ケ_ ち ね ね は？^ 一 去ね の 命 

$o 立つなら 立って み. Mo 


〇 あら じ さに あら じ 0 


〇 はかられて 欺かれて 


〇 夕づ . 太白 星 0 金星。 宵の 明 


よしや 名のた たば 立ちね と 思 ふまで しのぶ 心の いつよ わりけ む 

忍 淚 戀 

月 ゆ ゑに ぬる ゝ 袂と いひな せど あら じと や^ 人の み るら む 

忍別戀 

知られ じのお のが 心に はかられて 明けぬ と 月に いそぐ 別れ路 

聞 戀 

波 は先づ 袖に かけけ り 秋風の 吹 上に たてる 其の 名ば かりに 

M 戀 

あし たづの 音の みぞな かる 和歌 の^や，  汀に 潮 S 満っ とば かりに 

且見戀 

吹く 風に、 「き 雲 まよ ふ夕づ ， の 見えみ 冕え すみ もの 思 へ とや 

0 見 戀 

知 るら め ゃ瀧津 やなせ の はしり 鮎み る まも 波 を 袖に かくと も 

いか なれば 見ぬ に まさらぬ 面影の さだかに 身 をば 離れざる らむ 

時々 见戀 

こえ やらで 月日 へ にけ り 小 柴垣し ば，， （\ 見す も あらぬ ものから 

安 豆^ 宇多 卷五 0  四  一二 九 


安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌 


四 g:〇 


〇 袖の. t にか、 れる波 

〇 みるめ かりねの 夢 波の 綠で海 

松く」 い ひ 見る にかけ、 海 布 ( メ  )VJ 

妻 (メ) ミ にかけ、 海布ミ いった か 

ら、 別り.、」 假り" A- にかけ、 寢 VJ い 

つた か 夢 を 取り aw した 0 


〇 飛 II 人 飛 II 匠に 同じ 0 


OJ し G 緒 年 を 長く SS く をい ふ 

語 0 

〇 くり ご VJ 操 返し 言 0 


夢 巾.^ 戀 

袖の 上に か ， れる波 はま さしくて みるめ かりねの 夢ぞ はかなき 

尋 戀 

たづね すば いかで 知る ベ き 島の 名の 蓬が 露の 玉の ありか も 

祈 戀 

賴 みこし 神の いがきの 樟の 葉に 身 を うらみよ と 秋風. ぞ 吹く 

中 々に；！ のい さむる 道なら ばぬ さに 淚 はか 、 らざ らまし 

1 すぢに 祈り ぞ かくる 飛驛 人の 打つ 墨繩の 心 長く も 

祈 空 戀 

いかさまに 人 を 忘る 、折 も あらば せめて 祈りし かひと 思 はむ 

祈佛戀 

賴 めすば 佛 S みての いとせ めて 苦しとの みや 思 ひ はて まし 

詣 古寺 祈戀  - 

はっせ 山 はこぶ 歩みの 八十 度 を あ ふよの 數 になす よし もがな 

祈！？ 戀 

逢 はで へ し 幾と しの 緖の くりごと をう け ひく 神の などな かるらむ. 


o 替 ひて しの » 「奨 りきな かた 

みに 袖 をし ^6 りつ 、.¥ "の 松 山浪越 

さじミ、*^」(後^6遺十四、戀四)を本 

»ミ した も G。 

〇 かた 絲の 枕詞。 よる、 くる、 

あふ^に 冠す 0 


0 そ なれ 松 « なれ 松 


〇 人 まつが ねの 靑っ, ら 人 待つ 

に 松が 根 を かけ、 次の くるの 序 VJ 

す 0 

〇 さり VJ も./ J それ. でも もしゃ 來 


互 疑戀 

嶺に生 ふるまつ とはい ひて 待た じと ゃ來 むと たのめて 來ぬ 夜更け ゆ- 

契 明 =戀 

いつはり と 思 ふ ものから 明日の 夜 を 過して こそ は 恨み はてなめ 

變 ^ 戀 

誓 ひて し 松 を f 】 す 波 袖の 上に か ゝ るべ しと は 思 は ざり し を 

不逢戀 

苦し さは 今 f  U てま さめ かた 絲の逢 ひ： IB^ て 後に 引き 比ぶ とも 

馴 戀 

あまた たびしぐ る、 磯の そ なれ 松 なれても 染まぬ 色の つれな さ 

待 戀 

誰も しれ 人 まつが ねの 靑っ  >ら 苦しき ものの 限りなり と は 

待 夜深戀  - 

さりと もと 待ち もよ わらぬ 袖の 上に 一 ーレ日 あまりの 月ぞ 宿れる 

待 不堪 戀 

今日まで はまつ にか ， れる 玉の緒の たえぬ ものから 堪 ふべ くもなし 

安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌  四 四 1 


安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌 


四 四 二 


0 营 -、、 J も 菅 にて 編みた る 席 0 古 

^奥の 名產 0 利府鄕 より 出す 0 

〇 七 ふの ふ は 編 or みちの くの 

€ ふ の菅ご も.； 3 ふ に は 君 を はね せ 

て 三 編に 我ね む」 (袖 中抄) 

〇 たまさか にの 歌 たまく 逢 ふ 

中 故 枕に も 積る ので ある ゲ 以後 

は 枕に の 積る 瑕の ないや ラに繁 

繁逢 ふやう になって ばし い。 


〇 移り香 人の 衣の 移り香。 


待空戀 

必す とたの めざり せば 菅 ごもの 七 ふの 塵を拂 ふべ しゃ は 

逢 戀 

たまさかに 拂ふ 枕よ その ま 、 に 今より 塵の 積ら す もがな 

はじめて あへ る 

ほに いでし かひ は 有りけ り 初 尾花 こよ ひぞ 人に 結ばれに ける 

稀逢戀 

さすが 又 あ ふ 夜 有りけ りかた 絲の たえぬ ばかり を 玉の緒に して 

逢智戀 

かわく まも 有り こし もの をい かなれば 逢 ひ ：11^ し 袖の ぬれ まさるら む 

希會 不絕戀 

ながら へ ば あ ふ 夜の かす も 積ら まし 絕 えぬ ばかり をい きの をに して 

夢 * 戀 

かた 絲のぁ ふと 見つ る は 定かに て 現なら ねば 移り香 もな し 

思 ひのみ まさきの かづら くる 夜 さへ 筧の 水の 心細し や 
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戀 

. ことならば など つれな さの ま  >  ならで 許し 許さぬ あ.^ さかの 齲 

立名戀 

うつ 、 と は 我 だに 思 ひ 定めぬ をい かで 立つ 名の まさし かるらむ 

無き 名 やた ちな むと いひお こせければ とい ふ こと を 

こえ やらぬ あ ふ 坂 山の 秋 霧 をい つかま さしき 名に たてて みむ 

顯 戀 

下 もえ „5 思 ひ は 人に みえ もせで 何 を 煙と たつ 名な るら む 

安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌  四 四 三 


〇 みつれ ゆく 身 やつれ ゆく 


〇 みかさ 水 か 


〇 ぼに し 出で ほに 出で。 しは强 

めの 助辭 0 


〇 扱 はる  >  の 歌 「形 こそ ffl- 山^ 

れの朽 木 なれ 心 は 花に なさ はなり 

なむ」 (古今 十七、 雜上) を 本 歌。 


安 豆 麻 宇多 卷： A 戀耿  四 四 

契りお きし 松の 千歳 はい たづら に 霜より 後の 名に こそ 有り けれ 

たのまれぬ 人の さが 野の 雪閒 より や、 あら はる、 春の 若草 

淚 をば 袖に せけ どもみ つれ ゆく 身より うき 名 は 立ち そめに けり 

依 淚顯戀  . 

いつしかと 色に 出で にけ り 蓬生の 露 を かごと に ぬれし 袂も 

^ 戀 . 

玉な せし きの ふの 袖 は 何 ならす 瀧つ みな わと 身 はきえぬ ベ し 

日^ 戀 

うつりゆ くひの くま 河の 五月雨に まさるみ かさ を 袖に こそ 見れ 

言 出 後^ 戀 

. 憂 き 思 ひます ほの す ， き 秋風 も亂 さじ もの を ほに し 出です ば 

1^ 戀 

玉 だれの 隙 もる 風に 身 を か へ ば 花の 姿に 猶ゃ獣 はむ 

見 形 isl 

厭 はる ゝ 深山の くち 木い かにして 心の 花 を 人に 冕え まし 

遠 戀 


〇 紫の ひ •/.- もミ 「紫の 一 も VJ 故 

に武 *«$^ の Js_f はみながら あはれ ミ 

ぞみ 0」 (古今 一七、 <K 上) 


〇 あいなた のみ あてに ならね た 

あみ 01  ,  


0接 むに あまる すさみ 5tJ まで 

W 輯 まる >  思 ひこんで as つての 

8 れ。 


安 豆 麻 宇多 卷 五， 戀欺 


むさし 野の 果てし も 知らす 紫の ひと もと 故に 分け 迷 ひけり 

隔^ 語戀 

忘ろ なよ 人傳 ならぬ ことの 葉の 露の まがき の 隔て ありと も 

隔 山路 懋 

峯 いく へ 越 ゆと も 越えむ 行きくて 逢坂の 山と まりなり せば 

あ ひ 思 ふ 

思へば ぞ思 はれに ける 變ら すば 變らむ もの か 人の ゆく 末 

難 忘 戀 

おも かけの 月に かけろ ひ 花に そ ひ 夢に 現に 忘れ や はする 

絕 戀 

絕ぇ ぬべ き あらまし なれ やつれな さの 思 ひの 外に ことよ かりし も 

はかなし な あいな だのみ に 月日 へ て かたみに そむく 中の 契り は 

恨絕戀 

恨みし は賴 むに あまる すさみに て絕 えむ ものと は 思 は ざり し を 

絕 久 戀 

中た えてお のがさ ま，^ 世 を經れ ばかけ し 誓 ひも かひな かりけ り 

四 四 五 


安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌 

雪中 戀人 


四 四丄ハ 


〇 秋の なら ひに こ"/」 寄せて 寂し 

いのは 秋の 常で ある ミ いふ こミを 

npvj して 0 


〇 こり 1^ まに 、以前の こ VJ に 懲り 一 

チ して 0 


きの ふだに 待 たれし もの を 白雪の ふり はへ 問 はば 嬉しから まし 

經年戀 

くり か へ し猶 つれな き は 命 かな 逢 はで へ にけ る 年の をだ卷 

秋忍戀 

夕され ば 秋の なら ひに こと 寄せて 人の とがめぬ 袖ぞ ぬれ そふ 

秋逢戀 

置き わたす 露 も 草葉の たまさか にあ ふ 夜の 袖ぞ秋 をよ そなる 

露 を 重みな びく も 易き 初 尾花 德に 出で かねし 程 ぞく やしき 

冬 戀 

さりと もと 長き をた のむ 冬の 夜の 袖の 霜と ふ 曉の鐘 

春の 日の 蓐る ， 待つ まに 比べ ても猶 あはで ぬる 冬ぞ 夜長き 

あ ふとみ し 夢 おどろかす 玉 あられい かに 碎 けて 物 思へ とや 

冬 恨 戀 • 

こりす まに いつまで とて か 思 はれぬ 身 を 浦 千鳥な かぬ 夜の なき 

冬 別 戀 


o ラ つろ はむ の 歌 人の 心の 情の 

淺ぃ 敌變 心して 二人の 中が かれが 

れに なら ラ VJ は 前 以て 想像が 出来 

る 0 


〇 ふた 世 後の世まで 


冬の 日の 暮る ， ほどな き曉 もうき 習 はしの 袖の つゆけ さ 

^夜戀 

かに かくに 更けぬ と告 ぐろ if そうき 待つ にこぬ 夜 も 袖 か はす 夜 も 

海邊戀 

相思 ふ 焚り はかなし 底 ひなき 海 は あさ ぢが 原と なろ とも 

閑^ 戀 

うつろ はむ 秋， r て かねて 思 はるれ 人の 心の 淺茅 生の.：；？ 

旅 ^5? 戀 

心 をば おも ふあたりに 留めお きて 出で し 旅寢に 何を戀 ふらむ 

人傳戀 

武隈 S 松 いかばかり つらく ともみき と傳 へ し 人を賴 まむ 

悲 離 戀 

有りて だに 添 ひも はてなで 玉く しゅふた 世と はな ど 契りお きけ む 

0  戀 

たのめて し 心 か はると 児し 夢の さめて 嬉しき あかつきの" 

老 後 

安ー丑麻宇多卷：，？^ 戀歌 .  四 四 七 


c きね <^ 男女が 相會 したる 翌 

新。 後 朝。  _ 


安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌，  四 四 八 

忘るな よ 忘れむ もの かもと ゆ ひの 霜の 朝け も 露の 夕 も 

今更に 人 は 恨み じ 古り はてし わが 身 それとも あらすな る 世に 

とし へて いふ 

花す 、 き ほに 出で そめし 夕より 幾た び應の 來て歸 るら む 

寄 月別 戀 

きぬ. の 袖の 月 かゆい つかまた 空に か へ して もろともに 見む 

寄 變戀 

忘るな と 空 ゆく 月に 契りお きて 色 か はる 秋 を 何た のみけ む 

染め も あ へ す 移ろ ふくさの 名に しお ふ 月に も 人の 秋ぞ 知らる ， 

寄 雲 戀 

逢 ふことの 及ばぬ 中 も 契り あらば 心 はわた せ 雲の かけ 橋 

ちぎり あらば 遙け ざらめ や 山 高み 八重た つ 雲の 深き 思 ひも 

寄雨戀 

かやが 軒に ふる 春雨の 絲 ならばく る 夜 も 人に 知られ ざら まし 

寄 霜 戀 

秋 をへ て 霜 はおくと も 人 しれぬ 心の まつの 色に いでめ や 


oi^i 下 sss の 歌枕。 今 

市 川 町の 北方り 


〇 いなみの 浦 紀伊 so 今 印南 ^ 

田邊 町の 西北 海岸."  ： 


安 豆 麻 字 多卷五 戀歌 


寄卷 戀 

吹く 風の さそ ふ 方に やなび くらむ くる 夜 まれなる 靑柳 S いと 

寄 秋戀 

うき 人の 心 をた ねとお ひに けむ ま 葛に まじる 野 邊の月 草 

寄 冬戀 

知らせば やし-ぐれに そめぬ 常 磐 木 も 雪の 積れば なびく 習 ひ を 

寄山戀 

つもり こし 枕の 藤 やうき 中 をい と  > 隔 つ る 山と なりけ む 

寄 IS  0 

たのめて し 人の 心の あさ ぢ原 移ろ ひゆく か 霜 もお き あへ す 

寄橋戀 

さりと もと 思 ひわたりて くやしき は 在りし つら さの 眞閒 の權橋 

寄海戀 

世 をう みの 蟹の もし ほ 木こり もせで こがれ、 ぞ ぶる 恨みながら も 

寄滞戀  ， 

たのめつ る 人 はいな みの 浦風に もし ほの けぶり 末 もと ほらす 

e: 四 九 


安 豆 麻 宇多 卷五 戀欲 


so 


〇 つゆの いしぶみ 壶碑。 上 

北那壺 村に 在 る 千 引 明祌又 石文 明 

？ もい ふが、 蛮^ を 埋め た 處ミ 

傳ふ 0 後世. は 多贺に 在る 碑 をい ふ 


〇 みか は 水 御 溝水 0 禁中 を 流る 

る 川 0 


〇 逢 ふて ふ 山 逢坂 山 T 名に しお 

は は？！^^坂山 の さ ね 葛 入 に しられで 

くるよ しもが な」 (後 撰.. 染戀 三) 


寄石戀 

かきたえ し 人の つら さも 我から と 忍ぶ の奧 のつ ほの いしぶみ 

寄 S 戀 


力. 


うつろ ひ 易き 人の 心 は 


た S まじな 山 m の 鳴子 引 * 

寄 林； -屮戀 

およびな き逢瀨 をた のむ みか は 水 そこの 心 はくみ も 知らね ど 

寄 南 殿橘戀 

袖 ふれむ よし はなく とも 夢に だに いかでみ はしに かをる 橘 

寄寺戀 

必 すと いひし， 夜毎の 鐘 の 音 につら きか ぎり を 一 一 一井の 古寺 

寄市戀 

淚 せく 淵 も あ ふせに か はる やと 飛鳥の 市に 出で て 問 はば や 

寄 革 戀 

さりと ものた のみ も 今 はっき 草の 移ろ ひ 果てし 中、 ぞく やしき 

く や しく も ほに 出で ける か 花す ， きな びかむ 觸の 心しら す も 

さね かづら 逢 ふて ふ. q は 名のみ してく る 农ぞ陆 に 成り まさめぬ る 


o さがり 苔 ひか ゆの かづら の異 

名 0 


〇 つまで 柚 人の 木 作りして 角 N 

ちた る： WC 角材。 


0 神 世の 烏 000 伊."；； -諾 5*、 伊 

祥册 二 神 御. K 婦の 御中の 始め 

の 故事 0 


寄 ゃ別戀 

別る とも 同じ 世に だに 住の 江の 岸なる 草の 名 さ へ かけすば 

寄苔戀 

そま 山の いはほに 生 ふるさが り 苔 心なが くも 人の つれな き 

寄木戀 

忘らる 、身 は埋 木の 年を經 てな どうき ふしの 朽ち 殘 るら む 

寄花戀 

あだ 人の いつ 袖 ふれて 花 さへ も 移ろ ひやす き 名 は 立ちに けむ 

わたつみの 秋な き 波の 花なら ばう つろ ふ 中の 歎きせ まし や 

寄檜戀 

ひく 人 も あらまし もの を杣 山の宮 つく る^の つまで なりせば 

寄鳥戀 

うき 中の なら ひよ いかに かかれと は 神 世の 鳥も敎 へ そめし を 

寄鶉戀 

,0 すらる 、 わか 身 うづら のと こと はに 音に は啼 くと も 人 は^み じ 

寄 千鳥 戀 

安 豆 麻 宇多 卷五 戀歌  rasl 


〇 立 野の 牧 武蔵國 立 野鄉、 古、 

牧場の；、 今 不詳、 或 曰 小 机衝内 

なりし か.、」 T 秋 霧の 立 野の 駒 を 引 

く 時 は 心に のりて 君 どこ ひしき」 

(後 撰 七、 秋 下) 

〇 はなれ 勒 放牧 0 

〇 せめ め は 未來の 助動詞む の aj 

然形. - 

〇 こりず ま 失敗に 懋り る こ VJ 


安 豆 麻 宇多 卷 1^; 戀歌  四 五 二 

風 さ ゆる 汀 S 冰 とけて ねぬ 夜半の 千鳥の ね をの みぞな く 

寄獸戀 

うき 名のみ 立 野の 牧 の はなれ 駒馴 ると はなしに 遠ざかり けり 

寄煢戀 

思 草く ちて 螢 とならば こそ 人の 袂 につ ， まれ もせめ 

寄 海入戀 

さりと もと 待つ もた ゆます こりす まの 海人の たぐ 繩 くる 、 夜毎に 

寄淚戀 

おなじ 世の たのみば かり を 思 ひせく 栅 なれ や 袖の 瀧つ せ 

寄衣戀 

魂 あはば 夢に や 見 ゆと 試みに 衣 か へ さで ねし 夜 はも あり 

かへ すと も 現ながら の 夢 や 見む 逢 ふに なら はぬ 夜の 衣 は 

寄笛戀 

ts 忤の いかなる ふし を かごと にて ねたく も 人の 遠ざか るら む 

寄扇戀 

忘られむ 秋な かりせば いかばかり 扇て ふ 名の 嬉しから まし 


〇 かりで llg 手 offi© 枝 をつ ける 


寄笠戀 

有 明の それさ へ うとき 雨 もよ に 笠の かりでの わかれ 苦し さ 

寄 網代戀 

かひな しゃ 身 を 宇治川の 網 代 守 ひ を へ て 袖 は 朽ち まされ ども 

寄 名所 戀 

あはで ぬる^ 半の たもと と 宮城 野 S 木の 下露と いづれ まさ わる 


安 豆 麻 宇多 卷ぉ 戀^ 


三 


あづまうた 卷六 雜歌 文 

あ づ まうた 卷. 一 


匹 fflSL 


〇 日 枝 近 江 比 叙 山。 

〇 八 千 鉢の 神 大山 咋神 * 

〇 みけし 御衣 0 み V" 


雜歌附 雜體拉 文 


曉 雲 

あらし 吹く 峯の 梢に 有 明の 月を殘 して 雲ぞ わかる > 

海 邊 雲 

遠 干潟 浪を やく 火の ほの ぐ と をり 靜ま れる曉 のく も 

名所 山 

忘らる ， 誰が うき 中の 牀の 山拂 はぬ 塵の 名を殘 すらむ 

陰し けき 筑 波の 山の つくん \ と 思へ かしこき 御代の 惪みを 

士を よめる 

天の原て る 日に ちかき 富 士の嶺 に 今 も 神代の 雪 は 殘れり 

日 枝 

八 千 鋅の祌 のみけ しと 大 ひえに 霞の 衣た ち はじめけ む 

逢坂 山 


〇 か はらね 色 « の變ら 2<5J« 


Qts 師山 H 河國 豊樣 市の 南東 


〇ラ けら を けらの 異名 。菊 科の 

植物。  I 


〇 ぬき こそ あへ ね つらぬき-、」 め 

ね 0 


〇 あ 一 の 海 伊 JS? 海。 志 摩 沖 の ； m 

〇 いらこが 崎 美 半島の 突 


たが 中の か はらぬ 色に なら ふらむ 逢坂 山の 杉の むら 立 

比 W 

ひらの ねに 殘れる 雪の 消えて 又 降ろ かとみ し は 櫻な りけ り 

佐 夜屮山 

旅人の 袖い かなら む笹の 葉の さやの 中 山 こ e る 夕 は 

山 咼師山 

秋の 月た かしの やまの 松風に さそ はれわたる 初臈 S 聲 

名所 野 

いひ しらぬ 御代 S 惠みを 時な くもう けら 花 さく 武藏野 S 原 


白た ま をぬ きこ そ あ へ ね 瀧 S 絲弱 からねば ゃ絕 ゆる 世 もな き 

たちぬ はぬ 衣き し 人の 袖 もがな 借りて ひろ はむ 瀧の 白玉 

雪 かすみた てぬきに して 山姬の おもてさら せる 布引 S 瀧 

英 k 海 

あご S 海の 海士の 釣船に は をよ みいら こが 崎へ こぎ 渡る 見 ゆ 

0 路 

あづまうた 卷.； ハ 雜歌 雜體文  四 K£ 


あづまうた 卷 六 雜歌 雜體 文  四 五六 

こぎ つれて 港 出で にし 友 船 も 語り あ ふべき 波 S 上 か は 

澗 水  ， 

きそ S 山 夕 こえ くれば^ せば み 心細く も 行く 水， 音 

湖 戶雪鎖 

谷の 水む すぶ いほり や 朽ち ぬらむ 夕ゐる 雪を戶 ざしに はして 

よと ともに 流れて 久し さくら 河 花の I 下 を 水上に して 

故 鄉 

今 はたれ 住みなら すらむ か へ り 見し 宿 の 梢 もお もが はりして 

山 家 

軒の 松の こす ゑに か へ る 夕 鴉 なれ も 都の よすがと をみ む 

淸 水汲み ま柴 折りた き 年み-へ て 聞き ぞ 馴れぬ るむ さ ， びの 聲 

山家 嵐 

世の ほかの 陰と たのみし み 山 木 は 嵐のお とも 靜け かりけ り 

うつ 、 に はさ もこ そ あらめ 都人 夢にもう とき 夜嵐 S 聲 

山家 


o かゆろ ふ 岩の 枕 


◦fit 好 G はり 原 la^sls^iar^ 

サ 神戶颳 原の »~。 麖 原に 名高い _ 


かけ をのみ 賴み しもの を 朝夕の 煙 も 松 S 落？ おなりけ り 

山家 夕 

山た かみ 夕日の かけ はさし なが ら 茅が 軒ば に 雲. ぞ お. りる る 

山家 水 

かけろ ふの 岩が き淸 水汲みて 知れ 心と すめる 松の 下 庵 

阐居. M 

物 ひなき を 心の 友に して 住み なれて みむ^ 生の 奧 

故里 はいかで 人め のかれ ぬらむ かく こそし けれ， Ms 夏^ 

故鄕松 

ふる 鄉に 松の 落 紫の つもらす ば 軒の あれ ま を 何に かくさむ 

た へ てし も 住み はつ まじき 故里の 松に 似け なき 千代の 聲 かな 


露わけ て 今朝の わかれの 袖 S 上 を 思 ひも 出で ょ眞 野の は" 原 

いせの 松 坂の 践田元 能が やよひば か リ國へ か へ る を 送る 

羨まし く 花見つ ， 日に そ ひて 古里 近くなら む 旅路 は 

ちづ まうた ハ 雜缺 §^體 文  fflEe 


〇庀 幹 進 藤 正 幹。 筑彼 子の 羨 父 

筑波子 は Is- 門：： 一才 女の 一。 その 歌 

集は木！^！に收めた。  j 


〇 あねば の 松 ^前阔 栗 原 都澤遏 

村 大字 gia にあり し 松 0 


あづまうた 卷，； ハ 雑歌 雜體 文  四 五八 

今 こむ と 契り もお かで ゆく 人 をい つとまつべき 我が 齢 か は 

常世より 伊勢 路ゃ とほき 秋 はまた こむ と 契りて 應 はかへ る を 

人の いせの 國へ歸 る を 送る 

箱 根 山 ひとり こ ゆと や 思 ふらむ 慕 ふ 心 はおくれ や はする 

たらち ねの いまや /.^ と 思 ひこす 心 や 旅の 守りな るら む 

幹が 越 前へ 行く をお くる 

やがて こむ 腐 だに 有る をい かなれば 君 は 越路に 立ち 別 るら む 

姊 のみちの くへ まかる とて や がて 歸ら むと い ひて 年月 ふれ ど歸ら ざり け 

る を 恨む る 妹に 代リ てよ める 

親签 S 恨みけ りと も 知らす して あね はの 松の 千代 を 待てと や 

一 負が 都に 上る とて 秋 は 必ず 歸、 りむと いひければ 

臈 S 來む 秋と ちぎりて 別れな ば 雪 S はたて に 待ち やわたら む 

素樹が 都へ 上る 馬の はなむけに 

なつかしき 事 を あまたの 宮人に 心 ひかれて か へ さ 忘るな 

野 ac 元 文が 母に あ ひに 伊勢へ 行く をお くる 

神風 やい つきの 宫の いつは あれ ど 秋の 旅寢は 露け かるらむ 


c 早 かへ りこね ね は 完了の 助.：，； 

8S ぬの <g<Fii^o 


〇 遠つ あ ふみ 遠 江 „ 


〇 天の 中 S 

は 0) 


うら 浪の はや 立ち か へれい せ 人の 見る目 慰む 事 はありと も 

人の みちの くへ ゆく を 送る 

ほど. 0 なく あふく ま 河と 思 へ ども 待てば すべ なし：！： 十 か へ り f  J ね 

みちの くの 野 S の 玉 川 遠 けれど わかる、 袖に 波ぞか ゝ れる 

人：： ：- 橋 正 d3 が 故 鄉遠江 へ まかる とて 秋 3^ たたば 歸リ なむと いひし が 運 かり 

ければ よみて 遣 はす 

ちぎりお かぬ 臈は くれ ども 秋風の 吹かば とい ひし 人 は 歸らす 

思 ひやる 心 は ゆき も屆 かなむ さばかり 遠つ あ ふみな りと も 

迎泰が 遠 江 へ か へ る をお くる 

わかれ 路の 天の 中 川 名に し 負 はばと しの わたり を 待つ ことにせむ 

元義難 波へ 行きし が此？ 秋は歸 るべ きょし 聞きし を 秋 も リ 難き 事に な 

リ た" と いひお こせければ 

幸 かれと へ 抱 こそ い^れ 歸 りこぬ 人 をな に はの-? らみ 長し も 

遠 江濱松 の 五社の 神主 森 民 部少輔 正お の 初めに 來" て！ Ig 淵 が 魔 にや どリ 

ゐ てお ほやけ へ歸へ 事有リ とて 四月までと まリ けリ。 もとよ リ近 きわ 

たリ なれば しばく 行き かひて 語ら ひし に、 こと 成" 果てぬ あすなむ 濱 

あづまうた f せ 六 讓 S  ^  四 五 九 


天龍川。 (詞 人の こ 


G 港の さね をお くれる 云々 潔.： IS 

が筑紫 I, 湯 あ みむ.、」 てま かりけ る 

時に、 山 崎に て 別れ をし みける 所 

にて よめる o「 いのちた に 心に かな 

ふ ものなら は 何 かわかれの かなし 

からまし」 (古今 八、 離別) 


0 おくれ じミ 我が 心 は 旅ず 一つ 人 

にお くれて^に 殘 つて は をら ね 


あづまうた 卷 .K 雜 歌 雜體 文  四 六 〇 

松へ まかり 立ちな むこむ 赛乂 まゐリ こむ とい ひければ に はか の やうに て 
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としごろ むつみ か はしける 倉樯正 iisr か 八十 ぢ あま リ "五 つに して i:.^ いと 篤 
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別れし はきの ふば かりの 心地して 七 まり ゼの年 は へ にけ り 

おも かけ は 在りし 其の W にか はらね ど しるしの 石に 苦お ひに けり 

秋ち かき 木 束の 蟬 もけ ふとて や 手 向の 法の 聲を添 ふらむ 

故郎 にて 母君の 過ぎた まひし も い つし か 五十 年と 成リ にけ るに 手 向す と 

てよ める 

嬉しく も 老い ぬれば， J そたら ちね のい そ ぢの御 靈けふ 祭り けれ 

其の 日 雨ふリ ければ 

今更に 思 ひか へ せば 年月 も 淚も雨 も ふりに こそ ふれ 

いはけ たか リ しょ リ 吾が 子の 如く 敎 へたて し大橋 -兀義 がみ まか リ ければ 

永ら へ てく やしき もの はとはる ベ き 人の あとと ふ 手 向な りけ り 

妻の みまか リし 頃よ める 

先 だち てうき め を 見す る 人よりも 老いて 殘れる 身 こそに く けれ 

千 蔭が あす は 母の 二七日と て 題 を 出して 族 友よ び 集へ て 歌よ ませけ る は 

三月 二十 九日な りけ リ 

花鳥の をし きの み か は 見し 人 を 誘 ひたて て 春、 ぞ 暮れ e  く 

あづまうた 卷六 雜歌 00 文  ra: 七 一 


o みぬ かたり 死後の 物語 


〇 庭よ き 沖 波 お^なる 海上 

0 ゆ くら.， （- ゆる./ \-0 


あづまうた 卷六 雜歌 雜體 文  四 七 二 

,  披書^ 昔 

筆の あとに 殘す 雷の 紫な かりせば 何に しのぶの 露 を かけ まし 

夢談 故人 

夢のう ちに ゆめと も 知らば 見し 人に みぬ 世が たり を W ひは殘 さじ 

社頭 嘵 

祌 さびて 心 もす める みたらしに うつる 杉閒の あり 明の 月 

社頭 祝言 

下野 や 二 荒の 宫の廣 前によ ろづ 代 呼ば ふ 松風の 聾 

社 Im 祈 君 

さかえ ませ 千世 ませ 君と 祈るな る 心の 色 か あけの 玉垣 

竹 芝 9 浦ち かく 住みけ る 人の 六十の 賀に 

春風に 庭よ き 沖の 大船の ゆく らくに 君 は 千世 ませ 

人の 賀に杖 をお くると て 

千世の 坂 こ ゆべき 杖の 試みに け ふより 國に手 なれ 初めな む 

祝 

15.』 かさの 足る こと 知らぬ 心に も 鉋 かす や は ある 御世の 惠 みに 


o 八 CB  s めて 多くの 日！ R- 


〇 むさし なる 都 筑の部 今神奈 

ほに 人 0 東京 府ミ 接す。 


- 五つ 七つの 道 五^七 道- 


寄若荣 祝言 

たつの すむ 澤 ベの わかな 君が 經む 千代の ためしと 今日 こそ は 摘め 

寄逍 

きも 出で て 殘らじ 足 引の かなた こなたに 道し 有ろ 代 は 

八 百日 ゆく 濱の まさご も 代々 をへ て 厳 をた ， む 道と なる まで 

寄 郡 祝 

むさし なる 都筑の 郡つ ぎくに 榮 えま すらむ 御代 はよ ろづ世 

寄せ」 祝 世 

萬 代と かけて ぞ 仰ぐ 大 やしま 五つ 七つの 道 をの どけみ 

寄 H- 祝 

千と せと も 何 か 限らむ 松 を 出で て 化 を もりく る 月に 契らば 

知の ぶが 母と じの 五十の 賀に寄 松 祝と いふ こと を數 多よ みける 中に 

積り て は 玉と 成る て ふ 下露に 千代の かすし る 松 かけの 宿 

さらに またためし はとは じ 百 枝 さす 松に 盡 きせぬ 齢 比べ て 

諸と もに 今 を 千と せとし のぶまで 契り 忘るな 宿の 松が 枝 

人の 八十 贺に寄 松 祝 を 

あづまうた 卷六 雜欲 雜體 文  四 七 11 一 


〇 翁. のうら 翁ト 0 翁の 甲み- 燒ぃ 


〇 な * 所 別莊。 

〇 飛驛 たくみ 古昔 毎年 飛 驟國ょ 

り 京師に 召し出されし 工匠 0 又木 

工匠の 稱 0 


あづまうた 卷 ュ；' 雑歌 雜體 文  四 七 四 

あづさ 弓と しの やそ ぢの春 はまた 千代へ む 松の 一 一葉なる らし 

寄龜祝 

榮 ゆべ き やどの 千年の あらまし は龜 のうら にも まさしから なむ 

寄 民 祝 

むさし 野に おひ そふ 草 や 民く さの なびき さか ゆく 例な るら む 

寄 世 祝 

船き ほふ 江 門の 諸 鳥の たち ゐ にも 御代 を 八千代と 呼ばぬ 日ぞ なき 

本 多 退〕 お 君の あらたに 造られた るな リ 所へ まか リて 

飛驛 たくみう つ 墨繩の ながらへ て 八千代い ませと 造る に ひ 室 

おのれが 四十の 賀 とてむ こ 知 陳が勸 めて 人々 歌た うび ける ついでに よめ 

る 

あづさ 弓い たづら にの み 過せ し はとし の やそ ぢの 半ばな りけ り 

け ふより 6；  、s 行く末 もた のむ かな 天に ますら む 親の 守り を 

人の子の 生 先 をい は ひて 

滎ゅべ き 宿の 千と せの あらまし は 生 ふる 小 松の 一 一葉に もみ ゆ 

千 蔭が 娘の 七夜に 名 をつ けさせければ 


〇 鶴の 子 長壽を 祝 ひてい ふ 語" 


〇 いろせ 兄 又は 弟の 稱。 


とり 所なくて へ ぬれ ど老の 身に 齢ば かり は 肖え よみ どり 子 

かくて 名 を あえ 子と なむ 名 づけ 侍りけ る 

ことし 五十 ぢに .1^ りたれば 人々 梅花 によせ て 祝言た う びけ るに ぞ已 もよ 

める 

すてぬ 世の 惠 みは 老の身 にも あまり 袖に も あまる { 伯の！^ が 香 

五つと 三つに 成リ たる 子どもの いは ひ 事し ける 日よ める 

すなほなる^ ひさき 見せよ 竹の子の 親に まされる ふし は 無くと も 

愚か さの 親に 似よ と は 思 はね ど敎へ おかる、 子の 行く へ かな 

千 蔭が 妻 をむ か へ し 時に 

いつしかと 巢だち 待ちえ し 鶴の 子の 子の この 雛に 逢 はむ とすら む 

じ 時よ みて 千 蔭に 與 へけ る 

竹の ねの 下 は ひわた るふし のま も 今日の 日陰 を あだにす ぐすな 

勤めよ ゃ愼 めよ やと 殘 しおく 老の くり 言 千と せ 忘るな 

いさ ， め もな す 事毎に 身 をつ みて 人に よから む 心 おきてよ 

行末 S さかえ いのらば 人の 爲 よから む わざの 數を 重ねよ 

伊勢に います いろせ の 六十の 賀に寄 海 祝 を 


あづまうた 卷六 雜歌 雜體 文 


四 七 五 


〇 女 車 女房の 乘る 牛車 0 

〇 大 VJ こ 大德 C 

〇 うつせみ のこ- A- ぐ さ 現在の 仕 

事 

C} あえ ざら む あえる は 似る。 


あづまうた 卷六 雜歌 雜體文  四 七 六 

いせの 海の 淸き诸 に 拾 ふて ふかひ 有る 千世 は 君 ぞかぞ へむ 

人の 六 十 賀に花 有 喜色と いふ こと を 

君が へ む 千と せの 春 をた のめば や 花 もの どかに ゑみ さか ゆらむ 

常 陸の 笠閒に 住む 人の 七十の 賀に - 

つくば ねの 据わの 田る に るる たづの 經 なむ 千年に 消え ざらめ や は 

元義が 母と し 六十の 賀の 屛風 に ほと >r ぎす 鳴く 山 に 女 車 行く かた を 

を 車の うしろやす くや 思 ふらむ うちとけて なく 山 ほと ， ぎす 

昭如大 とこう つせ みの ことぐ さなし はてて 今 はとて 寺の 事 弟子に ゅづり 

ける ころよ みて つか はす 

量りな きため しにい かで あえ ざら むの がれに し 世 をの がれぬ る 身 は 

二  二十 九日の 夜 火に あ ひて をと し 十一 火に あ ひし 後 造れ リし家 を 

义失 ひければ 今 は 家も營 まで やけ 残りた るぬ りごめ にしば し は 住みな む 

と 思 へ ど 千 藤が 幼き 心に いか にわび しと 思 ひなむ と 心 一 つ を 定め かねて 

かかりけ る をり につけても 卷 S 野 S やけ 野の き  >  す 身 をば おも はす 

七十 二に なりけ ると しの 七月 かた じけ なき 仰 せ ごとに て 祿賜 はりね ぎ ご 

との ま V に 仕へ をし ぞ きければ かしこまりに 甚へ ずして よみ 侍りけ る 


〇 や あたの 接 八 の錢 0 


0 いさ > め も g 初に も * 


0 ラ かれめ 遊女。 


0 むかつ a 人 餑人 * 


かたくなに 老い はふれ たる 身の いかに 聞え あゆけ むこと ぞ やさしき 

み惠 みの かしこき 蔭、 は 塵ひぢ のかすなら ぬまで 洩らさ ざり けり 

くま もお ちぬ 惠 みに あきて 徒らにに ふりぬ る 恥 も 忘れぬ るかな 

朝日 阖 g 鏡 

眞 さか 木の や あたの 鏡 萬 代に かけて くもらぬ 朝日 子の 影 

得辨 才智 

1 聲を 里の あまたに 待ちつ けて きき は 迷 はじ 山 ほと 、 ぎす 

述志^ 友 

臣の わざ 盡す とな らば 劣れ る を惠 まむ 事 を 忘 るな よ ゆめ 

野べ に 生 ふるい さ ， むら 竹い さ 、 め も 人の 爲 よき 事ば かりせ よ 

をむな  ， 

身 はかくて 霜 がれ ゆく か 若草の つまと つまれし 春 も 有りし を 

うかれめ 

河よ どに 船 さしとめて いづく ともた のめぬ 人 をた のみ てぞ ふる 

韓使 をよ める 

波路 ！ てけ ふぞ をと めの まよび きのむ かつ 國人 をが みすら しも 


あづまうた 卷六 雜馱 雜體 文 


四 七 七 


o 大御資 のかず 國 民の 人数の 中 


あづまうた 卷六 雜歌 雜體 文  四 七 八 

八十 船の. かぢ ほし あへ ぬ 貢す と國 ぶりし るき ものの ねぞ する 

幸^^^太平代 

うれしと もい へ ばかし こし 安固の 大御寳 のかすなら ぬか は 


〇 ねられね ねられ ずの B 然 形。 

〇 かつらの みや 桂の 離 ^。今 京 

都市 南 郊外 株 川に 沿 ふ。 豐臣秀 

吉 の 造お にか 、 る。 


〇 かみやが は 紙屋 川 。今 京都市 

西郊 を 南せ I して 鳥 羽に て iSi 川に 注 

ク0 紙 を^き 初めし VJ 傳 ふ。 

〇 いむべ 薪， Tao 潔 察して 神事に 

あ 、、つかる s^u 

〇 いかが さき 河内 國北 河内 ffio 

今 枚お 町の 邊 にて 淀川に 面す。 又 

、近 江 s: 石山 の ド勢多 川 に 面した る 

何れも 水勢の 急瑞 なる 所 0 


物 名 


からこと  V 

冬され ば. 、き 習 ひとい ひながら ことわり 過ぎて いこ そ ねられね 

かつらの みや 

山、 ) えてく る初臈 かつらの みや 降る しぐれに も亂れ ざるら む 

よど か は 

かく 經っ ， , 〕 む 後の よと か はると も かけし かごと を 我 は 忘れ じ 

かみやが は 

山た かみや かばけ ぶり も 白 潜に たち やまぎれ む峯の 炭 竈 

かたの  . 

いむ ベら がかた の 弱き に太櫸 かけて ぞ 祈る 御代の 萬 世 

レカカ さ t 


o つ 津の aaos« 津 * 

c き «ssio 紀伊 o 


いた  >  きし 雪の 上に も ふる 雪 を n ふかおい がか さきて ぞ 行く 

からさき 

志 賀の沛 や 花園 近き ところから さきて 散る かとみ ゆる 白波 

よぶ こ どリ 

なつかしく さゆり はさけ ど 草 かると 野べ にかよ ふこと りて だに 見す 

國名十 

阿波 S.  $  Mi 紀伊 出 羽 妾岐 志康  験 河 

あはれ あきの 草に つゆお き 月いで ば ゆきて あは まし まち もす るが に 


草 名 十 

麻  葵  蘭 

ぁさましゃぁ^>^ 日もしらに 


薦 獨活 羊^  ^ ちお  ホぃ ■( 

レもりゐてぅとしさびしと：^びきゃぁかさむ 


木 名 十 

栗 柏 ：®  楠桃检  0  0 核  >攄，， 

くり か へ し 害き つくす とも もし ひとの 見やと がむ ベ きえ や はし S はむ 

人の 六十の 賀に寄 竹 祝 を 題に てむ そぢ のがと いふ こと を 句の かみに すゑ 、 

てよ める 

むら だてる その ふの 竹に ちぎりて ぞ のどかに 千よ のかす は數 へむ 

なつの ふね 折！？ 

なびく まで つゆこ そ 結べ 野べ の 風 ふきな 亂 しそね しろ 高 かや 

ちづ まうた^ 六 雜^ 雜 鱧 文  四 七 九 


O 常世 極めて 雜 遠の 地 o 古來ゎ 

が國 人の 想像 上の！ ；o 

〇 片絲の 枕詞。 拔り合 はせ ざる 

絲な るより， よるに 冠す る。 


〇 あもりつ く 枕詞 。天 t より 降 

り f,;? きたる 山- /J いふ 意 0 かぐ 山に 

も 冠す る 0 

〇 み -VJ めさ， ひす 少女ら しくなる 


あづまうた 卷六 雜 g| 雜體 文  匹 八 C 

八 n: 十五夜に よめる せ>>  フか 

武藏 野の はてなき もの は 心なり けり 此の ま  >  に 幾夜 あかさば 月に あくべ き 

常世より 月 いかばかり 澄み まされば か 秋と い へ ば 大御國 へ と來 なく 臈 がね 

^ にたてて 機お る.： ー宁. ^GT になけ ども 片！^ のよ ると しも はた 思 は ざり けり 

大 かたの か ぞへも あへ ぬ 秋の あはれ をお しこめて 暴らぬ 月の ものと なしけ り 

秋の よの 月の かつらの 照り そ はるより 山々 の 木の葉の 錦お り 初 むらむ 

里 も 野 も ひとしく 秋の 月 は 照れ ども 見る 人の 心の あると なき ぞ 異なる 

すむ 月に あさ ぢ 踏み分け 人 やと ふらむ 鳴きた ちし 松む しの 音の 今 ぞと絕 ゆる 

をし とお も ふ 夜 をい たづら に 秋の 萩原お く 露 を 月に まかせて ぬる か 萩原 

角 太 河 秋の すがら を始 させ ども さえわたる 月の こほり は掉 にさ はらす 

何事のう きふし 知らぬ 身 も 老い ぬれば あはれ てふ淚 くもらす あきのよ の 月 

長 歌 

八月 十五夜 月 を 見て よめる うた； 1^ 短歌 

あもりつ く 富士の 高嶺に た、 むか ふ 武藏 の國は 大君の 遠の みかど 

と 大殿を 高 知りまして 天の下 まふ-し 給へば をと めど も をと めさ 


〇 日な みのみ け 毎日の 御 貧- 

〇 狭 はた 度 はた 大小の 魚 |& 

〇ハ 介具久 ひきが へる の 異名- 


〇 みかのへ みかば 酒 を；^ すに 用 

ゐる大 なる かめ 0 へ は 上 0 

〇 みかの はらみた し みか G 腹へ 

酒 を满 たし 0  I 


びす と 手に まける 玉 河の 水 よろ づ 世に 絕 ゆる 事な く 秋 父ね の だ 

百津 いは むら 動きな き 國のほ 見えて 野 を廣み 此の 月頃 一て ひきの ほ 

る たつの みう まも この 野ら ゆ 引く とい はす や 江 を廣み 日な みのみ 

けに 供 ふべき 狹 はた 廣 はた この 江ら に いさり もつ きじ 春され ば 

を； g をゝ りに さく 花 を 見つ、 ぞ しのぶ 秋され ば 限な き 空に 照る 月 

を めでて、 ぞ思ふ 昔より きかす ぞ ありし 〔合 具久の さわた るき はみ 

潮な わの と、. r まる 限り かくば かり まつろ ひなびく 御代の ためし は 

反 歌 

かもめす む 江 を ひろみ かも 照る 月の 秋の 夜 わたる 影の のどけ さ 

眞萩 さく 野 を ひろみ かも 秋の 夜 はく だち ゆけ ども 月 はかくれ す 

火に あ ひて 後お かやけ ょリ こがねた ま は リて家 をつ くリ てよ める うた 

八百禹 御 神々々 S まな 弟に あれ ませし より 八 隅し、 わが 大君の 

御代 久に たゝへ 言して 幣 まつり みか S へ 高く みかの はら みたし 拉 

ベて 御 心 を なごし 給へば た、 はしき 事 は あら じと たのめれ ど 大 

海原に 風の むた 立つ 白波の 常 もな き 事の 如くに いちは やき 神 御 

心 か 昔より 人の 寶 S 數々 の 灰と 成りし. ぞ 限りなき 何 か 恨みむ 

あづまうた 卷六 雜歌 雜體文  四 八 一 


あづまうた 卷六 雜歌 00 文 

塵 ひぢの 數 にも あらぬ 身に しあれば とまれ か 


1： 八 二 


〇 靱 たち 枕詞 0. みに 冠す。 

〇 さ * がに の さ、 がに 1 ふ蜘株 S 

異名 0 い，：， ぃ筝に 冠す。 

〇 た，〕 J き たづき、 方便 „ - 


〇 こねれ こや ゑ 0 このうれ 0 


〇 くな ふ J の 神 道 祖 神。 

〇 いは ひべ 古、 神酒 を 盛る g 器 

の壺 G 

0 長き けに 長く 日を經 るに いふ 

〇 いつはた 山 五條 山。 越 前 同 海 

i<0 往古の 宫？！ ？ J に當る 0 蓠葉 

にばいつ ばた 坂ミ. M む。 

〇 岩こ菅 岩 閒に生 ふる 菅 0 ね も 

につ く 0 


まれと 慰め ど 慰め 

かねつ かた 體の 辛くも 有る か 劍 だち 三と せが ほどに 玉く しゅ 二 

たびさへ に さ.' がに の 家 を 離れて せむ すべの たどき を しらに 立ち 

の ほる おき その 霧 を. み 空 ゆ も 見 はるかし けむ あかね さす 朝日の み 

かゆ 隈も おちす 惠 みたまへば 更に また 土 ふみならし 柱た て 家つ 

くりせ る 事 S かしこ さ 

靑木类 行が 越の 道の くち へ ゆく を 送る うた 竝 短歌 

春され ば こぬれ 花 さき 秋され ば もみ ぢ葉与 ふ 足 引の .E 路の土 も 

みなつきの 照る 日に さけて 時鳥 聲 鳴きから し 岩く、 "る 水 S おとさ 

へ ともしくて 馬の 毛色 も 變 るら む 海邊を 行きて ^風に あせ ほさ 

まし を 潮干れば. 眞砂 ふきた て 汐満 てば こつみ より 來て 足な づむ 

ひなの 長路を こ A にして 思 ふ ももと な 私の 旅に しあら ば いまし ば 

し 暑さす-ぐ せと いひて まし しか は あれ ども 越に しも いますち、 の 

資 は、 そ 葉の 老木の 陰の 眞 心に つ、 みな かれと 道 守る くな ど S 

神に 幣ュ 6 つり いは ひべ すゑて 東路の 驛々 と 長き けに 待 つらむ も 

のぞ よし 行きて いつはた 山の 岩 こ 背 ね も ふろくに 慰めて 千年 


〇 たけ ふの こふ 武 生の asr* 越 

iBK 武生。 


〇^«人 人 alT 人々 0 

0 や も ひ ミ ふ 病ミ いふ。 

〇 ゆつ 岩 村 五 百 津岩羣 0  $ き 


ふち 河内 0 川の 行きめ クる 


〇 たなつ もの 稻、 000 

〇 年の は 年毎、 毎年。 


いまや」 と 色 かへ ぬ たけ ふの こふに 祝 ひお き 又 こむ 年の 此の はは 

歸り來 まさね あがせ よしゆき 

反 歌 

必 すと 歸 りこむ 日 を 契らす ばいつ はた 山の いっと か 待た む  、 

伊豆 國熱 海に て 詠める 缺 ^1 短歌 

二 神の 國 作らし し その 初め 盆 人の 身に や も ひと ふ 事 あらせ じと 

神 はかり はかり 給 ひて たゝな はる ゆつ 岩 村 を ふみ さくみ 下つ 岩ね 

g 出 づる湯 を ま藥 とし も 定めけ む み ゆ は國々 さは なれ ど 伊豆の 

高嶺の 影と もの 土 肥の かふち に 出 づる湯 は こ、 ぞ としる く 岩間よ 

り 煙りた ちつ、 日に 三た び 夜の 閒に 三た び 沸き かへ り 出 づれば 伊 

豆と 名 をと めて 來 ると 來る人 こと，.； L\ に 癒えぬ や も ひも なか， 0 け 

り 餘れ るみ ゆの 流れい る 海 は あたみ と 名に 负 ひて あまの つり 船 

こぎ 拉べ 狹 はた 廣 はた さち 有りと にぎ はふ：：：^ つ、 里 みれば 八 束た 

り穗 の たなつ もの 刈りて ほしたり 年の はの 御 年 豐 かに 安^の 大 

御國 ぶり いちじろ く 大御寶 は 樂 しかる かも 

反 歌 

四 八 三 


あづまうた 卷六 雜歌 雜體 文 


あづまうた 卷六 雜歌 雜體 文  四 八 四 

神の 代 s 昔より しも 在り かよ ふたぎ つ 走り ゆの 音の さやけ さ 

いづ s^s かつをつ り 船 さち をお ほみ ゆく らくに 漕ぎ か へる み ゆ 


享和 元年 ト 一 月 1 一十 七日 寫攀 


千 一 


東 歌 耿の部 終 


〇 いなのめ 枕詞。 明く にかけ て 

i ふ， -  - 


0 朝 B 子 朝 BO 

〇《^ おの 大人 翁 „ 


〇 心お そき 愚か „ 


賀茂翁 家集 乃 序 

いその 上 ふりに し 世の こと は、 くもり 夜の たどき も しられ ざり し を、 いな 

のめの あけ ゆく 如く なれる は、 ゎづ かに 百と せ あまりに なむ 有りけ る。 しか 

は あれ ど猶 もののけ ぢ めお ほつ かな かりし を、 朝日 子のと よさ かの ほりて、 

P  t  C i  わ 、あ：.. た- 0 う., し. - T 

八ト G; 隈 路の隈 もお ちす、 明らかに しも 成りに たる は、 吾が 縣 居の 大人 を 初 

めと すべし。 その 中に も、 ならの 葉 S 名に おふせ 3 の 古言 や、 辨 へしら るゝこ 

とに なりても、 其の 心 を 得、 その 言の は を 拾 ひて、 歌に も 文に もまね び もち 

ゐる こと は あら ざり し を、 わがう し、 ふること を やがて 我が物に なして、 よ 

きを とりあし きをす てて、 耿 にも 文に も 作られし より、 千^！^の昔のこと-ぐさ 

を、 今の 世に まねび 得る たぐ ひもいで きに けり。 千 蔭い と 若 かりし より、 う 

しに 隨 ひて、 常の みあり さま、 のた まへ りし こと を、 したしく 見 もし 聞き も 

しつる に、 うし は 今 S 世の 人と はこと にして、 うち 見に はさ かしき かたはお 

くれて、 心お そき さまに 思 はれし かど、 たまさかに いひいで 給へ る ことに、 


^茂翁家集乃一:^ 


h: 八 七 
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〇 によ、 ひ うめく、 吟ゃ 0 

〇 三つの き？ u み 三 段 0 

0 た 上 わき かよわき。 たは 發語 


0 ぁゐ よりも あ をし 出藍の 畢才 

師に まさる こ VJO 


四 八 八 

や と ご * ろ 

しきし まの 大和心 を あら はし、 一 首と して みやびなら さる 事な かりき。 筆と 

りても の 書き 給 ふ を 見る に、 五 とせ も經 にけ む 筆の あとの 如くな む 有りけ 

る。 こ は あまたと し、 よるひると なく 古 こと をのみ 心に しめて、 いへ ゐ より 

て. つど 

調度に いたる まで、 いにしへ によりて、 いさ、 めに も 後の世の こと を 耳に.^ 

れ、 心に とめ 給 は ざり しかば、 おの づ からい にしへ 人の こ、 ろに 成り もて ゆ 

きて、 其の 心より いひ 出で もし、 物 かき もし 給 ひしに よりて こそ、 しか 有り 

けるなら め。 かく 古に つとめ 給 ひし 中に も、 歌 をば ことに 心 高く もても のせ 

られ たれば、 歌 ひとつよ み 出で 給へ るに も、 深く かう がへ、 あまたた び あ， ち 

はへ て、 によび 出 でられし なり。 うたの さま は、 初と 中 ごろと 末と、 三つの 

か だ  あづま 4< ろす くね 

きざみ ありき。 はじめの ほど は、 物學び 給へ る 荷 田 S 東 满宿禰 の 歌 S さまに 

通 ひて、 はなやぎた よわき さまな りし を、 中頃より みづ からの 一 つの 姿と 成 

りて、 みやびに して しらべ 高く、 しかも 雄々 しきす ぢを よみいだ され、 齢の 

末にいた りて は、 いたくお も ひあがりて、 まう けす かざらす、 誰も 心の 及び 

がた きふし をのみ 作られき。 其の はじめ s ほどなる も、 あるよりも あ をし と 


〇 さい はら i0  一  so もミ僕 

謠 であった が、 樂の 盛んなる に 

至って、 譜を 定めて It 樂に合 はせ 

る こ. /J になった。 呂律の I 一種に 區 

別せられ て ある 0 呂の 安名 尊、 律 

の 我！ 8 の 如き もの 0 


〇 ちり ほへ る 設り れるー 

r> かきつ めて 幸；！； き 隼め て。 


C 敎 曰の 都 >® 名 湖の 東方 今濱名 

酈に 併す。  I 


か、 すくね よりも 立ち まさりて. ぞ聞 えし。 をり に ふれて は、 古事記の いと あ 

がれる 世 S さまなる、 又い にしへの のりと ごとに なぞらへ たる、 ある は 中つ 

世の さい ばらのう た ひ 物 を まねび たる、 ある は 物-かたりぶ みに よりたる など 

は、 其の 世々 の 人の いひいだ せる に 異なる 事 なくなむ 有りけ る。 さる を 一 と 

せ 火の わざ は ひに あ ひて 多くう せぬ る， J そ 悲しむ ベ き 事の 限りなり けれ C  ， ) 

た ひら はる ふ  う し 

、 ) に 平^ 春；^ のをぢ わら はより 大人に したがへ りしに よりて、 うしの みまか 

はだ 

られし 後、 家の 集 ども 將 くさぐ のちり ほへ るふ みら を、 この をぢが 家に を 

さめお ける を かきつ めて、 板に ゑり なむと せし に、 障ら ふ 事 有りて、 年：：：： 經 

にけ る を、 更に 思 ひお こして、 歌に ふみに、 くさ，， SL\ の とひ 答へ を さへ にと 

と t- き  うつせ， ひ 

りと、 のへて、 十卷と はなしぬ。 うしの 遠つ おやより して、 ^身の 世に まし 

しほ ど S 事 は、 江 戶の南 荏 原の 郡 品 川の 東海 寺なる 少林 院 のおく つきの かた 

いしぶ ふ  ** ぶち  、" ち 

はらの 石碑に しるし たれば、 f  ^  、 に は 省け り。 眞 淵と い へ るみ 名 は、 敷智の 

郡の 名より 思 ひよりて つき 給へ りと. ぞ。 あがたる と は、 庭 を 田る のさ まに 作 

りて、 賀茂 氏の かばね にもよ しあれば とて、 自ら 家の 名に お ほせられ たるな， 
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四 八 九 


^茂 翁 家 第 乃 序 


^犬〇 


〇 今より をち 今後 <= 


りけ り。 今より をち、 古の 攀び 世に ひろ ごり なば、 よ、 此のう し を 尊み、 か 一 

つ. この 書 をた、 へな む も のぞと て、 其の ことわり をのぶ るに なむ ありけ る 。一 

享和 元年 十月 二十日 .  橘  千 


贺茂翁 家集のお ほよ そ 

1 此の 翁の 耿、 はやき 時に かきつ めお かれた るが ありし は、 まだし き 程の わざ 

なりと て、 後に みづ から やかれに けり C 其の 中頃より こなたの は、 更にし る 

0 か. - つち 火の a。  一  しお かれた る を、 翁 なくなり 給 ひて 後、 其の 家 かぐつ ちの あらび にあへ りし 

時に うせに ければ、 今 はった はらすな む。 こ、 に 今 書きつ どへ たる は、 翁に 

もの 學び たる 人の、 これ かれしる しおける と、 又 あ ひしれ りけ る 人 S 家に、 

かすく ちり 殘れる を もとめ 得た るな り。 さる はもれ たる も 多 かるべし。 又 

この かき つめたる 中には、 かの みづ から やかれに けむ 歌 も あ" ぬべ けれど、 

今 はた 選み すつべき ならねば、 得る に まかせて 載せつ。 

一 今 かき つめたる に は、 はやき 時の 歌 を 核に のせ、 又 後なる がまへ にいで たる 

ついで 

も ありぬべし。 さる はちり <\ なろ を ひろ ひつる が、 く はしく 序の しりが た 

ければ、 題の 序にの みした がへ り。 

一お なじ 歌に て、 かれと これと 詞 のこと なる ある はうた が はしき を、 みだりに 

一 タ翁 家集 Q お ほよ そ  四 九 1 


o 一  本 vj して かた へに しるせり 

傍註 ィ本は 頭註に 收む 0 


賀茂翁 家集のお ほよ そ  四 九 二 

さ だむべき ならねば、 一本と て かたへ にしる せり。 

一長 歌 は、 お ほく は眞名 もて かかれた る あり。 され ど 今 は 皆 平 假名に あらため 

つ。 眞名は 後の 人の よみあやまるべき もの なれば なり。 さて 題を眞 名に かか 

れ たる をば あらためす。  • 

1 文 も かきつ め 置かれた るが 失せつ る を、 今 は. 得る に まかせ たれば、 もれた る 

も 多 かりなむ。 さて 文に はやき 時つ くられし と、 後に しるされ しと あれば、 

その 論じい はれた る こと 3、 かれと これと あ ひそむ ける たぐ ひも あり。 む 

人うた がふ ことな かれ。 

一 祝詞 碑文の たぐ ひ は、 眞 名に しるされ たれ ど、 みむ 人の よみやす からむ ため 

に、 皆 平 假名に 改めたり 0 

一 書札 はいと お ほかり つらむ を、 今は往 きか ひせし 人 も 多くう せに しかば、 も 

とむべき よしな し 0 されば ゎづ かにの これる を あけつ るな り Q これ はかり そ 

めの わざに て、 こ、 ろ もせで 筆に まかせられし ものな めれば、 ことさらに 傳 

ふべき わざなら ね ど、 猶 すてが たくて なむ。 


やん ごとな きお ほせ ごと を 、フけ たま はり、 ある は 人のう たが はしき 事 ども 問 

へる ふしな どに、 考へ てこた へられた る 類 をば、 對 問と いひ、 いさ、 かづ > 

かう がへ おかれた る ものの はし. <\ なる をば、 雜考 とて あけたり。 すべて 十 

卷、 名 づけて 賀茂 翁の 家集と なむい ふ。 

寬政 三と せの しもつき  平 春 海 記 
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四 九 J1I 


〇 をつ く は 筑波 山の 男峯 0 

〇 足 尾 あし * 山、 筑波 山の * に 

つ, く、 今の 足 尾、 加 波、 佛 K 等 

の總稱 0 


0 花の ゑ まひ 花の 咬く こ VJO 
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春 歌 

春の 始の歌 

をつ くば もと ほつ DsiJ? も 霞むな り 嶺 こし 山 こし 春ゃ來 ぬらむ 

のどかなる 舂は來 にけ り 玉く しけ ふたら の 山の あくる 光に 

ことに 今朝め づ らしき かな 春の 來る 方に むか ふる 春と 思へば • 

年月の くれぬ をな にか 惜しみけ む 春に しなれば 春ぞ たのしき 

年た てばの ベ のあそびの ゆかしき をけ ふ來む 友に 先づゃ ちぎらむ 

梅が 枝の 花の ゑ まひ を-朝 ほらけ 年の 始めの さかえに ぞ見る 

世の 人の 花鳥に しもなら ひせば 昔に か へ ると きも あらまし 

元日に 赛 たちけ るに 

武藏野 を 霞み そめた る 今朝 みれば 咋日ぞ 去年の 限りなり ける 

今日し こそ 睦月 も 春 も 立ちに けれ あめに かなへ る 御世の しるしに 

年の はじめに よめる 春. は 去年 はやく 立ち fc 

賀茂翁 家集 卷之ー ^敬  四 九 e 


o かひが ね 甲斐が 嶺 


OB 高見の a 陸 奥の 一 部の 古稱 


春 歌  四 大力 

舂 はとく 来ぬ とはい へ ど 大君の 年た ちて こその どかな り けれ 

春た ちけ る 日 去年 唐人の みつぎ 船つ きたりと いふ 

あづま ぢ  ， 

東 路に春 立ちに けりから ふねの つし まの 波 もの どけ かるらし 

春の はじめに 大御 B 嗣し ろしめ しし あくる 年の 春な り 

あたらしき 御世の 始に 年た ちて 影の どかなる 春 日なる かも 

ふるさと へ 文の はしに 

ふるさと 

みよし 野の かりの すみかに 春 たちぬいつ 故鄕へ われ も ゆか まし 

春た ちけ る 日 遠 江なる 人々 をお も ひて 

越え ゆかば われ ことなしと かひが ねの あなたに つゆよ 春の 初 風 

正月 三日 陸 奥の 殿の 姬君歜 をとの たま ふに よみて まゐら せけ る 

三冬つ き 春 立ちけ らし 久方の 日 高見の 國に 霞た なびく 


正月 十四日に # の 立ちけ る 日よ める 


東路 にあり てふ閼 のな こそと もと *>r めぬ 春の などお くれけ む 

率に 欲よ みける に 春 日 望 山と い ふ 事 を 

見 わたせば 天の 香具 山う ねび 山 あらそ ひたて る 春霞 かな 

其のむ しろに 名所 若菜 を 


o ちかの »! がま aw 签は 浦に あ 

れ はいふ。  , 


0 天 中 川 天龍川 (SS 人の こミ は) 


春 日 野の 雪 間の 若菜つ む 時 は みどりの 袖 もよ しぞ ありけ 1 

朝 霞 

山 高み いづる 日影 を まちと りて 四方に に ほ へ る 朝が すみかな 

0 を 

紫の め も はる. <\. と いづる 日に 霞い ろ こき 武藏 野の 原 

海邊 早春 

みちの くの ちかの 鹽 がま 春 来れば 煙より こそ かすみ そめ けれ 

春 水 

春風に 冰 ながる ， みぎ はに は 水の こ  ろの ゆく も 見えけ り 

天 中 川  ， 

す はの 海ゃ冰 とくらし 遠つ あ ふみ 天の 中 川み ぎ はまされ り 

春風 春 水 一 時來 

かれ ふ 

つくば 山 しづくの つら、 今日と けて 枯生 のす ， き 春風 ぞ ふく 

春色 浮 水 

こほりる し 志賀の 浦波た ちかへ り 白 ゆ ふ 花に 春は來 にけ り 

うぐ ひす を 


賀茂翁 家集 卷之 一 お 卜-欲 


四 九 七 


贺茂翁 家集 卷之 一 春欽 


四 九 八 


〇ラ ちわた す 竹 田 

のみ かきが はら」 


本 「ふる 里 


0 縣召 縣召除 目、 又 春の 除 3、 

艾外官 の 除 目 0 諸国の を 任ず 

〇 枝 直 橋 諸兄の 遠 孫、 千^の 父。 

眞淵 VJ 善し。 家集 東歌 は 本 集に 收 

めた a 

0 蹈歌 足な 蹈 みならし てうた ひ 

舞 ふこ VJO 古く 歲 首に 行 はれた る 

舞踊の 一種。 


〇 歌お 一 古、 男女 相 集まりて 歌 を 

，た ひか はす 避び 0  1 


うちわた す 竹 EI の 原の 雪のう ちに 鶯 なきぬ 春の はつ こ ゑ 

春 驚 呼 客と いふ こと を 

花の もとに さそ はれ 來てぞ しられけ る 人 を はからぬ 鶯の音 を 

正月 家に 歌よ みける に卷 神祇 を 

お ほぎ-ひ 

大王の 園の まつりに とる 弓の はる 日た のしき 神 あそび かな 

あがため し ころ 

そのむ しろに 贈答の 歌よ まむ とて 藤 召の 比 人に とい ふ 事 を 

高き にもう つるた めし をよ そに 見て 谷の 古巢 の鶯ぞ なく 

返 し 

日の 光いたら ぬ 谷 も あらな くになに 鶯 のいで がて にす る 

蹈 歌の 夜 人に とい ふ 事 を 

來ぬ人 を はしの つめに もまち て旯む 霰ば しりの 夜 は 更けぬ とも 


枝 


枝 


あやなし や 件 川うた ふ 歌 垣に 君 もこ もらば 手 もとら まし を 

羽の 雲の上 人 


のり ゆみ 

賭 弓 


わしと いひ 鷹と わかれて わたる かな 今日の い 

の こりの 雪 


直 直 


o 曳馬の w 今！ s 松の 引 馬 城。 


0 よろこ ゆ ひて ITb て •」 


〇 六 田 川 大和 國吉野 川 0 六 田の 

渡 あれ はいふ 0 


〇 あわ を a の 結び 方 0 あはお む 

すび 


めづ らしと 兒 初めし ほどに なりに けり 遠山の まに のこる 白雪 

かけ まく も かしこき 下つ けの 國 ふたら 山に いは はれます 大 神の むかし 遠 

ひく ま 

つ あ ふみの くに 曳馬の 城 をし きまし し 御 時 御 狩^ を リく竹 山が 家の 梅 

こそお もしろ けれと て 其 SiSI に 御馬 よせさせ 給 ひ薰サ さかえた る 枝に 御 

ll? をす ゑお かせた まひて 御洒 きこし をし めで ましし を 今 は }G よりお ほく 

の 年を輕 ぬれ ど その 梅の みづ枝 さしつ ぎて < ^毎に に ぼひ を まし 此の 家 も 

たぐ ひひろ くさ かゆる こと をお のれし も 母と じの ゆか リぁリ て かた じけ 

なく 御 ゆ ゑ よしをった へ 承り よろこ ぼひて ふるき しらべ をうた ふ 

むかし 君み 袖 ふれけ む 梅が えの 今 も かをる か あはれ その 花 

庭 落 梅 

とふ 人の 笛 もき こえて 垣の 内に 梅ち る 風のお もしろ きかな 

水鄕柳 

六 田 川風 もの どかに 行く 水の みどりに よどむ 柳 かけ かな 

柳 ある 家に 人來れ るかた を 

春風の あわ をに よれる 柳 もてと ひ 來る人 をと めむ と ぞ思ふ 

む 月 の 末 津輕ぺ ね 春 の もとに はじめて 行きけ るに 1^ さかなと リ まかな ひ 物 


,賀i^^-翁家集卷之 一 卷缺 


四 九九 


賓茂翁 家集 卷之ー 卷歌.  五 〇〇 

語し ける つ いでに 冬 がれの 垣ね もけ ふこ そ 初花の かをり 覺 ゆれな ど 敬よ 

みてい だしけ るに 

初花の をり から 君 をと ひつる は 我 こそ 春に あへ るな り けれ 

早 藏 

いざけ ふ は をぎ の やけ 原 かき 分けて 手 折りても 來む 春の 早 蕨 

題 しらず 

すがの ねの 長き 春 日に なり ぬれば こ、 ろす さ みぞ 暇な かりけ る 

家に 歌よ みける に 二月 餘寒を 

0 いこま 山 生 駒 山 。大阪市 VJ 奈 二月 やまだ 雪 さ ゆるい こま 山 花の 林 は そらめの みして 

同じ 題 を 在滿が 家に て 

きさらぎの 空 さえ か へ る 山風 は 冬に まされる こ  >  ち こそ すれ 

また 森 驚 を 

0 宠 曾の もり 近江國 S 歌枕。  舂 ふかき 老 曾の もりの 驚 は 人 もす さめぬ 音 を や 鳴 くらむ. 

二月 梅  . 

色 も 香 もとり ならべた る 梅の 花 くこ そ 春の もなかな り けれ 

きさらぎの 末つ かた 樓の花 もや >f 盛リ なる Si 伊久 米の 君のお はした るに 


〇 あがた 田舍。 


0 ひお りこ こひぢ 0  ろ 0 


〇牀 をな み »無 き 故に 


庭 を はたに 作れり しがす なの 花の さか リに a:- きた リ ければ よみて いだ 

しける 

春され ばす な 花暌く あがた 見に 君來 まさむ とお も ひかけ き や 

二月 晦日 jfj!?- 本 所と いふ 所に 火お こりて 家 ども 多く やけに けり その 夕つ 

かた 風 も あらく そらの けしき あかく ちリ だち て こ 乂 にし も 火 あるか と覺 

えたる を そ の 夜 亥の 初めば かり 十 町ば かリ みなみよ リ また 火いで きて 程 

なくお のが 家 もやけ ぬむ かしょり こ乂 ろつ くして 考へ つ 、；^ お ほく 書き 


そ へ たる 書 どもの あれば これ をば くらに も いれ じ いかで 便リ よから む 所 

へ 渡し やりてむ 今 はとての がれいで なむ 時從 者の 手 ごとに もたせむ とか 

て- 「ど 

ま へ て先づ その 事 をと リ した >r むる 程に 調度 ども は 心に も いれず た V  く 

らの ぐちに ひぢリ こぬ リ まかな はせ て 立ち い でぬ ほどた くみな 1^ に こ 

もりに ければ 源 の^が もと へ 行きて 夜 を あかしぬ なにば かりの 家なら ね 

f なごり もさし も あらね どまた 草 の 庵 結ばむ ま では 人に ょリ てあらむ も 

くるし かるべ し 

春の 野の やけ 野の 雲雀 牀 をな み 煙の よそに まよ ひて ぞ なく 

おのが あたりより 火い よ 、さかりに なリて 明日の ひるまで もつ ぎ^^ゃ 

賀茂翁 家集 卷之ー 养缺  五 〇 一 


賀茂翁 家集 卷之 一 ^歌  H-olI 

け 行きに けりい く 千よ ろづ の 家々 が 煙 となりけ む 人な ども 死にけ りと い 

ふなり また ことし は 所々 に 火 ある は ぬすびとの わざ も 多し とてから めて 

かう が へらるな どもい ふ 

田に も あらぬ 千 町の 家 を やきすてて つくれる 罪の 程ぞ 知られぬ 

の 山ぶ み ， 

山越えて 霞む 梢 を 見 わたせば 繪 によく^ たる ものに ぞ ありけ る 


〇 宮道山 宮路山 0 三 河 同 蒲 郡の 

北西。  I 


〇 やぶし も わかぬ }» に 至る まで 

1 般に 。「蔽 し 分かぬ 春 VJ や 汝も花 

の 吹く 其の 名 も 知らぬ 山の 下草」 

(風雅 21、 春 下) 


春 三 河の ぞう をお くると いふ 事 を 


宮道山 春 行く 袖 s 深み どり 秋 は あけに も 染め ざらめ や は 

0 日 

菅の 根の 長 見の 濱の 春の 日に むれた つ たづの ゆた に 見えけ り 

称 

賤の をが 園 生の 桃の 花 ざ かりやぶ しも わかぬ 春の 色 かな 

よし野の 山の 花 ざ かり を 見やりて 

世の中に よし野の 山の 花ば かり 閬 きしに まさる もの はありけ り 

花の 歌と て 

暌き 散る はか はらぬ 花の 春 をへ て あはれ と 思 ふこと ぞ添 ひゆく 


9J も Jwo 


〇 谷 s- の 5S 本社 谷中淨 光寺に あ 

る 0 

C こ V.--3 はの 色香に あける 神 歌 

聖ミ いはれ し 人 丸 を つた 神。 

〇 み、 づ がき 瑞垣。 


雲との みまが ふ 櫻の 盛りに は 心 も { 仝 になり にけ るかな 

山櫻唤 くと 見し より 吉野 川な がる、 花 も かつ ぞ たえせ ぬ 

大路 ゆく 人の 快 も 櫻 色に 染 むる， ぞ花 のさ かりなり ける 

うら/ \ との どけき 春の 心よりに ほひいで たる 山 ざ くら 花 

花の もとに 弓 いるかた 

さくら 花 花： が てらに 弓 いればと もの ひ 、5r きに 花 一て ちりけ る 

山 ふかみお も ひの ほかに 花 を ils^ て心ぞ とまろ あし がらの 關 

關花を 人に か はりて 

風 をな こその 關の 山樱心 づ か ら-ぞ 散らば 散ら ま し 

不破賺 花と いふ こと を 

ら暌く ふ はの 山路 は關守 の すますな りても 人 をと めけ り 

花 下 送 日と い ふ こと を 

山 櫻 ちれば きつぐ 陰と めて 大 かた 春 は 花に くらせり 

一一  谷 中の 秭 本社に て歜 よみけ るに 社頭 花と いふ こと を 

J との はの 色香に あける 神ながら 猶みづ がき の 花やめ づらむ 

贺！^ 翁 家集 卷之 一 ^；！^歌  ^^-〇三 


吹- 


さ. 


〇 ちりの ほかなる 花 世俗 を 離れ 

た 所に 吹く 花 G 


〇 引 馬の 大城 今、 1^£松の引^?坂 

〇 ふたら の大神 二 Hi^ 接 現、 ST 川 

家 Br 


賀茂翁 家集 卷之 1 春 歌  .  五 〇 四 

上野の 花 ざ か リ， に 

かけろ ふの も ゆる 舂 日の 山徵 あるかな きかの 風に か をれ り 

長 門 守の 東の ひえの 花見に 福 聚院に 遊び 給 ひける 日 題 を さぐ リて 風靜花 

芳と いふ こと をれ バ  . 

よるの 雨の 露 だに ちらす 櫻 花に ほふば かりの け ふの 春風 

あるひとに さそ はれて やまざとに いたれ "ける に 柴の戶 の 花 ざかリ いと 

心のと まリて 覺ぇ ければ 

おも ひき やうき 世の 人に さそ はれて ちりの ほかなる 花 を： nl^ むと は 

伊久 米の 君の もとよ リ 櫻の 枝に そへ てよ しゃ 花ち ると もい かで をし むべ 

き 色香 を さそ へ 庭の 春風と ある 返し 

君が け ふ をし へ しものを<^「ょりは花さそ ふと も 風 は うらみ じ 

山里 へ 花 に まかりた る こ  ろ を 人々 とともに 

山里 は 岩 ほの なかと 聞きつ る を 花に こもれる 所な りけ り 

ひくま 

遠つ あ ふみの 引 馬の 大城 はむかし ふたら の 大祌の ふとし きまし し 城な り 

その かたへ にさ か あり ひくま 野 へ のぼると ころな リ その さかのう へ にい 

ま はさ かもとの ぬしす み 給 ふ 垣の うちにむ かしの 大神 のめで 給へ る ざく 


〇 すくな 神 少名窘 神。 大 Si 主命 

を輔 けて 國土經 祭に 當 つた 神 0 


〇 お きその 山 木 背 山の 總稱0 お 

は 添辭。 


らの今 も ひこば えさ はに しみさび て ある を 今年 事の つ いでに とひけ るに 

跌 よめと ありければ よみけ る 

あか 駒 を 引 馬の 坂の もと 櫻 もとの 心 を わすれて ぞ く 

わら は あそびに 竹の 葉 もてつ くれる 船に 樓の花 をつ みて ながした る を 見 

てた はぶれ に 人々 とともに 

すくな 神つ くれる 舟に 木の 花の 耶姬 こその りて いづら め 

ふる 鄉に樓 のちる を 見る と いふ こ  >- ろ を 

みよしの を わが 見に 来れば 落ち 瀧つ 瀧の みやこに 花ち りみ だる 

志 賀山越 . 

花 を ふく あらしの 空 は 雪ながら 袂ぞ かをる 志 賀の山 越 

春 山の 旅の こ 》 ろ を 

しなの ぢ のおき その 山の 山 ざ くら 又も 來て 見む ものなら なくに 

三月 枝 直が 家に て 欲よ みける に 覉中花 を 

霞 立つな がき 春 日に ながめして 花に も 物 をお も ふたび かな 

さくらの 花の ちリ たる を 

菅の 根の 永き 春 日に 袖 たれて 見む とお も ひし 花ち りに けり 

貧 茂 翁 家集 卷之ー ^！^欲  Kofi 


ら 〇〇o 
うはな 春 

a ねり 道 


卷之ー 春 歌  五 〇 六 

上野に て 

ちる 花の 都の ふじ やい かなら む 東の ひえ は 雪と こそ ふれ 

すみれ を 

故鄉の 野べ 見に くれば むかし わが 妹と すみれの 花 唆き にけ り 

雲 雀 

霞た つ 春 野の 雪 雀な にし かも 思 ひあがり てね をば 鳴 くらむ 

國原  ^ 

雪^ あがる 春の 朝. けに 見 わたせば をち の國原 霞た なびく 

^ 代 

な はしろ みなぐ ち 

苗代の 水口 まつりし め はへ て 賤が業 こそむ かしお ほ ゆれ 

何 山吹 を 人に か はりて 

山吹 は 下 ゆく 水 も 花なる を 心して させ 春の か はふね 

山吹 疾き たり 見る 人ぁリ 

故鄕は 春の くれ こそ あはれ なれ 妹に 似る て ふ 山ぶ きの 花 

春の くれに 春 道が なり 所 をと ひて 麼棣花 を 

この 園 はまた も來て 見む 宮人の 袂 おほえて はねす 唤 くころ 


賀茂翁 家集 


0 東の ひえ 東京 上野 公園の 東釵 

 -   —に 


村 田 春 道 0 春 海の 父 0 

所 別莊。 

や 唐棣 0 に は？ 1- くらで あ 


〇 しめば へて け ふ 行 春 を 一本に 

「行く春 をけ ふしめ はへ て」 


a 春 

花の みな 散りての 後 は 春 さ へ にの こる 日な くも 思 ほ ゆる かな 

春の はて 

ひたちに は m を こそつ くれしめ はへ てけ ふ 行く春 を 誰か 止む る 

夏 歌 

山家 首 夏 

庵ながら 咋 日の 春 S 花 も！ 13^ つ さて こそ 聞かめ 山 ほと 、 ぎす 

山 ざと は 夏の はじめ、 ぞた  > ならぬ 花の 人め もす ぎぬ と 思へば 

思餘 花と いふ 事 を 

いかなら む 熊 野の 奧を 尋ねて か 夏に もの こる 花に あは まし 

おそ ざ くら を 

おくれて は 物 すさまじく 見 ゆる 世に 今 も 櫻の めづ らしき かな 

あし がらの 闕の 山路 を こえ 來れば 夏 ぞ樓は 盛りな りけ る 

新 樹 

夏の 來て 昔に か へ る 玉が し は 取る とも 盡 きじに ひか ノ み 葉 は 

賀茂翁 家集 卷之ー 夏 歌  ：A〇 七 


賀茂翁 家集 卷之  一 Is 歌 


八 


〇 苦 丹 植物の 名 0 苦隨 VJ も 害. 

牡丹 又は 龍 膽又山 招 W 諸說ぁ b 


Ovj はた 鳥 羽田。 山城 0ー 


枝 直が 家に て 庭樹結 葉と いふ こと を 

陰 ふかき 靑 葉の さくら わか 楓夏 によりても あかぬ 庭 かな 

赛 道が なり 所に 友 だち か いつら ねいきて • 

苦 丹 くその ふの 木々 の 若み どり 夏， ) のまし き 宿に も あるかな 

あかなく に 明日 もさね 來 むに ほどり のかつ しか 小 田の 苗 もみが てら 

賀茂祭 

年 ごとに け ふの 葵 を かけ まく も かたじけな しゃ 賀 茂の 氏人 

かみ ゑに さな へ植 うる かたかける を 

いそぎて ぞ 早苗 はう ゑむ あし 引の 山 時鳥な きにし もの を 

屛風 に 雨 ふる に 人 多く 早苗と る 所 

大 御田の みな わ も ひぢも かきたれ てと る や 早苗 は 我が君の ため 

さみだれ ふる に 山 下の 田う うる かた 

さな へ 草植 うる 時と て さみだれの 空 も 山 田に おりたちに けり 

採 早苗 

きの ふけ ふ時來 にけ りと 時鳥とば たのお もに 早苗と るな り 

郭公 ま つ こ 乂ろを 


初， 」 ゑ を みやこに いそけ 郭公 山が つならぬ 人 こそ はまて 

題し、 りず 

な かざらむ ものと はなしに 時鳥 つらき 時 こそ ais またれ けれ 

郭公の 缺 あまたよ みける 中に 

たちばな のか をれ る { 伯の 夕 ぐれに 一 一 こ ゑ 鳴きて g く ほと 、 ぎす 

市 郭公 

いちぢ 

しのび 音 を あらぬ 名のりに まが へ とや 市路に 鳴きて 行く ほと ， きす 

故郷 郭公 

橘 , の 島 S 宮居の あとと めて なく は 昔の ほと ， ぎす かも 

夏の 比 人 々とともに ふりに し 世 をし のぶ 歌よ みける に ほと 、ぎす を 

君 ましし むかしの 花の ふぢ 原 を ほと ， ぎす こそ 今 もと ひけれ 

京に て 物なら ひし 比した しかりけ る 人の いま はいせ の國 にある が もとに 

文の はしに 

鈴 鹿 R はやく 聞きつ る ほと ， ぎす いせまで 今 もお も ひやる かな 

山 ざと へ ほと、 ぎす 聞き に まかりて 

うの 花 を 手 ごとに をり て か へ らまし 山 郭公 聞きし しろし に 

賀茂 集卷之 一 夏 五 〇 九 


贺茂翁 家集 卷之 一 夏 歌  五一 〇 

五 H: 家に 歌よ みける に 船の 中なる 人 郭公 きくかた を 人々 とともに 

郭公お のがさ 月の 山川 を こ ゑに のりても さしく だす かな 

名所 郭公 

つくば 山 花 たちばなの 唤 きしょり 鳴く こ ゑし けき 郭公 かな 

_  郭公 頻 

この さと はさら に 慕 ひも あへ ぬまで 過 ぐれば 來 鳴く 郭公 かな 

-i  家に 歌よ みける に 山家 五月雨と いふ こと を 

五月雨 は を やむ も わかす 谷の 庵に 雲より おつる 眞 木の 下露 

そのむ しろ に 夏鳥 を 

みじか 夜の はかな さつけ て 鳴く そらの をり あはれ なる 朝 烏 かな 

又 夏 祝 を 

ふる 雨に 早苗 をう ゑて 國の 名の みづほの 秋 を まつ ぞ樂 しき 

•AH: 宴 菅原氏 家 時 作歌 

橘の もとに 道 ふみ 行き か へ り もとつ ひとに も 逢 ひに ける かも 

足 引の いはね すが はらいく つ 夏し けり 行 くらむ 岩根す が 原 

夏 蟲 


〇 そこ はか- /J なき 何 處.、 J わから 

too  , 


〇 ふるさ ミの歌 「15 お 一守 衛士  G 

焚く火G夜^iもぇ畫は滑ぇっ 、物 

を こそ S へ」 (詞花 八、 上) を 本 

»5.、」したもの0 


0 に ひた 山 新田 山。 上野 ES 桐 生 

市 の 南。 太 田 町の 北。 


庭のお もに そこ はかと なき 蟲 のね も をり あはれ なる Is の 夕 ぐれ 

故 鄉？^ 

ふ る さとの みかき が はら SS 草に よる はもえ つ 、 とぶ 螢 かな 

紀 6. 宰相 の 君の もとめた まふに よみて まゐ、 りせ ける 三 首の 欲 

樹， 陰 納：" S 

す  >  しさ 路の柳 陰 ごとに liiil も くるま も 憩 はぬ i てな き 

里 蚊 遣 火 

ゆ ふされば かやり 火た かぬ.：^ もな しこの 里人 は 月 や 見 ざら む 

晚 夏 • 

行く 雪 も ほたるの 影 も かろけ なり 來む 秋ち かき 夕風の そら 

夕立 をよ め る 

に ひた 出う き 雪 さわ-ぐ 夕 だち にと ねの 川 水う は にごりせ り 

お ほひえ や を ひえの 雪の めぐり 來て 夕立すな り 粟津 野の 原 

夏 風 を 

吹く 風の、 } ， ろ は 常に あらめ ども 夏 f  〕 そ 人に したしまれ けれ 

みな 初めの 六 口に かっし かの 西に ある 秋 葉の 社に て 歌よ まむ とて その 

賀茂翁 家集 卷之  一 a 欲  五 一 一 


o あらがねの 土の 枕詞 o 


賀茂翁 家集 卷之ー 夏 歌  五一 二 

I 

別赏の もとめけ るに. K だち か い つらねて ふねより ぞ 行く 對陰， 避暑と いふ 

事 を かねてよ みて いだし ける 

風 やどる 夕の 森の 下す ゾ み 秋の 葉 そよ ぐ こ ， ち こそ すれ 

水 邊納谅 

立ち よれば 山陰す ダ し 夏み 川 夏て ふこと やなみの ぬれぎぬ 

高殿に す める かた 

たかき や は 涼し かりけ り あらがねの 土て ふ ものし 夏 にゃあ るら む 

家に 歌よ みける に 晩夏と いふ 事 を 

空 高く 餐を さそ ふ 夕風の 身に しむまでに なれる 夏 かな 

おなじむ しろに 大 井川の 夏 を 

欠ゐ川 わか 葉す しき 山陰の みどりみ」 わくる 水の しらなみ 

わがや ど をし も 

む ぐら はふ わがや ど をし もた ， くなる 水 鶴 やよ はの なさけ 知 るら む 

な つ と 秋との 

よしの 川み そぎに ながす 麻の 葉 や 夏と 秋との 中に おつらむ 

みちの くの 岩 城の 君の 許に て 物が たり 聞え ける 時 夜 ふけぬ ベ しま かで な 


{】*/.-ょさかの1!^る  <  化榮の J!^ る * 


むと い ふ を こよ ひ は 六月つ ごもり なリ 秋のお そき 年の みなづき ばら へ の 

こ 、ろ をよ まむ とて あるじ もよ み 給 ふ にお のれ も 鼙 を はしらし めて 

くにつ 罪 はら ふ 心の す ゾ しき は あめに 知られぬ 秋に. ぞ ありけ-る 

夏 ばらへ する かたかける 檢を 

よろ づ代 とひが しも 西 もとな ふなり はらへ のこせる 罪 やなから む 

枝 直が 家に て 六 黻を 

あ- S つ， ひ 

天つ 罪 はら ふゆ ふべ は雲ゐ 吹く 風 もす 、" しくな りに ける かな 


おなじむ しろに 夏 口と い ふ こと を 一 


みなづき 


わたの 原と よさ かの ほる 朝日 子の みかけ かし、 J き 六月の そら 


秋」 


歌 

lain 


山べ の 庵に 秋の 來 たる 心 を 

今朝 はし もた けの 林ぞ そよ ぐなる 世 は 秋風の 立ち やし ぬらむ 

早 秋 

うき ものと おも ひも いれで 秋風 を うら 珍ら しみす ぐす f 一ろ かな 

殘 暑 

賀茂翁 家 ま、 卷之 一秋 欲  五一 三 


〇 からろ 唐搏、 上品なる 港 ol さ 

よふけて 空にから ろの 音すな り 天 

の戶 渡る 腸 にゃあ るら む」 (夫 木 十 

二) 


〇 大 伴の みつの 浦 古昔 鍵 波の 要 

0O 今 大阪市 道頓 堀の 港 „> 


こちた く 11=1 痛く 。やかましく 


賀茂翁 家集 卷之 一秋^  五一 四 

宮城 野 や 秋な ほ あっき 木 S もとの 露な き 草に 風 を まっかな 

秋も猶 あっき ゆ ふべ 人々 とともにす みだ 川の 下つ かたの 大 川て ふ あた リ 

舟 こぎ わたりけ る に いとす ビ しかりければ 

からろ とる 大河の ベ のす  >  しさ は 初 かりがね も 聞く ばかりなる 

秋の 歌と て 

秋風 はたちに けらし な 更級ゃ をば すて 出 S ゆ ふ 月の 空 

大 伴の みつの 浦な み 吹き寄せて 松 ばら 越 ゆる あきの ゆ ふ 風 

源之眞 おもき やま ひお こた" て 後つ か へ を か へしけ る ころ 主の めぐみ ふ 

かきこと など こまやかに いひお こせて さ て 七夕の 歌 ども 見せけ る を その 

欲 返し やる とて 傍に 書きて つ か はしける 

天の川 かいの しづく を 身に うけて 今宵 やい かに 涼し かるらむ 

七月なぬ かの 夜 

たなばたの あ ふ 夜と なれば 世の中の ひとの 心 もな まめき にけ り 

こよ ひまで 今宵 を. まちて こよ ひ あけば 又の 今宵 を またむ とすら む 

七月 七日 家に 人々 來 てまつ りの かたす る に お の？， \ 'よむ 

たなばたの 天つ いもせ のこと を だに こちた く 誰かい ひった へけ む 


o 川 を さ 川 長 0 川 守 0 


〇さ>  ら -K~ を ミこ 月の 異名。 


〇 ふん づ き 文 nr.Q 陰 pa 七月 の 

ふみ 月 は JaK,n 月 (ほふ、 み 月) の 

約. /J もい ひ、 又穣見 月の 轉 VJ もい 

ふ 0  I 


七日の 夜の 歌 

天の原と ほき 川と S 夕 波に 今や こぐらむ ともしき をぶ ね 

たなばたの あ ふ 夜 S 秋の 初 風に をと こ をみ なの 花も唉 くらし 

あまの が は CI- つ  >  し をれば 白た へ の 吾が 衣手に I 路ぞ おきに ける 

七日の 夜.：. S の ふりけ れぱ 

5.<づ くよ 

夕月夜 空 も あやなく 降る 雨に こぎな まど ひそ 天の川 を さ 

枝 直の 子 生まれけ る 比 文 十三夜に 人 々集まりて よろ こびい ふに 月のお 

もしろ かリ けれ ぱ 

.55 ひさき 

この 宿に さ 、 らぇ をと- 〕 生 先の 光 こもれる 千代の はつ 秋 

わかの 浦の 藍して つ くれ リ とて 人の 御 もとよ リ 賜はリ たる IS に 書きけ る 

ふ んづ きば かり 

紀の海 はす  >  しかりけ り あしべ より 波う ち はふろ 秋の はつ 虱 

とほ つ あ ふみの 佐 一 &の中 山の にしに つ きて 今 は あはが だけと て 高き 山 


ぁリ延 喜の 式に 安波々 神社と ある これな り その かた ゑに かきたる に その 

ふもとに 旅人 あり それが こ X ろ をよ みつ 時 は 秋の はじめつ かたな リ 

東路は 衣手 さむし 白雪の あは > がた けの 秋の はつ 風 

賀 翁 家集 (せ 之 一 秋欽  五一お 


◦ 高つ の 山 石見國 美濃那 高角 

3、 こ 、 に 人 丸の！ g が ある。 ！ 


〇 萩が 花 妻 离に 配して 萩の 花 を 

いふ 0 


賀茂翁 家集 卷之 一秋 歌  五一 六 

人の 柹 本社に 奉る とてもと めけ る に 初秋 風と いふ こと を 

風のお との いく代 雪る に 聞え あゆて 高つ の 山に 秋は來 ぬらむ 

^ 風 

松の ひ 、=- き 荻の さやぎ のさ ま<\ に 聞え て絕 えぬ よはの 秋風 

荻 

百 草のお ほかる 中に わきて などうた て 吹 くらむ 荻の 上 風 

萩漸盛 

鹿 もや 、戀 のさ かりとな りぬ らし 野べ の f 一 萩の 色 まさり 行く 

を じか ふす 野べ の 秋風 吹き そめて ほころびに けり 获が花 妻 

获に對 ふと いふ こ  >- ろ を 

萩が 花 かきね もた わに 唉く時 は 野べ も 思 はぬ もの にぞ ありけ る 

旅人 鹿の 音 聞く かた を 

さ をし かの つまど ふよ ひの 岡の ベ に眞获 かたしき ひとり かもね む 

旅 衣 わがつ まならぬ 萩原に しかの 音 聞きて ひとり かも ね む 

の馱 とて 


〇 いなみ 野 裼磨國 加 古川の 南東 

平野。 


〇 いぶき もが もな I 本 「いぶき 

もがな や」 息吹 0 

〇 永昌 長昌か 0 通". £采 女。 眞淵 

に從ふ 0 


〇 さ、 ら なみ 波の よる を 夜に か 

けた 序 0 


遠つ あ ふみ 濱 名の 橋の 秋風に 月す む うら をむ かし 見し かな 

すみの 江の うらわに たちて 月 みれば なに はの 方に たづ ぞ 鳴くなる 

さ 5- なみの ひらの 大和 W 秋た けて よどめる よどに 月ぞ すみけ る 

はり ま路 やゆ ふ 霧 はれて 久方の 月お し 照れり いなみ 野の はら 

大船に 小舟 引き そ へ ます か みすみ だが はらに 月 を 15- るか 

十 五 夜く もりけ る に 

天の原 八重 棚 雲 を ふき わくる いぶき もが もな 月の かけ 見む 

八月 十六 日永 昌が なり 所に 人々 集まりて 屛 風に 川 邊 なる 家に 月見る に ま 

らう どの 來 るかた ある を 所に つけたる や！^ なれ ぱこ の 心よ まむ とてと もに 

よみけ る あるじの 所に 

さ 、 ら なみよ るし も かくて 訪 はる ， は 月， K て 宿の あるじな りけ わ 

まらう 人のと ころに 

淸ら なろ 秋 .3 川べ にす む やどの 君 f  〕 そ 月の あるじな り けれ 

山家 月 

秋の よの 月淸 ければ なほ も あらす 出で て f  3 そ 見れ 杉た て る 門 


賀茂翁 家 $15^ 卷之 一 秋 欲 


五 一 七 


〇 くれ あ へ ぬ 影 は 

ひかり は」 


賀茂翁 家集 卷之 

一本 「くれぬ 


〇 廣澤池 京都の西^^,峨の北にぁ 

り。 古來都 人士 秋 毎に 月 を 賞す る 

處 0 


〇 あしが ちる 雞 波の 枕詞 „ 


〇 ほのへ きりあ ふ 穰の 上に 霧が 

立って 居る 0 


秋歜  五一 八 

莉原ゃ 庭の ゆ ふ 露う つろ ひて くれ あ へ ぬ 影 は 月に ぞ ありけ る 

枝 直が 家に て松閒 月と いふ こと を 

都に もまつ の 木の まの 月見れば みやまの 秋の こ、 ち こそ すれ 

水上お 

たっしぎ S 影ば かり を やく まと 見む 野澤の 水の ふかきよ の 月 

明 石沛秋 

明 石が た 有 明の 月 をした ふまに あはれ を そふる 波の あさ 霧 

八月 廣澤池 眺望と いふ こと を 

都人： nj^ ぬ 海. E  S おも かけ も 月に、 フ かべ る ひろさ はの 池 

月^^ればみゃこのぅちも海山のぁりけるものをひろ澤の池 

水究 

あしが ちる 難 波の 里の 夕-ぐれ は いづく もお なじ 秋風 ぞ ふく 

秋祌 1 蛾 

秋風の 立 出の 使た ちしより 世 は ゆたかなる 穂な みこ そ よれ 

0 を 

見 わたせば ほの へ きりあ ふさくら 田 へ 鳴 鳴き わたる 秋の ゆ ふ〕 


ォ 


〇 をし ね 小 稻->  を は 接 頃 語 0 


0 ち ふ 茅 生- 


りに ひし  £j  り  新たに 造れる 酒 „ 

u くみつ、 一本 「のみつ、」 

〇 知陳 中 村 知 iir 枝 直の 女 増。 


〇s の 子 長赛を 祝 ひてい ふ 語。 


0 犬 上 I©  の 門人 G 

賀茂翁 家集 卷之 


田づら のい ほりに て T13anp  -  一  Jul 

露 さむき 門 田の をし ね 月 照りて 臈 なき わきたる 秋の よな く 

九月 十三夜 縣 おにて 

秋の 夜の ほが らくと 天の原て る 月影に 鳩な きわたる 

こ ほろ ぎの 鳴く や あがたの わが 宿に 月 かけ しと ふ 人 もが も 

あがたる のち ふの 露 原 かきわけて 月 ：13^ に來 つる 都人 かも 

, J ほろ ざ S まちよろ f  3 ベ る 長月の きょき 月夜 は 更けす も あらな む 

に ほどり の 葛 飾早稻 のに ひし ほりく みつ ， をれば 月 かたぶきぬ 

九月 十三夜 知陳が 家に 月見け る 時 洲濱に 紙 もて 鶴の かた をつ くリ 松の 葉 

をし きて か ひこ を 多くお きたり いは ふ 心 をよ めと す むれば 

鶴の 子の よ を 長月の 影 なれば 見る かひ も ある 宿の 秋 かな 

新む ろに て 

眞木柱 ほ めて つくれる 高き やに 千秋の 月 を Ht^ そめつ るかな 

野 分せ しあした に 

野 分して あがたの.：！^ は あれに けり 月見に 來 よと 誰に つけ まし 

九：=-ばかリ犬上衞が家にて初^5|葉を 

秋 欲  S 1 九 


◦ もみ づる 紅葉す る 0 


〇 よは ひ を も 云々 菊 をよ は ひ 草 

S もい ふ 0 


〇 又も 春 V」 し 一 本 「今 しも 春 ミ」 


賀茂翁 家集 卷之ー 冬 歌  五 二 〇 

心と く 來ても 見し かな 山し なの 石 田の 森の もみ ぢ そめし を 

紅 葉 

よのつねの 色なら め や はさが の 山 もみ づ る 秋の いで まし どころ 

詠 菊  ， 

あたら 代の た ひらの 宫に めで そめて 菊 は 千ぐ さに なりに ける かも 

菊の花 を 折りて 人のお こせたり ければ 

よは ひ を ものぶ ベ き 君が 宿 の 花 かざす に老 ぞまづ かくれけ る 

惜 秋 

おの づ から もろき 木の葉の 秋 なれば くる  > を 何に かこち だに せむ 

秋の はて 

さ をし かの たち 野の 原に 秋 くれて 今い く 夜と かつ まを戀 ふらむ 

冬 歌 

神無月の 一日に 衣ば この ふた を ひらきて 

かみなづき 又も 春と しい ふめれば 櫻い ろなる 袖 やか さねむ 

伊久 米の 君の もとにて 十月 更衣 を 


C 衾 さぴ ぁきなぶ0*^人らしく 

なるこ VJO 


〇 雲の ゐる . 一本 「さがみ なる」 

〇 あ ふりの 山 相模 W 大山の 別，.： 一. 

あ ふり 山 (南 山 ).- 

〇 まづ しぐれけ る I 本 「はれく 

もり ける 一 


かふれ どもい と  >  あやなき 衣手に もみ ぢ だに ちれ 翁 さびせ む 

かみな 月の 紅葉 をよ める 

かみな 月 かた 山 あらしの どかに て 紅葉み るべ き 今日に も あるか も 

ち ， の 木の ち ， ぶの 山の 薄 もみ ぢ 蒲きながら に 散れる 冬 かな 

十月ば かり 人に 山づと をお くると いふ 事 を 茂樹が 家に て 人々 とともに 

冬 立つ や あらしの 落す 椎が もと 山に も 身 こそ やどし わび ぬれ 

十月ば かり 山里に やどる とい ふこと を 

くれ 行けば まがき に鹿ぞ そよ ぐなる た かくながら 秋 やなき けむ 

時雨 をよ める 

高 鴨 はは やくし.  ぐれ ぞ 降りに ける かづら き 山の みねのう き 雪 

神無月た ちに し 日より 雲の ゐるぁ ふりの 山 ぞまづ しぐれけ る 

時雨 陰晴と いふ こと を 

かみな 月 今日 もし ぐれの 晴れに けり 曇りに けりと いひて 暮 しつ 

朝 時雨 

け ふ もまた かくて 幾度し ぐれ まし 峯の 朝日に 雪 か ， るな り 

かみな 月 軒端の 露のお きいで て 今日 もし-ぐると いはぬ 曰ぞ なき 

賀茂 翁家壤 卷之ー 冬欽  E ニー 


o 霜 さやぐ 霜の S え かへ る。 

0 おきな 草 か はらいち-、、 JO 又 菊 

の 異名 0 


賀茂翁 家集 卷之ー 冬 歌  五 ニニ 

塞 魔 をよ める 

つのく にの 難 波の あしの 枯れ ぬれば こと 浦よりも さびし かりけ り 

寒 草 

かれに ける 草 はなか^- \- やす ゆなり 殘るを ざ ， の 霜 さやぐ ころ 

世 S 中 は ゆ ふ 霜 さやぐ おきな 草枯れても やすき 時な かりけ り 

枯 野 . 

つくば ねの 緣 ばかり をむ さし 野の 草の はっかに のこす 冬 かな 

寒 樹 

日 を さ へ し 大河の ベ のく ぬぎ はら 冬 は 風 だに たまら ざり けり 

冬 がれに 鬼の わら やの あら はれて むら 鳥す だく 梢 さびし も 

夜 落葉 

山風の ふく 夜の 月に おと はして 曇る ともなく ちる 木の葉 かな 

名所 譲 

佐 保 過ぎて た-かとる 幣と亂 るら む奈 良の 手 向の 虱の もみ ぢ葉 ，• 

冬 》J 

さよ 中と 夜 はふけ ぬらし 我が 宿の 庭に 霜お きて さ ゆる 月影 


〇 よ；. J のラら ；！^江國 琵琶湖の 北 

方 余 吾 湖。 


C みなの せ 川 水 無 瀬 川、 又稻 SB 

川。 相 模國長 谷 町み-賞き 由 井ケ溪 

mlg 集 號は茅 生 眞 淵の 門 

90 歌集 魚.，^ 家ば 木 集に 收 む。 


〇 いなみ 野 播磨國 加 古川 南東の 

平野。  . 


0 朝い io 


湖上 冬 月 

す はの 海 や 雪け の そらの 雪閒 より 冰を てらす 月の さやけ さ 

ふ きせし いぶきお ろしの え くれて 月に しづ まるよ ごの- フら波 

千鳥 を 

かま くらの よるの 山お ろし 寒ければ みなの せ 川に 千 烏 なくなり 

楫取 魚彥が もとにつ どひて その 所の 敢 とて 

夕され ばうな かみがたの 沖つ かぜ 雪 居に 吹きて 千鳥 なくなり 

察 

ありま 山う き 立つ 雪に 風 そ ひて 霰た ばし るいな み 野の 原 

雪 の ふりけ る あした 枝 直の もとより 人お こせた るに 何 ごと を もい はで か 

へ り にけ る は 心 もえず 此の 人 は 朝 霜 を を かしき ものに いひければ 

朝 ごとの 霜 を あはれ とい ふ 君 はけ ふの 雪 をば いか  > 見 るら む 

と いひ ゃリ つれば 例の 朝い を おどろか しつるな リけリ それが 返し に嘵の 

ほどこ そ を かしかり けれ 今朝 ふるもの とや お ぼ すらむ あさ いして 霜 を だ 

に 見ぬ 君 は しもよる の 雪 をば いかでし るべき と あれば また 

おも ひねの 夢に まさらぬ 初雪 をよ はに ふりぬ と 誰かい ふらむ 

賀茂翁 家集 卷之ー 冬 歌  .  ..fM 一一  II 


〇 ばした ての 一本 「ね はた まの」 

〇 雲 きら ひ 一 本 「雲 合 ひて」 

〇 くらはし 山 大和 圃多武 峯の東 

にある 0 

〇 高 巿圃原 大和 阔高 巿郎 G 


sfe- 柔 家集 卷. N  一  $  五 二 四 

また ある 日よ ベ ょリ 雪の ふりけ る に 枝 直の こなたよりも 消息せ ざる をに 

くむなる ベ し詞 はなくて 白雪の ふりと ふると もこ >t ろな き 人 をば また じ 

と はむ ともせ じと ある 返し 

しら 雪の ふりと 降りな ば 心なき 人 もやと ふと 待ちに しもの を 

また 枝 直 ふる 雪の おも はむ こと をお も はずば 人 を もまた じ 人 もまた じ を 

返し  - 

人 や 來む我 やと はむ と 思 ふまに わくる 心 は雪ぞ しるら む 

また 枝 直と ひとはず 君が こ >t ろ をい かに ぞ とと へ ども 雪 は 答 へ ざり けり 

返し 

物 を こそ こた へ す あらめ ふり は へ て 今朝 はこ、 ろの 雪と や は 見ぬ 

同じ 日 正- llSs が もとより あと をし もい と はぬ 君が 宿なら ばと はまし もの を 

今朝の しら 雪と あるに たは ぶれて こた ふ 

むかし たれ 雪に は 跡 をい とひ そめて 君が かごと と 今日な りに けむ 

詠 雪 

J- かち 

はした ての くらはし 山に 雪 きら ひ 高 市 國原雪 ふりに け.^ 

雪の 朝 遠き 里 を 望む と いふ 心 を 


o 今 勃 a- れは 一本 rfflss ら 

cfti の 上に 一 本 「雪の 山に」 


0 こて ふ 來 上さい ふ 


0 身の よそに 我が身の 上で ない 


〇 冬 ご もる 一木 「冬 ふかき」 

〇 庵の 一 本 「荣 の」 


に」 一 今朝 れば ふもとの 里 はわ かね ども 煙ぞ 雪の 上に たなびく 

す、 きに か  >- れる 雪の を かしかりければ 友の もと へ 

おも ひやれ 枯生 のす 、 きうち なびき 友 まちが ほの 雪の 垣ね を 

ことし ふせや をし めて 竹な どう ゑけ るに しはす ぱか り 雪の ふリ ければ 

しめお きしまが きになび くくれ 竹の よに 珍ら しく 見 ゆる 雪 かな 

かくれ 家に 雪の ふりた る 心 を 

わが 庵の 庭に は 跡 もなかり けり 落葉-かう へに 降れる しら 雪 

題 しらず 

おも ふ 人 こて ふに 似た る 夕 かな 初雪な びくし のの をす  > き 

屛 風に 雪の ふリ たるに 人々 舟に のりて 見る かた 

花なら ば， ，- ぎよせ てこ そた をら まし 入江の 松に か ， る しら 雪 

杜 雪 

身の よそに いつまで か 見む 柬路 のおい その もりに 降れる 白雪 

閑居 雪 

冬 ごもる 庵のと ほそ を まれに あけて 竹に か ， れる雪 を 見る かな 

山 館 見 雪 

贺茂翁 家 ss^ 卷之ー $  五 二  E 


〇 人り にし 人 や 壬生忠 「み吉 

野の 山 G 白雪 ふみわけて 入りに し 

人の 音 づれ もせぬ」 (古今 六、 冬) 

0 しらふ 白斑。 


負 茂 翁 家集 卷之ー 冬歜  五 二 六 

雪 ふれば 喚く や 梅津の 山里に に ほ はぬ 花 は 人 もと ひこす 

雪中 遊與 

野 も 山 も 冬 はさび しと 思 ひけり 雪に 心のう かる ， もの を 

雪中 眺望 

雪 はる 、あさけ に 見れば 不一 一の ねの ふもとな りけ り武藏 野の 原 

雪の あした 

初み ゆき はれた る 朝に 見渡せば 里の けぶり も 珍ら しき かな 

おきいで て曉 ふかく 見し 雪の 今朝まで 月に まが ふ 庭 かな 

冬 遠 愦 

立ち か へ り 今 も 見て しか 遠つ あ ふみ 濱 名の 橋に ふれる 白雪 

うちきら しみ 雪 降るな りよし の 山 入りに し 人 やい かにす むらむ 

家に 歌よ みける に 冬 眺望 を 

ふる 雪の しらふの 鷹 を 手に すゑて 武驟 野の 原に 出で にけ るかな 

おなじ 時 贈答の 歌人々 もよ みける に 神 樂の夜 人に と いふ こと を 枝 直宮八 

の 弓と い へ ばとうた ふ 夜 も ひかれぬ 身 こそしな なかり けれ 返し 

よ も やま  あづさ- 3 み 

四方 山の まもりな りて ふ 梓弓 ひきみ ひかす みうらみ や はする 


〇 かね- v/」 約束 o つが ふ 言葉 „ 


〇 春の 設け 春の 準德 0 


賀茂翁 家集 卷之 一 夂、 一 歌 


遠 江 つくに^ m の やし ス  幸が 母の 八十の 賀の 屏風の » 十 ニー 

«c 神樂 する 所  .一 

との もりの 白く たくなる 大御 火の よに おもしろき 神 あそ ひ 力 も 

新嘗會 

た ふとき やすべ ら みこと は紳 ながら 神 を まつらす 今日のに ひなべ 

まだき にさけ る 梅  一 

大 かたは 春 だに 花 S またる 、 を 年 S 内に もに ほふ： i かな 

年の くれに 友 をと ふ  "一 

年た たば 春 野の わかな まづ 摘まむ かねごと しに ぞけ ふは來 にけ る _ 

年の くれに 被す るかた を  k 

もろともに つもり 來に ける 天つ 罪 雪より 先に まづ やき ゆらむ 

歳暮 雪  一 

野 も 山 もみ ゆき ふれ ども ゆづる 葉の 春の 設け は をり もま ど はす 一 

年のと く 碁る  >- 心 をみ つねが 冬の 長歌に ょリて 

今朝より はし-ぐると 見えし 冬の 日の 傾く ま 、 に 年 ぞくれ 行く 

としのくれに 

. 五二七 1 


o 水上 は 白き 筋 水上 は 頭に 

なし. e き 筋 vj は 白髮。 


0 吳竹 のよ 竹の節 VJ 世 VJO 

〇 まで 来て ま ゐり來 て 0 


賀茂翁 家集 卷之ー $  力 二八 

くれて ゆく 年の はや 瀨の 水上 は 白き 筋 こそ 落ち まさり けれ 

これ はくしけ づり ければ 白髮 のま じリ てけ づられ ける にお どろき てよ 

めるな り 

年 ふりても との 身なら ぬ 心に は 春 もむ かしの 春 を や はまつ 

おどろけ どか ひなき もの を 今より は 月日 もよ まじ 年 もかぞ へ じ 

春 を まち 年 を 惜しみて いづかた に ふるとし もな くよ ぞ ふけに ける 

しはすに 閎 ありけ る としのくれに 

く ははれ る 冬 を もた  >  に 過し 來 てお ろかなる 身 を 今年 こそ 知れ 

都の かたへ にす まへ ど 人な みくなる 身に しも あらねば 春 をむ かふる 業 

とてな にごと を も 設けず さる は 門 さしてな ども あらねば のど やか にの み 

も あらず 木に も あらぬ 吳 竹の よの 中には 法 帥 ばらとい ひけむ も おぼえて 

われ だに いひ しらず なむ 人々 のまで 來て かたら へ る 敬 を 聞 けばと り，. 

に を かし かれ ども もとより おのが 心 を や る わざ なれば 人 になら ふべき に 

も あらず よしと てうら やむべき ことわり もな した 心 ゃリに 

年 くれて 松 を もた てぬ すみかに はおの づ からなる 春 やむ かへ む 


〇 むす * ひそめけ る 一 本 「そむな 

る」 

て ふ 風 飽き vj 秋 ミ を かけて 

戀 人に R はる  >  こ VJO 


4-! 


はじめて あ へ る 

初 尾花む すび そめけ る 夕 露に 秋て ふ 風 はふ かす も あらな む 

あ ひお も ふ 

甲い はぬ を 思 ひし ほどに くらぶれば 思 ふ を 思 ふこと ぞ すくなき 

わす、 りる 

風の こ ゑむ しの 音 を だに 聞 かじゃ はな どみ し 秋 を 忘れ はてぬ る 

しらぬ 人 

おも ひつ 、 ぬれば あやしな それと だに 知らぬ 人 を も 夢に 35- てけ り 

舊 戀 

かれし その 昔ば かり はした はぬ や 我 さ へ うとく 今 はなり けむ 

逢 戀 

かりそめの たのめと 人 や 思 ふらむな きて わたりし みよし 野の 里 

思 高 戀 

わが 戀は 雲居に 高き あし 引の 山の しづく を 袖に かけつ 、 

賀^^5ぉ家集卷之ー 戀欲  五 二 九 


o つま はじめ 


〇VJ こなめ 常 滑に 。永く 障りな 


〇 を ふ 生 麻. * 


賀茂翁 家集 卷之ー 哀傷 歌  ^f^三〇 

知 身 戀 

f  J れ、 ぞ f  J のうき 身 しらる ， つまなる をつ らしと 人 を 思 ひける かな 

つらき 身に あるべ きか はと 思 ひしる 同じ 心の いかで 戀 ふらむ 

待 空戀 

殘る夜 も 鳥より 後に まちえた るなら ひなければ なくく、 ぞ ぬる 

寄 瀧 戀， 

いはば しろ 瀧つ 山川と こなめ に絕 ゆる ことなく 逢 ふよし もがな 

寄霞戀 

はる 來 べき 方 こそな けれね ぬるよ の 夢より 霞む 春の あけ ほの 

おきて おかれし 

今 はた  > 袖の冰 となりに けりお きて 別れし を ふの した 露 

卷の くれ に 人 をお も ふ 

今 も かも こじまが さきに 勻 ふらむ 君に^る て ふ 山吹の はな 


〇 茂 子 姓 は 進 藤 又 筑波子 ミ も 

いふ。 土岐賴 房に 嫁す。 縣門 三才 

女の 一人。 筑诚子 家集 は 本 害に 收 

めた o_  ：  ：   1! 


哀傷 歌 

卯月の はじめつ かた 茂 子の せの 身 まか リ つ と 聞きて 花な どお くりけ るに 


〇 美 ほ 姓ば 加 |»0 薛の舍 す。 


〇 おん ハ ".パ お， 


〇 今き の 岡 大和 国吉好 都。 今 木 

の 外 山。 諸 墓 あり。 今來、 忌 を か 


〇 涙 川 涙の 多く 出る み-川に 整へ 

ていふ 語。 

〇5^ 昌 姓 は 藤 原 0 遠 州 曳馬 五社 

の 神主、 眞^の 師、 资曆ニ 年歿年 

六十 八， - 


〇 みなね か 三七日、 二十 I 日 忌。 


賀茂翁 家集 卷之 一 哀傷 歌 


さした る 1^ 

世の なかの はかなき 時 は ほと ， ぎす 鳴く ね も 殊に うら ぶれに けり 

美樹 がち 、のみ まかりた るの ち ひと，^ タ 郭公と い ふ 題 を か の 家に よむ 

とて その 歜兑 せた るつ いでに よみてお くる 

藤 衣 ふかく そむて ふす み の 色の 夕 ぐれに 問 ふ ほと ， ぎす かな 

ある もの の師の 忌と て 名所 懷舊と いふ 事 を 入の もとめけ るに 叫 の 末な 

りければ 

ほと 、 ぎす 今き の 岡に こ ゑ 聞けば た  >  なき 人の たよりなり けり 

五月の ころ いとき なき 子をラ しな ひける 人の もと へ 

さみだれの ふるに ますら む淚 川せ くべ きょし も あら じと. ぞ 思，.^ 

六月 十四日 は こぞ 暉昌が 身 まか りし 日 なれば としご ろの むつび わすれが 

たきに たよ リ につけて いひつ か はしける 

天の原 ふじ S 高嶺の 白雪の きえぬ る 時と 聞く ぞか なしき 

利 秋と しごろ ゎづら ひて 久しく あは ざリ ける に 七月 七日 友 古が まで 來て 

いにしみ な 月に なむ 身 まか リに ける 今 はみ なぬかば かリ にやな り ぬらむ 

. と いふ を 聞く に 心しれ る 友な りければ か へ す Js:\- も 悲しく 思 へ どか ひな 

五 三 一 


o つねな き 無常の 報 o 訃報 Q 

〇s 星 星." 


〇 あたらし や 可惜し や 0 


賀茂翁 家集 卷之 一 哀傷 歌  五三 二 

し 年 ごろ 好みつ る ことにて 今 は のき はに も 歌よ み つるな どかたる を 聞き 

て いと あはれ のす、 むに くちずさめる かぎり 書きて 友 古の もとまで おく 

りつ 露の 手 向 草に もとな り 

大か たも 驚かれぬ る 秋風に つねな き！^ の そふ ぞ かなしき 

なき 人 は いく 七日に かなり ぬらむ 彥星 ならば またも 見 まし を 

きくから にくやし き 事の くやしき は あはで 經る まの 別れな りけ り 

今 はよ になし と 聞く こそ かなし けれ あるに も 逢 はで 年 はへ ぬれ ど 

秋風の 空に 今 はと 行く 螢見 る/ \- き ゆる 世に も あるかな 

. これ はかの 終の 日に 螢の曉 に 影 消 ゆる よしをよ みし 故に それに なぞら 

へたるな り 

荷 田 在滿に はかに 身 まかりけ る 後橫瀨 侍從ぽ の 許より ふぢば かまに さし 

て 世 の 中 は あだなる ものと 知りつ 、も かからむ とし もお も ひき や 君 あ 

たらし や 露に し をれ し ふぢば かま かぐ はしき 名 は 世に のこれ ども 秋風 

に 荒れに し 宿の 女郎花 こ 萩が う へ もい か と ぞ思ふ 答 へ とりあ へず 書 

きて 蘇に つけて やがて その 使に やる 

みよし 野の かりの 命 はさ だめね どお のが 後 こそた のむ ベ きもの 


0 おも ひ 喪に a つて 居る こ *t„ 


風 を あらみ に はかに 散りし ふぢ 袴 香 だに や 多く 殘ら ざるら む 

今より はいかに こ 萩が 花づ まの をし かなき 野に ちり まど ひなむ 

宮城 野の 露に し をろ ， 秋获は 君が みかさの かゆた のむな り 

父のお も ひに て ありけ る ころ 

浪の上 を こぎ 行く 船の 跡 もな き 人 を： Ht- ぬめのう らぞ 悲しき 

茂 松 庵と いふ 寺の もりの 陰に おく つきあり 

しけり あ ふ 松 かけに 君 をお きしょり 風の 音， ) そかな しかり けれ 

ふるさとに まう で 來て又 ほどなく あ づ ま に歸、 りむと する を 母 は 、りから め 

こ は 更なり たれかれ 別れ をし み 涙お とす を 見き くに いはむ かたなう かな 

しくて 

わかれ 惜しむ その 人々 の 袖の露 を あつめて しほる わが 淚 かな 

母君むな しくな リ給 ひぬ ときく にな >f とせ こなた 夢に のみ 見なら ひ つ る 

ま 、にう つ 、とし も おぼえね ど しらする もの は 淚にぞ ありけ る いかで 今 

しばし すぎば こ、 にも かしこに も ゆきか ひて ともに 住みて むとの み老の 

たのみ を かけわた りし を か ひなく かなしき 世に も ありけ るかな 今 は いか 

にせむ 


資茂翁 家集 卷之 一 哀傷 歌 


五！ 一 


0 ふりに ける 身 吾が *R 齡の身 


〕 から 衣た ちね ふ 人 妻 を さす- 


0 めぎ み 女 君。 


ころも、 ぬの 


〇 あらたへ 荒拷 

ぎぬ、 f 晓 はらに か 、 る 枕詞。 こ 、 

にて は袂 にかけ た。 

〇 袂の露 や 云々 一本 「ま そで を 

くた す 露 やしゅけ む」 


賀茂翁 家集 卷之 一 哀傷 歌  五 三 四 

應が ねのより あ ふこと をた のみし も 空し かりけ りみ 士  n 野の 里 

今 はと も 人 を 見 はてぬ くやしさ は 我が身の つ ひ S 世に も わすれ じ 

妻の 身 まかりけ るに 

我がの ちを賴 みし 人 は 先 だち て ふりに ける 身 をい かにして まし 

ある ゆ ふ ベ 

色 か はる 萩の 下葉 を ながめつ ， 獨 り ある 身と なりに ける かも 

夜 を ふかして 

から 衣た ちぬ ふ 人 も あらな くに 秋 は 夜寒に なり まさりけ り 

こ、 かしこ ぁリ きつ >r 家に か ヘリて 

妹が 門いで いる ごとに はや 行きて はや 歸 りこと いひし 人 はも 

八 HQ 十五夜に は 尾花な どか め にさして 月め で つ る を さる わざ もな し 

先 だち し 人の たもと か 花す ， き 今 は それ だに 見えすな りに き 

橫 瀬侍從 のめぎ み の 身 まか リ給ひ しをりに よみて まゐら せけ る 

をし か 鳴く を かべ の 萩に うら ぶれて いに けむ 人 をい つと かまた む 

かぎり ありて 深く は そめぬ あらた へ の 玦の露 やち、 V にお くらむ 

ある 人の 十七 年の 忌に かの よみた る 歌 を 句の 上に 分ち 置きて 三十 一 人に 


〇 心しら， ひ 心 構へ する こ VJ〔 


〇？>t_ 月三英 幕府の 醫官、 阈學を 

眞 淵に 舉. び、 又 服 郭の 門に 遊 

0 おきな 草 • か はらいち-、、 JO 叉 菊 

の 異名 0 


〇檢 わり-、、」 検 にて 造れる 破 子 

〇 ついが さね 衝重、 檢の 白木の 

方形なる 折 數に臺 を 重ね、 三 2P! の 

形の 如き もの 0 

〇 五 菜 冗果、 桃、 李、 杏、 楽、 

栗な，〕】 五 種の 果物。 

-〇 つ はい もち ひ 椿 餅、 椿の 葉で 

包みた る姘、 獄^の 會には 定まり 


歌 もとめけ るに て を かみに て かなしみの 心しら ひして 遠禱 衣と い ふ 事よ 

めと あるに 

照る 月に ころもう つなる 里 遠み 天が ける らむ聲 かと； て 聞く 

ある 人の 妻う せて 後 題 を 分ち て かなしみ の 歌 こ ひける に 九月 盡を 

秋 くれて 野 風た つなり 白露の 玉の ありか も あす やた どらむ 

ある 人の いたみに ター 浴 葉 を 人 にか はリて 

何となく 人の こ ， ろ もみだる 、 はもろ き 木の葉の 終の ゆ ふ 風 

望月 n 一英の 父 草庵が 一 周忌に 題 を わかちて 歌 もとめけ るに われ もい とし 

たしき 友な りければ 寒 草 霜と いふ 事 をよ めと あるに 

かぎり あれば 終に 枯 野のお きな 草いた く 霜の 末ぞ かなしき 

神無月の 比 井上 河內 守の 母君み まかりた ま へ り 守 はみ ちの くの 岩 城に お 

はす ほどな りたより あれば みけし きと むら ひま ゐら すつ いで に 檢ゎリ ご 

1 かさねつ いが さねに おきて 內にー つに は 五菓ー つに はつばい もち ひ 入 

まつ G ふ かつ 

れて つか はしける それが 中に 松 子は韓 のな れぱ わり ごの ふたの うらに ち 

ひさき 紙に 書きお したる 歌 

常なら ぬ 嵐 をいた み うつせみ のからの 木 S 實も 散りに ける かな 

贺茂翁 家 橥卷之 一 哀傷 歌  五 三 -五 


賀茂翁 家集 卷之 

〇 河 津長夫 國學 者、 眞^の ixo 


哀^ 歌  五 三 丄ハ 

河 津長夫 はす めら 御國の 書の 學びを わがみち びきつ るに もとよ リ からの 

書 をよ くよ み つれ ぱいと 才 ことにして いにしへ にか へる こ  ろざし ふか 

かりつ る を ゎづら ひて 十月 十七 日に 身 まかりぬ と いひお こせた る を 聞く 

にいと くち をし その後と むら ひっか はすつ いで に 美樹が もと へ 

わが 道 もさ そ はむ 人 をぬ ば 玉の よみに おくりて まど ふころ かな 

となむ 又 長 夫が 今 は の 時 ますら を はむな しくな リ てち、 は 、のな げき を 

の み や 世. に の こさ ましと い ひて また われ はこ >f ろざし とげざる をつ ぎて 

名 を も あら はして よな ど美樹 にい ひお きしと ぞ 此の 歌 は 憶 良の 大夫 のま 

すら を やむな しかるべ きょろ づ世 にかたり つぐべき 名 はたたず してと い 

ふ をお もへ るなる べしい と あはれ に こそ また 菊の花 をお くると て 

白菊 は 冬 だに かくて ある もの を まだき 消えに し 露の かなし さ 

ほかながら ほかなら すし も 悲しき にう ちのうち こそ 思 ひやら るれ 


〇 すがの あら 野 信 8SE 松 本 市の 

南 西に あたる 堆方 0 


〇 ふみわけし 云々 I 本 「かけ そ 

めし 木 曾の かけ； 0 の あれ や も ある 

かな」 

〇 こよろ ぎの 碟 こ ゆるぎの 磯- 

相 mas 酒 勾 川 大»|  ./」 の^の >sbo 


賀 茂 翁 家 集 卷之ニ 


凰 


しなの なる すがの あら 野 をと ぶ 鷲 刀 つばさ もた わに ふく？^ かな 


山 


下野 や 神の しづめ しふたら 山 ふた 、 びと だに 御世 はう ごか じ 

嫌 

あめなる やおと たなばたの 織る はたの 手玉み だる ， 山の 瀧つ 瀨 


ひ ：？ 


くも も 


陰 高き 高 根の 檜 原 そまた てて とる や 雪 居の 宮 木な るら む 

道 

いにし へ の奈 良の 御世より ふみわけし 木 曾の 坂路の なれす も あるか も 

ま 


百く まの あらき はこね 路 越え 来れば こよろ ぎ S 磯に 波の よる 見 ゆ 

貧 茂 家集 卷之， 二 雜馱  五一 二 七 


賀茂翁 家 築卷之 一 一 雜歌 


五 三 八 


〇 み もせき まで 一本 r 大 江の 

水 raj に」 

〇 いづ 手 舟 伊豆 國 より 造り 出せ 

る 船、 又 £ 手 舟の 義 0  I 手ば 艚ニ 

挺 を いふ 故 十 挺艢の 舟、 十 人 漕ぎ 

の 船 0 


〇 うら 安の 國 安泰なる 國、 日本 

國の 異稱。  > 


〇 稱 えぬ 歌に ぞ云々 一本 「歌 は 

JS ぇゃぞ ありけ る」 


〇 此の世の I 本 「千里の」 


おきつ かぜ 吹きに けらし なむ さしの 海み ともせき まで いづ 手 舟よ る 

釣 舟 

大魚 つるさが みの 海の 夕な ぎに みだれて いづる 海， H 小舟 かも 

琴 

あ ふさ かや あづまて ふ 名のつ まごと は淸 水に こ ゑの 通 ふなり けり 

笛 

うら 安の 國 ぶりし るく 萬 代に くだて ふ 笛 は 音 をた えに けり 

鼓 

うた 舞の いつ ， の ふし も 鼓て ふ ものの 音な くばう ち も わかれじ 

その かみ はいつ ぬき 河と しらね ども 流れて 絕 えぬ 歌に ぞ ありけ る 

書 

見 わたせば しもつ 此の世の くま もな し 古り ぬる 書 や 高嶺な るら む 

倭 文 

いにしへ の しづ はた 衣き し 世， ) そお りたち ての み 忍ばれに けれ 


〇 みつのから 人 三 @0 


〇 ラ つゆ ふ 虚 木綿、 内方 * ラっ 

ろに まきたる 木 sgo 內 のせ まきに 

より ラらせ はきの 序詞 ミ す。 


〇 世 にも あるかな 

そ あり けれ」 


本 「世に こ 


まことが 家に 布引の 瀧の いはほの くだけ をす ゑお きたる を 見て 

布引の 瀧の たぎつ 港お とに 聞く 山の 9^ を 今日 見つ るか も 

！ ！巖と い ふ こ と を 

沖つ 船 手， M すらし も 岩波の たてる あり そに か ， る しら ゆ ふ 


か. 1- のっか ひ 


nT.rr.y-i*、；f)r/^t4^:—-、  ；' ktoo これ は 五月 S 人の 来べき にて 此の SB を 出しつ 

四日 枝 家に て韓 使 と I ユ事を 省ば かく まで 涞 たる 事な きに、 近き 御世に は 


めづら かな 

れ £5 なむ 


あ づ- 


東路、 W ふじの 高ね の 高 しらす 君が 世 あ ふぐみ つのから 人 

御：. ま ラで せる こ、 ろ を 

世の中に なに をむ さほる こと もな し 金の みたけの！： ぞ しるら む 

よのなか はと あるに も かかる にも なづ まずば なに か經 がた からむな どい 

ひ あ へ リけ ると きよめる 

かた-: ZG やまべ うつ ゆ ふうら せば く 誰か こ S 世 を 行き そむ くらむ 

題し、 りず 

眞柴 たく はしば の 里のう す 瓦お も ひく だくる^ にも あるかな 

伊久 米 の 君 へ あかき 木 のみ を 奉る につけて 

千 はやぶ る あけの 玉が きそ を だに も 越えて ぞ とりし 君が みために 

賀茂翁 家集 卷之ニ 雜欲  五三九 


集卷之 一 一 雜 


ff? 四 〇 


〇 飛 驛 人 飛驛匠 古昔 飛 驛國ょ 

り 毎年 交番に 京に 上って 公役に 服 

せし 工匠 0 又 大工の 稱。 

〇to 水 宴 古、 流水に 杯 を 流し 詩 

を 51： して 遊ぶ 0 支那より 傳 はりし 

風流なる 宴 0 禁中 御 溝水に て 催さ 

れしミ いふ 0 

〇 よ 5.- を 一本 「よ 5j み」 


〇 魚彥 揖取魚 蜜。 下 番取 ^ の 

人、 ssi 、淵の 門 人魚 彥 家集 は 本 « に 

收む 0 

〇 紅 子 片野紅 子。 和歌 を眞 淵に 

學ぶ。 紅 子 歌集 あり。 


山 本の をぢは あが 母の すみけ る 岡 部の 宿の 前 わたりす る ごとに かならず 

とひた うび たる 人な り 今 はかくて 海山 を へ だてて あれ どい かで か 忘れむ 

さる をい にし 年 其の 國 わた リ すぎ つれ ど いそぐ こと ありて ぇ訪は ざり し 

こそ 口 をし けれ 今 はかた み にしらぬ 翁と なりに て あるら めど 心 をし る ベ 

として 今一 度む かしの こと あ ひ 聞え むと て猶思 ひわた る 

ふるさと びと 

雲の 居る とほつ あ ふみの あは はやま；^ 鄉 人に あはで やまめ や 

飛驟 人と い ふ 事 を 

墨繩の まさしき 筋を傳 へ なば あらぬ たくみ をな すな ひだ 人 

ffl 水 宴 

こくす ゐの えに のかた を 

いはば しる 水の 玉う きょ ど をな み 心お そ さの 見えに ける かな 

枝 直の 家に て 紙 緣の屛 風に 雪の ふりた るに 人々 舟に のりて 見る かたかけ 

る を 

白雲の 中に ながる ， 天の河う ききに のれる 今日に や は あらぬ 

魚彥が もとに つど ひて その 所の 缺 とてよ める 

かとり がた 千 重の 潮瀨 をせ きあけて 浪德 にたてる 神の みと かも 

紅 子が 久しう ゎづら ひたる をお や のかな しう おも ひて 宮づか へ はかた へ 


OIK や as? く 釜の ある 小屋 o 


0 きかせて しがな てし ば 通 去完 

了、 但しが なの 願望の 意 を强む 0 

〇 しがら き 信樂 0 近江國 0 


の 入 くるしければ とて 钩 いとま をし ひて 申し 請 ひて ければ 御氣色 あしう 

て钩 いとまた びつ る を ひとりな げきて 秋の ころ やつれ ゆく たもとの 44 の 

うへまで もお もふく まな き：：：： J はと ひけり と い へ る をき きて 

行きめ-ぐり なぐさむ 時 も ある もの を 思 ひぐ まなく 月な 眺め そ 

岩 水 寺 此の 寺の；！ S につら、 石 VJ いふ あり 

岩 水の しづくの 洞の つら、 石い くつら く S 世 をか經 ぬらむ 

屋代山 

四方 も 皆 かべ たちの ほる やしろ 山 大國玉 やつく り ましけ む 

慶屋煙 遠 

激ゃ だに まれなる 浦の よそめに は 煙の 末 も 寂し かりけ り 

海 眺望 

はり まがた せとの 入日の 末 暗れ て 空よりか へ る 沖の つり 舟 

山 雨 

しがら きの 外 山の よるの 雨のお と を 都の 人に きかせて しがな 

田家 鳥 

なるこ 引く 門 田の 稻の ほど もな くた ちて はか へ ろ むら 雀 かな 
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いちは やき 海 稜咸畏 き 


0 よしの 山の 歌 r 吉野 山み ねの 

白 t マ S み 分け て 人り にし 人の 駄ぞ 

戀 しき」 を 本 歌 0 


0 人 VJ ある 世 人 界に生 を 受けて 


賀茂翁 家集 卷之ニ 雜歌，  五 四 二 

松 ギ備後 守の 秋 葉 社に 奉る とてす めら る  >- に 社頭 杉と いふ こと を 

ぃく代^？^ぬ いのる しるし も いちは やき 國っ 社に たてる 神 杉 

古寺 鐘 

よしの 山 入りに し 人 は 音せ ね ど 夕の 鐘に ありか を、 ぞ 知る 

よそに 聞きて 思 ひ 入る こそ あはれ なれみ 山の 寺の 夕 暮の鏠 

釋 敎 

ながれ 來て あづまに ふかき 法の 水 この 行末 は いづち な るら む 

述 ■ 懐 

たま-/ \ に 人と ある 世 をう き 時 は そむか まほし く 思 ふ はかな さ 

獨 述懐 

おも ふ 友 あらば うれしき 身なら まし ありの すさみ は ある 世ながら に 

寄 風 無常 

花 もみ ぢさ そふ 色香 を 惜しむ まに 身の 卷秋も 終の 夕 かぜ 

祌 山元 廣が年 ごろ 吹きたり しひち りきの したの い と 多 かる を 牛が 島の 長 

命 寺 のうちに うづみ て その上に しるしの 石た てて 人々 に 歌よ ませけ るに 

よめる 其の 石 は 大きなる 椎の もとにた てりけ ns 


O しづえ 下お o 


〇 雪 立ち わたる * 

なる」 


本 「雲 ぞ 立つ 


〇 刺 竹の 枕詞 0 君、 大宮 等に 冠 

する 0 

〇 殿 田 安 宗武、 將軍 吉宗の 次子 

松 平定 の 父。 明 和 八 年歿年 五十 

七。 その天降言は本*^3に收めた0 


岩が ねの 椎が下 かぜ 吹き 傳 へいく よろ づ世 かおと にき こえむ 

稻 一お： 求已齊 冬の 欲 ども 書きて 筆く は へて よと てお こせた る を 物のう へ に 

おきつ るに よさり 雨の もりて しみ づきたり ければ たは むれに よみて かた 

へに 書きつ けて かへ しける 

もる 山の しづえ をのみ と 思 ひしに 人の ことば も 雨 は そめけ り 

茂樹が 天の 橋 立 を 見て 松の 枝 を 折りても て か へ りつる それが 欲よ めと い 

ひければ 

わたつみの 波 もて ゆへ ろ はし 立の 松 を かざしに 手 をり つるかな 

十二月の はじめつ かた 傳 通院の 室に まう でた るに あけむ としは 繪上寺 へ 

う つ りて 大僧正と 聞え むまう けうち^ \ ぁリ ときき て 

朝日影に ほへ る 山に むらさきの 雲 立ち わたる 春ち かみ かも 

枝 直の ニ郞 のうまれ てはじめて 神 まう でせ させけ るに よみけ る 

とこ 世 もの 世に かをるべ き 種 なれば： i の 宮居の 神、 ぞ知 るら む 

やん ごとな き 御 ま へに まう す 

みたみ われい ける かひ ありて 孰 竹の 君が みこと を 今日き けろ かも 

寶暦四 年 霜月 殿の 四十の 御賀の 宴に 侍りけ るに 夜 ふけて いらせ 給 ふ をり 

賀茂翁 家集 卷之ニ 雜欲  五 四 三 


〇 こ vj いみ llnl 忌 ， 忌みて 言 は ざ 

& こ、、 J 0 遠慮し て 物 富 は ねこ i 


0 はて や 一 本 「ばて じ」 
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掏ぞ ぬがせ 給 ひて 眞 淵に とてた ま はせ る は いと 多 かる 人々 の 中に ていと 

おもだた しく 侍る もお も ほえず かたじけな きに ことい み をし もえし あへ 

ぬま >t に 

あふひて ふ あやの みぞ を も 氏人の かづ かむ ものと 神 やしり けむ 

おのが 遠つ おや は 山城 の贺 茂より いでて 文 永の 頃に は 遠 江の 岡 部の 鄕 

をた ま はれる 綸 33 など もぁリ けり その後 ふたら の宫の 大神濱 松に まし 

しころ 御 軍に いそしと てお ほん 太刀 をし もた ま はせ し を 其の後 はさる 

さまの こと も あら ざり しにお のれお ぼえず 御 絞の 御衣 をた ま はれる か 

たじけ なさい はむかた なし 

覉旅歌 

ふるさとに あからさま にか へ らむ とする を 終に は いか にさ だめむ とする 

ぞと いふ 人に 

ふる 鄉 にと まりも はてす 天 雪の ゆきか ひての み 世 をば へ ぬべ し 

ふるさとへ かへ らむ とする 時人に わかる とて 

わかれ 行きて 又 初 鳴と ともに 來 むめ づ らしと 思 ふ 人 も あり やと 


〇 よの子 姓ば 鯓殿。 ^門 三 才女 

の 一 人。 S, 佐 保 河 は 木 «J に收 

めた， - S  r 谅月迨 草」 あり。 

〇 分け 行く らし も 一本 「分け ぞ 

ゆく  U- む」  ぶ 

〇 ひきもの 神 祖 神の 異名 ■ 


0 ぬ さしろ 幣 代。 


〇 木 の 山 豐後 由 布 S5S„ 


よの子が 信 濃路を へて 紀の くにへ ゆく に 立ちに し 後お も ひやり てよ める 

け ふ も かも 分け 行く らし も 大き そや をき その 山 の 峯 のしら 雪 

紅の ひきもの 神 もま もらな む 旅 ゆき しらぬ 君が ゆく へ.^ 

なに はへ ゆく 人 をお くる 

百 づたふ 五十のう まやになる 鈴のお とづれ を だに たえす せよ 君 

旅行く 人 をお くリて 

よく 行きて よく かへ り來 てたら ちね のか はらぬ みまへ はや 拜 みませ 

紀 量が 後國 にか へる をぬ さしろ とお ぼしくて いろくに 染めた る 紙に 

書きつ けけ る 

たらち ねの いは ひて またむ 木綿の 山 こえむ 日までの 手 向に はせ よ 、 

ある 人 七月 七日にまで 来て こたび 難 波に いきて 来む 年の 秋た むか へ り來 

ぬ ベ きと いふに 

たなばたに いかになら へ る 君 なれば 久しき 程 を まてと いふら む 

大祌 15. 守が 土 佐の 國 にか へ るに わかる とて 

むさし 野の 夏野の しけく おも ふ 事い ふべき 人に け ふや 別れむ 

f^&i  i»  、  、  ^  ^  ^LrfA^^V こ！ ば 松 平 能 登 守の 家臣に て 

伊. S 力！ お へ 力 f ら t とする ォに美 濃 國 岩 村の 城 を まもれり 
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賀茂翁 家集 卷之ニ 物 名 


五 四 六 


〇 みやこべ の 云々 能 因 法師 「都 

を は 霞 V.- 共に 立ちし か.〕」 秋風 ぞ吹 

く 白 川の 歷 (後 拾遺 九、 转旅) 

〇 ゑ じ ま 淡路島の 北端の 東 0 


〇 あら ぞめを 淺 紅に 染めた 苧 0 

0 あらそめ を 多み 荒磯に 海 布 

(め) 多き 故 0 あら ぞめを かく。 


み. * と 


天 飛ぶ やつる の 郡 をい く 千世の ゆきか ひぢ とか 君なら すらむ 

旅 歌と て 

あし がらの 關の山 ぢを北 ゆけば 空 も を ぐらき こ  >  ち こそ すれ 

覉中關 

みやこべ のた よりな りけ り 白 川の 閼 行く ほどの 秋の 初 風 

籍中海 

はり まがたい かで 都の つとにせ む ゑ じ まの 波よ かくよ しもが な 

覉中 時雨 

都いで て 露 をい かにと 思 ひしに 時雨 ふるな りみ やぎ 野の はら 

物 名 

しもつ ふさ 

神代より 弓矢 は 手に- ぞ ならし もつ ふさ はしからぬ 人 やなから む 

茂樹が 家に て 敬よ みける に あら ぞめを 

义ぞの 海 やちし まの あらそめ を 多み あら はれぬべき わが 思 ひかな 


〇 いで ゐ 應接 


洲 S の 形 を 摸して 作りた 

る もの 0 整 上に 景物 (木石 花鳥 等) 

*- 設けた る もの 0 洲溶 a_r 


〇 お^子 ^！；にて造りたる^子。 

成 子ば 白木で 作れる IS 常 箱、 中に 

しきりが あり、 かぶせ 蓋 1 の や 

うな もの 0 


賀 歌 

いで ゐを いにしへ ざまに つくりけ るに 九月 二十 六日 人々 つど ひて ほぎ 欲 

よみけ るに よめる 寶暦五 年の 秋な リ 

飛驛 たくみ ほめて つくれる 眞木 柱た てし 心 はう ごか ざら まし 

これ はけ ふつ どへ る はわが 古の 書の 學 びの 近った ふる 人々 なれば かく 

い へ り 

十 一 月 十九 日 殿の 大 ひめ 君 へ みちの くの 守 どのよ リ むすびの 物 ま ゐらせ 

らる 、にお のれ も 御 ふみ 御手なら ひの 事つ かう まつれば 大 かたなる ベ か 

ら ねば 洲濱 泰れり その さま かきの 具ながら なる を 島に て 作れる 松 をた て 

て笹 など 本に あ リ又鏡 二 つ を 水の かたに して そ 0 鏡に しろいものして © 

のなら びて とぶ かた を かけり 歌 も 小さくて 波の かた にかき つ 其の 歌 

大ぞら に はね をなら ベ て 飛ぶ つるの 千年の 影 はけ ふより、 ぞ む 

と ぞいと 興ぜ させ 給 ひて こがねな どた うび つ 長 門 どののお ほば 芳林院 尼 

君の 七十の 賀 に養壽 尼が 槍 破 子 調 じて ふたと みに 鶴と 龜と を數ぉ ほく 書 

きたる をまゐ るに 歌よ めと 殿のお まへ のお ほせ ごと ありければ 

賀茂翁 家集 卷之ニ 賀获  . 七 


o うす やう 鳥の 子 紙の 簿 きもの 


〇*st 杖 IsivJ 名、 づ くる 木に て 

造りし 杖。 漢甞に 見 ゆ 0  . 


〇 玉ち はふ 人の 靈 魂に 幸福 を與 

へ て 助ける こ VJO 

〇 さい はひ菱 幸菱、 紋所の 名 0 


ol^ 舞樂の 渉 調の 曲の 名 


賀茂翁 家集 卷之ニ 賀歌  ffjit 八 

天つ ちに 千と せの ためしお ほかる は 君い はふ 今日の しるしな るら む 

とて 靑 きうす やう を いとち ひ さく 切りて 松の つくり 伎に つけて そ へ』」 リ 

此の わり ごな ど は 殿のお まへ にき こしめ してて ぅぜ させて 養壽 にた ま へ 

る をお くりたり また わり ご に 松の 實 いるべき にて 

君が 身に こもれる 千世 は ある もの を 松の みとし も 思 ひける かな 

よし 田の 家の 母と じの 賀に 秋の 祝と いふ こと をよ めと あるに 

ことぶ. きをよ し 田の 里に かる 稻 のち 5, の 年 ある 人ぞ たのしき 

おなじ 賀を みほ子の する にす はま 杖な どてう じて よと いひお こせつれば 

てう じて つか はしける 其の 杖の 欺 もと むれば ふるき 例に よ リて靈 壽杖を 

つくれる 其の 袋に ぬひつ けたる 歌 

玉ち はふい のち ありて ふ 此の 杖 は 君 こそつ かめよろ づ 代までに 

しろがね 

杖の 長さ 三尺 六寸 五分よ このはし ともとと を 銀 して さい は ひ 菱に作 

りて はる 同じ 菱の紋 をゑリ つけたり 又 鳩 はよ この 上の かた へに つく 頭 

背 尾な どうす 靑に黃 を まじへ むね 鳩の 色な り 採 桑 老の樂 の 杖の さまに 

なら へ り 昔の さま なれば なり 中顷の 世より は 古今 集に 白が ねに て 竹の 

杖 を 作りた るよ しある にの みよりて 竹の 形に 銀に て 同じ 葉 をつ くリ乂 


〇 あしゅ ひ 足 結、 上古 袴 を か、 

ゆて 結. び 固む る帶の 如き もの 0 

〇 かんす ゐ石 大理石の I 種。 

〇 か、、 つけ わた 被 綿、 古、 十二月 

御佛 名の 時、 導師 又は 衆 僧に 賜 は 

るお 


鳩 をば よ こ 木の かはリ にやが て それ をに ぎりて つく やう に 作る めれ ど 

古今 集なる は 珍ら しく 欲に も かな へむ とて の わざに してさせる のリぁ 

るに は あら ざな リ賀に は 窠壽杖 こそ 唐に もや まとに も あと ある 事 なれ 

又 袋の 形 も 今の 世に すなる は いか にぞゃ 寳劍の 袋の かた こそ かかる も 

の の 袋の 古き かたなれ されば それになら へ リす はま は 菊 小 松 さ 、など 

を 作れり あか ねの 权を 鏡に とがせて 下水の 流れ をな せり 花の 影お も 

しろく 見 ゆ 足 はさぎ 足に てあし ゆ ひの 紅の 組 あげまき ゆ ひて たれたり 

裏 は ご ふんみ がき 上 によき すなご かんす ゐ石 など をお き つ 

松：  牛備後 守の 七十の 賀に 菊に よせて ほぎ 歌よ めと あるに かづけ わたに そ 

へ てま ゐらす 

萬 代 を 君と もな ふとき く なれば 花の 眉し も ひらく 秋 かな 

ある やん ごとな きわたり の 贺に菊 を もてよ めと ある に 

むさし 野 S 1 本 菊 を 生した てて かぎりなき 秋の 露 を まて 君 

松 平 遠 江 守の 六十の g に 鶴 千年 友と い ふ こと を践 は 

この 殿に なに はの こと- S 千世 は あれ ど 契りし るき はなる ゝ あし たづ 

意 成院權 僧正 行 ひのしる かれば 今年お ほやけ よ り 御寺 t おら しめ 袷 ふ 僧正 

贺茂翁 家集 卷之ニ 贺耿  五 四 九 


〇 こ vj ほが ひ こ VJ ほぎ の Msao 

富 祝。 祝賀 „> 

0/」 ぶさたて 枕詞 0  ，一一  ぶ さは 古 

普 樵 夫が 木 を 伐り たる 時 その 枝 を 

折り 切株に 立てお きて 山 神 を 祭り 

たる もの 0 


〇 あゆる 肯ゅ so あやかる _> 


〇 潔の 敏樹 國 學を眞 淵に 舉ぶ 


賀茂翁 家集 卷之ニ 賀歌  AH-〇 

七十に しもお はする を 侍 ふ 人の ことほが ひする に 歌よ めと すすむれば 

とぶ さたて いは ひて つくる 此の 寺の 佛の よは ひ 君 もへ ぬべ し ， 

奥山の よ 川の 杉に しるし 得て 世 をい のる 君 は 千世 もへ ぬべ し 

くす し津輕 季訟が 父の 五十の 賀に 

龜 山の いく 藥 ある 宿に しもい はふよ はひぞ かぎり 知られぬ 

ある 人の 賀に松 延齡. M とい ふこと を 

世の中の 友に は あゆるなら ひ あれば 松 をした しむ 齢し るし も 

ちの くになる 人の 五十の 賀に 松延齡 友と いふ こと を 人に か はリて 

ちぎりて は籙が 島の 松が 枝 もお も ひへ だてぬ 千世 を こそへ め 

ある 女の 五十の 賀に卷 祝と いふ こと を 

十 か へ り を まつ ほど 遠く わかえ つ  >  いくらの 春 か 花 かづら せむ 

源の 敏樹が 母の 七十の 齢 を 芝と いふ 所の 海の つらの 家に てこと ほぎ すめ 

るに 欲よ めと あれば 

わたつみの 常世の 波 を よるべに て 祝 ふよ は ひ は數も 知られす 

遠 江の 山の おくなる 浦 川と いふ 所を廣 くしめ てす まふ 雛 島 まさち かとい 

ふ 翁 今年 七十なる を 我 も 遠き ゆか リ あれば ことぶきて よと 遠々 にい ひお 


o*^ts まさし かりけ り 一 本 「末 

ぞ まさし かりけ る」 


0 こ-' のそぢ まり 八つ 九十 八 


〇 平 春 道 村 田 春 海の 父 0 江戶の 

S 商。 ss?s を 己が 居 宅に 招きて BB 

皐を 受け 子弟に も舉 はしむ 0 


こせし かば よみてお くる 

まさか 山お くやまつ み をい は ひつ  >榮 えむ 世々 はかぎ り 知られす 

人の 賀に杖 をお くると て 

やま 人の 桃の しもとの 手つ か 杖 君 こそつ かめ も.' とい ふ 世 も 

人の 七十の 賀に 橘に よせて 

橘の 陰に 道 ふみ、 つらと へ ば千世ゅく末はまさしか.^^けり 

しはすの はじめ 秋田泰 林の 六十の 齡を その子 泰因 がい はふに 竹不改 色と 

いふ 事よ めと あれば 

くれ：^ の 雪 かきわけて ちぎる に は 千世 S 色， 〕 そこと に 見え けれ 

年 さむき あらしに かれぬ 宿の： b はいで そよ 千世の 友に ぞ ありけ ろ 

わが 友 を 竹のと もと もい は ひお きて 風に 雪に も かれ じと.  ぞ思ふ 

こ- -の そぢ まり 八 つなる 人 をい はふむ しろに 竹 をよ めと あるに 

くれ 4： の 世の 長 人の すま ふなる 千 ひろ あろ 陰に 我は來 にけ り 

平 春 道が 父の 賀に 竹に よせて ほぎ 馱 よめと もとめければ 

人の子の 千代 もとい はふ ま f  〕 とに は： b の心ぞ さぞな びくら む 

まき 田 永 正 は 、の 六十の 賀 しけり 妖 よみてよ と あるに さる ことなり むつ 

賀茂翁 家集 卷之ニ 賀歌  五 五一 


賀茂翁 家集 卷之ニ 賀歌 


五 五 一 一 


〇 かゆ ！本 「たて」 ミ 誤る Q 


0 しらね なれ はや 一 本 「こしの 

しらね か」  ： 


0 長き よの 一 本 「よもな がき」 


〇 いつはの 松 五葉 松。 

0 枝 ほ 姓 加 藤。 町奉行の 舆カ。 

家集 東歌 は 本書に 收む 0 


ましき ちか どなりな わば 大 かた にや はとて 竹の 枝に つけて つか はしける 

いは ふなる こ、 ろへ だてぬ 中垣 はこな たの の 千世 も ゆ づらむ 

ある 人の 七十の 賀の むしろに て 月 前 竹と いふ 事 を 

よろ づ世 にす むべ き 庭の 月 なれば： b をう ゑて やかけ 宿 すらむ 

義陳が 母の 六十の 賀の屛 風に 十二月 竹お ほき やどに 雪 ふる かた を 

わが 宿の 件の は 山に ふる 雪 はしらね なれば や 消 ゆる 世 もな き 

武箅が 母の 五十の 賀の 月次の 屛 風に 八月 十五夜の かたかける ところに 

長き よの 秋の なかばに いと 、乂 しく 暮 るれば いづる 月ぞ たのしき 

また 十二 M 松 竹 ある 庭に 雪 ふれる 所 

松が え も 竹 もけ ぢ めの さま <\ に 千世 を こめた る 宿の 雪 かな 

人の 賀の屛 風に 十二月 松に 雪つ もれる かた を 

雪つ もる いつはの 松の いつもく か はらぬ 年 はくれ ぬ ともよし 

永 正が もとにて 枝 直周武 など 歌よ みける に 此の 近き ほど あるじの 母の 賀 

しける 名殘 にと て猶 祝の こ >! ろ を そ へ てみ ゆる もの を 題に て はやく^き 

たる 梅 を 瓶に させる を 

萬 代の 春 まつや どの 梅 なれば いと はや かめのう へ に きけ り 


〇 永世 接 田 榮樹、 延享 年間 e: 消 

に從ふ Q 

〇 みは かしな 枕 ssr- 

0 玉 まき 玉に て 飾りた る 美しき 

しろ 五一：： 代 も ある S き 田 

S 百 代 田。 代 は 上古 田地の 面 sts*- 

はかる に 用 ゐた語 0 


0 阿波 守 杉 浦 S 滿。 is 松の 

入、 s*iS の I： 人、 阿该^|<-"/』稱す0, 


〇 御 fs 山 信 sals 訪都 今の 富士 

見 峠。 


〇 天の 中 川 天 親 川。 人の 用ゐ 


まきを 

おく 山のお く 霜 やた びかさぬ とも 眞 木の みどり は 千世に か はら じ 

永世が 六十の を 其の 子千國 がい はふ 時よ める 

みは かし を 玉 まき 田 ゐの五 百し ろに 千 五 百の 秋の 初風ぞ 吹く 

とよく にの 小 笠 原 氏の 家人の 六十の 贺に歌 ひとつと 白^の ぬしの せち 14 

いふに かかる こと 世 に 多き をう とき 人 の はかた くいなび のがる >1 を この 

人の まれに もとむ るに は いか はせ むと てとり あへ ず 

豐國 の纔の 山の 松に かけて 髪 S みどり も 千世に， ) そ： Et- め 

阿波 守！！ 滿ぉ ほやけ に まう す 事 ぁリて わが 家に ある 比 人々 とひ 来て 歌よ 

みける に 寄 神 祝と い ふ 事 を 

A さや *♦ 

君が 世に 神の 惠 みの 露 そへ て 御 謝 山 もとのう みぞた えせぬ 

この 國滿は 遠江濱 松の 識方 社の 大 祝な りさて 信浚阈 なる 此の 大 神の 社 

わたりに 月 池 星 池 をい ふ あ リ御謝 山の ふもとな リ その 池の ほと リに 天 

つ 露 日 ごとに ふれば 此の 池の 水た えずな がれうる びて す はの 海に 入る 

その 海の ながれ 遠 江の の 中 川に おっとな むい ふ 

鶴 千年 友と いふ 事 を 人に か はりて 

賀茂 翁 家集 卷之ニ 貧 狭 


賀茂翁 家集 卷之ニ 擬祌樂 催 馬樂歌  五 五 四 

みしま 江の 玉 江に 千世 をし めしより あしべの 鷂ぞ 君が 友なる 

藤 原 常 香の す >t めけ る ある 女 爵9 五十の 賀に松 樹契久 と いふ こと を 

た を やめの 同じ 操 をち ぎり 來て へ ぬべ き 千世 も松ぞ しるら む 

わかゆべ き 契り かまつ の 花 かづら いく 千世 かけて をと めさび せむ 

牧野 駿河 守の もとにて 寄 名所 祝と いふ 事 を fl^^,1?!5Jgf^" 


0 理 彥 山 越後 國西蒲 原 都。 

〇 殿 田 安宗武 Q 歌を眞 淵に 學ぶ 

« 集 天降 貧 は 本 害に 收む。 


〇 まゆみ ま は 美稱、 弓 0 又 擅の 

木に て 造れる 丸木 弓 0 

〇 ますら をの VJ もの 花 花 は 櫻 木 

人 は 武士  0 

0 神樂 神樂 歌、 平 安朗に 於て 朝 

廷の模 式 又ば 諸紳 社の 祭の 時に 行 

ふ舞樂 に用ゐ ちれし 歌謠 0 

〇 催馬樂 催馬樂 歌、 平安朝の 初 

め 里 俗の 閱に行 ばれし I 種の 歌謠 

〇 もが さ 痘-瘡 0 は ラさラ 0 


霞みつ 、彌彥 山に ふる 雨の いやます くにい へ ぞ さかえむ 

寳曆四 年 殿の よそ ぢの御 賀の宴 に 侍りて よみて 奉りけ る 

大君の 守りと なれる 君 なれば 君が よは ひ は神ぞ まもらむ 

枝 直が 七十の 賀の屛 風に fl 一月 櫻の もとに 弓い るかた 

葛 城の 襲つ 彥 まゆみ 引きつ 、もま すら をのと もの 花 を 見る かも 


擬神樂 催 馬樂歌 


寶 暦の はじめつ ころに や 翁の かき つめられし ものの 中に 神樂 さい ばらに 

なぞら へ て つくられ たる ある を いでたれば こ X にの せぬ おも ふに こ は 

やん ごとな き 殿の をり のかた ちつ くれる 所に もが さ のうれ へ を まもら ひ 

ます 神 を いは ひた まへ りし 事 ありて その 神の まつりせ させ 給 ふとき たは 


〇 しみ、 に 茂みに 。繁 きさま S 


〇 うらやす し 安泰な り 


〇 しめ はふる しめ をば り わたす 

〇 つかさ 丘" 岡の 高き-、」 ころ。 

〇 いも ひ 赛。 いむ こ VJO 


〇 かみの みまへ 以下 一本 「かざ 

しにし つ * あそぶな るか も 神の み 

ま へ に」 


むれ につく りて 奉られし にやと お ぼ ゆ その ことわ リも ありつら む をう せ 

にし かば おしはかりに 書い つくる になむ 

玉籬 をつ けと てし もや 昔より 神 さびけ らし を かの まつが 枝 

枝 もしみ ， に 

むかし へ のた めしに なら ふ瑞垣 はっくる 日より ぞ神 さびに ける 

むかしお ほえて 

すめぐ にの 上代の こと は うらやす しなら ひて あれな 安き ためしに 

末の世まで も 

しめ はふる 岡の つかさの 淸 ければ いも ひも やすし 幣 もやす けし 

神の まに く 

すめが み 

きみが 代の 長月 こそ は うれし けれ 今日 皇神を まつり はじめて 

たえ じと 思 へ ば 

よろ づ 代の なが 月に さく 菊の はなかみの みま へ にか ざしつ るか も 

神 あそびして 

しら 菊の花 を かざしに さし つれば 袖 はか へ せど 散ら じと ぞ思ふ 

秋て ふごと に 

贺茂翁 家 奠卷之 二 擬祌樂 催 馬樂歌  五 五 五 


賀茂翁 家集 卷之 1. 擬神樂 催 Bi? 樂歌 


五 五六 


0 御園生に 一本 「この そのに」 


〇 たやす 田屋に 容易し を かく。 

〇 みに へ みば 敬稱 接頭語。 新饗。 


〇v 一  ねら 刀彌筝 里の ミ ねば 公事 

に閼 する 村長、 罜長等 をい ふ。 

〇 ゆ ふ 猪の あま かばに て 製した 

る 緒、 祭祀の 時：！ な 5」 に りつけ 

垂る  >  もの。 


〇 しなが 5」 り 枕詞 0 あは、 ゐな 

に 冠す。  . 


〇 よろ づ 代までに 一本 「の やま 

かけつ *」 


0 ようべ も すん がら 夜もすがら 

〇 ながなき 5.- り や 云々 VJ こよの 

ながなき^り。 鷄の 異名 0「 庭 火た 

く ミこよ にあり しなが なきの VJ り 

の 音き け は 明けぬ この 夜 は」 (夫 木 

十八) 


御園生に いは ひて まきし 山 ぁゐを 今日の 袂に すり あへ にけ り 

いろ もしみ  >  に 

うらやす のた やすの 秋の 初漶 もて あな うらやす の 今日の みに へ や 

平らかに して 

さいた まの 里のと ねらが 造る ゆ ふ 神の みて ぐら を ゆ ひて ける かも 

きょき しら 6i 

この 岡の 松の木の まゆ 見 わたせば 海 もせき まで うくたから かも 

ともへ ならべ て 

しなが どり あはに つぎたる 末の 山す ゑ もさ やけしけ ふの 日影 は 

いり 江 どの 大門の 入 洲の蘆 原 も 君し しむれば みやこと なりぬ 

よろ づ 代までに 

^ 飮 

神の かう みき たべ ゑうて ようべ も すん がら まふよ ひぞ とりはな くと 

も まふよ ひ、 ぞ ながな きどりや とこ 世 どり 

同 

あはれ た ふと さ あなた ふと け ふの なが 月に あ ふ 人よ 神の まつりに 
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贺茂翁 家集 卷之ニ  ^神 樂催馬 樂跃 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌 


五 五八 


0 さか く 茅の 穗の方 を 下にし 

て 屋根 を ふく 0 

〇 みほ 御 


〇VJ り もの 採 物 神 樂の時 舞 人が 

手に-/ J りて 舞 ふ もの、！ r 幣、 杖、^ 

弓、 ®  、鉢、 杓 IT 镩神 (カラ カミ )o 

0 かづら き や 大和 Eis? 城 山 0 

〇 ひ-、」 こ VJ ぬしの 神 一一 1=11 主神。 

素*^鳴命 の 御子 ミ いふ 。雄 § 天皇 

葛 城 山 に 狩 滅し給 ひ し 時 現 はれ し 

0 鵜 じ もの 鹚の狀 したる こ VJO 

0 頸ね 突き 貧き 額み-地に 突きて 

敬 ふ。 (鵜の 水中に て 水 を かづく 時 

の 如くして) 「宇 事物 頸根衝 拔氐」 

(祝詞 式 祈年祭) 


二 段 

ひくし もやす ければ まゐる こそ やす けれ いも もる 祌も はれ その 10- すみ 

あへ 

同  > 

いにしへ ゆ めでて しもの の みめ づ らし ものと さかぶ く をば な はれ 

その かりみ ほ を 

二 段 

まく さし ふい たれば みたけ もてつ くれば 神 こそめ でめ この なかじま は 

黑 木の W りに 竹な 柱 

し 尾花 を ふきたり 

とりものの 歌 ほこ 

八 千 矛の 神の ゅづ りし 大君の 御代の 守りの ほ こぞ この ほこ 

長歌 

殿の 御賀に 御杖 たてまつる 歌 

かづら き や ひとこと ぬしの 神の ます もりの さか 木 を 

鵝じ もの 頸ね 突き 貫き 倭 Ik 機の 幣 取り 向けて ， 


o に ひたの 山 新田 山。 上野 SE 桐 

生の 南 太 田の 北。 新田 家大 夫人に 

かく 0 

0 出で立ち 山の そ はたちた る 姿 

又 S で 立つ にかく 0 

0 人り 立ち いでたちの ST 


0 く はし 美し * 

8 


き 幸 を. 得る 弓、 ssnr- 一 


わが 君の 御つ ゑに とりき 今日の 日の 御賀の 庭の 

庭 雀 躇 りる て 百ち  >  の こと もな にせむ 萬 代 に 

いませ 吾 君と 一言 申さ も ひとこと ま を さも 

よき こと を 1 言ぬ しの 大神 のさち は ひま さなむ 杖 たてまつる 

奉賀 新田 家大 夫人 欲  一 短歌 


上つ け や 

入り 立ちの 

いりたてば 

さつ  S み 

幸 弓の 

たらち ね を 

I J と i ぶ 

言 賀 ぎし 

今より は 

この 家の 


に ひたの 山 は 

く はしき 嶺 かも 

家 を 守る 山 

さち 

幸 ある 山、 ぞ 

よろ づ代 までに 

酒 ほぎ なして 

新田の 山の 

は ， のみことの 


出で立ちの 

いでたてば 

この 家の 

ときはなす 

百 づたふ 

いは はせ る 

さち 

幸 も 

ちとせ もろ 山 


に ひ 


よろしき 眞山 

君 を 守る 山 

世々 に傳 へて 

よは ひも が もと 

五十の 冬に 

、 J と ぞ よ ろしき 

いよ A はか さねむ 


反 歌 

たらち ね をと はに もる 山し めお きて 祝 ふよ は ひ は 限り 知られす 

侍 從貞隆 朝臣の 京に 掏 使し 給 ふ をお くる 長 欲 短 欺 

賀茂翁 家集 卷之ニ 長联  五 五 九 


〇 みねの 山 美 濃國の 山の、 汎稱 0 

或ば 今 の 南 さ 巾 (みのの 倒 山-、 J し 

て 歌 名所) か G 

〇 おき その 山 木 曾の 山の 絵 

CSI 力へ な、ひけの延；.^=:。 

〇 依れ 魔き 從 へよ 。服從 せよ 0 


C 八十"、. - もの をの 

たけをが」 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長 

みぬの 山 

かく 依れと 

よしゑ やし 

あたら 世 を 

ひきる ます 

鈴 が 音 は 

おき そ 山 


本 「ますら 


0 岩が ね も • 一  本 「いばむ らも」 

0 皇女 御 位 を Si ぎ 後 櫻 町 天皇 踐 


〇 今年の はる は 

るし」 


木 「今年のば 

0 手 束 杖 手に 執り 挂っ杖 Q 


五六 〇 

おき その 山 は 靡か へ と 衝 けどな びかす 

蹈め ども よらす よしゑ やし なびかす ありと も 

よらす とふと も かけ まく も いと も かし f  J. き 

みこと をし もちて 行く 君 

駒の 爪 岩ね 蹈み釗 くみ 

た ひらけく やすけ く 越えむ 


松 


こ と ほぎ まるる 

八十と も の をの 

山 行きと ほし 

みぬの 山 

大き そやお きその 山の 岩が ね もな びきょる ベ きたび にや は あらぬ 

右 は寶暦 十二 年 九月 皇女 御 位 を嗣ぎ ませる 御喜び を 東より 申し 給 ふに 撗 

濑侍從 の 此の 御 使に さされて 信濃路 より 上らる >t を 親しき 人々 に 歌 もと 

めら るれば よみ つ 京の 事な ど は 人々 ijs つくせれ ばかくの みい へ り 

詠 松 有 榮色賀 大木 老人 八十 算歌 一 首拉 短歌 善 

陰 に 山人 あそび ときはなる^ はしる し 


御世の 名の ゆた にの ぶて ふ 新しき はじめの 年 を 

.去 年と， いひて . 今 年の はる は>  いづ： こに も， ら きま， ゐ. 


つか 


づゑ 


あしび きの 山に も あそぶ 手 束 杖 斧の 柄 すら は 


o さかむ ごも 見む -"J は圍 J„T 松 

の 花咲かん 期 * かく 0 


0 みのりの 花 御 法の 花 0 佛法 


くちぬ とも くちせ ぬ ものと 松の 花 さかむ ごも 兒む 

このぬ し は 山 人 の ご と 山 松の ごと 

反 歌 

山人の 千世の 始めの 春と て や 松の みどり もこと に 見 ゆらむ 

僧祐達€ 曰 まう しにみ や こ に のぼる をお くる f  f^ls 軒 is は 

東 よ り舂 こそた てれ 都 ベ に 花 こそ さけれ 

その 舂に 君 さそ はれて その 花の みやこに 行く や 

おの づ から みのりの 花の 開く ベ き 春な りけ らし 

春の 日 も かぎり こそ あれ 暌く花 も うつろ ふ もの を 

ときはなす 御 法の 花の すゑぐ も たえぬ か をり を 

つ、 み もて 霞 の 袖 のた ちかへ り はやお ほ はなむ 

世の 人の ため 

東より 春に ともな ふ 行く へ こそ 法の 花 さく みやこな り けれ 

大和の くにをお も ひて よめる 

神ろ ぎの 神の 御代より 天 つ 嗣日 つぎし らしし 

御 孫の 尊と が 吾大 王 の 外つ こと は 雄々 しくた けく 

贺！^？-翁家集卷之ニ 長缺  五六 一 


〇 日 高見の くに 廣く 平らなる 土 

地の 稱 Q 


〇 こ VJ さへ ぐ 言 喧 、外國 人の 言 

語の 閡き 分け 雜 きこ ミ0 


of> 谷暮、 ひきが へる 0 


山 見れば 

春 花の 

八十く に は 

足り 御^ を 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌  ポ，- ハー 一 

內ら をば 直く 平 らに みし 給 ひ 聞した まへば 

八十 國も いよ、 眞廣く 百のお み も いや 榮 はえき 

空み つ やまとのくに は 白 雪 の とに たちわたり 

山い や 高し 里 みれば さとた ひ ら けし 

うらぐ ましく に、 ぞ こ/ V をし も うべ 敷き ましき 

うべ もさ かえつ いにしへの その 稜威 御代の 

いま もみ るか も 日 一 HI? み ひくに 

大 だから 吾が こ、 ろ さ へ ゆた けし も 大和 國原 はるみて しょり 

よし野 山の 花 を 見て よめる 

こと さへ ぐ 人の くにに も 聞え 來す 吾が みか どに も 

たぐ ひなき よしの 高嶺の さくら 花 唤き のさ かり は 

IJg- なべ て とほく もみ 放け 杖つ きて みねに もの ほり 

昆る 人の 語りに すれば きく 人の 言 ひも 繼 が ひて 

天 雪 のむ か 伏す き はみ 谷ぐ  >  のさ わたる かぎり 

めでぬ ひと こ ひぬ 人し も なかり けり し 力 はぁネ ども 

世の中に さか しら をす と 誇らへ ろ 翁が とも は 


O 八 £« 一本 「も、 莨」 

〇 見のお 一 る ぞミ 一 本 「見る は 

お VJ る V； 」 

〇 ありな み 拒み。 g み。 . 


〇 うつ ゆ ふの 枕詞 。內方 をう つ 

ろに 卷 きたる 木綿なる より 箱り、 

狭に 冠す 0 


〕 ふ も VJ* 1 本 「ふ もぐ」 ゆ」 


八 百 萬 よろ づの 事ら 聞きし より 見のお と るぞと 

いひ つら ひ ありな みする を みね 見れば 八重 白雪 か 

谷 みれば 大雪 降ろと 天 地 にこ  > ろお どろき 

よの 中に 言 も絕 えつ  ゆく 牛の おそき 翁が 

うつ ゆ ふの 狹 かりし こ、 ろ 悔い もく いたる 

もろ、 ) しの 人に せば やみよし 野の よし野の 山の 山 さくら 花 

夏日 東海道 中 3t 富士山 作 欺 一 首竝 短歌  * 

磯 間より 背か ひに 見 ゆる 験 河の 海 

せば きか も ふり さけ みれば さがみ ねの 


低き かも 

風の まに 

さがみ ねの 


天 


づき 

月 の 


の 原なる 

橫 ほる 雪に 

みね も 雨ふり 

照る 日の そらに 


ふじのね の 

する がの 海 

時の まに 

あら はれて 


沖つ なみ ぢは 

八重 山み ね は 

ふ もと を いでて 

おきも^ろ ひ 

神 もな り ゆけ ど 

くもる と もな く 


と 


雪ぞ ふりけ る 富 十： の 高-: § は 


賀茂翁 家集 卷之ニ la 欲 


こ 夏に 

返 欲 

する がなる 富士の 高嶺 は いかづちの 音す る 雪の 上に こそ 見れ 

五六 三 


o 橘 永世 模 田榮樹 Qs* 淵の 門人- 


〇 伊豆 手ぶ ね 五 手 船。 螺十 挺、 

十 人 ぎの 船。 ー說 伊豆 國 より 造 

り 出す 一 種の 船。 

〇 七.、」 り 七 個。 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌  五六 a 

不. H のね の ふもと をいで て 行く 雲 は 足 柄 山の 峯 にか 、 れり 

橘 永世が 屋を 高く つくりて その 見 ゆるさ ま を よみてよ とこ ひける に 

東なる とほの みかどに 百 千 M いへ は あれ ども 

とりよ ろ ふ 山 は 見 ゆれ ど 天 の 原 

やどながら 朝 ゆ ふ 見つ  >  も、 ちた る 

とりよ ろ ふ いへ にも あるか 百 千々 の 

とこ  なつ 

常夏に めづ らしき かも ふじの 白雪 

みな 月の 末つ ころ 高き 屋に のぼりて よめる 

おいが 身 は 人 こそい とへ ふる 人 は 

わたつみ や いと は ざるら む 山つ みは 

見 わたせば 波 をき よらせ ひもとけば 

世の ひとの いと ふて ふなる 夏の 日の 

高き やに つど ひて うた ふ ふる 人のと も 

恼人 のた ひつり かへ る 豆 手ぶ ね はやく 涼しき 夏に も あるかな 


不盡の 高嶺 を 

心 は 知りぬ 

土ォ ^ ゆけ ども 


世に こそ す つれ 

すて やた ま はぬ 

風 を かよ はし 

てる 日 も 知らす 


七日の 夜縣 居の 翁が 戲歌 

ふ. A  づき 

七 月 のなぬ かの よら は 七と りの つく ゑみ-たて 


〇 新 桑 まゆ 今年の 2- の 作りた る 

〇 ち はり 千 針。 幾 針 か" 

〇 あへ 堪 へ。 


〇 あえ 货ぇ 0 

0 高 M 野 大和 S 奈良市 東？ s。 


C うむ かしみ 威欣し 0 

〇 わら 、は そ. ひ 10 

0 かク ろき か t5 接頭語 0 黑き 0 

〇 をば なり . うな ひ髮 をく  >-ら や 

牧 らして おく こ VJO 


〇 度 食大夫 度會延 佳。 伊勢 外宮 

の樓顧 宜、 元？ i 三年 歿、 年 七十 六 


〇 ねな は じゅんさい の 異名 


な . 

ま 3 


種 の 


引 を 

五 百 機た て 

織 り も あへ 

ぬ ふ 手に 

こま ふち ふ 

みめ づ兒の 

う t 力し み 

搔き 撫でて 

ぬば たまの 


もの たてまつり 

, ち はり 貫 き 垂れ 

そのせ の 君が 

縫 ひも あへ な も 

あえても が もと 

七く さの 花の 

し か 、ぞ 設 けす る 

われ もお も ひて 

を 琴 を あそび 

か ぐ ろき 髮の 


つくば ねの 

あめにます 

七重 かり 

おる わざに 

春 曰なる 

花 かづら 

みめ づ兒の 

眞 白なる 

歌に よび 

を はなり に 


あえな も-/^ 

櫂： 議宜度 會大夫 ニ大御 神の 御池の ぬな はに 歌 そ へ て 遠 • 

月 十五夜し み來リ ければ こた ふ 

たか し  あ- * し 

高 知る や 天 の み 影 天 知る や 

水に 生 ふる ぬな は をく りて ぬば 玉の 

しきませ る 月よ みのみ かけ S ふなる 

賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌 


新 桑 まゆの 

たなばた つめの 

八重 か るき ぬ を 

あえ て もが も 

た.？ -  »* ど 

高^ 野 ベ に 

今 す る： らの 

こと も 

かく、 ぞ言擧 けす る 

七 束 鬚 を 

わら は そ びす も 

なりてし もが も 

くお くられたり 八 

日の 御影の 

よ る の 食す 國 

八月の 今夜 

五六 五 


o 時には あれ 5j 一本 「時に しあ 

れ £ 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌  五六 六 

かき，： 1： くる ことのよ ろし さ 日の みか ゆ 月の み 影 を 

かくしつ、 汝も われ も ぬな はなす 長く 仰がな 

長く あ ふが な 

百ち ひろ 千 ひろの ぬな は 結び あけて 神の 御池の 心をぞ 知る 

獻 n 一河 國 高次 新墾之 蕪時歜 一 首^ 短歌 


名ぐ はしき 三 河の くにの 

そこにし も ひらきた まひし 

大 御名 を 高す の はまの 

ひさかたの あめ はさ ゆれ ど 

いや 生 ひに おひし み にけ り 

吾が 君の 御 食に 摘み 來て 

御 こ 、ろ を はるの みまけ と 

け ふたて まつる 


に ひ銜世 すら を 

惠 みの ひろに 

つくる あ をな は 

つち はこ ほれ ど 


新ば りの 

大君の 

に ひばりに 

あら かねの 

大 君 のおな じ 御 胤の 

冬 ごもる 時には あれ ど 

みさかえ も 千世の わかなと 


反 歌 

天き らしみ 雪 ふれ ども 三 河なる しかす がに こそな は榮ぇ けれ 

岡 部の 家に てよ める i9 十三 年の 六月な り 


9J しぐ に 一本 rvj しっきに」 


〇•  き 妹な ね なね は 愛する 義、 妹 

又は 妻の！ r 


〇 むかしへ 昔 0 

〇 さね .は0 

0 传文子 もば 油 谷。 S 門 三才 女 

の 一 人 0 江戶 商家の 女、 年 十五に 

して 尾 張 の 夫人に 仕へ M 暦 二 年 

年 二十に て ^5 す。 その 文 布の 歌 木 

，に 載す。 外に^ 文 子 歌集、 伊香 


と し 


toss 翁ん 


に しぬ び まつれば 

おも ひて しもの を 

ことと ひ ぬれば 

ES も いま さす 

しらが み おひて 

いまし に けりと 

皺 かきたり て 

ハ乂來 ましぬ と 

こと を も と はす 

むかしへ しぬ ぶ 

倭 文 子 を かなしめる 歜 

ち、 のみの 父に も あらす 

なく 子な す われ をした ひて 

初 秋 の 露に^ へる 

まねくなる 尾花と ふと や 

う ら ぶ れて 野べ に 去 にきと 

卷之ニ 長歌 


常よ しも 

あ ふ 人に 

は、 そばの 

かしら こ は 

母と じ は 

面に は 

妹な ね は 

かたみに 

むかひ ゐて 


ふるさとに い 

な 二 こ， P も も 

ち、 の寶の 父 

しか は あれ ど 吾 

かな 戶 より い 

立ち 走りい 

よろ ほへ る わ 

いぶかしみ お 

しら 玉の な 


ま が ごとく 

とな かへ りて 

は いま さす 

妹な ねの 

づ る を 見れば 

り てし 見れば 

れを しも： て 

も ひた りけ り 

みだ か きたり 


こと ぞ さねお ほき 

は、 そばの 母なら なくに 

いつくしみ おも ひつ る兒は 

眞 萩 * ぬ ころもす ると や 

し、 じ もの ひとりい でた ち 

聞きし より 曰に けに まて ど 

五六 七 


u 行き や はしつ る 

しにけ む」 

Q ま，〕」 ひや はせ し 

やい にし」 

u うつし 身 現 身 „ 


〇 まさか をし りて 眞實な 事 を 知 

つ て D  . 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌 

うつたへ に 

ま  >  なら. ぬ 

初 風の 

5 ら ぶれて 

霧 わくと 

かへ りこぬ 

お いらく は 

わする ベ き 

まど ひつ、 

さ ら /\ に 


一本 「行き や 

一本 「ま 5」 ひ 


0 あらき 屍 を 葬る 前に 暫く 

お を さめ 置く 所 0 

〇 小 野古迢 又、 長 谷川 讓 盆、 眞 

湄の I： 人、 盲人に して 馘^ を 以て 

名 あり 0 古道 家集 あり 0  f 


〇 さ ねさ こ ね 5j こ- 


五六 ぺ 

ち、 ならぬ われと や と はぬ 

, J ひしき もの を 

秋の 野の 荷の うら 葉の 

はぎ 見る と 行き や はしつ る 

うつし 身 は かなしき かもよ 

家 人の 告 けつる もの を 

ひたぶ るに おも ふが まゝに 

たつき りの まど ひけら しな 

なにす とか まさか を しりて 

なけき し ぬらむ 

か へらぬ 野べ に勻 ふと 思へば 

あらきす るに ひもの 秋 はたつ 霧の 思 ひまど ひて 過し だに せじ 

小 野 古道の 妻の 身罷りて 翌年 秋 悲しみの 歌よ めと こ ひける によめ る 

うつしみ の こと を もと はす うら ぶれて いにし 汝 妹が 

さね どこ は こと もな あり そ き はも ゆめよ あやまち 

なく もがと いは ひま もら ひ 天 行かば 天路 やすけ く 


.， ともき こえす 

身と て や うとき 

吵き うら 一力へ.^ 

いにし そ の 子 は 

まど ひや はせ し 

道に 過ぎぬ と 

おほしき f  J と を 

わざなら ぬ を も 

あら は あ らまし 

新 喪の ごと も 


获が 花！ 5- れ ばかな しないに し 人 


土 〇 け 〇〇 
を少 る八大 
mm も 尺 名 
资 名の ar 持 

せ 神 ¥f 


下行 かば 下べ ことなく 

い 注き へて か へらむ ものと 

もみ ぢ ばの 過ぎに し 秋の 

眞袖 もて ちりう ち はら ひ 

朝 牀 に 妹 は 起 きゐす 

去に しょり か へ らぬ道 を 

こい まろび ひづ ちな くらむ 

夜 をさむみ つ りさせ て ふ 螺蟀ぃ 

詠 莒根山 歌 首拉 短歌 

あしがりの はこね の 山 は 

八： <壞 を 藏 めた まふと 

御 神 や も つくりた まひし 

しらくも を わけての ほれ VS 

玉く しけ 莒形 なせれ 

蓋と すら かけごと すら も 

よろ づ 代に 名に しおひく る 


卷之ニ 長歌 


八十の 隈 も 、のく まぢを 

春べ まち 夏 を もす ご し 

立ち かへ る ときに な りぬ と 

そむきぬ る 枕 とれ ども 

ゆ ふ 庭に 妻は來 まさす 

今し はも おも ひ 知りつ A 

君が かなし さ 

たづら に 鳴く 秋に も あるかな 

お ほ  な  もち 

大 名 持 その 尺 神の 

e-  *♦ と な  すくな ひこ な 

日本 作す 少彥 名の 

ちはやぶる かみの み さかの 

くものへ に ひで たるね こそ 

立ちなら ぶ 二つの みね は 

とりよ ろ ひ 開き 立ちな み 

はこね 山 ふたごの 山、 ぞ 

五六 九 


大塑 命。 

長き 緒に 多くの 玉 を 莨 

大 as 主 〈叩 を輔 けて 國 

し 神 0 


0 かけご 他の _£! の緣 にかけ て そ 

の 中には まる やうに 作りた る 


贺茂翁 家集 


sa; 茂 翁 家集 卷之ニ 長敏 


七 〇 


0 つ くりけ らし も 

せりけ む」 


本 r つくら 


0 神 さぶ る か ラ<\ し 0 


〇 鳥が なく あづまの 枕詞 0 

0 ゆ ふべ なす 夕の 如 <o 


〇 や ほに よし 枕詞 0 よ、 し は 助 

00 や ほに は 八 百 土、 多くの 土 0  . 


钟 さびに ける 

反 歌 

久 かたの 天つ 御寳 をさむと か はこね の 山 はっくり けらし も 

〇 

はこね の 山 は わたる 日の 

つち を かわかつ 

西に むかへば 

あづま を 見れば 

雪 霧が くり 

か へ り 見 すれば 

としき ませる 

の しづくに 


神 さぶ る 

あら かねの 

の ほりた ち 

鳥が なく 

ゆ ふべ なす 

くだりた ち 

大君の 

あし 引の 

みやこが た 人 


手 向す る 

ゆ ふ け 

夕 影し も 

執け す ら 

はかりな き 

ふ る さと は 

くね ち 

國内 とも 

そ ほち つ >^ 


天 を やへ だつ 

み 坂の 上に 

あさ け 

朝 影 の ご と く 

夕け とぞも ふ 

ちひろの 谷に 

空 だに みえす 

お. も ひわ すれて 

東に くだる 


反 歌 

や ほに よした ひらの 宮の あたら 代に 開きし 道の なれす も あるか も 

〇 


u ゆつ 枝 五 sis 桂、 葉枝榮 -K- た 

4 


0* つ * 現。 


0 みす かる 枕 3SO 信 濃に 冠す 

る 0 

〇 しなの ゆか ひゆ JiJSi より 甲斐 

もめ？ ,  i    — 1 


〇 をす くに 食 國0 

OB の 上 この 南北 向きの 0 

〇8 のた てに 東； C に 0 

0 道 を はり 道路な 開通し 0 

貧 茂 翁 家集 卷之ニ 長歌 


柬路の 

くろき 毎に 

月讀の 

久 かたの 

神代より 

ゆ つ 桂 

みなそこに 

くち もせ. 

〇 

鳥 #  く 

と 、つ  くに 

とま-長く 

をす くにの 

つくらし し 

日の たてに 

あし がらの 


はこね の 山の 

白き 波た ち. 

水 かた、 ふる 

あめ 尾羽 張の 

かれせ ぬ 海に 

それなら なくに 

うづ もれに つ A 

今の をつ  >  に 

東の 國の 

國 のさ かひと 

伊豆の さ きまで 

中の へだてと 

山に ぞぁ りけ る 

ゆきか ふ 人の 

秋な の 山に 


やまのへ に た 、 ふる 海 は 

靑 雪 のる る 空ち かみ 

天 の 河な がれ か  >  よふ 

みこと かも せきた、 へ けむ 

わたつみの 宫べ にあり とふ 

ちひろ 杉 生 ひたちながら 

八 百世に も 千世に も うせす 

見る が あやし さ 

道の はてに 拉み 立つ 山 は 

みす かる しなの ゆ かひ ゆ 

なみた てる 百の 高嶺 は 

八 千 矛の 神の みことの 

日の よこの これの 百 山 

お ほければ 岩き りと ほし 

道 を はり 關を もす ゑて 

S 七 一 


〇 かク つちの 神 火の 神 0 


〇 しも VJ 枝し 5： き 若き 木立 0 

〇 いは むら 岩羣 0 

OVJ きじく 時 VJ なく  。いつで. 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌 

君が代 を 

かぐつ ちの 

八 百に よし 

玉く しけ 

ち は, 0" ぶ る 

むさし 野の 

いは むら を 

とき じくに 

とほの 都路 


〇 まもり なれ VJ て 

なれ VJ し」 


本 「まもり 


0 みく さ 三種 <= 


まもら ひ r 」 し を 

神の みこ  >  ろ 

た ひらの 宫の 

開き そめつ る 

ス をな ご す と 

野のへ さ きまで 

ひなびと さはに 

蹈 みならし つ、 

雪の ふると ふ 


する がなる 

あらび たる 

あたら 世の 

はこね ぢの 

いや ひろに 

我が君の 

ゆきか ひて 

時と なく 

あら 山 も 


五 七 二 

ふじの 高 嶺 の 

ことし ありければ 

始めの 時 ゆ 

みちの をち こち 

くにを を さむと 

ふとし き ませば 

しもと お しなみ 

雨 はふり つ.' 

10" すく し こ ゆる 


反 歌 

君が代の まもり なれと て 神の 世. 

詠 蝦夷 島 歌 四首拉 短歌 

やすみし し 我が 大君の 

烏が なく あづまの くにの 

むかしへの ふみに し るして 


, はこね の 山 はっくり けらし も 

祌 の ま に しきます くにの 

みちの くに すめる 蝦夷 は 

みく さある それが なかに も 


o に y-;,! へ 和 妙。 こ 、 はに y- え 

ぞミ いはん ss の 序 0 

0 ふぢ 衣 葛布に て 仕立てた る 衣 

睡 民の 服せ しもの、 あら えぞ */J い 

はん 料の 序 0 


0 多 S の 城 陸 前 B!S»J*~ の 南西 0 

〇 かみの 城 前國加 美^に あり 

0ひら^4こ山 羽 前 國北村 都 平 

新庄の 北に 當 る。 

〇 いはみ 多く 集まり 居る。 

0 さぐ、 み 瞎み 分く 0 


ぉぞき 鉢き * 


にぎた への に 

すま ひつ A ま 

0 しろ 

沼^より や 

とほえ 、ぞ と い 

t じ もの 木 

ちはやぶる こ 

こ、 ばくの 守 

あらえ ぞ が ひ 

遠 え ぞ の か 

もの、 ふの ち 

せまれれば ま 

海のへ の は 

そこ もへば む 

き はみ にて 今 

あり やし つらむ 

〇 

賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌 


ぎ えぞと ふ は 

つろ ひ たる ぞ 

ゝ 道 さ .1.* り 

ふま はるけ き 

の ね に 臥せり 

と をし なせば 

部 を 置かし 

ら まこ.： U- こ 

ぎり を しらに 

V の猛 夫の 

つろ は まし を 

なれ 小島に 

かしへ えぞと 

いふえ ぞ は 


出 羽なる 

ふぢ 衣 

うと かりし 

都 賀留ち ふ 

つち 蜘の 

そこば くの 

多 賀の城 や 

御 軍 は 

みちを はり 

駒の つめ 

心お ぞき 

船の まに 

聞え し は 

その 世に は 


秋 田 小國に 

あらえ て とふ は 

,ん て な り けらし 

をぐ にに ありて 

穴に も 居つ A 

み  ぃ<  さ 

御 軍た たし 

かみの 城 こえて 

いはみ たけべ ど 

岩ね さぐ/' み 

つがる を ぐに に 

え みしが とも は 

漕ぎ か 隱れし 

つがる. ぞ とほき 

むなし 島に も 


五 七 111 


〇 なみの むた 渡 VJ 共に „ 


〇 いくり いは 接. 戚語、 海中に あ 

る 後 0 

U いつ、 のた ね ^穀。 

U つかさ 設け 文化 四 年 松 前 奉行 

s<, 接 又 箱 館 奉行. t 改稱す 0 


〇 こ-、」 さやぐ 0^0 外 画の 富 語 

のきき わき 難き にい ふ。 

〇 わ. -,)J なる 海 を 隔てて 郯 接す 


賀茂翁 家集 卷之ニ 長歌 

すめらぎの 

こまの つめ 

いや ひろに 

あづまに て 

そ の え ぞ 力 

雲の るる 

ありければ 

松 前の 

お ほす ベ き 

えみし はし 

このし まの 

こと さやぐ 

わた どなる 

あ ひかへ て 

え ；て ん も 

しかれ ども 


祌 のみく に は 

つがる の うらの 

百年 あまり 

ま をした まへ ば； 

今 す む しま も 

山の み 高く 

つがる にむ かふ 

浦 かたつき て 

つ ち の か ぎり は 

おのが 幸なる 

北に さかれる 

から ふと じ まに 

まかち の 人 は 

かよ ふと すれ ど 

まかち は ゆかす 

まかち の 人 も 


船 かぢの 

えびすめ の 

うちな びき 

なみの むた 

ひろめな す 

波の 振る 


わ 
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の 底 


力き 力 そふ 

つかさ 設 け 1 

けものと り 一 

ま  かち  くに 一 

^  0 國ー 

けもの も ち/ 

靑 玉 も！ 

まかち 人 一 

ある こそ 鍵！ 

えみ しら".^ 


^七 S 

いかよ ふ かぎり 

ひろめ 

昆布の な ひく 

大ま つり ご， 

よらぬ ものな みり 

廣 しとい へど 

いそこ そ あらく 

いくり に おふる 

いつ、 の たね を 

守 部お かせば 

魚と り をして 

そが あは ひなる 

魚 もて 行 け ば 

きぬ もも て來て 

えぞ へ しも， 3 す 

よろし か り けれ 

なつく を みて は 


8 ラ まらに 甘く 0 

を やら ふる 飮贫す 0 

〇 ゑら/ \ 樂 しみ ぶ * 

0 こ ミ なほし こ. - ろな ぼし 0  HIIB 

宜しく 心 直し 0 

〇 あま 足ら や 滿ち 足る 0 

◦  くにたら す 天に 封す る Ho 


かくば かり かしこき くにと 日の. の やまとの くにを 

あ ふが ざらめ や 

この 長歌 四 首なる が 末の 二 首は寫 しあ やまり 多く 詞の おちた る 所 も あ 

りて よみが たければ のぞけ り 重ねて 善 本 を 得たら む 時に 補 ひ 載すべし 

反 歌 

駒の つめつ がろ の をち の えぞが 島 そ を さ へ なつく 君が のり かも 

津輕舟 北 ふく 風に こ 、 ろせ よ えぞが 诚和 はなみた たす とも 

いざ 子ども こ ， ろ あらな むみち のく の 千島の えぞ もやさし と. ぞ きく 

うま 洒の歌 

たな そこ 

うまらに を やら ふる かね や 一つき 二つき ゑら/ \- に 掌 底 うちあ 

ぐる かね や 三つき TO: つき ことな ほし こ、 ろな ほし もよ 五つき 六 

つき 天 足らし くに 足らす もよ 七つき 八つき 

旋頭歌 

この 冬 は いと さむから ねば 梅のと くさきて はやく 散る も あ" 後の 十二月 

賀茂翁 家 奥 卷之ニ 旋頭 五 七 五 


賀茂翁 家集 卷之ニ 旋頭耿  七丄ノ 

十五 日に 春の 立ちけ る を 二十 1 日の 朝 雪い とふ かく ふりたり ければ 

海の はな ちりしく 庭に 雪 はふり にけ り 春の 來て 消えな むの ち も 

えす や あらまし 


賀茂翁 家集 歌 之 部 終 


さ 


〇 此 はしがき は 田 安， 侯の 臣下の し 

る せる もの 0 


o^^.•かぞふ 枕詞 0 大 城に 冠す 0 

OK 城の 君 將 e*o  、u 下の 文 天降 

营の 中なる 歌に t りて *s く。 


0 村 肝 心の 枕 uso 

OS に ふらし はに 親れ。 


天降 言 はしがき 

八十 ひら は ゆきくれ ど、 猶し 忘らえぬ は、 み 盛りな りけ る 昔な りけ り。 ま 

づ 空か ぞふ大 城の 君 をみ ことほぎ まつらす とて は、 七月 十五 日に 御 漁 をみ 舟 

出せ させり。 その 折し も 御 かたはらに さもら へりて、 歌 仕う まつれと 令 言 を 

うけ まつりて 詠みて 奉り、 猶 さぶ らふ 人 等 己が じ、 村 肝の 心々 に ほぎ 奉り、 

大 御酒 給 ひ、 御前 も寬 にうた けせ させし 折々 につけ、 ある は 人に も 給 ひ、 物 

に ふらし 歌 はせ しに は、 桃 櫻に 姬 御子 を敎へ 示さ ひ 給 ひ、 夏山の 白雨 をみ そ 

な はして 歌 はせ るに は 暑さ を 忘ら ひ、 佃 島邊の 月に めでまして は、 ふせやの 

蟹 人 を あはれ と： 給 ひ、 雪の 夕の みうたけ にい やっこ をめ でます みいつ くし 

み、 心 S 奧かも 知らえぬ 御 歌の 數々 そ はりに たれ ど、 またく つどへ 害い つけ 

侍らむ はかし こかれば、 うつしみ のうつ しき 折に ふれて、 己が 恐れみ くも 

口す さみ、 ある は 人の 聞え させし をお ろく 書い つけ 侍る になむ。 


天降 言 はしがき 


五 七 九 


V 


I 


o 天降 篱 此の 表題 は 或は 臣下が 

お ほせた ので あらう。 奇拔 なる 作 

*! の 歌風 ミ相は ひて おもしろい。 


0 色まして 夕 B に はえて 0 


<  もり 


つ/と 

言 


田 安 宗 


天 降 


山家 鴛 

山 ざと はま だ 消え やらぬ ゆきの 中に 鶯の みぞ 春 を 知らす る 

白菊 如 雪 

ませ 垣に 晚 きか ， りたる 白菊 はよ そに つもらぬ 雪 かと ぞ 見る 

將軍 家の 御 庭の 杠 葉の いろく 染みた る を 見 侍リて 

うすく 濃く 色づく 庭の もみ ぢ葉は 時雨 もこと に 心 あるら し 

平 尾て ふ 所に て 夕 照 をよ める 

亂れ 咬く ちぐさの 花の 色まして 歸るさ 惜しき 野路の 夕ば え 

寄 夢 戀 

あだ な り と 思 ひな がら も假 初の 夢 にも 人 を 見 まく ほし さよ 

寄風戀 

ひたすらに 羨ましく も 秋風の 思 ふ 方まで 吹き かよ ふらむ 

言  五八 1 . 


武 


夭 降 


言 


一 


C 小^ 拜 新年に 親王 以下 六 a 以 

上 淸谅殿 の 東 庭に 列 立して 拜贺す 

る をい ふ 0 

〇 近 衞 家久 近 辯 家熙の 子、 官太 

政 大臣 淮三宮 に 至る 0 

〇 見て を 知る をば 欽辭 0 


〇 曲水の 宴 川に 杯 を 流し 詩を賦 

して 遊ぶ 0 支那より 傳 はる。 


〇 みか はの 水 淸谅 殿の 東側 を 北 

より 南に 流る 0 御 溝水。 古昔 これ 

に 曲水の 遊びが 行 はれた 0 


屛風 の^を 見て 

おりる つる _盧邊 を 渡る 朝風に 鷥は みの 毛の 亂れ てぞ たつ 

九月 二十 三日 S 安に 家作 リ出 でて 今日な むう っリ すみて 

吾が 宿の かき ほの 松よ け ふより は 幾 萬 代 を 諸共に 經む 

小 朝 拜の繪 を 近 衞家久 公よ リ給 はりけ るゐ やま ひに よみて 奉りけ る - 

見て を 知る 千代の 初舂雪 の 上に 据を つらねて 仰ぐ と は 

1 位 照 子の 君 二の まろの 殿に 御 わた ましの 日將軍 家よりの 御 使に 參り侍 

りけ るに 祝 ひ 奉リて 詠める 

この 殿の 軒端の 松の 綠 まで 幾 萬 代の いろ をみ るな り 

三月の 末の 頃 上の 御前の 遣 水の 邊 にて 曲水の 宴の ありけ る を 聞きて 

いつしかと 舂も 暮れ行く 水の面に 散りて ぞ 浮かむ 花の 杯 

音に のみ 聞きし 昔 も かく こそと みか はの 水に う 力ぶ お 

lls^ 藏國 飛鳥 山と いふ 所に 仰せ ごとに て 櫻 あまた 植えさせ 給 ひ ぬれば 春 ご 

とに いみ じき 盛り なれば 遠つ 浦の 海人 深き 山の 賤夫 だに 雲 を わけ 波 を 凌 

ぎて つど ふめる に 蘆 垣の まぢかき 3^ にて 今までお そな はりた る ことのい 

と 本意なくて 今年 はと 思 ひて 卷 雨の はれま 求めて まかり 侍りき 


u あさみる 朝見る にあ ざみ 萆を 


天 降 


櫻 花 さくと 聞きつ、 行きて みれば た *4 白雪の 峯に 棚引く 

こ/' に 又 千 本の 樫う つし 植 ゑて 幾 萬 世 か君ぞ ながめむ 

七 お 中の 五日 君 を 祝 ひ 奉る とて 海邊に 漁に 出で 侍りて 

君が ため 今日 を 待ち 得て 幾度 か 浦、 〕 ぎ 出で て 約 を こそせ め 

あざみ 草 かきたる 綺を 見て 詠め る 

花の 上の 露 も 光 を そ へ にけ む あさみる ごとに 色の 增れろ 

瑞卷院 の 尼 君の ませし 殿の 廢れ ぬる 後 その かみ を 思 ひ いでて 

見る たびに 袖 を、 ぞ ぬらす 古の 面影 もな き 庭の 草 むら 

題 しらず 

假 初に 積る 心の ちり ひぢ もよ しあし 引の 山と なりな む 

鏡 だに す つれば 暴る ことわり や 思 ひて みがけ おのが 心 を 

五十の 賀 し侍リ ける 人に 詠みて 遗 はしける 

今年より まづ 此の 宿に 杖つ きて ゆ けらむ 末 はよ ろづ よまで も 

六十の 賀し 侍りけ る 人の もと へ 竹た てた る 杯の 案に 小袖 を そへ て 造 はす 

と て 

もと 

榮ぇ 行く 色 こそしる し 什の 下に 千代 を こめた る 鶴の 毛 衣 

0  .^  \ 一一  1 


天 降 


言 


五八 四 


〇 新 堀 東京 市 淺草區 a 當時は 住 

む 人 稀なる 野 »r  ！ 


0 衣 千 興 定かなら や * 


山 居 梅  . 

梅の 花 まだき 勻 はぬ 山里 は 雪 ふみわけて 誰かと ふべき 

うめの 花盛りす ぐれ ど 山里 は 霰ば しりの 聲も 聞え す 

feB; 變. {l^^i^lgl 此の 八景の ラち夕 照 一首 は 前に 平 尾て ふ 

虔 rtee£f*s 所に て 夕 照 をよ める VJ て あそ はしけり 

みよしのの 花 も かく やと 白雪の 梢々 を うづむ ゆ ふぐれ 

赤羽橋^！帆 

追風に 力 も いれで 船人の 帆 かけて 歸る けしきの どけき 

新 堀 夜雨 

住む 人の 稀なる 野邊の 物う きに あはれ を 添 ふる 夜 はの 村雨 

祥雲 寺晚鐘 

夕暮 はかす 響き そふ 中に わきて 此の 野邊 近き 鐘ぞ 異なる 

衣 干 岡 晴嵐 

強 かりし 夜半の 嵐 も 知られけ り 衣 ほす 岡の 今朝 S 景色に 

. 水車 秋 月 

秋 も 早 廻りて こ ， に 水車た てる ほとりに 月 はさ やけき 

小 田落臈  — 


〇 心よ ゆに 云々 傳1» を 破れる 郭 

公の 詠 0 


Q 惜しむべき 光陰 惜しむべき „ 


^  Jt 雪 


あはれ なり 霧 間に 見 ゆる 山陰の 小 田に と 落つ る 鳩の 一 連 

右の 御 歌は享 保より 宽延 までのう ち 詠ませ 給へ るが 中 を 誦し おぼえて 

しるしぬ 

春の 缺 

おが 宿の 杜の 木の間に 百千鳥き なく はるべ は 心の どけき 

目黑と いふ 所へ 行き 侍りし に歸 さの 道の ほとりに 荣 花の いみ じく^ける 

を 見て 詠める 

いぶかし なや、 春 立ちし に 女 郞花唤 き ぬと 思 ふ は 菜の 花ぞ これ 

郭公 を ききてよ める 

、いよけ に 草木 繁れる 夏山に 烦 はしく も ほと ， ぎす 鳴く 

夏の 欺 

昔し むべき 事に しあれ ど 暑き 日 は 秋 立つ 程 を 待た れつる かも 

夕 立 

涼しく も 降りく る 雨 は 夏山の 茂き このまに 露の たばし る 

かたはらに つか ふる 人の さ 波 をと 申しければ 

a 八 a 


〇 星 合の 空 七月 七夕 牽牛接 女 一 

星の 相會 する 夜 をい ふ 0 


0 天ミ 共に し -レ は 強めの 助詞。 


〇裔 星 亲牛星 


〇 萬代梳 今の 萬 世撟。 集中 江戶 

の 地名が 多い。 


0 永き 代の 橋 永代 橋。 


M< 降 言  五八 六 

秋され ば 水底き よみさ ら波 更に ぞ たてる 風 吹く ごとに 

七夕 風 

星 合の 空靜 けしな 久方の あまつ 河 風す しく あるら し 

七夕 霧 

ほし あ ふ を 見 まく ほり まつ 人の 爲に 天つ 河 霧 立ちな 隔て そ 

七夕 契久. 

人 皆 は 星の 契りと ぁぢ きな めど 天 と共にし を へ む 契り ぞ 

七夕 船 

今 はし も 天つ 川せ に彥 星の つまむ か へ 船 漕ぎて 行 くらむ 

七：： 《 十五 日漁リ に 出で て 

君が ためすな どり せむ と 漕ぎ 行けば 萬 代 橋の 松ぞ 見えぬ る 

乂の 七月 中の 五日 漁りに 出で 去年の 冬 將軍家 御 こ  >- ち 例なら ずお はし ま 

せし も 今 はよ ろしう わたらせ 給 ふ 

去年の 冬の かしこ かりし を 思 へれば 今年の 今日 ぞ わきて 樂 しき 

またの 文月な か の 五日 

永き 代の 橋 を 行き かふ 諸人 はおの づ からに や 姿 ゆた けき 


〇 餌の 狭 £ 魚 蓼、 Ms の 豪物 競の 

狭 物 (祝詞 式、 


〇 月 證 月の 異稱 Q 


〇 千 早ぶ る 上 三 句 さやけ きの 序 


天 降 


洲崎邊 に 漕ぎ出で て みれば 安房の 山の 雲居な しつ 、遙 けく 見 ゆ も 

小 松 川 を い こぎ 過る にさつ 方に 小松拉 みう ゑた る を 見て 

小 松 川 小 松 結びて 木 だる を も 今日の 遊びに 見む とし 契らむ 

七月 中の 五日 例の ごと 深 川て ふ 所に 漁りに 出で 侍りて 

tit  みけ  すな ど 

睹の狹 物 さはに 獲られよ 大君のお ほ 11 にあへ む 今日の 漁り 

义の年 文月 佃 島に て 

むら 松の そが ひ を 登る 月讀の 半ばに わたる 雲 さ へ うれし 

眞帆 引きて よせ 來る 船に 月 照れり 樂 しく ぞ あらむ 其の 船人 は 

八月 十五夜 

こぞよりも 今宵の 月 を 見 まく ほり 待ちつ る もの を 雪な 隔て そ 

雨空の 晴閒も あれな 我が 戀 ふる 今宵の 月 を はっかに も 見む 

夕 ぐれになる まに 雲 晴れて いと さやけ き 月の さし 出で し をみ て 

うかりつ る 雪 はれ 行きて ほりし ごと さやけ き 月 を 見る.； て 嬉しき 

千 早ぶ る 神 寶ちふ 玉 櫻の 太刀の さやけ き 今日の 月 かも 

延享 元年 八： 十五夜 杯た びくめ ぐ リ祐賢 拍子 正 度 笛の ふえ 横笛 長 

賴箪篥 などし i 嚯 ひける に 

言  五八 七 


いその かみ ふりに し 唐の 笛 竹 を 吹き 立てて 遊ぶ 今宵た のし も 

同じ 夜 

かくし あれと 去年より 欲り し 我が 心 今宵の 月と 共に 晴れけ り 

またの 八月 望の 夜 

立ちお ほふ 雪閒々 々に 影 さえて 雲閒々 々 にあら たに ぞめづ 

旅の こ V ろ を 

夕 づく日 はや 隱ろ ひて 旅 衣 ころも 手 さむく 秋風 ぞ ふく 

仕 ふる 人の 萩の 花 末にな りけ る をと しければ  . 

昨日まで 盛り をみ むと 思 ひつる 萩の 花 ちれり 今日の 嵐に 

ま  仕 ふる 人の 薪の 下にた ある 石 をと 申しければ 

薪晚 ける 山べ の 石 は 心 ありと 人 やみる らむ假 におき し を 

04? 月 十三夜 此の 月 は 宇多 上皇  九 H- 十三夜 

の 仰せに よりて め づる習 はし VJ な 

る 。歌の ® にし はく 見 ゆ。 空に 満っ やまとの 國の風 なれ や 今宵の 月に 圓居 する こと 

恭しき 大 みことのり をう けて 今日な む 吹 上の 御園に まう で來 ぬるに まと 

ゐ さへ 給 はれる 其の かしこ まりを 今日の まと ゐの司 達に 聞 ゆる ついでに 

大君の みこと をう けて 弟 も 吾 も 御園に 遊ぶ 今日の た ふと さ 


〇ぉ^?^に云々 紅 si- の 駕の詠 は 古 

來 頃る 多い。 紅 の每 神の まに ま 

に。 紅 の 箱 著ぬ 人ぞ なき 0 渡ら 

は 錦 中 やた えなむ。 


〇|« 耳の 顺ひ 云々 六十 而耳 顚。 

(IKlfi 爲政 第二) 


天降 霄 


豫め 定め 給へ る 今日はし も 空 さへ 晴れ て 紅葉 照り 添 ふ 

不盡 0 山み そな はすうて なに 參 りて 木々 の もみ ぢ せる を 見て 

古事に 聞きし のみに て 未だ 見ぬ 紅葉の 錦 今日 見つ るか も 

寄螢戀 

音に なかで 身 をのみ 焦す 螢 はもけ だし 吾が ごと 物 思 ふと か 

紅葉 を 

もみ ぢ葉を 見れば めづる ぞいぶ かしき 枯れぬ る 色と 我が 知りに つ > 

さくらの 紅葉 を 

雨 ふれば 青み いやます 常 磐 木の 木の 閒 をよ そふ 櫻 薬の 色 

雪の いたう 降り 镜リ ぬる 夕洒の み つ 、庭の さま 見 侍りけ るに よめり ける 

酒の みて 見れば こそ あれ この 夕 雪 ふみ 分けて 注き かふ 人 は 

享保 十八 年 正月 廿 一 日將軍 家の If? 十の 御 賀に御 杯の 臺に 添へ て 奉りけ る 

鶴 龜の齡 なりと も 何なら じ わが 君が 世の 數に くらべば 

寬延 三年 正月 二十 一 日將軍 家の 六十の 御賀 によみ て 奉る 

天が下い やさ かゆら し 今年 旣に 君が 御 耳の 順 ひませば 

年毎に 今日は 我が君の 生まれさせ 給 ひし 日 なれば！ 3i ひ 奉る にまい て 今年 

Jf? 八 九 


IK 降 


〇 みむ- /J しほりて しは强 めの 助 

JSO ほりて は、 欧 して 0 


〇 あえ 肯ぇ 0 あやかる 0 


言  五 九 〇 

なむ 甲子に 周り 合 へる に 日 さへ 同じ 干支に 當 りぬ 甲子に こそても 開けぬ 

ると 聞く に 誠に 君の 榮 えまし まさむ ことの 限り あら じと おぼして 

吾が 君の 榮ゆ くこと は 玉 松の きのえ 根ざしの 廣 ごる がごと 

» つか ふる 人の 含雪亭 をと 申しければ 

富 土の 山み むとし ほりて 山の ベ に 作りし 庵に 入日 さす 見 ゆ 

御銜 立の 障子の 畫に 濱邊に 千鳥の ありけ る を 見て. 

五 百 重 波よ する 浦 わに 何 を かも あさる 千鳥の 羣 れゐる 見 ゆ も 

九十の 賀し 侍りけ る 人 を ほぎ て 

吾 や 妹 や 子等 はい ましに あえぬ ベ し汝 はな ほ も 松に あえてよ 

松竹增 春色と いふ こと を 

此の 春 は 園の 松 色まして 今し 千代 經む祥 を 見 すらむ 

仕 ふる 人の 熊笹の 閒の石 をと. 5. しければ 

唐人の 縫に も 似た るか さ 、 原の かたへ に 立てる 石の 形 は 

銜立 さう じの 檢を 見て 

千鳥 すら 友 呼び か はし 遊ぶな りな どて や 人の 獨り樂 しむ 

W  勸學 のこ X ろ をよ める 


〇 城に 代る 壁 を 云々 秦 五十 五城 

を 以て 趙王 の 壁./」 易 へん こ VJ  S 

ふ 0 趙 のぼ 相 如奏に 使して 璧を全 

5 して IS る 0 


：} 今日のに は に はは 海原 をい ふ 


害 もよ まで 遊び わたる は 網の 中に あつまる 魚の 樂 しむ. か 如 

學 ばざる 人 を うれ へて よめる 

天よりも うけし 賜物 徒らに 知らす て 過ぐ る 人の はかな さ 

春秋 を 判 ぜる敬 

枯れ 渡る 秋 を もえ 出づる 春に し はた くらぶる だに 愚かな りけ り 

藺相 如の 檢を てよ める 

城に 代る 璧をか へ せし 其の 人 を 我 は 其の 玉に か へ まく 思 ほ ゆ 

學 ばざる 人 を うれ へ てよ める 

擧ば でも あるべく あらば 生れながら 聖に てませ ど それ 猶し學 ぶ 

天地の めぐみに 生る、 人 なれば 天の 命の まに く をへ や 

人の 道 を 我が家の 業と しながら も學ぶ 心のお こたり ぞ する 

宇喜田と いふ 所に 狩に もの するとて 船に 乘リて 行きけ る に 松 か げに眞 g 

ひく 船の 往来 ふ を 見て 人々 歌よ み 侍りけ るつ いでに 

何事 も眞 帆に せよ とて 示す 吾が 心に あへ る 今日のに はか も 

ふね はてに ならむ とほせ り 今 一 つ 酒た うべ つ ゝ 遊べ と ぞ思ふ 

濁りな く 波 さ へ もな く 行く 水 は 物 知らぬ 吾 も かつ 見つ るか も 


天 降 


き C 


五 九 一 


IK 降 言 


5 力 


0 子 to 古 正月 初子の 日 野 邊に出 

で 小 松 を 引き 若菜 をつ みて 遊ぶ 0 

〇 我 も 行か ま し nis さす 紫 野 行 

きしめ 野 ゆき 野 守 は 見 チ や 君が 袖 

ふる」 (萬椠 I 雜) 


〇 あかむ がに がに 接尾語、 箱 か 

んが g に 0 


庭に かひし 鹆を 

子 を 思 ふ 物て ふなれ ど 此の 鶴 は 妻 さへ 持た す 乏しく あるら し 

右 御歌享 保より 寶 暦の 頃までの 御作な リ 

立 春 

打ちな びく 春き たれる か 久方の 天の 香具 山 霞み そめた る 

.1 呂 人の 袖つ け 衣 ふり は へ て 心の どけき はる は來 にけ り 

子 日 

<^「日はしも子の日なりけり茜さす紫野邊に我も行かまし 

をと めら が 赤 裳 引きつれ 小 松原 綠に まじる 今日は 來に けり 

霞 

舂霞 たな 引く からに 白雪の つもれる 稍 はなの ごと 昆ゅ 

登 火の あかしの 門より 見渡せば やまと 島 邊は霞 か をれ り 

たかむらに 家居 やせ まし 鶯の 鳴くなる 聲を 聞き も あかむ がに 

かャろ ふの たつなる 岡に 梅 きて 心の どけく 驚な くも 


〇 白馬 古く 正月 七日 宮中に て 行 

はれし 白馬 節畲0 


o.yr 醤華 0 古、 冠の 上に か， さ 

したる 飾 物 0 


〇 佐 保 川 今奈 良の 西郊 を. 沈る 0 


若 茱 

いざ 子ども 若菜 摘みて む 霞 ゐる春 日の 野邊の 若菜 摘みて む 

宮人 は 白 nil ひけり 少女ら は 雪閒の 若菜い まや 摘 むらむ 

殘 雪 

春され ど 雪 消え やらぬ 山里 は猶 ふる 年の 心地す るか も 

去年 はさ も 思 は ざり しが 靑 みます ぉ閒 S 雪の 淸く見 ゆか も 

くさ AV, 

種々 の 花 は あれ ども 宫人 のうす にしせ る は 梅が 花 かも 

勻 ひさ へ 花 さ へ 實さ へ 若紫 さ へ 冬 木の ほど も栴 は， となる 

柳 

春雨 はしば く ふれり 佐 保 川の 岸の 靑柳色 まさるら し 

春風の 吹く と はなけ ど靑柳 S 姿に しるく 知られぬ るか も 

早 蔴 

泰霞か をれ る 野邊に 少女ら し 早 蕨 をと る羣 れつ 、行く も 

わか 草の 緣が 中の さわらび は 紫 ふかく 尋ねて， ぞ 折る 


天 降 


言 


五 九 一 11 


B< 降 


き a 


〇 大野の 御牧 信 濃！： 伊^ 飯 

田の 南西。 古の 左 馬 寮 大野 牧 G 


〇 遙け きもへ は 遙 けき 思へ は。 


〇 打ちの ゆる 佐 保の 枕詞 0 


樱 ちる 山路 は 知らに 白雪の 、からな くに 降る かと ぞ みる 

みよし 野の 山の 白雪 消えぬ ると 見し まに 花の 雪ぞ 積れ る 

春 雨 

み 冬 野の 枯生 のま ， の 淺茅原 そ ほふる 雨に 萌え出で にけ り 

春雨 は音靜 けし も 妹が 家に い 行き 語ら ひ 此の 日 くらさむ 

春 駒 

信濃なる大野の御牧春されば小草もゅらし駒®^^uなり 

春雨の 晴れに しからに 笠 原の 露う ち 散らし 駒 あがく かも 

歸 臈 

さ 、"波の ひらの 山べ に花唉 けば かた 田に むれし 應歸 るな り 

霞 わけて 鳩 歸る見 ゆ 行く先の 遙け きも へ ば あはれ む 吾 は 

喚 子 鳥 

打ちの ほる 佐 保の 山べ の 呼子 鳥よ ベ ど 答 ふる 人 も あらな くに 

霧 かをり 月影 くらき まきむ くの 檜 原の 山に 呼子 鳥な く 

苗 代 

苗代に しめ 引き は へ て 引く 水の 豊かなる にも 年 はしる しも 


〇 はふ 延ふ 。しめな ひき わ たす <= 


〇 はる 日の 枕詞 。春 日に 冠す 0 


〇 花ぞ 稱谷本 「花に」 


0 こ 、ら 許 多 OR 多。 


〇 ほらね 5」 欲す を 四 段 活用 VJ し 

た 0 

〇 井手 山城 II 木津 町の 北方 G 古 

來 山吹の 名所 して 詠に 入る。 近 

く 玉 水の 名所 あり。 


天 降 


しめ はふる 小 K の 苗代 奥山の 雪 消の 水に 水 まさりけ り 

花 散りし く野邊 のつ ほ董 色う ち さえ て： g みなむ も 惜し 

はる 日の 春 日の 野邊に 今日 も かも 里の 少女ら 蕙摘 むらむ 

燕 子 花 

かきつ ばた 暌 くなる 池に 風 吹けば 濃き 紫に さ 波. ぞ よる 

名に も 似す 淺澤 沼の 杜若 ふか むらさきの 花、 ぞ晚 きぬる 

藤 花 

時つ 風いた くな 吹き そ 田 子の 浦に ける 藤 波 散ら まく も 惜し 

住の 江の 藤 さきにけ り 香 をと めて 沖， 〕 ぐ 船 も， ^  > ら iS へ り 

山 吹 

あが 駒に 水 は ほらね ど 打ち 寄りて 井手の 山吹 て や 過ぎな む 

山し ろの 井手の 玉 川水淸 みさ やにう つろ ふ 山吹の はな 

三 月 盡 

うすもの 

春 はし も 今日の みなれば 綺 の 櫻の きぬ もぬ がで 寢 ななむ 

今日の みと 限れる 春 を 春風よ いぶきに 吹きて 返せ 此の 春 

t  五 九 五 


天降 言 


五 九 六 


〇 ラま ig; を 枕詞 0 三輪に 冠す 0 

大和 國 三輪 市 は 古来 酒に 名高い 0 

〇 行き あ ひの わせ 夏 ミ秋ミ の 行 

き あ ふ 頃の 早稻 0  I 說、 ゆき あ ひ 

は 地名 ミ す。 又 一 說、 夏 田 を植ぅ 

るに 苗の £ ら、 4tJ る 時 同じ 苗に あら 

ね を植 ゑつぐ もの。 

〇 照射 „%師 が 夏の 夜 か, り をた 

き 之れ に 近よ る 鹿 を 射殺す。 


〇 白眞弓 枕詞。 ひたに 冠す 0 


〇 右の 右 近衛の 0 

〇 な^れ そね ね は 完了ね の 命令 

形。 解る 、勿れの を 强 めた る 形 


更 衣 

か とり き ね 

大 宮に縵 の 衣の しり 引きて つど ふ を みれば 夏 はしる しも 

今朝 も猶空 は咋 日に か はらぬ を 衣に 夏 はま づぞ 立ちぬ る 

早 苗 

ほと 、 ぎす 里 なれに けりう ま 酒 を 三輪の 山 田 は 早苗と るら し 

少女 等が 行き あ ひの わせ を植 うるな り 立 田の神に 風 祈りつ > 

照 射 

益荒男が ともしす らし も 小 倉 山嗜き 夜毎に 星の 影み ゆ 

晝だ にも かしこき 山に 我がせ こが 喑き 夜毎に 照射す るか も 

五月雨 

五月雨の 晴閒も 知らに 白眞弓 ひだの 細 江 も 海 をな すか も 

ます かたの 姿の 池の 五月雨 あやめ も 見えす 波ぞ 立ちけ る 

盧 橘 

たまにぬ きて 花 橘 を 佩く 人 を 1:3^ れば 昔のお も ほ ゆる かも 

御 階 邊の橘 さけり たちならす 右の 舍 人ら 弓な 觸れ そね 

螢 


〇 かざし 揷頭 o 

o 神 山に If 谷 本 「神 山の」 


〇杜？.5 つま をミ ひつ 、 の 歌 此の 

1 首 aK, 廿本 になし 0 

〇 血 あゆ 血 流れ出る 0 

〇 須兒 賤民の 意。 


繁りぁ ふ あしまの 池に 影み えて 瑩 飛び かふ 宵 はす しも 

ま 玉つ く をち のす が はら 夕 露に 光 を そへ て 飛ぶ 螢 かも 

卯 花 

稻荷山 祭ち かみ か 我が 宿の かき ほのう つぎ 花 s; きに けり 

いなり 山け ふ 祭る らし 諸人の 卯の花 かざし 羣れて 行きぬ る 

葵 

何故と 事 はしらぬ を あふひ 草 かもの 祭に 吾ぞ かざせる 

皇 神の かざしに せよ と 神 山に 蔡ぐさ をし 植ゑ そめぬら し 

杜 鵑 

降る 雨に しぬ ゝ に ぬれて 杜鵑 五月の 山 を 鳴き. ぞと よもす 

杜鵑つ ま をと ひつ ， 血 あゆまで 啼 くなる 聲を 聞けば 悲し も 

菖 蒲 

昨日まで 須兒の 刈りつ る あやめ 草豐の あかりの 髪と なりぬ 

みやめ 

長き 根 をえ らまく ほしみ 諸人の 沼に まど ひて 菖蒲 引く かも 

蚊 造 火 

夕日 影勻へ る 雲 S うつろへば かやり 火く ゆる 山 本の 里 


夭 降 


言 


五 九 七 


fK 降 

〇 飛火 守 のろし を あぐる を 見守 

る 番人。 


〇 し， >  繁く  0 

0 心 涼し も 條谷本 「心 涼しき」 


0 冰室 を&葳 する 

0 冰室山 山城11愛宕都大^4村0 


〇 しねぎ 凌ぎ 0  く,' りぬ けて 0 

〇 風 をな み 風がなくて 0 

〇 荒 和 稱谷本 「荒木 践」 

〇 さくく しろ いす の 枕詞 0 

〇 いぐし 齊串 。幣を かけた る 串 0 

OS  ：& 越欧" 六月 威。 

〇 切 麻 麻 又は 木綿 若しくは 紙な 

§」 を 細く 切って、 神に 供 ふる 物 0 

〇 琴の 緒 稱谷本 「琴の 音」 


言  3犬< 

飛火 守 見 かも とがめむ 蚊 遣 火の 煙たち たつ 遠方の 里 

し *>r に 生 ふる 池の 蓮の 花 みれば 風 も 吹かな くに 心す しも 

はちす おふる 池の 汀に た /V すめば 衣に ほ はし 淸き風 吹く 

冰 室  一 

水無月の 十五 日に しあれ ど冰室 山 衣手 寒く 風 えに けり 一 

夏來 より 秋果 つるまて 緋幡 のた えぬ 冰 室の 山 は 寒し も 一 

泉  一 

足 引の 石閒 をし ぬぎ わく 水の 落ちた ぎち 行く 風の す、. r しさ _ 

風 をな み 照り はた 、 ける 夏の 日 も 泉の みこ そ 涼し かり けれ 一 

荒 和 就  一 

さくく しろい す if の 川に いぐし 立て 夏韨 すと 人つ ど ふか も 

切痲 にみ のさが なさ を なでつけて 祓ひ果 つれば 風の 涼し も 

立 秋  一 

琴の 緒 を さ 渡る 風の 響かす に 秋 さり 來 ぬと 今 はしる しも ^ 

今 はし も 秋は來 ぬらし 白妙の 衣手う すみ 風の 寒し も  一 


o いむき いは 發語、 向 ひ „ 


〇ミ っ宮 « 宮" * 

〇 廣し VJ ふ 廣しミ いふ * 


〇 たかま 5」 の 云々 高践山 は聖武 

帝の 難宮 があった 所 0 萩の 名所 Q 


天の河い むき 立てり て戀 ひに ける 心 はるけ むよ ひは來 にけ り 

此の 夕 空に 棚引く 白雲 は 君が まう けの 天つ とばり か 

获 

妻 こ.^ る 鹿の 音 聞 ゆ 今 も かも 眞野 の获原 きたち ぬらむ 

秋 はぎの 勻へ る 野邊は 草枕た び 行く 人 も 立ちと まりつ > 

女郎花 

わが 戀 ふる 妹が 垣根の 女郎花 白露 重み かたむく もよ し 

狩人 も 情し あれば か 女郎花し、 5, 唤 く野邊 をみ つ 、過ぎに き 

薄 

み吉 野のと っ宫 所と めくれば そこと も 知らに? t 牛-ひに けり 

武藏野 を 人は廣 しと ふ 吾 は 唯 尾花 分け 過ぐ る 道と し 思 ひき 

露 

萩が 枝 を かざしに せむ と 思 へ れど 露の 散ら まく 惜しき 获原 

たかま ど S 萩 をお しなみ 置く 露に 玉し く宫の 昔お も ほ ゆ 

霧 


夭 降 


一一 Is 


ff? 九九 


天降 言 


六〇〇 


〇 望月の みまき 信 濃國の 牧場、 

立 科 山の 楚。 今 本牧村 大字 ま "カひ 

「逢坂の 關の淸 次-に 影 見えて 今や 

ひくら む 望月の 駒」 (拾 遣 三、 秋) 

〇 ひたりみ ぎり 馬の 寮 左 馬 察、 

右 馬 寮。 


〇 知ら ャ 昵谷本 「知らに」 


0 紙屋 川 京都市 西郊 を 南 流し 接 

川に 合す。 紙 を 製す る VJ ころ。 

〇 紙 戶の人 紙屋の 人、 紙 製造 人 


〇 も ミっ かをり 本の 香り。 


待 乳 山 今朝 越え 來れば 霧 こめて 隅 田 川原 は 見れ ど 分かぬ かも 

名ぐ はしき いなみの 海 も 朝霧に 見せす 過ぎに き 旅は爱 きか も 

車 0 

我 妹 子と 相 ふしながら 朝な く 珍ら しみ 見ぬ 朝顔の よさ 

あした 昇り 夕 ま かづる 宮人の 家に よろしき 朝が ほの 花 

駒 迎 

望月の みまきの 駒 は 今 も かも 霧 を わけて や あまの ほ るら む 

ひだりみ ぎり 馬の 寮の さわぐな り 貢の 駒の 今や 來 ぬらむ 

月 

かぐ 山に 生 ふる 眞榮木 枝 さやに a えたる 月は祌 もめ づらむ 

松 浦が た 限り も 知らす 照る 月に 唐土まで も 思 ほ ゆる かも 

紙屋 川岸に みだる、 かる かや は 紙戶の 人の 贅 にや 刈 るら む 

ねぢ けたる 人に し 見せむ 刈萱の そよ 吹く 風に 打ち 亂れし を 

蘭 

鶉な く ふりに し 里の 藤 袴 もとつ かをりの 懷 かしき かも 


O こ、 に 此の M に o 

〇 射 都人 § を 》i る 人 <_ 


OIW もよ し 枕 KO きに S す T 朝 

もよ しき 人 VJ もしも ま つち 山.^ き 

く  VJ 見ら むき 人 VJ もしも」 ( Jaj 葉 集 

一 ) 

〇 くたら 野 大和 ise? 瀬 都。 

〇 花 妻 鹿に 配して t 狄の花 をい ふ 

嵋谷 本に は 「花の ま」 ミ あり。 J: 


天 降 


吾が 衣に 香 はとめつ 藤ば かま 咲きつ ろ 野邊を 分けて こし かば 

荻 

夏 過ぎて 秋 さり くれば 我が 宿の 荻の 葉 そよ ぐ 音の さびし も 

荻 は そ もい かなる 氣 よりな り 出で しそよ ける 音の 悲しく あろ は 

い め びと 

射 部 人の 多 かる こ、 に 秋と いへば 何 をた のめて 臈渡 るら む 

春され ばき そ ひていに し膘 がね は 心細け に啼 きて 來に けり 

朝 もよ し 木 人と もしも 眞土山 夕 越え 行けば さ をし かなく も 

くだら 野の 萩の 花ち る 夕風に 花 妻 こふる しかの 音 聞 ゆ 

禱 衣 

さが 風の 寒く 吹くな ベ をち の 里の 衣う つなる こ ゑ 聞 ゆなり 

松 かぜに たぐへ て さびし 玉 川の 里の 少女が 衣 うつおと 

蟲 

秋 ふかみ 萩の 花ち る 夕風に 聲 うら ぶれて 蟲の 鳴く かも 

白菅 のま 野の 获原 ちりしけ ばす だけろ 蟲 もこ ゑ衰へ ぬ 

言  .  六 〇1 


夭 降 


言 


六 〇 二 


〇 吹 上の 云々 「秋風の 吹 上に 立 

てる 白菊 は 花 か あらぬ か 彼のよ す 

るか」 (古今 五、 秋 下) 

〇 風 祭る 立 田 山に は 風の 神 を 祭 

る。 級長 戶！？ « 命、 級長 津彥 命、 卽 

ち 立 田 娘、 立 田 蜜の 二 柱 0 


〇 知る に 稱谷本 「きくに」 


〇 ほせり 欲す を 11 段 活用- /」 した 

0 し は 降る 頻りに 降る 0 し は 鳴 

く  (頃り に 鳴く) の 類。 


菊 

此の 夜ら はわた かもお ほひ 眞 白菊 豐の あかりに 奉らば や 

吹 上の 濱邊 はしらす 白菊 を 風の ふければ 波き よる かと 

杠葉 

風 祭る 龍 田の 山の もみ ぢ葉は 散らで しあれ や 雪 ふるまでに 

ひむ がし 

東 の 山の 紅葉ば 夕日に はいよ く 紅く いつくしき かも 

九月 盡 

秋 は 今日 盡 きぬと 知る にいと  >  しく 蟲の啼 く音ぞ 哀れな りけ る 

この 夕 置け る 白露 夜の あけば 霜と なりな む 秋し いぬれば 

初 冬 

今朝より は 冬 さり 來 ると 知れば にや 外 山の 梢 風 荒く み ゆ 

けさより は風ぞ 寒け き 白 重 かさね 著 ぬれ ど風ぞ 寒け き 

時 雨 

人 皆 は 秋 を 惜しめり その 心 空に かよ ひて 時雨れ けむ かも 

もみ ぢ葉 を染 むる は ほせり 然れ ども 時雨し ば 降る 頃 はわび しも 

霜 


o 天 ぎら ひ 天！ »り0 きら ふ はき 

るの 延音 0 

〇卷向の^!?原 大和 國初瀬 山の 西 

に： a びて 卷 向山 あり 0 その 山麓 * 

as 原 ./J い ふ 0 

OI  SI 谷 本 「寒」 


夭 降 


をし 鴨の すだく 人 江の 村蘑 にむ らく 白 く 霜 置きに けり 一 

霜 はた  > 白 しと 思 ふに 霜お けば 白菊 あかく 勻 はす や なぞ . 

松の 葉の ふる 葉 も 降れり 住吉の あら、 松 s^f 散 ふれれば 一 

神 さぶ る 伊 駒が たけ は 雪と ぢて霰 降りく る 音； て かしこき 

雪 

0^ に 奉るな る むらさきの みかさの 出に 雪 はふり けり 

天 ぎら ひみ ゆき ふれれば 卷 向の 檢原も わかす 今 はなり ぬる 

寒 蘆 

難 波 江 S ほり 江の 蘆の 霜枯れて 汀 あら はに 波の よるみ ゆ 一 

風 s§ る 池の 汀の 枯^の 亂れ ふすな る 冬 はさび しも  一 

千 鳥 

白波の 來 よる 浦 わの 月淸み 此の 夜ら 更けて あそぶ 千鳥み ゆ ， 

難波潟 潮干の 名殘夜 はたけて 淡 路の島 ゆ 千鳥 さ 渡る 

冰  一 

よし野 川淸き 汀に 冰ゐ ていよ/ \淸 くお も ほ ゆる かも  ： 

言  .  六 ollli 


天 降 

〇 妹が 手 を 枕詞 0  VJ るに 冠す 0 

「妹が て を- /J ろしの 池の 波の 閒ゅ 

鳥が 音け に 鳴く 秋 過ぎぬ らし」 (莴 

葉 集 十) 

〇.、」 ろしの 池 和 泉 國泉北 郡 0 

OS 村 廣羣。 

0 味 村 あお 鴨の 羣 -* 


〇 見ら く 見る の 廷語0 


言  六 〇 四 

妹が 手 をと ろしの 池の 冰れれ ば 水を戀 ひて や 鴨し なくら し 

水 鳥 

泡 雪の 降りし 敷ければ をし 鴨の 心 ゆるび て 岸に すだけ り 

冬され ばい 臥し 亂る ゝ庸 村に 味 村 さわぎ あさりす るな り 

綱 代打つ 波の音 聞 ゆ さ 夜嵐 もみ ぢ葉 ごめ に冰魚 やよ るら む 

夜半 毎に 網 代 もるな り 篝火を 冰魚は 好みて よる にゃあ るら む 

神 樂 

風 はやみ 庭 火の かゆ も 寡け きに まことみ 山 は 霰 降る らし 

天 ぎら ひ 雪う ちちれ ど 諸人の 星うた ふなる 聲 さやけ しも 

鸞 狩 

降る 雪に きそ ひ 狩す る 狩人の 熊の むかば き眞 白に なりぬ 

ふる 雪に 御笠 もめさす 皇子 達の み 狩せ すなり み腹勉 めよ 

雪 まだき 冬 木の 山 は 炭 竈の 煙なら では 見ら くもの な I 

炭 竈の 煙の 末 を 見 わたせば 雪け の筌 にわかれ ざり けり 
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夭 降 言  六 〇f<l 


天 降 


〇 後 鶉 きね ぐ 0 男女 相會 した 

る g 朝 0 


〇 中 々に 「あ ひ 見ての 後の 心に 

くらぶれ は 昔 はもの を 思 は ざり け 

り」 (拾遺、 戀 I ) 

0 日に けに 10 ！々々 VJ  、日の た 

つに つれて. - 

C 旅戀 稱谷本 「旅 衣」 •/」 ある 0 


〇：E も あはぬ かも 稱谷本 「目 も 

あきぬ かも」 


霄  六 〇 六 

くれなる に 染めし 長紐氣 ながく も戀 せし 心 今宵 解けに けり 

恨み わび 月も經 につ 、夏衣 うらなく 今宵 著て ふしぬ かも 

後 朝 戀 

道 芝の 露 踏みし だき 歸り にし 吾が 裳 据ゅも わが 袖 濡れぬ 

語らむ と 思 ひし ことの 殘れれ ば 今日 をい かで か吾暮 してむ 

中々 に 逢 は ざら まし を それよりに 日に けに 人の 戀し さましぬ 

か へ ら むと 我がせ し 時に わ. か統を 結びし 姿い つかわ すれむ 

旅 戀 

常にみ て 安らに ありし 吾妹 子 を 旅 をし すれば 戀ひ侘 ぶる かも 

大君の みこと かしこみ うつくしき 妹 を 振り捨て 旅する 我 は 

思 

渡津 海の 底し 知ら まく ほりせ なば 吾 を 尋ねよ おも ひ 語らむ 

思ひ餘 りい めに もが もと 敷 妙の 枕し すれ ど 目 も あはぬ かも 

片 思 

吾 はこ へ ど汝は 背く かも 汝を 背く 人 を こ はせ て 我よ そに 見む 
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天降 言 


六 〇 八 


0 風 吹け は 瞞谷本 「聞 ゆる は」 


〇 小手 指展 今の.！ ^蔵 ほ 小金 井附 

^0 南北朝の 古戰 


淸き かも 白波 來 よる 住の 江の 岸に 羣 れゐる 鶴 をし みれば 

千年 かねて 遊ぶ て ふこと 誠 かもむ しろ 田に 今 も 鶴 遊ぶな り 

山 

1 一つな き 富士の 高嶺の あやし かも 巾裴 にも 在りと ふ駿 河に も 在りと ふ 

神代 ゆ は 好せ る 山 は 空に みつやま とに 立てる 天の 香具 山 

河 

いよ、 淸く 成りに しとい ひし 象 川 は 今い かなら む 見 まほし きか も 

唐衣た てぬき 川に 風 吹けば さ 、.r らが たなし 浪の 寄る かも 

野 

武藏野 をい 行く 旅人 つとにと かう けらの 花 を 折りて かざせり 

循拉 めて とよみ あ ひに し 武士の 小手 指 原 は 今 はさび しも 

ays- 

いにし へ に 行き は ，>- かりし 不 破の 山 闢の關 星 は 跡 だに もな し 

相 坂の 關は 名のみ か 過 ざに ける 世 をば 止めす 又も 逢 はぬ かも 


〇 さ、 がね の 蜘 Ji- にかくる 枕詞 

OA0 三 河 IS 八！ 111。 


oi  ST 谷 本 「火 燒」 


〇 松 下の 社 W 谷 本 「松の の 社」 


〇 ^泖を 稱谷 本に は 此の SS がな 

くて、 前の 去年 植 ゑし 云々 の 題で 

！!^ ん たこ VJ になって をる 0 


天 降 


舂 されば 霞た な 引く 久方の 天の 橋 立 ゆた に 見 ゆる かも 

せきつ 、 ぞ 水引 くらむ かさ  >  がね の蜘 手に 渡す 是れの 八橋 

右の 御 歌は黉 暦の 年の 中に 堀川 初 度の Kg 首の 題に て 遊ばした るな リさ 

れど今 十 題殘リ 侍りた る をば 殿の 炎 燒の事 ありて よみ のこさせ 給 ひた 

るな リ 

寶曆五 年 正月 十四日に 園の 松 下の 社に 詣 でての 歸 さに 日な みの いとうら 

ら なりし かば 詠める 

いつしかに 池の 冰の 解け 初めて 心 長閑け き 春は來 にけ り 

梅 

雪よ 霜降りに ふると も く 梅の 花の あたり はよ きて 降らさね 

去年 植 ゑし 柳 5 いとよく しげれる を てよ める 

核 ゑし 時は枯 るべ く 見えし 我が 庭の しだり 柳の めでたく なりぬ 

園 柳 を 

古の 慕 はしき かも かづら せで た に 見む かも これの 柳 を 

九月 十三夜 旋頭歌  . 

言  六 〇 九 


天 降 言 


六 一 〇 


0 遠つ 御 神 宇多 上皇 „ 


〇 靑 雲の 白の 枕詞 。靑 雲ば 本 白 

雪 なれ は 冠す る VJ  (冠 辭考) . 


〇 ながめが し は 柏の 一種、 芽の 

特に 長く 出づる もの VJO 

〇 丈夫 嘴 谷 本 「武士」 


〇 しかれ こそ 噸谷本 「こそ」 ミ 

あり。 so 


〇 ひ こづり て 引き やりて < 


• うた^ 

いかさまに 思 ほしめ せか 遠つ 御 神の や ， 寒き 此の 夜の 月に 宴 そめし か 

明 和 六 年 七月 七日 

此の 夕 さやけ き 星 は 織女の 君來 ます ぞ としけ る 玉 かも 

おなじ 九月 十三夜 

靑 雲の 白 肩の 津は見 ざれ ども 今宵の 月に 思 ほ ゆる かも 

きくの 花 折り かざしつ/ V 諸人の 遊ぶ 今宵 ぞ月 照りに つ ， 

時雨 を 

時雨 ふる 時 はう けれど 木々 の 葉の 染まる とも へ ば樂 しく ありけ り 

冰 

長月に 閏 あれば か 神無月な かばに もたらす 冰ゐ にけ り 

ながめが し は を 

ますら を 

丈夫の かぶとに 立つ る 鍬 形の ながめ 柏 は 見れ ど あかす けり 

いは ふ こと あ リて宴 ^し 顷 

人 も 我 も 心の どけし しかれ こそ 萬 代 經らむ 事の 本なる 

祈年祭 

岩ば しる 淡 海の 白 猪 ひ こづり て 神の 御贄と 今日 祭りけ り 


居 〇〇〇 
る い $ は 
こ も ふ 


春 日 祭 

いっきめ たへ て  ラ》 

稻津實 を舂 日の 祭齋 女の 妙手 ゅ紳は 甘う け まさむ 

まつのへ の 神 まつる 年の はの 十  一 n  二十 三：：： とい ふに ぬ さの 樂 とて 舞 樂 

をな む 供し 奉りけ る そが 中 五常 樂の 序と 破の あは ひに 詠 をな させけ るに 

詠めり ける 歌 

瑞 垣の かかれと てし も 昔より 神 さびけ らし この 岡の 松 

しめ はふる 岡の 齋 垣の 淸 ければ いも ひも 安し 幣も 安け し 

みて ぐら 

奉る 安 御幣の やすらかに 守ら ひた まへ 此の もろく を 

諸々 もい よりつかへ よこの 祭 わぎへの みか は 諸々 の爲 

鳥 取の 侍從の 庭の さまえ もい はずお もしろ きが 中に 大御祌 の 賜 はせ 給へ 

るて ふ 五十 まリの 木の わきて めでたう 榮ぇ ぬるに 實に 此の 遠つ 祖の 朝臣 

は 御惠み のこよ なかり しぞ かしと 思 ひ 出で て 

いちじる 

大神 のい つくしみ 深く ませり と は 庭の つらに も 著 く兒ゅ 

仲 子の もとよ リ 櫻に 桃 を 折り 添へ てお こせて 歌 を こ ひければ 

櫻 花 はなに のみな もっかへ そよ 桃の 寶 になる 事 を 思 ほせ 

梧桐 鳳虽 

言  六 二 


〇？《 うけ lav して 受ける。 、もも 

ちよく 供米 * うけ 人れ る 0 


〇 五常 樂 五聖 樂、 舞樂の 一 り 

〇 序 雅樂 G 緩急の 拍子に て 始め 

に 起る 調子." 

〇 破 樂 曲の 拍子 次第に 钿 破なる 

、破、 急の 別が ある) 


延ふ 0 ひきま はす 0 

瓧 頭の 垣。 
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六 一 一一 

の 靑桐暌 けり 香 をと めて うづの さが 鳥 今 か來啼 かむ 

雀 * 

りの 八尋 のたり 尾 開き 立てめ ぐる 姿 は 見れ ど あかす けり 

こ  わぎへ 

より 籠ぬ け來 にけ むう そ 鳥の 吾 家の つまの 梅に 遊べ る 

澤 鷄 . 

に 浮む さは かけ そのこ もに とさかの 勻ひ はえて いっしき 

平 雀 

枝 をし ばう つ う へ にう つ 雀 汝が打 つ 尾羽 を 吾み はやさむ 

雲英 椋鳥 

の晚 ける 岡邊 にむ く 鳥の 羣れて あさる は 何 得る とか も 

公英 河原 弱 鳥 

る ふぢな が 草 をす く^のいた わめつ  も 其の 實 はむし も 

旋頭歌 

子が 門た 、く かと 出で て 見れば 前の 沼に お ほかりす だく 聲に ざり ける 

木 鷲  ； 


〇 知れ はや 知らせ はや。 れ はら 

* のつ まりた る 音 0 


0 來 なり なり は威跌 の 助動詞。 


0 まけて 豫め用 IS ^して。 

〇 早 iSvJ ら さね 早苗 VJ りて よ ミ 

の _ilr!G ね はねの 命令形た が 輕 い 形 0 


古寺の 垣 ほの 杉に 夕され ば さはに すだけ りご ゐ鷺 はこれ 

藍喙 鷲 

物 もな さで 世に ふる 人 は へ ら鷺 のむな ゐざ りすに 猶 劣りけ り 

驚鴦 によす る 

から 國 にあり と 聞くなる おも ひ 鳥 思 ふ 心 を 妹に 知れば や 

白 0 

古に めづ らしみ せし 白 應の今 は 東に さはに し來 なり 

乞 雨 鳥 

けさいた く 雨 乞 鳥の なけり しぞさ 少女 まけて 早苗 とら さね 

長尾鳥に 寄す る 

天 ざ かる ひなに 多 かるし なが 鳥 長き 此の 夜を獨 りか 寢らむ 

安 鳥 

百 鳥の そこ ぱく啼 ける そが 中に 安 鳥の 聲の 著 きか も 

都 鳥  ， 

お ほ 

なが 名 をば 誰か 令せ し 都鳥 都に は 住まで 鄙に 住める を 

檯 鳥 


夭 降 言 


六 1 三 


天 降 


OS の 枕詞" - 

〇细 の 島 東京 市靈岸 島の 東 0 


〇 わら うづ を 云々 >58屐 を脫 ぐ- 

地位 を 去れる をい ふ 0 

0 君が 稱谷本 「君に」 


〇 こ は 云々 この 奧 書 I 本に あり 

藤 原 爽臣は 番寫 した 人で あら ラ 0 

序文 の^者 は 未詳 Q 


言  六 1 四 

吾が 宿の そが ひに 立てる 槿の 木に 槿鳥來 啼く頃 はは ゃ來ぬ 

佃 島に いきけ る 頃 

かく 来て は 珍ら しみき けど 此の 波の 夜な く 響く 蟹 人の 伏屋 は 

鵜 鵜の 個の 島に しばし 居て 波より 出で し 月 を 見し かも 

茸 狩に 木 下 川 わたりに 行きけ ると き 小 松 川に て 

名に ぞぉふ 小 松川邊 に誰植 ゑし 小 松の 色 は 見れ ど 飽かぬ かも 

茸と りて 詠める 

わら うづ をぬ ぎ 捨てし 君が 慰めと 木の 下 川邊茸 摘みて けり 

中 川 を 過 r る ほど 

秋 深き 龍 田の 川 はかく ぞ あらむ 入日 さす 雪のう つる 川面 

歸 さなれ ど 景色い とこと に 見えければ 

晝 行きし 川に しあれ ど 夕され ば靜 けく ゆた に 新しき 如 

こ は 田 安の 故 君の み 歌 なれば 文化 四の 年 正月 1 一十 八日に な も 藤 原の なほみ 寫す 


天 降 


終 


しづの や 歌集  河 津美樹 


〇 古？ =」 小 野 古道、 又、 長 谷川 謙 益 

«;^5の門人、 盲目に して^ i お を- 以 

て 名 あり 0 古道 家集が ある 0 


0 お まなむ なむは願！？^の助ぬ詞 

. しづの や 


づのゃ 歌集 


河津美 

春た つ 日よ める 

春が すみた たる を 見れば く  もりし 神代の 昔 思 ほ ゆる かな 

やん ごとな き 殿の 御 母君の 十の 賀に 寄 若菜 祝言 松 契遐年 

君が 齡 のべて ふの べに 諸人の 摘める 若菜 は 千世の かすか も 

きみが け ふ 契る 心 やかよ ふらむ よろ づ 代うた ふまつ 風の 聲 

若菜 をつ みて 人に おくる とて 

君 を まつ 思 ひ をの みぞ 摘み ぬれば かたみに みたぬ 苦 菜な りけ り 

古道が 母の 八十の 賀に 河の ベ の 春と いふ 題 を わかちて よめと ありければ 

鈴 鹿 河 八十 瀨 こえぬ る浪の 上に 行末と ほくた つかす みかな 

梅の ことば 書きた る 奥に 

此の ゆ ふべ 春風た ちて 梅の 花ち りに も 散らせ さか づきの 上に 

春風に 散りく る栴 のさ かづきに うかべ る ごとに 酒は飮 まなむ 

跌集  六 一七 


樹 


しづの や 歌集 


0 こ、 ら SK 多 0 


0 ゆ ふ 、づ、 金星 0 宵の 明 gr 

〇 樓 かざして 「巨 しきの 大宮人 

は 暇 あれ や 櫻 かざして 今日 も暮し 

つ」 (新 古今 二、 春 下) 

〇 靱 もよ し 枕詞。 きに 冠す る 0 

〇 曲水の 宴 川に 沿うて を 流し 

その 杯が 己の 前 を 通過す る 時 詩 を 

賦 し.；，！ もので 支那より 傳來 した 遊 

ぴ 0 古、 我が 禁中 御 溝水に て 行 は 




六 一 八 

人の 許に て 

此の，：： 伯の 梅の 勻ひ をと めくれば 鶯さ へ もこ. V ら 鳴くな り 

夜の 梅 を 

梅の 花 ものがたりし は 夢なら む 香ば かりさ そふ はるの 手枕 

名所の 花 

ゅふづ 、 のか 行き かく 行き 見れ ど 飽かぬ 吉 野の 山の 山 櫻 花 

さ *、 なみの 志賀の 山邊を 越え くれば 櫻 かざして 立つ 人 や たれ 

春祌事 

舂 されば 花 折り もちて 朝 もよ し紀 人の いは ふ 三く ま 野の 神 

曲水の 宴す るかた 

水上 は 唐土に， まれ 唤く 花の も、 のみやび はやまと 首の 葉 

樓の ふみかき たる 奧に 

ことと はぬ 花なら ませば 今 も かも 神代な がらの 人 も あらまし を 

花の 頌に 

さかぬ ま は 嬉しと 思 ひし 春雨の 厭 はる ， ものと 今 は 成りに き 

水に 花の ちる 听 


O みな わ 水沫 o 

〇 なせの 君 云々 夫の 殁後。 


〇 こせ 大和 阈ぉ城 都 VJ 吉野都 VJ 

の 境に ある。 巨 勢. 3。 

〇 つらく 格 枝葉の 繁き isa の 

樁 0 

〇 こミ さやぐ 外 國の富 語の 解し 

ggj きを 云 ふ。 

0 くたら の 原 大和 葛 城 都。 韓人 

の婦 住した る 地 0 

〇 井出 出 城 阔木津 町の 北方 0 古 

來 山吹の 名 


〇 さ. IV き 梭駄。 


さ tf なみ や 比 良の 大 わた 風 吹けば みな わにう かぶ 山徵 かも 

なせの 君 過ぎた まひて 後人の もとよ リ 飛鳥 山の 櫻の 枝 をお こせけ るに 

去年の 如 あすかの 岡に 喚 くらめ ど 昨日の 人 はみ えす 成りに き 

春 大和 國を おも ひて よめる 歌 

今 も かも 晚 き勻 ふらむ 大和なる こせの 舂 野の つらく 祷 


だ 


ら の^の 鶯は春 まちつ けて いかに 鳴 くらむ 


、 J とさ や 一 

山 吹 

咋日 今日 八重. E 吹 はさきに けり 井出の 川瀬に 春 やゆ くらむ 

初夏 藤の 花 を 

なつかしき いもが 衣の むらさきのに ほひよ ろしき 池. S 藤 波 

山里に 時鳥き きに いきて 

心と くきても 聞く かな 卯の花のう き 世の ほかの 山 ほと ， ぎす 

祭の 御 車に さず きょり 物い ひやる かた 

ひきつれむ たづき もしら で 諸蔓戀 けつ ， 今日 を 忍びつ るか も 

寶腾十 一 年 あが 君 ふたら の大 神の 御祭の 事う けた ま はりて 卯月 十日 あま 

リ 立ち 出で 給 ふに 從 ひゆく 道す がら 詠める 缺 

しづの や 歌集  六】 九 


しづの や 歌集： 


六 二 〇 


0 かほ 鳥 よ ぶこ 5j りの 異名。 


〇 ふたら 山 二 荒 山。 下野 國 日光 

ft     . 


〇 黑髮山 男 山の 異名。 


〇 壬 生 下野 國。 栃木 町の 北東 _ - 


〇 姿 川 宇都 宮 市の 西 を 南 流して 

8S 川に 合する。 


夏 きても まだ 袖 寒 きさごろ もの をつ くば 山に のこる しら 雪 

ゆけ ど猶 行き過ぎが たき 杉 村の しけき がな かに かほ 鳥の なく 

ふ た ら山 に のぼりて 

夏 來てぞ 櫻 さくなる ふたら 山 ふた ， び はるをけ ふ 見つ るかな 

御み やに まう でて 

下野 や ふたら の 山の 一 一 ご 、ろなくて ぞ 靡く 四方の たみくさ 

くろかみ 山 を 見やれば かほ 鳥の 聲遙か にき こ ゆ 

をと めら が黑髮 山の 木の間 よりあ をよ ぶこ 鳥聲 きこ ゆなり 

か へ さの 道 は 夜 を も わかず 急ぐ ためしの ま 》 に 誰もく 足 は そらにて か 

つねぶ りに 眠る 壬 生て ふ 所 を ゆく にこ  >- に 河な む ある わたり 給 はむ 程 だ 

にめ さまし 給 へと おどろかされて 見やる に 目 も いとた ゆし 河の 名 をと へ 

ば 姿 川と なむい ひける に 

都 出で て 幾日も あらぬ にす がた 河 やつる、 影ぞ 波に うつれる 

祖父の 九十 八に なり 給 ふ 年の さ 月 二十日 あま" 賀 茂の 縣主荷 田の 在 滞の 

うし 橘の 枝 直 千 蔭な ど數 多まで き 給 ひて 前栽の 竹を詞 にて 齢の 高き を こ 

とぶき 給 ふ 欲 どもよ みて 給 ひければ 


〇1TE.# 道 奔 海の 父 _ 

〇 なり 所 別 


〇 あし は 山 筑？ » 山の 北-今の 足 

尾、 加^»、 佛 R 等の 總稱。 


〇 すま ひ ffiiso 


みはら、 かす 踏み &., T す 

ひよく 蹈 みなす 0 


諸人の よろ づ 代うた ふ、 ) とぶきに 竹 も 心の なびく ベ ら なり 

村 田の ii^ 泣が なり 所に いきて 人々 と共に 物 をよ める うきくさ 

池な みに かよりか くより 萍 のうかれ ての みやけ ふ は 遊ばむ 

遠山 夕立 

あしほ 山 夕立す らし 筑波 ねの そが ひの 雲に かみの 音す る 

玉 河 のほとりに 日く る > - 

玉 川の かは戶 ゆきくれ 島つ どり 鵝 飼が ともとい ほりす 我 は 

ふみ 月 七日の 夜 人々 つど ひて よめる 

天 G 河み くまり 草ぞ なびくなる 今や わがせ こみ 舟 寄す らし 

か 花 を 折りて 人の がり やる 

見せば やにし ひて 手 折りし み わ 山の しゅきが 本の 露に 濡れつ ， 

. す ま ひ を 

めし あはす すま ひの 庭を蹈 みさく み 我は貌 にて たつ 人 や たれ 

かた 庭を蹈 みはら ， かし 立ち 向 ふ 人， 〕 そ 今日の ぬきてな るら め 

八月 望の 夜 

秋の 夜の 月 清ければ しきた へ の 枕の 夢. ぞうとく 成りぬ る 

しづの や^ ft  六 ニー 


〇srs 客閒 Q 


o* ぐき 小 wo を 接頭語 o 馳 

は 山の 洞穴 ある もの o  I 


しづの や 歌集  メー ニー 

晝 みれ ど あかぬ 玉 河き よき 瀨の浪 に 最中の 月す みわたる 

寳曆五 年 八月ば かり 賀 茂の 大人の 出 居 造り 給 ふに 人々 つど ひて 祝の 歌よ 

める 時に よめる 

昔な すま 木の 柱の ふとし くもた てる 心 は 代々 に 動か じ 

.臈 

秋の きる 霧の ， ^ ろ もの 薄ければ 臈 がね さむく 猶 きこ ゆらし 

見 わたせば わさ 田の 穗 のへ 霧り あ ひて み吉 野の 里へ 應 鳴き 渡る 

夜 深く 膊を 聞きて 

ぬズ り夜更 ナて來 鳴く 僞 がね は 物 思 ひ をる 我ぞ きき をる 

落葉 を 

かひ もな く 散る もみ ぢ葉か 白雪の 龍 田の神に まひ は， しつれ ど 

かみな の もみ ぢを 

かんな 月し ぐる ， 雪に 隱ろ ひて 色み えぬ まに 散り か 過ぎな む 

時雨 を 

ひさし 野の をぐ きを 出づる 月影 を 見る まさかりに 時雨 降りき ぬ 

冬 遠 情 


OB にけ に BK の經 過す るに つ 

れて 殊に 0 

〇* ちつ 日 もき そ も 一 昨 B も 昨 

B40;  .  ！…  I 


0 むかぶ す 向 伏 

〇s?i ある VJ へ $j 道 ある ミ いへ， V 


しづの や^ 集 


夕 あらし ふかぬ 都 もさ ゆる かな 比 良の 高嶺に み 雪 ふるら し 

雪の ふリ たるに 人々 船に のりて 見る かた 

漕ぎ か へ りえれ ども あかす 湊 江の 入 江 の 蘆に ふれる しら 雪 

こしの 白山に 雪の ふる かた 

おしなべ てよ そに も ふる か 白山の 雪の 碎 けて 散る にゃあ るら む 

詠 雪 

秋 an ぎて 冬し きぬれば 吹く 風 も 日に けに S 、く をち つ 日 も きそ もく 

もれり 今日 も かも 雪 はふら なむ とほ じろ き 野に 打ち出で て 降る 雪 

に 雪の 遊びせ むと ますら を 3 友 かきつらね 駒な ベて 武_| ^野 si^ に 

我は來 にけ り 

あま 雪の はる、 まに く 武藏野 はみながら 雪に 成りに ける かも 

詠 道 

靑雪の むかぶ すき はみ 天地の そこ ひの うらに 八 百 萬 千 萬國の 國 

のす ゑに 造 あると へど そがみ ち は さか しら 人の 心 もて つくれる か 

らに そが 戶 より い ゆけ る 人 は 道 S. まがに あ ふと 聞くな り いはまく 

も かしこ けれども すめろぎの 神の 御國は 天地の 始めの 時し 神ろ 

六 二三 


しづの や 歌集 


力 二 四 


〇 はり 給 ひ 開き 給 ひ ( 


0 うらやす の國 心 安泰なる！ so 


〇 井出の 山吹 山城 1： 木津 町の 北 

方 C や：： 來 山吹の 花の 名所 D  S く 

に 玉 水の 名所が ある 0 


ぎの 大 みこと もて あめつちの なしの まに く はり 給 ひ 定めた まひ 

て 久方の 天の ます 人 かれ ゆかば よき 戸なら まし これ ゆかば やす 

けから むと 神ながら をし へ 給 ひし とほ じろ き 道に しあれば うらや 

すの 國と 名に おひて たぬ しかりけ り 

あめつちの なしの まに く すめろぎの 定め 給 ひし 道 を ゆけ 人 

人の もとより 玉 河の 花の いろと は 契れ ども 今 は 魅の ねにも こそな けと あ 

る に 答 ふ 

かく もれむ 終の ためしと 成りに けり かはづ 鳴くて ふ 井出の 出 吹 

又 ぶ 身の 晃は 袖に つ、 めど もやる かたなき は 心な" けりと ありければ 

誰 故にし のぶ 淚を 袖に つ 、 み もらし もやら で戀 ひや わたれる 

乂， くれ ど 淚の冰 ^け やらで 物お も ふ 身と 人 もしらず やと 有る に 

はた 、>  なみだの 雨の いやつ ぎに つぎて 降れれば 冰る まもな し 

世に たづき なき 人 三人 四人罟 を 捩み こしける に 今 は いとわび ぬれば 人 や 

しな ふべ き 身に あらず され ど いかでと 思 ふ 頃 たづ の 鳴き 渡る をき きて 

世の中の うき 人の子 を はぐ ゝ まむ 翅 かしてよ あめの 鶴 むら 

又お も ひわ づら ひて 


〇 飛 域 人 飛 a 工匠 古昔 毎年 飛 

IS の國 上り 京師に 召し出されし ェ 

こ 、は 立^な 工匠 0 

〇 あして る 枕詞 0 


〇 しづ子 弓屋倭 M 子。 1» 門 II, 才 

女の I  、 尾 張 侯の 夫人に 仕 ふ 0  SK 

暦 一 一年 歿、 年 二十。 歌集 「文 布」 は 

本 集に 收 めた。 その外、 倭 文 子 歌 

集 伊 1^ 保 紀行の 著 あり 0 


天地に お ほふば かりの つばさ もが 憂世の 人ん」 はぐ ， みな まし 

我がぬ しの 君お してる 難 波の 大城 まもるべ き 仰 言 給 はりて 文 =： 二十 H ま 

りに 立ち 出で 給 はむ とすう まき は先づ ゆきて しかん \» の 事 はかれと のた 

まふ めれば 二十日の 日の つとめて 立ち いづ おく リ する 人々 板 橋と いふ 所 

ょリ皆 歸れば はた わかる とて 母の 御 もと へき こ ゆべ くて 


飛驛 人の け づる板 橋た ひらかに い ゆき 渡る と 人に 


つ ^ 


J そ- 


ゆくてに $i 香 保ろ の 山み ゆいに し 年 しづ子と いひし がそ こ に 湯 あみせ し 

時の 道行ぶ りの 言の葉の を かしかり けるな ど 思 ひ 出 でら る 、に 其の 人 も 

今 は 世 にあらず なむな りぬ る 

いかほ 風 吹きな 亂りそ しづ 機 S 袖に ほ はせ しそ ひの はり 原 

武 蔵と 上野の あは ひに かんな 河て ふ 河 を 渡る 

ふる 里の かたに 流る ， 神な 河水の まに くこ とづて やらむ 

松 井 E の驛を 過ぐ る 程よ リ左も 右 も 前 も 後 も 白雲の 八重た っ峯 のみい や 

たちに 立ちたり 

け ふより は 見る まさかりに 山々 の 姿 f  J とに もな り まさ るかな 

碓冰の 山 を 越 ゆる H 夜の 閒に いさ  か 雨 降リて やみぬ. 叨の =： は 山.； は 

しづの や^ 集  六 二お 


こぐ J むけ 討ち 平ら 々o 


しづの ゃ歜集  六 一一 六 

に猶 つれなくて 空 は あけわたれり ゆくて に 千 穂の 花 きみ だれつ . -こ莉 

が 本 を わけ つ 、ゆけば 旅の しるしに に ほふ ものから 衣手 は いと 露け くさ 

むし 

ふるさと をいで しながらの 麻衣う す ひの 山の みねの あき 風 

たむ け に 到リて 行く先 かしこき 道 を も 平らか ならむ 事 を 神に や 巾す こ 乂 

は 上野と 信 濃 のさ かひに なむ ある は 昔 小 雄の 命え みし を ことむ け 給 ひ て 

歸リ ます 時相 摸の 海に 沉み耠 ひし 橘姬 のみ こと をし のびまして あづま は 

やとみ 言 のらせ 給 ふ 所と なむき きて 顚 みすれば あづまの 國 ばらの 山 ども 

いとよく み ゆ 

うす ひ 山 わが 越え くれば さ 衣の をつ くば やまに 雪 か 、 るみ ゆ 

下の 歌訪に いたりて 大祌 に詣づ 木立 いと ふり 宮居かん さびて 尊し 湖の 面 

靑 くめ も はるん \ なり 

今日 幾 曰 山より 山 を 見つ 、 きて ともしく も あるか 訪の湖 

鹽 尻の 5 餌 を こえて 洗 馬て ふ 所 へ うつ リ ゆく あ ひだ は^ リも なき 大野ら に 

なむ 有リ ける こ X は 昔 甲斐と 信 濃の ますら たけをの 軍した る 所に してう 

たれた る 者の 塚 ども 今 も ぁリと 聞きて 


〇 きち か ラの原 桔梗 原。 


oi  |5!«:€筑 麼邯。 今 の 吾妻 

村。 


.) " 刈る みは 接頭語 0 す，.' 

は紘レ use につ クく  0 


〇 うるまに て 云々 得る にかけ て 

失 ふこ-、 J なし VJO 

〇 淸見 原の 天皇 天武 天皇。 

〇 髙 市の 皇子 天武 天皇の 皇子 0 

壬 申の に 大功が あった。 

〇.< ^ざみ 野 今の 頃ケ 原お く 0 


しづの や &欲集 


もの ， ふの 草む す 屍と しふり て 秋風 さむし きちかうの 原 

ゆくて に 左に {呂 の 尾と いふ 山な む ある こ は 木 曾の 義 仲の 太刀の ぁリと 

ぞい ふ 

落ちた きつ； 4： の 岩 浪山ひ y きおと たかし もよ 代々 はふれ ども 

妻 籠の やどり を 立 ち い づ や う く 信濃國 を はなれて 美^ :1 にう つれ リ猶 

山路に は あれ ど國 がらに や 山の 姿 もの どかに して 道の ほど にじめて やす 

かれば いと 故鄕は 遠ざかる もの の 人 も 我 も. 嬉しと おも へ リ 

みす 5, 刈る 信 濃の 山路 越え はてて み S 安け くもお も ほ e るかな 

うるまと いふ 大野 を 行く に 村雨 降リ來 れリ蓑 笠 を 乞 ふ にもて こし は 失 ひ 

つ いか せむ と 下部が いへば かたへ なる 人うる まに て 失へ る 事 や は ある 

とい ふに 

、フる まに て わが 失 へ るか 、二 S を 取りき し 人 やな づけ 初めけ む 

美 濃と 近 江の さか ひなる ぃぶき山橫をリふせりこの所は昔i^s見原の天皇 

大 友の 皇子と 御 軍 ありし をリ 天皇 は 野 上の 行宮に おはしまして 高 市の 皇 

子 はわ-ざみ 野に そな へ たて て 御い くさ を あと も ひ 給 ひ 天の下 を さだめ^ 

ひしょり いと 後の世に しも 数多た びの 戰ぁリ て 世々 の 天の下に こ  > "にし 

六 二 七 


〇 は * そ 原 は、 そに 母 を かく 

は  >  そば 拍の 古稱 0 


0 およ， ひ 指 0 


しづの や 歌集  六 二八 

て 定まりぬ る 哉と ゆ >• しく も 畏くもお ぼ ゆ 

山 も 動き； 1: もな りつ 、天の下 さだめ 給 ひし わさみ 野ぞ これ 

夜 を こめて やど リを 立ち 出です リ針 t- に いたり ぬれば や 、あけはなれた 

リ みわたせば 

いぶき 山い ぶく 朝風 吹きた えて あ ふみ は 霧の 海と なりぬ る 

おい その 森を兑 つ、 過ぐ 

あ ふみなる 老 その 社の は、 そ 原 風より さきに 立ち か へ りみ む 

露し も はいたく なおき そ： g: 原お いその 淼 にたて りと 思へば 

猶道 ゆきぶ りの 事 ども は 日記に しるしつ 難 波に いたりて また 人の 家に 在 

リ ける ほどに 月の いとお もしろ かリ ける 夜 舟. を うかべて 

難 波戶を 漕ぎ出で て みれば 吾妹 子と すみ だ 河原の 月 をし ぞ思ふ 

九 十三夜 人々 と共に OJ を 見て 

なが 月の 月淸 ければ さきもり はなべ て あづまの 方に 向 へ る 

しはす のつご もリに 人々 つど ひて いふ こと は 只 故鄕の 事の みなり 立ち か 

へ らむ日 を 今よ リ しもお よび 折リ つ >f 

1 夜 あけば 今年と いはむ 嬉し さに 暮れ行く 年 は 思 ふ 人な し . 


〇 秋 或 上田 秋 成、 文化 六 年 Br 

年 七十 八。 


しづの や 欲 集 


きさらぎの すゑ 墨の 江に あそぶ 

すみの 江の 岸に よる 波立ち か へ り 又も 來て みむ 岸に よる 波 

つ ゝ み もて 歸 るよ しもが 墨の 江の 滚邊 にかす む 松の むらだち 

やよひの 半ばば かリ 雨の ふリ ければ 

思 ふ 人 ありと はなしに 春雨の ふるさとの みぞ 戀 しかりけ る 

同じ 時賻を 聞きて 

春雨に うら ぶれ をれば 霞みつ 、 越路 へ 歸る 鳥の 音、 ぞ する 

高 H: 叔 邦が 吉野 へ ゆく と 聞 きて 

よしの 山 雪 か 雪 かの けぢめ ももよく  31^ てき ませよ き 人よ 君 

難 波なる 秋 成が 馬の はなむけして 白雪 も い ゆき は かる 富士 のね の あな 

たに かへ る 人の わかれ はとよ める に 

あづま ぢの富 十-のしば 山し ばく も 馴れて 物 m  、叩 ふ 別れす るか も 

1 とせの 任 はてて 八月 十 H あまり 大城を 出で て 二十日 まリ 三日 故^ に 

歸リ ぬう から やからつ >j みなくて つど ひ ゐたリ 嬉しき 事^ リ なし 5? さ 

の 道 は 君に したが ひこし かば 夜 もい をね ぬば か リ事繁 くて 何事 を もえ 

かきつけず 

,  六 二 九 


しづの や 歌集  六 

師 がよ みすて 給 ひし 種々 のゎづ かに 心に しるしと 、5f めて 侍りし を、 さぬ る. 


〇 た むけ 革 手 向の 爲の料 _* 


〇縣 居の 歌集 賀茂 淵の 歌集。 


とりの 年 ト餘り 三年の たむ け 草に 物すべく はかりつ る を、 打ちつ ヾ きて あら 

ぬの こき 色に そみつ 、籠りての み 侍りし かば、 今 は 徒らにな しはつべき を、 

こたみ 縣 居の 歌集お ほした てるた よりのよ ろしき にと り そ へ て 侍る も、 こ S 

ふた 本の 過ぎに し 人々 の 言の葉 を 行く 水の 世に 絕 えせす ば、 はっせ 河 ふる：！！： 

のべ の ふるき を 忍ぶ 人の てなら ひに もとて なむ。 

阮秋成 書， 


しづの や 歌集 終 


杉 

の 

し 

づ 

枝 


荷 
田 

蒼 

生 
子 


〇f-y. ね ふ 山城の 枕詞 


〇晤^^の山 II： 馬 山の 古名 0 暗黑 

の義に 因む e 


〇1M 羽の 山の 音 いはん «: の 序 

〇 くるす 野 山诚 国の 菜 野 0  く 

S-VJ いばん J$ の 序。 


蒼生 子 家 築 杉の しづえ 

花 を こ ひ 月 を 思 ふに つけても 心々 を 見 給 ひけむ 古の 例 は、 かけ まく も畏き 

ものから、 今も^， 〕 とに つけつ ， いひ いづ る歌にしも人の心は3^-はる ゝ もの 

ぞ かし。 荷 田の 刀自 はつぎね ふ 山城の 稻 i:!: はふり 東 麿の 翁の 娘なる が、 よし 

ありて 此の 東の 大 城の もとに 參 りきて 年月 をへ にけ り。 ち、 のみの 父の 敎へ 

を 守りて 千代の ふる 道 ふりぬ る 書 どもより して、 後の 物語ぶ み を さ へ によく 

見渡しつ、、 喑 部の 山の たど/ \ しき 隈なく、 朧の 淸水覺 束な からねば、 や 

ん ごとな きわたり にも 春の 梅津 S かぐ はしき 名 を 聞え あけて、 鳥 羽の わたり 

のと はに めし まつ はしき。 刀自の 歌の さま 男 山の を、 しき も あなる は、 常の 

心お きてい さ、 めに もた を やめの くねく しきなら はしなくて、 賀茂 のみた 

らし 底淸 く、 淀の 川 水 淀める 筋し も あらぬ 心から、 おの づ からい ひい.、 つる こ 

ともし かなめり。 されば 音 羽の 山の 音に ききてく るす 野の くる 人 多く、 友 岡 

の 友 頃に しもと もしから すなむ ありけ る。 まろい はけな かりし より 物舉べ り 

杉の しづ： K 序  六 三 111 


杉の しづ枝 序 h 


六 三 四 


〇 水鳥の 枕詞 。模、 立つ に 冠す 

る 0 

〇 いろせ 0? 又は 弟 をよ ぶ稱 0 

〇 在満 東満の 甥、 その 養子 ミ な 

つた 0 作者； - 一お 生 子 の 兄に 當る 0 

〇 のり 風 荷 田 御風、 在満の 子、 

作者 生 子の 姪に 當る G 

〇^ 子 菱田縫 子、 作者 蒼生 子の 

弟子 G 

〇 をし ぼの 山 山城 國大原 山の 別 

名。 大原山 は：， 山の 南方。 淳和天 

皇の 御陵 あり 0 小魏村 近く あり 0 


し 水鳥の 賀 茂の 大人 は、 かの 荷 田の 翁に よりて 古き 書ら も あきらめ られつれ 

ば、 刀自が いろせ 在満 甥の のり 風ら 共に 武藏野 S 綠ぁ るが 中に、 刀自 は 殊に 

深 草の 里の 深く むつび か はしに けり。 縫 子 は 刀自に 年頃 物學 びたり ける が、 

殘れる 言の 薬の 山の 名に お ふ 嵐の 風に ちり ほひな むこと を、 をし ほの 山の を 

しみ 歎きて i5 木に ゑり て、 長 岡の 長く 傳へ なむと する に、 此の 集に 名 を 記し 

て 其の わき かいつけ てよ とこへ り。 刀自のお ひたち 常の 有樣 は、 淺 草の 金 龍 

といへ る 寺のお きつき の 石文に 詳しければ いはす。 そ もく 荷^の 翁より し 

も， 其のい ろせ 在満 この 刀自まで、 稻荷山 をのへ にたてる すぎく に、 其の 

名高 かる はいと しもめ づら かに めでたき わざなら す や。 かれ 此の 集の 名 を 杉 

の しづえと お ほす るな りけ り。 時 は寬政 七と せに あたる 年の 彌 生に、 橘の 千 

蔭し るす。 


〇.H みそむ る 数へ はじめる。 


杉の しづ枝 


荷 田 蒼 * 

む 月 朔日卷 たちければ 

む 月た つけ ふ を 始めによ みそむ る 春の 日數は 長く も あらな む 

年の あしたに よめる 

あけぬ とて 名のる 烏の 聲の 中に. E 際 かすみ 春 はきに けり 

元日 ふるき 男の 女の 許に きて 物な ど い ふ 

け ふば かりこと 忌 すれば ふ る 年の ふるき 欽 きを 人 は そ へ けり 

春の はじめに よめる 

み士  n 野の 岩の かけ 道と ほければ 又も 憂世の 春に あ ひに けり 

四十に なりけ る 年の 卷の 始めによ み 侍りけ る 

け ふより は老 とい ふ 名 をお ほすな る 年と はしれ ど春ぞ 嬉しき 

元日 嵌と りて 

春と いへ どま だ 霞まぬ を 人 皆の 睦 ましむ て ふ 月 はたらけ り 


杉の しづ枝 


六 111 五 


子 


〇！^ ん： i のぬ しのい ひお き 云々 「命 

長 けれ は 恥 多し 長く  VJ も 11 十に 足 

らぬ 程に て 死なむ こそ 目 やす かる 

ぺけれ。」 (徒然 草) 


C 松 も ひき 云々 古、 正月 子の 日 

に 野に a3 でて 小 松な 引き 千代 を壽 

ぎ 若菜 をつ みて 遊ぶ 0 


杉の しづ枝  六  一 U ムへ 

春の はじめに 兼 好の ぬしの いひお き 給う ける 言の葉お も ひつ 5- けて み. 1^ 

四十 あまり 一 つの 年に なりけ る を 思 ひて ひ とり 言 にかく ぞ 

たらぬ 程と 人の いひて し數 よりも 餘れる 年を數 へそへ けり 

春の 始めに 

朝日 かゆ 昔の 春に たち か へ る心づ から や 殊にの どけき 

春の 始めの 欲に 

松 も ひき 若菜 もつ まむ とば かり を 思 ふが ほど ぞ春 は樂 しき 

元日に 林 諸 鳥の もと へ 文 やる とて 藻 をつ >1 みたる 紙に 戯れに 書き付けけ ス 

此の 年 も かよりか くより なびか ひて 契る しるしの 玉藻な りけ り 

六十 あまり 三つの 年 元日 筆 を 試む とて 

嬉しき もうき も數へ て 六十 あまり 三つの 朝に 又 あ ひに けり 

辰の年の 始めに 

人 皆の あなう とい ひし 年 はくれ てけ ふたつ 春ぞ is!^ け かりけ る 

去年 は 世の中 さわがしく 人々 うきこと ありければ なリ 

春の はじめの 欲と てよ める 

あだなり と 人 はいふと も 此の 春 は 花に 心 を そめつ くして： ：5 


〇 袖 ふり はへ て 袖 を 連ねて わ 


0 は 山 し！ t 山の 對 0 


おいぬと て 心 はな どか 花鳥の 春の いろね を 思 ひすて め や 

名所 早春 

富. H 川の 冰く だけて 流る めり 高ね の 雪 も 春 をし るら む 

海邊 初春 

靑 海原 かすみ わたりて 千 早 振 神代の ま 、 の 春 を 見る かな 

名所 早春 

不一 一の ねの 雪 も かすめる 昨日け ふ 田 子の 浦び と 春 やし るら む 

富士 のね G 煙と ともに 霞む めり 据 野の 小 草 もえ やそ むらむ 

0 を 

春 日 野に 袖 ふり は へ て ゆく 人 はなべ て 霞 S 衣 著に けり 

野 徑霞を 

心 ゆく 春の みやび は 思 ふ どち 霞めろ 野路 を わくるな りけ り 

遠 山 霞 

ふり さけて え る もの どけし 筑波山 は 山し け 山 霞み わたる を 

山 霞 を 

草 も 木も萌 ゆる 春べ と 足び きの 出 は 霞に うちけぶ るな り 
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〇 小 野の 山 山城 國丹 波國 VJ の捷 

炭燒の VJ ころ VJ して 古來 名高い。 


QS 林 諸 鳥 0 本姓 は 瀬 氏。 

淵の 鬥人0 


C 子 H せむ 正月 子の 日 小 松 引き 

千代 を 募ぐ 遊、 ひ をしょう 0  , 


海 邊霞を 詠める 

春 なれ や 白浪 わけて かづきす る 海人 も 霞の ころもき てけ り 

浦 遠く 汐路 霞める あけ ほの は 波 も綠に 立つ と 見 ゆめり 

里 霞 

炭が まのお も かゆ 見せて 春霞 ほのかに けぶ る 小 野の 山 ざと 

春の 不盡の 歌と て 

時 しらぬ 不一 一の 高嶺の 白雪 も かすみの ころも 春 はきに けり 

春の 始めに 雪の いたく ふリ ければ 

春：；^ きて つもる み 雪 の 深ければ 花と 見え ぬ も 殊にめ づ らし 

諸 鳥の 許に てこれ かれ 子 Rr すと て 

若菜 を も 共に つまむ と 思 ふ どち 今日の 子の 日の まつ ぞ樂 しき 

諸 鳥の あがたの 家に て 子 日せ むと て これ かれつ どひて 

ひきつれ てけ ふの 子の 日に 集へ る を 千代の どち とや 松 も 思 はむ 

松 有 春色 

朝にけに綠そはれる春の色は子G-日のまっにまづぞCS^んける 

若菜 知 時 


〇 かたなり かたは 片、 完成せ ざ 

る義。  . 


0 ひ ミ よふた よ tav. 夜.、」 をい ひ 


春 日 野の 野 守が 門の 初 t 右 菜 摘みて や 妹に はるを 見 すらむ 

春の 始めに 驁の なきけ る を 

昨日 かもけ ふか も 春は來 にけ らしお ほつ かなけに 驚の なく 

弦 出ハ介 

春 はま だ やな ざ も 眉に、 〕 もれる をいで て 鳴きけ り 谷の 鶯 

山里に て？^ をき くと いふ こと を 

昨 曰か も巢だ ちに けらし 山 ざと に まだ かたなり の鶯 5 ゑ 

0 鶯 

冬の 野に わびて なきに し 鶯の聲 のこ ほりむ 觯 くる 春風 

人の 許に て 驚の なく を 聞きて 

梅の 花 さきの 盛り は 鶯の人 をい とふ も 憎から なくに 

人の 家に？^ のな きければ とい ふかけ うた 

.E 里も舂 やきぬ ると 問 ひ よれば 軒に 答 ふるう ぐ ひすの 聲 

舂も まだ ひとよ ふたよ の^がき にさ ゝ やかに 鳴く 鶯 のこ ゑ 


たちよれば 人. 

早春 梅 を 


^ いと」 isL ノ な，.？ P か：.： れ. k ぞ s&te. 
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鶯に 驚かされて 閡 ちかく 今朝 ひらけた る 梅 をみ るかな 

\  春霞 たっとき くより こ ひぬ る を 今日 ひもとき し 梅の はつ 

梅薰枕 

こぬ 人 を 我がお も ひねの 手枕に うたて に ほふ か 風の 梅が 香 

風なら でと はれぬ 閱の 手枕に いづこの 梅の 香 か 通 ふらむ 

路 ■ 梅  • 

誰が 袖 も、 フべ こそ 驚れ 行き かひの 大路に たてる 梅 さきてけ り 

天滿 神に 梅 を 奉る とて 人々 歌 よみてよ とい ひければ 

うつしう ゑし 花の あるじ も榮 えまし 梅が 香め づる 神の 惠 みに 

故 鄕の梅 を 

見し 世に は 酒に 浮べ しこと も ありし 我が 古里の 梅 さきにけ り 

土 佐の 姬 君の 御 欲會始 うちく にせさせ 給 ふ 時海薰 袖と いふ 御題に て 祝 

の 心 こめて 

我が君が 千代の かざしの 梅が 香のう つれる 袖ぞ おき 所な き 

水 邊柳を 

袖 ひぢて 結び やせ まし 水底に うち は へ 見 ゆる 靑 やぎの いと 


〇 めかれせ ぬ H 離れせ ざる。 


〇 しら ぶれ は 春風 ミ 柳の 絲ミの 

^_»で風の吹<こミをぃふ0 


0 あえて かりて ( 


0 玉 ゆ こ 道の 枕詞 0O 

C 諸 鳥 林 諸 鳥" 眞淵 G 門人 0 

〇 さいで 1. 絕 布の 裁ち 5r 


〇 根 こじて 根 ごめ にぬ きて „ 


柳に おも ひよ する こと ぁリて 

めかれせ ぬ 柳 S 絲 にぬ くも S は 袖より おつる 玉に ぞ ありけ ろ 

行路 柳 を 詠める 

舂 の やなぎの 絲 もしら ぶれば ゆききの 人 も 袖 か へ すめり 

贈答の 跌 よみけ る 時 柳 を 折リて 人に やる 心 を 

よりて みる 人し もなければ 靑 柳の 絲 はかく こそ 思 ひ 亂れし 

又 同じ 事 を 

、フ つろ はぬ 心に 似た る靑 柳の 花 ffl の絲 をと りて だに よ 

同じ 時い せ 子に か へ し 

心 ある 柳の いと をく りか へ し 賤か手 わざに あえて こそ 見れ 

此 の おくりもの 絲を くる 車な りければ なり 

道 柳 

玉 ほこの ゆききの 道の 靑柳は かづら にすべく 早な りに けり 

諸 鳥ぬ し へ 春の 贈物と て 白き に靑 きさ いで 重ねて！ @ 紙 をリて やる とて 

靑 柳の はな だは 春 もに ほ はね どか はらぬ 色 を 心と みなな む 

源佼 邦の 許より 庭の 絲 柳の まだ 短き を 根 こじて たうび ける にみ づ からと- 


杉の しづ 技 
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〇 か ぞいろ 父母 = 


〇 ふる 降る VJ 古る ミ かく。 

〇 つ はな 茅 花。 禾本科の 植物ち 

が やの 花。 
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尙 志に とて 靑 柳の 綠の絲 の 末長く 結ぶ ちぎりの ちか ごと ぞ これと ありし 

し こ 

うつろ はぬ 心 S 色 をく りか へ しちらぬ 花 田の 絲に こそ 見め 

二お 餘案ー を 

うちきらし 雪に ぞく もる 一 一月の そらごと なれ や 霞む 春と は 

赛雨 ふる 頃お も ふ こと 多く 心地 も あしかりければ 

か ぞいろ と 何 かたの まむ 春雨の ふるに かひ ある 身と し 知らねば 

里 春雨 

ふろ とても 物 はなが めぬ 里の 子 はつばな 蕙 にぬ れ暮 しつ ， 

^^雨ふる日{;^^刖君 へ 

ぁぢ きな くまつ と 知らす や 打ちし めり 栴も 蒸れる 春雨の ころ 

御 かへ し  定 

梅が 香に まつと はしれ ど訪ひ よらむ 晴閒 もみえぬ 卷 雨の 空 

同じ 時に 良 丸ぬ しょりと はぬ まの _ ^の ながめに 移ろ ふ を IS しみて 折りし 

梅の 一 校 • か へしに 

春雨に うつろ ふ ， ^ と を 惜します ば 我に をし まむ 梅の ひと 枝 


前 


o 兑し世 fe て して 來た 世- 


0 若草の 云々 「春 日 野 は 今日ば 

な. 燒きそ 若草の つま もこ もれり わ 

れも こもれり」 (伊！； sg 語、 古今 I 

春 上)  ， 


夕 春雨 

いと 、.r しく 花 まつ 顷の 永き 日 をな がめ 暮す ぞいぶ せかり ける 

春の 夜お をみ て 

見し 世に は 似る ベ くも あらぬ 春ながら 月の 哀れ ぞ變ら ざり ける 

歸 1^ の默 とて 

すてが てに など 歸 るら む 故擲も 旅ね も 同じ かりのう き 世 を 

$S 臈知春 

こち ふけば 鳩 か へ るな り 小山 田の 雪け の 水に^ をし りて や 

雄 子 

若草の 妻 も f ) もれる 春 S 野に 忍び かねて やき .V すな くらむ 

まだ 淺き小 草. かくれに 忍び かね 哀れき 、y すの あら はに ぞ 鳴く 

蕨 を 折りて 人に やる とて 

山守に しのびて 折りし 下 蕨した に 燃 ゆる を それと だに 見よ 

春 述懐の 心 を 

亂 れつ ， 物 思 ふ f  J ろ は 常よりも うち まもらる ， 靑柳 s いと 

若草の 綠 おひ そふ 春雨に いと  > ふり ゆく わが 身 しられて 
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つくく し を 聊か 包みて 牧 子より 霞た つ 野 邊に心 をつ くして し縣の 春の 

しるべば かり ぞと ある 返し 

折り てこし、 いづく し を Ht^ るから に 縣の春 もき み も ゆかしき 

野 邊の春 駒 を 

かけろ ひの も ゆる 荒野の 荒駒 もうら 若草になる ゝ ， ) ろかな 

菜 花 をよ める 

0 いひ やくた さむ 卑しむべき 花 足 引の 山吹に しもます 色 を あやなの 花と いひ やくた さむ 

ではない 0 

櫻 を植ぅ 

〇 いづれ を 先 め」 ちらが 先に 死ぬ う ゑて 見る 花に は 風 を 1^ ふかな いづれ を 先と しらぬ 身ながら 

やら 

3 花 盛 

よしの 山 さとに も か 、 る 白雲と 見 ゆる は 花の 盛りなる らし 

さく 花の いろに 心の 移りし は あかぬ！！， 3 とがと かこた む 

土 佐の かう の 殿の 北の方の 御 許よ リ櫻 山吹な ど をら せて 給 ふとて 雨の 

色 や あせむ とさ く 花 を 打ち 折リ て もま づ君 にと ぞ思 ふとの たま ひお こせ 

給 ひける か へ しに 

ぬれつ 、 もし ひて 手 折りし 我が君が 心 の 色 を はなに こそ みれ 


〇 はてて »: めて 。泊り て „ 


IS じ 殿の 近き あた リを すぎさせ 給 ふとて 近う つかう まつ る人々 して樓|^^ 

^ へ る. W を いかにして 訪 はず やすぎむ 春の 道 9 ベとの たま ひお こせ 給 ひ 

ける か へ しに 

ゆきす りの 君が 言 薬の 花の 色に 与 はぬ 宿 も 春 を こそしれ 

湖上 花 を 

さ 、>  なみの 近 江のう みに 舟 はてて 比 良 山 pr? るまで も：：：^ む 

望 山 花と いふ 題に て 

白 雪 か 雪 か あらぬ か吉野 やま 眞.； n にみ ゆる 花の よそめ は 

花の 歜 とて 景 雄ぬ しの 會に 

花う ちむ かふ 程の あはれ に は 風に 散 るら むと が も 思 はす 

花 もしれ 花て ふ 花の なかに しも 樱 ひと 木に うつす 心 を 

關路花 

香ば かり は閼 もる 人 も ゆるして や あかしに 通 ふ 花の 春 かぜ 

g る さね ど 若木の 櫻 さくころ は閼 ふき 二え て かをる 沛風 

風 靜花芳 

いく 春 も 風に さはらぬ 陰し めて か. ぐ はしけなる 花 力した 庵 
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松 浦の かう の 殿の 北の方の 御前に て 御 庭の 池の ほとりの 花見よ と 仰 言 あ 

りければ 立ちいで て こ、 かしこ 見渡し 侍る に いはむ 方な きけ しきな りけ 

れば 

何れ を か いづれ とめで む 春の 池 を 鏡と なせる 花の すがた は 

花と いふ 題に て 量 雄ぬ しの 會に 

花 はた ゾ よそに 見よ とて さくらめ ど 飽かぬ 心に 折る がわり なさ 

峯花を 

思へ ども 折り かざされぬ 心 をば 峯の 櫻に つくす 此の ごろ 

心地み だリが はしき Ip; 人の 桃の 花を壽 にと て折リ てお こせければ 獨 りご 

とに 

今年の み 見 るら む 花 を 三千 年と 祝 ふ ももの は我ぞ かなしき 

桃の 花 を 見て  . 

梅 櫻う つろ ふ 色の あはれ をば 獨り ふかめし 桃の くれなる 

入相の鐘 は 春し もうかり けり はかな さ 見せて 花の 散れれば 


〇s へ， V もの 歌 手 折る こ VJ が 出 

來 ない、 、およる こミ が出來 ない、 

思 へ >5」 も 及， ひ 難い ミぃ ふやる せな 

い 心 は、 丁度、 手も屆 かぬ 峯の櫻 

を 見る VJ:!!: じで ある- A- の 意 0 


〇 かミ りの 衣 か V- り (irs? 物 

の  一 S) にて 仕立てた る 衣 0  S の 

初めき る 0 


花鳥 もさ も あらば あれ ゆく 春 は 其の 事と なく^し まる 、 かな 

更 ^ 

猶殘る 花に は 袖 を ふれて まし きかと りの 衣に は あれ ども 

卯月 に さ ける 權 を 

せ；！ 人に あす はかたら む： 及 かけて 北山 ざと S 花 を：：^ てし と 

あはれ にも 卯： ：：： にさけ る. E 櫻 はるす ぎて とや 敎 へ られ けむ 

ひとり 喚きて 獨 りちる ら む 櫻 花 まだな つ 知らぬ み 山-かくれに 

殘花を 尊ぬ ると て 山路 わけ いる 心 を 

さき 殘る花 も. や あると 山 深く 人り もて § けばう. ぐ ひすの？ ぽ 

山新樹 

花 紅 薬い ろくに 見る 山の はも 夏の よそめ は 常 なりけ り 

卯 おばが りに 山里 をと ふ 

舂すぎてG^りもめづらし山里の門田•Sさな へ 垣の 卯の花 

残花 を 

時鳥 たづね て いりし み 山路に なほ さかりなる 花 を：； > ^しかな 

郭 ヘム を ま つ こ  ろ を 
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〇 こり f- ま ま は 助 字 o 前の 失敗 

にこ. りすに 再、 ひする こ-/ J0  . 


こりす まの 恨みつ 、まつ 時鳥 つれな かりし も 去年 S 此の頃 

待 郭 公 

時鳥 この 夕 ぐれの むらさめに 待ちえ てきかば 物 は 思 はじ 

忍びても 一 こ ゑ はなけ 時鳥 まつよ ひ 過ぐ る むらさめの そら 

曉 時 鳥 を 

八聲 なく 鳥 も 有 明の 月 かゆに 一 一 こ ゑ もせで ゆく ほと 、 ぎす 

覉中 時鳥 

み 山路 を 語^ ひくら す 時鳥 聞きに といでし 旅なら なくに 

村雨 の 頃缝子 の もとより 村雨 を 空 だ のめに はなさ じと や 忍 音 もらす 山 時 

鳥と ある 返し 

むらさめ はふり も 降らす も 時鳥 君が ためにと lit もらしけ む 

山家 郭公 

邵 より はとく 聞き そめて 郭公と もしく も あらす 夏 S 山ず み 

時鳥の あまた 鳴きければ 

な れだ にも 憂き ， J と あれ や 烏 夜た ゾ 音 になく 聲の 悲し さ 

行路 卯 花 


〇そ は 


〇.ヒ ころえ： 

惹を 得たり 二 


夕 やみの 道 もた どら じ賤の 男が 山 ffl の そ はに うつ木 さく 頃 

谷 卯 花 

光な き 谷と はい はじ 夕 やみ も 月 かとみ せ て^ける 卯の花 

卯 花 を 

： ほに 此處 こそ 我が あしび きの 山里び たる 現 根に はと ころえ が ほに 暌 ける 卯の花 

縫 子 の もとへ 幻の 卷の心 を 

さだめな き 世 をう っ蟬の 夏衣た ち 返しても ね を やな かまし 

かへ し  縫 

ながらへ てべ 「日た ちか ふる S 衣う すき 契り をな ほしの ぶかな 

人の 衣を赛 かりて S か へし やる とて 

君が.； てと こ、 ろと めて し 花 衣 時う つりぬ る 香 をない とひ そ 

卯 の 末の 頃 戶渾の 殿の 北の方 觀世 音へ 詣で給 ふとて 近き あたりの 寺に 

み こし 留め 給 へ リ しに まかで て 御前に 參 りけ るに 殿より 御 短冊た さは リ 

ける 御 こと 書に 妻なる もの の 其の ほと" 近く ゆく にと ありて 時鳥 なれ に 

なら ひて 我 も はた 五月の 空 を まつ は 久しき とて 給 はりし 御 か へ し 女^の 

御 もとまで 奉る 


杉の しづ枝 


六 四 九 


子 


o かくの 木 様の 異名 


0 こ ひお 泥 0 


杉の しづ枝  六 五 〇 

言の葉の 勻ひ にいと ノ 五月 まつ 花 たちばなの 陰ぞ戀 しき 

閑^の 橘 を 

今し はと 昔 をす てし かくれ 家に 猶 しのべ とや 蒸る たちばな 

雨中 橘 

いひ しらぬ 花の I 下の ぬれに けり かくの 木 かゆに 雨 やどりして 

五月 五日 

折に あ ふ 花 も むすびて 菖蒲 草 ま 袖に かくる け ふは來 にけ り 

烏羽玉の 髮 にも かけつ 袖に しつ 菖蒲の かづら 長き ためしに 

さう ぶに そへ て 人に やる 心 を 

あやめ 草 ひくてあまたが 中に しも 長き 根ざし をと めしな りけ り 

かくれ 沼の 深き f ) ひぢの 菖蒲 草け ふより 軒の つまと 見なな む 

五月雨の 頃 述懐の 心 を 

春雨 は 花 をみ つ 、 も 慰めき せむ すべ しらぬ 五月雨の 頃 

夜 五月雨 

終夜 ふる ともよし や 五月雨の しめ やかに だに 語り あかさば 

五月雨の ころ 人に 


いと  >  しく 五月の 雨の ふり そ ひて 袖の 水嵩 もい ゃ增ろ ころ 

五 雨晴 

とぢ はてて 眺め やる 方な かりし も 暗 るれば はる 、 五月雨の { 仝 

早 苗 

語ら ひて とる もむ つまし 妹と せの 山 田の さな へ 賴 みあり けに 

夜 水？ f を 

終夜た 、 く 水鷄の あはれ さ を 人なら すと てよ そに 過ぎめ や 

撫子 を 折 て 人に やろ 

はら はねば 思 ひも 塵 もつ もりけ り わが 一 人寢の とこなつの 花 

夏 門 审 

飛鳥 井に 宿る ともなき 小 車 を 門 ひきいる ゝ ほど ぞうきた る 

夕 額 を 

立ちより て 今 一 ふさ や をり てまし みすてが てなる 花の 夕顔 

夏 富士を 

高ね に は 夏し も 雪の ふるとい ふ あやしき 山ぞ 不一 一の 芝 山 

夏 思 を 

づ枝  六 五一 


杉 の しづ枝 


六 五 二. 


〇 をす 藤0 み-は 接頭語。 


花に 厭 ひ 紅葉に うとむ 風 をし も 思ふぞ 夏の 心なり ける 

窗前 1^ を 

奧 深き 窗に 涼しき ひかり ある は 誰が あつめに し 整なる かも 

前栽に 螢 とぶ を 

夕風の をす の ゆらぎに そこ はかと 亂る ， 玉は螢 なる らし 

螢を あつめた るが 光リぁ ひたる を 

たが 身に も 忍ぶ 思 ひ は ある ものと 燃 ゆる 瑩を 見ても こそしれ 

六 ほば かり 川 逢の 宿に 人々 集 ひて 

ゆ ふ 風 も 月 も 心に まかせつ 、なつ をた のしむ 河 づらの 宿 

船に のりて 夕す みする 心 を 

す 、.T しさ は 五 百夜つ ぎても あかめ や は 月の み 舟と 共に こぎ 出て 

河邊の 家に て 夕 納涼す とて 

川原 風 かよ へ る 宿に をす まきて 月 まつ ほどの 块す *>f しも 

杜 納涼 

水無月の てる 日 もよ そに へ だてた る 茂 木が もとの 庵 涼し も 

涼し さに 秋 もしのば すしの だなる 千 枝の 木^に 庵し をれば 


池 蓮 をよ める 

池 水の いひ しらぬ まで 薰る なり はすの 浮 葉に 風 わたる ころ 

夏 絲 

秋 さらばい とま もな みと 賤の女が 靜 心なく 夏 そ 引く らし 

〇《? 合 古昔 行 はれし 遊 S の  一 g  a の 年 六月 中の 五日 鎮 合に 夏 扇に して. m きうす もの ひとへ を： と S よせ 

左右に 分れ 互に 趣向 を こらした る 

扇 を 出し、 判者 その 设 劣を定 む。  たるば かリ殘 して： i|c 金の すなご 地に て 

P 乂深 きね やになら せば 秋風の すみか たづね て cr: もと ひけり 

寄 蝉 述懷 

ねに たてて 鳴く と 知らす や 空 嬋の身 の 秋ち かく なれる はも 

秋 近うな りければ 人の 許へ 

*  秋 またで 我が身 はかなく なり もせば 世 を (<HSIT のから を だに 見よ 

同じ 時のう たの 中に 

うかりし も 忘れて 人の 戀 しき は 身の 秋 近くな り やし ぬらむ 

秋 近み あすか くらむ 获 よりもけ ふこ そ 君 を 見 まく ほし けれ 

秋 近くな リゅ くも 惱 ましき 身に は いと 心^く おも ほえて 

まだき にも 秋臧 たたば 一 葉より 先に 我が身 はさ そ はれな まし 

杉の しづ枝  六 五三 


杉の しづ枝 


レ.、 


五 四 


〇窘 星 牽牛星 0 

〇VJ もし 妻 逢 ふこ VJ 稀なる 妻。 

多く 織女に 云 ふ 0 


物 思 へ ば そ ろに 結ぶ 袖の露 あき 風た たば 消えむ とすら む 

すみ わびぬ 世に 秋風 S たたぬ まに いかで か 露と 我 はきえば や 

身の 秋 や 近くな りけ む 端 居して ながむ る 袖に 露. ぞ亂 る、 

物 思 ふ 頃 いつしか 秋に なリ ぬと 人の いふ を 聞きて 

うき 秋 はまた も來 にし か 露の 身のお き 所な き 心地す る 世に 

一 葉より 先に 我が身 を さそ ひなば 世に 秋風の たつ も 知ら じ を 

立秋 風 

くれ： b の はけし き 音に 驚きぬ 秋の いりた っ窗の あさかぜ 

«:十 秋 露 を 

朝 まだき 庭の 淺茅 におく 露の めに さ へ 見えて 秋 はきに けり 

七夕に 

彥 星の 年に こがる、 ともし 妻， 〕 ょひ迎 ふる 舟い そぐ らし 

二 星 適 逢 

近からば ゆきても 見 まし 棚 機の 稀の わたりの 舟の よそ ひ を 

0 暑 

秋 なれ や 土 さくる まで 照る 日に もさす がに 荻の 聲 はありけ り 

秋の 風获を ふくと いふ 事 を 


〇 花づま 商に 配して j« を WHf す。 


荻 原に そよ まちと" し^の 音 を 秋の 聲 とはい ふべ かりけ り 

閡 近き 获の 葉す-ぐる 風の 音 は 身に しむ ものの 友と こそ 閒け 

同じ 題 を 人に 代りて 

秋風の やどる 爲と はう ゑな くに 待ちと り 顔の 庭の をぎ はら 

秋に なリて 萩の いと. n? はしく 咲きた リ ければ 獨リ うち ながめて 

我が 宿に なが 花 妻 は 咲きに けり あはれ を 鹿のと め もこよ かし 

庭の 萩 をめ でて 歌よ みける 中に 

錦と も 我の み 見む ははえ もな し 思 ふ 小获を 折る 人 もがな 

風 はよ しふくと も 散ら じ 錦して お ほふと 見 ゆる 秋 はぎの 花 

二葉より おほした てた る 萩の 花ち りが たにな りければ 

こむ 秋 はたが 花 妻と めづ ると も 庭の 小 获ょ我 を わするな 

うつろへ る 叙に つけて 女の 許へ 利 安い かにせ む 人の 心 は 秋 萩の かくうつ 

ろ ふと 思 は ざり し をと あるかへ しに 

折りて こし 小获が 花のう つろ ふに 君が 心の あき を こそ 見 わ 

庭盡秋 花と いふ こと を 

我が 袖 もく さの 袂 となりに けり 庭 S 千ぐ さの はなに. まじりて 


杉の しづ 技 


六 五 五 


杉の しづ枝 


六 五六 


0 せ？. -ぃ 前栽。 


〇 心地 そこな ひて 病氣 して- 


女郎花 

白露の たま をよ そ ひて 女郎花な まめく やど は 人 もと ふらむ 

嵯峨 野に せ、 ざ いほる 

人 ごと はさが 野の 原の 女郎花 をみ なの 宿に うつし 植ぅ とも 

七草の 花の いろく ほりう ゑて 嵯峨 野の 秋 を 宿に うつさむ 

やど りかへ てむ と 思 ふ 頃 庭の 花 薄 を 掘りて 人の がり やる とて 文の はしに 

故里と あれな むの ち は 花 薄 かりにも 人の 問 はじ もの ゆ ゑ 

源 君の 母君より 尾花に そ へ て 忍び かね 今は亂 れし絲 す、 き ほ にいで 

てまねく 心と も 見よ と あるか へ し 

條薄 ほに こそいで ねこ ， にし も亂れ てこ ふと 見ても 知れ かし 

大村迎 照の 妻 よし子の 許より 花 薄に 小 草 とりま じ へ て 我がせ こが 折りて 

かざせる 花 薄家づ とながら 君に みすめ りか へしに 

秋の 野 をつ とに こそ 見れ 花簿 まねく 方に も ゆきが ての 身 は 

此の頃 心地 そこな ひて 久しう ひき 籠リ ゐ侍リ ければ かくな む 

尾花に つけて 人に やる とい ふ 贈答 題に て映慶 ぬしの 許よ リ 秋風 にもつる 

る 野邊の いと 薄う ちとけ ぬべき 君に しあらねば れ がか へ し 


o 名た * る 名に IS えたる o 


秋風に もつれて しょり 絲滞 いと 逢 ひがたき なかと^り にき 

采女 君の 御 許よ リ野 草花と いふ 御題 を 給 はりけ るに 心地 そこな ひし 頃 走 

リ よみに 詠みて 奉リし 

心 ある 野 守 やうつ しう ゑに けむ 殊に さき 勻ふ 七く さの 花 

淺 茅 

教 もちり 人 まつ 蟲も聲 かれて 露の みしけ き あさ ぢ ふの やど 

露 ふかし 

草の葉に かすく 結ぶ 白露 は 袖の 上に もしゅき 秋 かな 

野外 夕蟲 

秋 も 今 末 野の はらの 夕つ ゆに 結 ほほれ たる 機お りの こ ゑ 

あゆまき もが へ る 野末の 夕風に 誰 まつ 蟲の みだれて やなく 

長 門の 北の方のお まへ にて 鈴蟲 のな きけ るに 欲と くよ めと ぁリ ければ 

おく 露の 玉の 臺に ところえ て 名 だ  > る蟲の ふり 出て や 鳴く 

御返しと て あやしの 宿の 蟲 のね もこと を かしう とりなし 給 ふに 榮ぇぁ 

る 心地して 哀れし る 君 まちつ けて 今宵し も 心 ある 蟲ゃ ふリ 出で てな く 

秋 夕 

杉の しづ枝  六 五 七 


O ふたし へ 二重 o し は 助詞 


〇 いづこ ゆか いづこよりか。 


杉の しづ枝  六 五八 

なが むれば 心の 外の あはれ さへ そらに 數 そふ 秋の ゆ ふぐれ 

初秋 三十 番 歌合に 籾臈を 

はださむき 夜半の 野 分に おどろきて 衣 かりがね 今朝 はきに けり 

^ 夕 

秋と いへば うしと 哀れと ふたし へに 夕の 空 を 詠む る や なぞ 

新 室に て 初 雁の なく を 聞きて と いふ こと を 人々 よみけ るつ いでに 

かり/ \ と 鳴きて ぞ來 ぬる こ、 も 又 かりの 宿りと 汝 もしり て 10- 

旅の やどりに 臈の聲 をき きて 

旅に して 古里し のぶ さ 夜中に おなじお も ひか 臈も なくなる 

野 枝 子の 許より 文の 中に 君が あたり 鳴きて すぐなる 臈 しあら ば 我が 戀ひ 

渡る 聲 としら なむ 返し 

いづこ ゆか 鳴きて 來に けむ 膘が ねとお ほに 聞きし が 今. ぞ 悔しき 

秋 旅行 

故 鄉を思 ふころ しもく る 臈ょ旅 ゆく われに 聲な きかせ そ 

秋 夕 

秋と いへ ば 夕の 風の なにす とか 戀 せぬ 人の 身に もし むらむ 


〇ぃ りに けり 弓 張 月 VJ いふより 

人る VJ 射る VJ に 通 はせ た 0 


0 いでが ての 云々 花に は 喜びな 

がめ た 山 も、 月に は 聊か 邪魔に. 5^ 


秋 田 

さ 苗ぐ さあ をむ と 見し も咋日 今日 秋 出 刈る にぞ 驚かれぬ る 

E 家 秋風 

徳波 よる 秋 SE づら にかり 庵して 風の 姿 は 見る ベ かりけ り 

遠近 秋風 

吹く 音は窗 にき かせて 秋風の 姿 は 庭に 見す るな りけ り 

弓 張 月 を 

あかなく に 弓 張 月 はいりに けり いづこの 山の かけや 尋ねむ 

待 月 

花に あかで 打ち 向 ひし もいで がての 月に はか こつ 秋の 山の端 

八月ば かり 月の あかき 夜 野草 花 を 兄る 

すむ 月に あこがれ ざら ば 見 ざら まし 秋 野の花の よるの 錦 も 

月 前 萩 を 

風 ふけば 小 萩が 露の しら 玉に やどれる 月の 影 もちり けり 

, 蘇 上 露 

白露 は 柳に のみと 見した ま を 萩が えだに も 貫きと めに けり 

杉の しづ枝  六 五 九 


杉の しづ枝 


六 六 〇 


0 花づま 鹿に 配して 兹を稱 す 《 


月 映 露 

ふたつな き 今宵の 月 を 百 

月 前 露 


さの 露に 宿して ち、》 に そめけ り 


露し けき 尾花が 袖に 風 ふけば やどりし 月の 影 もみだる 、 

月 前 萩  • 

うら ぶれし 鹿 も 心 やなぐ さまむな が花づ まに 月 やどる ころ 

月に 琴 ひきたる をき きて 女 

うきこと と 聞く ともしら です む 月の よそ に 調ぶ る 松風の， J ゑ 

八月 十五夜 海の 邊の 家に 月 を 見る と いふ こと を 

心 ある 海 士の苫 屋に宿 かりて このうら 島の 月 を 見る かな 

八月 十 ffl 夜 土 佐 侍從の 君の 御前に て 松 閒月を 

松が えに か ， れる 月の 鏡に は 君が ちとせの かゆ ぞ 見えけ る 

松が えに 今宵 やどれる 月 かけ を 千代の どち とや 君 もみ るら む 

月 前 革 花 

秋の 花の 色々 ごとに 見る 月 はや どれる 露の そむるな るら し 

月 前^ 紘 


p ふり さけて 見む ふり 仰いで 遠 

くまみ 見る であらう。 


すみの ほる 影に うかれて 絲 竹の しらべに あかす 月の 此の ごろ. 

土 佐の かう の 殿より たま へ る 題 月 前 遠 情 

力く ばかり 隈 なき 月 は 千 早ぶ る 朝 倉の 森 ももり て 照る らし 

いかばかり すむ やと 月に 思 ひやる 遠方 人 も ふり さけて； む 

海邊見 月 

天の 海の 月の み 舟 を 名. ぐ はしき 大湊べ にきみ 見 るら むか 

宿 か へ て 月見る とて 

露の 身の 宿り か へ て も 袖の 上に なれぬ る 月 は たづね こナり 

蓬生の やどり か へ て も 我が 袖の露 をよ すがに 月 はと ひけり 

月 を^ぶ とい ふこと を 

まも 惜しむ 心々 を 夜もすがら 月に いひつ ゝ めで 明かす かな 

望の 夜の 月 を 

いつよりも てりと 照らせる 望月の 眞 澄の 鏡み るに あかめ や 

月 照 ：11 水と いふ こと を 

石ば しる 瀧つ 白波 はや けれど 月の 鏡 はかけ とめて けり 

月 前 S を 


杉の しづ枝 


六 六 


：?^ の しづ枝 


〇ゎ かなく に なくばぬ の延 音。 

區 別せ ざるに 0  一 


0 みつの 浦 わ 雜 波の 大 伴の 鄕 _1 

御津の 浦 0 今の 道 頓堀長 堀の 港。 

古、 重要な ろ 泊 港 0 

0 ふる 雪に 云々 番爐峯 雪 撈簾看 


0 山の つかさ 山の 凸 起せる 處。 


六 六 二 

影 よれて 何に 見 すらむ 秋の S やみに は 物 を 思 ひけり や は 

うち 向 ふ 月 は ひとつ がらう かぶ は 千. 5 思 ひなり けり 

大空に すむ 影よりも めに ちかき 水に て は 見る ベ かりけ り 

月 不選虚 とい ふ 題に て 

人なら ば 人 やへ だてむ 隔てな く賤 がいへ にも やどる 月影 

いづこと も 月の 光 はわ かなく に 見る 人から や 晴れ f らむ 

M 月 を 

白波の た つ も 厭 はで 荒 機 海 を わたる は 月の み 舟な りけ り 

藤が ちるな に は 思 はす 難 波なる みつの 浦 わの 月 をみ つれば 

山 月 人 簾と いふ こと を 

ふる 雪に か、 けしと 聞く 玉 簾 さながら 峯の？ 5^ る 力な 

山 M 上 H: を  . 

かたぶかで 有 明の の 月影 を 山の つかさに かくみ てし がな 

§月 を 


なわ や もみ ぢぬ 松の木の 閒を ももる 月影 は 照り まさりけ り 

もみ ぢ せぬ 松の木の 閒を もる 月 も 秋 は 殊に； て 照り まさりけ る 

月 多 秋 友と いふ 心 を  ， 

月ば かり 我に そむかぬ 友 はなしく る 秋 ごとに うち 向へ ども 

月 前 1^ 

月の くまな き 空に 三つ 一 一つ 亂れ てわたる 膈 もめ づ らし 

月 前 杉 

三輪 山 をし かも てらせる 月影に かくさ ふべ しゃ 杉た てる 門 

月 似 鏡 

增鏡 かけし ばかりに てる 月の かけ をう つさぬ 海山 もな し 

月 前述 懷 

見る 人の 心なり けり 秋の 月 ものお も へ とて 澄める かゆ か は 

山家 月 

花の 後と ぢ はてに ける 柴の戶 を ふた、 び あけて 月 をみ るかな 

名所 月 

今宵 はも 月の 夜よ しと 吉野山 春の しをり を たづね 人り けり 

づ 枝  六 六- 1 


杉の しづ枝 


六 六 四 


〇 信 田の 杜 和 泉國の 歌枕。 今 泉 

北 都 信 太 村。 狐 を 以て 名高き 所。 


〇 三 島景难 一 1| 島自 寛、 江戶の 人、 

ISS: の I 人、 文化 九 年歿年 六十 Ac 


0 フたゅ 宴 食 0 


杜月を 

見る 人の 心 も 千々 にみ だれけ りしけ き 信 田の 杜 のっき かゆ 

月 前述 懷 

みる， か 中に 淚 くもれば 物 思 ふあたり は 月の すむ も あやなし 

八月ば かり 三島景 雄ぬ しの 扇 合に 月の 歌須 磨の 卷花 ちる 里の 別れに よせ 

て その 心ば へ を ゑが きたる 扇に そへ ていだ したり 

やどりぬ る 袖に 別れて ゆく 月の あかぬ 光 を いかでと めばや 

月 多 秋 友 

くま もな き 心の 友と 見る 月 はこ  >  らの 秋に あかす も あるかな 

土 佐の かう の 殿よ リ浦 月と いふ 題 をた ま はりければ 

今宵 もや 君が み國 のうら 船に 月 をう かべ てう たけすら しも 

十三夜 月 

こむ 年の 最中なら では 長月の 今宵ば かりの 影 を 見 まし や 

月 前蟲 

長月の つき 影う とくなる ま ， に 音に なく 蟲の聲 もよ わりて 

月の 前にき り.^ す 鳴き ける を 


o に ひさき もり 新 防人 。新たに 

差遣せられ たる 防人 0 

as ならし し は 未来の 助動詞む 

に 同じ 0 

0 あえ あやかる。 


今宵 はと 尾花 はまね ききり，^ すなき て 待ち 出で し 長月の つき 

J,: 肯ぉ 

影 やどす 杵の 色のう すき こそな かく 月のに ほひな り けれ 

秋の ふじを 

不一 一の ねに 上りて 見ば や 秋の 月 手に とる ばかり 近から まし を 

空に しも 近し ときく を不盡 のね に 上りて いざや 月 は 見て まし 

秋 述懐 

我が 袖に あやしく 露の みだる、 は 世 を あき 風の ふけば なりけ り 

故 鄕耧を 

人 ふるす 里 を、 フづら の牀は あれて 音に のみな くもなれ 獨 りか は 

古渡 秋 霧  • 

こ はいか  >  あり そ- S 渡， ) ぐ 舟の 上に も 霧の 海な して 見 ゆ 

里檮衣 

あはれ さはに ひさき もりが 妻なら しかた やま 里に 衣う つ 音 

菊 露 

仙人に あえ もやす ると 露ながら 折りて かざさむ 白菊の はな 

杉の しづ枝  六 六 五 


杉の しづ枝 
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〇 花づま 鹿に 配して 萩の 花ない 

ふ 0 


人の 前栽の 菊 をよ めと ありけ れぱ 

仙人に いかで 見せば や 君が 植 ゑし 籬の 菊の かかる さかり を 

ぬひ 子の 許へ 菊の 校に つけて 

仙人の 友と しきく の 花 なれば 見ても よは ひ を 延べ ぬべ ら なり 

か へ し 

勻 ひさ へ 花 さ へ 葉 さ へ 異なる はう ベ 仙人のう ゑし なる らし 

重陽 宴 を 

け ふといへば 大宮人の かざす て ふ 菊 こそ 千世の 秋 はし るら め 

重ねつ 、 くみ か はすら し 都に はけ ふ 九重の きくの さか づき 

朝 鹿 を 

朝， -2 たち かくれつ ゝ さ を 鹿の なほ 影の こる 月に なくら し 

遠山 鹿 を 

花づ まもうら がれぬ とや 山 ふかく 遠ざかり ゆく さも 鹿の こ ゑ 

奥山の なが 花 づまぞ 散るなら し を 鹿 S 聲の ことにと よむ る 

おなじ 題に て 泉 君に か はりて 

山 深く いりにし 妻 やした ふらむ を 鹿の 聲 のと ほざかり ゆく  - 


ぬ 


ひ 


子 


海 邊鹿を 

千鳥に は あらぬ を 鹿 も妻戀 ひに 身 を うみべまで なき 渡る かな 

鹿聲 何方 

とよ Kc- しも 聞き まど ふまで なり ゆく は 處に 鬼の #  J るら.^ 

聞き まど ふ 妻 や 恨みむ 夜もすがら 所 さだめぬ さ を 鹿の こる J 

紅葉の 陰に これ かれ 月 ：1;5- る 心 を 

澎 やどす たち 枝の 紅葉ち りすぎ て洩 りくる 月の 顏ぞ 句へ る 

てり まさる 月の 桂 やちり くると 忍 ふ は 木々 の 紅葉な りけ り 

すむ 月 をな ほ 吹き はら ふ 山風に おつる 紅葉 ぞ あかぬ くまなる 

雨後^ 葉 

.  力く そむる ほど はふる とも 見え ざり き 時雨 S 跡の 峯の もみ ぢ， 

眞柴に 蔦の 紅葉の か， 1" たる かた 

秋の ゆく 片山里に つた かづら か ， る もみ ぢは 猶！^ こりけ り 

木末に は 色 も {B こらぬ 山里の ましば にか ， る 蔦の もみ ぢ葉 

又 蔦の もみ ぢ したる に 鳥 宿れ るかた 

山陰の 蔦の もみ ぢの あかければ ね ぐら 急がぬ 鳥 も ありけ り 

杉の しづ枝  六 六、 七 


杉の しづ枝  • 

ほ >  り まさる 蔦の 紅葉に なづさ ひて 募る 、 を 知らぬ 鳥 も ありけ り 

^t•oこくる人しなければ蔦かづら心ながくゃ鳥もゃどらむ 

人の 許に て 紅葉 を 見て 

..1 こしら £ォ 雨 や こ  >  に ふりに けむ まだ 見ぬ 程の 庭の もみ ぢ葉 

紅葉の いたくち りたる 山 を 越え、 たると ころ 

もみ ぢ 葉の 錦に しける 色 もな し 花に もこえ し 志賀の 山み ち 

月の 末の ころ 土 佐の かう の 殿より 概の 葉の 色 こき をた うび たるに そへ 

て 田 4 ひ れ 紅葉の 色 は 薄く とも 心 を こめて 手 折る 一 枝と ありし 力 へしに 

卸、 ひこめ ての たま ふに いと^ 千 入 も 添へ てこ そ はめで 畏まり 奉れ 

こや 君が 袖 かけに けむ 紅葉 ぞと 怪しき まで もめ こそと、" むれ 

暮 ^ 

あかす 見し 千 種の 花 も 移り ゆきて 紅葉に なけく 秋の 暮 力な 

秋の はつる 心 • を 立 田 川に 思 ひや リて 

莨の たつ 田の 川に とめこす ば あきの 限りの いろ を まし や 

立 田 川 くれな ゐ 流す 秋の色 をと  > むる 風の しがら み もがな 

冬た つ 日 山里 をと ふ. 


o をし ね をば 接 語 o 招。 


〇 ふり はへ て わ， さ， 


今よりの 哀れ は 來てぞ しられけ る 軒端の しぐれ 峯 のこが らし 

初 時 を 

里 はま だ ふると も 見えぬ 初 時雨 山風 さむみ 雪 まよ ふなり 

小山 田 はし ぐれ そめし や をし ねかる 賤が袂 の ぬれ ひ ぢて見 ゆ 

時雨 をよ める 

木枯の 音す るよりも 草の 庵の よるの 時雨 ぞ 聞きう かりけ る 

春秋 もな がめ ふりしか 山里 はしぐ る S 頃ぞ 住みう かりけ る 

さらで しも 見果てぬ 夢 を 幾た びか 閨の 時雨の さそ ひゆ くらむ 

川 時雨 を 

立 田 川 そめし 錦 は あ ともなく つれな き 水に しぐれ 降るな り 

峯 時雨 を 

木枯に ふもと は 晴れて むら 時雨 またも 高ね にか  >  るう き 雲 

いくたび か 時 雪 降る らしう ち 向 ふ 高嶺の 松に まよ ふ 浮 雲 

時雨 ふる 日 人の 許へ 

ふり は へ て訪 はむ と 思 ひしけ ふ もま た^りに なす 村 時雨 かな 

落葉 交 雨 


杉の しづ 技 


六 六 九 


校  六 七 o 

むらき 雨む らく 誘 ふさ 夜風に また 降りく る は 木の葉な りけ り 

河 上 落葉  . 

可^. g こたが 娥 りかけ し 錦- ぞと見 ゆる は 風の 木の葉な りけ り 

松 下落 葉 

冬 なれ やとき はの 松の 下 陰に よその 紅葉 を さそ ふ 木が らし 

紅葉せ ぬ 常 葉の 松の もとにし もよ その 錦 を風ぞ しきけ る 

雨に もつれな き 松の 下 陰に 風の もみだす 木の葉な りけ り 

E 霜 を 

，日 かも をし ね 刈りて し 小山 田に けさ はや 霜の 花暌 きに けり 

霜 を よ め る 

ベ 「はは や 置き まど はせ る 色 もな し 折られぬ 霜の 花の みに. して 

諸 鳥の 許に て 霜月の 歌と て 

冬 ごもる 縣の 庵に 來て 見れば 庭に は 霜の 花 さかりな り 

野 寒 草 

秋 はてて 冬 野の 霜に し をれ ゆく 小 草の さま、 ぞ あはれ なりけ る 

寒 草 霜 


〇 その 原 信 濃 ほ 伊那^。 美 の 

BES? おくに ある。 山に =ケ つ の 

木が ある VJO 

〇帯 木 はう きぐ さ or その 原 や 伏 

屋に生 ふる 帯 木の あり VJ て 行け >)J 

あはね 君 かな」 (六帖 五) 


〇志5 の大 わた 琵琶湖。 


風 寒み 庭 も はだら におく 霜の あさき や 草の 殘 るな るら む 

冬物へ ゆく 道に て  - 

その 原の 帚 木なら でありと 見し 草 もみながら 枯れし 野ら かな 

河 冬 W 

さえわたる 影 は 流さ じ 河の 上の 冰を 月の しがら みに して 

湖上 冬 月 

さ  >  なみの 志 賀の大 わた 冰る夜 も 月の み 舟 は 淀ま ざり けり 

千 早ぶ る 神 や 漕 ぐらむ 識訪の 海の 冰 ふ-わたる 月 S み 船 は 

網 代 寒 

埋 火の もとに も 氣を厭 ふ 夜に 網 代 もる 身 も あれば ありけ り 

雪 をよ める 

影 はる 、 月 だに 隈は ある もの を 夜 を ま 白に も ふれる 雪 かな 

山 雪 を 

雪 ふれば こ ， にも 不食 I の 山な すを駿 河に のみと なに 思 ひけむ 

竹 雪 深 

靡け ども 折れ はても せすな よ 竹の 強き 心、 ぞ 雪に みえけ る 


杉の しづ枝 一 
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六 七 二 


〇 鶴の 毛 衣 おの 毛で 作った VJ い 

ふ 衣。 雪の 身に 降り か、 つたの を 

|»へ たもの 0 


C 山ぶ み 山 を 踏み 步 くこ VJO 


〇 むつの 初花 初雪 „ 


2 たちいで て 知らす 著に けり 鶴の 毛 衣 


雪滿衣 

雪み むと わかの 浦 わ， 

常 磐 木 雪 

冬 がれの しらぬ 綠の常 磐 木に か ， る ぞ雪は 花と 見えけ る 

依 雪 待 入 

拂 はね ど 人 まち 顔に おきか へ る 松の 雪 だに きても 見よ かし 

忘れても 故里 人のと ひこ かし 小 野の あたりの 雪の この頃 

思 ひいでて とへ かし 花の 山ぶ み を 雪に なりぬ る三吉 野の 虽 

薄暮 雪 

まつ ほどの 思 ひを旯 せて 積る らし こぬ 夕-ぐれの 軒の しらゆき 

靜け さはん 相の 鐘 も 埋もれて ゆきに 暮れ ゆく 冬の 山寺 

長 門の 女 君の 御前に て 雪の ふりけ る を 見て 

此の 殿の みつばよ つばに きか ， ろむ つの 初花 見る も 珍ら し 

雪の あした 人の 許へ 

白妙の 袖 ふり はへ て武藏 野に いざ 雪見む とお も ひ 立た す や 

連日 雪 


〇 たいまつる 奉る の 音！ go 

〇 三つの 友 月、 雪、 花。 ， 


月 も 日 もよ そに 隔てて ふり ぬれ どよ に 光 ある 雪の このごろ 

松の 雪 を 見て 

世に ふれば 又もう き 身に つむ 年 を 老木の 松の 雪に こそしれ 

常 陸の 宰相の 君の 御 妹 君の 雪見 給 ふ 時に 御 心 ありて よみ 給 ふ 御 歌と て 見 

せ 給 へ る 御文に は 言の葉の 道し るべ せる 人に 見せば やとの み 思 ひ 綾け て 

いと 戀し さも い や^ リ に^る をた に 見む や はと 思 ひお こして. 1^ ひな 

き 言の葉 を 拾 ひ 集めて 手 習に と ありて 心 ある 人に CD- せば や 白雪の つもる 

ま > "なる 冬の 夕暮 見せば やな 向 ふ 外 山 も 白妙に 花 さく 木々 の 雪の 夕を此 

のみ 歌 をめ で 奉リて 返した いまつる 奧 にかき てま &ら せし 歌 

さきぬ やとた 、.r に まが へ る 雪よりも 君が 言葉の 花ぞ. ^へ る 

寄 雪述懷 

三つの 友と 見し 月 花の 面 かけ もみ 雪 ひとつに 今 は 忍びて 

雪の 日 人 の もとへ 

見せば やと 思 ふ 心 はつ もれ ども 雪 ふみわけて くる 人 もな し 

雪中 待 人 

ふるま ゝ に 積る と 見す や 契りお きて 雪に 人 まつ ひとの 思 ひも 


杉の しづ枝 


六 七 一 II 


〇 わら はやみ おこり。 

〇 し 'こら かす 病 をな ほし 損 ふ 

こじら かす 0 

〇 昔の 人の 云々 「紫の 笠に ぬ ふ 

て ふ 梅の 花 折りて か、 ざ さむ 老 かく 

る や VJ」 (古今 一春 上) 
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常 葉 木 雪 

かかれと て 君が う ゑけ む 常 磐 木の かゆ おもしろき 雪の 朝 明 

高 砂の 尾 上の 松 も か かるらむ 君が のきばの 雪の あけ ほの 

千 蔭う しの 兼題に 雪 ふる 日 山里 をと ふと いふ こと を 

花の のち はとはで ふりに し 山里の 櫻に か 、 る 雪 を 見る かな 

これが 返しの 心を稻 子が よみて 給へ る 花の 後に 訪 はぬ 恨み も且 消えて 深 

き 心 を 雪に こそ 見れ 又 かへ し 

ふみわけて あす も訪 ひ， ) む 山里の ゆき 面白き け ふの 名殘を 

木々 の 枝に 雪つ もれり 

夜嵐の さえし にも 似す 木々 は 皆 あた A かけなる § きの 朝 あけ 

早 梅 を 

年の 內に まづ暌 きに けり 梅の 花 折り かざしつ 、老隱 せと や 

三十ば か リの顷 しはすに 始めて わら はやみし てし こら かしつれ ばいと 

弱くな りて 死ぬ ベ く覺 えし 顷瓶 にさした る 梅花 を 見れば 昔の 人の 先づか 

ざして むと 詠み 給 ひし も 身の上の やうに 哀れに おぼえて 

春までの 命し しらば 年の. 2： に いろづく 梅 も かくはめ でし を 


しはすば かり 女の もとへ 衣 をお くると いふ 題に て 

冬 ごもる 花 田の きぬ は 藩 けれど 春 は 柳の いろに くらべ よ 

人々 つど ひて 十二月の うたよむ に  . 

いざけ ふ は 年と 春との 行き かひ を まち 惜しむ て ふ言盡 してむ 

年の はてに よめる 歌 

あれば ある 身 はさる 事に つむ 年 を 人に 數 へ て をし む暮 かな 

四十に なりぬ る 年の 終りに 鄰 なる 人の 許へ 思 ふ こと あ リて夜 ふけて 遺 は 

しける 

君なら で 誰と 共に か 惜しま まし 我が 世 ふけ ゆく 年の なごり も 

冬の は つる 日 雪の ふりければ 

身に つもる 思 ひもなくて 見て しがな 此の 山 ざとの 雪の ゆ ふべ を 

あすより は 去年の 形見と 見 だに せむ 猶 ふり 積れ け ふの 白雪 

除夜に 人 の 鬼 やら ふ を 聞きて 

年 こ ゆる 世の なら はしと おのが じ  > なやら ふ聲ぞ かしまし ゆなる 

人の 七十の 賀に 

いく 年 も 頭の 雪の つもれ かし 知らぬ 翁と 人の みるまで. 

づ 枝  六 七 五 


杉の しづ枝 


六 七 六 


〇 九つの 皋 九泉 は 曲れ る 深き 澤 

詩經 に、 鶴 鳴 一 I 九泉 于天？ . , 


〇 靑 柳の 絲 くるの 序 。春の 緣 語。 


〇 柳苜 柳の 木に て 製した る 一種 

の筘 0  ^1-硯墨短册等を納る  >  に 用 

ゐ たる もの 0 


土 佐の. かう の 殿の 若君 生まれ 給 ひし 御 七夜に 人々 祝 歌よ みける 序に 

雛づ るの 聲 にもし るし 九つの 皋に あそばむ 千代のお ひさき 

松延齡 友と いふ こと を 

一 一葉より 千代の 根ざしの 松 をう ゑて 齢 くらぶる 友と 見なな む 

寄 鶴 祝 

豐か にも 澤邊に たづのと りぐ に 君が ちとせ をよ ば ふ諸聲 

鶴砌馴 

たち なれし 砌の 松に すだちつ る 今年より こそ 千代 はよ そ へ め 

春 祝 

靑 柳の 絲く りか へ しこと しょり 八 百 萬 代の はる も經 ななむ 

諸 鳥の 姊の 七十 賀 のうしろ の屛 風の 綺 千代 古道 を 

今年より 千代の 古道 ふみ なれて 春 を あまたに 若菜つ みて む 

映慶の 子の 五つの 年 祝 事に 七 首の 當座 題の 內卷頭 春 寄 若茱祝 春 日に 思 

ひよ する 事 ぁリて  . 

思 ふ どち 春 日の 野邊に 打ち むれて 若菜つ みつ， V 千代 もへ ななむ 

また 五葉 枝に つけて 柳笞 にす ゑて 


〇 子の 日の 松 正月 子の 日に 引 > 

小 松。 


〇 白木 綿 白き 木 綿0 幣に用 ゐる。 


千代 こめし 松の いつはの 五つより 五^枝 さし そふ 陰 も 仰がむ 

やん ごとな きわた リ にっかう まつれる 人の 八十 賀に寄 ゆ 祝 を 

長ら へ て 八千代の 舂も 世に 与 ふみ 圚の梅 を 折り かざさな む 

松 契 多 春 

春 毎の 子の 日の 松に 契りお きてい くらの 千代 も 君 やか ぞ へむ 

姬路の 侍從の 君の 北の方より 稻荷 社へ 奉れ 給 ふ 題と て 卷ー柷 を 

君が代 を 千々 の 春 もと 咲く 花の 白木 綿 かけて 祈る け ふかな 

^の 祝と いふ 心 を 

花 S1 に 多くの 花 をう ゑお きて 千年の 春 も 折り かざさな む . 

ち！^ 祝る を はじめにて 

るる もな き 花を數 多に う ゑお きて こ ， らの 春の 盛りみ ななむ 

よき 君の 御 許 へ 子の 日に ひきけ る 小 松を植 ゑて まゐら すと て 思 ふ 心 

て かくた む 

生した てて 君が 常 葉の 友と 見よ 一 一葉に 千代の こもる 小松ぞ 

寄 鶴 祝と いふ 事 をよ みて 堀 田の 君の 小姬 君に 奉リ ける 

千代 ふべ き 陰 に巢だ ちし 雛 鶴の 雲居に ひ 、.T  く聲 をし ぞま つ 


杉の しづ： tsi 


六 七 七 


め 


杉の しづ枝 


〇 こ  >  ろ 葉 贈 § な，〕」 の莒に 金 又 

は絲 にて 梅 松の 枝な，〕」 を 作りて 飾 

り 添 ふるもの。 


OS 豐後國 Q 

〇 直 入の 山 髪 後顧 直 入 郡 C 


六 七 八 

やよひば かリ豊 後國の 岡の 殿の 六十 賀に竹 退 年 友と いふ 題に て 人々 の 歌 

高き も賤 しき も 集めて 奉る 時に 其の 御題の 歌に は あらね ど 祝 ひて 奉る 旋 

頭^ 一  首六^?:の臺にこ>|ろ葉と思はせて松と竹と桃の花とをニ本づ>-か 

どか どに さして 土 佐 國尾戶 と い ふ 所の 土 もて 燒 きたる か はらけ を 三 つ 重 

ねて 中に すゑて 歌 は 桃が さねの 紙に か い 付けて 稻 子の 許までと て姬 君の 

御前に 奉リっ 

とよく に  マ-より 

豐國の 直 入の 山の たかき よは ひ を 今年より 君 こそ は經 めた かきょ は ひ を 

豐國の 岡べ の 松 も 千代 はしらめ ども 千代の 後 は 君が よは ひに あ へ ぬべ ら なり 

三千 年も樂 しくませ ゃ豐 くにの きみ 桃の はな かづら にかけ つ 酒に うかべ つ 

右 直 入の 山 を 奉りき 

同じ 時 泉 君に 代リて 竹遐年 友と いふ 御題に て 

窗 ちかくお ふした てつ 、此の 君の 操 を 千代のと もと 見なな む 

又 人に 代りて 

う ゑお きて 千尋な すまで 此の 君 を 一 日 も かれぬ 友と 見なな む 

又 

數へ 見よ いさ 、 むら 忤 幾む らも 變らぬ 友と しけり ゆく 世 を 


〇 朝 もよ し 枕 きに 冠す る 0 

〇 よ のさ かえ よは 竹の is ミ 節 

•A- の閱、 これに 代々 なかく  0 


0 つらく つらく 椿に かく  * 

つら ノ\樓 は 枝葉の 繁く生 ひか < 

なりたる 棒 0 


朝 もよ し 君が 友なる さ ， 竹の よ、 のさ かえ を 仰が ざらめ や 

池水久 澄と いふ 心 を 

千代 もす む 水を樂 しむ 主人と は 池の 心の ひろさに ぞ 知る 

璺前國 岡の 殿の 姬君 水無月 末 n 一日に 播 磨の 赤 穗 * しろしめす 御 祝 事と み 

の 事なら ば 思 ひめ ぐらす 程 もな く 只 1^ り あ へず檢扇のぃ^！^に屮に短冊を其 

のさ まにして 入れて 蓋の 上に 若松 若 竹 をい さ、 か檢と 見せて 絲 にて 作り 

てさした るに 萌 葱の 薄 樣に耿 かきて 奉る 

千代 萬よ ， に榮 えむ 枝 か はす 松と 忤 との かゆ をなら ベ て 

土 佐の かう の 殿と 女 君との 御前に て 春の 祝の 歌と て 詠みて 奉る 

千代 ふべき 松と 竹との 陰に ゐて 若葉の 春 をみ るよ しもが な 

捧 葉綠久 とい ふ こと を 

色 か へ す 葉が へ ぬ 棬ぅゑ なめてつ らく 見つ ， 八千代へ ななむ 

松 契 多年と いふ こと を 

足び きの 山 松が 枝に 契り おきてと し 高 かれと 仰ぐな りけ り 

ある 人の 新たに 造らせ 給 ふ 御館に 始めて まんで 侍る に 土 佐 國の尾 戶てふ 

听 にて 調 じたる 小龅を まゐら すと て 松と 竹と に 結びて 祝 事 を 


杉の しづ枝 


"へ 七 九 


杉の しづ枝 


六 八 〇 


Of ^妻 鹿に 配して 萩の 花 をい ふ 


〇 まほ 眞帆。 片 帆の 封 0 帆 を 正 

面に 向け み な 風 を はらませ たる 帆 

こ  >  は眞 帆に た ミ へ いふ。 


龜の 尾の 長き 世 かけて 祝 ひつる 松と 竹との やどの さかえ を 

此の 殿に 千代 もしら ぶる 松風 はみ つばよ つばの 軒に ひ、" きて 

賀の屛 風に 七月 获の 中に 鹿た てる かた を 

秋 ごとに あかす 勻へ る 花 妻 を まちえて 鹿の 立ち も はなれす 

八月 十五夜 土 佐の 侍從の 君の 御前に て 秋 祝 を 

かりつ みし 秋の 山 田の 稻塚 のかす ある 年と いは ふみた から 

學之魚 足 の 六 十賀 屏風 の繪 四季 の 歌の 中秋 ふみ 月と おも はせ て 宮城 野 萩 

あまた^き たる かた 人に か はりて 

紫に つゆ もに ほひて 宮城 野 S 获の はつはな きそめ にけ り 

冬 十月と 思 はせ て 田 子の 浦に 不二 山 あるかた 

目に ちかく 富. H の 高ね の 雪み むと 田 子の 浦より 舟 出して けり 

月 前 祝 

長月の 月の よすがら うたけ して 思へば 秋 は 飽かぬ とき かな 

長月の 今宵の 月 を 五 百夜つ ぎ 千々 夜つ ぎても 見る にあ かめ や 

知 足 五十 賀屛 風緣 八月 川邊 にお を 見る かた 

雪の 海の ものと 見て し を河瀨 にも のみ 舟 はま ほに 浮べ り 


〇 あえ S あやかる tto 


o はなり の髮 うな ゐ はなり。 又 

うな も。 童子の 髮の結 は 1*- 垂れた 

る をい ふ 0 


百たら す 五十鈴の 川に 影と めて 神代の ま 、 の 月 を 見る かな 

ゆく 水に 月の 鏡 を かけと めて 千代 も か はらぬ 影 見て しがな 

寄 菊 一鋭と いふ 事 を 

仙人の かざしと きくの 花 をう ゑて 君が 千年の あえ 物にせむ 

なが づきの 長く ilT へ る 菊 をう ゑて 多くの 秋 を あかす かざさむ 

竹 不改色 

かぞへ 見よ いさ、 村： b いく むれ も 變らぬ 友と 茂り ゆく 世 を 

人の 六十^に 鶴契齡 とい ふこと を 

かぎりなく 契り 置かな む 白 鶴 もしらぬ 千年の のちのよ は ひ を 

うな ゐ子を 祝 ひて 

うな ゐ 子が はなり の 髪 をう つくしと 見つ 、撫でつ、 思 ふ 生 先 

寄 松 祝 ある 法師の K とて 

古寺の 軒に ふりせ ぬ 松風の 千代の しらべ やた のし かるらむ 

寄 道 祝 

文 見れば かし， ) かりけ り 千 早 振 神代の 道の あと を たづね て 

ひさかたの 光 あまね き 御代 なれば 誰も まなびの 道 はまよ はじ 


杉の しづ枝 


六 八 1 


〇 ひれふる 領巾 振る 。大作 俠手 

彥任 都に 使す る 時 その 妻 松 浦 &用 

. 姬領巾 振り て 別れみ-をし みたり VJ 

いふ 故事。 「遠 つ ひ VJ 松 浦 佐用姬 つ 

まご ひに ひれふり しょりお へ る 山 

の 名」 (萬 葉 集 五) 

〇 ある 世ながら の わかれ 生き 存 

へ て 居ながら の 別れ 0 生別 0 


0 みちの くの しのぶ 陸 奥の 名產 

しのぶ 萆 にし のぶを かく 0  . 


杉の しづ枝  六 八 二 

夏 祝 

松 もけ もしゅり あ ひつ /'此の 宿の さか ゆく 陰 は 夏に みえけ り 

親しき 人 に 別る とて 

ひたぶ るに なき はなら ひの 世の中に ある 身ながら の 別れ 悲し も 

筑 紫へ 歸る 人に やる とて 

松 浦 潟 ひれふる とても 留まらぬ 別れと 思へ ばせ むすべ もな し 

大疲 大德の 五月七日 ばかりに 都に 登り 耠 ふよし 頓 にきき 侍りて 文 やる と 

て .u. こ 

なき 人の 形見に 殘る君 もまた ある 世ながら の わかれ 悲しき 

若 狭の 人に 馬 9 餞に 

しばし だに 別る ゝ はう し若狹 なる 後瀬の 山の 後に あ ふと も 

陸奧の 會津を しろしめす 中將の 君に 仕う まつ る越智 直 陽ぬ し 故鄉に 立ち 

歸り給 ふ 時 みやびたる 種々 をつ ど へ 入れて 參ら すと て^も て 長き 筘を調 

じたり し 其の 蓋の 表に かいつけ ける 

みちの くの しのぶ 種に と武藏 野の くさ <\ をし も 見す るな りけ り 

又 馬の 餞と て 紫の ゆか リ あるば かりにうる はしみ つる 君の 今 は 陸 奧へ立 


◦ass 裏面の つまみな，〕) に 514 の 

附きた る錢。 但し こ 、 は栗坊 VJ あ 

り詳 にせ や 0 歌 は 接に かけた ので 

ある 0  , 


ち 歸り給 ふ名殘 はせ むすべ しらに 淚さ へ 留め かね 侍る 心の 槐は 中々 に壺 

の 石文 かき 盡 すべく も あらず なむ 

會津 根の 國 遠ければ 玉 梓の つか ひさへ こそと もし かるらめ 

常に！ g 母な ど 聞え 給 ひし 思 ひつ けられて 

親の 親と むつ ましみ しも 限り あれば この 別れ路に よど はる ， かな 

土 佐の かう の 殿の 旅 だち 給へ るに 紐 鏡と いふ Ei^;^ をた いまつる とて 箱の 

中に 書きて 窣る 

君 を 惜しむ 賤が思 ひも か ダ みに し寫 らばし ばし かけ 留め まし を 

同じ 心 を 

沛 遠く 君が みふねの 渡る 日 も か if みの ごとに 海 てらさな む 

二  ばかり 越え ゆく 人に やる と いふ 心 を 縫 子の 許へ 

なれて くる 秋 をた のむ の臈 だに も 別れ はう しと 君 はしらす や 

かへ し  0 

歸るさ を 今 こむ 秋と たのめても 覺朿 なし やかり のうき 世に 

土 佐の かう の 殿の 御國 へたた せ 給う ける 御馬の 餞に 例 も奉リ ものし 侍れ 

ど 今年 は 我が身の なやみ も い や^し 侍れば 來む 年の 事 も 登 束なければ 何 


杉の しづ 抉 
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子 


六 八 四 

わざして 參ら せむ と 思 ふ 心 も 及ばねば 此 の 頃 好ませ 給う ける 御將荼 Q 駒 

とい ふ 物參ら すと て 鹿の角に て 作りた るに 金して 文字 を 入れた る を 調 じ 

て 紅の 袋に 入れて 香箱に 入れて 奉る 其の 袋に かきつけて 參ら せけ る 

フ ちす てて 君 は ゆく とも 別れ路 をした ふ 心の こま はおくれ じ 

未の 年の 卯月 末の 五日に 土 佐の かう の 殿御 國 へ 出で たたせ 給 ふ をよ そな 

がら 見奉リ 送らむ ゃと宣 ひし 畏 さに はる 》^ と大 森と い ふ 所まで まゐで 

たりし が 連く 御館 を 立ちいで 給 ふ 事に なりて まちに 待ちわび 窣 りて 程 f ヒ 

き 所 なれば 今 はとて 歸 さの 道に 向 ひぬ る に 野 近き あたりに て ことなりぬ 

と 里人 ひしめ く聲 する が 嬉しうて やがて わたり 過し 給 ふ を 御 こしの 內に 

見 奉りし はいと まば ゆき 心地しながら 愛まで 來 つる 本意 かな ひて 嬉しう 

も 忝う も 夢の やうに なむ 海づら なる に 風いた う ふきける 日 なれば 御供の 

人々 あわた しげに 立ち 績 きて 御 傍に だに 立ちよ る ことの 難 けれど 御 目 

と めさせ 給 ふ のみ を 思 出に して 御名 殘を 見歸り 侍る 程に 御供な りけ る 

山 田 の 何が しに 仰 言 給 はりし とて 御 こしに 一 人 たちおくれて 殊更に 賤が 

屋 によび 入れて 御言の 葉い ひつ けて 萬く ち 語ら ひ はべ リしぞ 面 だ >t し 

う も 忝う もお ぼし はべ りけ る 折よ くばと 心して 五葉の 松に おむすびて 讒 一 


〇 あふひ 會ふ期 ふ をり。 


にし 侍りし を 此のぬ しに 奉れ 給へ かしと て 遺 はしける にかく ぞ 

別れ をば 惜しむ 心 も 忍びつ ゝ た  >  こむ 年 を まつと 知らな む 

かしこ さに とのみ ありし や 程へ て かなたより 御 か へ しに 來む年 を まつ 

て ふ 人の 言の葉に いや 名残 そふ 旅の わかれ 路 

同じ^に 文 奉る 中に 卯月の 末の 八日ば かり 箱 根の 山中に て 時鳥き き 給う 

て 詠ませ 給 ひし 御馱 とて 女 君よ" 傳 へ て 見せ 給 ひし 來路に ゆきて なけ か 

し 時鳥 箱 根の 山路け ふこえ にきと 此の 御歜 によ リて かくな む 書きて 奉る 

莒根 やまこえ ゆく 君 を 惜しむ とて 時鳥 さ へ ねに やなき けむ 

又 五 雨ふり つ 1^ きたる 頃 詠み 侍リ しとて 書き そ へ て 

人 しれす 心み だる 、 五月雨に きみが 旅寢 もい か  >  と ぞ思ふ 

冬 旅行く 人に とい ふ 心 を 

君が ゆく を 荷 前の 箱の をし ます や あ ふご ありと も賴 まれぬ 身 は 

山 ごしの 風 寒から し筑 波ね のこの も かの もの 陰 もな きころ 

ふる 雪 をう ち拂 ひつ ， ゆく 道 はわび しきものの 樂し とや む 

同じ 心 を 諸 鳥の 許より 野 も 山 も かれ ゆく 頃 9 草枕 何 を まきて か旋寢 はす 

らむ かへ しに 
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0 鼻 ひせ は 云々 森 ひる (嗦 をす 

る) 時 は 他より 嚕 されなる さいふ 

俗說 による 0 


〇 故鄉 なる 云々 作者 は 荷 田春満 

の 娘。 


野 も 山 もこえ やわび まし 君と 我と 手枕 まかぬ 夜 をし 隔てば 

諸 鳥の いもとせ つれて 伊豆の ゆあみに と 出で立ち ける 時にはら からより 

も 親しき 中ら ひに かかる やましき 身 を ふり 捨て て 長き 旅ね に 勇みた ち 給 

ふが にくければ はふ 蔦の 別れのう さは 中々 にい はぬ をい ふに^る ともお 

ぼし 知り 給へ かしな 

たびねす る鄰 にだに も 鼻 ひせば 我が 戀ふ らくの かよ ふと を しれ 

又 尼と じの 許へ しばしば かりの 程 だに 別れと い へ ば 心細う もさび しう も 

思う 給 へらる >f を菅の 根の 長き 日 數を數 へ つく すらむ 手 もた ゆく 待ち わ 

びむ かし 

旅 衣 うらめ づ らしみ いそぐ とも 秋風た たばか へ り來 ななむ 

故鄕 なりけ る稻荷 山の 近き わたりに 立ち 歸 ると いふ 人に 言 づてを だに と 

て 

わけてい はむ 言の葉 もな し 稻荷山 やます 戀 ふると 人に 告け てよ 

春 旅 ゆく 人に とい へ る 贈答 題に 鶴 尼より 歸る舂 と共にた ちわ かれ ゆく 人 

に は ひまつ はれよ 籐浪の 花と ありけ るか へ しに 

ゆく 春と 共、 に 急け ど 藤 かづら まつ はれ もせば とまらむ もの を 


O いな 舟の 枕 3K0 いな、 »1 しに 

冠す る。 稻 舟は稻 * 接み たる 舟 0 


〇 くちなし 山 相 VJ  口 無し VJ を か 


〇 耳 無の 山 大和 so 磯城 都、 耳 

成 村 0 


いなきが 伊香保の ゆあみに ゆきて 文の 奧に さらて だに うき はなら ひの 草 

枕 旅ね の 秋 を 思 ひこ さなむ とい ひお こせければ 返事す とて 

草枕 秋の たびねの 袖の つゆお も ひやる と は 思 ひしら す や 

とかくい ひける 人に 始めて かへ しゃる とい ふ 心 を 

わけいれば 苦しと 聞け ど わりなくて 今日 ぞ ふみ 見る 戀の 山道 

いひ はじむ 

おもな くも 何な かくに 池 水の いひ 出で し 後 をい かにせ まし や 

戀 のうた に 

月た たば 戀ひ しねと にやい な 舟の いなと もい はで つらき 君 かな 

返事せ ぬと いふ 心 を 

幾 そた びい ふかひな き は 耳 無の 山の くちなし えてし 君 かも 

戀の心 を 

月 草のう つし 心のう すければ 變る となし にかれ やゆ くらむ 

忍ぶ こと ある 人に 代リて 

思 ひで にとば かりい ひて 別れに しその 曉の 夢ぞこ ひしき 

逢 戀 
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〇 くらぶの 山 山城 國 鞍馬 山の 古 

名。 瞎都 山。 


0 後朗 男女 相會 したる 翌朝- 
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鴻 鳥のお き 長 川の なが かれと 契る あ ふせ はか はらす もがな 

夢逢戀 

はかなし やくら ぶの 山に 宿りして 逢 ふと 見て しも 夢 にゃあり けむ 

忍逢戀 のこ &ろを 

此の世に はさめぬ 夢路に 迷 ふと も くらぶの 山に 宿りと らば や 

不逢戀 

厭 はれて すぐると ならば 中々 にあ はぬ 月日 も かくは 怨み じ 

源氏物語に よせて 契 戀の心 を 

わりなくて しるしば かりの 扇 さ へ とりあへ ぬまに 有 明の 月 

おも はす も 契りけ るかな 有 明の つきぬな けき の 始めな りと は 

後 朝の 時雨と いふ こと を 題に て 

思 ひやれ さらで も 露のお きか へ る あしたの 原の 袖の 時雨 を 

朝 戀の心 を 

朝な く 向 ふか if みに 我ながら 思 ひやせぬ と 見る が 悲しき 

見せ 戀 


o さ * がに の絲 w» の絲 0 


浦の 名の みるめに だに も餘 りに し 淚を今 はいかに せまし や 

月 前戀を 

淚 のみ > ^  > に はく もる 月の .111 も.！^ よしと 人 はよ そに とふら む 

玉 かづら とい ふ 句 題に 

よそ ほしき 君が 髮插 の玉蔓 かけに 見えつ 、 こ ひぬ 日 はなし 

戀の 欲の 中に 

秋風に みだれて 中 はたえに けり 淺茅 にか ゝ る さ、 がに の絲 

片戀を 

ほのに だに 逢 ひ 見ぬ 程 は 三日月の われ やまめ や は片戀 にして 

相思 はぬ 

思へ ども 思 はぬ 人と しらぬ まに 戀ひ 死な ませば 安から まし を 

冬 戀 を 

戀草 はかれす も あるかな 秋 はてて 時雨 ふりぬ る 我が身な がらに 

覉中戀 を 

草枕 旅の なが ぢ のうきに しも 戀て ふこと はわ すられな くに 

顯 戀 
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c こミ なら は 同じ こミ なら 0 

〇 神に かけし 神に 顧 ひ を かけた 

0 葉 守の 神 樹木 を 守護す る 神。 


杉の しづ枝  六 九 〇 

契り を も 結び あへ ぬに 岩し ろの 松の 猜 くも あら はれに けり 

祈 戀 

ことならば 戀ひ 死な まし を あ ふまでの 命 を 神に なにい のりけ む 

逢 ふまでと 神に かけし は 昔に てい ま はたえね と 祈る たまの 緒 

寄 木祈戀 

かし は 木の葉 守の 神に 祈りても お ほつ かな しゃもとの 心 は 

逢 はでの み ふるの 神 杉 年へ て もつれな かれと は 祈ら ざり し を 

顯 戀 

顯 はれて 松の ねに のみな く とても 今 はた 人 を 思 ひやまめ や 

恨 戀 

うき 身に て 思 ひこ そしれ 死に か へ り 恨み を 人に のこす ためし も 

冬 恨戀と いふ 心 を 

秋風に こ ， ろ さわぎし 眞葛原 うらみし 程に かれに ける かな 

恨 戀 

朝な 夕な 隔てぬ 中と なら ひなば よるの 衣の うらみし もせ じ 

恨 身 戀 


o りち 律。 


o 緒 絡の 楊 陸 前面 志 田 都お 川 町 

にあり し假 樣0 古來陸 奥の 名所の.. 


〇 たつの 市 女 辰 市の 女 。大和 國 

添 上 都の 村の 名。 平 城の 左 京. 

九條ー ー坊 より 四坊の 憑に 富る。 浮 

名 を 立つ.、 J 上よりか >  -oo 


0 笹 蟹の い- t  S 株の 絲。 


御 被せし 身 を こそ 恨め 今更に かけて 祈らむ 神 もなければ 

絕 i4 り を 始めにて 

りちの 音 も 心 も 共に！ i れ けりより あ ふことの 中絶え しか は 

絕 戀 

忍 ぶれ ど 今 はか ひなき みちの くの 緒 絕の橋 S ふみ も 通 はす 

あき 人に ふみ つくる 戀と いふ 題に て 

ゆ かり あらば 文 やりて まし 末 終に 浮 名 をた つの 市 女な りと も 

戀の 歌の 中に 

やまとに はた. ぐ ひも あらぬ 戀 すれば 唐紅の 淚 おちけ り 

わたつみの 深き 心 は 通へ どもみ るめ からぬ ぞ思 ひなり ける 

絕 戀 

笹蟹のぃとかれぐに1!15^んぬるゃ中たぇぬべき始めなりけむ 

土 佐の かう の 殿より 寄國戀 とい ふ 題 をた うび ければ 

厭 はめ や 世に おふけな き戀 すて ふ 浮 名 は 君が 國に みつとも 

寄 橋戀を 

旗す ， きくめ ぢの 橋の 中た えて 年 を へ むと は 思 ひかけ き や 

杉の しづ枝  六 九 1 


〇 津の國 の 云々 摄傘闉 長柄に 長 

らふる を かく 9 長 祸の撟 ば 古き 例 

に 用ゐる or 世の中に ふりぬ る もの 

は 津の國 の 長柄の！ ！ミ われ VJ なり 

けり」 (古今 十ヒ、 雜上) 


杉の しづ枝  六 九 二 

寄 七夕 戀 

あ ふ 事 を また こむ 秋と 賴 まねば 今宵 は星ぞ 羨まれぬ る 

寄草戀 

うき 人の 心に しける 草の 名の 忘れても 我 はわ すられな くに 

水鳥 によす る 戀の心 を 

なぞ やかく うき 水鳥 S それ だに も靑 羽の 色 は 變らぬ もの を 

寄川戀 

三 瀨川か はる 心は賴 まれす 玉 手の さきの たすけば かり も 

寄木戀 

つれな しゃ 松に も なれて 宿り木の 宿れば かれぬ 習 ひ ある 世に 

寄橋戀 

橋 柱た えぬ る 中 は 津の國 の 長ら ふると も かひ やなから む 

寄蓬戀 

ぬれ そめし 袖 は 厭 はじ 浦 づたふ 磯の 苫屋 のと まれ かくまれ 

寄筵戀 

さ 筵に 衣 かたしき ぬる 夜お ちす 夢にも 人 を まつと 知らす や 


ODy 乳 根 w の 枕 ss_* 

。かふ： §o  , 


o き なれ そ なれて 著 馴れ 機 馴れ 

て。 著 なれて 0  I 


寄蟲戀 

足 乳 根の 母の かふ こに あらぬ 身 も 戀てふ 物 はいぶせ かりけ り 

寄 川戀 

たえ ざり し 逢瀨も 淀む 飛鳥 川 あすか か はらむ 中、 ぞ かなしき 

寄弓戀 

おも ひいる 心 はしらで 梓弓つ らく も 人の なり まさろ かな 

相 知りて 侍りし 人の 物より きて 菅に文 を さして 是れは いか ！^::^ ると 云 ひ 

たるに 詠み て やる 心 を 

山菅の やます こふら む中ぞ と はよ そながら だに 見 しら ざらめ や 

ぬれ 衣 

今更に ぬ ざ かふる ともた けから ぬ 波の 儒 衣き なれ そ なれて 

寄夕戀 

け ふに 限る 命な りせば 中々 にあす の 夕 はとはれ もやせむ 

らを 始め にて 戀 9 心 を 

羅綺 にだに た へ ぬ 姿 を ほ のみてし 其の 夕より 思 ひそめて き 

馴 不遇 意 
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〇 一め ぐり 年忌 0 囘忌 0 

〇 う. 5;- ひす 楚 のラク VJ 憂く ミを 

かく  e 


年 へても あ ひ 見む 事は片 岸の 松の ねたく もみ なれ そ なれて 

世の中の 常な きを 思 ひて 詠める 

はかな さ をよ そに きく 身 も あや ふさに 人ぞ戀 しき 物ぞ 悲しき 

町 子の 母の 1 めぐりに 春 無常の 心 を 

う-ぐ ひすと なき 暮 すらむ 春雨の ふりに し 人 を 忍ぶ け ふ はも 

八 百 君の 身 まかり 給 ふとき きしに 世の中の はかなき 事 を 思 ひまして 

君 はいかで 影 かくしけ む 三日 s: の 我 こそ 先にと 思 ひし もの を 

はかなし や 身に か へ てと も 惜しみぬ る 君 は 夏野の 露と 消えつ > 

君が 齡ゃほ 萬 代と いのりし は 歎 かむ ことの かすと なりし か 

近き 頃 給 はりし 文 を 見て 

袖 ぬらす 爲 となりし か淺 からす 心と Sf めしみ づぐ きの あと 

葉月な かばの 頃璺信 君の 許へ 文 ま ゐらす 中に 八 百 君の 御 事 か へ す - 

たみて 其の 文の 奧に 書きて ま ゐらす 

袖の 上の 露 も はら はで 此の 秋 は ひとり や 君が 月 を 見 るら む 

秋懷舊 

秋され ば ある をも戀 ふるゆ ふべ ふり にし 人 を 忍ば ざらめ や 


o りんた う 龍 多年 生の 草本 „ 


〇 さきた たむ 母より 先に 死ぬ こ 


秋 無常 

おち そめし 其の 一 葉より はか もな き 人の 秋に ぞ 驚かれぬ る 

長月 十日の 朝 八 君の 御 墓に 詣づ とて 庭の 薄 を 手 折 リて思 ふが 儘に か 

つけて 手 向けぬ 

招きても かひ もなければ 花 溝 n 路 けき 野邊を 尋ねき にり り 

寄 雲 無常 

ふく 風に まかせて いにし 白雪の なごり 戀 しき 西の やまの 端 

往事 如 夢と いふ 題に てり を 頭に おきて 

りんだ うの 盛りと 見て し 昨日 を も 今日は 胡蝶の 夢 かと ぞ思ふ 

人の 女の 1 めぐりに なりぬ る を 思 ひて よみて やりけ る 

よそに しも 露け きもの を 撫子の 花 をみ つ ， や 袖 ぬら すらむ 

母君に おくれし 時よ み 侍る 

さきだた む 事 は 厭 ひし 露の 身 も遲れ むと はた 思 は ざり し を 

はかなくて 一 夜の 夢と なる 君 を 千代 もと 何に 祈りけ らし も 

足 乳 根の 老 となる までめ でぬ る を 思へば 月もう き 形見 かな 

秋の 顷 ある 人の 墓に まう でて 
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淺茅 生の 露に し をれ しか ひもな く蟲 s ねば かり 聞きて 歸 りき 

往事 如 夢 八 百 君の 1 めぐりに 信 富 君 集め 給 ふなり 六月 十日な り 

1 年 を さめぬ 現に かぞ ふれば 猶も見 はてぬ 夢 かと ぞ思ふ 

母. Ja の 身 まかり 給 ひて 一 めぐりに なり 給へ る 日よ みて 手 向け 奉りぬ 

別れぬ る 今日に あ ふかひ もな き 玉の 影 だに 見えぬ 習 ひ 悲し も 

うかりけ る 後 はう き 身の 數そ ひて うき 一 年を數 ふるもう し 

戔 るみのう き 一 年のう き數 をかぞ へ て もま づ 君ぞ戀 しき 

冬懷舊 思 ふこと ありて 

0 あかざり し 其の 夜の 月 笞て見 あかざり し 其の 夜の 月 を 忍 ぶれば 空しき 空に 木が らしの 聲 

« かなかった 月 *  Co 

無常の 歌る を 始めにて 

びゐ もな く なぞらへ もな き 心地して 歎く ぞ かつ は 愚かな りけ る 

0 父君 荷 田 春满。  文月の 屮の 四日 は 父君の 三十 三年の 忌日な りければ 形代ば かりの 手 向せ 

むと て手づ から 花 奉りな ど營み 侍る にも 我 を さなかり ける^ 都 をた キヌ 

れ まゐら せし よ リ總て 安から ぬ 身の あらまし を 來し方 思ひ縯 くるに おし 

き 事. M 數 しらず 猶！ 末 も 今 は 短き 齡 にもな りぬ る を いかで 御 跡 尋ねて 1^ 

じ にだに とく 行か まほし くそ V ろに 淚ぐ みて 拜 みまつ る 


O ラっ しみ 現 身 o 

0 言の葉の 花 和歌。 


o七めぐh^ 七 罔 忌 0 


君が 跡 を 慕 ひも ゆかで ち 、 のみの 千々 に 悲しき 世 をば ふる かな 

三十 年に あまる 月日の 數 よりも 淚 のかす ぞ盡 きせ ざり ける 

なき 澎も あはれ とや 見む 徒らに 玉 だすき なる 世 をば ふる 身 を 

人に 代りて 無常の 欲む を 始めにお きて 

むすびお きし はちす の 露の 白玉もう き 世の 風に 消 ゆる はかな さ 

同じ 時た を 始めにお きて 

瀧つ せの 早き 流れの それよりも とまらぬ もの は 人の 世の中 

矍信 君の 御 はての 日に 寄 花 無常 を 

うつしみ は 世に はかなくて 言の葉の 花の み 見む と 思 ひかけ き や 

なき 人の 心と？ r めし 言の葉の はな を 見る にもし のぶ 春 かな 

轡： 信 君 常に 敬 好み 給 ひて 心 深く よみ 給 ひし をよ そ へ て かくは 

未の 年の 卯月 中の 七日 は 長 門の かう の 殿の 北の方の 七め；，. リの 日に 當り 

給 ふとて 御寺に 詣 でて 御 佛に杜 若 を 手 向け 奉る とて 畳 紙に そへ 侍りし 欲 

杜 若さき に ほふ 頃に なぞ や ^此の世へ だてて いづち いに けむ 

け ふの 御手 向に とて 世代 君の 御 許より 寄 夢懐舊 とい ふ 御題 を 出し 給 ひて 

人々 によ ませ 給 ふに 詠めよ と 仰 言 ありければ 返しに た！^ ちに 举り 


杉の しづ枝 


六 九 七 


杉の しづ 校  フ， n ゾ 

悲しき は 夢と 思 ひしに 年 を へ て 現と 知る ぞせ むすべ もな き 

夏 懷舊を 

思 ひ 出で てながむ る 空に 時鳥な くも かなしき 去年の ふるこ ゑ 

五月 中の 八日ば かり 源 政よ し 君の 身 まから せ 給 ひし は 昨日ば 力.." の 夢 力 

とのみ たどり 侍る 程に いつしか も 一 めぐりの 今日に なリ給 ひし を 現の 日 

數 とも わき 侍らず 只 畏くも 世に おはし ましし 事 を戀ひ 奉リて 好み 給 ひし 

物 をと て はしがきして 歌よ みて 手 向け 奉りぬ 

五月雨に ふりぬ る 君 を こ ひわび て 軒の しのぶ も 袖 も 露け き 

菅沼の{1^-前君の姊君身まからせ給ひて此の四ぉ七日なむ早三年になり給 

ふ を 歎き 奉りて 御 母君へ 文の 中に 書きて 奉る 

. うき ふし を 思 ひいでつ、 若忡の 葉末の 露の きえ かへ るら む 

文月の 二十日ば かりや 百年の 昔と ふりに し 堂 白 翁の 忌日な リ とて 人々 つ 

どひて かぐ はしき 燒 物し 悲しき 欲よ みな どして 手 向け 給 ふ をよ そに 聞か 

む も 心なし とそ  のかす 人の ぁリ ければ 主 しらぬ 事 なれ ど 藤 袴に よせて 

詠みて おくりけ る 

をり L2 あ ひて いやしの ベ とや 藤 袴 昔の 秋の 香に ぞにほ へ る 


〇K のこよ みま々 s 暦 十二 年。 


0 手な 折り はてて 十指 *s して 


かぐ はしき 人の 形 か 藤ば かま 今 もこ ， ら S 野べ を勻 はす 

八月 十： w に 人々 彼岸の 巾の 曰と か 佛に心 ざしみ ゆる 日と いふめ るが 其の 

事 はしらぬ ものから 淸涼院 の 忌日な りければ 街 墓に 詣づ とて ありし 庭の 

薄 を手づ から もて 行きて 佛に 奉る 

去年よりも 今年 はいと 5, しの 薄 忍ぶ かひな き 露に 亂れぬ 

まこと や 去年 六月 十日に 身 まか リ給 ひし 其の 文月に も 此の 薄 を 折りて 手 

向け 侍リ しに も かく ぞ 

ありし 世に 君が 見なれ し 篠薄亂 れて戀 ふるくさ となりに き 

寶の こよみ 十 あまり 二 つ 未の 年 兄 君 在滿の 十三 年に なリ铪 ( るを數 へて 

八月 三日に よみて 手 向け 奉りし 

君なくて 猶 あしたた す 歎く かな 手 を 折り はてて 三年へ ぬれ ど 

冬 懐舊を 

身に 積る うさに 思 へ ばたら ちね の 頭の 雪 はなけ かざりけり 

三 好贞陳 の七囘 忌に 桃 林 寺と い へ る 寺に ま うづとて 書きて 手 向け 侍る 此 

の祌 無月 中の 三日 は. E 雲 窟の翁 の 七 年め ぐリし 忌日な リ とて 人々 集 ひて 

み 寺に ま ゐり給 ふに 我 も 罷り あ ひて 同じ 心に 昔 を 忍ぶ 事の み を いひ か は 


杉の しづ枝 


六 九九 


杉の しづ枝 


〇 ふりぬ る 降りね る VJ 古り ぬる 

ぞ なかく  0 


七 〇〇 

し 歎き か はす も かひな きわ ざな りければ なき 人の 好み 給 ひ し苜葉 を だ に 

と 手 向け 侍るな りい にし 頃み づ から 遠き さか ひ に别れ し 程 も 常に 只 ま つ 

まつとの み いひお こせ 給 ひし あらまし を 思 ひ つ くる も 胸 ふた 力り てな 

む 

七 年の け ふもと ひけり 山里の まつと いひて しこと 忘れねば 

白雪の いはやに すみし 山人 は いづち いに けむ 戀 しきもの を 

春懷舊 

松の 葉の 若葉 さし そふ 春 毎に 植ゑ てし 人の 昔をぞ おも ふ 

同じ 題に て 人に 代りて 

春雨の ふりぬ る 人 やしの ぶら む 田 づらの 蛙う ち むれて なく 

良昌 大德 去年 子の 年の 霜 ふり H- 十五 日に 身 まかり 給 ひし を 忘る、 折な く 

戀ひ 悲しみ 侍る に 今年 大人の 年 卯月 二十 三日に 例の 作法の 規式 つかう ま 

つりしと て 御 弟子なる 一良 雲大德 のお はして 來 しかたの 事物 語りな どしつ 

此の 團 扇 は 古 大德の 二度ば かリゃ 手に ならし 給 ひけむ を 形兑に 見よ とて 

いと 光 ことなる を携 へ てた ま はりければ 打ち まもら ひて いとぐ 淚ぐ まし 

うかく ぞ獨リ ごち 侍りけ る 


〇< さは ひ S 事の «hj なるべき 

もの 0 


cm^gijf あやなく 菖蒲 草 は あや 

なくの 序。 根 長く は 其の 綠語 0 


よしな しゃ 今 はこれ して 招く とも 西に いりぬ ろ 月 は 歸らじ 

屮々 に 忘られが たきく さは ひに こそ はと 包紙に 寄い つけ SK きけ る 

五月 二十の 七日に きき 侍れば 末の 四日より 土 佐の かう の 殿の 一 の 人と 聞 

ゆる 緒 野のお もとの 腹 をいた く！； _ ^みて 横に ふす 事 だに かな ひ 侍らぬ さま 

にて 二十 八日の 朝の 辰の 時す ぐる 頃 あ へ なく 失せ 給 ふと 其の 口 に 聞き 侍 

りし いと-, (\ 驚き 侍る と いふ も 更にて 常に 母よ 娘よ など いひ か はし 露の 

隔てな く 君に 聞え あげ 奉る 事 も 承る 事の みそかなる を も 打 語ら ひ 侍りし 

それ も 心 もての みに あらず なき 女 君の 仰 事に て 頼み少なき 身 なれば お 生 

が 娘と も 思 ひう しろ 見て よな ど宣 ひしから にいと i- 深く 契リか はしゃ リ 

し を 思 ひつ くるに 胸 あきが たうな む 只 さが 事 か偽リ かとの みぞ 猶 ある 

人の やうに 思う 給 へらる、 に 歌 も 口にいで 來ず淚 のみ 日に 幾度 も 鼻う ち 

かみて 歎きく らし 夜 は 夢の やうに 面影お も ほえぬ；； は 君の 御 心に かな ひ 

給 ひ ぬれば 御國 にて きかしめ し 歎き 給 ふらむ 御 跡の み 殿の 內の 事な どう 

しろめた うや 思しつ V け 給 ふらむな ど 二 かたに かなしき 事の かぎりに な 

む 只う ちぎき にかく ぞ いはれ け る 

根 長く と 契りし もの を 菖蒲 草 あやなく かれし ことの 悲し さ 


杉の しづ枝 


七 〇 1 


杉の しづ 校 


七 〇 二 


〇 兄 君の 云々 苻田 在满の 三十 三 


はかなし や 君 を も 身 を も 隔て じと 契りし こと も 夢と なりに き 

夏 懷舊を 

思 ひき やさら でも 我 は 五月 簡 はる ， 時な きな ゆきせ むと は 

山 內の大 とじ 君 常に 倭 歌 好み 給うて 御 後見 奉りし 事 をい と樂 しき 事に 思 

しぶ ひ し が 本意 叶 ふ 心地し 侍リ ていかで か 御 心 を 慰め 參ら せむ いか 力る 

時 か 逢 ひ 見 奉らむな ど 行 末長くと 思ひ賴 みま ゐら せし も 今 は 夢と なり は 

てて 現に 世 を 去り 給 ひし を 返す く 歎き 奉りて 御手 向に 

ゆきて しも まだ 見ぬ 山の もみ ぢ 葉の 染め も盡 さで ちりし はかな さ 

同じ 時 や ほ 子より 秋 夕 傷心と いふ 題に て 

大方 も ながめせ しか ど 此の 秋の ゆ ふべ は 殊に かなし かりけ り 

今 は 身の あっし さの 年に 月に いや 增 しゅけば 兄 君の 三十 あまり 一一 一とせ に 

なり 給 ふわ ざする も 此の 秋 や 限りなら ましとい き 今 S やうに 悲しく 

て 萬に 思 ひ いづる 事の み 多 かれ どか ひなければ 只く りか へ し 秋 舊を思 ふ 

と、.. ふ 心の 歌 ども を 高き も賤 しき もこ ひ 集へ てけ ふの 手 向と なし 侍る つ 

いでに 同じ 事 をのみ 書い つけけ る 

ぞぢ みとせ - - h 

1 日 だに ねばと 思 ひし 君なくて 三十 三年の 秋 もへ にけ り 


ほのに だに 今 も 見て しが 三十 あまり 昔の 秋の 三日月の かゆ 

,  あな 戀し 昔の あきの 中空に ひかり かくれし 三日月の かけ 

昔の 御 敎へを 思 ひつ けて 

0 なすて そ 捨てた まふな 0  なすて そとい ひし を fj;JT か 形見. ぞと拾 ひし 事の はづ かしき かな 

ちか子の 許へ 娘の いたみに 詠みて 遣 はしける 身の 惱ま しさに くらさ. d 

て 心ならず うとき 月日に そへ て も 折からの 空い かに やなが め 給 ふらむ 

と老の 寐覺に 

思 ひやろ も 袖に 時雨の ふりに ける このよの 闇に かき くら すらむ 

〇|2 荷 田 在 满の子 。光格 天皇  SRO^ は. 1 -， J^^lc 

の-人 明 四 年 ニー 四 四 四) 年 五十  §^の銜風カ 一 ダくりの手向に 

to  まま 一 七草の 花の いろく 見せ ましと 植 るに しか ひも あらぬ 秋 かな 

にて K した 0 

去年 甥な りけ る 御風に 別れし を 思 ひ つ 2. けて 

いつより もうきに なれぬ る 此の 年と へばい と 5, 空 を 眺めて 

春懷舊 人の 十三 囘 忌に 歜 人な りければ 

見し 人 は 昔の 春の ことのはの 花 をし の ひて 鶯も 鳴く 

寄 冬 月懷舊 霜月 十五 日哀 昌大德 一 周忌 追善 勸進 蒼生 

去年の 今宵 あかす いりにし 山の はの 月 ふき 返す 木枯 もがな 

移の しづ枝  七 


杉の しづ枝 


七 〇 四 


C 身 を は、、 つかしの 恥 かし vj 羽 束 

師の森 (山城^ 乙 襲那) VJO 


C 参 合 かう がふ 0 番を 人れ る 器" 

〇 さいで 裂 絹 0 帛 布の 栽ち 端。 


こ： f; かれ いづる E: 見ても 飽かで いりにし 影 をし- ぞ おも ふ 

冬 懷舊を 

若葉 さす 頃 も ありし を ふり はてて 身 をはづ かし の^の 木枯 

往事 如 夢 

又 見む と 思 ふ 心に まかせねば 過ぎに しこと ぞた -乂 に 夢なる 

三 代 子の 去年の-しはすば かりより そこ はかと なく 惱 みける が 今年と なり 

て は 歌よ むこと だに 筆 も 心 も 及ばぬな どい ひお こせた る を あはれ カリて 

常にと ぶら ひ 消息通 はせ し 程に いと 重く なりゆき ける とて 卯月の 十日^ 

にゃあり けむ 高 村の 千古に 言ひ傳 へて 手 馴らしぬ る 香合 を 淺綠の 二重の 

さいで に 包みて 中に 欲 かきて 入れた る を 形^に とてお こせた るが いと 悲 

しうて 淚 ながらに あけて 見れば 殘 しおく 言の葉 もな し 露の 身の 消 ゆれば 

もとの 野邊の 夕風と か 有りし かへ しに 短 尺に 心淸ら かにした まへ とてと 

書いて 

言の葉の 露 も 心なの こしおき そ 我 も 通れす 消 ゆる 身 なれば 

包紙に 玉の 箱 は 二つな き 形見と 我 世に あらむ 限り は 身に そ へ 侍らむ 淚 

かすみて 書き さしつ とかき たり 


O あか 挑に 手 向く る 水 o 

〇 梅 のけ づり花 梅の 木 を 剖り か 

けて 菊の花の やうな 形に した もの 

柳. おな，〕」 で こしら へ 、 正月 

注 を-取り のけた 後の 門 戶に吊 

して、 呪 VJ した 0 


〇 きぬ， 

る 1。 


接 朝 0  BR 女相會 した 


〇 菜つ み 水く む 「法 華 親 を 我が 

得し こ */.-はーー^^拷 り 菜 つ み 水 汲 み 仕 

< てぞ 得し」 (拾遺 二十、 哀傷) 


祐天 寺の 大德の 十七 年の 忌に 

法の 師 のために は 何 かや まの 井の あかく みて こそ 奉りて め 

梅の けづり 花に つけて 姬路 の侍從 君に 奉る 

あなうめと 見す てな はて そ 君 をのみ おも ふ 心 は 常なる もの を 

曙に 烏の みだれて とび ゆく かた 

三つ 四つと 見て し咋 日の 夕 がらす こ/' ら 名のりて わたる 曙 

寄 鐘 述懐と いふ こと を 

きぬ <\ に 恨みし 事 も ありし 世 を 今 はか ぞ ふる 曉 のかね 

獨述懷 の 心 を 

嬉しき は 共に と 人 もい ふめれ どうき を 歎く は 身 一 つに して 

古寺 嗪を 

山寺の あかつき おきの 袖の露 か 、 るば かり も 厭 はしの 世 や 

古寺 夕 を 

くれゆけば 菜つ み 水く む 人影 もた えて 寂しき 峯の ふる 寺 

古寺 嵐 を 

ふきはら ふ 松 S 嵐の なかり せば 雪に うもれむ 峯 S 古寺 

杉 0 しづ枝  七 〇« 


杉の しづ枝 


七 〇 六 


0 の はへ まし のぶの 延音、 のべ 

ぶラ 0 

〇 つ くまの み ゆ つく ま は 今 伊豆 

！ S 下田の 南 B の 地。 


〇 おし 花 紙な 5j の 中に 揷 みて 押 

した 花 Q 


蘆かリ つみた ると ころ 

こちた くも 刈りに ける かな 難 汲 人 蘆 火た きつ A 圓居 せむ とて 

名所 松 

さ なみの 志 賀の浦 松： 一木 あらば 一 木 は 庭に 楠 ゑて 見 まし を 

久しう こ  >1 ちそ こな ひて 世の なかの はかな さ を 聞く に つけても 思 ひつ 

くる 事の みしげ ければ 手なら ひに 

なき 人 もよ しゃ 惜しま じあり とても 難 波の 蘆の 短 かかる 世に 

溫泉を 

くる 人 は 見ても 命 やのば へ ましつ くまの み ゆの 講 つし ら絲 

聊か 恨む る 人に 書いて やりけ る 

世の 5 さと 身の くるし さ を 思 ふに は 人の つら さも 何 か 恨みむ 

又 思 ふ 事 ありて 友 どち の 許へ 

行末 をな がくと 何に たのめけ む 我が 世 短くな りぬ る もの を 

かしこ き 御 庭 の 梅花 を おし 花に してよ き 君の たま はりた る 御 心 ざしの い 

と いと 嬉しき をた にや はとて 及びな き 御 庭の 花 を 君が つてなら で 今 は 

いかで か はとい と 


o めかれぬ 目 離れね 。遠ざから 




〇 あばめ 給 ふ あはれ みの 約、 あ 

はれみ 給 ふ" * 


〇S5 垣 守 云々 禁中の 諸 門を瞀 固 

する 翳士。 夜 は^ 備の 爲火 をた く。 

「み 垣 守翳士 のた く 火の よる は 燃 

えま は 滑え つ >© を こそ 思へ」 (詞 

花 集 七、 戀上) 


淺 からぬ 君が 心の いろ も 香 も そへ てみ そのの 花ぞ めかれぬ 

やよひ 五日 許 リ戶澤 の 殿の 御館に 召しに したが ひて 參 りて 侍 リ しに 六日 

に 姬路の 侍 從の君 も そなたに おはして 何 くれと 遊び 給 ふ 折し も 翁 二人と 

伴 ひて 御 庭に いで まじら ひ侍リ ければ 女の 童して 侍從の 君の 御 許よ リ御 

短冊に かく ぞぁリ ける 老の 身に たちまじ はれば く 花 を 白 突に 似よ と 折 

リか ざすら むとの たま ひお こせけ る をい と 疾く御 庭に て 懐なる 筆して 短 

冊に 書きて 奉りし 老を あはめ！^ ふが うれた さに か へ し 

君 もい ざま じりて 見よ や 櫻 花 をり て かざせば 老も かくる を 

かくき こえ 奉りし 

•3 家 水 

にごりな き 心に まかす 出淸 水く む も 流す も手づ からにして 

雜露を 

秋に のみ 露 はおく か はもの 思へば と はに も 袖に 玉み だれけ り 

雜火を 

晝 はもえ す あれば こそ あれ 御 垣 守衞士 のた く 火 も 人の 思 ひも 

雜 のち リを 
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七 〇 八 


〇 しるべ 案内 *_ 


〇 宇津の 山 「する がなる 宇津の 

山べ のうつ * にも 夢にも 人に あは 

ぬなりけり」(伊勢物11^め) 


〇 いぎた なし 容易に 目 さめ や 0 


うはの 空の 風に まづ たつ 塵よりも 輕きは 人の 心なり けり 

雜 風 

花の香 も 紅葉の 色 もしる ベす る 風て ふ もの はにくから なくに 

門 杉 

幾と しも 人 はと ひこです ぎの 門なら ぶ 梢 はまつ と 知らす や 

宇 津 山 

年 ふれば 夢路 も 遠き 宇津の 山う つ ， にこえ し 事 も ありし を 

あるう ま 人の 御 戯れに 月 花に よそ へ て 物 歎きし 給 ふ 御 歌 どもく り 返しみ 

侍りて 其の 卷の奧 にかいつ け 侍りて 奉りし 歌 かつ はめで かつ は 歎きて と 

かきて 

月 花の 深き あはれ をし ると しも 知らす ともい はで！ sffl 儒ら しけり 

或 人の 許に 人 々集まりて 夜 1 夜遊び あかして つとめて 主の まだ 目 さめぬ 

に 忍びて 歸 りきて 詠みて おくりけ る老 の寐覺 も 忘れ 給 ふに や いといぎ た 

なき 御 事に なむ 

うた 6 

おもやら で 我は歸 りき あたら 夜の あかぬ 宴 を 夢に なさ じと 

或 君の 御前に て 蛤と いふ 貝の 片 われ を 人に やる 心 をよ み 侍りけ る 


〇 ゆたんが さね 

〇 さいで 裂帛。 


表 は 白、 裏 は 紅 

娟 布の 裁ち 端 a 


。ぃゃ；^^！-れね 


牀に 就いて 限ら 


〇 古の 道の し *J 

のしる ベ 0 


古の 和歌の 道 


忘るな よかた みに 思 ふかひ あらば われても 末に あはむ 賴み を 

尙 志が 京に ありし 顷 よみお きし 欲く さ，^ 書きて やる とて 其の 奥に か i 

つけけ る 

語ら はむ 人し あらねば つく <\ と 一 人 都 をし のびて ぞ ふる 

御く らまち に 住みけ る 井田の 何が しが 娘に 嗜迎 へて ほぎ あへ るに 海つ 物 

に そ へ て 折に あ ひたる とて ぼたんが さねの さいで 二重に 上下と 別ちて 書 

いっけて ゃリ ける 

さか ゆべき 人の 契り も ふかみ 草 ふかき 色香 をと しに そへ つ 、 

人の 衣 を かりて 退く 返し やる とて 袖の 中に 

かり 衣 うらなければ、 ぞと  >  めし を 心なし とな 思 ひ 隔て そ 

い の 寢られ ぬ 夜 i ぶ の 鐘 をき きて 

いねが てに 我がよ ふけ ゆく 鐘の音 を 數へ盡 さで 身を盡 すらむ 

富士の 歌よ めと 人の い ひければ 

たぐ ふべき 山し なければ 不一 一の ね はた 、》 大空の ものと こそ みれ 

下野なる 人の 許へ 菜に 書きて ゃリし 

古の 道の しをり を わけいりて 猶 たづね 見よ ことの 葉の みち 
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0 田 子 田 人。 農夫。 


〇 柳莒 柳に て 作った is、 古、 こ 

れに^^現墨短冊等を^8れぉ0  , 


後世 心に かくる 人の しをり に 人に 代リて 

ふみみ る を 君が 心の しをりに てみ 法の 道 も 分け は 迷 はじ 

又 横 子の しをりに 

吉野山 わけいらす とも 言の葉の 花 を 尊ね む しをりな りけ り 

或 人に いざな はれて 片 E 舍に 出で たちて 若苗植 うる を 見む よと てま かリ 

ける が いと 珍ら か に淸 ぅぁリ けれど 常に 物 思 ふ ことのた え やらぬ 身に し 

ありければ を かしと 見 ゆる ふしど も 果て は 哀れと のみ 思 ひなされ て 

とも すれば 眺め いらる >*ぞ わびしき や 

さ 苗と ると 山 田に K 子の たつより もみる 袖 ぬらす みづ から ぞうき 

裳裙の くるしげ に 潘 る >f を默 ふけし きもな く 心 を やりて 植ゑ 渡す を猶み 

やりて 

あはれ とも 羨ましと も 思 ふ どち おも ひもな ゆの 賤の しわ. さは 

姬路の 侍從の 君より 柏木の 卷 一條 宮 にての 心ば へ して 大きなる 柏と 楓の 

枝 を か はした る を 柳宫に の せて しる 人 はよ りても 見よ や 事なら ばなら し 

の 枝の 同じ 綠 をと いふ 歌 を 短 尺に 書いて 給へ りし かへ し 柏の 色の か はリ 

たる やうの 紙に 書きて 奉る 


o 年の 內 もた のまれぬ 身 春 はさ 

てお き 年內に 死ぬ かも 知れね 身 0，  — 


0 玉 いづるて ふ 玉お 島。 和歌 浦 

津島 e 


たちならぶ 綠 にかへ て 柏木 S いろは か はりし 宿と しらす や 

やま ひに ふしけ る ころ 明 石の 君の 母ぎ みより 海 逢の けしきな ど 見せ まほ 

しと のた まひお こせた まひければ 

かくと しも 君 はしら じな 五月 閽心も 空 も はれ やらぬ 身 を 

久しく 訪は ざり ける 人の 春に なりてと いひお こせけ るに 

年の. T もた のまれぬ 身 を 人 はまた 花 さきな ばと 契る はかな さ 

板 倉の 八重 君の 御 許より 御文の 奥に しら じかし 池の 玉漢の 底に のみ K ぬひ 

亂れ てこ ひま さると は かへ しに 

亂 れつ 、ありと し 聞けば いと 、>  しく 思ひ增 ffl の 池の 玉藻の 

い つより あ ひ 奉らむ やと 聞え た" し 

住み 到れに し 宿リを 外にう つろ ふとて 近鄰 なる 人の 許に よみて ゃリ ける 

今より は 誰と 語らむ 君なら でお ほかた 人に へ だてめ る 世 を 

世 S うさ も 身の わびし さも 語ら はぬ 昔に なぞ や 別れ ざり りむ 

名所 松 

言の葉の 玉 いづ る て ふ 島 近き 和歌の 浦 ま つ こ、 に植 ゑば や 

嶺松を 


の しづ K 


七 
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〇 子の 日に も 正月 子の 日の 小 松 

を 引きて 遊ぶ 古の なら はし。 


子の 日に も 人し ひかねば 峯 たかき 山 松が 枝ぞ 八千代 へぬべき 

山家 鳥 

明 も おどろかされぬ 柴の戶 になれ て 小鳥の あさる あはれ さ 

軒の 風鈴に 

わび 人の 宿に かよ へ る 松風の す 、、4 ろに もの を 思 はする かな 

閑居 友 

心から 人 離れた るすみ かに はけし き ある 鳥の 驛も 友なる 

岸 君の 常に 物忘れす とて 笑 はせ 給 ひければ 文の， 奥に かきて 奉りけ る 

住の 江の 岸て ふ 君に なれ ぬれば 忘る、 草ぞ生 ひしけ りけ る 

姬路の 侍從の 君の 北の方よ リ 始めて 御 欲 みせさせ 給 ふる 御詠 草の 片っ方 

にみ ちしら ば 尋ねても 見む 和歌の 浦に ふみ なれに てし 人 を しをりに と 書 

きて たま はりければ かへ しと はな けれど 奉りつ る歜 . 

ふみ なれて 君し 拾 はば 和歌の 浦の 玉の せ は いやまさ るら む 

心地 そこな ひて 年月 ふりぬ る 身 なれば 物心 ぼ そく おぼえて 草に も 木に も 

大 かた 心と めね ど 軒の 一 木の 松ば かリは 常に 友と 見つ >f あかざり けれ 

ば 


o あえむ 肯 えむ o あやからむ * 


0 おか 13 若-/」 和歌 ミを かく  * 


色 か へ ぬ 友と こそ 見れ 軒の 松 千代に あえむ と は 思 ひかけ ね ど 

海 ま 夕 

いさな とり 海邊 を： Hs^ れば 夕な ぎに ほこらし けなる 蟹の 約 舟 

屛風の^？-の^竹の葉茂し 

草木に も；： えぬ 綠は わか 竹の 若葉に 露の か 、 る あけ ほの 

唐松 あるかた 

姿 さ へ 枝 さへ 葉 さへ， ) と 木に は 異なる 松を植 ゑて こそ 見れ 

風鈴の 歌と て 人の 爲に 

千代 かけて か はらぬ 宿の 松風 はたの しき ことのね にや 通 はむ 

おのが 宿りの 軒に かけた る藏 鈴と いふ 物の 短 尺に 

すむ 人 は あす を も 知らぬ 軒端に も 千代 を しらぶ る 松 5^ の聲 

風鈴に つくる うたと て 日 音 院大德 の もとよ リ みやびたる 短 ざく おこした 

ま へ りしに 詠みて 書い つけけ る 

山寺の ゆ ふべ の 鐘に ひ ノ き あ ひて 心す むらむ 軒の 松風 

鐘 

ひとりねの ゆ ふべ 曉 聞き なれて うしと はい はす 山寺の かね 
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杉の しづ枝 


七 一 四 


0 宇多の 松原 土 佐國番 味 郎岸本 

村より 赤 岡 t に 至る 閒の 海濱。 


0 これして この 歌な 香き つけた 


0 をみ なの あらむ さま 云々 女 VJ 

しなす ぺ き 凡ての 道 を 知. P つくす 


0 こめき て 子供ら しくて 0 お ほ 

ゃラ にして 0 

0 こ. - ろしら ひ 心 博へ 0 


〇 さり^き よすが 云々 婚約の 出 

* たの をい ふ。 


名所 松 

たちよれば 枝 毎に 鶴の 聲 すなり いくよ かもへ し 宇多の 松原 

卯 山 翁の 常に 薬う つ こと を 好み 給 ふ に懷 なる 物に 歌 かきてよ と あり けれ 

は 力く そ 

斧の 柄 はくちな ば 又もす ゆて まし 昔の 人の ごともう たなむ 

或 翁の 園 扇に 歌よ みて かけと ありければ 

一 一つな き 心の 友と ゆ ふべ くこれ して まねけ やまの 端の つき 

尾 張の 御殿の 宮 つか へ 人より 短 尺に かずの 歌 かきてよ と あるに いなみ あ 

へ ずて 十二 首 かきて ゃリ しに そへ て かくな む 

かき やる も 苦し かりけ り 世 をう みに 年 ふりに ける 蟹の 藻屑 を 

尾 形 昌 軒と い ふくす しの 女 Igl 子と い へ る は をみ なの あらむ さま 殘 ると こ 

ろな， T おも ひた どリ はたか ど あり て才も 男子 にも まさるば かり ありても 

い とくこめ きて 一 文字 を だに しらぬ やうに なごやか にもて つけて 鋇か 

たち もお のづ から 一 き はま さりて 見 ゆる もこ >f ろしら ひの よきに うつる 

なりけ り 常に 親し- r いひ か はして 娘な ど いふば かりに 恆子も 母 代と のみ 

文に も 上に 書きな ど 親し かりし かど さ り 難き よすが 定まり 給 ひて 卯月 の 


o ラら なの iavj- フら 一心 hj* か 

0 せう まラ SS 亡 0 


〇«=^* 世 は の lw々 宋の松 山ば 

の w にあり し Ktto  .U 

y:i;*ISB 、「突り きな わたみ に 袖 を 

Hb- 0. . 東の 松 山 sal さじ-こ は」 

(ほ 拾 a 十四、 戀四) による。 

〇 しら li» 白浪 W お SIVJ*- かけた 


末つ かた. < に迎へ られ絵 ふが いと ねたき 上に しまれ 侍れ ど 人の 幸な 

る をい か i>- はせ む 只今より ラ と，、 なり 侍らむ 事に 萬 心に こめた る 文まゐ 

る 序にき ぬ 一 むら 贈る とて 包紙に かく ぞ 

千 重に とも 思 ふ 心 は 及ばね どうら なき をのみ 25^ すろ ばかり そ 

せう まう にあ ひて いと 1^ 萬 こと あは ざリし 又の 年の 彌生は つる 日盜 人の 

閥に 人り 來 りて くさ. <\ を 取りて ゐて ゆきし を 見つ 、も いか i» はせ む 思 

ひかけ ぬ 事の ありけ るに もす ベ て 心の 安から ぬ 身 を 思 ひ つ 1^ け 侍りて 

とにかくに 我が 世 は 末の 松 なれ やうき みる 上に か ， るし ら浪 

か か る 伏屋 に 何 を 思 ひかけ ける にやと あやしうて 

かくば かり 世 をう み 渡る 我と しもい さしら 浪ゃ 心よ せけ む 

末の 松 も 何 かたの まむ 時し あれば 我 か 宿に しも、 〕 ゆるしら 浪 

今 戶てふ 所の 慶養 寺の S 曰 111 大德は 我が 門の 人の 中に しも いと 殊に 思 ひか 

はし 侍る に 去年の 夏の 頃より 折に ふれつ  > -惱み 渡リ給 ひしが 今年と なり 

て は いと^^ あ つし さの 常の やうに なり 給 ふ をう しろめた うのみ 思 ふ 頃 

しも 空かき くも リ がちに て 卯月の 末の 日 殊に 雨の ふりて；^ わびしき 顷文 

やる とて 奥に か い つけ 參ら せし 

杉の しづ枝  七 1 五 


咋 日け ふ 君が 心地 や 村雨の ふるに つけつ ， いかにと ぞ思ふ 

山家 雨 

ましら なく 片山里の 雨の 夜は戀 せぬ 人 もい ねがて にして 

山家 夢 

現に は 心う ごかぬ やます み も 夢 はう き 世に か へ ると ぞ：： る 

紀伊 11 和缺 山に ありし 頃 縫 子の 許より いと 心 ある 言の葉 をよ せ 給 ひし を 

つれな く 月日へ にけ り さぞな 恨み やし 給 ひけむ 

心に なかけ て 恨み そた ち歸る ほど は へ だてぬ 和歌の 浦な み 

同じ 顷縫 子の もとへ 扇 を 送る とて 

年へ て も あ ふぎて ふ 名 を 忘れ じの しるしと 見つ 、 手に ならしてよ 

ある 人の 許より 扇の 面に 歜 かけよと てお こせ 給 ふに かずく 書い つけけ 

るが 竹に 雀の やど リ たる かたに 詠みて かいつけ ける 

直ければ うき ふし 知らぬ 吳 t: に 宿り なれぬ る むらす  >  めかな 

又 櫻の 開きた るに か は ほり 一 つ あるかた にい か 詠み 侍らむ やと 思 ひめ 

ぐらして 夏の 櫻の 欲 を 書きつ けけ る 

夏 しらぬ 片山里に たづね きて なほ 盛りなる 花 を：： るかな 


人の 扇に 冬の 富 士の馱 よめと ありければ 

白雪の ふりしく 頃 は富士 のね のい つよりも けによ そ ほしく 見 ゆ 

白雪 もい ゆき は  >  かる 不一 一の ねに いかなる 雪の かく 積り けむ 

板 倉の 八重 君の 扇に 書きて まゐる 

大空に しられぬ 風の 通 ひきて 閨のぁ ふぎ ぞ思 ふと もなる 

魚 足ぬ しの 扇に 天の 橋 立 の 翁 かきたる に 是れが 欲よ みて 書きて よと あり 

けれ ぱ 

ふみ 見す ば そこと も 知ら じ大 江山 松より つ く 天の はし 立 

九月 許リ或 人の 扇に 唐人の かける 綺に片 へ は 海と 思 はせ て 木立 ありげ に 

て 下に 唐人た ちた るに 歌詠みて かけと ありければ 其の 裘に 書い つけけ る 

から 人も靑 海原に たち 出で て ふり さけ 見よ や 長 づきの 月 

常 陸の 姬 君の 掏 許に て 前 田 まさとし 大人に 書きて 見せ 侍りし 联折 句に し 

まつ 程 はさ も あ ふ 事のと もしくて 忍ばえ なくに 君が きませ る 

肥 前の 平戶 しろしめす 殿の つか へ 人 聊かの けさう 事の ふるき 罪に あらた 

にあた リて 御國の 島に 流し 遣 はされ し を 悲しみ 傷みて 伊 之と いふ 人 御 ゆ 
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〇 紫の 緣 草の ゆかり 0 一  つの 關 

係より 情愛の 他に 及， ゆす こ VJO 出 

所 、「むらさきの 一本 ゆ ゑに 武蔵野 

の 萆は皆 がら あはれ VJ ぞ 見 る. X 古 

今一 七、 雜上) 

〇 九つの 牛の 云々 九 牛 之 一 毛 0 


〇 くやく 來る やく 0 畏 しゃ 

に 添へ て、 しゃくやく を 詠み 込ん 

たもの 0 


るし の御惠 み をう けむ 爲に とて 紫の 緣に しも あらね ど 友 どち の 深き 惠み 

にて 其の 人の 爲に とみに 法 華 經八卷 を 自ら 書きて 其のよ るべ の 寺に 納め 

てむ とて 書き終りて 見せ 袷 ふる 心 ざし を 感じて 九つの 牛の 1 つの 毛に も 

及ばざる 事ながら に 伊 之の そ  >- のかし にて 其の 11 の褢 にかき つけぬ 

松 浦 潟な みならぬ 罪 もき えぬ ベ しおの めぐみと のりの 惠 みに ) 

-lig に ふしけ る顷 うま 人より 給 はりし^ 藥の花 をみ て 戯れに 詠みて 見せ 參 

ら せし 

ふしながら 花 をめ づる も畏 しゃくや/ \ とのみ 君 まつらむ に 

源氏物語 卷の名 を 贈答の 題に して 桐壶を 

紫の はつ もと ゆ ひ を 始めにて ひとつ ゆかりに 勻ふ 言の は 

空蟬を 

忍びつ 、 ね はな かれけ り 空蟬の 身のう き 程 を 思 ひしる にも 

土 佐の かう の 殿より 御文た うび ける 中に 君が まつ 心さ こそと おも ふに ぞ 

見 まく ほし さの いと i^l^ りて とて 給へ るか へ しに 奉る 文の 中に 

戀 しさ をい かにせ よと かと はぬ を もと ふに 增 りし 君が 貢の 葉 

きさらぎ 六 曰の 夜 火の 驗ぎ ありて 大方 殘り なう 燒 けう せ 世の 人 も ある は 


c 若菜の 卷云々 « 氏& 語の 卷名 


燒け 失せ ある はさ すらへ ぬと あまた 聞き 侍り 我が 住居 もやけ にけ る 後 友 

どち の 許へ いひ ゃリし 

大空に もえ し 煙 も 世の 人の 身のう きく もと 今 はなり にき 

うきことの 侍りし. 顷 若菜の 卷の 言葉 を 思 ひいでて 

我 はさ は 物 思 ふ！^ の ありけ りと しのびに おつ る 淚にぞ しる 

卯月 五月と 心地の いと^しう てもとよ リの やまう のはらの 古 2 くな り ゆく 

が 今年に なりて 牛の あ へ ぎに あえた る やう に ほと^ \息 も絕 え^ \ に の 

み 息 づき 苦しう 侍る が 上に 身の ぬるみ 足らず 頭の 痛み さらず 夜と なく 畫 

となく そ 2- ろ 寒く 手足 も 寒き など 樣々 にな やまし さの 暇 あらねば 物心 細 

き 物から みづ から は 今 は 世 に 心 殘りも あらず もとよ リぁ つ しき 身に て 萬 

の ねぎ 事 も かな は ざり し を 六十に 餘 るまで 長ら へ しだに あきたき 心地す 

れば 惜しき 命に しあら ね ど 高き 君達 もさ あらぬ も 心 ざし 保き は いかに や 

いかに や など 數な ら ぬ 身 を 惜しみ 給 ふ るが かた じけ なう も 痛 は しう も且 

は 思 ひ 歎 かれ 侍りて はた 昔 は 身に か へ てと 生した てつ、 うしろ 見 か しづ 

き侍リ し， つま 子の 訓 志が 今年 二十 餘リ 一 つ の 年に なリ にし を獨り 行末の 

榮ぇ をい かで 長く は ずと も 今し ばし だに 對 面の 數も数 へま ほしう 又は 
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〇 兼 好ね しに は 云々 「4 叩 長 けれ 

は 恥 多し。 長く ミも 四十に 足らぬ 

程に て 死なむ こそ 目 やす かるべ け 

れ。」 (徒 萆) 


〇 たつ か 弓 手 束 弓 0 手に 執れる 


これ かれめ さめし やうに 驚き 惜しみ 歎 くらむ 有樣 もしたり 餌ながら 思う 

給 へ つ けられて 兼 好ぬ しに は 笑 はれぬ ベ き 心地 もし 侍る につ く  J ^と 

空 を 打 眺めて 手 習に 

つく.^ と 眺めく らして こし 方 を 忍ぶ をり しも 入 あ ひの かね 

五月雨の ふりいで てな け 時鳥き くも 今年 やかぎ りなら まし 

思 ふ 事 あまた あるに 獨り庭 を ながめて 

思 ひしる 人 もな つ 野の 草の 露 風 まつ ほどの 心 ほそ さ を 

我が 世 をば のこり 少なく おも ふに ぞ戀 しき 人の 數ま さりけ る 

今 はと て 憂さ も つら さも あまらね ど戀 しき こと ぞ殘り 多 かる 

よわり ゆく 身 は をし まね ど 夕 露の けなば 歎 かむ 人ぞ 悲しき 

五月雨に 身 をし る 雨 も 降り そ ひて ながめ わびぬ と 知る 人 もな し 

身の 病 くるしければ 

光な きを 今 はなけ かじ 我 も 世に 長 かる まじき 露の たまの 緖 

佐 藤 登 信 君の 女 君と いとく 睦 ましく 聞え 交し 侍る 顷 みそかに 書き か は 

しつる 事の ありし 文の 奧に ねぎ 事 は數々 あれ ど 織女に かす 衣 もたぬ 身の 

程 ぞうき 憂き にの み 今年 もなかば た つ か 弓 八 百萬祌 も祈リ つくして 心の 


o*io 上し あし 云々 和 欲の 指南 

»1 をして 0 


中なる 事 も 誰に か はと ぁリ ける か へ しに 

唐衣 うらなき 君が 心 をば たなばた つめ も淺 しと はみ じ 

神もう し 人 もうらめ し 君 さ へ にう きを 數 ふ る© 世と 思 へ ば 

是れは 秋 文月の 事な リけ り 其の 又の 年に 身 まか リ給 ひて けリ 

達 子の 許より あら 玉の 年 も ニハキ こえ ぬれ ど 對面給 は ざれば 戀 しさの あま 

りに あ ふ 事 も 稀た る 中と なリ ぬればい かに 契りて 君は戀 しきと いひお こ 

し 給 ふか へしに 對 面の 程 ふりし を 心ぐ る しげに いひお こし 給 ふが 嬉しき 

物から なぐさめて 

戀 しさの 心 かよへ ば 逢 ふこと はと まれ かくまれ 何 か 恨みむ 

十 年 あま リ いにし ょリ歜 のよ しあし うしろ 見て 思 ひか はしつ る 下野^ 

粟野の 里の 簾 蘆と いふ 刀自の 今年う まの 年と いふ 長：^ の 八日に なむ 始め 

てこ  >- に登リ しとて 先づ こ >r に 訪らひ 給 ひて 對 面し 侍 リしを 物より こと 

に 喜びて 此の 淺 草と いふ 所に 名 だ  る 觀世音 の おはす るに 其のみ 佛 より 

もみ づ から をた ふとみ 給 ひて よみてみ せ 給 ふ 歌 簾 蘆う き 秋 も 心 は 春に う 

れ しき は 花の 都の 君に あ へば か かへ しに 

嬉しき はたな ばた つめの それよりも 稀なる 人 を 秋に 待ちえ て 
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of 林 諸 鳥、 本姓 簾 瀬、 0 

の 門人、 寬政 六年殘 0 

〇 や つらへ よ  一 Jv/ づ てよ。 


しばし わが 家に 宿りて 敬の 事 を はじめて 東ぶ りの 物語き こえし をい と 

い と 喜び て 十日 まリ すぎて 故 鄕に歸 リ給ひ き 

諸 鳥の いもせ と 伊豆の 熱 海と いふ 所へ 湯 あみに 行きけ るに 日数 ふれ どこ 

こに は 消息 もせず よそに の み よすが もまれ，/, \ 聞き はべ る顷 しも 悅 子と 

いふ 人の 許よ リか うく 明日な む 又 船の たより 侍る を 文 やり 給 はば あ つ 

ら へ よな どまめ やかに 聞え たびければ か へ しに 文の 奧 にかく 書きて やり 

給へ とて 

つて 

ふく 虱の よその 傳に もい かに ぞと問 はぬ つら さに と はじと ぞ思ふ 

さはれ 秋風た ちな ば 立ち 歸リ 給へ よと いひ ゃリ 給へ かしと いひ やりつ 

貞丸 ぬしの 御 許に 文 やる とて 此の 一日 二日い さ 、かも 心地 安ら かなる や 

うなれ ど猶 はらの くるし さな ど は 同じ や うと 書きた る片 はし に 

白露のお くと IE- る まも 夏草の はかなき 程の たのみな りけ り 

とか 輋に まか せ侍リ 

長年の もとよ リ藪， # 氏の 好みと て 五 衣き たる 女 iSs のかた にうた よみてと 

ありければ 心しら ひなくて はみ づ から その 女！！ ：；^ になり たらむ やうに 聞 ゆ 

る もはづ かしければ 思 ひめぐ らして よから ね どかく ぞ 色紙に 書きて や リ 

け る 


玉垂の をす の ゆらぎに さし かくす 扇の 樣も なまめ きに けり 

一 兀惶ょ リ市隱 と い ふ 事 をよ めと ありければ 

ゆきか ひ を 大路の 中に をす たれて 文よ む 君の 心 ゆた けさ 

1 1 朔日 の 夜い といたう 雪ふリ ける 又の 日 ー兀愷 の 許より 昨日 まから むと 

しけれどとて；„^£雪の猜る大路の行きか ひに跡ょリぁとの消ぇっ 、ぞ ふる 

とい ひお こせければ かへ しに 

沬 雪の あわに はふら で 大路に も 跡つ けがて に 人 やな づまむ 

君 も 今宵 は 旅ね し 給 へ かしと いひ ゃリっ  』 

元愷のもとめにて紫式§^.^」莊子と釋迦と！ニっ の椅のぅち に 釋迦の 像の か 

たに 敬よ み て 書きて よと ぁリ ける が つ 、ましき はさる 事に て いと./. \ い 

ひ 出で にくく 苦し かり けれど 久しくと 1- めお きて 罪うる わざ なれば お ぼ 

めきな がらに 此の かきつけつ 

嬉しき もうき も 思 はじ 世の中に 何 かさ だめの ありて なければ 

源定前 君に ゆ ゑ ありて ふるく 持ち 傳へ侍 n- し ー11 河國の 八橋の 橋杭 もて 作 

リし 香合 を 奉る とて 短冊 を そ へたり 

名に しお ふ 君が み國の はし 柱 千年 を かけて 朽ちせ ぬ を よ 


〇 新 城 三 河 間南設 樂那、 今 は 新 

城 町。 

0 ち ひさ やか 小さき さま 0 


0 みちの なぐさ 道の 慰み 0 


〇 吉 野の 川の 舟 妹 山 VJ 脊山 VJ の 

閒を吉 野 川 梳る。  , 


〇 身 は それながら いつも 同じ 身 

でありながら 0 
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三 河 國の新 城て ふ 所 を 領じ給 ふ 故に 奉りし なり 

土 佐の かう の 殿の 1^ にお はし 給 ふ に 道 ゆきぶ り を 書きし るし 仏？ ふべ くち 

ひさ やかに とぢ たる ニ卷 奉る とて つ 、み 紙に 

春 深く いろ そふ 松の 言の葉 を かき 集めて よみちの なぐさに 

夕 雨 

雨 そ 、 ぐ 軒端の 松に ゆ ふ 風の すぎに しこと も 亂れて ぞ思ふ 

男女 舟に て 遊ぶ 心 を 

妹と せの 中と や 人のと が，^ らむ吉 野の 川の 舟なら なくに 

浦 松 

蟹の かる 物なら なくに 此の 浦の みるめと なれる すみの えの 松 

秋の 頃 川 村 貞紹の 許より 述懷の 歌 ども 見せ 給 ふ 返事に 文の 奥に 書きつ け 

て やりけ る 

誰が 袖 も 露け かりけ り大 かたのう き 世 を あきの 心なら ひに 

老い ぬれば 身 は それながら 人の 上に 思 ひたえ せぬ あはれ 世の中 

うしとの み 思 ひな 捨て そながら へば 又 忍ばる、 事 も ある 世 を 

秋の 末つ方 侍 從貞臣 の 君より 綿 を 給 はると て 其の 包紙に 此の 綿の 一 重心 


も 身に つけて 先づ 秋風 をい と へ とぞ思 ふと 書きて たうび ける か へ しに 奉 

る 

不知火の 筑 紫の 綿 をみ につけて あっき 惠 みに 風 も ふせがむ 

祌 無月 六日ば かリ思 ひかけ ず 土 佐の かう の 殿の 此の 近き 大 ひざへ 詣で給 

ひしと て いと 忍びて 此の 伏屋に たちよらせ 給 ひける 畏 さも 面た しさ も 

夢の 心地して 御 餌拜み 奉る も淚さ へこ ぼる、 ばか リ にめ は そらにの みに 

て 聞え あげむ 言の葉 もいで やらず ぬか をつ きつ 、うつ し 心 も 侍らぬ に耿 

を だに 奉れと 山 E のぬ しが 敎へ給 ふ を や 》 ためら ひても 何とか はい はれ 

む 折に さし あへ て片へ に は 橫激の 侍 從の君 を 始め 奉リて 人々 つど ひ 給う 

C は ひり 逮 入， 家の人 口。  て^ 合 催し 給 ふ 日な リ ければ 只 は ひリの 方に 屛風 ひきたてて 御 まし 所設 

0 なめ ゆ 無 g»o  けたる がな めげ なる に 汗 あゆる のみに て 辛うじて 日 もなかば たけ ゆく 夕 

〇 こわ 作る 恭 作る。 殊更の 5« を  かげに なり 侍リ ければ S: 供の 人々 こわ 作る もに くき^から 苦し さの 心 や 

出す 0 せき はら ひす 0 促すな り。 

•  りに 何とか かきて 奉りし 

した 紅葉した にこが る 、山陰 を かしこく 照らす 夕づく 曰かな 

名所 鶴 

所え て すだちし 和歌の 浦 鶴に まだ 雛ながら 千代よ ば ふこ ゑ 


杉の しづ枝 


七 二 六 


〇 うかれめ 遊女 0 


〇 ゆ ぼ， ひかなる 寬 やかの 。廣ゃ 

かの G 

0 めでく つがへ り 甚 たしく 賞美 

.few  —   ,  


しはすの 八日ば かり 思 ふ どち うちつ どひて 源氏物語の 卷の 心々 に 贈答の 

會し 侍る 時 さかきの 卷御息 所の こ >t ろに て 三重が さねの に ほひに 野宮の 

楙葉 をつ、 みて 登 後國岡 の 殿の 卷姬君 にたて まつる 

しめの 外に かけはなれめ や 榊 葉の か はらぬ 君が 心なり せば， 

同じ 時に 蒂 木の 卷の中 光源氏の 心 を姬路 侍從の 君の 女 君より 打ちと けて 

夢 だに も 見ず つれな さ を 歎く 淚に ぬる 夜なければ と あるか へ しに 空蝉の 

心に て 

さめ やらで あるかな きかの 聂 き 身 をば 夢 にも 今 は 見え じと ぞ 思 ふ 

同じ 時 蓬生の 卷の心 を 横 子より いにし へ の 人 を こそ まて 蓬 半： の もとの 心 

を 露わ すれめ やと あるに か へし 

紅の 色 を ふかめて 契りお きしょ もぎが もとの 露わ すれめ や 

港 女の 心 を 

えに しあり てまめに 思 ふ も あだとの み 名に 立つ 浪 のうかれ め.  ぞうき 

後の やよひ はじめつ ゆく リ なう 明 石の 殿の 御供に つかう まつ リて大 崎 

て ふ 御 傲に まゐ で侍リ しにき きしに も い や^りて ゆ ほび かなる 御. M のけ 

しき 中々 にい ひつ くす ベ くも あらねば：： ハロ をと ぢて こそ、. 5 にしめて めで 


くつが へ リ 侍り つれ 

花 紅 一 S いっと かめで む 春秋の あかぬ みやびのう つす み 園 は 

只 こ  >, もと に 名に しお ふ駿 河の 山 も 見え 侍りければ 

樂 しさの 類 あらめ や 不一 一の ね も 君が みそのの 山と みなして 

醉の まぎれに 筆と リ しぞく だ- しゃ ひき やらせ 給 へ かし 

土 佐の 侍從の 君の 三 田の 御館へ 渡らせ 給 ふ 御供に まかりけ るに 御 庭の 秋 

ふかき 木々 のけし きょ リ 始めて 見る にあら. す 思 ふに もた へ てな む 聞え い 

でむ 言の葉 も 侍らず てた 

いづれ を か いづれ とめで む 常 磐 木 も 紅葉 も 菊 も あかぬ み^に 

千々 の 秋 も 君. ぞ きて 見む しめ ゆ ひし この 山姬の そむる 錦 を 

神に 奉る とて 

あはれ と は 神 もみ そな へ 心に も あらぬ 憂世に 住み わぶ る 身 を 

播 磨の 名 だ  >- る 明 石な りけ る 人 丸 社に 牵納し 給 ふとて 其の 國の 殿の 女 君 

泉 君 夢に よみ 給 ひし 歌の 文字 を 句の かしらに すゑて 三十 あま リ 1 くさの 

歌 あつめ 給 ふ奧に 神祇と いふ 題に 旋頭歌 にても を 始めにお く 

もし ほ 草 かきあつめつ 、君が 手 向 を ffr かし はちび きな すまで 神 もみ そな へ 

づ 枝  4J  二 七 
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七 二八 


〇 しく もの は 云々 「古の 七の g3! 

き 人た ち もばり せし もの は 酒に し 

あるら し」 (萬 葉 三、 雜) 


津 の！： 住吉に すむ 入 杯に 卷 給して かかす とて 乞 ひける 敬の 中に 詠みて 遣 

はしける 二 首 

難 波 江の あしたたぬ 身 は 及ばね ど 住みよ しとき く里ぞ ゆかしき 

しく もの は 又な き 友と 古の かしこき ひと も ほりし この さけ 

稻 城が 歌の 集み せければ 其の 奥に 文の 句 ひ 言の葉の あやめ も いづれ とわ 

きがて になむ くリか へ すたび にめ でく つ が へ るに も餘り ある ぞゃ 

筆の 海の ふかさ も そ へ てみ る 人の 心なび かふ 玉藻な りけ り 


杉の しづ枝 歌の 部 §^ 


〇 桑門 自 s! 三島景 雄、 縣門。 


此の 集 は 荷 田の 蒼生 子の よみお きたる 耿 ども を、 菱 田の 縫 子 は 此の をむな 

にあ また 年 もの まなび たれば、 かき 集めて こたび 梓に ゑり ぬるな り。 是れみ 

見る に、 おのれ 若き 程より 親しく ゆきか ひて、 花の あした 月の 夕 もお なじ 心 

に 興じつ ゝ 、 歌な ど 詠み か はして 變ら すなれ むつび ける も、 早 十と いひつ ， 

四つ あまりに なりぬ る ことの、 只 夢との み 思 はれて、 今 もたいめ する 心地せ 

られ て、 老の淚 のこ ほれいで つ、、 いと、" ありし 世の 戀 しくて、 年久しくな 

れ ぬる 人 s 歌 なれば と 思 ふ もの ゆ ゑ、 なつかしくて ふようなる 事ながら、 紙 

の 末に 書きつ けぬ るに こそ 0 


桑. 


严 


自 I 


寬 
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楫 取魚彥 家集 


伊能 魚 彥は下 總國楫 取 あがたの 人な り、 常の 名 をば 茂左衞 門と いひき。 明 

和と いふ 年の 末つ かた、 此の 大江 門に まゐ來 て縣居 翁に 名簿 をたい まつり、 

翁の 住み 給へ る濱 町と いふ 所に 軒を拉 ベ、 朝夕に 隨ひ むつび て學 びの 道に 心 

いれつ >、 よく 古言の 葉のお く か を 極められ しかば、 常につ み いでらる、 言 

ぐ さ、 いさ、 かも 後の世の を 混へ す、 心の 儘に 古言 もて 新しき 事 どもい ひと 

られ にけ り。 かくて 天明の 二 年彌生 許りに、 齢 六十に て濱 まちの やどりに 身 

罷られ ぬ。 今 も 其のう から 伊能 を 氏に て楫 取に あるが、 其の 家に 傳へ もた る 

家 篾一卷 あり。 みづ からの 筆に て、 安永 五 年と 六 年と 二 年の を かかれた るの 

- みなりけ り。 猶こ、 に 寫し傳 へ かしこに ちり 殘れる あるべき を、 何 か はかく 

ての み も 此の 主の みやびに 思 ひあがれる 心の 程 はしらる ， を、 強ちに 多き を 

求めむ は 要な き 事と て、 とかくよ みかう がへ て 板に ゑら せた るな りけ り。 

文政 四 年 秋 

淸 水濱臣 

揖取魚 彥.： 豕壤序  七 nl 一一； 


tj 色に； y りけ る 色に ぞ ありけ る 


〇e 人 a 狩 * する 人 0 
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楫取魚 

春の 始めの 歜 安永 五 年 

皇 神の 天降り. ましけ る 日向なる 高 千 穗の嶽 やま づ霞 むらむ 

東の 比吉の 大宫に まう でて 

春の 日の 光た 5r さす 日の 御子^み やの 樓は はや も t; かなむ 

ある 人 兄の 家 をう け 繼 ぎて 兄の 妻の いたくめ でたり ける^ 梅 を 其の 人と 

かし づきて あるが それが 木に 名 をお ふせて よと 請 ひければ やがて 刀自が 

梅と こそ 呼ばめ とい ひて 詠める 

しぬ ベと てと じが 植ゑ けむ 梅の 花う め も 似つ かふ 色に ざり ける 

正月 二十 二日 源隆羊 蹄が リ人々 集 ひて 欲よ みける に 山の 櫻 を 

白雲の 八重 たつをち にさき 勻ふ吉 野の やまの 山 櫻 花 

雄 子 を 

繁 人の まつらむ 知らに あしび きの 片 山き し 鳴きと よむな り 


揖 取魚彥 家集 
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彥 


セー 11 六 


0 さね さし 武 蔵の 枕詞 0 

0 春片 まけて 春に 向って 來て 0 

〇 はなり の髮 ラなゐ ばな りの ま 

うな ゐに 同じ 0 小 兒の髮 の 切り 垂 

れ たる もの 0 

〇 しみた てる 木立の 茂き 0 


0 春の 海 ミ ふ 春の 海 VJ いふ <* 

0 むかぶ す 向う の 方の 低く 下つ 

て 居る やうに 見える 0 


0 零 


手 K の 布 * 


春の ゆ ふべ 隅 田 川に 船 を 浮ぶ とい ふこと を 

さね さし 武藏 の國は 御 心 を 廣 し御國 梓弓 春片 まけて 少女ら が 

はなり の髮を ゆ ふ 川に うちいで て 見れば 鷲の すむ 筑 波の 山 は そが 

ひに 雲る たなびき しみた てる 靑垣山 吾が もすそ 返り 見 すれば 霞 

かゆと も 

るる 富士の 高ね は 影 面に とき じく 雪の ふりしきて ま 白に 見えつ 

一 一山の 中 ゆく 川の 角 田 川に 舟う けす ゑて 思 ふ どち 遊ぶ 此の 日 は 

常に もが もな 

反 耿 

とほ じろ く淸 くさやけ き 山川の 變ら すたえ す 常に もが もな 

春の 海と ふこと を 

天 雪の むかぶ す をち の 渡つ みの 霞める かた ゅ舟ぞ 見えく る 

雲雀 を  ， 

春の 野に 雲雀き かむ ととめ くれば 八重 棚 雲の上に ぞ ありけ る 

布 

玉 川に 玉ち るば かりたつ 波 を 妹が 手づ くり さらす とぞ 見る 

猴を よめる 


〇ゅ 鳥の 枕 請。 かつに 冠す る パ 


0 はし « すべく あり 0 


03  ii5 前 KO 

0 番春 < ^里 豐前。 小食 市の 南方 _ 


奧 山の 木の 實 とり はむ さるす らも 春 は 花 さく枝に まじれり 

若 茱 

日なら ベ て 春雨 ふりぬ けだしく もしめ 野の 若菜 時 過ぎむ かも 

同 旋頭耿 

^烏の かっし か 川に 朝 菜 あら ふ 子 あさ 菜に もな りに てし が も 朝 菜 あら ふ 子 

木の 花 常よ リ 早し とふ 事 を 

足び きの 山の 樓は はしき かも 風 ふかぬ 閒 ととく 咲け るら む 

神に 誓 ふと ふ 事 を 

誓 ひて しことば はかへ じ 葛 城 や 1 言ぬ しの； t ぞ しら さむ 

一 夜 隔てた る 二 夜 隔てた るな どい ふ 事 を 人々 詠める に 我 は 一 II 夜 隔てた る 

とふ 事 を 

1 夜 だに ありが てな くに 一 一夜す ぎ 三 夜来ぬ 君に よ、 とぞ 泣かる 

源秀 城が 馬の 餞に よめる 

豐國に 香 春と ふ 里 ありと きくか はらで 來 ませ 年は經 ぬと も 

左 京の 君より 忘 貝 を 賜 はせ ける 時 

こ、 ながら 遠つ 礎贝 えつる かも 鹿 取の 海士 のか ひ は あろ はも 

拇 取免彥 家集  七 111 セ 


七 ni 八 


o  二 荒 山 B 光山." 


oi 津 華 嚴鑾. * 

◦ 山 杉の 過？ 2 にかくる 序 0 

◦ 麻 倍 都 伎 美 伺疾 する 高貴の 臣 


OKA 治 波布 ま 魂に 幸 顧 を 舆へ助 

け 保つ こミ 0 

〇眞 鳥 多く 紫に 云 ふ 0 


〇 まけ 任。 官截に 任 やる こ VJO 

〇 よさし 寄 さし 0  mo 


四月 大君 二 荒 山に 登り 給 ふを畏 みほぎ 奉る 欲 

ち やぶる ひと を な-, し  まつろよ ね あし けき ともを  はきき よめ を さめた まひて かき かも ふ  も * とせ あ 4*り 

千 磐 破 人 乎 和 志 不服 惡氣伎 * 乎 掃淸 治 給 flTl 可 幾 加增布 百^1餘 

とっくに も  タ つ ろ なら r/ す ほこ とら うらやす くにと  やすら け く  しづめ たま ひし かみの ます ふたら の 

外國毛 弓弦 不鳴 鉢不執 浦 安國等 安良 計久 鎭賜志 神 之 坐 二 荒 乃 

やま は  み つぎ/^ う っ> か iw さがと  いはが ね の  こ，、 しき や ** よろ づ よに  たえさね さ：^ と  おちた ぎつ 

—：  ^ 力 s-i    i  - ；: 


山 波 御繼々 不動 祥登 巖之根 之 凝 敷 山 萬代爾 不絕瑞 登 落瀧津 

さやけ き や やます ぎの  すぎに しとき ゆ  つかの き の  いやつ ぎ/^ に  ま つり とま， S した まへ り ,0 はつ こ 

佐 也 計 伎 山 山 杉 乃 過去 時從 樣之樹 乃 彌繼々 爾 政 申 給 倍 利 御裔 

の み ま の みこし 

之 御 孫 之 命 


みたち もろく の 

美 多 知 諸 之 


かみつ み もろに  こ としし も  ま ゐ. 0 た ♦* へ は  み ともの  まへ つき 

神津 三諸爾 今年 志 毛 參給倍 婆 御供 之 麻 倍 都 伎 

っ^*さぴとたち ふく かぜに  ゆく くもなして ふ V さきに  した-かひ まつりく  Q ちの お ほふた から 

官人等 吹風爾 注 雲 如 御 跡先爾 隨 奉 國中之 大御寳 


は  なつくさの  なびけ るな して  かしこくも っ^^へまっりっ 

波 夏草 之 靡 氣留奈 志 尸ュ 畏 仕 奉 都 

に  い せる ごとく み その を  ゆき 4* す ごとく かむ みやに 

爾 伊 麻 世 流 如 御園 乎 注 麻須如 神宮 爾 

み し たま ひ  うれしみ まさむ  い まの このと き 

見 志 給 比 宇 禮志美 痲佐武 今 之此時 


や i か は を  へ なれる くに も  み まし 

山川 乎 倍奈禮 流國毛 御座 

いた. りた まひね ふ た ま6  あ ** かけり まし 

到 給 奴 御靈毛 天翔 末 志 


反 歌 

た-? つ は ふ かふの ふいつに ** とりす む あらき その やま も み そのと なりね 

靈治 波布 神 之 御稜 威 爾眞鳥 住 荒 伎 其 山 毛 御園 等成努 

この V みの しづ も り ませ は いはた. - みかし こき やま も ふ ましと なりき 

此神之 鎭母利 末世 婆 巖叠恐 伎 山 毛 御 坐 等 奈理幾 

同時 中津侯 御供に 仕へ 奉り 給 へ ば 奉幣 袋 歌 二 首 

大君の まけの まに く 前つ 君く さ 葉お しなみ 借廬せ すらむ 

大君の よさし のま 、につ 、 みなく 事竟 へ ませと 幣 たてまつる 


o 針 袋 針 * 入る、 袋 or はりぶ く 

ろお， びつ， >  けな JT" ら 里-、 に てら 

さ ひ あるけ 5」 人 も 咎め や. |(  S0 

十八) 

〇 火 打 袋 火打遒 具 を 入る、 袋 0 


同時 苑狭淸 明ぬ しに 針 袋 をお くる 欲 

はり 袋た びの み爲 とおくれ ども 妹 こ ひしら のま さむ もの かも 

同源 隆羊 蹄ぬ しに 火 打 袋に そへ て 

君が 爲ぬ へ る 袋の ひだお ほみ 日 だに 經 すして とく 歸り ませ 

同 那賀維 寧ぬ しに 

驛路を 思 ひて またす すり 火 打 日 も かさねす て歸り ませ 君 

五月の 始めに 運れ て 二 荒 山に 登る 人に 紫の 火 打 袋 を 花に して 菖蒲の 葉に 

つけて 

菖蒲 草 かづら にしつ 、遊ばむ 日 5 ち 越え まさむ 荒き その 山 

中津の 君の 御 許なる 菅根 とふ 人の 身 まか りけ るを掉 める 欲 

足 引の 山背 根の 子ね もころ にしぬ ベ とお へ る 名に こそ あるら め 

六 朔 日中 津の 君の み 前に 冰を 奉る 歌 

とこし へ に 夏 冬 ゆけ ど 水 無 づきの 今日し も冰 奉りけ り 

寄 驛相聞 

繹路の は ゆ まう まやの 早馬の はやく ぞ人 をお も ひそめつ る 

いさよ ふ 月と ふ 事と 船と を 

七 11! 九 


楫 取魚彥 家集 


七 四 C5 


〇 月よ み 月 請 尊の BT 月の 異稱。 


〇 望に けぬ 十五 日に 於ても 滑え 

ね 0 水無月 十五 B は 酷暑の 最中。 


〇 野 早 野中の 丘。 


〇 上 毛 野 かみつけ の、 上野 闥0 


雲に とぶ 翅 もが もよ 山 をし み いでが てに する 月 を 見て まし 

雲に とぶ 翅 あれ かも 月よ みの 浮べ る 波の 上 漕ぎ わたる 

六月の 末に 旅 だつ 人 をお くりて 

もち 

水無月の 望に けぬ とふ 富士 のね の 雪 解の 川 や 涼し かるらむ 

は ら へ 

浪の 上の 塵 ふき 拂ひ さやかなる 河瀨 にたちて 就す るか も 

七月 七夕 雨 

此の 夕 雨 は 降りき ぬ ひさかたの 天の河な みこ、 に 散る かも 

伊 野 

のづ かさ 

野阜を 霧た ちかくす この IS は をと こ をみ なの 花のと きか も 

中 津の御 嗣君新 殿に 移り 給 ふ 時 鯉の 緒 を 書きて 奉る とて 

に ひす  みすみ ろへ まつ  おろ &な わか  かづえ  はた ひろ もの こ 

新巢の 御巢の 御 饗に 奉ら まく ほり 綱 下し 水沫畫 きたり 潜き 得し 鰭の 廣物 是れ 

菟 狭の あかしぬ し 伊勢 國に ゆかむ とする 時 東の 海つ 道ゅ歸 さは 木 I の 山 

越せむ とて 其の ゆき へ む國々 の 古き 歌 ども 思 ひ いづる ま、 に 書きて よと 

有りければ 書きて 送る とて 其の 奧に 

伊勢の 國に 君が い ゆけば 上 毛 野い かほの 沼の いか まく 思 ほ ゆ  . 


〇遠 じろ く 吹き 沖の 白 so 

0 いろく づ 魚 0 


〇5{s のむ た むた は 接尾語、 VJ 共 

にの 窓 P  I 


千贺眞 の 新 室 ほぎ に 

たくみら が 柱 築い 立てい まつく る 新 撒の 凝 煙の 八つ か垂 るまで 

中津の 君の 新 殿に して 

海 潮の みちく る 殿の み 庭に は 遠 じろ く t; きいろく づ 遊ぶ 

同 詠 月 

夕され ばたちく る 波に さし 昇る 月 も 岸べ によろ かと、 ぞ見る 

同 詠 鹿 

妻 こふと 聞きつ る 宵の 鹿の ねの 夜 深くな く は 別る とならむ 

同 詠 霰 

かききらし 霰 ふりきぬ 眞 玉の 玉の すだれ を かくと 見る まで 

人 をし のびに 逢 ひしり て 逢 ひがたく ありければ 其の 家の あた リを まかり 

ありき ける 折に 雁の なく を 聞きて とふ 事 を 

天と ぶゃ膘 がな くね は 聞 くらめ ど 近く ある 我 をし る人ぞ なき 

詠 舟 

さきだてる 浪 ほの 上 を 潮の むたい 漕ぎ わたら ふ 浮き 寶 かも 

八月 十四日 隅 E 川に 舟 を 浮べ て 


K お？  鼷 


七 四 1 
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秩父嶺 を をち にみ さけて 久方の 天 ゆく 月の てれる 國原 

望の 夜 家に ありて 

◦ ち ふの 茅 生の。  淺茅 生の ち ふの 露 はら 露し ゆみ 月 こそ やどれ 茅 生の 露 原 

十六 日 亦 a: 夜よ し 人々 と共に 海邊に 遊ぶ 

海； t のか ざしの 玉 やみ だるら む 八重 をる 浪に 月の 照りた る 

其 の 夜 物 の 音な ど ふき あはす める を 

を はま 

わたの 底う まし 小 汀に 至らなむ 月す みの ほる 夜々 の 笛の ね 


〇 例なら や 云々 病氣 0 

0 菊の つゆ .k; の 俗、 之れ を 飲め 

は長羃 を 保つ "//した 0 


中津君 例なら ずい ます かりけ る顷 とくさ わ や ぎ 給 はむ 事 を 奉 fi 歌 

君が代の 長月ち かし 菊の つ ゆ 千年 まけな むみ 藥. ぞ これ 

九月 九日 同じ 御殿 の 御审； ほ ぎ に 

お ほつ ち  たつ. 0 みはしら あ t つみ づ  ねれる ふ，？, ベ 

大 土に 所 建 御 柱 天津 水に 所 練 御 壁 御 柱と 長く 御 壁と 平らかに 

おはした ばねと 御室 ほぎ する 

同じ 御殿に して 御 母君 御手 づ から 措ら せ 給 へ る 御衣 を 賜 はせ ければ 

千 種 さく 秋の 野 深く いり ぬれば 花す りごろ もき て歸 るな り 

同 黄葉た やに 染む 花 措 衣 九：： C へ 日と ふ 三く さ をよ ませ 給 ひける に 

やま 姬も まつ 人 あれ ゃタ ぐれ はもみ ぢ葉衣 ことに 染めた る 


〇 胸 わけ 默 な，〕」 が 胸に て 草木な 

の 生えた 所な 分け 行く こぐ J0 


OP へ 我が家 = 


〇 I めぐり 日たら しませる 一周 

年に 滿 たれた こ-/ JO 

〇 さに づ らふ 枕詞。 君、 妹、 少 

女 に 冠す る。 


〇 わたの 宮 龍 宫„ - 


D ふみ さ. 5>> める 踏み 分く る 0 


二 


秋 はぎの 花す り 衣き ると きを 胸 わけに すと いふべ かり： Do 

ミ 

待ちくて 明日 かざす ベ き 今宵 だ にわぎ への 菊に 露お くな ゆめ 

九月 十一 二 夜 

おくれさく 櫻の めで か 長月の てれる： n: 夜 をみ る はしょし も 

中津の 殿の 幼君 1 めぐ リロた、 りし ませる を ことほぎ 奉る 

さに づ らふ 君が 八千代 を 今日より ぞ先づ 一 一 年と 數へ そめつ る 

九月 二十 五！；：！ の 夜 同じ 殿の 御 母君の 御 許に 琴 笛の すぐれたる 人々 をめ し 

て 終夜 あそびし 給 ふに 歌よ めと 仰 言ぁリ ければ 

常世 かも わたの 宫 かも 絲 竹に 田 鶴の 聲 かもた つの こ ゑ かも 

同じ 月の 二十 八日に おなじ 御殿の 御嗣の fl^ の 御前に して 軍人 又 寄：^ 相閒 

とふ 二 つ をよ めと 仰せられ ける に 一 首に てま をす 

3 厳す らふみ さぐ ， める み いくさ や 妹が 閨戶を 見す て はやま じ 

其の 日 御殿の 上に 鶴の 羣れ 遊びけ る を ま をせ と 仰せら ければ 

千年の 友と 思 ひて や むら たづの 尋ねて きけ む濱 松の うれに 

集  七四コ 一 
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〇 寒き なべ 寒き につれ て * 


r" こむ VJ ふ も 來むミ いふ も 0 


〇 ゆかな 行かなん VJ 同意 0 な は 

顔 f 助 動 調。  > 


CVJ もしみ 珍ら しく 思 ひ 0 

〇 うま 人 貴人 0 


〇ミ り もの 採 物 。神 樂の時 舞 人 

が 手に 採りて 舞 ふ もの。 S 、幣、 弓 

0.  ^、 杓、 杖、 接、 葛、 0^0 

〇 たくぶ すま 拷衾 0 枕詞 C 白き 

ものなる より 白に かく 0 


水 鳥 

比 良 山の 山お ろし 風の 案、 きな ベ 志 賀の大 わたに 鴨が ね 聞 ゆ 

一：：：：：： U かなれ ると いふ 戀の心 を 

こむ とふ もこぬ 空言に なれ/ \ て 今 はた こじと 思 ひなり ぬる 

中 津の君 難 河 笠と ふ 御 歌た まへ る 時 

妹が きるな に はすが 笠 水鳥の かづきて ゆかな 浪花す がが さ 

十月の 始め つ 方 或 人の 家に 盗人の 入りけ るが 書の み をと りて 行きつ と 聞 

きて 

初 月の かゆ をと もしみ うま 人 は 文 見む ためと 壁 やうが てる 

十月 十八 日 薩摩中 將君備 前侍從 君中津 の 君の 御館に 入らせ 給へ る 日 御前 

に 侍りて 親しき 御中ら ひ を ことほぎ 奉る 歌 

茂り あ ふ 五百枝 槿 原々々 に 風 はふく とも 霜 はおくと も 

十 一 月 十日 中 津の侯 御 出題 野 雪 とりものの 歌 

やちく さに 勻 ひし 野 邊を 久 にあれ とや たくぶ すま お ほへ るな して 

雪の ふりた る 


ow を さかし み 山け はしき 故。 


〇 よ VJ の 遠 香 夜 B ゆる 遠音。 


〇 ひろり いませ ひろ ごり いませ 


眞賢 木の 榊の うれに おく 霜 を 面白し とはい ふべ かり けり 

皇 神に まつる 千 座のお きくら に 置きたら はせ る 神の みて ぐら 

山人の 山 を さかし みつく 杖の つくる 時 あらむ とよの 遊び か は 

0 

あさひこ がさす や 岡べ の玉笹 のた まさか なれ やか かろ 遊び は 

梓弓 夜 音 の 遠音 も 守り と はなろ とい ふ も のぞよ との 遠 昔 も 

0 

春の 宮の宮 のた ち はき 太刀が 緒 をと きて 遊ばな さ 夜は更 くと も 

お ほな むち.？ 'み  I  • 

大汝 神の みことの とりまし し 御 ほこの 廣に ひろり いませ 君 

杓 

逢坂の 閼 のま 淸水 ひさ ごもて 汲みても しれ ゃ盡 きぬ 御代と は 

0 
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〇 ゆ ふ-、 J りしで て 木綿の 緒 を 

に 取り 垂らして 0 


〇 まほら ま は 美稱、 ら は助辭 0 

ほば 含ま る 、 義 0 丘 山に 園 まれて 

龍り た る處 0 

0 むか ふす き はみ 向 伏す 極み 0 

0-K- まく ほりす る 得ん VJ 欲する 


〇 思 ひたら はし 思 ひ 足ら はす 0 


楫 取魚彥 家集  七 四 六 

榊 葉に ゆ ふとりし でて いは ふなる 神の みや 人山 かづら せり 

同じ 日 人々 唐歌うた ふ 題 少年 行此 の 意 を 大和 長歌 に戲れ よめる 二 首 

うめつ 道 武藏 の國は 御 心 を 廣 し御國 民草の 豐 けき 國 其の 國の 

國 のま ほらに 大城を 高く 尊く しきまして 遠く 久しく 浦 安に 治め 

給へ る 畏きゃ 吾が 大きみ の 御 膝 方に 生 ひ 来し 我ぞ うら 狹く 物 は 

思 はす 天雲の むか ふす き はみ 天傳ふ 日 はてら せる を しれ 人の え 

くも ごと わ  つち ごと 

まく ほりす る 金 は 寶 といへ ども 雪の 如 涌く ち ふ國ぞ 土の 如 積み 

て 何せむ 百年の 人 は 在らぬ を 天地に 思 ひたら はし 萬 代に 淸き其 

の 名 を 語り つぐべし 

K 歌 


〇 波頭：^ 志 美 思 倍 恥 を 知って 名 

を 惜しめ 0 


0 遊行 女婦 遊女 0 さぶ る を VJ め 0 


白が ね もこが ね も 玉 も あめつちの 賜 はる 國ぞ なに かなけ かむ 

ますら を や 命 死ぬ とも 萬 代に 名 は 朽ちめ や も 彼 頤迦志 美 思 倍 


又 


そ が ひ 


とりよ ろ ふ 筑 波の やまの 男 之 神 を 背 向に 見つ >  馬な めて 遠方 野邊 

に 朝獵に 五 百つ 鳥た て 夕 狩に 千鳥 蹈み 起て 酒み つぎ 歸 らふと き 

に. 走 出の 堤に たちて 遊行 女婦が ふらへ る 觔 を 見つ、 來 しかも， 


O 人の 見む 云々 人の 見る のが sS? 

かし さに 0  1 


0 執 食の 宮 雄 W 天皇 • 


〇 域 生 いぶせき 錢が 家- 

osla^ 黑酒 はお 酒に くさ V. 

の 灰 を 人れ て 《1! くした もの。 後世 

は黑 胡麻 を 人れ る 0 白酒 は薛酒 0 

〇- 遊 はな 遊 はなん の 意。 な は lg 

g の 助 sils。 


反 欲 

人の むこと を やさしみ 遊行 女 婦に心 は雖レ 念" 不 レ云來 にけ り 


0 


♦4 きい ほ 


山お ろしの 風 も いぶせき 曲 庵の 軒端 もた わに 霰う つなり 

源 是傚翁 去年の 冬の 宴に は缺給 へ リ しが 今年な き 人となり ませる を 悲し 

み 思 ひて 卽ち 彼の 欲 を 始めにして よめる 

朝 倉の 宮 のみ 民 S あへ りけ む 龜の 齢の 萬 代と ほぎ けむ 君 は 去年 

の 今日 いませし もの を 玉く しけ ひらき も 見ねば 白雪の 棚び きけ め 

や 今日は まさな く 

反 欲 

1 年に 千年 や へ けむ 家に ゆきて いづら と 問へ ど 君が まさな く 

い にし 十日 集會 にや ごとな き 御 許 ゆ 賜 へ リ ける くさ，.^ の 物 を 題に て 後 

の ロ奉リ ける 歌 六 首 築賻雄 御 母君より 

君が 光う つら ざり せば かくば かり 岸の 墙 生の 勻 はまし や は 

欲 袋 殿の 御前よ リ 

もろ 人 は 唐 S 大和の 歌うた ふ黑酒 白酒 を 汲みて 遊ばな 
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〇 心 葉 昔 物に そへ た 飾り 0 絲 

で、 花、 紅葉な さ 結が 又 種々 の 美 

しい 物 を こしら へ る 0 

〇 くさ は ひ 物事の SVJ なるべき 

もの 0 


0 ラ ちみたり の 箱 今の みたれ 箱 


0 企 玖の is  S 前 IB 北西の 端。 


心 葉の ふくさ 女 君より 

もの ， ふの ますら 猛夫 もま 心 はの ぶ- 


さは ひと 歌に よ ひす も 


料紙 若君より 

風流 士の さはに あなる もこと わりよう しろ 安 かる 世に し 住へば 

うちみ だり の 箱 思 ふ 人より 

人み な は 雲か浪 かとうち みたり 野 はこの 頃の 雪に 埋めば 

山吹 をれ たか 同じく 

ふる 雪 を 山吹き おろし 花と こそ 見つ 、 我が をれ 誰が さや は 見ぬ 

同 二十 五日 大江眞 糖ぬ しに 馬の 餞す る 歌 

豐國の 企.^ の濱 波な みならす 日に けに 君 を 思 ひいでむ かも 

中津 の御嗣 君の 御 許へ 瞎 摩の 姬君迎 へ 給 ふべき 御 契り はありながら 姬君 

いまだい と 幼く おはしけ る を 奉祝 歌 

若草 をけ ふより 結び そめ ませる 君が 千年 ぞい ゃ遙 かなる 

酒 をよ める 

. 一と 1 

にあり とふ 酒の 泉 もが 思 ふと もどち 船う かべ てむ 

十二月 二十 七日 大 垣の 君の み 許に 姬路の 君 中 津の君 長 岡の 君 神戶の 君ら 


o あつら に 厚ら に 。厚 やかに 一 


0?1^草の天皇 仁 明 天皇 „ 


〇 わく 子 子。 


つど はせ 給 ひて 御 歌よ みし 給 へ リ ける 日に 侍りて よめる 御題 二 つ 

庭 早 梅  ， 

冬ながら 八 「日の 御 1  ぬと いと ni" もみ 阅の梅 は唤き 5r つるか も 

しらぬ 人 

兼て よりかからむ とわ は 忍 は ざり きま だ 見ぬ 人を戀 ひむ ものと は 

相 聞 二 首 

浪 S 音の 荒き いそわの 白眞砂 まなく 時な しわが 戀 ふらく は 

玉 垂の小 旅の たれ 簾 S 誰に より 千 名の 五 百 名に たてる 我が 名ぞ 

詠 國 

大 汝少彥 名の 作らし し大 八し. まぐ に は廣ら にあ つらに  - 

年の 慕に 屮津 しらすお の 御 Si の 君 ゆ 振袖の 御 小袖 給 ひければ 畏み悅 びて 

よめる 長 欺 

深 草の 天皇の 大御代に 尾 張の 翁 百餘り 十 まり 三つの 極みた る 

老の 身ながら 袖 たれて 舞 ひいでし 時 は _高 麗劍 わかき 像 を ほめた ま 

ひ ねぎら ひ 給 ひ 君が ける 御衣 賜 ひ ぬれ 吾 もけ ふ 殿の わく 子の 畏 

しゃ 著なら しまして 袖 長く こくび やすらに よく 維へ る 御衣 を かづ 


揖 取魚彥 家集 
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〇 わかえ 若が へって 0 


〇 またせる 屍 さし あ £i た 身 0 

01IS なる はや は、 や、 共に 欽辭。 


けり 百年の 老翁に なら ひて かき かぞふ 五十の 翁 眞袖 ふり 

ならし わかえ 舞 ひいでむ 

正月 元且 安永 六 年 

咋 年の 冬 春た ちけ りと 人 はい へどい ともしる き は 今朝に ざり ける 

人の 許より いとめで たき 花 をえ させければ 

一 i とき 

異 木に はいと も 異なる 梅の 花 折りけ む 人の 香 も 添 はりつ ， 

二月 十八 日中 津の 御嗣 君の 御前に して 臣 とふ 事 を 

はね 

今更に 何 か 思 はむ 早くより 君に またせる 屍なる はや 

其の 夜お もと 人の 許へ 伊勢の 濱获を 軸なる 筆 を 賜 ひければ かなたよ リも 

いと 美しき くさ？， \ を おくられければ 

神風の 伊勢の 濱荻 かきわけて きょき なぎさに 玉ぞ ひろ へ る 

ある 人武藏 なる 多摩川に して あやしき 石 をと り 得ぬ とて 歌 を こ はれ けれ 

ば 

天地 S なしの まに く龜 なして 玉 河の 瀨 にあり けむ その 玉 

詠 虎 

さす 什の 君が おましと もろこしの 虎と ふ 神の 衣 たてまつる 


足 
ふ 
み 


) うち G 大野 內 大野 。大和 H 宇 

S 節お I 村 大字 大野に 在る 野。 


〇 手が ひの 虎 猫" 


〇 あき じこる 人 商業に こり かた 

まる 人。 又 I  R、 貿 ひかぶ る。 


55 取 $i 彥家藥 


冬の 風 

冬され ば 千草が うれ をお しなびけ うちの 大野 を 風 ふき 渡る 

大和 國 へ ゆく 人に 其の 國の名 ある 所々 の 道の つ いでな ど きて 送る とて 

の 紙の 裏に かける 

大和 路の道 S くま わの 八ト隈 にこめし 心 をた ぐへ てぞ やる 

猫 妻戀す とふ こと を 

東 里の まやの 軒端に 聲 する は 手が ひの 虎の 妻 や こふら し 

商 入に 寄す る戀 とふ 事 を 

我がつ める 戀の 重荷 を 市中の あき じこる 人に ゆきて 寶 らば や 

呼子 鳥 

ゆき 通 ふ 人 もな ゆなる 火 野ら に ひとり わびつ 、誰よ ぶ 子 烏 

八 王子と ふ 所の 女の 許より 手づ から 折れり とて 藤 をお こせた リ ければ い 

ひ？ 一 ははし ける 

手弱ケ S 赤裳据 びきた まくに 玉の よこ 山に 折りけ むさ 蕨 

下 總國に ゆかむ とする 頃 人々 集 ひて 名残 を 惜しみけ るに 酒な どた うべ て 

ある 人 月日 星の 欺 をよ めと い ヘリければ 

七お 1 


揖 魚彥 家集 


七 五 二 


o* つら まく 奉らむ VJ 一 


此の 卯 RE: 一 一つ かさなる 月日 ほし 禾：： 取 あがたに ゆきて 早 こむ 

夏の 始めに 景 序が 改め 造れる 家 をい は ひて よめる  . 

つきた つる 稚室葛 根う み S 子の 八十つ ぎくに 絶えす 在れと ぞ 

四 二十 三月 父 まさず なりて 四十 九 年 なれば 後の わざす とてお きつき の 

前にして 詠める 

ち ゝ のみの 父い まさす て 五十 年に 妻 あり 子 あり 其の 妻子 あり 

花 E 色なる 扇の 紙に 香 取 の浦浪 のか  >- りたる が ゑが ける さまなる を 持ち 

て かへ りて 中津 の 君に たてまつる とて 

香 取 潟 遠の 濱づ とまつら まく 立ちし く浪を かけて 來に けり 

同 御 母君に 拾 へ る濱 貝 を 奉りければ 立ち か へ る 香 取の 波の 嬉しき に まち 

しか ひ ある つと を 見し かなと 仰せ 下されければ 

かひ ありと 君が 賜へ るみ 言 こそ 香 取の 浦の かひに はあり けれ 

多 摩の 里人の 許よ リめ づら かなる 楚を さはに 送られけ るに 

常よりも ひかり/  j となる 螢 はもう ベ 玉 川に ありし なりけ り 

桃の 花に よせて 久しく 戀 ふる 心 を 

g 植ゑ せし 吾が 家の 毛 桃花 さきて 實 になり ぬべき 時 まつ マお は 


〇 に は を 上み 海上 波靜 かで あつ 

て 0 

0 はら . に はら./ (^に 0 

〇 しらす 領 する 0 

〇VJ ふ さ lis ふ 0 


〇 さす 竹 君の 枕詞。 

C かぐの 木の 货 橘の 實の 古名 „ 


oa." の 草ぐ き が 箪の中 を »s る 


〇 打ちき らし うち 暑り n 


を 

風の 音の 遠つ 大 浦に は をよ みはら 、 に 浮け ろ 海人の 約， 吁 

近 江の 瞎所 しらす 君の 御館に して 夏 水鳥と ふ 事 を 

力 も ど り 

す  >  みとる；^^;がみ池は常世かも沖っgl鳥のぁそばふ见れ•は 


の 木の 資 のかぐ はしみ その 


で や 見せ まし 鵝 S 草ぐ き 


同 御 "おの 橘 

さす竹の！^；；がみ阅は常世かもかパ 

屮津 5  の 御館 に し て 詠 }Jn 舌 鳥 

めにあかぬ 事 はなしと ふ 都人に」 

詠 日 

みなづき 

六月の なかの 十日の 中ぞら にいと も かしこき 日の み 面 かも 

御く だもの にあ リ ける 祧の實 を 賜 はせ て是れ によせ て 相 の 心 をよ めと 

仰せられ ける t- 

言の みは 花 にゃあら なむ 桃の寶 S- なり もなら すも植 ゑて こそ a め 

橘 千 蔭の 雨 の 日 釣す るかた を 書きた るに 叱の 意 をよ め と姬路 の 君の 仰 せ 

に隨 ひて 詠める 、  . 

打ちき らし 雨 はふり きぬし かすが に 魚 一 つ だに えで や^らむ 


栂 取 魚 彥 家 集 


七 ^,  !1 一 


〇 あす ゆ 又 あすより 又 


〇 しらえぬ 花 名 も 知らぬ 花 


〇 石 はしる たぎの 枕詞 0 

〇 家 のらへ 家 の 在所 を告ゅ ら れ 

よ 0 

OS 丘 0 


揖 取魚彥 家 集  七 五 四 

秋の 初 風 

土 はさけ 水 はか わける S すぎて けさの 朝け S 風の 寒し も 

七夕 雨 

あす ゆ 又 1^ ひつ 、あらむ 此の 雨に 笠な しとい ひて をと め まし 

火ク £  7r 

^ ゾ 7 ィ SH 

秋の 野 S 尾花く す 花 はぎの 花 しらえぬ 花 もい ま 盛りな り 

いはで 思 ふ 

i すら-で 

丈夫 やした に は 人を戀 ふれ ども ますら を さびて あら はさす けり 

うらむ 

石ば しるた. ざつ 早瀨 S はや 川の 早くい ひて し 言 は いづら は 

^3?を詠める 

z，  .  のづ かさ 

し はの 野に 葛 ひく 少女 家 のらへ この 野 司に くす ひく 少女 

立 . 秋 

草 そよ ぎ 旅う ごきて 今し はとた ちくる 秋の け は ひしる しも 

秭 本朝 E 人 磨 を 

くちぬ 名を畏 く殘 して かも 山の 雪と なりけ む柹 S 本のう し 


〇 わかゆ 若^。 


〇 令； 門 繊の くぎで 固めた 門 = 


〇 越の 中の g 越 中 Br 

〇 二と 山 大和！ S ク" ic? 城那 の西嶺 

Bs、 女 岳 0 又 越 屮國伏 木の 西 一 

曰-一 10 

〇 はしき 山 愛しき 山 0 


蛇 を 

雪 をお， ) し 雨 を ふらす る 神す らも 小 をろ ちな せる 朝食 S 宮 

をの わら は を 思 ふと ふ 事 を 

兄なら ぬ 兄 を あにと し 弟なら ぬ 弟 をめ づ る ますら をのと も 

七 H: 朔ロ 姬路， 針 の 御^に 召されけ るに 御題 五 吉野川 に 鮎子 さばし る 

花ち らふ 嵐に 水 は よどませて 六 田の 淀に わかゆ さばし る 

上總の 末の 珠名を 

舍門 にし 人の 來 たてば 招きけ む 尾花が 末の 玉 名し おも ほ ゆ 

筑波 山に 登りて ：！^ す 

筑波 ねに 汗 かき 登り 見さく る國 生まし けむ 女の 神 男の かみ 

越の 中の 國のニ 上 山の もとにて 

大和なる 一 一 上 山の 名た-ぐ ひに これ や 越への はしき 山の 名 

紀の 海に 忘 ひろ ふ 

きの 固の 名 草 は あれ どなぐ さます 戀 忘る とふ 貝 拾 ひて む 

同じ 日 御 庭 の 草の 花 を 種 々つませ 給 ひて そ を 題に てよ め と 仰 首 あ リ て 

葵の 花 を 
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七 五お 
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〇 あふひ 遇 ふ BVJ 葵、 /J なかく- 


y  J^. 大宮の 枕詞。 


0 た 、、つがね 鶴ハ. -音、 つるの 鳴. 


〇 いそし 倍 


〇 した り ゆ 零-より 0 


0 渡つ みの 宮 龍宮 * 


玉し ける み 園に 生 ふろ 草の 名の 今日に あふひ ぞ畏 かりけ る 

又から す あ ふぎ. ど 又檢 lESvJ もい ふ 

茜 さす 大宫 人の 手に ふれて さし かざす める 花の 名ぞ これ 

^の附 と ふ こ と を 

櫻 さく 山べ に 雨 をい とひ 來っ 秋の 園に も しづこ ， ろな し 

彼の 御殿 を 鶴 島と いふ 松に 寄す とふ 一 祝 歌 を 

五百枝 さす 木垂 H. 一松 たづが ねの 御^ に 千代 をい や 重ぬべし 

源 義臣と ふ 人 は 屮津の 君の 近つ 御臣 なり 生ける 日に まめに 私な く 七十 餘 

にして 御殿に ぁリて 終に 事な く 身 まかりし を 

御代 三 機 仕へ まつり て^の へ に 身ん-終 へきと ふい そし^ 翁 

天の 沼 矛 を 

久方の 天の ぬ 矛の した 、"り ゆ たれる 御國 となりに けらす や 

浦 島の 子 を 

堅 魚つ り 鯛つ り ほ， ^ り ほこらしく 渡つ みの 宮に年 は へ にけ む 

雲 を 

天の原 ふきすさ みける 秋風に 走る 雲 あれば た ゆた ふ 雪 あり 


〇 三 枝の 枕詞。 みつ、 なか に 

冠す る。 

〇 東大 城 江戶 0 


「 坊 枕詞 0 いは ひ、 膝 折に 

冠す -oc 

r-ls-.u も Q じ もの はの 扣 きさま 


〇 ひ りひ aw で 拾 ひ 出で， 


*f: 蟲を 


いで **, 
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行幸の 御供の 馬の くつ わなす 志賀 S やま ぢの蟲 のこる 一 かも 

梓 nr- 引く 瞥-阔 福^ の 中 $if: 大 城し、 り せ 給 ふ 君 此の 秋 かの 御國に ら せ 給 ふ 

されば 相 摸な --" 嫌 倉 山 ゆ ilf- 國の企 玖の 長濱 わたり までいた リ給 はむ ずる 

國々 の^ 5 萬 葉 集に U? えたる をお のれが 拙き 筆 もて うつしい でて 御 脇つ 

きの下 へ に^^リぉきける其の奧にかける駄 

三 枝の 中 津の國 を しきませ る 我が^！？；はしも とり. かなく 束 火 城に 

年 かさね おはし まし ぬれ しきませ る 御 國み民 は 天つ 水 仰 ざて まて 

ば 武夫の 八十 伴の 雄 を ひけ 鳥 3 率ゐ ましつ、 今年し も 歸ら： ：： さ 

こ ひの  いは ひべ す 

しぬ 天地の 神に 乞 禱 み 幣^り 齋瓮！ ン ぶて 經給 はむ 國の^ 路の 

百隈の 八重 S 山路 を 御^な し やすけ くませと 猎自物 膝 をり ふせ 

鶴自 もの うなね つきぬき 齋ま はりつ しかい は ひて は 玉 鉢の ^！？！の長 

手の 御な-ぐ さと 至り まさな； し 日の 經の くぬ ち ことん， \靑 丹よ し、 寧 

樂の 都の 古！ K を ひり ひ でつ、 迎 る/ \ 寄き てまつ りぬ たまく 

も 11.!し^£へらば かしこけ ど 御供に ある 如 おも ほせ 我が君 

反 m 

七"， 七 


椅 取お 彥家築 


七 五 


〇 夜く たちて 夜 ふけて ( 


〇 さ らぇを ミこ 月の 異名。 


〇 しが 妻 其が 妻 0 汝が妻 0 

〇 こやせる ^して 1:15 る 0 

〇 藤 15- の卞 |€ 伎 作者-と 同じく  S 呉 

淵の 門 人。 後 称. 闺 天皇の 安永 六 年 

(二 n: 一： 七) なす。 年 五， f 七。 作者 

の； に 光 たつこ V J 五 年に 當る 0 


こ、 ながら 御 供と も ひて 經給 はむ 國の 古言 かきて まつりつ 

同源 險羊蹄 ぬし 御^と して 旅 だつ を 

豐國 のく につみ 祌の 4y6 もります 君が みともの 道 は 安け む 

同橫 山賴庸 ぬし は筑 紫に ぁリ ける 人の 柬 にあり て こたび 御供なる を 

東 路も筑 紫 も 君 かしめ のうち は 家より 家ぞ 旅と なお ほし そ 

猴 を 

奧 山に 蚁火 たく 翁 夜く だち てま しらな くねに 寐覺 すらし も 

姬路の fif; の 御 許より 月 多 秋 友と ふ 事 を 詠みて 奉れと 承リて 

此の 秋 もいで 我が 庵に かたら はむ 常 入り 來 ませ さ ， らぇ をと こ 

同 詠 力 

大君の 東の 海に いづる 月 もりて め づらむ 他し くにびと 

臈を 組に 載せた る を 

しが 妻の 待 つらむ 知らに 穴 H 蟬 S 世 をば かりと や こ. - にこ やせろ 

月影に 文 ると ふ 事 を 

てらしよ む 文の 心 も： 15^ も はてす 倾く 月の 惜しき のみ か は 

,0^ の 宇 萬 伎の. # まかりし 臈 の ？ t を 聞きて 


〇 ゆた に VJhs きて & つたり さ 坂 

り 著て 0 

〇ゅ：- 室 冬の^？を夏まで蔵し！^；^く 

室 C 

は 上古の asr の 大和 M の |都0 


〇 夏 まけて 夏に 向って < 


〇 いば ひべ 齊 go 

〇f!E み づら 枕 ISO よさに 冠す る „ 


吾が 如くい まし も 友 や 惑 はせ るよ わたる 鳩の 聲の 悲し も 

濱 のべ の 御館に してお の， （-題 二 つづ X 得た るに おのれ は 大刀と 鋭との 

二つ を  一 ：|0 にて ま をす 

丈夫の 大刀と り はきて 妹が 爲住 S 江の はまに し み 拾へ ろ 

かく. S- しければ 御前た リ ける 日々 花と 蘇錢 との 二種 をよ みて 奉れと 承り 

て 

宮人 は 日々 に 花 3^ て 遊 ぶら む 袖つ け 衣 ゆた にと りきて 

冰室を 詠める 设 

鬪 鶴の 野の むろの 冰 のとく る まに くて りと 照る 六月の 空に 去年の 落葉み つ 

ia- の 比 叙の 山の 魏 なる 不 忍の 池に して 或 人の 得た リ ける 柹本 朝臣の 像 を 

こたび 中津の 御。. i 君に 奉る 歜 

鳥が なく 東の 國 高 ひかる 比え G み 山 は 春べ は 花 さき を、 り 夏 ま 

けて 蓬 葉淸き 池 S 方に 住き けむ 人の 水際の 木 積に 交る 神な す 

御像抬 ひて. 麋拂ひ 水沫 かきすて 淺茅原 つばらに 見れば 姊 本の あ 

その 御 像 嬉しと 家に もて 行きて 幣 まつり いは ひべ すゑて 朝夕に 

ぬか づき 来し を 年 ありて 我に えさせつ 宵み づら 依 細の 兒が け ふけ. 


揖取魚 彥.： 氷 集 


七 五 九 


〇 今の をつ  >  現今。 うつ >0 

0 一 孤 枕 枕詞 0 たか、 まき 等に 冠 

する 0  .  * 


〇 かク ふりて 被りて 0 


楫 取魚彥 家集  七 六. 〇 

ふと 我が まつ 君 は 石 川の 貝に K 乂 りて ありと かも 歎きけ まし は 遠 

き 世 ゆ 今の をつ、 を みるが ごと いひ いづる かも そこ もへば 荒れた 

る 茅 生の 庵の 中に まさしめ むはた かしこしと 思 ひ はかりて 菰枕 

高き 御殿に さ、 け もて 奉れ 今日より は 妙なる 殿の みがけ る 玉の 臺 

に 常し へに しづ もりい ませ 御園生の 紅葉て りて る 姊の本 の 大人 

反 歌 

. 柹 本のう しの 真 魂よ 石 川の かひ ある を 待ち 出で つるか も 

姬路の 君 ゆ 對菊待 とふ 事 をよ めと 仰せ か^ふ リて . 

月よ みの 神の 御影 を まつ 宿に しら ゆ ふなして 唤 ける 花 かも 

同じ 御前へ 宮づか へ に 出で たりけ る 人の 許へ. し 遣 はしける 

ため ひと へ 二 . ろ 

さく 花 は 八重 もこ そよ き 君.. か爲は 一 重心に 仕へ たま はね 

九： 十 三 H の 夜濱邊 の 御铊に 侍りて 

長月^ つきの 光に 四方の 山 は あらそ ひかね て 紅葉 ぢ そむら む 

恨み じと ふこと を 

恨む ベ き 人， ：- そ 人 を 恨む なれ 我 は うらみ じ 恨む かひな し 

ある 御 許に て 歌よ みける に 稀々 の 题の屮 に 柏山彥 とふ を 採りて；： ぼみ ゎづ 


〇 あわ を m、  5{^の結び方、 

はぢ むすびに； S じ 0 


0 手 束 弓 手に 執れる 弓 0 

〇 あゆ ひ £ 結、 古、 挎をか 

て 結び かたむる 帶の& きもの- 


ら  ひける 人  あり  我 は 煎と  ふ 事 を  iJ:  たりければ  三  つ を 一首に よめる 

山び この こた へ する 山の 柏 原 熊と ふかみ も f  J  > にます らむ  . 

. 九月 十日 姬路の 君の 御館に して 男 御子 生れ ませる を 奉祝 默 

力し ほ 

嚴 if のたり ほの 秋に あれ ませる f|;;i: 壽は 千秋- ん& 秋に いませと 祝 ひき 

あわ をと ふ もの を 作" て 屮^^：御嗣君に奉リける時月と鳥を得て 

てる 月に 天つ 1!!^: とぶ 鳴が ね は そらにむ す ベ る 紐 かと 一て 兄る 

义手束^^とふも のを同じく作リて こ は 露 をえ た り 

手 束 弓手に ぎり もちて 丈夫が かりば 6- 露に あゆ ひ ぬらせる 

詠 蔦 

久方の 天と び 下り 飛び 上り 雪 居の よそに とびの 飛ぶ 見 ゆ 

詠 鯨 

きわ. U 

大海に 島 も あらな くにおき ベ ゆ もお ほ 島な して 鯨 火 H せ來も 

あした の 鳥 

五 百つ 鳥 ふみ 驚かし 御 狩人 朝け の 風に そで 吹き か へ す 

ゆ ふべ の 鳥 

あくる 夜 を 待ち よろこびし 村 烏 今. ぞ むれ 歸るタ 山の へ に 


構 取负彥 家集 
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楫 取魚彥 家集 


七 i ハニ 


〇 酒折宮 西 山 梨 郡 里 垣 村 0 日本 

武尊を 祀る。 尊の 「に ひ はりつく 

は をす ぎていく よかね つる」 を 歌 

はれた 听 VJ 傳ふ 0 


〇 さに、 づ らふ 枕詞 0 君、 妹、 少 

女に 冠す る 0 


〇 天 ぎら ひ 天 霧り の延音 0 


しぐれ 

募る 、 かと 0^ つれ ど 未だ 暮れ やらぬ 空 もしぐ る、 雲に U, 、有りけ る 

詠靈芝 

種薛 かすうつ しも 植 ゑす おの づ から 草 野 女神の みづ たま はせ る 

奉 甲斐！ i?S 折宫歌 二 首 

»K  、 卜， ダ产 

-比々 良藝の i し i: 矛 S 御稜 威 はや 嚴し御 國と國 しづめ ます 

詠 薪草劎 

あたび と  や いづ  な 

賊人 のやきし 燒津の あら 草を雞 ぎて 名に お ふ 神た からか も 

西の方に 黃金 なす 人 ありと へ ど 我が 日の 本の 日 こそ 照らさめ 

人々！！ の 名 を 採リて 詠める に 

0 摩 

,  はやび I」  >^ ど 

さに、 つら ふ^に 見せば ゃ华 人の さつ まの 小 門に よす る 潜 貝 

壹 岐 

ゆきの. Gill ゆきて 見よ かし 天 ざら ひ 雪と 見る までた てる 白波 


〇 ゆづる 弓弦 c 

O 矢 口の 川 tiS 原 都。 古、 東海 s=,l 

！ S 路の 多摩川 > ^場。 太平 記に 践せ 

ちれて 名.； ：2 い。 風來 山人の 院本に 

帝； "かれて 更に 名 一 c| くな つた。 


〇？J 魚 官 龍宮。 鹈茅艸ー4^不合 

命の n&i, ャ： 姬は 海神の 御子な り VJ 

する 故 0 


武藏に 名 ある 所 を 

武士の ゆづるお し はり ひき 放つ 矢 口の 川の いにしへ 思 ほ ゆ 

大和！： を 名所なら でよ めと ある を 

名ぐ はしき 所 はい はじ 大和 路は 聞え ぬ 山 も 川 も 見が ほし 

数の 文字の みに て 歌よ めと 人の い へ りければ 

1 九 一 一八、 千 萬 S 四 八、 十四 三 さ 一、 八 萬 十九 一 一一 一四、 四 九九 一 一八 七 四 

ひと r 國は 千 萬 よしや 豐み くに やまと 國 にしし く國 はなし 

ま つ ち や ま とふ こと を 句 0 上に すみ だが は を 句 の 下に おきてよ める 

松 てらす 月 を さやけ み秧父 あがた 山の 獵 夫が 圆 居せ むか は 

雪 を まつと ふ 事 をよ むに 詠み ゎづ ら ひけ る 時 又 (M 人 とふ 事 をよ めと 人の 

いへ りければ 

降る 露 はまて ども ふらす 待た ね ども 積る は 鬚の 雪に ぞ ありけ る 

十二月 二日 古事記 上卷 よみ 終へ て 各 其の 卷の條 々を 別ちよ める に 雜葺艸 

不合命 を 

う ♦* しみち  いろ こなす みや ゆ  うなし ほの  き よろ な ぎ さ に  いたり まし  あわ せる ふこの 

味御路 如 魚鱗 宮從 海 潮 之 來寄 波限爾 至庶志 生 末世 流 御子 之 

すゑ うみな す かきろ なけ ；. *  くも  うしほな す つくる とき あら め や も  よのこと ことに 

裔 如 海 迦藝 呂那氣 無毛 如 潮 盡時 阿良 寶也毛 與能 許々 登々 爾 


楫 取魚彥 家集 


七 六 三 


大き 
御& 


揖取魚 家集 


七 六 四 


〇 あぐら 牀几の 類 *_ 


〇九 萬 里に 飛び かふ 云々 莊子逍 

遙舊 一  0  - 


かなと 


间片歌 

ラ や ふき ふき あへ ず して ふ なにお はす も 

^蓬 草葺々 不合 nrl 御名 爾於 婆須毛 

同じ 筵に して 各祌齊 種々 を 探りよ める に 

土 かたに なれる 黑 馬の 手綱く り 繰りた ね ゆかむ 妹が 金 門に 

脇 iP 

人 も 見. a みやま 樱木 板に さきう ま 人の へ の 脇 づきに も. か 

現 

時 じくに 硯は 潮の 満干な しすれ る 墨 はも 雪の わくな す 

牀几 け ふ の 宴に 高き 御前 ゆ 御 歌 賜 はリ义 種々 の をし もの 賜へ る を 畏み喜 

ぼひて 侍 ふ 人々 の 中へ ま をす 

諸人の 今日のう たけを？ I；； がます 御 あぐらの へ にと り 申さし め 

十二月 八日の 夜濱の 遣の 御館に 侍りて 墨師疊 刺： i;- 君の n 一つ を 詠めと 仰せ 

られ ければ 

ます， 鋭す みし 月夜 を 心 あさく た ， みさして や 君が ゆ くらむ 

詠 天 

A 萬 a- に 飛び かふ 鳥す らも. i 黐な すらむ 天つ み 空か も 


o も ひやむ 思 ひ 休む e 


〇 いなみ 野 播磨國 加 古川の 東南 

の 平野 0 


い；！ 03 す とふ こと を 

舌いで て 皺め る 口の 口 やます 君 を も ひやむ 時 も 日 もな し 

ある 御前に 櫻 網 を^る とて 

櫻 さく 春 をち ぎりて 年のう ちに 花の 名に お ふ 魚 たてまつる 

中 津の御 嗣 君 十二月 二十 二日に 年 を 惜しませ 給 ふとて 侍 ふ 入々 を 召して 

歌よ ませ 給 ふ 御 出題 七つ 

年の 終 

春の 來む爲 とくれ ゆく 年 なれば 暮れ ゆく 年ぞ 嬉し かりけ る 

待 春 

草 はかれ 木の葉 皆お ちて 野 も 山 も 春 まつ 時に なりに ける かも 

朝 雪  、 

朝戶 あけて 眞 白に ふれる 雪 Ht^ れば吾 や 海神の 宮 にきに けむ 

寄 野  , 

秋風に 荻が 花ち るいな み 野の いなみし とい はば 我戀 ひめ や も 

下に 戀 ふる  . 

猪 をし けみ あさ 、v 花 さく 靑淵 S 上 はつれな き戀の 苦し も 

揖取 や： 彥 家集  七 六 五 


楫 取 魚 彥 家集 


七 六 六 


〇 み 、、つら 角髮、 上古、 男子の 髮 

の 結， ひ 方、 髮を 左右に 分けて 角 

の e 'うに 結 Jso 


〇 珠洲海 能登半島の 先端。 今珠 

洲 1. ミ いふ。 

〇 はれ -Krs 詞 a 


御み づらに とりなせる 五 百 津爪櫛 はく レき御 神の 御 はかり ぞ これ 

杖 

老いら くの 身の 竇 かも 千 束 杖 たづ くしくも 道の あらな く 

又 二 題擬催 馬樂調 

丹.^ 山^ 

丹 生 山に はたう っをぢ たが 畑 やうつ 吾が はたう つや はたう っをぢ 

水货. 一 1; 秋 

水莖の や 岡の かやぐ さ かやに 刈り 假庵 にや ふかむ 薄から まし や 尾 

花から まし や 

珠洲海 冬 

す、. -の海 水 も 流れ や 渡れら ば はれ 渡れら ば のとの 國人ゃ 橋に て 

こむ や あはれ そこよ しゃ 長濱 S 浦に 

勢國山 田なる 宇治 五十 槻 ぬし 能 煩 野に て 拾 ひ 得た" とふ 古代の 玉 を 贈 

られ ければ 詠み て 遣 はしける 

か& かぜ  い せの くに も  >  ふねの わたら ひなる あしび さ の til はら  *  . 

神風の 伊勢 國 百 船 度 相 在 足 日 木 乃 山 田の 原に ifJn が 友の つ  >  む 


o 可 伎 可增ぉ so 一一 (ふた) に 

» する 。又 かぐ ふに； a じ。 


〇 丹 乃！ « 赤く 外に あら ば る、 こ 

0£ー门^^都^^比 iK 多 S 集せ る こ 

0 珠 お 昔 多くの 珠を絲 にて 薪べ 

莨 きて 飾-、 J したる もの。 

〇 志 努？； 忍 はんの 意。 


»*  t  ぁ ひも A なく  .》 き 力 *< ふ I とせ 

白銅 繞 不 相：^ 久に 可 伎 可增布 わ 年 


事な く 安らけ く 在りと は雖聞 

44 す  もし く も  と はす る なべ  0  v< ね  めり き と ふ たま  いその かふ ふりし よの 

^！^過ぎぬ 乏志久 母 問 須流竝 に、 能烦 野に 在 伎 布 玉の 石 上 古代 廼 

たま^^  にの ほ  た t たんび つ  しらた の  いほつつ" -- ひの  いつも ( 

玉？ 3 丹 乃 なす 眞玉賜 比 都 白玉 之 五 百津都 比 乃、 何時 毛々々々 

み す** るの  み t  く ほり  ふるな す  た tt きら， ゥて  ゆ ふ I-  み つ • 

御疏乃 玉 乃 見 末 久保利 吾 須流君 乎 見奈須 玉 纏 持 nrl 朝夕 爾 見 都々 

しね まな あは ひひ ** で に 

志 努婆奈 將相日 左右 一 一 

反 欲 

さ に つ 「ふ Z の ほな す たまい せ の う A の t 丄みニ は もば じに の ほな す た *♦ 

狹丹 E (布 爾乃保 奈須玉 伊勢 乃 海 乃 那美爾 波 不思示 乃 保奈須 HH 


揖 取魚彥 家集 終 

揖 取焦彥 家集 


七 六 七 


佐 

保 
川 

鵜 

の 


〇 あま、 ひこ 音の 枕 


〇 なり 所 莊„« 別 


佐 保 川 


佐 保 川 上卷 


上 卷 

水上 秋：：：： てんこと を 

ふるさとの さほの 川 水な がれての 世に も かく こそ 月 はすみ けれ 

秋 ごとに ことなる 影 を 1:^ せば や 月の かつらの 名に 流れけ む 

古今 集よ みとき たうび つる 果ての えんの 欺 

しき 浪の 下に かくせる 伊勢の 海の 玉の 光 もい まぞ 見えけ る 

あまび この 音 羽の 山の 舂 がすみ 包め どもる 、 & 一の こ ゑ 

人の する がの 國へ ゆく を 二月の 末つ かた 

不一 一の ねの さやに もみえば 春霞た ちわ かると も 慰め まし を 

わかる ともこと だに 傳 てよう つの 山う つ 、か 夢 か 思 ひわく ベ く 

卯月ば かリ 人の なり 所に 遊びて 

夏 引の 手び きのい との 長き 日 もよりて 語ら ふこと は絕 えせ じ 

夏の はじめ のうた 

七 七 1 


佐 保 川 上卷 


七 七 二 


〇 くしい；， 一 ラ ためら ひ 甚た常 惑 

して^^し 0 


〇 出お 應接？ 卯 * 


ほと ， ぎす 聞きつ やと 問 ふこと ぐ さ を 誰も 語ら ふ はじめに ぞ する 

卯月ば かりこれ かれつ どひて 萬 葉 築 をよ み 侍る 其のむ しろ 新樹を 

茂り あ ふか ゆにな み 居て ならの 葉の ふる ごと をし も 語る 今日 かな 

おなじ ころ か へ で を 

青葉より くれな ゐ勻 ふ若楓 もみ ぢむ 秋の色 ぞ ゆかしき 

心地 そ こな ひて こも リゐ 侍る 頃 もみ 子の 許より；^ 心地 は いかにお はすら 

むよ ベ の 暑さの た へ がた う あかし わび 侍りつ る を 折し り 顔なる  一 It にな 

むか つ なぐさめ 佇リ きとて 

深き 夜の あはれ こと 問 ふ ほと 、 ぎす 君が 枕 も 過ぎ やし ぬらむ 

と寺リ つる. や，， リ ことに こ 、よりこ そ 聞え まほ しか リ つれ どくし いたうた 

め、 りひ 侍る 程に なむ おどろか し へる はげに おぼつかなう 思 ひ あかしつ 

る、.： b も ゆき £^ りぬ かし 

わが 心 Ml- にしり て や はと ， ぎす 君に もお なじ 初音 告 ゆ けむ 

夏の 末つ かた 焚 茂 の あ がたぬ し 出 居 つく リ給 うける に 人々 つど ひあそび 

は ベ る 長歌 

さキ， くさ 

日 を さ ふる ならの 木陰 は 所せ く はたた ちつ、 "く 三 枝？； みつば 


o こ： りつ， V ひて 

て o 


〇 いその かみ ふりの 枕 7S„ 


〇 いさな VJ り 海の 枕 


0 し， * 繁く ( 


佐 保 川 上卷 


ば も こちた きを こと そぎつ くる ひだた くみ ひくす みな はも 古き よ 

の すぢ をお も ひて 住みな せる 宿 は あかじと おも ふ どち こ、 ら つど 

ひて みな 月の あっさ もしら す ひめ もす に かたら ふことの まめ ごと 

も たは むれ ごと も いその かみ ふりに し 道の . ^どひ をば とひ あきら 

めて 靑 雲の あがれる よ、 の みやび を も かけて. ぞ しのぶ をす だれの 

遠 をみ やれば ふじのね に 降りつ む 雪 の 今 もな ほ けぬ がう へより 吹 

く かぜの 袂 にかよ ひ いさな とり ：^15- 見れば はるぐ と あはに つき 

たる すゑの なみ ちかくよ せく る 慮が き S 中に 生せ る 草木まで 夏 

によりつ、 くれ： b の なびく すがた も しのす ゝき み. たる、 露 も まだ 

きょり 秋ぞ かよへ る かよ ひきて し *>r にみ ると も ゆ ゑよ しの つくる 

よはし も あら じと. ぞ おも ふ 

反 歜 

ふりに ける みやびの こと は 知らね ども 心 を やれる あたりと は 見 ゆ 

ある 局に 二人 三人ょリ合ひて夜更くるまでも！？^5、りひ侍るょし聞きて月の 

かたぶく 比に かくい ひや リ ける 

ふかき 夜の あはれ をみ する 月澎 にいる さの 山 S 奧ぞ ゆかしき 

七 七三 


佐 保 川 上卷 


0 しらべ 樂の 調べ _* 


0 夜なら し し は 未来の 助動詞む 


七 七 W 

かへ し  さよ 

ふかき 夜の あはれ はとはで 月影の 雪の そなたに いさよ ふや なぞ 

又 

ふくる 夜の 空に は隈 もな きもの を へ だて 顔なる いさよ ひの 月 

みな：： ：！- 十六 H の 夜な りけ り 萩の 花 祈りて 人の もとに 

今 はとて ぬれつ 、も 折る 获が えに 露の かごと も かけつべき かな 

野サ： if 欲枯 

撫子の 花 野の 露の か、 ぞいろ も かかれと て や はう ら枯る 、s- 

す みが てら 船に て樂 する を 

か はなみの 音に き ほひて 涼しき は 秋 S 風 そふ しらべ なる らし 

物の 音 もな がる、 水に 聲 すみて S の ほか 行く 船のう ちか な 

みな 月 二 十 n あま リょひ 過ぐ る ころ むらさめ 打ち そ >1 ぎて なごり 谅 しき 

に これ かれつ どひて かたら ふ 更け ゆく ま 、に 空 いたう 1 しれて 月の 光 も 風 

の 音 も 身に しむ こ >f ちしけ り 

告ゅ や らば 應も來 ぬべき 夜なら し 秋お も ほ ゆる 月の 下風 

月 あかき 夜 例の 人々 と 物が たり 文な どよ み つ 、あはれ なる 古 ごと どもう 


子 


ちずん じ叨か しける つとめて ひと sy が もとに 

ぁはれてふふることの|^1-の露をこそ月にかたらふ袖にかけけれ 

賀に 若菜お くる 人に か はりて 

かぎりな きょは ひ を 祝 ふ武藏 野の け ふの 若菜に 千代 もこ もれり 

川の 逢の 春て ふこと を 

末 遠き 息 長 川 を わ たせば 霞 を かづく 春のに ほどり 

春の はじめの うた 

舂 くれば 垣ね の 雪もう ぐ ひすの 聲 とともに ぞうち 解けに ける 

む つ きの 十：：： あま リ春 立ちけ る 口 

待ちわびて 早く も 梅 はに ほひに きみ 雪 吹きと け 今日の 春風 

花の 歌と て 

あ ひ 思 はで 移ろ ふ 花 を はかなく も 身に かふば かりな ど 惜し むらむ 

書て ふ 題に て 

いその かみ ふりぬ る 道の かしこ さも 文 見し 人に 問 ひて こそしれ 

野お 葉 を 

牡鹿 鳴く さが 野の 眞获 散りし よりな ベて 草ば の 色. ぞか はれる 

佐 保 川 上卷  七 七 五 


上卷 


七 七 六 


〇 人もミ きくる 題の ひ.、」 も-/ J 菊 

を 隙す。 - 

〇 す はま 洲 VJ 濱 -こ の 出入せ る 形 

を 摸して 作った 上に 木石 花鳥な 

め」 景物み-設けた 飾り物。 


十四 夜の 月 

満ち ぬれば かくるなら ひ を 思 ふに も 今宵 ぞ月 は见 るべ かりけ る 

十五夜の 月 

てり まさる 月の 娃の もみ ぢ葉 も簸中 の 空 やさ かりな る らむ 

十六夜の 月 

山の端に いさよ ふ 月の 今宵 こそ まつに 心を盡 しそめ ぬれ 

影 やどす 露の けぢめ も 思 ほ え すき の ふに 似た るい さよ ひの 月 

ひと もと 菊 

山 ざとの あはれ を 知らです む 人 もときく るから に 秋 は 悲しき 

賀に 住よ しの 濱 をす はまに つく リて 贈る とて 松に つけ 侍る 歌 

生ける かひ ありと いふなる 住の 江の 松に かけな む 千代の 老波 

木の もとに もみ ぢの 散る を 惜しみて たてる 程 さと 打ち 雨れ て 山風に き 

ほひが ほな り 

やよ しぐれ 何ぞは 染めて その かひ も 今 は あらしの 風に. まかす る 

神無月ば かり 紅葉 をみ て 

紅葉ば は 物お も ふ 人の 袖 なれ やし ぐれくて 色變 りぬ る 


C なゐそ ゐ やるな o 留るな o 

c かし 鳥 かけす 。燕雀 類の 鳥。 


〇 時 南み-よきし 椎が本 「たちよ 

ら むか fivja みし 椎. か 本むな しき 

こ-、. - になり にけ るか な 」( 湏 氏-お 語 

椎パ 本) 又 、「先 、、つたの む椎 -S 木 も 

あり. S 木立」 集) 


十 HJ 更衣 

さま- に 今日は かさぬ る 袖 も あれ ど 猫 あかざり し获が 花す り 

賀に 秋の 祝て ふ 題に て 

かぎりなき 秋 を かさねよ 武藏 野の 一 本 菊の 所せ きまで 

きくの 花よ は ひのべ よと 引く 眉に 人の ちとせの 秋 も- 〕 もれり 

くれな ゐ 物 名 

もみ ぢば のちら まく 惜しき 夕まぐれなる そかし 鳥枝撓 むまで 

祌 無月ば か W 山 ざと に 宿る 

木枯の 吹く 夜 も 月の 藝 れ るゃ柴 とい ふ ものの 煙な るら む 

しばし とて 時雨 をよ きし 椎が本 やがて 一 夜の 宿と なりぬ る 

霜 がれの 草 を 見て 

わび 人の 心に しける 物お も ひの 草 は 霜に も 枯れせ ざり けり 

衰 ふる 憂^ の さがの 女郎花 霜 おくまで は 殘らす もがな 

禁中 雪 

世の中に る 物と しもお も ほえす 雪 居の 庭に ふれる 白雪 

ある 入壽 すと て 寄 弓 祝て ふ こと をよ ませ 侍リし 


佐 ffi^ 川 ヒ卷 


七 七 七 


七 七 八 

四 方 山の 守りなる て ふ 梓弓 君が 鳴らさむ 末ぞ 久しき 

おも ひ を の ぶ 

朝な/ \ 削る とすれ ど黑髮 S おも ひ亂る ゝ す ぢぞ多 かる 

すみ わびぬ とすれば かかる 世の中 を あ ふさき る さに 思 ひみ"  たれて 

春の はじめの 欲 

うちつけに 霞む とみし は 春を淺 みあ まぎる 雪の そらめな りけ り 

春の 祝 W 十賀 

老の來 む 道に かすみの 閼 しあれば うしろ 安し や 萬 代の 舂 

花の 歌と て 

散る こと は 夢に なして よ 山 g< あかぬ あまりに 旅寢 しつ 4.- ば 

贺 花 忘老て ふこと を 

老いら くも しらで や 千世の 春 も經む 色香 ふりせ ぬ 花し， 弓 はば 

土 俊 Hi なる 人^の 七十の 賀し 侍る とてよ ませ はべ りし 

老の浪 はさら にも よら じ 水 もな き 池の 若菜の 千代 をつ むと も 

卷雨 ふる 日 

つれ- 3,\ と はる ， 空な きながめ に はな ゆきし もこ そお ひ增り けれ 


c 物見 車 見物の s に 立てる 車。 
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ふ ると しも 空に はわ かす 霞み つ 、 柳が 枝の 露ぞ おもれる 

0 花 

雪との み 今年 も 花の ふり ゆけば 消え かへ りても 猶 をし むかな 

社 

杉た てる 固津社 はねぎ ごとの しるし ぞ世 にも 賴 まれに ける 

梅に きじつけ て 贈る 人に か はリて 

かをるめ る 梅 は あやなき しるべ にて 家路 遠く も 惑 ひつる かな 

山吹 ある 家に 人來 るかた 

山吹の 下行く 水 も 淀みな む 立ちよ る 人の かけや 止 "ると 

山ぶ きの 花の まがき の 夕ば え を 夜 はこえ じと る 人 もがな 

みたけ まう で 

なほの こる 花の香と めて み士 n 野 S 山 わけ 衣 家 にせむ 

まが ひつる 花は殘 らで吉 野. E 雪に わけ 入る 岩の かけ 路 

れポ の物兑 車に ますきよ リ いひ 人れ 侍りけ るて ふ はし 詞 にて 

片 岡の 森の 木の 問の 時鳥 ほのかたら ひし 心地 こそ すれ 

か へ し 

七 七 九 


0 あ まさり 髮を つて 美し さ 

のます こ VJO 

〇 ねび ゆかむ 年た は ゆかん。 


佐 保 川 上卷  七 八 〇 一 

ほと 、ぎす その かみ 山の ふる tt も 忘れぬ 人 は 迎りゃ はする 一 

人 を 別る \ に ほと  ぎすな く  . 

たちわ かれ 雪 居の よそに 行く 人 を 鳴きても おくれ 山 時鳥  一 

か へ し 行く 人 の  ム 

わかれ 路を 催しが ほに 鳴く もうし 越 ゆべき 方の 山 郭公  一 

餘花如 •  一 

ぬ ざ かへ て 後し もなる、 花の香に 袖 さ < 春の 心地す るかな 一 

川 0 遙 

時し あれば 涼しき 浪の あかぬ かな 墨 田 川原に 日は暮 るれ ども - 

夏 ふかき 夕風 わたる 柳 かけこ/ V を瀨 にこ そ 舟と、：^ め けれ  一 

元 服  一 

むすび 初む る はつ 元 結の あけ まさり 猶 ねび ゆかむ 末ぞ ゆかしき 一 

旅の やど リに ほと、 ぎす きく  ： 

やよ や 待て なれ も 旅なる ほと 、 ぎす 明けな ば 共に 山路 越えな む 一 

思 ひねの 夢 かう つ 、 か 郭公な きて 別れし ふるさとの 聲  一 

l^D 羽 山 を こ ゆるに 郭公な く  - 


〇 あまび この 音の 枕！ 10 


§ なれ 衣 翻 水の しみた る 衣 


あまび この 音 羽の 山の 郭公 まだ 忍び音 もさ だかに ぞ 聞く 

いざやい ざ 都に ちかき 山里 は 今日の 初音に 何 か 如か まし 

S の 夜 琴 ひく を 聞きて 

そのこと と 聞き だに わかで 更けに けり 怪し かりつ る 松風の 聲 

夕月夜 ほのめき そめし 琴の 音 を 聞く とし もな く 更けに ける かな 

橘 

たも 花の かをり を 袖に とめおきて 散りな ば 更に 今 を 忍ばむ 

夏 戀 

ながき 日の 戀に姿 もみだる ， を 暑け さ 故と 人 は 見る らし 

うつり 香 も 薄き 袂に 夏の 夜の 見 はてぬ 夢を猶 しのぶ かな 

後の みな 月に 秋 立ちけ る 日 

い つ よりも まち 遠な りし 秋風 をと しと やい はむ 水無月の 空 

名所 禱衣 

須 磨の あまの 潮 なれ 衣手 をた ゆみ 打つ 音 さ へ ゃ閒 遠な るら む 

ふかく さや 野と なる 里の 秋風 もたれ 身にしみて 衣 打 つらむ 

雪中 遠 情 

佐 川 ヒ卷  七 八 1 


七 八 二 

玉す だれか、 けて 向 ふ 嶺の雪 にんの 國 こそ 思 ひやら るれ 

屏風の ゑに 冰を くだきて 水く む 所 

我が 門の 板 井の 淸水 我なら ぬ冰 もね たく 結びつる かな 

しはすの 末つ かた 有 明の 月 を 見て 

行く  は 更に もい はじな がめ こし 月 も なごりの 有 明の 空 

年の 暮に思 ふ どち 集 ひかたら ひ 侍る に 

年 くれて 軒の たる ひ は 結べ ども. まとる の 中 ぞうちと けにけ る 

ふるとしの 雪と 積れ る 思 ふ 事 今日， ；そ ともに かき 崩しけ る 

梅の 花 を 折りて 人の がり やる 

あゃなくて 過ぎな む 事の をし ければ 惜しと 思 ふ 花 をけ ふ は 折り 

おも ひ をのぶ 

思 ひこ そ なぞ へ なくと も數 ならぬ 身に は薆 世の すてよ かれ かし 

夕待戀 

待つ は 我が 心なら ひの 夕月^ 賴 めぬ 空に おほめ かるらむ 

落花 入 簾 

こすのう ちに 花 吹き 入る 、 春風 はつらき 物と もえこ そ 恨みね 


o 今 はミ 今 はこれ まで */JO 


〇を ちつ tn 遠つ 日、 枝の BO 

0 六 字 南無 阿雜 陀棵。 


£ 保：： r ヒ卷 


散" たる 花 をつ k みて 人に 

いままで も 散らぬ 心と ちる 花と いづれ うつろ ふ 色の ふかけ む 

よし さらば 雪 とだにみ よ 散りぬ る を 待ちし 日數は あだに ふりに き 

年 ごろ 仕う まつりし 宫 うせ 給 ひて 御 はふ リの日 雨降り 侍りけ るに 

と  >  め あへ ぬ 今日の み 立ち は 泣く 淚 雨と 降りても かひな かりけ り 

いで させ 給 ひ つる ほど は 中々 物も鱟 えず 夜更けて 殿の 御 有 樣を見 奉る に 

いと 胸いた し 

おも ひやる 君が 方に ぞ なびく らし 今 はとの ほる i<H のけぶ り も 

又の日 御寺に まう でて 御 ひ つぎの もとにし ばし さぶ らふ ほど 心き もも 失 

せ 果てぬ 泣く く 立ち 歸ら むと するとて 

心 をば f  J  、にと  >  めて 立ら か へ る 我 も なきがらの 數 にや は あらぬ 

二. たび まう で 侍りつ る 日 

をち つ 日 もけ ふ も遙々 きつれ ども 有りし 御影 は かに も 見す 

常に 佛の 御名 をと なへ 給 ひし かば 六 字 を 上に おきて 御 三七日に 

な みだ の みかけて ぞ 忍ぶ ふ ぢ衣ゃ つ る 、 袖 も かたみと 思 へ ば 

むすびお く 三世の 契りの 朽ちせ すば 誰も 終に は 廻り あは まし 

七 八 三 
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七 八 四 


〇 たまき はる 枕詞 。魂 極まる の 

さか。 命、 世 等に 冠す る 0 


〇 さ をよ る た を やかに た わみ 寄 

る 0  一？ 7 一， .ォ る 0 

〇 うち ひさす 枕詞 0 宮 又は 都に 

冠す る。 

JQ わかくさの 一 枕 HWO 


あ ひに あ ひて 手 向の 露 も あだならぬ 法の 蓮の 花の いろく 

みそ ぢ あまり 一 一つに 叶 ふ 姿 こそ あかぬ 齡の數 となりぬ る 

たむ けつる 花の 中に も 撫子 はわき て あはれ とみ そな はすら む 

筆に かき^に. フっ すと もた-ぐ ひなき 君が 姿 を 誰かまねば む 

初の 御い みの 日  • 

かきく らし いつをい つと も 分かね ども 今日 更に こそね は 泣かれ けれ 

御 七なぬ かの 比お も ひっ^け 侍りし 

かけ まく も あやに かしこく いはまく も えものべ やらす いはむ すべ 

せむ すべ しらす 五月 やみ 日月 も わかで まど ひつる 其の をり ふし は 

し づ 

うつ そみ の うつし ご、 ろ も あら ざり き 今 はた 更に 倭 文た まき ^ぎ 

にし かた を 數々 に おも ひ 出 づれば むらぎ もの 心く だけて たまき は 

る よのこと わり も 思 ほえす 千 五 百の 代 を も さか ゆべき かけと たの 

みし な ゆ：！；： の と をよ る 君 は うち ひさす 都 をいで て 鳥が なく ぁづ 

まの 國に はろ ぐに くだりい まして かぎりなき 契り 結べる 武藏野 

に 萬 代ね みむ わかくさの つまの みこと も す、 たくに おふした てけ 

る なでしこの 花 を もお きて 玉つ しま みまく ほしと や せの 山 も い 


O あさ もよ し 枕 J50 きに か * る * 


〇 ね は 玉の よの 枕詞 0 


iil 保 川 上卷 


ゆき 別れて あさ もよ し 紀路を さしつ、 た > ひとり おはし ましけ む 

たれ もみな おくれ じ ものと ふしまろび さけび 袖 ふり なく 子な す し 

た ひまつれ ど 常 もな き 世の 道 なれば あさな けに いや 遠ざかる 君が 

かなし さ 

反 欲 

晳 しだに いかで あらむ と 思 ひしに かくても 經 ぬろ 月日な りけ り 

かつら 子と い へ るが 身 まか リて 又の 年の 五月に 

さみだれの 雨 降る 空に ぬば 玉の よみの 國 より 來 なくて ふ 山 郭公 

ふた がれる 岩と は あれ ど ひら 坂 は さかし からめ ど ゆきかよ ふ みち 

しあれば や 五 百 重 雲 八重 雪 わけて たちばなの もとの やどり を 年 ご 

とに 定かに とへ る ふる 聲は か はらぬ 物 を ゆく 雪の すぎに し 君 は 

いかさまに おも ひへ だてて よみ 路 ゆく しるべの 使 それに だに こと 

を もつ ゆす なりに けむ 是れ をお もへば うつし 身 は 大 かたに だに か 

なしき に おなじよ どのの あやめ 草 根 を ふかめつ、 おも ひけむ 人い 

かば かり 玉 かづら 面影 をのみ 身に そへ て 戀 ひわた るら むと おも ふ 

こも たもと ひづ ちて 降る 雨の みぎ はまされ る こ、 ち こそ すれ 

七 八 《 
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七 A 六 


〇 きりつ 

曇って e 


凝え や 霧る Q たえ や 


反 歜 

あれに ける よどの の あやめ 枕に も 結ばす なれる ょを欵 くらし 

君が 名に 何ぞ はかけ し 玉 かづら 絕 えぬ 欵 きのす ぢ となる もの 

お ほぢの 二十 五 年忌に あた リ 侍る とて その わざい となみ 侍る に いはけ な 

くて むつれ 奉りし も 夢の やうに 思 ひ 出 でられ 侍リっ >• 葉月 十 1 日の 月 さ 

し のぼりた る を 打ちな がめ 居リて 

つれ <\ と 月の 顔の みまもる かな： nj^ し 面影の さだか ならねば 

倭 文 子の 身 まかりけ る をな げきて 

秋と いへば かなら すそで に おく 露 も しばし ひるまの なぐさめ は 有 

りつる もの を うつ そみ の うつしき 時の うつくしき こ、 ろの かぎり 

かよ はせ し 其の ことのは も 今の まの おなじ ふ 月の すゑに だに まだ 

入りた たぬ 眞荻原 はしたな かりし 夕風に さかり もまた で 散りに き 

と 聞きつ る 折 は 中々 に 夢う つ、 とも わか ざり き とば かりして ぞ 

かなし さ を 袖に まづ しる 初し ぐれ しぐれくて てる 日に も かわく 

，なく 月夜に も 目の みきりつ >  とこと はに はる、 かたなく ながめ 

わび 思 ひま はせば おも ふ どち かたら まし かば 淺ら かに わたらむ も 


csg がな く あづまの 枕： IT 


〇 し， -' 革 木な の 生ひ繁 りたる 


〇 いたら ひて いは 鼓 語 。足りて „ 

0 あまさ は f- 餘さ f-o 


〇 かた 生 ひ 十分に 生長せ ざる 事 

〇 ち，、 G 實 父 G 枕詞 0 

〇は>  そ 葉 母の 枕詞。 


佐 保 m 上卷 


の を 田 河 何に 深めて とし 月に みなれ そめけ む くやしさ も なが 

る、 水の かへ りこぬ むかしがたりと いつしかに なりて はかなき 世 

をい かにせ む 

反 歌 

お ほかた S あはれ なりせば 哀れて ふ 言の葉に だに 慰めて まし 

賀 茂の あがたぬ し 身 まか リ給 ひける を 悼みて よめる 

鳥. かなく あづまむ さしの 國は おしなべて 一 慮 荻の みぞ しけり あ ひし 

あら 野な りし も とき 來れば 今 はさ かゆく 春 花の 都と なりて しけ か 

りし 蘆 荻 S ごと 人 はし も し > にあれ ども 我がた のむ あがたの ぬし 

は 靑雪の あがれる 代々 ゆ よき 人の 記しった へし 文 どもの さはな 

る 中に よきと よき ことの か， ぎり を つばら かに みし 明らめて とし 月 

に あけつ ろ ひつ、 しきし まの やまと だまし ひ いたら ひて 問 ひ來る 

人 は かしこき も おろかなる を も あまさ はす みちびき 給 ひ ね も ごろ 

に をし へ 袷へば いその かみ ふりに し 道に わけいらむ たづき 知らむ 

と うたる 子の かた 生 ひのとき ゆ 其 s 家に ゆきか ひしつ >  ち、^ 實 

の 父に も あらす は > そ 葉 の 母なら なくに なく 子な す した ひまつ は 

七 八 七 
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七 八 八 


0 ち. 9 のまが ひに 改 る をり のま 

ぎれ に 0 


0 いさな VJ り 海の 枕詞 0 

〇 やつ 山 東京 市 品 川 驛の邊 、御 

濺 山に 接す 0 


〇 まが-、、 JVJ 鍋 言、 錄 起の わるき 


〇 た 5」 き よすが 0 てた て 0 

〇 まさか 正しく R" 前の こ VJO 


り はふ 蔦の いや 遠な がく 萬 代に まさきく ませと 人み なの 祈りし 

もの を いかさまに おも ひまして か 神無月 しぐれに き ほふ もみ ぢば 

の ちりの まが ひに いづち とも ゆく へしら す も いまし つるか も 

反 歌 

時雨 ふる 山邊を 見れば もみ ぢ ばの 過ぎに し 君が ゆく へ 忍ば ゆ 

あま 雪の 中に や 君 はま じりに し 時雨る ， 空 を みれば かなし も 

おなじぬ し 1 めぐりの 忌の 日に 

天つ ちの 神 もた すけて 萬 代に ますら む ものと たのみつ る かものう 

し はも うつ そみ し 神に たへ ねば かみなづき しぐ る、 宵に あがたる 

の 宿 をし かれて いさな とり 海邊 をった ひ 梓弓 いさら. ご 過ぎて 白 

露の おきて はけぬ る 芝の 浦の こなたに たてる もの、 ふの やつ 山の 

、に はる <\ と い ゆきいた らし もみ ぢ ばの 散り かふ かゆに ゆく り 

なく かくれ ませし と 聞きつ る は まが ごとなら ぬ しかす がに かくて 

ゆの ち は 玉づ さの つか ひも こねば ことづて も たえて 聞え す 月 も 日 

も 遠くへ ぬれば せむ すべの たどき を しらに こぞの け ふ 入り ましぬ 

とふ そ S 山の 君が よすが を 山守に 言 問 ひやり て 何し かも まさか 


o まける 4«ミ せる o 


O しくく に K りに ( 


〇 け にや 故に や 0 


C 花ぐ はし よしのの 山の 枕詞。 


〇 こ * たく 許 多。 


佐 保 川 上卷 


をき ける ことの くやしさ 

K 歌 

おきつ 波き よる あり そのこな たなる 山の 岩根し まける 君 かも 

吹く 風 もの どに 吹かな む浪の 音の 荒き 磯邊に 君し ますと ふ 

あら 礅に 寄す る 白浪し くくに かけて 思 ほ e 君が お.. かけ 

故中納 言 宗時君 を いたみ 奉る 歌なら びに はし 詞 

明 和 二 年 二月 二十 五日に うせ 給 ひぬ やよひ 三日 御 はふり とての >• しる を 

すのこの もとによ りて 見奉リ 送る ほど 更にう つ し 心 も あらず 又の日な む 

おも ひつ け 侍りし 年 ごろ 街 藥の こと 絕 えまな く 物し 給 ひつる けに ゃ此 

の1^^は や よろしう ならせ 給 ひて 二月 十三 日 花の 宴し 給 ひ つる 其のよ さ 

りよ リ なむ 御な やみに はかに おもらせ 給 ひ 終に ほどなく うせ 給 へれば た 

れも 誰も 夢の 心地して いひ やる かたなく なむ 

しきし まの 大和なる て ふ 花ぐ はし よしのの 山 を こ A にし も 思 ひい 

たらし この 殿の しりへの 岡 を 丸 山， V 名 づけ 給 ひて そこば くの 裨 

園 を 開き こ、 だくの 櫻う ゑし め 春 花と さか ゆく 末 を さき つれ ど 

祝 ひ おきてし その かみの 遠つ み祖の 稗 こ、 ろ を 今 も かしこみ 年の 

七 八 九 
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七 九 〇 


〇 かくし こそ かく こそ。 しは强 

めの 助詞 0 

〇 靑 はたの 枕詞 0 旗 を 立て 押し 

行く 意に て 忍 坂に 冠する。 

〇 あらた へ の 枕詞 0 布、 衣 等に 

冠す る 0 

〇 衣手 ひ づち 袖 を ぬらす 0 

〇 むらぎ もの 心の 枕詞。 


OVJ おめ 死にぎ は。 最期。 


はに いや 栽 ゑ そへ て あづさ 弓 春く る 毎に いつしかと 待 遠に のみ 

思 はしし み 園の さくら いつよりも とく 唆き ぬる を めづ らしみ 山 わ 

け 衣 いろくの 袖 ふり はへ て ひめ もす に 心 を やれる 御 あそび は 

千代と こと は：. i かくし こそ 樂 しからむ と 大船の おも ひたの みて ほ 

こらしく 笑み さかえつ る 人 皆 s 姿し をれ て 靑 はたの 小 はたた てな 

め あらたへ の 衣手 ひづち しろた への 花 3.01 雲 散りみ だれ 出で立 

つみれば むらぎ もの 心 消えつ、 うつ、 とも 夢と もさら に わか ざり 

き とば かり 有りて つく，.^ と 思 ひいでつ、 かぞ ふれば 幾日も 過ぎ 

ぬ 此の ころ. S まと ゐの むしろ その ま、 に しき 忍べと や 三日月の 

ほのめく 影に き ほひに し Tl?^ が 行方 を いづち とも 誰に とひて か した 

ひ 行か まし 

反 歌 

花す らもと もに 散り ゆく 別れ路に やる 方 もな き 身 を 如：！： にせむ 

あはれ 君 この 入相 をと ぢめ とはいつ の 夕に 契りお きけ む 

同じ 御 忌に 籠り 侍る 程 はよ ろづ 哀れなる 事の み 多 かれ ど 物 も 登えねば た 

だ片 はし 許リ こそ 二月 二十 五日の 曉 がた 手 洗 ふとて 端近く 出で たるに 月 


OH- き はる 枕 JKO 境極 まるの 義 

で、 命、 世、 憂に g する。 


佐 保 川 上卷 


の きら./ \ とさし 人る 影^の 空と もな く ぃと^5?ラ覺ぇ^&リて 

いつの 世に 忘れむ もの か 一 1 月の すゑの 五日の ありあけ S 月 

また この 折の 忍びが たさ を 

淚 のみ 袖に 亂れて 玉の緒の つれな くた えぬ 身 を， ぞ恨 むる 

春の 夜の 夢の うきはし 夢に だに かかる うつ 、 を 思 ひかけ き や 

玉き はる 爱世 しらせて 唤く 花の 移ろ はぬ 間 を 誘 ふ はる 風 

散る花はまた來む春も^きなまし！！^^が別れを何にたと へ む 

終に また 誰もと まらぬ 世 なれ どもお くらされぬ る 程- ぞ 悲しき 

秋よ この かりの 別れ も戀 しき を また 歸り來 ぬ 旅 をし ぞ 思.，。 

佛の 道に も 深く 志し 給 ひつ る 事 を 思 ひて 

く 花の 色 を も 香 を も かりの 世の 思 ひすて て や 君 はいに けむ 

春の 夜 Sii に、 ぞ 誰も 惑 ひける 君 はさ やけき 月 や 見 るら む 

御 は ふりの また の 日つ とめて 

いづこと も かすめる 空 はわ かね ども 朝 S 雪 を 哀れと ぞ兒ろ 

故う へ に遲れ 奉りし も 遠 か、 りぬ 心地し 侍りて 

かきくれし 五月の やみ も 晴れぬ 閒に又 こそた どれ 春の 夜 Sis: ふ 

七 九 1 


七 九 二 

やよひ 十三 日 雨 そぼ ふる 今日は 箱根路 にか 、らせ 給 ふと 聞く にもい と 

かき くらす 心地 ぞ する 

そなた ぞと 見つ 、 忍ばむ 山の端 をし かも 隱 すか 雨雲の そら 

いくとせ も かぎりなく 行き か ひ 給 ふべ き 事 を こそね ぎ閜ぇ 奉り つる を か 

へ らぬ 道に はいかで 出で たたせ 給 ひけむ 

天の 戶の 明けて くやしき 箱 根 山 ふた 、 び 越えぬ 今日 ぞと 思へば 


〇 色に あえつ 

つ。—  I 


色に あやかりつ 


oj^ 生 墙の ある 土地 0 


0 藤 原. 伎 又 加 藤 =1 

の 門人、 家集 4% 舍集 は. 一 

た 0 


：、 眞淵 

一に 收め 


佐 保 川 下卷 


下 卷 

父の 八十の 賀し 侍る に 杖に 結びつけて たび まつる 

千代の 坂 越えむ ためにと きる 杖 はっき もっかす も 君が まに/ 

籠に 橘 を 入れて 

とき じくの 色に あえつ 、 萬 代 も iir ひて ませと 折れる たちばな 

秋の 末つ かた 遠き 所に まか リ ぬる 人の もとに 祌 無月ば かり 文つ か はしけ 

る 序に 殘れる 菊 を つ、 みて 

行く 秋に おくらされ にし 菊の花 萎る 、色 を 哀れと もみよ 

難 波に まかれる 人に 二月ば かリ 

住の 江の きしの 域 生に 今日 も かも 袂勻 ひて 君が ゆ くらむ 

又お なじ 人に 堀江 わたり も 今 は 人つ どひて と 聞く こそい とうしろ めた く 

やな どた はぶれ にい ひやる とて 

みやこどり すだく 渚に 故 纏 を わすれ 貝 こそよ ると 聞きし か 

此の 返事 聞 ゆると て  藤 原 

住の 江の 浦波と ほく かすむ 日 も 我 は あづまの 春ぞ戀 しき 

七 九 11】 


佐- af 川 

〇 わすれ 貝 瀬戶 内海に 多く 產す 

る 一 種の 貝 0 


〇 しら、 の 濱 紀伊。 田 邊灣の 南 

方 を 塞ぐ 瀬戶浦 0 


〇 す はま 洲濱を 形，〕」 りたる 蠹、. 

舰 ひの 飾り物-、 J する。 島臺。 4, 


下卷  七 九 四 

戀 しさ をし ばし 猪に わすれ 貝 ひろ へ ど 今日は 名のみ なりけ り 

むつきば かり 梅の 花に つけて ひさしう 音づ れざリ ける 人に 

うぐ ひすの 聲 まつ 宿の 梅の 花 あやなく 散らむ こと をし ぞ思ふ 

故-つへ を 夢に 见 たてまつりて 

悲しと も 悲しき ものの 嬉しき は 昔 をみ つる 夢に ざり ける 

ある 人の 賀に寄 松 祝て ふこと を 

久に ふるしら 、 の濱 S 松が 根に かけて を 契れ 千世の 老浪 

西のと のに 住み 給 ふお まへ の 御 七十の 賀に 松に あまたの 年 を 契る て ふ 事 

をよ ませ 給 ふ に 

千世 ませと 松に かけつ 、祝 ふかな まさきの かづら 永き 齢 を 

おなじ 時の す はまのう た 

琴の 浦に 田 鶴の 遊べ る 濱松を 君が 齢の ためしに ぞ きく 

またお なじ 御賀に 人に か はりて 

おきつ 風 なぐさの 影の 濱松 にの どけき かけ は 千代 も ふりせ じ 

かぎりなき 君が 齢 は 幾 世と もしら ， の濱 の松ぞ しらまし 

屛 風の ゑ 水の面に 螢 とぶ 魔 あり 


〇 小 松 引く 昔 正月 初の 子の 日に 

行 はれた る 行事。  ！ 


0 ふ  >  み 含み 0 


ほたる 飛ぶ 影 もす > しき 波の 上に 庸の ひと 夜 は浮寢 してし か 

野に 获 咲きた る 所 落ちた リ 

夕月夜つ ゆ を も 露と たれ か む：^ に亂る 、野 邊の絲 萩 

蔦の もみ ぢ したる かた 羝 してつ くれる にさる 心ば へ の 欲 かきてよ と 人の 

云 ひ 侍る に 

しぐれ 降る 常 磐の やまの 蔦 かづら 松に も 秋 を しらせが ほなる 

子の 日す とて 入々 御 庭に 出で て あそぶ にう ぐ ひすの 鳴き i& リ ければ 

小 松 引く お まへ の 山の 雪と けて 初音 うら、 に來 なくう-ぐ ひす 

いとき なき 子どもに 衿 著せ 髪 生し などして ことぶく 人 冬の 祝て ふ ことよ 

めと 侍る に 

ゑみの 眉 ひらけ ゆくべき 千代の 春 を ふ ゝ みて み ゆる 雪 ，の 梅が 枝 

賀 のび やうぶ に 十 一月の さ、 の 葉に 霜 置きた ると ころ 

朝な く 霜 はおくと も 玉笹 S 千代の 綠の色 はふり せじ 

正： 《 ばかり 雪降りけ る 日 柳の まだ 芽 も 出で ぬ 枝に つけて りう この もとよ 


り 


白雪 のま ゆに、 J もりて 春寒み みどり ぞ お そき 青柳の 絲 


佐 保 川 下51^- 
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七 九 六 


0を ちかへ & 折り返し 0 


〇 ほしい ひ 乾 igo 


か へ し 

みどり まつ 柳の いと は 白雪の か ， る ほどこ そこよ なかり けれ 

おなじ 人宫 仕に 出で立た む 事 をね ぎ 侍りつ るが しばし と こほりけ る ほ 

ど 御前の 櫻 を 折りて つか はしける 

千々 の はる 馴れみ む 花の 影 なれば 霞へ だつ る 空ながら みる 

かへ し  . • 

さくら 花し ばし 霞 はへ だっと も 木陰に 馴れむ 春 を こそ 待て 

卯月 ぱか り來 むと いひつ る 人 音せ ぬ 夕つ かた 雨ふりけ るに 

誰が 里に 語ら ひ 馴れて 郭公 今宵の 雨に お とづれ もせぬ 

カーし  擎 

五月雨の 空 ゆきなやみ 時鳥 軒ば のよ そに をち か へ り 鳴く 

すけ 子の 許より 賀 茂のう しの 書き 給 ひ つ る 反古 をお こせけ る 包紙に 袖の 

上に かつな がれ そふと 侍りけ る 返しに 

いづこに もお なじ 淚の 落ち そ ひて 淵と やなら む 水ぐ きの 跡 

いと 暑き 頃み つ 子の 許より うち はと ほしい ひ 送る とて 

打ち はら ふ 草木の 上 を 知ら まほし いひ 知らす 吹く 風の けしきに 


子 


〇 よし野よ くみし 「よき 人の よ 

し *、，- よく 兒て よし VJ いひし 吉 野よ 

く 見よ よき 人よ く 見つ」 (萬 葉 I  、 

雜欲) 

〇 たまも ひづ ちて 玉 裳 を 川 水に 

ねらして 0 


〇 またす ほ與 する * 


佐 保 川 下卷 


か へしに は あらで その かた へに かきつく 

天つ ほしい ひしらぬ 數も よみて まし 雪 打ち はる 、 夕風の 《仝 

みそのの うち を吉野 山に なぞら へ て 櫻 をい と 多く 植ゑ させ 給 へる 盛りの 

ころ 花見に まかりて 

またも 世に かかる 櫻 の 種 や あろと よし野よ くみし 人に と はば や 

玉 河の 鮎 を 人の たうび たる を 宇 萬 伎が りおく りて 侍れば かれより 

玉 川の か はの 瀕 ひかり 山姬 のた まも ひづ ちて つりし 鮎 かも 

和うた 

山姬 のつ りて またし し 若： S はやまに 川に もま さき かれと、 ぞ 

六帖の 題に て 人々 よみ 侍れば 手 習に とてよ める 

しらぬ 人 

足曳の 山邊に 立てる 白樘 のしら す 知られぬ 戀 もす るかな 

一 目ビに 見し 人なら ばか ぞへ て も 慰む こと も あらまし もの を 

いひ はじむ 

おきつ 舟た よりの 風に まかせても 漂ふ浪 のよ るべ しられす 

濱 千鳥 あとつ け そむる 眞 砂地に ち 、" の ひとつ もえこ そつく さね 

七 九 七 
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七 九 八 


〇 まゆみつ き ゆみ ま は美稱 。槻 

木の 弓0 


〇 はた 隠れた る 踹隱れ た 0 半 か 

くれた 0 


年へ ていふ 

白眞弓 まゆみつ き ゆみ 末つ ひに 我に しょら ば 年は經 ると も  一 

人 しれぬ  _ 

逢 ふこと を 松に かけた る 葛 かづら 色に ないで そ絕ぇ じと 思 はば 一 

知らるな 

秋 霧に はた 隱れ たる はたす 、 き 機に し 出です ば 人 も 知ら じ を 

逢坂 を 越えて しこえば 鈴 鹿 山よ に 音 高くなる もい と はじ  < 

道の たより  一 

逢 ふこと を かた 野に 住める 我 なれ やかり にの み 来て 立ち 歸 るら む 

ュ ろた 力へ 

かき そへ て やり やしな まし 我 もし か 言よ きに こそ 計られて し を 一 

ひとづて  ，  L 

玉 だれの 隙 もる 風の つてに だに そよ とば かり は 知らせて しがな 

たのむ る  ^ 

大船の わたりの 山 は 崩る とも 君に たのめし 言 はたが へ じ  一 

くち かたむ 


〇 せこが たなれ の 兄 子 (男な 親 

しみい ふ) が 手 馴れし 所の。 

〇 なづく がに なづ くた めに 0 が 

に 又が ねに 同 じ 接尾語。 


te^m. 下卷 


難 波なる みつと は 人に 語る とも ゆめ 逢 ひきと はかけ す も あらな む 

人知れ す 又も あふひ はありな まし 言に な 出で そ 今日の かざし を 

く. Ti ど はず 

つれな さに 泣く/ \ -歸 るう しろで をい かに 見 るら む 有 明の 月 

かい をな み 寄す と はすれ ど 荒磯の 岸に た よふ 海人の すて 舟 

人 をと む 

門ち かきい さ 、 むら 竹な 刈り そね せこが たなれ の 駒な づく がに 

と ^- ま らず 

入る 方の ありと も 知らで 悔しく、 ぞ胸 ときめきし 夕月の かけ 

名を怙 しむ 

いさや 川い さま だ 知らぬ 君 ゆ ゑに 浮 名な がさむ 事 をし ぞ おも ふ 

をし まず 

人 ごとに 夏野の 草の しけく とも 猶踏 みわけて やます 通 はむ 

かる かや 

わきて しも 吹かぬ 千草 _s 秋風に ひとり 亂る 、 野邊 のかる かや 

こ も 

七 九九 
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水 まさる 澤の わか ごも 五月雨に みだれ や はてむ かる 人 もな み 

うきくさ 

浮 草の ひまな く 生 ふる 池 水 は あさみどりなる 波ぞ 立ちけ る 

水の面に あやおり かくる 浮 草 は 波の 立つ にぞ むら は 見えけ る 

1 ま 

赛 

わが 宿は訪 ふべき 人 もな きもの を あやなく 閉づる 八重 萚 かな 

わすれぐ さ 

わすれ 草う さは 忘れで うき 人の 我 を 忘る A 名に こそ あり けれ 

しのぶぐ さ 

露し けき まやの 軒端の しのぶ 草し のびに 立てる 袂 ぬらすな 

忍ぶ ぐ さ 茂 さまさら ばお のづ から 露の みだれ を 人 やとが めむ 

玉 かづら 

たま かづら 心に 絕ぇ ぬす ぢゅ ゑに いかにう き 身の なる も 厭 はじ 

岩を廣 みかな たこな たに 這 ふ 葛 も 引けば ひかれて 寄りく る もの を 

さね かづら 


〇 さねる 夜 さば 接領語 、寝る 夜。 

「たづ •  か な き廣邊 を さ し て 飛. ひわ 

たる あな たづく しひ VJ りさ ねれ 

は」 (萬 葉 集 十五) 

C ねぬな はの 枕詞。 操る、 長き 

又はね ぬに 冠す 0 「ねぬな は」 は植 

物 著の 異名 0 


〇 つ Jfi すみれ 各地の 山野に 自生 

す 0  i 名 こまの つめ 0 


0 草 ふけ 百合 草 き 慮に 生えた 

る 百 4ao 


£ 保 川 下卷 


さね かづら さぬ る 夜 もな き 物 ゆ ゑに 絕 えす も 人の くる 力 あやなき 

ぬな は 

隱れ 沼の 底に 生 ふて ふねぬな はのね も 見ぬ からにな どか 戀 しき 

池 水に 浮きて 漂 ふねぬな はも あだなる 波に ひかれ や はする 

靑 っビら 

ところせ く 山路に 生 ふる 靑っ  >  ら來る 人 ごとに まと ふべ ら なり 

すみれ 

春 日 野の 若紫の つ ほす みれ ゆ ゑな つかしき 色に 勻へ る 

ゆ リ 

ひと もとは 手 折りて 行かむ 道の ベ の 草 ふけ 百合の 草 かくる とも 

す げ 

雨 も 日 もよ くと いふなる 菅の笠 旅 ゆく 人に きせて やら まし 

ま さ き づ ら 

^磐なる 松に か  >  れ る 正木 づら あきはく ると も 色 はか はら じ 

はじめて あへ る 

まさ 夢の まさし かりつ る 今宵 だに 宿のう つ ， の 現 ともなき 

八 〇1 


はやう 仕う ま つりし 君う せ 給 ひて ことし 御 七 めぐりに 當らせ 給 へる にお 

くらされに しもた ^- こ の頃ぞ かしと 思 ひ 出で つ >f うち 見る 物 ごとに か こ 

ち 聞 ゆる も か つ はわ リ なし やま づ柳を いふべ し 

わが 淚 たまに もぬ かぬ もの ゆ ゑに 靡く 柳の いと も 恨めし 

花 こそ 人の 心 はっく めれ 

こよな しと かつ E:^ ながら も 櫻ば な猶 うとまれぬ 折りし うければ 

櫻の みい ふべき もの か 

うつ そみ の 世の はかな さに 比 ぶれば 櫻 はな ほ も 久し かりけ り 

うら  >- なる 空の いふ ふ 昔 おぼえて 

かゆろ ふの も ゆる 春 日の 空み れば 行方 も 知ら ぬ 君ぞ戀 しき 

まだ 暴り がちなる は 春の ものと て や 

春雨 は 降れ ど ふらね ど 古 を 忍ぶ 袂は かわく 閒ぞ なき 

くらべ ぐるし う と も 

、フぐ ひすと 鳴くて ふ 鳥 の 翼に も 我が 袖 こそ は ぬれ 勝り けれ 

物い はぬ はすべ て 思 ひくまな くこ そ 

古の 舂戀 しらに 手 折り もて あやなき 花に かごと かけけ る 


〇 ねぬな はの 枕詞 。長き に 冠す 

るつ 


〇 は i き 木 はう きぐ さ of その 原 

や ふせやに 生 ふる 帶 木の あり、、 J て 

行け，)； あはぬ 君 かな」 (六 粘 五) 又 

« にかけ ていふ。 
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賀に 花に よす る 祝て ふこと を 

ひととせに 一 度唤 ける 花 なれ ど かざさむ 千々 の 春， ぞ 久しき 

春風 は 吹け ど 吹かね ど さくら 花 千代 を しめたる^ ぞ のどけ き 

筑 紫より 來し 人に 五月 五日うた げすと て 

松 浦 潟 まつと ないひ そ 相 摸なる 足 柄 山に 閼も ある もの を 

花 もみな 玉に ぬく 日の たまく に 逢 ひ 見る 事 S いや 珍ら しき 

夏の 獸を よめる 

ま はぎ 原 まだ うら 若き ， J もり 妻と ふ か 牡鹿の すゑた の みつ、 

賀の 屏風の 歌 八月 人々 はし 居して 月み ると ころ 池 あり 

秋され ば 月す む 池 S ねぬな はの 長き 夜 あかぬ ものに ぞ ありけ る 

母のお も ひに 侍りけ る 頃 

ありし 世 も 逢 ふ， J と 難き は ， き 木の はて は 行方 も 知らす 惑 へ る 

こ はさと におり 侍る 事の いとた まさかな リし を 常に 戀 ひ き こ え 給 へ 

し 事 を 思 ひ いでて いへ るな リ 

又お なじ 頃 か の 住み 給 へ リし 方の 前なる 花 ども 折リ てお こせた るに 

ふるさとの 花に 昔の事と へ ど 答 へ ぬ 色 はか ひなかり けり 

八 0 三 
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八 〇 四 


〇 梅の 花 「面影の かすめる 月ぞ 

宿りけ る 春 や 昔の 袖の 淚に」 (新 古 

今 十二、 戀ニ) の 表現. になら つ 

たもの 0  . 


〇 まなく 雜ぇ チ0 


とて 山吹に 結びつけつ 

又のと しの 春 かしこなる 梅の 花 を 見 侍りて 

梅の 花 はる や 昔の 袖の 香 も 誰 忍べ とて 植ゑ おきに けむ 

歳暮の 戀と い ふ 題 を 人の よませ 給 へ るに 

明日より は 年 を へ だてし 歎き さ へ 添 ふべ き 事の かねて 苦しき 

夏の はじめの 敬 

あかざり し 花を戀 ふとて 夏山の 木の 下 闇に まど ひつる かな 

短夜と 人 はい へ れど 郭公 待つ に 更け ゆく ほどの 久しき 

郭公い かに 契りて 藤な みの 松より こ ゆる 陰に 鳴 くらむ 

郭公 はや も 鳴かな む 初聲を まつに か ， れる藤 唆き にけ り 

神無月ば かり 物 へま かる 人に 

山里に もみ ぢ見 にと て 行く 人 を 散りな む 程 や 待ち わたるべ き 

海の ほとりなる 家に 月見る ところ 

月淸 きおき つ 島 もり 言 問 はむ まなく 寄す る は 雪， か浪 かと 

山里に 紅葉 見に まかりて 

暮れぬ とも 紅^の 影し あかければ 歸る 山路 は 急が ざら まし 


〇 移ろ ふ 花の 色が せて ゆく _ 

0 ざり ける ぞ ありけ る0 


〇 あえつ る 肯て 居る- "あやかつ 

てなる 0 
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山吹 a- きたる 家に 見る 人 あり 

暮れて 行く春 だに とまる 山吹の 籬が もとに 立つな 咎め そ 

山吹の 下 ゆく 水に 住む 蛙 鳴きても しばし 春 をと めな む 

訪ふ人 もなくて 移ろ ふ 山吹の 下 ゆく 水に 蛙 鳴くな り. 

わが 宿の 池の 汀の 山吹に 立ちよ る もの は浪に ざり ける 

さくら を 

11^ ばな 散る を 恨む る 影より やか しらの 雪 も 積り そむら む 

昔し と 思 ふ 花 を も 風に まかす る を や る 方な き は 憂き身な りけ り 

淸ら なる 色 こそ は 似め 櫻 花な ど はかな さの 雪に あえつ る 

賀の屛 風の かた 木の もと に涛 水流る むすびて 飮む人 あり 

明日 もこむ 片山 影の 岩淸水 ゆめ 音た てて 夏に しらるな 

春 都よ リ くだりし 人の ふ 月末つ 方歸り 上らむ とする ほど ふ める！^ に つ 

け 送り 侍る 歌 はし 詞 

ま はぎ^く 頃に しもお ぼし 立ちぬ るに すみれ 疾く野 をな つかしむ 人 は 侍 

らず やと あながちに 聞え まほし きも か つ はわ， リ なき わざに なむ 

かこつべき 故 だに あらば 武藏 野の 秋 待ちて ともい はまし もの を 

八 〇 五 
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八 〇 六 


〇 こちく 胡 竹 G 胡 竹の 笛 0 此方 

來 にかく  Q 


〇 もぎ 木 枯れて 枝な き 木 „ 

〇 あえて あやかって。 


〇 三千 VJ せの 欲 西 王 母の 故事に 

よる 0 


〇 仙人の め づてふ 花 桃花 0 


前行 客て ふ 題 を 給 はれる に 心 も 得ず 

澄む 月に 吹きす さみ ゆく 笛の 音 を， J ちくと 聞かば 嬉しから まし 

あく がれて そこと もい はす 行く 人 はたの めぬ 里 や 月に とふら む 

はまの 月 を 

露ながら 伊勢の 濱荻 刈り しきて 月見む ための 旅 寢をぞ す る 

あかす 見る 秋の 海邊の 月き よみむ ベ 住 吉と海 士は告 ゆけ り 

醫師 まさとしの もとよ リ祧の 花に つけて 

梅が 枝の やせ もし ぞ きて 桃の 花 太く 肥えよ と 祝 ふと を 知れ 

返 し 

枯れに ける もぎ 木の 枝 も 桃の 花に あえて や 更に 若が へら まし 

また かれより 

三千と せになる て ふ 桃 を 重ねて は數へ もつ きぬ 春と こそ みれ 

か へ し 


やまびと 


仙人の め づてふ 花 を 手 折り もてつ きせぬ 春 を 君 ぞかぞ へ む 

また 数多の 花に もき ぬに も 紙に さ へ も >t とい ひて めでら る >f は 此の 花の 

いさをし なる ベ しとて 


§ いば は 口 をき いたら n 


〇 みくま 野 みは 美稱 。耙伊 S 熊 

野 Q 

〇 はま ゆ ふ Is 菜 又は まお も VJO 


物い はばと はまし もの をお のが 色の よに 名 だ  >  ると 知る や 知らす や 

こ た ふ 

けに も 世に 名 だた る 宿の 花 なれ や こ、 ろ 目 馴れし 色に しも 似ぬ 

卯月の 末つ方 郭公 は 聞きつ やとた びくい ひお こせけ る 人の 許に 

御園生の しけき 木の間に かくろ へ て 鳴く 時鳥 こ ゑの 乏しき 

はま ゆ ふ を植ゑ させ 給 へ るが はじめて 咲き出で たる を：：^ はべ りて 

みくま 野の 神のお ま へ の 花ぞと はけに いちじる く 咲け る 洛ゅふ 

社頭 月て ふ 題 をた ま はりて 

稻荷山 杉. S 木の 閒を洩 る 月の ひかり も淸 きみ づの 玉垣 

月 照 花 

あく がれて 月に 寢ぬ 夜の つもれる を 枕の 塵ぞ かこち 顏 なる 

はら か、 りなる 人の 重く わ づらひ 侍る よしを 聞 きて いとお ぼ つかな く 思 ひ 

わた" 侍る 頃と ぶら ひ 聞え ける 文の はしに かきてお くり 侍リ ける 

おも ひやろ 心に た-ぐ ふ 身なりせば 日に は 千度 もとは まし もの を 

終に 果敢なく 失せに ける を 限りなく 思 ひ^き 侍リ ける 頃 まさとしの 許よ 

り 残れる 菊に つけて 
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いかばかり 袖の ぬるら むお く 霜に つらなる 枝の かた 枝 枯れて は 

返 し 

枯れ 殘る片 枝 も 霜に 結 ほほれ あるかな きかに 消えつ 、 ぞ經る 

みつ 子の 許より 

今更に はかなの 世 やとい はれけ りと はれし 人 をと ふに つけても 

文月 はじめの 顷み つ 子の 母の 身 まかりし をと ぶら ひ 侍りし 

依 月 思 秋て ふ 事 を 

かば かりの 月に めでて や 露し けき 尾花が 末 を 秋と いひけ む 

仄かなる 火影し なくば 小 簾のう ちを晝 とや 見 まし 秋の 夜の 月 

くす し 何某の ぬし 八十の 賀に寄 松 祝と ふ 題に て 

いく 藥 ありて ふや どの 松が 枝に 老いせ ぬ 千代 をち ぎりお かなむ 

この かみ 藤 原の 長かず 身 まかり 給 ひて 又のと し 神無月 二十 二日 はこの 日 

なりければ 

去年の け ふ 別れし 君 を あ ひ 見す て 千と せ 過ぎぬ る 心地す るか も 

おなじ 日 残れる 菊 を 折りて 


〇 そ なれ 松 礙 馴れ 松 0 


〇 子の 日す る 子の 日の 遊， ひする 

こ.、， -0 古、 正月 子の 日 人々 野に 出 

で 小 松 を 引きて 千代 を 祝 ふ 0 
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よろ づ 代の かざしと いひし 菊の花け ふの 手 向に 折れる 悲し さ 

同月の つも ご" 賀茂 のうしの 七 めぐりに あたり 給 ひける に 

露霜の け やすき 命ながら へ て 別れし 今日に 又も 逢へ るか も 

ゆく へな き 時雨の 雪 を かこつ かな 遲ら されに し 君を戀 ひつ > 

むつまじ かリ ける 友垣の 年頃 遠き 所に ゆき わかれて 侍る がよ は ひこと ぶ 

くと て贈リ ものし 侍る 中に 白が ねの 玉 を 長き 絲 して 貫きた る に 結びつけ 

侍る 

玉の 緖を なほ 長 かれと 祈る かなめぐ り 逢 ふべき 身 をば しらね ど 

紀の吹 上 の 殿に 侍 ふ 人に なむ ありけ る 其の 六十の 賀 かしこの 西の 御館よ 

り 賜 はする に 松 久しき 友と なる て ふ こと をよ ませ 給う ける 

吹 上の はま 邊に 立てる そ なれ 松な れつ 、 ともに 千代 を經 なまし 

賀の屛 風の 欲 

正月 子の 日す るかた 

しめ 結 ひし 小 松が 原に きて 見れば 霞 こそ まづ 棚引きに けれ 

二月 苗代に 水 まかす る處 

せき 入れて 畦 こす 水の 下にして いかで か 苗の いや 萌ぇ ぬらむ 

八 〇 九 


O 今 to にや は あらぬ 今日に あら 

；ねゃ は 0 や はは 反語 0  1 


〇 露 ふり はてし 露 降りに 萑りは 

てし を掛る 0 


〇言 の 葉の ひかり 添へ たる めで 

たき 和歌 を そへ た e 


〇 心に も 似 や 我が 心の 切なる に 

も似チ 0 


五月 早苗 植ぅ るかた 

此の頃の 田に 立つ 賤の 暇な み 小 櫛 もとらで 早苗と るな り 

六 ほ 河 遼に祓 する 處 • 

夕 波の^ g しき 瀨々 にみ そぎして 心 も ゆけ る 今日に や は あらぬ 

八月 はし ゐ して 月 を 見て 

夜もすがら 月の 心の あく がれて 小 簾の 外ながら 明かしつ るかな 

は 月末つ 方み つ 子の 許に 朝 額お くると て 

秋た けて 露 ふり はてし 籬には 面な けに こそ 花 も 咬き けれ 

返 し 

言の葉の ひかり 添へ たる 朝顔の 露の ふるせる 色と しも 見す 

おなじ 顷 すけ 子の もとより 朝 餌に つけて 

君が ため 裳の すそぬ らし 折り つれ ど 心に も 似す 移ろ ひに けり 

返 し 

折る 人の 心に 花 も あえぬ らし 世に なつかしき 色に 勻へ る 

葉月 十五夜 十五 首の 題 をた ま はりて よみて 奉れる 歜 

秋 朝風 


o えこ そ 寐られ ね よく 寐 つかれ 

ない *- 


o>w さなる 「大方 は 月 を もめで 

じこれ ぞ この 接れ は 人. の老 VJ なる 

もの. X 古今 I 七、 雜上) 


te^m 下 fe^ し 


夜もすがら 月に うとみし 浮 雪 を 拂パも あやな 今朝の 秋風 

秋夕雰 

秋風 は拂へ どもな ほ 夕月の ほのめく 雪に まよ ふ 浮 雲 

秋 夜雨 

はれ ゆかむ 空 を 待ちつ 、 雨の 夜 も 月 ゆ ゑ 秋 はえ こそ 寐られ ね 

秋野蟲 

月 かけ はくま も殘 さぬ 秋 S 野に 何 を うらみて 蟲 S 鳴 くらむ 

秋 待 月 

まだき より 月に 心の あく がれて 幾度む かふ 遠の 山の端 

秋兑 

老 となる ものと 知りつ ゝ しかす がに 猶 こそめ づれ 秋の 夜の 月 

秋惜 HJ 

秋 S 野 は 人る さの 山に 宿 もがな 月の 行方 を そこと だに 見む 

秋顯戀 

夜な くの 月し と はすば 袖の露 を 秋の 習 ひとい ひもけ たまし 

秋變戀 

^ 1 1 
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〇 水 然瀬河 今の 山 崎驊の あた. 

を 流る * 淀川の 支流。 


八  一 二 

たのめつ /'待つ 夜更け ゆく 月影に 人の 心の 秋ぞ 知らる > 

秋恨戀 

ほのかなる 影 だに 見えば 秋の 夜の つきせ す 人 を 恨み はてめ や 

秋 古寺 

. ^瀨山 きり 吹き はら ふ 秋風に 尾 上の 0: の影ぞ 澄み ゆく 

秋 田家 

主み 捨てし 田の 面の 假庵 秋た けて 月の み 夜 は 守り 明かしぬ る 

秋水 鄉 

流れ こし 水上と ほき 水無瀨 河い く 夜の 秋 か 月 もす むらむ 

秋 旅行 

夜もすがら さやけ き 月に あく がれて 宿り 定めぬ 秋の 旅人 

秋 神祇 

秋 はな ほ わきて さやけ き 月よ みの 神の み 影 を 仰ぐ もろびと 

神無月 二十日の 夜 かめに 植ゑ たる 梅の^き たる を 見て 

火影に も 小春て ふ 名 はかくれ ね ど はっかに 句 ふ 夜の 梅が 香 

としのくれに 


〇，n 尊の 滑え かへ り 白雪の 滑え 

てなくなる やうに、 死ぬ はかりに <* 


〇 たは やすくの 歌 たは やすく は 

たやすく、 容易に orsiH- 牧り かひ 

_S-JU.^ いらくの こ む -、， - いふな る 道 

まが ふが に」 (古 今ヒ、 贺) を 本 歌 0 
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白雰ぃ 消え かへ りつ 、惜しむ かな 我が身 ふり ゆく 年の 名殘を 

手 を 折りて 着 まちかね しうな ゐ 子の 昔を戀 ふる 年の 暮 かな 

梅に よろこび の 色 あ リてふ 事 を 

ほ ， ゑめ る 梅 にめ でて ゃ鶯 もも ， 喜びの 音 をば 立 つらむ 

浦の tCl て ふ 題に て 

見ても また：：^ まく ほしき を春饈 立ちな 隱 しそ 浦の はつ 島 

屛 風の i ，豕に 櫻 あり 水の もとに 集 ひて 花見る ところ 

嬉しく も椅 ゑて ける かな 襟ば な唤 けば ぞうと き 人も訪 ひける 

たは やすく 立ち も か へらば 花 散り かひ 暴れ 道 惑 ふまで 

春の あけぼのの 歌と て 

橫雪も かすみに 消え て 山の端の 花より しらむ 空の 長閑け さ 

山家 夢 

松風 も の ひ  >  きも 聞き なれて しばし は 結ぶ うた  >  寐 の 夢 

寄 琴 戀 

戀ひ 侘びて かき なれ 琴 S 緒 を 弱みい と かひな き 音 をぞ 添へ ぬる 

かし は 木 村て ふところに 三月 末つ方 姬 君の 淘 供に まか リ つるに 或 人 あな 

八 1 一 II 
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〇 らに 顧に 同じ 0 


〇 下に を を はお 辭„ 


〇 露の 聞に 菊の 【格 積り て 淵-とな 

る VJ いふ 意 を 人の 齡 の甚た 高き に 

彗ふ。 「我が 宿の _ 〔への 白 露 今 日 ご ミ 

に 幾 世つ もりて 淵 VJ な るら む」 (拾 

遣 集、 教) 


八 一 四 

がちせ め 聞え 侍る に まけて 所の 名 を 首に おきて 詠み 侍る さる はこの 顷人 

人の すなる さま を まねび 侍る もお こが ましうな む 

かぎりなき 春 を 重ねて 君ぞ 見む 御園に 繁き 木々 のお ひさき 

茂り そふ 夏の 木陰の 涼し さ も 今 よりし る き 庭 の 松が 根 

はっかに も 一 木に 花 S 殘れる や 君が 見 はやす 今日 を 待ちけ む 

：;;^ 子な くこ ゑ も 長閑け き 春の 野に 長き 日 あかす 遊ぶ もろ 人 

むらく に 小 草花 t:  く 春 S 野 を 錦し ける と 誰か 見 ざら む 

らに与 ふ 秋 はありと も， 〕 の 野 邊の蓳 花 く 春に しかめ や 

ころもが へ 

夏 ごろ も か へ にし 今日の 肌寒み 下に を 著な む 花 染の袖 

はじめの s 

神 まつる 卯月き ぬらし 榊 葉の 常 磐の かけ もい ゃ繁 りぬ る 

殿の 御 五十の 賀に 菊よ は ひ をのべ ともな ふとい ふこと を 

露の間に 千と せ經 るて ふ 菊の花 御 袖に ふれて いや 若え ませ 

紀の吹 上のお 前に 御 六十の 賀に 竹に 齡を 契る て ふ 事 を 

茂り そふ 御園の 竹に よろ づ代を 契る 御影 ぞま すかけ もな き 


〇た 、ラ班 1* 班 。懷 中して 鼻紙 

X は 歌の 詠萆 に用ゐ る。 懷紙。 


〇 か ぞいろ 父母 0 

〇 あえもの あやかりもの 0 


〇 みる もお ひせね 見る VJ 海 校 

t ミ ル ) を かく 0 
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おなじ 御 賀に御 ふみお さ へ の 料に 白銀の 菊の 枝. 奉る とて 結びつけ 侍る 

吹 上の はまの 白菊 千世 ふと も 老の波 をば かけじと ぞ思ふ - 

二 ばかり 故う へ のお はします 御寺の 梅の 花 を 折らせ 給 ひて 御た X う 紙 

におし つけて 給 はせ る を = ^侍りて  . 

その かみの 花の 袂を栴 が 香に かけて 忍ばむ ものと や は 見し 

ち の 思 ひに て 侍る 年 やよひば かりに 

くさ <\ の 花 は けど も か ぞいろ のな きょの 春 は 寂し かりけ り 

九十 近くて うせ 給 へ る を あえ も の など 人々 聞 ゆるよ しあかず 悲しう のみ 

おも ほえ つ 

千世 ませと 思 ひし 君 は 百年に あまた 足らで も 別れぬ るかな 

年 ごろ 手なら し 給 へ る硯を 得て 

かひな しゃ 淚は 海と 港 へても 君が 御影 をみ る もお ひせぬ 

立 E 山し ぐれ ふる かた を 見て 

立 田 山し ぐる ， 頃の もみ ぢ葉 を袂の ほかと など 思 ひけむ 

かきうつし 給へ るふみ にむ かひて いと かき くらす 心地す 

面影の 浮ぶ も はかな 歸 りこぬ 君が 形见 のみ づぐ きの あと 

八 1 S 


お ほぢの 五十 年の 忌日 は 八月 十二 日 寄 MC 懷舊と い ふ 事 を 人々 によ ませ 侍 

ると て 

夜もすがら 月 や あらぬ とか こっかな 五十 ふりに し 秋を戀 ひつ > 

0 膝の 上に 云々 幼き 時滕に 抱か 漆の 上に 指さして 見し fis 秋の 月 こ. .cia しかり けれ 

れて 見た 月 を 懐かしく 思 ふ 意。 

月 前 女郎花 

秋 もや ， 更け 行く 庭の 女郎花 面 は ゆけ なる 月の くまな さ 

野の 月 

秋の 野の 千草お しなみ おく 露 をい ろ ことぐ に月ぞ ln>- せけ る 

八月 十五夜お なじ 心 を 

むさし 野の かぎり も 今宵 わけ 見 まし 月に 心の 行く に 任せて 

；待月 

月 ま て ば 心 そらな り 浮 雪の 漂 ふみね に 風 も 吹か な む 

よ ひくに 空 だのめ せぬ 月影 もさ はり やせ まし 峯の浮 雪 

人の 御 許より めづら かなる 菊の花に さま の 名つ けたる を 奉り 給 へ る 

その 名 を 題に てよ めと 侍りければ たは ぶれに 

〇 葵 まつり 山城の 賀茂紳 社の 祭 

mo 四月 中の 申の tn に 行 はれる 0  奏ま つ り 


〇as 土の 鳥の 翼 孔雀の 羽ない ふ 


〇 雲の はたて-/」 云々 雲 の端 の 夕 

燒に 赤く 色 、づ いた 樣に見 まが へ る 


1 一葉より 色の こもれる 菊の はな 神 まつる 頃 や 移し 植ゑ けむ 

ねみ だれ 髮 

朝ね がみ 思 ひみ だる、 面影 や 露に し をる、 菊の I 枝 

富士 おろし 

時 しらぬ 雰 とや 見 まし 秋の 風 吹きし く 庭 S しら 菊 S 花 

大峯 さくら 

思 ひき ゃ吉 野の 奧の山 ざ くら 秋の まがき に 暌くを 見む と は 

金 龍 

天雲の 中に かくれて 住む 龍 も 花に めでて や 姿見 すらむ 

孔 雀 

よそ へ 見る まがき の 菊 は 唐土の 鳥の 翼の あやに 珍ら し 

紅 雲 城 

夕日 さす 高 峯の菊 を くれな ゐの 雪の はたて と 見ぞ まが へ つる 

白衣 孃 

名に しお はば 學び もやせむ 花 S 上に かけて 悔しき 露の 首.，、 一 

とら 0 まき 折？ - 


〇 らに IT 


〇 手 ふれ じ や 云々 釋迦が たけを 

す 0 


〇 姿 覺 ゆる 姿 を 思 ひ 出される 
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時 くれ ばらに も 吹 けれど 野 を 遠み 閒 近き 菊の花 ぞ こよな き 

釋迦 がた け 

人の 守る 11 の 菊に は 手 ふれ じ や 香が たけからば 咎め もぞ する 

沉 香亭 

おばし まに 袖 打ち かけした を や 女の 姿覺 ゆる 菊の ひとえ だ 

一 淡陽樂 

おく 露 もさ はらば おちむ たはれ 女が 戯れて 遊ぶ 菊の花 ぞの 

c 竚辭  . 

さくら 窥 のお ふの 下草 それならで 朝露し けき ませの しら 菊 

香 襄 

菊の 香は勻 ひゆ かまし 秋！ ^、み 庵に ほ 火 吹く 爐の あたりに も 

長月 晦日 菊の 宴し 給 へる に 

御園生に 千代 を 契りて く 菊 は 秋の 名殘も 知らす 顔なる 

お前の 紅葉 いろづき たる を 見て 

目に 近き 一 木 一 一木の もみ ぢ 葉に 山の 錦 をお も ひ， ) そやれ 

紅葉 御覽 じけ る 御供に 丸 山と いふ 所に まかり 侍りけ るに なべ て 色 濃き 中 


に まだ 靑 葉なる もま じりて 見えければ 

またも 來て 0- まさむ 君が ためとて やな ほ 染め 殘す 山の 紅 は 

池の ほと リ にて 

もみ， ち 葉のう つれる 影 を 小波の あやに 重ぬ る 錦と ぞ 見る 

はつ 雪 ふ リ ける 日 賴德君 の 御 かたはらまで き こえお-る 

君 は 今朝い かに 見 まさむ 人み なのめ づ らして へ る 初雪 降れり 

御返し 

人み なのめ づ らして へ る 初雪 はけ だしゃ 今朝の 霜に こそ あれ 

また 聞え 奉る 

花の ごと 散り 亂 れつ 、降る 雪 を 霜と は 君が そら 目なら まし 

雪^ 君よ リ よみお ける 歌 御覽ぜ させよ と宣 ひお こせし かば か いっけて 奉 

リし にかく 聞え 給 ヘリ 

むさし のの 尾花が うれに おく 露の 玉 つらぬけ る 言の葉 ぞ これ 

御返し 枯れた る 薄に さして 奉る 

霜枯れて いと  > はえな き 言の葉の 露 をと ひくる 月ぞ やさしき 

御み づ からの 御 歌 ども 見せ 給へ りし をめ で 奉リて 


佐 保 川 下卷 
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〇 たち はなの の 歌 r 櫺は みさ 

花 さ へ その 葉 さへ 枝に 霜 ふれ 5」 

ゃミ はの 樹」 (莨 葉 六、 雜) 


〇 若：：！ .1 の 云々 「武蔵 野 は 今日は 

な燒 きそ 若草の つ まも こもれり 我 

もこ もれり」 (^勢 物語) 

〇 す はま 洲！ sir しまたい。 


たちばなの 花 さへ實 さ へ 足ら はせ る 君が 言の？ S 今日み つるか も 

また 師走ば かリに 梅の 花 を宮の 蓋に 入れて 初雪て ふ 薰物を 給へ り その 包 

紙に 尾花の 御 返事と おぼしくて 

霜枯の わが 宿ながら 言の葉に 梅 は をし くも 思 は ざり けり 

いとこと 繁き折 なれば 只 かくいら へ 奉る 

おも ほえす 日影 さやけ きみ 穴 H ゆ も 降りく る 雪の あやに 蒸れる 

ある 人 子 日に 六十 賀し 侍りけ るに 

若草の 妻 もこ もれる 武藏 野に かぎり 知られぬ 子の 日す らし も 

か の 家と じな む 久しき とくいな リ ければ す はまて ふして 送る とて 鶯 居た 

る 小 松の 枝に 結びつけ 侍る うた 

曳き桢 うる 小 松が うれの 鶯は 千代の 初音 をなら しが ほなる 

早养の 水て ふ 題に て 

若水に 君が むすべ る 玉 川の 淸き 流れ は 千代 も絕 えせ じ 

丸 山の 花御覽 じけ る m 御供に まか リて 

花く はし 士  D 野の 山の やま 櫻 はなの 盛り も かく ぞ あらまし 

賴 やす 君の 御 許よ リ 351、 湖の かける ふみ ども 返し 給へ ると て 


^身の 同じ 世に ある 身に しあれ どか かる 人に はな どお くれけ む 

世の中に Jl?^ しあら すば 敷 島の 大和の 道 は 誰か 知ら まし 

と 聞え 給へ る 御 答 へ 

ふみおけ る 道の しるべ S 跡と めば おくる ， 人 も 惑 は ざら まし 

6^,^_?のゃまとだましひ；^？ 〕 そ は あれつ きま さめ 一お 代までに 

おなじ！^ T 此の 殿にまで おはします 度 ごとに やん ごとな き钩 使に 出で 侍り 

ければ 卯月ば かリ 

ほと 、 ざすな が 鳴く 聲ゅ 珍ら しと わが 思 ふ 君が きます 今日 かも 

生 き 憂し とい ひても 今日は やむべき を 仕 ふろ 道 ぞ すべな かりけ る 

御返し 卯の花に 結びつけて 出で たり 

しるしな き 音 をし も 鳴く か 時鳥し ばし とだに も 呼び はか へ さで 

待ちつ 、 も あらまし もの を 時鳥お も ひ 隈なく いづち いに けむ 

五" の はじめつ かた 典 子が.：^ まかりけ る を： i£t みて 撫子の 花に つけて かの 

家 あるじの 許に おくり 侍る 歌 

撫子 S 花の さかり も はてす て いづち 行く とか 往 にし 君 はも 

五 曰の 夕 さ リ？： に つけて 


〇 音^ 川 紀伊國 能 纾本宮 の 、近， 

なる 熊 野 川の 小 支流 0 


〇： 十： は 、 き 古、 正月 初子の 日に 

S- 室 を 掃く 爲は  >  き なさ を 用ゐて 

作りた る 帚 0 


あやめ-ぐ さ かをりし 袖 も 引き か へ て 今日は 淚 一 やぬ くらむ 

紀の國 音 無 川の： を 

梅 さそ ふ 風 も おとなしの 川浪に うかぶ 水泡の 香 f そしる けれ 

若 茱 

若菜 摘む 衣手 寒し 沬雪の 降る から 小 野の 春の 朝風 

あかつきの 鐘 を 

い つ よりか 待ちなら ひけむ 曉の 枕に うとき 鐘の ひ、" きを 

現有 滅 不滅て ふ こと を 

常 磐 やま 千代の みどりの 松が 枝に つもり も あへ す 消 ゆる 沬雪 

やん ごとな き 人の 賀に玉 は 、きを 小 松に そ へて おくる 人に か はりて 

玉 は 、 き 初音の 松に とり そ へ て 千歳の 荐も 御手に 觸れ なむ 

紅葉の 歌と て 人の よませ 侍りけ るに よめる 

神 無 nr まなく しぐ る ， 頃し もぞを ぐらの 峯 はてり まさりけ る 

をち、 の 八十の 贺 に藩萊 のかた を 洲濱に 作りて 結びつけ ける 歌お^ 

かぎりな くいく 藥 ある やど なれば 萬 代 ふと も 君 は 老いせ じ 

みつ 子の 許に 父の 一 めぐりに 撫子の 雨に ぬれた るに つけて 


o ひぢ 添れ る。 

〇 うぐ ひすの かひ こ K の 卵" = 

〇 か ぞいろ 父せ Q 


0 なり 所 別邸 „ 


〇賀 茂のう し 加は^^^ぉ^^ぃ 
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なでし 子の 雨に 萎る ， 花よりも 君が 袂 はひぢ まさるら し 

おなじ 人の 故鄕 なる は らか らを思 ひやり て 

う. ぐ ひすの かひ こに 築 だつ 時鳥ち ， に 似る て ふ 聲 もな つかし 

父 まさとしの ぬし は 古き とく いに て侍リ しな リか ぞいろ はと もに おく 

わて 後の は、 とじの 生した てた ると 聞き 侍れば かくよ み つ 

春 立つ 頃 ゆうち は へ惱 まし かリ つるが や、 みな 月ば かリ おこた リぬ 葉月 

十五夜め づら かに 空 晴れた るに 

ながら へ て 今宵の 空の 月 も 見 つ. また， ^ む 秋 はい のちな りけ り 

尾 張の これな リ 長月の 末つ方 下 つ ふさの なり 所に 歸 ると ききて 

野 邊山邊 いろづく 頃の あがた ゐに いざと もい はでい ぬる^ かも 

橘の もろな リの ぬし 初めてと ひお にして 苦 贺茂 のうし の 事な どか たら ひ 

たうび つ る 後 消息の 序に かくい ひお こせ 給へ り 

神の ごと 聞きて ありへ し ij?; がめ を 見る にな かる 、言と ひ はせ し 

返 し 

ことと は す^をし 今 ゆた のめれば たどき 知られぬ 世 をも欵 かじ 

さ  >- やかなる 紅梅 を かめに 植 ゑて すけの ぶの 許より 
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c>^ なけに 靱 毎に。 

〇 な 、、つ さ ひ 馴れ 添； Ji! 


糊に けに 鞠な けに 0 

〇 めぐし 可愛らし。 

〇 根 こじ 根の ま- - ねき VJ る。 

〇 かつみ 菰 (マコ モ グサ) の 異名 

〇 い-、. - りきて 取り 來て 0 ぃは鼓 

〇 あやに VJ もしき 甚た 珍ち し。 


0 いその かみ ふりの 枕詞。 


〇 あさ もよ し 枕；；； sl;、 きに 冠す 〔 

OS- 路 紀伊路 G 

〇 あかの 浦 和 歎の 浦。 あ V」 わ- 

通； ia" 


ふゆごもり 霜に 雪に もつ ， みなく 君 あえ ませと 21=^ する この 花 

いづこに も暌き はすら めど 朝な けにな づさひ 給 ひ 哀れと も：：： んょ 

返し 

われ もし かみつれ す あらまし 霜雪に いと 、"色 そふ 花に あえつ ， 

朝に けにい やめ づ らしみ 梅の 花め ぐし とぞ 見る 君に よそ へ し 

もろな りの ぬし 淺 香の 沼より 根 こじた るか つみ を 給へ るに 

陸奧の 淺杳の 沼に 生 ふるて ふ 草い とりきて かつ 見る ことの あやにと もしき 

もろな リの ぬし^ 一 ft{ ぬしと ひお はして ひめ もす 古 ことら 語ら ひ 給へ る つ 

いでに 贺茂 うしの 事な ど 語り 出で 侍りて 

いその かみ ふりに し 事 は 知らね ども 今日 か 古の 心地す るか も 

もろな リ 

あさ もよ し紀路 にあり て ふ あかの 浦の あかす も あるか 今日の 語ら ひ 


さ 


よ 


ら 


あし 坦の へ だても なくて 語ら へ ばな がき 日す らも はた 短 かる 

ある 人の 娘 花と 名づ けて かし づきつ る 身 まかり 侍 リて乂 の 年 花に よせて 

昔 を 似ぶ こと を 人 々によ ませ 侍りけ るに よめる 


し， * にさえ た 云々 枝が 繁 くさ 

すから 0 


〇 みなも" 、J^ 昌鹿 車、 平 昌鹿。 瞽 

^^^^^^c  t ひ 門 G 歌人 C 安永 九 

§. 年 三十 七 G 
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年の はに 見つ ， 忍ばむ も のぞと は 思 はでし もや 花 をめ でけ む 

淸 S 主の 母と じ 秋の より 惱ま しかりつ るが 師. iii- 許りお こた リ給 へ る を 

悅 びて 老いた る 松 雪の 中に 色 をます て ふ 事 を 人々 によ ませ 侍る によめ る 

ふりに ける 陰と も 21^ ぇす雰 の 中に 瑞枝 さし そふ 岡の 邊 3 松 

おなじ 人の 娘 一 時の ほどに 小 松し きくに およの きた リと いへ る 題に て 

よめと 侍る に 

小 松原し 、„^ にさえ だの さすから に 木 I 咼 かるべ きかけ はしる しも 

紀の吹 上の 殿に いま そかる 洁信院 の 君の 七十の 御賀に 櫻の 作" 枝に つけ 

て 奉る 

ち ゾ の 春 あかす めで ま v> 吹 上の 沛の花 11 神 さぶ るまで 

雪 まろの 君 を 悼み 奉れる 歌 

こ は あ、 平大 ii 大夫 みなもとの 禺 鹿 君な リ古 ごとに 心よ せ 給 ふ あま リさ 

るた ょリ もとめて 折々 消息き こ え 給 ひつる が ゆく リな くかくれ ませし 

と 聞きて かくよ み 侍る も いつしか 十と せば かリ にな リ ぬる を 反古 ど も 

の 屮ょリ 見出で てこ >- にかき つく 

もち 

水無月の 望に 消えて は 消えが てに 其の 夜 降りつ、 咭 じくに 
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た 
(0) 

る 


o かくさへ ぬ 隱す こぐ」 のでき ぬ 


〇 あれます 生まれついて 御所！；？： 

なされる 0 

0 しらぬ 火の t 巩 紫の 枕詞 0 

〇 をし H 食し BO  00O 


0 たのむ の臈 田の 面の 應 0 歌に 

多く 頼む にかけ ていふ 0 


〇 むらぎ も 心の 枕詞 ( 


ことなく とこと はに いや 降りつ みて 立ちお ほふ 雪 も かすみ も かく 

さへ ぬ 高嶺の 雪 を 御名に しも おはせ る 君 は またと 世に たぐ ひ あら 

おほさ 

め や あづまなる 大 城に こそ は をち こちの 國 しらすなる 君た ちの 

つど ひまし ぬれ そが 中に 誰か 知らめ や しき 島の やまと だまし ひ 明 

ら けく あれます からに 火 君の 御 ことかし こみ しらぬ 火の つくしの 

はて ゆ 年の はに 行き かひし つ、 おごそかに つかへ まつらし をし 國 

を 治め まつろへ まめ ごと も たは ぶれ ごと も いにしへの みやび をな 

さし いその かみ ふりに し 道の 八十く ま を くま もの こさす つ， まら か 

に ^け 見た まひて まどへ る は みちびき 給 ひ ね も ごろに をし へぶ へ 

ば むさし 野の 尾花が 末の 風の まに なびけ るが ごと みよし 野の た 

のむ の膈の たのもしき かけに よらぬ は なかり けり かくしも ませ * ま 

おの づ から 其の 名 は 四方に なる 澤の 音に 聞きつ、 よそ にても あ， 

ぎた ふとみ や ほよ ろづ ちょろ づ 代まで 、フ ごきな く さかえ ますべき 

こと をのみ いのりし 君 は 思 ほえす すそのの 眞萩 この あきの さかり 

見む とや あさぎりの たちの まよ ひに ゆく りなく い ゆき ましけ^  一 了 

方 を も 知らす ときけば せむ すべの たどき もしら に むらぎ もの こ、 


〇 なく 子な す 枕詞 0 ねの みしな 

く、 こ ミ たに ミ はや、 ゆき VJ りさ 

どり， した ふ « ^に 冠す る 0 

〇 な づさひ 劇れ 添 ひ。 


〇 あいなた のみ はかなき たのみ 


0 接せの 山 筑後國 八 女^ 御前山 

か 0 
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ろく だけて うつ、 とも 夢と も わかす うつ そみ に ましつ る 時に なく 

子な す したへ る 人 を なぞへ なく な づさひ 給 ひ さまぐ に たづね と 

はして をみ なへ し 霜に 枯れぬ る 朽葉まで か、 れる つゆの かしこ さ 

に うしと やさしと 思 ひつる 身 を も 忘れて おふけな く たど/ ^ しか 

れと いや 高き 出路 わけ Is^ む こと をし そ 折し あらば と ねぎに しも 

あいな だのみ と なりに けり わがた もと だに かくば かり ひがたき もの 

を まのあたり 仕へ し 人 は いかばかり 欸 きそ ふらむ 若草の つまの 

みこと も なでしこの 君 もさ こそ は あさよ ひに 戀ひ給 ふらし よしや 

さは 御名に かけせ る しらゆき を 君が かたみと あしたに は 見つ、 忍 

ばし ゆ ふべ に は 見つ、 戀 ひませ かたりつ、 いひ も傳 へて すゑの^ 

に しのばむ 人 も かくし こそ あはれ と は 見め 時 じくに た ゆる ことな 

く とこと はに いや 降りつ もれ 富 土の 白雪 

反 歌 

不一 一の 嶺に 降りつ む雰 のい やた かき 御名 は 消えせ じ 萬 世までに 

つくしなる 後セの 山の 後に また こと 問 ひせむ とい ひし 君 かも 

後せ の 山 は 君の しリ 給へ る國の 山な りい にし 年 その 山の 萩 もて 管と せ 
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L 筆 を 白銀 もてつ くれる 雀の 文のお さ へに 添へ て 筆 船て ふ 器に いれて 

たびし 事 あなり し 其の 時し もく さ の 歌な む 書きつ めて 見せ 給う け 

るに 其の 御文し も 今 は いづち ゃリ けむ 

雪 磨 君の 御 許より 睦月の 初めな む よみてお こせ 給 へ る 歌 

もの ， ふの 八十のと もの を 引き連れて 今 H ぞ大 城に つど ひぬ るかな 

みかどべ の 松の しめな は 引き延へ て 春に 來に けり あづまく に はら 

おなじ 君の はじめて しり 給へ る國に 下り 給 ふ 時 其のたら ちね の 君の よみ 

て 馬の はなむけし 給 へ る 歌 

民草 は 父と おも ひて 待つ と 聞く わが 子と おもへ いまし たみくさ 

おなじ 君 身 まかり 給 ひし 時よ み 給 へ る 歌 其の 御 もと 人よ リ傳 へ ぬ 

ますら われ かく もめで たき 御代に あ ひて 醫師の 業 をつ くしつ るか も 


の 


し 


り 


文 
子 


8" ミ しも しも は强 めの 助詞 0 

〇 さたの 庭 奉 I 仃所。 裁判。 

〇 まで 來て 詣で來 て。 參り來 て 


C 田： IS 田 G 面。 SS は 群。 

〇»>/」 くらむ 判 抉み- 3^ く f 


〇 さば 姬 さほ ひめ、 春の 神。 佐 

保 はな _J 良の 都の 東に ある 地 0 東 は 

春に 配す る義 より 云 ふ。 

0 お- K- まさらな む あやかって 上 

手に なりたい -> 


けな <  くに ミけ ぬのに 0 なく 

はぬ の；^ 


散の こり 


一 ■ のこ 


いつば かりの 春の 初めな りけ む 

雪 深き^ S ふるすの 鶯は まだ 春と しも 知らす や 有 るら む 

常 陸なる 人 さおの 庭に 訴へ 申すべき 事 ありて こぞよ リこ 、にまで 來てぁ 

るが 年 か へ らばよ ろしう 定めら るべ しゃと 侍る と い ふたれば 卷 立ちての 

やがて 訪 らふと て つら、 のか  >- "たるす 、きに 結びて ゃリっ 

春風 は 吹き 初めに けり 筑波嶺 の しづくの S 居ゃ冰 とくらむ 

年の 初めに もの 錢 ひて 神に 奉る つ 、みに ぬひた る 

さほ 姬の 霞の 衣舂を へ てた ちぬ ふわ ざもル H えま さらな む 

い つに かぁリ けむ をみ な ともだちの 花う ぐ ひすの 無き 處には 春 もい たづ 

ら ならむ やな どよ しなし ごと いふに 

花 s 色に 心 も そめぬうな ゐ兒の 昔より こそ 春 は 待 たれし 

む 月の なかばば か" i5 さ ゆる に 山里に て 

いづこより たち か へ りこし 春なら む 岩 まの 波 はま だとけ なくに 
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o.t^§ 奈良 朝の 頃 春 日 野の 

内に て锋火 (ト ブヒ) を あ し 所 み- 

い  ふ 0 古 今赛 上に 「春 日 好の ミぶ 

火の の もり 出 でて 見 fc' いま 幾 か あ 

りて it w:^ 摘みて む」 

〇 つくしの 府の大 がみ 太宰府 神 

社 0 

〇ニ  くさの 题 1 一種の 

〇 た ラベた るに 賜 ひたる に。 た 

うべ. は ベの：^ 昔。. 

たれの 枕詞 0 緒に 冠す る。 

〇 をす の 外 藤の 外 。を は 接？ slrso 


0 垣 ほ 垣 ハ 


〇 佐 保の： T ，原 大和 國佐保 川。 奈 

良 市の •£ 郊。 

〇 こ-、 さ 常の 言 ひぐ さ 0 

〇 見て しが 見たい ものた。 


ふるさとの 別れて ふ 事 を 人 もよ む を 

とぶ 火 野の 野 守 はすます 成り ぬれ ど 春を告 ぐる は 若菜な りけ り 

とやまの 君のお まへ ょリ つくしの 府の大 がみに 奉り 給 ふとて 二く さの 

たうべ たるに 梅の 花 軒端に かをるて ふ 心 を 

玉 だれの をす の 外ち かき 梅の 花い とし も ふれぬ 袖に か をれ る 

松と し經 たる 

幾 代々 を 遠の みかどに ふりぬ にむ 老木の 松の 色 も か はらで 

同じ 外 山のと の に 侍りけ ると き鶯を 

梅 乃 花に ほ へ る 日より 鶯 はも ， よろ， J び S 初音 をぞ 鳴く 

いかな りけ る 時に か 

雪 ふかき 垣 ほの 梅に 鶯の聲 きく 時ぞに ほひ まされる 

青柳の 色 や ， 染 むる をり しも. ぞいと によるて ふ 驚の なく 

屛 風に 河べ に 柳た てり 人 ゆく.. 

われの みや 05^ つ 、 過ぎな む 打ちの ほる 佐 保の 河原 S. 靑 柳の 絲 

じょ 

赛 はこと ぐ さの やうに めぶ 

^り を 


〇 はさり の 神 機 を截る 神。 


〇 いさめね f "止せぬ。 

〇 かた を »s み -0 

〇 山吹の 影し の 歌 「か はづなく 

神な、 び 川に 影 見えて 今 か (ャ) さく 

らむ 山吹の 花」 (新 古今 二、 卷下) 

〇 井手の 里 山城 同に ある C 

〇 衣が へ 季節に 應 じて 衣み-著 更 

へる こミ、 古は陰^^？！：ヌ朔日ミ十 

n;5^H.、- に 行 ふ を 例 VJ した。 

〇 衣手 袖。 


樓 のさ かりに 友 だち とともに よめる 

春の きる 花 S 錦 は 天に ます はとり の 神 やおり 初めけ む 

おた じ 頃 

いひ しらぬ 庭 3^ も 有る もの を 野 山 を かけて など 思 ふらむ 

昔より 神 もい さめぬ わざなら し 花に うかる 、春の 心 は 

山吹の ぃ呋 きたる.^ の ほとりに 人 のぞきた るかた を 

山吹の 影し うつれば 神な びの 淵 も 恐き ものと や はみ る 

E 舍へ 行きて 住み 侍る 人の もと へ 文の はしに 

山吹 S 花の 盛りに なりな めど 井手の 里人お とづれ もせぬ 

衣が へ 

衣手 S かへ まもし さも 忘られて 今年 も 花の香 をぞ しめてき 

卯の花 

う S 花、 S 盛りに なれば 夕月の 影 を それとも わ かざりけり 

卯：：：： の 半ばば かリ にゃあ るら む 外 山のと のの 木立お ぼっかな う隈多 き 物 

からさす がに 薄綠 なる 若葉の 夜の け は ひ 面白う： 15^ 渡さる  >- に 桂の.！. f1 一風の 

そこ はかと なく. 5? ふ も faj なる 夜な リ人 は寢た る に や 遣 水の 音の み こま や 


かに さわめ くが 曹司の 戶ロ 些か あけな がらなる にお はさし 入りて 猶 まば 

〇 忍、 ひ 音 ほ.、」 > ぎす の 初音。  ゆからず ひとり かたりし め やかに 物語な どしつ、 忍び音 いかな らむ など 

思 ふ ほど 馬 道に 衣の 一音な ひ 聞え て あはれ を か しき. W かな まだし き ほどの 

萆 もえ 堪へ じ やな ど 云 ひて はざまより 入り 行く もの のしば しあり て 

ね もやら で 待つ と はすれ ど 郭公 穴 H に はえし も 知らぬな るべ し 

と 笑 はして いはせ てい にけ リ 誰なら むかくて の み 夜 を ふかす を もどかし 

と 思 ふなる ベ しかげ も =^ えねば 答 へ すべ きに もえ あらで ひと リ ごとに 

〇 あさる もの か は 探 察しない。 お S づ から 問 ひも こそ 來れ ほと、 ぎす 忍ぶ る ほど を あさる もの か は 

とい ふ も 立ちぎ きする 人 や あらむ 

扇に 森の 木深うて 郭公 鳥の 空に なく かた かきた リ ける をよ めと い ふに よ 

0 物し 氣、 はり。  みつ 此のぬ し 老いた る 翁な W ければ 物し とお も ひけむ 後に こそ さも 思 ひ 

なされ つれ  ， 

近 江なる^ 蘇 3 森の 郭公 ふるこ ゑに のみ 鳴き わたりけ り 

み な 月 の 初めつ か に 郭公 のた 1 蘀ぞ 鳴き て 行く をき きて 

〇 思 ひ 定めね ね、 はやの n- 然形  1 さかり 愚 ぐれば 秋に あ ふこと を 人 こそえ しも 思 ひ 定めね 

はちす を 


〇H-- と i5 ふの 歃 「速： 傘： の 濁りに 

しまね 心 もて 何 か は を 玉 VJ あざ 

むく」 (古今 三、 X) 


0 ませ ませ 垣、 竹 木に て 作った 

低く  HI 荒き 垣。 

〇 みそぎ 河原に &で 水に て 身 を 

洗ひ浩 める こ-/. -0 

〇御^?の^6べ ©.ft 難 波に ある 0 

大作の 〔J5so  <^,大|§5^島之内道顿堀 

の！ r 

〇 なにば の 事 萬^に ^波み-かく 

0 なごし の？^ へ 名 越？ g  、六 H. 晦 

B 諸. にて 行 はる  >神事0  so 

水無月 

〇 ひたのお VJ 鳴子の 音 0 


〇 たな £5 たの 逢 ふて ふ 云々 七月 

七： U 夜お 牛、 織女の 一 一星が 天 之 川 

を； おつ て 相. ^ふ"、 J いふ 故事 0 

0 さがな の わざ さがな はさが な 

しの 語 接、 邪の わざ 0 


，すけし 蓬 藥に又 こそけ さは あざむかれ けれ 


玉と 思 ふ 露 は. 

六月 船に て 一昔 樂 する を 

川 波の音の 涼しく 聞え しに 秋風 をし も 遊ぶな りけ り 

屛 風に-: ハ》^ 神の 社の 木陰に 人た てリ 

夏の 日の あつたの 杜と いふなれ ど 木陰れ て 吹く 風 は 有りけ り 

のちのみ な：： ：- に 秋た ちけ る 曰 

とこなつと w-x〕 し 花の ませの. 2： も 涼し さ ごとに 露、 ぞ おきけ る 

障子 に み そぎす ると ころ 

たった こえ 御：？ 1: の g ベ に 身 そぎして なに はの 事のう さも 殘らす 

いかなる 時に か 

秋，  > そ は 立ちて 來 ぬらめ 波風 をな ベ てな ごしの 祓へ する ころ 

ra 居 の はつ 秋の 心 を 入の よます 

いと はや も 岡べ の 早 稻田秋 立ちて ひたの 音 さ へ ほに 出で にけ り 

七日の よ ひ 

たなばたの 逢 ふて ふこと も 語ら はじさが なの わざと 空に もぞ しる 

又 ある 年の 秋 

散の こり  八 三 五 


〇 たな はたつ め 柳 5^ せ 女、^ 女 

星、 初秋のお. 天の川^に 現 はれる 

星 0 


〇 衣 はすら じ 衣に fOf 紫ケ權 りつ 

け て は を つける こ.、. - をせ ぬ。 

〇 ま^ 原 ま は 接頭語 0 


〇 おふけな く 身に 不相應 な こ-/ J 

〇 知らぬ 云々 「三 冗 夜中 新另色 n 

二 千 a;; 外 故人 心。」 (.曰 氏 文集) 

〇VJ なまりよ か 十 HBO 


〇 おもな くも 恥 かしく も n 


〇黑 かみ 山 男體 山の 異名。 


散の こ 八 三 六 

秋 くれば 露の か、 らぬ袖 もな したな ばた つめに 何 を 貸さ まし 

たなばたの 明くる 夜 をし む 頃より ぞ 草葉の 露 もお きま さりけ る 

をみ な へ し 

秋 ごとに おもが はりせ ぬ をみ な へ し 幾 世の 人 を あだに 兒 つらむ 

获 

ことさらに 衣 はすら じ ま 萩原 分け ゆく からにに ほ へ る もの を 

秋の 缺 とて 

秋の 野 は あはれ なりけ り 夕風に を 花み だれて ちれる 白露 

月 みれば おふけな くし も 成りぬ かな 知らぬ 千里 も 思 ひ やられて 

は 月のと を まりよ かの 夜さリ 

世に しらす 月夜よ しと は 思 へ ども 明日の 夕 を 待た すし もな し 

もちの 夜に よめる 

おもな くも 照らせる 月の 光 かな 中なる 人 やい か  >  見 るら む 

ある 人 東に まう で來て 八月 十五夜の 心 をよ める によめ と 侍れば と いふ 男 

にか はりて 

ぬば 玉の 黑 かみ 山 はこえ 來れど 今夜の 月ぞ さやかな りけ る 


〇 ひぶね » の 木に て 作れる 船 „ 


0 花づま ts- の 異名。 


身に つけたる 樣を もま だ しられぬ を 男に しも か はれら むよ 猶 手なら ひ 

にと てな む 

月 あかき 夜 ひぶね にて  . 

月影に のれる 心の ま、 ならば いづこの うらやと まりなら まし 

秋の 旅の 心 を 友 だち とともに 

はり まが た 明 石 S 浦の 月 も：： つ 旅 をう きも S と 何 m 、ズし け む 

ある 時よ める 

袖 3 上に おほえす おつる 淚 にもす -V ろに 门は やどりぬ るかな 

秋の. 與て ふ こ と を 人 のよ ませた る 

秋 は ぎ S 花づ まに ほふ わ が 宿 を 知らで や 鹿 S 聲も 聞えぬ 

かりがね 

岡の ベ の 松風 霧き 夕 ぐれ を 過 さで 落つ る 初 かりの 聲 

風 はやみ 浮きた つ 雪に 誘 はれて 臈は やどり もせで ゃ來 つらむ 

秋の あはれ と 思 ふ 心 をよ まむ とて 人 もよ むに 

秋 はた 野べ の を 花 の ほ G ぐと 見 ゆる 夕の さ をし かの I ぽ 

山 ざとの 色 こき 稻に まじりつ ， を じか 鳴くな り 秋 の 夕 ぐれ 

散の こり  八 一一 一七 


o ラれ たさ g れ たさ。 


〇 思 ひわ、 ひ 友 VJSra  く ひ VJ も wJru 

くな 隙す 0  , 


友 だち の もとなる 菊の花 を 人の がり 折りて やれり ける と 聞きて いひつ か 

はしける 

行きて みむ まがき の 花と 思 ひし はよ 七に 聞く ベ き 名に こそ 有り けれ 

かへ し  - 

うつろへ る 花ぞと 聞く-か うれた さに 思 ふ 人し は兒 せむ ともせす 

ひと もとぎ く 

思 ひわび 友と 聞く ベ き蟲の ね もうら がれ 行く か淺ぢ ふ の 宿 

九月 十三夜 

今宵と てめ づる ほどなく 更けに けり 長月の 名 やい か 、"有 るら む 

山 ざと にて 

山里の もみ ぢの色 を 見ぬ 人 は 秋に 心 を 染めす や 有 るら む 

又 こと 秋に 

かた 山の つた はふ 道 を わけ 來れば 厳 も 秋に 成りに けろ かな 

野の 草 かれな むと する て ふ 題 を 

获が 枝に 待ちつ る 風の 秋 ふけて 露 もお き あへ ぬ宫ぎ のの 原 

かた 山 ざと に 親しき 人の 住みけ る を 問うて 十月ば かりなり 


o うつろ ひざかり 色番の盛^^0 


〇 かれぶ 草の 枯れた る 地。 


〇 むす！ £S ほれ 結 はる 0 かたまる 

〇ss きも あへ ぬ 招かう VJ しても 

招き 得られね。 にむ す！ £5  > れた 

袖の 故に、 又 粘れた すすき 故に。 


〇 思 女 a 花の 異名 0 君 を S ふ 

心に 掛<0 


寂しと はこ. れを云 ふらむ 木の 紫 ふり 月影す める よはの 山風 

柴 の 庵に 夜 はの しぐれの 音 聞きて ぬらせる 袖 はいつ か 乾かむ 

菊のう つろ ひざ かリ なる 頃た はれ ごと ども をい ひて 

時 過ぐ る、 J と をう き 世と きく もの をな ど ふりが たく 勻 ふな るら む 

冬の 革て ふこと を 

荻 原 や 庭の かれ ふに 風 さえて 秋に も 聞かぬ 聲 のみ、 ぞ する 

枯れた る 薄に さして 人の がリ やる 

君 もまつ ゆ ふべ の 霜に むす ほほれ 招き も あ へ ぬ 袖 を せば や 

かへ し 同じ 薄に さして ぁリ 

秋 過ぎて 心 かれ 行く 花す、 き 招かぬ やど は 誰か 訪 ふべき 

立ち か ヘリ こと 草の まだ 枯れぬ に さし か へ て 

霜 がれの 野べ とはい へ ど 思 草 を 花. かもと に 有りと しらす や 

又 かへ し 

かれぐ の を 花が 袖 はかくす ともた のまむ もの か 霜の 下草 

雪 ふる 口 あまたよ みた" ける 中に 

白 雪の ふりと しふ れば帛 潜な る 木々 こそ あらす wr- もれに けれ 


り  八 さ 

松 杉 も ひとつに 埋む I!!: ながら もとの 姿 は ぞ 見えけ る 

女 ともだちの 許に いひ ゃリ ける 

たをゃめのゎが身とふべきものならで雪には人のなど待；^るらむ 

か へ し 

もろともに ふべき ことの 難ければ 心の ゆきと 名づ け て ぞ ふ る 

しばらく 有リて かなたより 

よし さらば 雪の 山 を も 作ら まし 外の 消えな む 後に とふ やと 

か へ し 

やど ごとに 雪の 山の み 高 かる を いづれ を さきに 消えむ とかしる 

又 こ >f ょリぃ ヘリ 

わがや ど は 不一 一の みゆきと 積り にき 消えぬ をと はむ 心 定めよ 

と い へ るに くれ 過ぎに ければ にや 答 へ はな かリ しさて 明くる 朝ぞか へ 

しとて 侍り つる を 忘れて 書き も 止めざる なり 

としの 終る ほどに 親しき どち 集 ひて 物が たりし 侍る に 

思 ふ どち 語ら ふ ほどに 暮れて 行く 年 はふる ともよ は ひ 伸びて む 

いづれ ゆ 年の 暮 なりけ む 


C はじめて あ ふ これ S! ひたる 古 

き as 

n たうべ たる *  ひたる を。 


0 おもな さ かしき 0 


い たづら に 過-ぐる も 知らで 暮れに けりこ としは 年の 餘り だに あれ 

古き 題に てよ めと て賀 茂の 主の たうべ たる を 心 も 得ず はじめて あ ふ 

はかなくて 明け は あけなむ 美しき こと をば 後も盡 しこ そせ め 

あ し た 

ねぬ る 夜 は 夢 か 現 かお も ほえで おもな さの みぞ 今朝 はこと なる 

相思 ふ 

かよ ふべ き 身に しも あらば さよ 更けて し-ぐる 、道に 君 は ぬらさ じ 

相 田 5 はず 

いで やた 狭 も 思 はぬ 世の中 はうる はしび て を やまむ と ぞ思ふ 

一夜へ だてた る 

1 夜 ふといへ ばた 易し 昨日 今日お ほつ かな さの 數をゃ は 知ろ 

二 夜へ だてた る 

末い かに 麋ゃ 重ねむ 手枕の 新しき ほどに ふた 夜 こぬ 君 

人 を 待つ 

思 ふなる 心に 數 はなき もの を猶 こそ 待た め 三年 過ぐ とも 

待たず 

散の こり  八 四 一 


散の こ 


0 涙 は ゆるす 淚は 出ない をり。 


〇 三 轅の山 大和 国 磯城 初瀨 

山の 


〇 い-/ J しも 青柳の 絲に 副詞の い 

VJ を 掛<0 


〇 たのめ じ たのまれ じ。 

〇 御逮 のうら わ 御津の 溶に 同じ 

s» 律 聞^ 波に ある。 大作の 鄉 0 

〇 忘れ 貝 瀬戶 内海に 多く 產 する 

1 ti の 貝 0 忘る に 掛く。 

〇 花やり 衣 花權 りに したる 衣。 

〇 さね かづら 木 顧 科 植物。 かく 

るの 「くる」 ミ綠語 0 


リ  八 四 一一 

f  J じと いはば 來む夜 も ありと 待た まし を こむ と g めて， .1 しゃいつ なる 

人 しれぬ 

よ ひ/, \ に淚は ゆるす 折 も 有る を やる かたなき ぞ 心なり ける 

入 にしら る 

三輪の 山し かも 霞 はかくせ ども 花 は 名に こそ あはら はれに けれ 

tl るた 力へ 

いせじ まや 機のう へ ゆく 浮 波 は 寄せ こそ まがへ よその 玉づさ 

たのまず 

なびく かた 定めぬ もの を靑 柳の いとし も 人 は 思 ひたの めじ 

わする 

なにはがた御津のぅらゎの忘れ貝i^^^ひろはむと思ひかけきゃ 

わすれず 

忘れす よ 花す り 衣 露 分けてう つると いふ も i にし 昔 を 

人 を 祝 ふに かづら のか.' れる 松に さして 

松が 枝に 契り を かくる さね かづら 千代と もちよ を榮 えこ そせ め 

ことぶく ベ きこと it りて. < のがり 行きたり ける にかた へ なる 屏風に 


〇 かた »。 


〇 みつの 峯 山 域 阈 稻 山の *f 頂 


0ラき^*!-に云々 上の句 はいかに 

VJgE ふ S の 序詞 0 

0 ゆ ほび か ゆたかに ひろぐ 

したる さま 0 


〇 いそな 破に 生 ふる 箪 にて 食用 

ミ すべき も GG は G 

〇？^ ゆきぶ りの 心 やり 道中のお 

はらし 0 


山川の 壞 にミ， -みぢ いと 多く 散り か 、れ るかた 有る をよ めと い へ ば 

せき つれば 秋の 常に やなり ぬらむ 瀨々 の もみ ぢば絕 ゆる 日 もな し 

ある 人 の 賀の屛 風に 田 刈る と ころ 

よろ づ 代の 秋の 山 田に かる 稻の數 こそ 積まめ 君の よは ひ は 

稻荷詣 でした るかた を 

ひとす ぢに 我がね ざ ごとの 深ければ みつの 峯をも 今日. ぞ 越えけ る 

心う き 事 侍る 頃 ある 人の もと へ 

うき 事に あ ふみの 海の いかだ こぎ やよ 如何にと も 問 ふ 人の なき 

相 摸國の 江の 島に ま うづとて つとめて 立ち 出で てけ リゅ ほび かなる 海の 

つら を！：：^ つ  >- 行く ほどよに おぼえぬ 心地す  , 

思 ふ どち 浦より をち の 沛づた ひ 玉 も ひろ はむ 沖に をれ 波 

今少し 浦づた ひせ まし かば いそな も 摘みて むと いふ 人 あれば こ は 久しぶ 

りなめ リ とて 笑 ふ もぁリ とても かくても 道 ゆきぶ リの心 やりに こそ 夕し 

ほみ つ る 頃な む 江の 島の わたりに 到りぬ しほの 行き あ ひの 所 波 い と. a う 

立て リ 

わたつみの 引き わたしぬ ろ 白 布 は 浦の あま、 } そ かづくな るら め 

散の こり  八 E:ni 


o 磯ぶ り 岸 打つ 波 

〇 潮 がれ 千 潮 0 


〇 お まへ にまゐ りて 辩財 天に 參 

詣 して 0 


〇 さが きざし 0 前徵" 

〇 あしが に 葦^、 麼の I 種 <= 


のこ リ  八 闲 四 

と い ひて そ を 渡る ほど いと 恐ろし かりき さて さるべ き 宿り もとめて 寺れ 

ど 機ぶ りの 音に 枕 ひ けばね むかた もな しとて 人々 起 きゐて よもすがら 

詣づる 人の 江 を 渡る をおば しまに ょリて はる こ 、 は 潮 がれに は いと f!f か 

り ナリ 

潮干 潟 袖つ く 波 を 渡りつ 、月 をい ざな ふ 秋の 旅人 

などい ひつ  辛うじて 明けぬ お ま へ にまゐ りて まかる 道に い と./ \ 小さ 

くて らうた きかに のゐ たる を ふと 取りたり ける にこ >t にし も 蟹 を 得る は 

よ き さ がぞ とい ひ傳 ふめ る と 人の い ふ を 喜び て 

神の ます 沛の あしが に 足た ゆく はこぶ あゆみの しるし をぞ 得し 

此の 大 神に ねぎ まつる 事 ありて 七た びな む詣 でむと する を こたび は 四 

たびに H 、ある 


しき！ i-d く 仁- IH た stt 

大成す る 素！ K が 降た つ てあつた 


若く まだし き ほどの わざ. ぞ とはいへ ど、 心 はいたり ぬる も はた あ，， ズ、 あ 

しびき り 山ぐ ちしる かりけ る をと、 あが 賀 茂のう し S 悔い 惜しま るれば、 お 

のォ らぁづ かりて 拾 ひたるな り。 いで や ことなる 色な りし も 有り つらむ を、 

いづち いに けむ、 5^ の 後の さ 枝に のこれる ことの 葉ぞこ eo 


常 


散 の こ り 終 

& のこり 拔 


八 g: 五 


「つく は 山 葉山繁 山し ゆ 

きを ぞ たが こも か 上 ふした にかよ 

へ 我が 妻 はした に 1 風俗 常 S! 歌) 


U 點 あはせ 和歌な 5」 を 評する に 

«- きものに 點 * かくる こミ 0 合 SSO 


筑波子 又し けい子と もい へりき。 筑波山 は 山 茂 山と いへ る 古 耿の詞 により 

て 通 はしお ほせた る 名なる ベ し。 進藤正幹ぬしの養ひ.^にて土岐賴^ぬしの 

妻な り。 縣居 S 翁に 物學 びて 歌よ む わざ をよ くせり。 限りなく 來れ ども 同じ 

とよめ る 初春の 歌に 評せられて、 天 暦の 頃の 女房の 口つ きとお ほ ゆな ど 翁 も 

ほめき こえられたり けり。 こ/^にぉのれ近き頃此の刀自の歌の ー卷 見出で た 

るが、 こ は 皆 翁の 點 あはせられ たる 限り をえ りて、 自らの 筆して， きおけ る 

になむ ありけ る。 珍ら しくお ほえて 一 わたり 見お よ ほす に、 年久しく かたみ 

の 底に おしいれ たるま、 と 見えて、 字 ども 蟲 ばみ 紙な どす、 けに たれば、 所 

所よ みとりが たき も 少なからぬ を、 思 ひよ る ま 、に 一つ 一 一つ かき 清めて かく 

寫し をへ ぬる を、 やがて 板に ゑら せた るな り。 いで や 此の 刀自の 名に しお は 

ば、 繁き 言の葉 かすつ もりたり けむ を、 筑 波ね おろしい かさまに さそ ひいに 

て か、 この も かの もに ちり ほひう せけ む。 猶 朽ち 殘れる も あらば、 すぎ/ \、 

に 拾 ひ あつめぬ ベ しかし。 今 かきあつめし 限り は 短歌 も/' とい ひて 餘れ る數 

六十 ぢ まり 八うた、 長歌 一 一うた、 詞は唯 一 つのみ なむ。 

筑波子 家集 序  八 四 九 


筑波子 家集 序 


文化 九 年 四月 


淸 


八 五 〇 

水 濱 


o うすら ひ 薄き »a 


〇 限りなく 来れ 5.M 

れ ，ビ も 0 


年々 來 るけ 


筑波子 家集 


土 岐筑波 子 


春 部 


年の 內に 春た ちけ る 日 

あら 玉の 年の こなたに 春 くれば 雪 もちり つ 、梅 もさき けり 

冬 深き 水 もぬ るみて うすら ひのとく る 心に 春 ぞく まる ， 

しはす 閏なリ ける 年の 暮に 春た ちけ るに 雨の ふリ ければ 

1 年は猶 のこれ ども ふる 雨のう るふた よりに 春 やきつら む 

むつき 

限りなく 來れ ども 同じ 春 なれば あかぬ 心 も か はら ざり けり 

何となく 心ぞ 春に なりに ける 霞み も あ へ ぬ 空 を 見つ ， も 

花と いふ 花の さくべ き 春 なれば 勻 はぬ 程 もめ づ らしき かな 

うら と 春し きぬれば 鶯の聲 もまた でぞ 聞き そめに ける 

筑波子 家集 春 部  八 五一 


统波子 家集 

0 まさき、 づら まさきの かづら 0 


〇 松 を 引き 古、 正月 初子の 日に 

野； 5^ に 出て 小 松 を 引きて 千代 を 祝 

ふ 0 


〇 つむ や 若菜 云々 K 月 若菜な 摘 

みて 食料 ミし邪 氣を拂 ふ。 後 専ら 

正月 ヒ 日の 行事 ミ なる 0 


春 部  八 五 二 

足 引の 山べ にお ふるま さ きづら くれ ども 春 はっきせ ざり けり 

葛 飾の 野邊の 霞に 立ち まじり 若菜つ むべき 春 はきに けり 

見渡せば 霞の ころもよ そ ひつ 、今朝 珍ら しき 春 はきに けり 

うら/ \ と 龍み そめけ り 此のね ぬる 朝け の 空に 春 やた つらむ 

霞た ち 梅の かをり もま さり ゆく む 月の 空ぞ 嬉し かりけ る 

さほ 姬の 手： S の絲の 打ち は へ て くれ どもつ きぬ 春に も あるかな 

元日 子 日な りければ 

む 月た つ 今日 さ へ 松 を 引きつれば 心 ゆく ベ き 春に ぞ 有りけ る 

殘雪を 

花 もや、 に ほ はむ と 思 ふ. E 里に お ほつ かなく も 殘る雪 かな 

わかな 

春 日 野に つむ や 若菜 は 一 とせの 心す さびの はじめな りけ り 

しる 知らぬ 共に つめ ども 春の 野に おふる 苦 菜は盡 きせ ざり けり 

人の もとへ 若菜 やる とて 

つめ ど、 沾 つきせ ぬ もの は 野べ にお ふる 若菜と 君が 齢な りけ り 

梅 をみ て 


〇 人め かれ ゆく 人 HII れ ゆく  „ 

入 か C 見られなくなる 0 


春た ちて に ほへ る 花の 顔：： れば我 さへ 共に ほ、 ゑ まれけ り 

梅 を 見る 翁 かける おくに 

もろ 共に 花に むつ る 、驚 は 思 ふ どち と ぞい ふべ かりけ る 

0 

けさょりはっぎてとはなむ我が宿のぁさしぬ原にきなく§^| 

よの 中のう きも つらき も 鶯の聲 をし 聞けば 忘られに けり 

欲 合に 梅の 花の ちリ すぎた る 後に？ $a の なく を 聞きて 

山里 は 人め かれ 行く 此の ごろの 春 もさへ 訪 ふうぐ ひすの 聲 

きさらぎ 

きさらぎの 空に しなれば 一 年の かくて 有れな と 思 ほ ゆる かな 

かすが 野 S 霞 もい まだ 分けな くに 春 は 半ばに なりに けらし も 

花 を 見て 

春霞た ちそめ しょり いつしかと 空に またれ し 花 もさき けり 

花の ころ 山路 をす ぐと て 

なほ ざり に 打ち過ぎ ぬべ きか ゆ もな く.^ ひ あらそ ふ山徵 かな 

家の 花 さかりなる 頃 


筑波子 家集 春 部 


八 五三 


筑波子 家集 夏 部 


八 五 四 


い たづ かで つかれないで „ 

0 たつの 都 馥宮。 


0 ねぎ _、、JVJ 願 ひ/、 JVJO 


と はれな ば やさし かるべ き 宿 なれ ど 花し 勻 へ ば人ぞ 待た る > 

山里へ 花見に 行きて 

山 は 皆 花の すみかと 成り はてても と 見し 庵ぞ たどられに ける 

櫻 山吹な どの 錦の やうなる 枝 どもの 淸ら なる 池の 底に う つりぬ る はた 

ちに むかへ るよ リ もこよ なう を かしうて 

わたつみの かしこき 浪 もい たづ かで たつの 都の 春 を 見る かな 

石 水 りんじの 祭  ， 

花 をし も 見つ 、越 ゆれば 男 山よ にね ぎ ごと も あらぬ 今日 かな 

三 =: 松に 藤の か 、れる 所 

よと 共に か はらぬ 松の 心に は あやなく 浪 のこ ゆると や 見む 

ふぢ を 

立ち か へ り みれ ども 岸の 藤浪 はよ せく るた びに 袖ぞ 儒ら さぬ 

夏 部 ■ 

おそ ざ くら 

などて かく 春に も あはで 山陰に 木戀れ ての み獨り くらむ 


一 


o 吹かな む なむ は 願望の 助詞。 


〇t ひ 喪中。 


0 なり 所 別邸 


のこ リの樱 

心して 風 も 吹かな む 春 だに もさ そ はで 過ぎし み 山 ざく らぞ 

ほと >f ぎす 

五月雨の ながめ まされる 夕 ぐれに うたても 鳴く か 山 時鳥 

卯の花の 暌き 初めし より ほと、 ぎす 契らぬ ものの 待 たれ こそ すれ 

ほと 、 ぎす 鳴く やさ 月の 橘の 花ち る 頃の あかす も あるかな 

さっきの しも 鶯の 音の さらが へ りて めづ らしく お ぼ ゆるに 時鳥のお の 

が 折し りが ほに 鳴き わたる をき きて 

鶯 にこ ゑう ちそ へ て 春 夏 を 語ら ひか はす ほと ， ぎす かな 

さつき 五日の 日お も ひに こもりて 

墨染の 闇に こもれる 我が 宿 は あやめ も 知らぬ 音ぞ なかれけ る 

菅原 ぬしの 家に さ 月 六日の 日 人々 と共にうた げして 

諸と もに あそぶな りけ り 物の ねに 聲 うち そふる 山 ほと ， ぎす 

村 田ぬ しのな リ 所に 人々 と共に まかりて 

思 ふ 事な くして くらす 今日の みは 郭公 さ へ 待 たれ ざら なむ 

五月 道 ゆく 人 郭公 をき く 


筑波子 家集 夏 部 


バ ョ 


筑波子 家集 夏 部 


ぺ五 i 力 


0 えなら やよ いふに いはれ や 0 


〇 わくら はに たまさかに „ 


おくれす も ゆか まし もの を 郭公 いづち の 空に 鳴きて すぎけ む 

ゆ 力 ぼ 

中垣の あら はなり しも 夏 くれば 這 ひもて かくす 夕が ほの 花 

さ ゆ. リ 

あつ さに は亂れ ながら もえなら すよ 勻ふ さゆりの 花の 姿 は 

夕- m の 苗 を 人の がリ やる とて 

夕が ほの 花 る 時に つゆ 深き あさ ぢが庭 も 思 ひいでな む 

ほたる 

夏の よの 螢ゃ 11： ぞ 明け ゆかば I 路 より さきに 消えむ とすら む 

浦風に 螢 みだる 、潼の 屋の里 は 夜 こそと ふべ かり けれ 

六月 海の ほとりに す^みす る 所 

みわたせば 涼し かりけ り 浦風に ゆく へ を まかす 海 士の釣 舟 

風 そよ ぐ 浦の あしべ の 涼し さに いかで か浪の 立ち か へ るら む 

みなづき 

風 をのみ したしき 友と 賴 みつ 、あやなく 暮す 六月の 穴ェ 

わくら ばに 涼しき 風 も 通 はなむ さばかり 遠き 秋なら なくに 


秋 立ちけ る 日お も ひに こもりて 

よもすがら いと 物 を や 思 はまし 蟲 のね 侘 ぶる 秋 はきに けり 

欽 きつ ， くらせる もの を もの 思.^ 秋 さ へ 今日は 立ちに ける かな 

七日の 夜 

天の河 渡り わたらす 夜もすがら 覺束 なく、 ぞ 眺められ ける 

あまの IH- か はせ 涼しき 夕月 もよ そに みつ ， や こぎ 渡 るら む 

0 年の わたり VJ 云々 1 年 I 度の 逢賴 なき 中 だに ある を 天の川 年の わたりと かこた ざら なむ 

？^；！瀬ミかこたゃぁれょ。  3  ？ 

； 限りなき 天つ み 空の 棚 機の 中 さ へ 名に はたちに ける かな 

一  あした 

0 かたみに 互に。  立ち かへ りかた みに 物 や 思 ふらむ きの ふわたりし 天の川な み 

秋 風 

OI 洗 ひ 衣 解いて 洗濯した 衣 吾が 背 子が とき 洗 ひ 衣 も 縫 はなく に 荻の 葉 そよ ぎ 秋風の 吹く 

秋風 はしかな く 野 逢の が 花ち り ゆく 頃ぞ 身に はしみ ける 

-,  むし 

筑波子 家 第 秋 部  八 五 七 


o う ひなる 初なる * 


0 秋の 最中の 月 八月 十五夜の 月 


筑波子 家集 秋 部  八 五 《 - 

秋の 夜 は 寐られ ざり けり あはれ ともう しと も 蟲の聲 を 聞きつ ， 

秋の 野に あそびし つとめて 人の もと へ 花 どもお くると て 

ひとりみ む 千く さの 花 を あたらしみ 心なけ にも 數多手 折りつ 

八月 十五夜 

端 居して 今宵の 月の 影 みれば 面な きまで ぞ 照り わたりけ る 

1 とせに 一 夜の み 見る 月 なれば ひたすらに こそ 向 はれに けれ 

照り わたる 月 をし みれば 心さ へ いたりい たらぬ 海山 もな し 

秋 毎に おも なれに ける 月と いへ どいつもう ひなる 心地 こそ すれ 

秋の 夜の 月に ぞ物 はお も ほ ゆるいた くも 空の 晴れす あらな む 

秋の 最中の 月 よもすがら いたう 曇りければ 

見る 人と 月との 中 を 隔て つ ， 心な やます 雪に も 有る かな 

いかなる 時に か ありけ む 月を兑 て 

とも すれば 月み る 空の 曇りつ ， お ほつ かなく もぬ る 、袖 かな 

は ぎ 

何となく 鹿の 音 さ へ ぞ おも ほ ゆる 竊の获 の 花の さかり は 

秋 夜 


〇 音すな り なり は 詠お の 助動詞 


0 まさ きづら まさきの かづら 〔 


此の ごろの よる はきぬ たの 音すな り 鳩の 聲 はた 打ち そ はりつ > 

ながめつ 、す  >  ろに 物 を 思 ふかな 臈鳴 きわたる タ ぐれの 空 

夕 ぐれの 霧の まよ ひに 鳴く 臈は あやなく 誰もと ひ 渡 るら む 

衣う つ 

露霜のお くらむ もの を あさ ぢ原 あかつき かけて 衣う っ聲 

秋の 末つ かた 友 だち つど ひて 紅葉の 宴す ときく に ゆかむ 事の えま かせぬ 

を かこちて 

い たづら に 袖の みぬる ゝ 時雨 かな 山邊 はさ こそ 紅葉し つらめ 

まさきの かづら の もみ ぢ しける を 見て 

とも すれば 下 紅葉す る まさ きづら 秋な きものの 秋ぞ 見せけ る 

冬 部 . 

冬の 始めの 歌と て 

しぐれつ 、淺ぢ 色 づく鳩 鳥の 葛 飾 野べ に 冬 はきに けり 

冰の 結び はじめた る あした 


筑波子 家集 欠. 一部 
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o ひも 镜 水面 鏡 。冰の 面の 錢に 

似た VJ ころから その 異名 VJ した 0 

〇 朝い 朝^r 


0 こ * ら かづける 許 多 被いて ゐ 

る 0 


筑波子 家集 冬 部  六 〇 

ひも 鏡 結び 初めぬ る 今朝より は 朝い せで こそ 見る ベ かり けれ 

紅葉 殘れり 

もみ ぢ葉 はと もしく なれ ど 神無月し ぐる  > 頃 ぞ見 るべ かりけ る 

神無月 

都に は衣更 へす る 神無月 やまざと 人 や 冬 ごも るら む 

あらし 

筑波 ねの 木の葉みながら 吹きみ だり かしこき ばかりた つ 嵐 かな 

紅葉お つ 

もみ ぢ 散る ふもとの 里の 山が つ は 唐錦 を、 ぞこ/ V ら かづける 

あかなく にもみ ぢ葉拾 ふ 木の 本 はいと ふ ものから 風ぞ 待た る > 

時 雨 

今 こそ はふり 來に けれと 思 ふまに やがて 時雨の 音ぞ絕 えぬ る 

冬 人に わかる  . 

別れ路の 空に うち 散る 白雪の 心 亂れて ゆく へ 知らす も 

鴛 鸯 

難 波が た t 盧閒の 牀も霜 がれて ぬるよ な ゆなる 篤 驚の 聲 かな 


〇 山が つのの 歌 歎きに、 木、 思 

ひに、 火 を 含む。  ； 


？  J はかり も 時 も 0 


〇 思 ひねの 歌 人を戀 ひつ、 寝て 

は マ』 に 人の 面影な W る こミに ふけ 

つて、 今 齊 な， ビ はもう 夢 も 現も區 

別が つかない やうに なって しまつ 

た 0 


火 をけ を 手 まさぐ り にして 

山が つの 歎き こりに し 炭 なれば 今 も 思ひぞ もえ 渡りけ る 

埋 火 

とば かり も 立ち 離 るれば 堪 へ やらで やがて 寄り そふ 埋 火の もと 

雪 

舂 ならで あら じ ものと は 思へ ども 空に 花 こそ 散り まが ひけれ 

散り 亂 るみ 雪 は 冬の 常ながら 思 ひふ る さむ ものと しもな し 

戀 部 

しらぬ 人 

ほのかに も 見し 人なら ば 思 ひねに 慰む 夢 も あらまし もの を 

年へ ていふ 

谷川の 岩ね の杣 木い つまで か 浮きて はかな きよをば 過ぐべき 

始めて あへ る 

思 ひねの 夢の す さびに なら ひきて 現 ともなき 今宵な りけ り 

あした 

筑波子 家集 戀 仄六 1 


〇 ラら なく 隔てな く 0 


〇 ひぢ ぬる ねれる。 ひたる 0 


筑波子 家集 戀部  ^；^六 二 

うつり 香の 殘る ばかり は 夢なら で 夢 かとた どるよ はの 面影 

. 相お も ふ 

年 ふと も亂る 、事の なく もがな うらなく 馴れし 君が 衣に 

うちきて あ へ る 

笹 分けし 裳 据の露 はさしながら 待つ にひぢ ぬる 袖 も 見よ かし 

人 を ま つ 

誰が M の 花 たちばな かま さるら む 時鳥 だに と はぬ よ ひかな 

おも ひ いづ 

故鄉 のつ ゝ 井の 水に みし 影の こ ひしき ごとに 袖. ぞ ぬれけ る 

契れる 夜し も 人め しげくて え あはれ ぬに 

恨 むらむ 人の 心. ぞ おも ほ ゆる 我が身に そ はる 憂き につけても 

思 ひつ、 いもね ぬ嘵に 

つら かりし 鐘 も 今 こそ 聞 ゆなれ 逢 ひ 見し よは を傯び あかせば 

寐 覺の戀 

うた 、 ねに 見えつ る 夢 ははかなくて つれな く殘る 人の 面影 

祈る 戀 


O かれ. <\ な x> う くしき 

o こ VJ かたに 他の 女に o 


わび ぬれば 神の み 前に もらすな り 人 しれす のみ 思 ふ 心 も 

雨の ふる 日 人 を か へして 

ひとりの みぬろ とや 雨 を かこつら む 殘れる 袖 も 露け きもの を 

かれ J3L\ なる 男の もとへ 

ことかた に 人の 心の かよへ ば や 夢路に さへ も 見えす 成り ゆく 

まだき しぐれのと 恨み つれば 返し  . 

思 ひつ 、 ぬる 夜なければ 通 ひて し 夢 ぢも今 は絕ぇ やし ぬらむ 

いにしへ の 蘆 やの 里のう なゐ 少女の はかな かりし 事 ども を 題に て 彼の-一 

人に なりてよ める よば ふ 男 よもすがら 女の 家の 門に たちて 

われなら ぬ 人 にもつら き 心と は 思 ふ ものから 猶ぞ 恨む る 

又 ひと リの男 

歎く ともこ ふと も 知らで 人 はし もい かなる 方の 夢 か 見 るら む 

身 を なげむ とする 時 女 

いづち とも 思 ひわ かれぬ 身の 果て はうた かた 浪を よるべ に. ぞ する 

みまかりて 後 男 

今 は 身 S うき 鳥と こそな りに けれ 競 はで 共に みつべ きもの を 
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河の 瀨 にこ >ら 浮べ る 水鳥 もお のが じ/' こそ 底は定 むれ 

■ 女 かへ し 

水鳥のう きね の牀を 定め かね 音 をのみ 鳴きし はてと 知らな む 


0 い VJ なき い VJ まなき <* 


0 人 やりなら ぬ 人の S でなくて 

自ら 進んで 行 <旅0 

〇 く, つ 舞お 又は 遊女 0 


雜 剖 


天 


よ と共にみ つ ， くらせ ど樣々 に 飽かぬ は 空の 景色な りけ り  一 

雲  一 

風 をいた みすぎに 過ぎ行く 浮 雲の かさなる 果て や いづこな るら む 一 

都 

一 

のどかなる 都の 程ぞ 知られぬ る 行き かふ 人の 袖の さまに も - 

mil 

とにかくに いとなき わざ は 多 かれ ど 心安き は 鄙に. ぞ 有りけ る 

旅 

我がた もとうたても 露に ぬる ， かな 人 やりなら ぬ 草枕して - 

く  つ  一 


〇 わ； J らひ なり は ひ。 


〇 みくま 野 みは 美稱。 紀伊阈 1!^ 

〇^ ゆ ふ »!i«、 又 溶 i も、 to 


〇 つ ハ.， はお をし つが ひで 無い £ 


はかなくて 夜な く か はるか" 枕 共に 旅 寢と思 ひや はせ ぬ 

あ き 人 

わたら ひの 心細 さも 知られけ り絲 うる 賤の絕 えす くるに は 

人の もとよ リ濱ゅ ふお こせたり ける か へ リ ごとに 

よる 浪 S 音に のみ 聞く みくま 野の 沛の濱 ゆ ふ 今日み つるかな 

家 こぼちて 新た につく リ かふる に 年頃の 名残の みか は 昔の事の いよ/ \ 

遠く さ へ なリ もて ゆく、. 5 地して 

家 はみ な あらすな りても なき 人の 面影の みぞ 立ち か へ るべ き 

馴れに ける まきの 柱し 殘， リ せば 忘るな と-たに 書きつ けて まし 

或 人の もた る 扇の 緣に 海邊に 人. やすら ひて 涼み をる かたかけ るに これに 

歌 一 つと ぁリ ければ 心 もえね ど 

ふくから に 立ちよ ろ？^ の浪 ならで 涼しき 風に さそ はれて けり 

あら じ 我が身 を 

露の みはお きそ はりつ ， 葛の 葉の うらみむ 虱よ 音便 もな き 

哀れと ぞ き，、 

終^つ が はぬ をし の 鳴き まど ひうた かた 浪の牀 もさ-ためす 
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〇 よし VJ いひし 「よき 人の よし 

ミ よく 見て よし V J いひし 吉野 よく 

見よ よき 人よ く 見つ」 f 莴葉 一 、雜) 


0 ゆく りなく 思 ひがけな く * 


たぐ ひ あら じかし 

橘の 花ち る 里に ながめして 暮せ るよ ひに 鳴く ほと 、 ぎす 

二月ば かり 旅に いにし 人 をお も ひやり て 

よしと いひし 士  C 野の 山の 隈も おちす 分け や 見 るら む あはれ 此の頃 

讚 岐國へ ゆきて ある 人の 許へ  ， 

松が 浦の 岸に よるて ふ 白浪の まなく も 人の 立ち か へ ら なむ 

よの子 をお くる 文の おくに 

心 をし 君 はたぐ へ て やり つれば 思ひ殘 せる 海山 もな し 

人 のうせ ぬと 聞きて 

あかす しも 染めし 紅葉 を ゆく りなく いづち か 風の 誘 ひいに けむ 

消息して いはす る やう はかなの 世 やい つも 時雨 はと さ こそ 打ち ながめお 

はさう ずらめ と 思 ひま ゐる にあへ なく こぼ るれば 

里 わかす しぐれ やすらむ 君と 共に こ ， にも 袖 はか わ かざりけり 

空に もしぐ るれば 

大 かたの 空に も あらで あやにく に 時雨 や 人の 袖 ぬら すらむ 

いかさま にかと S ひ やられて 


〇 なきば； R そふ 「ある はなくな 

き は JR そふ 世の中に あはれ 何時 ま 

であらむ ミ すらむ」 (榮 花、 月の 宴) 

C?/ まさ きづら まさきの かづら (is 

析 _*) に 13 じ 0 長く W いはん S の 

序。 

〇 すぐいた る S したる。 いは 音 

便 0 


わたり 川 渡り はつ やと 思 ふに も はかなく 袖ぞ ひぢ增 りけ る 

あ ひしれ リ ける 人の みまかれる をり 

とまる 身 も 風 まつ 程の 露の 世と 思 ふ ものから 人ぞ かなしき 

なき は數 そふ 世の中に あるが 中に も か つ ら 子の 刀自 はま さ きづ、 り 長く 賴 

みて S ひむ つび つ  >- すぎに し 祭の 顷は 必ず あふひの 名 を も 契り つる 物 を 

い たづら にす ぐいた る こそ あ いなうく やし けれ 《^ 染 にや つる、 身に も あ 

ら ぬすら 闇に まど へ る 心地す る を 男 あるじの なげか すらむ ほど も 思 ひそ 

へられて あさましう うたて あれば 

あま 雲の かからむ とし も 思 ひせば あくまで 月の 顏は 見む もの 

うちきらし, る やさ 月の 雨 もよ に. E 時鳥 ひとりき くらむ 

もの ， ふの 抉 もい かに 朽ち ぬらむ 雨も淚 もさみ だる 、頃 

いたう 古り て おもしろき 松 を 物に 植 ゑて 父君の 朝夕 かた へ さらず すゑ 置 

きて いくよて ふ 名 を さ へお ほせて こと 木よ リ もめで 給 ひ つる を 今 は只& 

のみ 殘リ ければ 

今 はし も Ij;^ に 契りの たが へ れば松 も 幾 代の なけき とぞ！ る 

いとけ なき 子のう せし 頃 
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〇 死 出の 山 死んで 行く 冥途に あ 

る VJ いふ 山 0 


〇 橘の 枝 直ぬ し 千 蔭の 父、 眞淵 

の 。家集 東歌 は 本 に收め た 0 


結びつと みそむ る稃も あらな くに はかなく 消えし 草の 上の 露 

なき 魂の ある を戀 しと 思 ひせば 夢路に だに も 立ち 歸ら なむ 

いはけ なくい かなる さまに たどりて か 死 出の 山路 を獨 り， 〕 ゆらむ 

をと こに おくれぬ る顷 

飲く とも 戀ふ とも 知らで いかなら む 方に のど ひく 君 は 住 むらむ 

みし 夢の さめぬ 程に し 消え もせば 今のう つ 、 に 物 は 思 はじ 

かくい ふ 程に 雪のう ち 散れば 

見る 程 も あらすな りぬ る 雪なら で 消え 殘る とも 思 ひける かな 

人の..： ハ 十の 賀に 

こ、 ら ^ をの どけく 遊ぶ 長濱の たづの 上し も 誰なら なくに 

橘の 枝 直ぬ しの 七十の 賀の屛 風に 海に 舟 を 浮べ て 月み る 人 あり 沖の 洲峰 

に 松 多くた てり 

いく そ 秋く まなき 浪に 照る 月 を かくて 見 るら む 沖津島 もり 

人の 八十の 贺に松 契 多年と いふ 事 を 

いく そた び 若が へ りて か 君 もみむ 友と 綠の 松に なら ひて 

杖 の. ^ 


〇 やま 人 仙， 


〇 くた に «»( りんた う) の 異名 


〇 し をに 紫 isj (し をん) の 異名。 


〇 らに 頃.！ 


〇 なぎ 甬久花 (みづ あふひ) の異 

名 0 


いほ へ 山 千 重 山 深く もとめつ ， きれる しもと はやま 人の 杖 

若菜に そへ て 人 をい はふ 

萬 代の 春 を 今より まつ もの は 野べ の 若菜と 君に、 ぞ 有り ける 


物 名， 


かる か や 


0  0  0 


誘 ひゆく 風 こそ 絕 えね 梅の 花い かにお ほかる 香 や もた るら む 

く だ に 

片 岡の 水せ く 田に は植 ゑし 稻の ほに 出づ るまで かはづ 鳴くな り 


0  0 


し をに 

もみ ぢ 葉の 色 競 ふべ くよ そに しも 散りし を 庭に 風ぞ しきけ る 

らに す、 き 

喚く 花 はこ ， らにほ へ ど 朝 まだき 霧の まよ ひに みす 過ぎに けり 

なぎ おもだ か 

いつの まに いはけ なき 子の 生 ひ 立ちて 今し も 見れば 而 たが ふらむ 
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八 七 ◦ 


〇 をす を は 接頭， ほ so 簡。 


〇 あきつよ の 蜻蛻 羽の、 うす も 

のな にかけ ていふ 0 


〇 なに はの 事 何事、 萬 事 0 

〇 しづ子 弓 屋楼文 子。 作者 VJni 

じく 門 三才 女の 一人 0 资曆ニ 年 

0. 年 二十。 

〇 ま 5』 ほに 閒 遠に 0 


長 一 


みな 月ば か リ縣！ の 大人の 高殿に つど ひて よめる ドズ 歌み じか^ 

草の葉に 露 も 乾きて 木の 本の 風 も ふかねば 殘 りなく をす を もまき 

て とばり を も か、 けて をれば つ、 ましき 事 もお ほえす 暑さに は 

亂れて ある を はしたなき 心地 はすれ ど 思 ふ どち いざな ふま、 に た 

を やめの はしな きわ ざ を はし だての 高き に 登り 語ら ひも 見さけ も 

すれば 富 十-の ねの 雪の よすが か あはの 海の 波 やか くらむ 白妙の 

衣の 抉 あきつ は S うす さお ほえて かけろ ふの 夕 さり くれば 夏 知ら 

ぬ 月の 霜お き 秋なら ぬ 風 もお として 春秋の 好ましと する 折より 

も はかなく ふくる 夏の ょぞ かけ おもしろき ものに はありけ る 

世の中の なに はの 事のお も ひ を も 涼しき 風 や 誘 ひゆ くらむ 

秋の はじめつ 方 しづ子の なくなれる を 悲しび て 

わたつみに くむと はなしに ひ を 重ね 潮 たれ まさる 蟹 衣 まど ほに だ 

にも 逢 ふ 事の かたき 別れと なりに ける 玉の ゆく へと きくから に 

こと ぞ ともなき 空 をのみ 眺めて ふれば 雪 まよ ひ おちく る 秋の 夕風 


〇 つきし も はて チ 塞き 果て 

しもば 强 めの 助詞。 

〇 ふるの 中？！ SI 布 5a の 中に ある 近 

布留は 大和のお 上に ある 地 0 中々 

に .1> い はん 序 0「 いその かみ ふるの • 

中？ S なかく に 見や は戀し VJ 思 は 

まし や は」 (古今 I 四、 戀四) 

0 伊香保 の いかさまに-、 J い 

はん 序，" 

〇 ありの す さび は 云々 「ある 時 

はありの す さ， ひに 語ら はで 戀 しき 

もの. t 別れて ぞ しる 」( 六： W 五) 


〇 東 麿ラし 荷 田 春 满0 


の うたても 荻に 音 づれて いと.、，； -も みだれぬ る 露の み繁き ？； iT ら 

ふに 誰 を まつ 蟲 かひな しと 思 ふ ものから 何し かも 我 もき ほひて 

泣 かるらむ 花の 朝 も 月の 夜 も 嬉しき 事 も うき 二 とも あるに つけて 

は 友垣の 隔て. さりつ る なから ひ は いかなるす ぢか 玉 かづら 面影 

にの み たち そ ひて つきし も はてす した ひつ、 ふるの 中道 中々 に 

うき 數そ はる かなし さ を 伊香保の 沼 S いかさまに いひし もやら ば 

水の あわと 消えに し 人 を わ すられぬべき 

ある 世に も ありの す さび は 思 ほえぬ 人に 別れむ ものと や はみ し 

ありて だに 程 をし ふれば 戀し きを 又み るべ くもなき ぞ 悲しき 

君 まさぬ 欵 きを 誰に かこた まし 聂 きも つらき も 共に とひし を 

文 部 

東 唐う しの 祭を贺 茂の 翁の 家に てし 給 ふ をり 

嶺の雲 あがれる 世の 心詞 をし、 いさ、 かも 辨 へしら ざめ る は、 うつせみの 世 

にお ひ 出で ぬる かひ や は ある。 花 紅葉の もとに 遊び、 月 雪の 宴な ど 折に ふれ 

つ  >、 はかなき 事の ついでに も、 いひ 出で む 事^ 拙 かるべき は、 人 笑へ に. ぞ 


筑波子 家集 文部 


八 七 


〇 水鳥の かもに 冠ァる 枕詞。 

〇 萬の 言の葉て ふ 書 莨 葉 集 Q 


0 からの もや ま VJ の も 云々 唐土 

大和の 舉 間の 道。 


0 在満 荷 田 ぃ％満 の 姪、 その 養子 

VJ なる 0 田 安 侯に 仕へ 後眞 淵を薦 

めて 己に 代らし めた 0 


筑波子 家集 文部  八 七 二 

ありな む。 いで や 水 烏の 賀 茂の 大人な む、 ち 早ぶ る 神代の 書より はじめ、 萬 

の 言の葉て ふ 書な ど、 いその かみ ふりぬ る 事 どもの 限り、 とき あきらめ 給 は 

すと いふ 事な かりし。 折々 うちいで 給ふ欧 は、 古の 人 麿 赤 人と いふに も、 を 

さ を さ 劣る まじう、 貫 之躬恆 などの 身 を かへ 給 ふに もやと、 あやしき まで ぞ 

おほえけ る。 此の 賀茂 川の 淸ら なる 流れに 年頃 心 うつしつ、、 くみ 見る と は 

すれ ど、 深き 淵の 底の 心まで はえ も はかり やらで、. 唯淺ら かなる 瀨 をのみ、 

よと 共に 迎り ぬる こそ はかなう 口 をし き や。 こ、 に 大人の すべ ての 學び傳 ；、 

うけ 給 ひける 荷 田の 宿禰 よ、 身罷り 給 ひて より、 今一 一十と せ 餘り五 年に なむ 

なりに たれば、 いとい かめし うかう，^ しう、 みたま まつり 奉れ 給 ふ。 かか 

れば 誰もお やのお やとし 尊び 思へば、 人々 も 何 くれと たむ け 奉れ 給 ふ。 千 種 

の 花の 言の葉の、 いとに ほひ やかなる が 多 かなる 中に、 刈萱の 色な くみだれ 

たるが さし まじりたら むは、 いと もつ、 まし けれど、 露ば かりだに 數 まへ 給 

はらむ かしと てな む。 かの 御 魂 はや うつせみと ませし 程、 からの もや まとの 

も學 びの 道つ くし 給 ひ、 日の もとに ありと ある 書 ども、 みし あきらめ 給 ひ、 

くだれる 世に 廢れ たる 古言 をし も 興じ 給 ひけり。 其の 道々 を わかちつ ，， 人 

人に 傳へ給 ふが 中に、 在満の 主へ は、 も はらお ほやけ のっか さ 位の す ぢをゅ 


o 枷 人 s 茂 a5?l 大人 o 


〇 宿彌 荷 田 春！？。 京都 稻荷 山の 

18 官 であった 0 


〇 みさ 一， J 睢 JT 猛禽類 * 


づり 聞え 給 ひ、 わが 大人へ は、 古 ことの 擧 びの 道 を 敎へ殘 させ 袷 ひけり。 六 t 

滿 のぬ しも、 わが もとに 折々 はと ひわたり 袷 ひつ、、 何 くれと 舉 びの ゆ ゑよ 

し 人々 に 語り 敎へ給 ひし 事 も 有りし を、 かたはらに さ ぶら ひて 聞き もし つれ 

ど、 まだ 幼な き ほどの 事 なれば、 片 はし を だに 聞きし る 事 もなかり き。 幾程 

も あらで、 此のぬ しさへ ゆく りなくな き 人の 數に 入り 給 ひも かば、 今 はた > 

おのが 敎 への 君の みぞ、 ひな 鶴 S 千と せ を かけて、 のこりと まり 給 ひ、 い 

やさ かえに さかえ 袷 ふ を、 禰 のみた まも、 さ こそ 天が けりつ、、 めでよ ろ 

こび 給 ふらめ。 今より 後 も、 しづの をだまきく りかへ しつ、、 ふろ こと は 萬 

代 ふと も、 うち はへ てた ゆる 事な く、 めぐみ 給 ひなむ と、 たのもしう なむ。 

秋 霧に 道 やま ど はむかく ばかり 照らせる 月の なから まし かば 

言の葉 は 昔 を 今にな し ぬれ ど 過ぎに し 君 はか へ ら ざり けり 

みさ ごゐる 磯の 白浪た ちか へ り 昔の 人 をし のぶころ かな 


筑波子 家集 終 
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松 
山 

集 

保 


〇水《| 瀬 河 山城 國山 崎の、 近くな 

« る 、淀川の 支 


年內 立春 

年な み もま だ 越えな くに 春き ぬと 霞み 初めぬ る 末の 松 山 

春き ぬと 霞み 初めけ り 水無瀨 河の こる 日數も 有りて 行く 瀨も 

立 赛 

我がた のむ 北 野の 森に 引く しめの 長き 日影の 春は來 にけ り 

老いら くの わが 身 こす 波立ち 歸り 今年 もお なじ 春は來 にけ り 

ちろ こし 

みよしのの 峯も はるかに かすめる や 唐土 かけて 春 は 立 つらむ 

立春の こ、 ろ を 

月の 入る 西の 國 まで 行く春 や 我が 日の 本 を はじめな るら む 

初春 梅 

咬く 梅の 木の 閒ほ のかに 三日月の 光 も勻ふ 軒の 春風 

早 春 


松 山 集 上 春 


八 七 七 


松 山 集 上 


〇 小 松 引き 云々 古、 正月 子の B 

に 野邊に 出で 小 松 を 引きて 千代 を 

祝 ふ 0 又 若菜 * つみて 食料 VJ し 邪 

氣を拂 ふ。 (今 七草の 粥。】 


0 そ-も そミ もの 8S りか。 


春  八 七 八 

梅 かをり 松の 葉 霞む 長閑け さに はや 里馴る ， 谷の 鶯 

小 松 引き 若菜つ まむ と 諸人の 雪閒 もとむ る 春 日 野の 原 

早春 川 

よしの 河 春と 岩間に 音た てて 冰も 今朝 は浪の 初花 

河 早春 

冰ゐ しそ 、 もの 小 河 打ち解けて 根 芹 摘む ベ き 春 はきに けり 

河ぞ ひの 柳の 絲は むすべ ども 冰 解け 行く みつの 春風 

春 生 人 意中 

なべ て 世に かすめる 春の 長閑け さも 人の 心 や 初めな るら む 

風光 虚々 生 

筑波 山峯の 白雲 かつ 消えて しづくの 田 居 も冰鮮 けけ り 

瀧 音 知 春 

冰ゐし 岩根 も 水の 音 羽 山 瀧つ せより や 春 はき ぬらむ 

雪き 冰又釋 

峯の雪 岸の 冰 にと ぢられ し 朽葉 流る 、 春の 山河 

子 日 


〇 子の 日して 正月 初子の 日 野. 邊 

に S で 小 松 *HS きて 港ぷ 0 


〇 音な しの n 紀伊 n 滞 野 本宮の 

iSSR にある 音な し 川 0 


松 山 集 上 


子の 日して 猶 引き 植 ゑむ 小 松原 わたす 千代の 末 も はるかに 

野 を ひろみ 生 ふる 小 松 G 數々 は いづれ を 千代と 分き て 引か まし 

心 S み 野邊に ひかれて 松の 戶を猶 出で やらぬ 老ぞ かひな き 

霞初聳 

時 しらぬ 山と もい はじ ふじの 嶺の霞 も 今朝 は 空に えて 

0 知 春 

なべ てよ にお ほふ 霞ゃ大 {4! の 春より 先に 春 を 知 るら む 

濱 霞 

冰ゐし 订 も 解けて 春風に かすめる 波のう ち 出での 一 m 

霞 中 瀧 

春風に 岩波 高き 音ば かり かすみ 殘 せる 峯の 瀧つ せ 

よに ひ 、"く かひ， 〕 そな けれ 春の きて 水上 霞む 音な しの 瀧 

河 霞 

打ち かすむ 水上 遠く かへ りみ て 下し も はてぬ 春の 河 舟 

鶯 

鷥 のこ、 ろ 高く もた 、" ひとり 野中の 松の梢に ぞ なく 

#  七 九 


松 山 集 上 


0 ひま も さめて 冰の 解けた あ ひ 

ま を 見つけて 0 


春  八 八 〇 

. いと ^2 にも、 嘴り の 名 もしる くしら ベ あはす る 春の 驚 

野 鶯 

いと 近く 誰か 聞 くらむ 朝な く かすめる 野べ の鶯 のこ ゑ 

竹閒偉 

日影 さす そと もの 忤に うつり 來て 鳴く 音 長閑に 春の 鶯 

竹 中 驚 

ふしながら 聞く も 長閑け し窗 近き 竹 をね ぐらの 鶯の聲 

若 茱 

老いら くの 身 は 七草の 七十 もち かき 野べ にや 若菜 摘ままし 

一  澤若茱 

日 かけさす 淺澤 水の 薄冰 ひま もとめて や 根 ぜり摘 むらむ 

春 雪 

沫 雪の 風に 亂る 、 梅が 枝 はま だみ ぬ 花の 散る かと ぞ思ふ 

谷春冰 

i  〔<t 風 はな ほ 春寒み 冰ゐ てい つ か唉 くべ き浪 S 初花 

梅 


〇 ^くや このの 歌 梅花の 番ミ共 

に rs^ 波津に 吹く や この 花 冬-、、 J も 

り 今な 春べ ミ吹 くや 木の 花」 (仁德 

紀) の 歌 も 人口に 膾ク h ハ せられて 居 

る 0 

0 南の 花 梅花 をい ふ 0 南 枝 先、、 つ 

$tJ ぶ */J いふよりか くいった もの 0 


oi  .H 城 S 葛 野 都 0 京都市の 

巧粹 川に Ji« し。  > 


松 山 集 上 春 


くや この 言葉の 花 も 代々 かけて 与 ひ 殘れる 難 波 律の 春 

見る ふみ も 南の 花の 名に かけて 紐と き 初む る窗 S 梅が 枝 

梅の 花 誰が たくみより 紅の かた へ に 雪の 色 をみ すらむ 

ふみこの む あろ じがら にや 窗 近き 梅の 一 木 は 色香 そふら む 

梅 初 開 

喚き そむる この 一 花に なべ てよ の 春 も しられて 勻ふ 梅が 香 

曉 梅 

雪晴れて 月 も 有 明の 窗の 内に 驚く ばかり 勻ふ 梅が 香 

わぎも 子が 袖 や ふれけ むさし 櫛の 曉 ふかく 匀ふ 梅が 香 

タ 梅 

鶯 のね ぐら もとむ る 羽^に も 先づ勻 ひくる 軒の 梅が 香 

夕闇 は 色， 3 そ 見えね" 咲く 梅の ありと や こ、 に勻ふ 春風 

梅薰袖 

いかば か り唤き 満ち ぬ らむ佐 保 姬の霞 S 袖に あまる 梅が 香 

里の 名 はとはで もしる し餘 所まで も 勾 ふ 梅津の 木々 の 梢に 

八 八 


松 山 集 上 春 


八 八 二 


〇 我が 門の 五本 柳 「我が かつの 

五本 柳い つも./ \- おもが こ ひすな 

(ス) なり ましつ しも」 (萬 葉 二十) 


〇く  > る く  * り 染めに する こ VJ 


故鄕梅 

植ゑ 置きし 人 は 軒端の 梅の 花 誰が ため 勻ふ 春の ふるさと 

紅 梅 

我 妹 子が 顔の 匀 ひも そふば かり あか 裳の 色に 暌 ける 梅が 枝 

紅梅 通 

夕月の 光と 見し はかつ 散りて 朝日に 勻ふ 梅の くれな ゐ 

柳 

我が 門の 五本 柳 今 はは やと もに 老木の 澎ぞ さびしき 

打ちな びく 姿の みか はすな ほなる 心 もなら へ 風の 靑柳 

柳 露 

ぬきとめ し 露 もさながら 玉す だれ 軒端に かくる 靑 柳の 絲 

水逮柳 

たった 川 春 は 柳のう つろ ひてから 藍く、 る 水の しら 浪 

鷺 のる る 堤の 柳 吹く かたに 身の 毛 もな びく 春の 川風 

山家 柳 

淺綠. E 櫻戶 によりか けて 來る人 や 待つ 青柳の 絲 


o きね 神に 仕 ふる 人 。踊宜 o 


〇 紫の 名に 紫 野 京都市の 北郊 „ 

今大 iiii 寺 a! の德 名。 


〇 こり やま ま は 助 字 0 前の 失欧 

にも こり もせ チ 0 


松 山 集 上 


初 午 

稻荷山 杉の 靑葉を かざしつ 、 か へ り 坂と やい そぐ 諸人 

里 かぐら 杉の 木の 閒に聞 ゆる ゃ是れ も稻 荷の 一呂 居な るら む 

稻荷 山き ねがつ みの 音ば かり かすみ 殘 せる きさら ざの {4! 

若 草 

稻 風の 宿りな ろべき 草 薬と も 見えぬ 雪閒の 荻の 下 もえ 

草色 靑々 送 馬蹄 

打ちな びく 末 野の 茅 原 ふむ 駒の 跡 も緣に 春風 ぞ 吹く 

0 

いはね 踏み かさなる 山の 下 蕨 目に かけながら 折り もとられす 

か へ る さに 休む 妻 木の 下 蕨 思 ひも かけす 手 折りて ぞ、 〕 し 

早 藤 

ちりば かり 萌 ゆと 見えし は 紫の 名に お ふ 野邊の 春の 早 蕨 

春 月  • 

立ちなら ぶ 花の 梢 は あら はれて 柳に かすむ 春の 夜の 月 

明け やすきなら ひ を 春に 恨みても 猶 こりす まの 朧月夜 や 

春  八 八-一 


春月幽 

秋よりも 心づ くしの 影 なれ や 花の木の 間に かすむ 夜の 月 

雪ながら 霞む とみし は 山の端の 櫻に 曇る 春の 夜の 月 

浦 春 曙 

霞 立つ 浦の みるめ もしら む 夜に 松 かゆ 嗜き 波の 曙 

都 春 曙 

木の 閒 もる 月の 都 も 霞む よの 花より しらむ 春の 曙 

おなじくば 月 を も 見ば や 名に しお ふ 花の 都の 春の 曙 

霞 中 春雨 

そこと なく 霞む 夕 も沓の 音に やがて 雨し る 庭の 眞 砂地 

蜘の いに 露 か 、 りて ぞ 霞む 日の 降る と はしる き 軒の 春雨 

歸 應 

暌く花 を 己が こし ぢの目 うつしに 雪と 見つ ， ゃ歸 るかり がね 

歸臈幽 

峯越 ゆる 翅も 花の 雪閒 より ほのかに 見えて 歸る臈 がね 

# 駒 


〇 ひ はり 毛 S 尾 黑 く 脊に黑 き 筋 

ある 馬の 毛色 0 


〇 若草の つま やの 欲 「武藏 野 は 

今日はな 燒 きそ 若 革の 妻 もこ もれ 

り 我 もこ もれり」 (伊 Is 語) 


〇 谷 河の 波の 初花 「谷風に 解く 

る の ひ ま ごミ に 打 ち 出づ る 波 や 

春の 初花」 (古今 I  、 春 上) 


松 山蕖上 春 


友 さそ ふ聲は 雲に もい るば かり 霞む 末 野の ひばり 毛の 齣 

野外 雄 子 

狩人の いる 野の き > す 草 若み かくろ へ かねて 音に や 鳴 くらむ 

若草のっまゃこもれる武^！野の霞がくれに雉子鳴くなり 

雲 雀 

綠 そふ 茅 原の 若葉 打ちな びき 雲雀 立つ 野に 春風 ぞ 吹く 

色 そふる 芝生の 牀の 白露 をう しと や 空に 雪 雀 鳴 くらむ 

蝶 

花園の さかり 知られて 舞 ふ 蝶の 翅も かをる 庭の 春風 

花 

としん \ に 摘植ゑ そへ て 山 櫻 こ ， も よし野の 春と なさば や 

待 花 

花 かづら 心に かけて 今日 いくか 空 しき 空 を峯の 白雪 

谷 河の 波の 初花み てし より 峯の 梢に またぬ 日 もな し 

尋 花 

とぶ 蝶 をし るべ となして 喚く 花の木 陰 尋ねむ 春の 山路 

八， if 五 


松 山 集 上 


〇 よ.、、 J ろ 夜 頃 Q 毎夜々 々o 


春  八 八 一 ハ 

たづね 入る 花や ま 近き みよしのの 岩の かけ 道 風 かをるな り 

樱 

つぎて 晚 く 花 は あれ ども 春 はた  > 櫻に かぎる 色香な りけ り 

花未飽 

花に 飽く時 も あり やとよ しの 山分け 入る 袖に 勻ふ 春風 

け ふいく か 馴れても あかぬ 花 衣い かに 染めます 心な るら む 

朝 花 

. おも ひねの 夢 まさしくて 見し 花の 朝い の牀 にか をる 春風 

夕 花 

. 立 田 山 梢 は 春 も くれな ゐの 入日 や 花の 色 を そへ けむ 

月 前 花 

あ ひに あ ひて 月 も 盛りの 芳野山 花に よごろ を 重ねて ぞ見る 

日 照 花 

暌く 花のう つろ ふ 方 や 曇 るら む 月 も 梢に 有 明の ころ 

近 花 

只 一 木砌 S 花に なべ てよ の 盛り うらやむ 老ぞ かひな き 


〇 いやつ ぎに 菊 描ぎ に OHS きつ 

づ いて *  ！ 


松 山 集 上 春 


山 花 盛 

葛 城の よそめ はおな じ 白雲の かをる や 花の 盛りな るら む 

山路 花 

岩が くれ 猶尋 ねば や 吹く 風の 目に 見ぬ 花 も 与 ふ 山路 は 

峯上花 

雪と し 遠山 櫻唉 きそ ひて かさなる 峯に勻 ふ 春風 

庭 花 

いやつ ぎに 暌 きつ-ぐ 宿の 庭 櫻 盛り 久しき 色香と やみむ 

鄰家花 

中垣の こなたに 花の 枝 たれて 植 ゑぬ 我が身 ぞ あるじ 顔なる 

池邊花 

池 水の みぎ はの 櫻暌 きしょり 散らで もよ する 花の さ 波 

水上 花 

士 口野 河岸 根の 櫻暌 きそ ひて 与 ひの 淵 や 花に せ くらむ 

浦 花 

有 明の 月 はう しろの 山 櫻 浦波 かけて 花ぞ 白める 

八 七 
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0 いさや いさや 知られぬ の 意 を 

白 雲に いひ かく 0 


〇 つま 木 折り 取った 小枝の 薪。 


〇 花 ゆ ゑい VJ ふ 云々 雪 VJ 改 りし 

く 花 を ふみあらされる のが 惜しい 


#  八 八- =^ 

覉旅花 

故里の 梢 いかにも 旅 ごろ も 袖に まちと る 花の 下露 

4ィ 鬌 

山の端に め なれぬ 雪 や 花なら む 松を殘 して か.' る 一 むら 

勻 はすば 花と もい さや 白雲の 梢を埋 むみ 吉 野の 山 

花 浪 

山河の 底 ひも 見えす 散る 花に みなぎり 落つ る瀨々 の 白波 

花やお そき と 

此の 春 は 花やお そき と 初 蘇つ ま 木に そ へ て歸る 山人 

堅 ES 侯の 別莊 にて 花 を 見て  • 

入日 さすう す 花 櫻 くれなる の 紅葉に まさる 庭の 夕ば え 

夕 落花 

歸る さの 道 吹き分けよ 散ろ 花 S 踏ま まく 惜しき 春の 夕風 

落花 滿庭 

盛りに は 待 たれし 友 も 雪と 降る 花 ゆ ゑいと ふ 庭の 通ひ路 

寄 花祌紙 


〇 つ はな ちが やの 花。 

〇絲 ゆ ふ か 6 ろ ふ。 


〇 仙人の 云々 桃 ％ 境。 桃花 潔 記 

の 故事に &づ 0 


0 たびら こ 植は、 か はらけ な „ 

春 七 慕の 10 


〇 こりし く 

咬く こ VJO 


面に 密集して 花の 


松 山集ヒ # 


か： t そふる 白 ゆ ふ 花も勻 ふらし 名 さ へ 樓の宮 の 春風 

野 遊 

打ち つれてつ ばなぬ かまし 老も今 心 を野邊 のうなる 少女に 

つばなぬ きす みれ 摘む とや 絲ゅ ふの みだれて あそぶ 野べ の 諸人 

尋挑花 

仙人の すみか やそこと く 桃の 捎 はるかに 尋ねて ぞ 人る 

春 田 

散る 花 を 苗代 水に せく 程 はう き 業と しも 見えぬ 千 町 田 

里 遠み 摘み 殘 されした びら この 花 暌く小 田 はいつ 返 すらむ 

春 山 S 

山 賤が種 まく 程 や 水 越えて 注き き絕 えぬ る あぜの 細道 

田家 春 

此の ごろ は 門 田の くわる 拾 ふと や 袖つ どひ か へ る 里のう なゐ子 

m 躍 

誰が ために 白き も あまた 植ゑ まぜて 砌 のつ 、 じ 色 を 分 くらむ 

歸る さは くれても よしと 岩酈躅 こりし く 山の 花の 光に 

.  八 八 九 


o 草の 名の はっかに 牡丹 を 二十 

B 草 VJ い ふ 故 草の 名の VJ いひ その 

二十 B に 僅か を けた 0 
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款 冬 

それながら 手 折りて みば や 夕 露に 胡蝶 も寐 たる. E 吹の 花. 

款 冬 露 

行く春 を 花 もした ふか 山吹の 枝た わむ まで 結ぶ 夕 露 

我 妹 子が 手 折りに か 、 る 露まで も 衣の 色に 勻ふ 山吹 


ひと 夜寐 し名殘 あかす も 朝露に ぬれて 蓳の 牀ぞ閒 近き 

眞获原 散りし 草葉と 見る までに 蓳花暌 く 野べ の 春風 

牡 丹 

せ： e 

草の 名の はっかに 見し も く 花 は 白き 赤き のませ 狹 きまで 


行く 袖に は ひまつ はれる 藤 かづら 誰 引き 過ぎむ 松の 下道 

此の程 はま だ 初花の 藤 かづら 盛り を 夏に かけて こそ 見め 

きか 、 る 松 は 老木の 名に も 似す 若紫の 春の ふぢ 浪 

藤 花久盛 

花の 色 はおな じ t: の钍 若う つろ ふ 後 もに ほふ 藤浪 


〇«s のこの め 春の 山風 樓の 木の 

穿 はる 春の 山 He 


〇 みの 毛 おの 預の 西り に 蓑の や 

ラの狀 を した 羽毛 0  I 


o フし ねこ 牛の やうに 寢てゐ る 
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春 虱 

なべ て 世の 花唤 かぬ 閒に 吹き はてよ 櫻の このめ 春の 出 風 

雲雀た つ 芝生の 若菜 打ちな びき 吹く ほど 見 ゆる 野べ の 春風 

春 畫 

幾度 か 結び か へ て も 暮れが たき 晝 ねの 夢に 春ぞ 知らる > 

春 山 

梅に とひ 櫻に 馴れて 日數 ふる 我が身 や 春の 花の 山 もり 

春 海 

のどけ しな 干潟 を 遠み ゐる田 鶴の 翅も 霞む 和歌の 浦波 

難 波が た 人 江の あしの 若葉より 末も綠 にかす む 海原 

春 鳥 

子 をお も ふ 心 やおな じ 空 高く あがる 雪 雀 も 野べ の 雄 子 も 

雨 かすむ 苗代 小 田の 水口に みの 毛し をれ てた てる 白鷺 

春 獸 

埋 火の あたり 離れて はし 近く 日影 長閑に ねぶる うしね こ 

春 人事 

#  八 九 1 
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八 九 二 


〇a おろす 種 を 蒔 J 


〇 花の しな ひ 花の 垂れ 下る こ VJ 


種お ろす 賤ゃ知 るら む 雨 霞む 田 中の 道の こ /- ろ 細 さは 

基 春 

こし 方に 春の かへ らば 東路の 空に かすみの 關 やすゑ まし 

散る 花の 形見の 雲 も あらし 山 つれな き 松に 春ぞ 暮れぬ る 

暮春 雨 

村雨の 古巢 にか へ る 鳥 も 今翅し をれ て 春 やした はむ 

雨 そ  >  ぐ 櫻が 枝のう す綠ま 近き 夏の 色 も 見えけ り 

暮春 藤 

与へ なほ 花の しな ひの 長き 日 も ひと 日 一 一日の 春の ふぢ 波 

暮春 鐘 

散る 花に いと ひし 鐘の け ふ は 又 春 を もさ そふ 夕 暮の聲 

別れ路に 誰 うら むらむ 行く春 も 今日ば かりなる 曉の鐘 

夏 

首 夏 

しけり そふ 若葉 涼しく 吹く 風 も 目に こそ 見えね 夏は來 にけ り 


〇 更衣 古、 四月 十月の 朔日衣 を 

著更 へる 行事- 


C わ パらは 夏季 紅葉の 如く 赤， 

なり 朽ちた る 葉 0 


松 山 集 上 夏 


はしの もとに く 紅の 花に こそ いつしか 夏の 色 は 見え けれ 

更 衣 

いつしかと 今朝 はか ふらむ， 衣 もとより き 人の、 いに 

首 夏 更衣 

夏き ぬと 心 かろく もぬ ぎ か へ て 世の 有樣を 袖に みすら し 

新 街 

今も猶 たつこと やすき 木陰 か は 櫻の 若葉 風 かをり 來て 

山新樹 

見し 春 S 花の しをり は それながら 茂る 若 築に たどる 山道 

夏山の しけみ が 中の 花 なれ や 秋に 先 だつ 露の わくら ば 

谷新樹 

初 瀨山夏 は 若葉に 吹きの ほろ 谷風 涼し 木々 の 下 かけ 

卯 花 

しけり そふ 木の 下 闇 も 卯の花の 垣根 は 月の 盛り を ぞ兒る 

山賤 がすみ 家ば かりに 降る 雪 や 世 を 卯の花の 垣根な るら む 

葵 

八 九 ni 


松 山 集 上 


0 枝 折 しをり。 道し るべ- 


〇 八 4^ の 鳥 嘵 方に S なく 額。 


：  八 九 四 

夏 

露ながら かくる 契の 玉す だれそれ も 綠の色 を そふら む 

神 山の 葵の 一 一葉 ふたかたに 君と 臣 との さかえ を ぞ思ふ 

蔡草 一 一葉な がらに 千代 かけて 茂り そふべ き色ぞ 見えけ る 

松の 尾の まつ も 一 一葉の 藥草 その 神 出の 契り をぞ しる 

郭 公 

思 ひ寐の 夢より 馴れて 郭公 今-ぞうつ、 の 曙の こ ゑ . 

待 郭公 

蚊の 聲 はいと ふば かりにな りに けり 山 郭公 待つ とせし まに 

1 聲は花 も 紅葉 も餘 所に 聞く 我がた め もらせ 山 郭公 

尋 郭公 

花に こそ 枝 折 もせし か 郭公 尊ぬ る 山の 道 やま ど はむ 

など ほと、 ぎす 

聞き馴れし 山路に もな ど 郭公 今年 はい まだ つれな かるらむ 

曉杜鵾 

杜？ S 八聲の 鳥の はつ 音より さだかに ぞ 聞く 曉の空 

1 聲の 行方 も 見えて 有 明の 山郭. 公 月に 鳴くな り 


O あな かま yj あな 85< し VJ„ 


oax;- の 翻 筑 前面 朝 倉 都。 


松 山 集 上 S 


なれ も 今 雲 閒を 出で て 夕月の ほのめく 峯に 鳴く 郭公 

郭公 頻 

ほと、 ぎす 草 かる 賤が あな かまと いはむ ばかりの 此の頃の 聲 

夢 後 郭公 

聞き そめし 夢 まさしくて 時鳥 さむろ 枕に なのる 1 聲 

里 時鳥 

村雨に さそ はれき ぬる 郭公 己が 鳴く 音 も ffii を 分く らし 

原 郭公 

尋ね 來て山 田が 原の 郭公 それ かと 聞けば 杉の むらだち 

翻 郭 公 

時鳥 誰が ためとて や 名の るら む 今 は 名のみ の 朝食の 闕 

名所 郭公 

須 磨の 浦の 波 こ 、もとに 鳴き 捨てて 行く か 後の 山 ほと  > ぎす 

雨中 早苗 

五月雨の ふるの 小山 田 水 越え て植 うる 早苗 も 波の 下草 

八 九 五 


松 山 集 上 夏 


八 九 六 


みなさ 田 港に ある 田。 


つて こな てこば 娘の こ VJO な は 

SS しみの 5SI3,o 眞閒 のて こなば 古よ 

り 著 は る。 

〇ま  >  の總梳 下 總圃の 歌枕。 今 

の 市 川 町の 北 0 


海邊 早苗 

jE あし も徳に 出で ぬべき みなと 田の 秋 をた のみに 植 うる 若 苗 

五月 五日 

けふ葺 きて 菖蒲 ぞ わかぬ 朝露の 玉の 臺も賤 が 軒端 も 

あやめ ふく 今日はよ もぎの 人拉に 茅が 軒端 も 蒸る 朝風 

古池 菖蒲 

£ 'ふりし 汀の あやめ 朝風に 根ざし も 深く 与 ふ 池 水 

吹く 風に あやめの 露 も かつ 散りて 勻ひ加 はる 軒の i 

橘薰枕 

手枕 二見し は 昔の 夢ながら うつ  >  に 今 も ilT ふたち ばな 

樗 

いつしか とそと もの 樗花 散りて 五月雨 晴る. -程も 見えけ り 

五月-雨 

五月雨に て、 J なが 軒端 雲と ぢて月 はいつ みしま  > の繼橋 

花に 見し 海の 木の 實の 落ち そ ひて 举も^ ふ 五月雨の 頃 


oi 船 をなら ベて 其の上に 渡 

す 探- 船！ . 


〇 に ほてる 海 琵琶湖。 


〇 あか：； k 闕. 5 井 佛に手 向く ス 

水 を 汲む 井 0 

松 山 J^IH 


右 梅雨 

山 五月雨 

月 も 日 も 久しく 成りぬ 少女 子が 袖 ふる 山の 五月雨の 頃 

日 を ふる もさの みいと はじ 月に うき 姥捨 山の 五月雨の 頃 

橋 五月雨 

年 ふりし 朽木も 波に 流れき て 浮 橋 渡す 五月雨の 頃 

湖 五月雨 

鏡 山む かふ 心 も かきくれ ぬに ほてる 海の 五月雨の ころ 

五月雨 晴 

今日 こそ は 水草 拂 はめ 五月雨の 晴れて 幾日の 庭の 池 水 

洩 りか はる 月 こそ あかね 五月雨の ふるやの 軒の 朽ちし 扳閒に 

めづ らしき 雲閒の 日影 待ち えても 心 も 暗る ， 五月雨の 空 

泊 水？ i 

波風の あら 機 枕 夢 を だに 結ばぬ 夜半に 水鷄啼 くな り 

海 邊水鵜 

蟹 人の 驚かされて 磯 近く 汲む か あか 井の 水の 鷄 

夏  八 九 七 


松 山 集 上 夏 


〇 花が つみ 植物、 蔬 (マコ モ) の 

異名。 下の かつ 見に かく 0 


〇 後瀬 後世 を. 


〇 照射 獵夫 のか ノり火 をた きて 

寄り 来る 鹿 を 射殺す こ VJOVJ もし 0 

〇 ぼか ゆ 火 か： e>o 


八 九 八 

夏 月 

端 居して みれば 暑さ もな つ 衣 袖に 待ちと る 月の 涼し さ 

山 夏 月 

雷 ひ 5-  く 峯の浮 雪晴れの きて 名殘 涼しき 月の 下風 

夏 草 

あけ 卷の牛 引く 道 も 此の ごろ は 夏野の 草の 陰 高く して 

花が つ み 

夏 深く しけりに けりな 花が つみ かつ 見し 草も埋 むば かりに 

雜河  -. 

沉 むべき 我が 後 瀨をも 知らす して 此の 夕闇に^ 舟 さすらし 

鹈舟多 

山陰 も 月になる 瀨 とみる ばかり， g 舟 そふな り 波の か if り 火 

0 射 

ともしけ つ 峯の举 やさ を 鹿の ほかけ によるの 命な るら む 

五月 山 空に しられぬ 显 なれ や 木の 閒 あまたに 照らす 燈火 

峯 照 射 


Q» 城の 久米路 犬和酾 


〇 をた えの 1« 陸 前 S 志 田 都 古 

町に あった！ »ま* 


旅人の 夜 深く 越 S る 光 かと 見れば 高嶺に ともし さす かけ 

0 螢 

岩 橋の 絕ぇ まも B=i えて 葛 城の 久米路 S5;t: に瑩 飛ぶ 影 

橋 S 螢 

しら 玉 を だえ 橋に 飛ぶ 瑩 おのが 光 も 風に 亂れて 

江 螢 

月影 は 入江の あしの 打ちな びき 螢 みだる 、 夜半^ 潮風 

さ 夜風に おのが 光 もみだれ 蘆の 露の 玉 江に 螢 飛ぶな り 

0  0 

淺澤の 名に もなら はで 飛ぶ 螢思 ひや 深く 身 を f  r かすらむ 

水邊螢 

浮 草に すがる 螢ゃ川 水の 行方 もしらぬ 思 ひな るら む 

瀧邊螢 

飛ぶ 螢光 を そ へ て 涼し さは 岩根に そ、 ぐ 瀧の しら 玉 

窗 螢 

晝露も 光 を 添へ て窗 近き； b の 夜す がら 螢 飛び かふ 

松 山 集 上 夏  八九.^? 


松 山 集 上 夏  九 〇o 

草深み ふみ 見ぬ 窗に 飛ぶ 瑩 あたら 光 を 誰に かすらむ 

田邊螢 

秋 近み かっし か 早 稻の穗 に 出で て螢 飛び かふ 夕闇の 空 

•0 御 g 河 みそぎす る 河。  涼し さは 夏 も 末葉と 御敢河 あきの 立つ えに 螢 とぶ 影 

右 晚夏螢 

夕 鎮 

、  山が つの あれし 垣根 も靑 つ， > 'ら隙 なく か、 る 夕顔の 玉 

里 蚊 遣 火 

煙たつ 此の ひと 里 はとく 暮れて 夜 を 長し とや 蚊 遣た くらむ 

〇 冰室 古昔 冰を 夏まで 貯へ 匿く  朝冰室 

室。 

•  朝 まだき 都に いそぐ 冰室守 露の ひる 閒を うしと なるべし 

ひむろ 山 朝風 さえて 水無月 もこ ほる ばかりの 眞 木の 下露 

夕 立 雲 

0 かくら く 朦 るの 延音。  雪と ぢて 照る 日 もしば しかくら くの はっせ 路 遠くき ほふ 夕立 

遠 夕立 

〇關 逢坂の 翻。  鳴 神の 音 羽の 峯は虹 見えて 關 のこな たに 過ぐ る ゆ ふ 立 


◦ むぺ しこ そ ゆに さやう に 0 い 

かに ももつ.、 J もに 0 しも こそ も强 

めの 助詞"" 


松 山 第 上 


夕立 過 

見る が 中に 梢 たかはら 吹きし をり 夕立す ぐる 風の はけし さ 

雪 こりて たつ もこな たに 出づ るかと 思へば 餘 所に 鳴 神の 空 

行きな やむ 山路の 駒に 水 か へ ば 松風 高く 嬋ぞ 鳴くなる 

むべ しこ そ 音 を も 鳴 くらめ 空 嬋のは 山の 日影 絕 えぬ あっさに 

樹陰 禪  . 

春秋 を しらぬ 命 ゃ空蟬 の はやまの 露に 音 をつ く すらむ 

闔中扇 

いか なれば 扇ば かりに かよ ひきて まだき 涼しき 閨の 秋風 

松 下 泉 

岩が ねに 淸き 流れ は 結べ とも 心 涼しき 松の 下 かけ 

納涼 月 

蚊の 聲も餘 所に なびきて 涼し さは 端 居に 更 くる 月の 下風 

納涼 風 

涼し さは 秋と 岩根の 苔む しろつ どへ る 袖に 松風 ぞ 吹く 

夏  九 0 1 


松 山 集 上 夏 


九 0  二 


〇 見せ も閔 かせ も 遣 水 を 見せ 

の も 日ぐ らし を 閔 かせる の も 0 


0 はなち かふ 放牧す る。 


舟 納涼 

葉 散る 柳の 木陰き とめて しばし 待た る ， 水の 夕風 


花やい つ あ ふちの 木陰 露 散りて 村雨す ぐる 風の 涼し さ 

圓 居して 涼みと らば や 茂り そふ 木の 下 闇 は 月 蓮く とも 

泉， 消々 而始流 . 

みれば 先づ心 涼し も苔淸 水む すぶ 程な き 細き ながれ も 

夏 夭 象 

若葉 もる 月 こそ あらめ 大空の 星の 林 も影ぞ 涼しき 

このごろ は 五月雨 近き 程 見えて 夜な く 月の 曇りがちなる 

夏 夕 

u 陰- 一見せ も 聞かせ も 涼しき は 遣 水 近き 日ぐ らしの 聲 

夏 夜 

手枕に 軒端の あやめ 薰 りきて 夢路 涼しき 宵のう た 、 ね 

夏 野 

まなち かふ 牛 も 夏野に あけ 卷の 笛の 音 近き 草の 中道 


o 水 こ ひ 鳥 «J 山魚狗 (みやませ 

う びん) の 異名 か。 


〇 夏 引 春 S の 夏に あがりた る を 

絲に 引く こ VJe 


松 山 集 上 


夏 翻 

我 も 又す  >  しく 越えむ 夕立の なごりの 空の 足 柄 

夏 植物 

夕顔の しろき かた へ に 紅の 入日 照り そふ なでしこの 花 

植ゑそ へて 誰か 錦 を 敷 島の 大和撫子から あるの 花 

夏 動物 

駒な づむ 夏の 山路に 我 も 又 水 こ ひ 鳥の 音 を や 鳴か まし 

夏 鳥 

時鳥 鳴きて 今宵 も 明けが たの 月に 鸦の聲 の みぞす る 

夏 獸 

拾 ふべき 木の 實ゃ いっと 柴栗 S 花 散る 峯に ましら 鳴 くらむ 

夏 衣 

夏 来て は 朝夕 露の 外なら で 暑さに しほる „鲰 の 羽衣 

夏 お 

夏 引 S 手び きょり 猶 長き 日の よの いとなみ や 誰も 苦しき 

夏雜物 

M  九 〇nl 
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九 〇 四 


0 立 枝 高く 生 ひ 立ちた る 枝。 


of  大和 分 f 地 を 北 流して 大 

.. 和 川に 注ぐ。 


〇一 よ あしの 節 VJ 1 夜 VJ にかけ 

■fc^  


短夜の 月に 聲 すむ 笛： b は 誰が 涼みと るす さびな るら む 

明け やすき 空行く 月の 竹 席 臥しながら 見る 夜半の 涼し さ 

夏 旅 

立ち寄らむ 影 も 夏野の 旅人 は 吹雪に 越えし 峯ょ りゃうき 

旅人の 命な りけ り 水無月の 照る 日も餘 所に ならの 下 陰 

六 a- 祓 

御 被 河 あさの 立 枝の 打ちな びき 夕 波よ する 風 は 涼し も 

夏の はて 

飛鳥 河 昨日の 春 もとく 過ぎて けふぞ 御蔵の 瀨 にか はり 行. 


あ # 

秋き ぬと 目に こそ 見えね 吹く 風の 先づ 音た つる 庭の 荻 原 ， 

吹き かへ て 今朝 は 身に しむ 難 波風 あしの 一 よに 秋ゃ來 ぬらむ 

湖 初秋 

秋來 ぬと 浦曲の 波 も聲そ へ て 松風 高き 志 賀の唐 崎 


〇 星 4nG 空 七月 匕 夕 牽牛接 女の 

二 麈相會 する W いふ 夜 0 


01 一星の 牽牛、 接 女。 


〇& の 尾 山 山城 a 名高き 小 倉 山 

の 東南の 尾 その 形の ぬた るより い 

ふ 0 


松 山 集 上 秋 


早 秋 

置き あまる 夕の 露の 篠 i 、！& 秋の 日 數も穗 に 出で にけ り 

早 谅 

立ち なれし ならの 木陰に 吹き 來る も咋 日に は 似ぬ 秋の 初 風 

七 夕 

秋 をへ て 朽ちぬ 其の 名の 岩 木 山 星の ちぎりの 程 やみ すらむ 

乞巧奠 

玉 琴の 調べ も 今 は 引き 絕 えて 何 を 手 向の 星 合の 空 

二  適 逢 

11 女の. まれの 逢瀨ゃ 天の河な かく 絕ぇ ぬ 契りな るら む 

七夕 雨 

天の河み かさ そ ひなば 一 一星の 身 をし る 雨 も 降り まさるら む 

七夕 霞 

朝 まだき 霞む とみる ゃ寐 もやら であ かせし 星の 空めな るら む 

七夕 山 

動きな き 龜の尾 山の 名に かけて 萬 代 契れ ロル； 合の 秋 

九 0 五 


松 山 集 上 秋 


九 〇 六 


〇ss の 宿り を 以下 原本 囑 字。 


0 みけし 衣の 敬語 0 


七夕 川 

水上 は 神代の 秋の 天の河な がれて 末の 逢瀨絕 えめ や 

七夕 衔 

雲霧の へ だて は 今宵な くもが な 星の 宿り を门 

七夕 機  < 
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名に たてて 棚ば たつめ のおり 機 やけ ふ 待つ 爲 のみけ しな るら む 

深夜 获 

見し 夢の 行方 をと へば 更 くる 夜の 枕に 近き 荻の 上 風 

秋風の 寐覺の 牀は夢 もな し 軒端の 荻の 何き そふら む 

庭 荻 

蟲の音 も 風に なびきて 折々 に 夢 驚かす 軒の 下 荻 

野 荻 

秋 获の花 野のに しき 立ち 歸り まだ 見ぬ 人 やさ そ ひ 行か まし 

水邊荻 

遺 水の 水草 を 茂み 散りう くもし ばし 流れぬ 秋 荻の 花 

三校のお もとより 萩の 花に そへ て 鮎の 魚 を 賜はリ ければ やがて 其の 文字 


o あさ もよ い 「き」 にか * る 枕詞 

〇VJ** に た わ  >  に 0 


0 つかね を 束ね 緒。 


を かしらに 置きて 

あさ もよ い 昨日 は 露と みし 花の 枝に 數 そふ 庭の 秋 荻 

夕 露の 枝 もと を ， に 置き 添 へ て 月の 影 待つ 庭の 秋获 

野邊 近き 家居なら でも 鹿 S 音の そふ 心地す る 夜の 秋 萩 

いつしかと 花 待ち 見ても 言の葉の 色な き 露の 庭 S 秋 はぎ 

おそき とき枝 を まじへ て暌く 花の 盛り 程 ある 庭の 秋 はぎ 

女郎花 

よりそ はば 浮 名 やた たむ 女郎花 尾花 を餘 所に 咲く 野邊 もがな 

尾 花 

秋來れ ばめ なれぬ 海と 武載野 尾花が 末によ する 白浪 

天の川 近き かた 野の 初 尾花 昨日の 星 や 又 まね くらむ 

刈 萱 

かち じと 

步 人の 分け ゆく 袖に 跡 見えて 露し どろなる 野邊 の刈萱 . 

露ながら 誰かる かやの つかね を も 亂れそ ひぬ る 野べ の 秋風 


藤 袴 ひもとく 野 邊は百 草の 花 も ゆかりの 香に 勻 ふらし 


松 山 集 上 秋 


九 〇 七 


松 山 集 上 秋 


〇 夜 を殘す 霧の 鑼 霧1^ ち こめて 

靭 になって ^^晤 ぃ籙。 


0 麼人 臈がひ 0 

〇 ふり 出で て ふり は 鈴 VJ 緣語 0 

〇 をぶ さ 房の 如くに 廣 がりた る 

<A の 尾 0 


九 〇 八 

草 香 

初 尾花 まねく 袖に も それと なき 草の 香う つす 野邊の 秋風 

草花 露 

ぬれぬ とも 折りて かざさむ 置く 露の 玉の 潢 野に 暌 ける 百 草 

接 

霧 晴れぬ 籬を 花の 命と や 盛り ひさしき 露の 朝が ほ . 

たそがれに ほの 見し 花の 折 過ぎて 又 珍ら しき 宿の 朝顔 

小 鷹 狩 

うづら 鳴く かた や いづこと 狩 衣 ま 袖に 分く るす 、 き 高 かや 

狩人 S 袖 や 千 種の すり 衣 鶴 ふす 野 を tss てぞ 行く 

蟲 

夜 を殘す 霧の 雜に 鳴く 蟲の 明けても しばし 聲の ひまな き 

鈴 蟲 • 

ii 人の かへ る 末 野に ふり 出で て 鳴く や をぶ さの 鈴 蟲の聲 

蟋 蟀 

月う とき 頃と もしら で 草の 戶 にさせて ふ 蟲の I 降し きる らし 


〇 駒^ 古、 八月 十五 B に 左 馬 寮 

の 使 の 駒な 近 江 S 逢坂 " 關 ま 

で 出で 迎 ふるこ./. -T 逢坂の 蘭の 

水 に 影o^ん て今 や ひ く らむ51_1月の 

駒」{3之^*) 

〇 立 野 武 Asi 立 野鄉、 武蔵 五牧 

の 一 、 不詳、 或は 小 机简內 にあつ 

たか VJO 「秋 霧の 立 野の を 引く 時 

は 心に のりて 君 ぞこ ひしき」 (後 撰 

七、 教下) 


松 山 集 上 秋 


山 鹿 

山鳥の をのへ 隔てて すむ 鹿 は 何の かひよ と羣 れつく すらむ 

野 鹿 

秋の 野の を じか や 妻 を 思 ひ 草 尾花が もとの 露に 鳴 くらむ 

駒 迎 

ぁふ坂の杉の下道越ぇきても猶かゅa^尺ぬ霧原の駒 

東路 をい つか 立 野の 駒な ベ て 都の 秋に あ ふ 坂の 閼 

月 

曇りな き 月に 契りて 老いら くの さかえ も 千 五 秋津 洲の國 

^ 月 

松風に 軒端の 山の 雲 晴れて 千年 もす める 秋の 夜の 月 

雪に みがき 花に かすめる 影 も あれ ど 秋 を 光と 月 は 澄む らし 

十五夜 月 

此の 秋 はこと さら まさる 光 かと 年々 めづる 望月の 空 

八月 十五夜 

露 時雨 そめぬ 葉月の 影ながら 最中の 空ぞ光 異なる 

九 〇 九 


松 山 集 上 


C 夜よ し V3 「詠めても 誰 を かま 

たむ 月夜よ し 夜よ し VJ 告 ゆむ 人し 

なけれ は」 (玉 葉 五、 教下) 


秋  九 一 〇 

天の川 今宵 を 秋の 中つ せと 月 も 一 夜の 名に や 澄 むらむ 

見る 人 も 今宵 は さぞな 望月の 隈 なき 空に 心 澄 むらむ 

不知 夜 月 

山 松の 末 こす 程 や 浮 雪の 晴れても しばし いさよ ひの 月 

十三夜 月 

秋 深き 程 も しられて 向 ふより ひかり 身に しむ 長月の 空 

蟲の音 はや 、 うら 枯れし 離 にも 月と 菊との 盛り をぞ 見る 

いかばかり 宇田 野の 露に みがかれて 御代 長月の 影 は 澄 むらむ 

雲 閒 月 

秋風に 雪の 浮 橋と 絕 えして 夜 渡る 月の 影ぞ もりく る 

深更 月 

更け ゆけば 夜よ しと 訪 ひし 人 もはや 歸 るみぎ りの 月ぞ さやけ き 

山 月 

初 瀨山峯 の 嵐に 雪晴れて 檜 原が おくの 月ぞ 澄み ゆく 

峯 高く 出 でても しばし 小 倉 山 松の梢に さはる 月 かゆ 

花に うき 嵐の 山 は 秋の 夜の 月の 爲 にや 名 づけ そめけ む 


〇 はかられて たは かられて o た 

まされて 0  ,. 


〇 さ 筵 さは 接. srs、  ^«に同じ0 

月の さむし ろ は 月を眺 むる 5» にし 


都 月 

さやけ さの いづく は あれ ど 名に しお ふ 月の 都 S 空 高き かけ 

古鄉月 

秋更けて 人 はよ もぎの 露 深み 月 を あるじの 古 鄉の庭 

關 月 

照り まさる 月の 光に はかられて 鳥が 音い そぐ 逢坂の 山 

淸見潟 波路 遙 かに 霧 晴れて 早く も 明くる 闢の戶 の 月 

名所 月 

所がら 月 も 明 石の 瀨戶 かけて 浦の 見る めの さやかなる 影 

m 月 

月よ 知れ 夕の 空に 見し 影の 有 明まで も あかぬ 心 を 

月夜 待 友 

夜よ しとて 契らぬ 人 もと ひや 來む猶 敷き 添へ よ 月の さ 筵 

契 秋 

千々 の 秋 契り 置きても 澄み ぬらむ 末久 かたの 月の 光 は 

砂上 月 


松 山 集 上 秋 


九 1 1 


松 山 集 上 秋 


九  一 二 


〇モ-^ 島 紀州 和歌 浦に ある 小島 

衣 通姬を 祀るミ いふ， - 


雪 霧の 汀 を 淸み月 晴れて 濱の眞 砂の 數も よま まし 

海上 月 

和歌の 浦 や 誰も 言葉の 玉津島 ひろへ と 月の 光 添 ふらし 

しほ 風に 霧 晴れの きて 明 石 潟 月 も 浦曲の 名に や 澄 むらむ 

野 月 

秋風に 千草 ぞ与ふ 月 淸み光 を 花と ちらす 野原 は 

；す 、 き 分く る 心の はても なし 月の 盛りの 武藏 野の 原 

杜 月 

露し けき 杜の 下道 行く 袖に 木の 閒の 月の 影ぞ あらそ ふ 

松閒ぉ 

軒ち かき 木の 閬も りくる 秋の K 千代 も 澄むべき 松の 下 庵 

月 前 露 

月 宿る 露 はみながら 哀れと も 玉と も 見ば ゃ武藏 野の 原 

月 前 草 

今宵し も 曇りなければ おも ひ 草 尾花が 袖に 宿る 月影 


o ま R の ふた 木の 松 陸 前 a 名 取 

Is ほ (今の 岩 沼) にあり しミ いふ 

二 本の 松 0 

〇 はふり 子 祝 子、 又 巫女。 神社 

に 侍 ひて 専ら 祭 sa 等に 從事 する 人 

op^of 大和 a 三輪 山の as 

00 卷向の^51»0ニっの山相拉ぷ0 


〇 させて ふ a- 蟋蜂 or きり. f す 

のつ V りさせ.、. -ば 人の S に夜耒 を 

敎 へ」 ；… (HIIISI) 


月 前 松 

高き とい ひよ きと 語らむ 武隈の ふた 木の 松 を 照らす 月影 

月 前 槍 

はふり 子が かざしも 月に いと ふ 夜 を 三輪の 檜 原の 何し け ろら む 

あなしけ に 雪晴れの きて 卷も くの 檜 原が おく も 月と さやけ き 

月 前 葛 

よし さらば かたぶく 月 も 吹き か へ せ 葛の 葉 白き 岡の 秋 かぜ 

月前蟲 

さやけ さに 勇める 駒の 轡 むし 野中の 月 を 誰かめ づらむ 

月 前 巷 

暮る ， より 草のと ほそに 月影 もさせて ふ 蟲の音 を や 鳴 くらむ 

月前歡 

窗とぢ て ぬ 月影 や 更け ぬらむ 門 守る 犬の 聲 のさ やけさ 

寄 a- 旅行 

暮る ， より 袖の露と ふ 月な くば 獨りゃ 越えむ 小夜の 中 山 

晝 露の ひるま を 草の 假枕 月の 夜 ごろ を 急ぐ 驛路 


松 山 集 上 秋 


.PM 三 


松 山 集 上 秋  ォ 一四 

月 前 旅 宿 

おなじ 野に 今宵 も寢 なむ 月 を さへ かたしく 露の 草の さ 筵 

聞 秋 腐 

故 鄉の秋 をば いっか 立 田 山 夜半に 越えく る 初 臈の聲 

峯初^ 

霧 こめて 姿 はみ ねの 遠近に 聲 さだかなる 天津 初臈 . 

田 上臈 

小山 田の 徳浪 かたより 秋風に 翅 みだれて 落つ る臈 がね 

旅 天 腐 

なれ も 又 友な き 臈か露 時雨 故鄕 した ふ 夕 暮の空 

0 

夕日 影 さす か 尾花の 末 見えて 蒲 霧な びく 野べ の 秋風 

河 風に 幾瀨の 波の 末 晴れて た く 殘る 水のう き 霧 

霧 深 

百 草の 花 野 もけ ふ は 見え わかす 夜の 錦の 霧 深く して 

川 霧 


O うづら 衣 つ V 一ば ぎの 衣 o 弊衣 o 

o__*5sf  sa 津國 武庫 都。 今 神戶市 

に 編入 せらる 0  M 藻 川の 東 0 


松 山 集 上 


大井 川下す 筏 も ほの 見えて 嵐に 暗る 、 水の、？ 

水 寒 霧 

山の 名の 朝日に はれて 朝霧の むらく 殘る 宇治の 河 面 

里檮衣 

遠 づまを 思 ひやり て や 秋：^ の 夜寒の 里に 衣 打 つらむ 

さらで しも 老は寐 覺の里 近く 賤 がさ 衣 打ちし きる 聲 

浦檮衣 

所がら うづら 衣の 袖 寒み 波 かけて 打つ 眞 野の 浦人 

田家 秋 

刈り 殘す稻 葉の 雪 や 時雨れ 来ても る 袖 寒き 小 田の かり 庵 

田家 秋風 

守り 捨てて 引かぬ 鳴子 も 秋風に 絕 えす 音す る賤が 小山 田 

田 瘵 

月 宿る 水田の 面に 立つ 畴の 羽音 さやけ き 明 方の 空 

身のう さを獨 りか ぞ ふる 曉に門 田の 鴨の 羽音 さびし も 

刈りの こす 澤 田の 稻葉 ほの 見えて 鴨 立つ 庵 ぞいと *4 さびしき 

秋  九 1 五 


松 山篥上 秋 


九 1 六 


〇屋 見萆 菊の 異名。 


〇 ち、 のみ 銀杏の 實0 


0 

尾花 散る 野 風 を I、 み もろ 鶴獨 りは寢 じと 音 を や 鳴 くらむ 

いつしかと 秋 も 末 野の 程 見えて 夕日 寂しく 鶉 なくなり 

堅 田 候 麻布 別 莊稻荷 社 奉納 和歌のう ち 菊 

月う とき 杉の 木陰に 咬く 菊の花 や 光 やみつの ともし 火 

籬 菊 

勻ひ をば よそに 散らすな しめ ゆ ひし 離の 菊の花の 朝風 

月う とき 籬に勻 ふ 舉； In>^ 草花 は 光 を 名に や こふら む 

谷 菊 

落ちつ もる 花の- |卞に 谷水の 末く む 袖 もに ほふ 白菊 

残菊 白 

千代 もな ほ 殘れ砌 の 忤 垣に 霜 をへ だてて 匀ふ 白菊 

黃 葉 

うなる 子が ち ， のみ 拾 ふ 岡の ベ に染 むる 梓の 色 も 珍ら し 

蔦紅葉 

千代 も猶か はらぬ 色と 飽かす 見む 松より 馴れし 蔦の もみ ぢ葉 


〇 千 人 幾度 も染 むる こさ. = 


G むらへ、 J 所々 色 S きこ VJO 


〇 しづば 下； 


松 山 第 上 


杠 葉 

秋は名に立田の紅葉見し春^3花3氣色もぃかで及ばむ 

里 わくる 時雨と 見し も 此の頃 はなべ て 千 入の 四方の もみ ぢ葉 

く 菊の 白き かた へ に 紅の ひと 木ぞ あかぬ 庭の もみ ぢば 

露染杠 葉 

霜 置かば 花に かへ ての 紅 も 又 一 入の 露の もみ ぢ 

秋 深き 情し りて や 白露の 又 紅に そむる もみ ぢー S 

夕. isi 葉 

霧 深き 麓の 里 はとく 暮れて 入日 ほど ある 岸の もみ ぢば 

山 紅葉 

染め かねし 枝 もま じりて 山姬の 袖の むら ごと 峯の もみ ぢば 

杜 紅葉 

染め 殘す色 こそな けれ もみ ぢ 葉の 露 も 時雨 も 社の 下 陰 

岡杠葉 

霜遲き 岡べ の 松の 下 紅葉 散らで 常 磐に なら ふ 世 もがな 

折り 殘す しづ はも あら じ 歩 人の 往來の 岡に 染 むる もみ ぢば 

秋  ，  九 一七 


松 山 第 上 


〇 そが ひ 背面 0 


〇 いさ 砂 0 


〇須 磨 さらしな も 云々 三 简所共 


秋  九 1 八 

里 紅葉 

秋 も 又 知らぬ あるじのと はれつ 、紅 4 菜に 分く る 里の 中道 

時雨れ 來て笠 りせ し 里の 名も染 むる 紅葉に け ふこ. そ はとへ 

池邊 紅葉 

色 深き 岸 根の 紅葉 移ろ ひて 波 も 千 入の 庭の 池 水 

紅葉 映 水 

夕日 さす 岸の そが ひの もみ ぢばは 波 さへ 秋の色に 出で けり 

木が らしの 名 も あら はれて 月影の 落 紫に 晴る ， 社の 下道 

秋 雨 

心 あれ や 秋風 寒み 降りく る も 月に さはらぬ 霧の 村雨 

秋 水 

朝顔 S 離 垣 近くせ き 入れて いさご も 璃の 庭の 池 水 

^ 夢 

秋の 夜の 夢ぞ樂 しき 心から 須磨 さらしな も 宮城 野の 月 

身の 秋 をし ばし 慰む 夢 もがな 長き 夜す がら 結ぶ 枕に 

秋 朝 


o むれぐ む いつはい に羣 つて „ 


〇 いろく づ. 魚。 


松 山 集 上 


野邊 見れば 眞获 もい まだ 朝 寐髮す ， き 刈萱露 重く して 

秋 夕 

いつの 閒に 置き 添 はりけ む 秋 きても 日數 ほどな き 野 邊の夕 露 

うき は 只 我が身 ひとつと 思 ふ 閒に袂 露け き 秋の 夕暮 

秋 野 

百 草の 花の 錦 は いづれ ぞと嵯 峨野北 野の 露 分けてみ む 

秋 木 

立ちなら ぶ 松の木の 閒の 夕日 影 紅葉に かざる 秋の色 か は 

^ 鳥 

刈りの - J す 賤が門 田の 稻す ，>- め むれぐ む聲に 秋、 ぞ賑ふ 

鶉 啼く野 澤を近 み 立つ 嶋の 哀れ や いづれ ゆ ふべ あかつき 

秋 神 祇 

岩淸水 月に ひれふ す いろく づ の數も 今宵 ぞ見 えて さやけ き 

秋 眺望 

秋風に 尾花が 末の 霧 はれて 不一 一の 嶺 近き 武藏 野の 原 

秋風に なびく！ 1^ 花 か 一 筋の 川水廣 き武藏 野の 原 

秋  九 一 九 


松 山 集 上 秋 


九 二 〇 


〇 きくいた， > 'き 菊 戴。 燕雀 類の 

鳥。 

〇 てりう そ 照 as!^o 鳴禽類の 鳥 * 


暮 ^ 

長月の 日数 も いっか はつ せ 寺 入相の鐘に 秋ぞ 暮れ ゆく 

折りの こす 菊 も 紅葉 も 明日より や 秋の 形見と みつ 、傯 ばむ 

碁 秋 雲 

招くべき 尾花が 袖 も かつ 折りて 夕 霜 寒き 秋の 別れ路 

暮秋 鳥 

花 はは やうつ ろふ籬 にと びて 啼く きくいた  > きの 秋 惜しむ 聲 

下 紅葉 かつ 散る 枝に てりう その 鳴く 音 寂しき 秋の 暮 がた 

秋の はて 

秋 深み 蟲の啼 く 音 もうら 枯れて や、 影 寒き 淺茅 生の 


OVJ をち 十 市 o 大和 Mo 

〇 名のみ ふし 見の 南風に 夢： J"as 

めて $w 際に はよ く 眠れない、 ふし 

み W いふの は 里の 名 ゆかり。 


松 山 集 下 

初 冬 

高 砂の 時雨 は餘 所に 晴れす ぎて 松風 塞く 冬は來 にけ り 

時雨 過 

山風に き ほふと 見し もとく 過ぎて 名のみ 時雨の 里の 浮 雪 

岡 時雨 

浮 雲 は 晴れても しばし 木の もとにし ぐる. - 露の 岡の ベ の 里 

川 時雨 

渡 守 はや 船出せ 隅 W 川 遲れし 雪の しぐれ こぬ 間に 

里 時雨  . 

かり 人の 笠 もとり あ へ す 降りす ぎて と をち の 里 や 今し ぐるら む 

夢 さめて 名のみ ふしみ の 里 なれ や 山風 あらく 時雨 降る 夜 は 

落葉 深 

松 山 集 下 冬  九 二 1 


松 山 集 下 


0 みのし ろ 衣 蓑の 代りに 用ゐる 

衣。 合羽の 顔。  I 


冬  九 ニニ 

駒な づ むみち の 山風 吹き わけて 蹄 も 見えす 積る もみ ぢば 

河 上 落葉 

散り はてし 後 も 心を盡 してや 又染 河の 波の もみ ぢ葉 

1^ 殘菊 

晝 霜に 難の 菊の 色 そ ひて ふた ， び 花の さかり をぞ 見る 

殘菊帶 霜 

紫に うつろ ふ 菊 も 今朝 見れば 皆 白妙の 霜の きせ 綿 

野外 霜 

有 明の 月 も そなたに 影 見えて 晝霜 白き 野邊の あけ ほの 

竹 霜 

朝な く緣も 霜の 白妙に 老 やまな びの まどの 吳； b 

橋 霜 

置き 渡す 木 曾路の 霜の 朝 ほらけ さながら 春の 花の かけはし 

殘 應 

旅の空 日 數も雪 も故鄉 のみの しろ 衣 かりやき ぬらむ 

寒 松 


〇 いつ * あれ，〕』 厳に 

〇 いつはの 松 五葉 松 


は あれ，〕 J 


0 むら あし io 


〇 ひも 接 冰 面接、 » の 面の 接の 

如くなる をい ふ 0 


松 山 $5- 下 冬 


いつは あれ どいつ はの 松の 風 さえて 霜の 花 く 冬 枯の庭 

庭 寒 草 

さらに 又 秋 見し 色 をお も ひ 草 霜の 籁に殘 る ひと 花 

とおられし 窗 のむ ぐらの 霜 枯に淺 茅 S 庭の 廣さ を- ぞ しる 

寒 蘆 

よる 波も冰 にと ぢて 難波潟 あしの かれ 葉に 殘る 浦風 

なびき もの 綠は猶 も 深き 江に 獨 りかれ たつ 風の むら あし 

水 鄉寒董 

冬 來ては 浦風 寒し 難 波 江の 蘆の 穗 わたる 霜に まが ひて 

冰 

垣根 行く 水の 流れ も冰り るて 音信た えし 冬の 山里 

冰初結 

朝 手 あら ふたよりに 見れば ひも 鏡 結び 初めぬ る 庭の 池 水 

池 水 

松 高き 砌の 池の ひも 鏡 千と せの 影もう つして、 ぞ Int- む 

をし 鴨の 鳴く 音ば かり を殘し 置きて 玉藻の 牀も冰 る 池 水 

九 二  111 


松 山 集 下 


〇 かつ 見えて 片方に 見えて * 


冬  •  九 二 四 

日影 さす かたへ は 解けて 中島の 松より 北に こ ほる 池 水 

池 水始冰 

浮 草の 朽葉 も 庵に かつ 見えて 絕ぇ くこ ほる 庭の 池 水 

寒 月 

波に はれ 雪に みがきて 大 井河 嵐の 山の 月ぞ 寒け き 

まさご 地 はいかに さ ゆらむ 片 敷の 袖に もこ ほる 冬の 夜の 月 

ふけぬ るか 影 ふむ 道に 置く 霜の 碎 くる 音 も 月に 寒け き 

衾 

あつ 衾 ひき 重ねても 下さ ゆる 老 やうき ねの 限りな るら む 

磯 千鳥 

友 千鳥と はぬ 恨みの 大機ゃ 小 磯の 波に 翅し をれ て 

水 鳥 

山河の 冰の淵 を 立ち わかれ 淺瀨 にさ わぐ 水鳥の 聲 

鴨の ゐ るみぎ はの あし は 霜枯れて 己が 羽音 ぞ獨り 寒け き 

更 くる 夜に うき 寢の牀 や こ ほ るら む 陸に まど へ る 水鳥の 聲 

0 


〇 うな ゐ子 幼子 0 

0*5 いらく， 宠人 0 


松 山 m 《下 


虱 1、 み 時雨 や こ ほる 奥山の 棋の 葉づた ひ： 寒 降るな り 

雪 

うなる 子が まろばす 雪 を 老いら くの 埋 火ながら 見る も 寒け し 

初 雪 

葛 城の 雪の よそに も 降り そめて 今朝 珍ら しき 峯の 初雪 

庭 雪 

とひ 来ぬ る 人の 情ぞ この ゆ ふべ 雪に 跡な き 庭の かよ ひ路 

山 雪 

雪に こそ 見る ベ かり けれ 吉野山 花に はもる 、松 も 有りし を 

山家 雪 

山 深み 雪に とぢ たる 柴の戶 は 春より 外に 誰か 明くべき 

杜 雪 

枝し けみ 降りつ む 雪の 白妙に 常 磐の 森の 名 を やか ふらむ 

ね ぐらと ふ翅も 白し 夕 がらす 野中の 森の 雪の よそめ は 

海邊雪 

波の 上 は 跡な く 消えて その 名のみ つもりの 浦に 降れる 白雪 

冬  九 二 五 


松 山 集 下 


〇 ゅづ ばの 村 萬 葉の 五- C 都误 S 

ょり出でたる一!^10 岩石の 多く 繁り 

立てる 處を いふ 0 こ、 は 地名.、 J せ 

るに か 0 


〇 むつの 花 雪の 異名 0 

〇 いつ 葉の 松 E 紫 松。 

〇</.- か へり 松 は 百年に 一 度 0 千 

年に 十た、 び 花 吹く  VJ いふより、 松 

の 花 を 十 返の 花 VJ もい ふ。 


冬  九 二 六 

暮村雪  ， 

宿りと るゅづ はの 村 も 白妙の 少女が 袖 や 雪に さ ゆらむ 

松 雪 積 

つもり そふ 梢 は 草の 面影 を さながら みする 雪の 松が 枝 

雪 作 松樹花 

むつの 花い つ 葉の 松に 唆き そめて 千代 をと かへ りの 色 やみ すらむ 

竹閒雪 

た 、^r ひと へさえ だの 霜と 降り 初めてな びく も あかぬ 雪の 村： b 

杉 雪  、 

深み どり 埋もれ はてて 白雪の け ふ も 隙な く ふるの 神 杉 

古寺 雪 

埋もれぬ 鍾のひ *>f きの 高野山 嵐は絕 えし 雪の あけがた 

神社 雪 

榊 葉の 色 もさむ けし こと 木まで 白 ゆ ふかくる 雪の あけ ほの 

名所 雪 

月に こそ なぐさま ざらめな ベ て 降る 姥捨 山の 雪の あけがた 


雪中 待卷 

積り こし： や S 塞 さに 春 をのみ 心に 松の 雪の下 庵 

雪中 魔 狩 

ナ ぷね 

0 ましら ふ 《; 白斑、 Ks 羽毛に 袖に 散る 毛羽 も 雪に こき まぜて 狩 場の 小 野 はまし らふの 魔 

白色の 斑 s ある もの 

野 行幸 

宮人の 袖 ふり は へ て 狩 衣 北 野 S 御幸め づ らしと みむ 

何事 も 古き にかへ る 君が代 は 野べ のき すの 御幸 を やまつ 

爐 火 

〇 ふ、 ろみつ 含みつ；  かきおこす 下の 光の ふ  >  ろみつ 夜 深き ね やに 殘る埋 火 

I  .  宮人の 榊 葉うた ふ $1 & 更けて 霜の 白 ゆ ふ 袖に かくら し 

早 梅 

C ふる ミ しながら 白雪の 降る に 养の來 る 道の しをりと 白雪の ふるとしながら 勻ふ 梅が 枝 

餺年 * かけて ある 0 

なべ て 喚く 野 山の 春の 草よりも 年の こなたに 勻ふ 梅が 枝 

冬 天象 

,  山風の 雪 を 催す 色兒 えてき はめる 雪ぞ峯 にか 、れる 

松山篥 下 冬  九 二 七 


松 山 集 下 


0 ましら かせき 猿 鹿。 


冬  九 二八 

冬 雲 

もみ ぢ葉を さそ ふ 時雨の 跡に 又 人 日 染めな す 峯の浮 雪 

冬 海 

さむけし な 潮風 あれて 今朝 も 又雪氣 催す 沖つ 舟 道 

冬 旅 

袖 さえて 越えう き 旅の あさ 衣 木 曾 路の雪 は 花と みるに も 

冬 夜 夢. 

風 寒み ねられぬ 夜半 は 夏よりも 猶 手枕の 夢ぞ みじかき 

冬 獸 

埋 火の あたりに ねぶる 庵 猫 は 花 唉く春 や 夢に みるら む 

さびし さは ましら かせきの 跡ば かり 雪に 殘れる 冬の 山里 

夕歲暮 

新 玉の 春 待つ 身に も 行く 年の 名殘は 惜しき 夕暮の { 仝 

歲暮松 

いと はや もお はせ ぬ 門に 松 立てて 春 待つ 宿 3暮 ぞ賑ふ 

歲暮梅 


〇 しのぶの 摺衣 しのぶ は 今 福 鳥 

市の-! r  , 


〇 しのぶ 文字 やり しのぶ 摺に m 

じ。 忍 革の 葉に て 布 帛に摺 りつけ 

たる もの 0 その 模様の も おれ， れ 

たる 狀な るより、 しの ぷもぢ やり 

さもい ふ 0 文字ば あて 字 0 

〇 見 るめ 海松 * かく 0 


ろぢ 近き 梅の 立 枝の 春 待た で勻 ふもうれ し 年 S こなたに 

老後 歲碁 

花鳥の 色 音 待つ 身 は 加 はれる 老の數 を もし ひて 飲 かじ 

行く 年の 名殘も あれ ど老が 身は堪 へぬ 寒さに 春 を こそ 待て 

としは 暮れに き 

搰の 火の 光ば かり を賴 みに て 又い たづら に 年 はくれ にき 


松 山 集 下 戀 


忍 戀 

うき も 身の よそに もらさ じ s^lp: おさ ふ る 袖 はよ し 朽ちぬ とも 

もらさ じと 思 ひしの ぶの 措 衣 袖の みだれ も 誰か 知る ベ き 

忍淚戀  * 

我が 袖の しのぶ 文字す り亂れ なば いかにつ、 まむ 露 も淚も 

見 戀 

海. H のかる 見る めば かり を 契りに て あ ふこと 波に 袖 やくた さむ 

小 車の わりな く 慕 ふ 下す だれ 隙 もる 影の ほのかな りし も 

九 二 九 


松 山 集 下 戀 


九 三 〇 


〇 さねし さは 接頭語。 


〇七 ふさ， ひしき 云々 「陸 奥の VJ 

ふめ 蒼 ごも 七 編に は 君 をね させて 

三 SI に 我ね む」 (袖 中抄) 


通書戀 

玉章の かよ ふちぎ り は 有りながら 憂き いら へ のみ 見る も わりな し 

依 戀祈身 

つれな さも 限り や あると 引き か へ てうき 身 を 祈る 森の しめ 繩 

契戀  * 

僞 りのある よも 知らで か はら じと 我が 誠より 契る 言の葉 

不逢戀 

とひよりしか ひこ そな けれ 空蟬の もぬけの 衣 蒲き 契り は 

遇 不逢戀 

解け そめし 妹が 下紐 今 は 又： 1： の 報いに むす ほ  >  るら む 

さね かづら さねし 夢路に 引き か へ て 今 さらた どる 相 坂の 山 

待 戀 

まろね して 七 ふさび しきす が 筵 今宵 も 又 や 三 ふに 明かさむ 

初逢戀 

ながれての 末 をぞ賴 むう きながら 逢 ひそめ 川の 波の 枕に 

思 ひ寐の 夢に 馴れ こし 中 も 今う つ  > となれば 恥 づる首 の 葉 _ 


〇 きね. 


男女 相會 したる 翌朝 


〇 箱 木 一尺 はかりに て 五色に 彩 

りたる 木 0 昔 奥州 地方に て 男が 思 

ふ 女の 家の 戶 口に 此の 木 を 立て、 

女が： E*^, すれ は 此の 木 を 取り 人れ 

る。 然らぬ 時 は 次々 に 加へ 立てて 

千 束な 限り V」 して 女の 靡く を 求め 

た-/」 いふ 0「思 ひかね 今日た て そむ 

る餘木 千 束 も 待た であ ふよし も 

がな」 (詞花 tH.!) 


夢中 逢戀 

宵々 S 夢の 浮 橋な かりせば 何に 命 を かけて 賴 まむ 

別 戀 

手枕に はづ かしと みし 月影 を 今 はかた みのき ぬぐの 空 

歸 戀 

鳥が 音に 知らぬ あるじの 心まで うらみて 歸る曉 の 空 

見 夢增戀 

なが かれと 契りし 夢の 鳥が ねに 覺 めて 亂る ， 牀 の黑髮 

後朝戀 

今朝 はな ほ 夜半 S 枕に かき やりし その 黑髮の 亂れて ぞ思ふ 

稀 戀 

とも すれば もとの つら さに か へ り 花 稀なる 色 を何賴 みけむ 

久 戀 

幾度 か 袖 も淚に 朽ち はてて 立てし かひな きか どの 錦 木 

片 思 

よし 今に 憎し ともい へ それ を だに 思 ふかひ ある 言の葉に せむ 


松 山^ 下 


九 三 


松 山 集 下 戀 


〇 あ ふ はして 14 明。 


〇 ゆ. -し VJ て 忌々 レ いから VJ. 

1?^  


〇扇のーー： 重が さね 三重 篛 Inso 檢 

慕の 枳の 幅の 狭く 開く もの。 扇に 

逢 ふなかけ、 三重に 見えな かく 0 

0 花の 下紐 花の 接 を聲 へい ふ 0 


九 三 II 

言の葉の いらへ なきだに 今 はは や 世に ちらさす ば 憎し と 思 はむ 

動きな き 人の 心 は 石 河の かた 淵に のみこ ひ 渡れと や 

田 d 

人 はな ど 淺瀨な るら む 思 川 思 ひせく 身の 袖 をみ るに も 

あ ふ はして 淚の 露に 袖 ぬれて 尾花の もとの 草の 名 ぞうき 

被忘戀 

ゆ  >  しとて 拾 はぬ 中の 忘れ 貝 いつしか 袖に よす る浦浪 

忘れ 草 我が 心に は 生 ひすして 賴 むかた 野に など 茂 るら む 

忍絕戀 

忍び こし 庭の 通 ひ 路跡絕 えぬ 淺 茅が 露 は 袖に 殘 りて 

春 戀 

靑柳 のな びくと 見し をい かにして もとの つら さに 歸る 鳩が ね 

さやかに もやが て 扇の 三重が さね 霞める 月 を 契りに はして 

わりな しゃ 花の 下紐 解けながら 霞の 袖に 面 かくしして 

夏戀 


〇 今 は g2? 今 は きにかけた ~ 


〇 ねの こ 子の 子の 餅 3 亥の こ (十 

刀 亥 GB) の 翌日 贫 する 姘。 子に 

寢を かく 0 


松 山 集 下 戀 


逢 ふこと も 今 は！ 0!^ 野の 眞葛 i5f 下 にや 秋 S 風 通 ふらむ 

秋 戀 

うき 中 はま だき 時雨の 降り そめて 獨 りこが る 、 袖の もみ ぢ葉 

秋顯戀 

つ ， みこし 袖の 千 入も顯 はれぬ 人の 心の あき c  :^ 雨に 

冬 戀 

手す さびに とふ 毀う らも 空しくて 涙に 消 ゆる 寢屋 s 埋火 

冬 逢 戀 

牀の霜 袖の 冰 もなかり けり 妹が 心のと くる 今^は 

つ ， みても 新手 枕の あら はれて ねの この 數を人 やと ふらむ 

寄 七夕 久戀 

棚 機の 絕 えぬ 契り も 有る もの を つれなくて のみ 秋、 ぞ へに ける 

寄 秋風 戀 

吹き か はる 人の 心に 言の葉の 賴みも 今 はな かの 秋；^ 

寄 雪！！ 

跡つ けば 人 もこ そしれ 歸る さの 道 降り かくせ 今朝の .H 雪 

九 三 三 


松 山 集 下 


〇 め.：：/ り あふひ 週り 逢 ふ 日、 葵 0 

〇 諸 葉 草 ふた は あふひの 異名 0 


九 三 四 

寄杜戀 

つ ひに わが 浮 名 やよ そに 杜の 露つ 、 まむ 袖の 朽ち も はてなば 

寄關戀 

うき かたに たが 關 すゑて 心さ. へ 通 はぬ 中と 今 はなり けむ 

寄水戀 

餘 所に 叉 通 ふ 行方 も 知りながら 賴む覚 のみ づか らぞうき 

寄 河戀. 

深く のみお も ひて 渡る 飛鳥 川う きも 嬉しき 瀨 にか はるよ を 

寄海戀 

逢 ふ 事の 淚に 沈む 牀の海 は 枕 流れて 見る 夢 もな し 

寄蔡戀 

小 車の めぐり あふひ を 頼みても 人の かざしと 見る ぞ かひな き 

諸 葉 草.^ ろ 心に はかけ すして 我に 卯月の 袖の 朝露 

寄 竹 戀 

笹： b の 一 よ 一 一よ の 隔て を も 葉に 置く 露の 亂れて ぞ思ふ 

わりな しゃ 靡く とみる もな よ；^ のさす が をり うき 人の 心 は 


〇 しまつ 鳥 

名 0 


島の 鳥の 意、 魏 の異 


〇 秈河 秈木 を. 流し 運ぶ； so 


〇 夕 づ>  金星、 宵の明星 A 

〇 あか 星 令： 星に IS じ 0 


寄 松 窓 

逢 ふ 事 は^かた 岸の 松よりも うき 年波に 袖； てし をる ， 

寄 鳥戀 

いかにして Si 染 川の しまつ 鳥う かりし 瀨々 も 有りと 語らむ 

寄鎵戀 

ひとりの み 見る や 契りの 朝 鋭と もに，； 1： ひし 折 も 有りし を 

寄 掉 0 

杣河ゃ 筏 S 掉の さし 離れ 思 ふ 心 S かよ ふ瀨 もがな 


松 山 集 下 


星 

飛ぶ 螢 雲居に 消えし 光 かと や 、 E^ん初むる夕づ 、 の 影 

宮人の 雪 居に うた ふ餘 よりも 空に 寒け き あか 星^ 影 

夕 風 

まさき 散る 深山 は さぞな 都に も ゆ ふ ベ 寂しき 松風 s 聲 

薄暮 想 

雜  九 三 S 


松 山 集 下 


九 三 六 


8 川 


ef 津圃三 島 都 Q 淀川の 支 


宿 ごとに たつる 煙の 色より や 早く も暮る ， 山 もとの 里 

里 遠く 立つ る 煙の 一 すぢ はな かく 寂し 夕 暮の空 

. 嘵 

待ち わぶ る老ぞ 悲しき 鍾 のこ ゑ 鳥の 鳴く 音 もよ そな りし 身に 

關 

秋 は 又 霧 や 隔てむ 東路の 霞が 關の しけき ゆき 來も . 

朝 まだき いさめる 駒の 鈴 鹿 山し るべ にた どる 閼の 下道 

水 

春秋と か はるう き 瀨もか はらぬ や 水草 淸き 流れな るら む 

山水の 細き 流れ や 中々 に 人の 心 も 澄み まさるら む 

水 石契久 

春き ぬと 岩 井の 冰， 舲け そめて 汲む 手に 契る 千代の 若水 

名所 瀧 

松風 も ひとつに 落ちて 峯高 くひ >  く 音 羽の たきつ 岩波 

名所 河 

折々 にか きなが しても 芥川 つもる む？^ みづ から ぞうき 


o かぢ枕 船中に 旅寢 する こさ * 


〇 車 入るべき 前 漢の于 < ム、 門 の 

り を 高く 造りし こ 枕 草子 六 段 

(大進 生 昌が家 ) に 見 ゆ。 


松 山 集 下 雜 


听 橋 

よ 、 ふと も猴 朽ちせ じな 橋 柱 昔ながら に殘ろ 其の 名 は 

名所 渙 

松風に 波 ふき 立ちて うき 寐 する 與謝 S 湊は夢 も 結ばす 

海 路 

かぢ枕 波の 千里の いかに ぞと思 ふ 心 も 八重の 濱風 

ゾぃ ネ 

浦 近き 松の 隙より 立つ 煙 見 ゆる や 海 土の 家居な るら む 

浦 波 

これ も 又 千代の 數 とや あし 田 鶴の 翅 にか 、 る 和歌の 浦な み 

閑 居 

ぼ を そむく、 いならね どすな ほな ろ 竹の 庭に はう きふし もな し 

遣 水 も はら ふ 人な み 埋もれて 音 かすかな るむ.  ぐら 生の 宿 

末つ ひに 車 入るべき 松の 門 木 高く 千代の 色 も 見えけ り 

古寺 鐘 

九 三 七 


松 山 集 下 雜 


九 三 八 


〇 ねさ 袋 旅行す る 時、 道祖神に 

手 向く る幣、 多く は 切幣を 入れる 

袋 0 


〇 こ ゆるぎの 相 模國酒 勾 川より 

大 磯に 至る 浦。  — 


〇 都に ちかの 都に、 近い 千賀の 

浦 VJ を かけて ある 0 千 賀の浦 は 陸 

前の 歌枕 VJ して 名高い。 


しきみ つむ 曉 おき は 鐘の音 もま だほの ぐらき 峯の 古寺 

水戶 宰相き み 紀治 卿の 御國へ いらせ 給 ふ 御 はなむけに 松に ぬ さ 袋 をつ け 

て奉リ ける 歌 

千代 經べ き 君が かへ さ を 諸人の 今やと さぞな 松の 言の葉 

旅 朝 

朝 煙 木の間に 見えて 旅人のお き 行く 星に つ V く 松原 

旅會雨 

ふる 里 をし のぶの 露 も 落ち 添 ふや 窗 うつ 雨の 夜半の 枕に 

旅 宿 夢 

草枕む すび か へ て も か はらぬ や 朝に 通 ふ 夢路な るら む 

旅 泊 波  - 

松 ％ に 浦波 高く こ ゆるぎ の いはが ね 枕 夢 も 結ばす 

る 夢 は 都に ちかの 名のみ して 浦 わの 波に ぬる 夜半 もな し 

都 へ のぼる 道に て 

を さな子の 門に 出で つ 、啼 く聲を 聞く ばかりなる 夕 悲し も 

戶 塚と い ふ听 にて かくし 题 


C 松の 火 たいまつ 0 


Ovf に Bo 


松 山 集 下 雜 


草枕 ひとつ かりねに みる 夢 も 心々 の 月 花の かけ 

大 農  ， 

松風に 沖津 白波 吹き よせてと かく もしろ き 大碟の 里 

箱 根 

松の 火 も 木の間に 見えて 箱 根 山 明け ゆく 峯ぞ なほ 遙 かなる 

沼 津 

あやめ ふく 沼 津の里 は 旅人の 袖 さ へ かをる 露の 朝 虱 

原の 宿と いふ 事 を 折 句に 

はる <.\ とらに^ ひ來 ての る 駒の 鈴蟲き ほふ 草の 中道 

浮 島が 原に て 

言の葉の 及ばぬ 身に は 目に 見ぬ もなかく よしや 雪の ふじの 嶺 

はだ 寒 みさこ そ は 我 をし ふらめ 添寢 せし 子の 宵々 の牀 

藤 枝 

見し 舂の ゆかりの 色 を 今 もな ほ靑 葉に 殘す藤 枝の 里 

小夜の 中 山に て 

鳥が 音に おき 行く末 も 霧 こめて なほ 明け やらぬ 小夜の 中 山 

九 三 九 


松 山簏下 雜 


九 四 0 


0 濱ゅふ はまお も ミ の 異名。 

0 みくま 野の WI みは 美稱、 紀伊 

E 能 野 浦。 


碓冰 にて 

もみ ぢ葉 のうす ひのみ 坂 越えし より 猶 深から む 山路 を ぞ思ふ 

山家 風 

吹きた ゆむ 程 こそ あらめ 馴れ ぬれば 今 は 夢 をも峯 S 松風 

山 家 友 

妻 木 f ) るた よりに 人の 音 づれて 友う とからぬ 松の 下 庵 

のがれ こし 峯の 松風 猿の 聲ぅ きものながら 友と こそき け 

苔 

山が つの 注來 やしゅき 蒸す 苦の 綠 少なき 岩の かけ 道 

苔 露 

柴人 のかよ ふば かりの 岩が 根 は 露 さへ 深き 苔の 細道 

濱ゅふ 

移し 植 ゑて 千代 を 重ねぬ 濱ゅ ふの ためし もこ  >  にみ くま 野の 浦 

窗 竹 

月の ため 植 ゑぬ 窗 にも 吳 竹の よその 這 ひ 根の 生 ひ 茂る 影 

戶外 松風 


〇® 軒 培の 敎石 。見る 意 を ¥ 


ote こぞり て 船中の 乘 客悉， 


松. ^築 下 雜 


とひす てて 人は歸 りし 柴の戶 に殘る 夕の 松風の 聲 

夏 き 山 櫻戶は 松の 風 吹く ともよし や 散る 花 もな し 

浦 松 

浦風の 梢 吹き 越す 音まで も 神 さびに けり 住 吉の松 

名所 松 

深み どり 鹿の子 まだらの 雪なら で 時 しらぬ 色 を 三 保の 松原 

K 鶴の 居る 干潟 や いづこ 白波の 梢に か 、 る わかの 浦 松 

山 榊 

增 * 組^ 代 を かけて 榊 葉の かけ 榮ぇ 行く 天の 香具 山 

紳路山 さか ゆく ほど や 宮人のと る 榊 紫の 色に み ゆらむ 

鵝刚砌 

年月 を f  J  > に 重ねて 維 を さ へ あまた 砌の 鶴の 毛 衣 

0 舟 

今 もな ほ 船 こぞり て や 都鳥 隅 田 河原 3 昔 こふら む 

眺 望 

さはるべき 草の葉 山 もなかり けり 緣 につ 乂  く武 藏 野の" 5^ 

九 四 一 


松 山 集 下 


〇 ねな は じゅんさい (蓴) の 異名 


OS 山吹の 花 0 


雜  九 四 二 

入日 さす 浦の 苫屋に 干す 綱の 目なら ぶ里ぞ やがて 暮れ行く 

望 遠 帆 

船 まもる 神の 心 やい さむら む眞 帆に 吹き こす 沖津 潮風 

仁 正 寺 侯の 別莊 にて 樂山樓 と 名 づけ 給へ る は 富士统 波に 向 ひて 土 さへ さ 

けむと いへ る 思 ひも しらず が ほなる に 又 池 水 近う 風の 涼しく 吹きの ぼり 

ければ 

水無月の 暑さ もけ ふ は 筑波山 ふじの 高嶺の 雪に けられて 

涼し さに 池の ぬな はは 暮る 日 もしら でより そふ 水のお くし ま 

ムロ臨 址 占 風 囡卜七 勝の 中 

玉裕 君が みまし の 跡と めて 常 磐 かき はに 猶 仰-ぐべ し 

枕 岸棣棠 

岸 高み 下行く 水に 影 見えて 波 を まくらの 山吹の 花 

秧 田新綠 

植ゑ わたす 田の 面の 末にみ る 山 も ひとつ 緣 につ やく 若 苗 

萏？， 水 

涼し さは 岩 井の 淸水 結び あけて 苔ぢに そ/ V ぐ 夕 暮の庭 


〇 若 jtl^ 小 松の 遊び 古、 正月 初子 

の 日に 野.！！ 3 に 出で 小 松 を 引き 千代 

を 祝 ひ 或は 若菜み-摘みて 食お VJ し 

邪氣 を！！ g ひし， 遊び。 


offil 生 山 JR 生の 頃の 山。 春の 山。 


0 さっき 山 さっきの の 山 0 


雜 


梅 窗殘月 

く  の 花 を 姿の 窗の內 に 月の ひかり も 有 明の 虱 

富 士秋雪 

もみ ぢ葉 をよ そに 入日の 紅 も 雪に はえた るふ じの 芝 山 

筑波晨 光 

この 宿の 光に なして 筑 波山峯 S 朝日 を 軒端に ぞ る 

むつき 六帖題 十二 ガ 

餘 所に 聞く 老も 心の 長閑け き は 若菜 小 松の 遊びな りけ り 

き さ ら ぎ 

かりがねの 行方 や いづこつ ばくら め 軒の 古巢 にき さらぎ の 空 

やよひ 

彌生山 llf は 散りて うす 緣夏 にさき だつ 色ぞ 涼しき 

うづき 

これ も 又う. づきの 數 にか. ぞ へば や 卯の花 細き 寢屋の 手枕 

さ つ き 

さっき 山 峯も麓 も 折 を 得て ともし^ 河に 夜 を 明かす らし 

九 四 I 一  1 


松 山 集 下 雜 


0 ふみ、、 つき 歌な し 0 


0 後の はづき 歌な し 0 


〇 山 ぁゐの 袖 山 藍な 以て 青色に 一 

摺 り& したる 袖。 


九 四 四 

みなづき 

なべ てよ のた へ ぬ 暑さに ふじの 嶺の雪 さ へ 今 は 水無月の 空 

ふみづき 

はづき 

露 時雨 そめぬ 紫 月の 薄紅 葉 後 の 葉月 や 照り 增 るら む 

後の はづき 

ながつき 

幾度 か ねざめし 後の 鳥が ねに よ を 長月の 程ぞ しらる 、 

神無月 

うつろ はぬ 菊 も 有りけ り 神無月 紅葉の 外に 秋を殘 して 

霜 月 

霜し ろき 賀 茂の 河原の 月 更けて か へ るぞ 寒き 山 あるの 袖 

師 走 

かき 嗜し空 もす yv けて 降る 雪に 拂 ひかね たる 賤が 家々 


OB^M 山城^ 小 は 山の 東 の 

尾 をい ふ の 上より 名 づけた。 ， 


松 山 第 下 雜 


定めな き 身の 古 を 思 ふに もな ほ 頼まれぬ 行 末の 空 

獨 述懐 

何事 も 我が 先の世の 報い ぞと 思へば 言 は む 言 の 葉 もな し 

身に あまる 惠 みある 世 は讀む 文の 少なき のみや 歎きな るら む 

旅 述懐 

聲 きけば まづ 古里 ぞ 忍ばし き 兄な き 里 を 旅路と もがな 

藤 丸と いふ 刀に そへ てよ める 

岡の ベ の 松の梢に 千代 かけて 唤く藤 丸の たちさ かえな む 

鳩 丸と いふ 刀に そへ て讀 める 

八幡 山 ゐる鳩 丸の 太刀 さして 千代よ びか はす 峯の 松風 

やん ごとな き 御 方 より 賜 はせ たりと て 嵐 山 の 權高尾 山 の 楓の木 もて 造. d 

る 短冊ば さみと いふ ものに やがて 其のと ころの 花 紅葉 をャ にした る を 

ふ たち 

田 安 3 御館に 仕へ 給 ふ 三 枝の 御 許え させ 給 ひた リ ければ 誠に 我が家の 資 

として 末の世に も傳 へ 侍る ベ きも のぞと 思 ふ に いとも^^ W ズ くて 

龜 _s 尾 もな がき 嵐の 出 櫻 高 尾 S 紅葉 萬 代に みむ 

九 四 五 


*^|で「 ぞ 


九 四 六 


o^ra.^.^ 下野 闕佐 野の 城主、 

寛^ 屮： S "府の 少龙 であった。 天 保 

三年 卒。 ^奧耙 行水 =q 文藻 筝の著 

が ある 0 


懷 舊 或 人 追 i^: 

梳ゑ 置きし 千 種の 花 も 露 そふ や 早 七年^ 秋の なごりに 

夏懐舊 同上 

橘の 木陰 は さぞな よそに さ へ 消えし 世し のぶ 袖の 夕 露 

堀 E 攝律守 .ri! 敦 朝臣の 室涛 光院 君の-三 囘忌 によみ 置き 給へ りし 歌 を かみ 

に 置きて 郭公 

かりのよ S 夢 さませと や 郭公 夜 深く 鳴きて 西 へ 行 くらむ 

菖蒲 S 上  • 

るりの 池に ひかば さぞな と 菖蒲 草 甲； J ひやる にも 蒸る 朝 かぜ 

おなじ 君の 七囘 忌に 草花 

いと はや も 移りに けりな 七と せの 秋 は 夢 野 Ss: 草の 花 

こと 草の 盛り を 見ても 女郎花 かれしよ した ふ 野 邊の夕 露 

故鄉露 或 人 追善 

色增 る 小获が 花に 消え し 世 を 誰もし の ぶ の 露の ふる 里 

秋水 f 

月 も 今み しょの 秋 や^ ぶら むな き 影う かぶ 庭の 眞淸水 


下野 佐 SIS の 城主、 正  堀 E 若 狭 守 正 富 朝臣の 二十 三间 忌に 正 敦 朝臣の す 》 め 給 ふに より 霜 を 

たらち ねの 敎 へ も かく ゃ殘 りけ む 霜に 跡 ある 庭の 眞 砂地 

寒夜 懐舊 或 人 追 喜 

なき 跡に a ゆる 夜風 ゃ埋 火の もとの 光 を 思 ひ 出 づらむ 

或 人 五十 囘 5 ぶ 

五十と せの 跡と ふ 庭に 散る 雪 や 御 法の 花の 色 を そふら む 

水 戸武公 紀治卿 の 御三囘 忌に 寄 夢懐舊 を 

うつ 、 と は 誰か 三と せの 花の かほ 月の 圓居も 夢の 閒 にして 

手枕に 有りし 面影 立ち そ ひて 殘るゃ 夢のう つ ， な るら む 

淸光院 おのよ み 置き 給へ リ ける 歌の 末に 

散り しょや 更にした はむ 言の葉の 花 も 紅葉 も 殘る木 影に 

月 宿る 草葉の 露の 消えし より 淸き光 や 形見な るら む 

稍 山 行敎の 十三 囘忌 によめ る 

0 うし 牛 しミを かく。  小 車のう しゃ 別れし 年の 名に 又 めぐりあ ふ 水無月の 空 

0 ふろ 文の 棟木に みて る 所藏の ふる 文の 棟木に みて る いさをし を 君なら すして 誰かな すべ き 

. 古 が 汗 牛充棟 VJG 

夢 

松 山 集 下 雜  九 四 七 


松 山 集 下 雜 


九 四 八 


〇 うち ミの神 伊勢の 內 外宮 0 


小夜 枕 花 も 若葉 も 一 時に みする や 夢の 情な るら む 

故鄕夢 

こ、 も 又む ぐ ら 宿り て 行き やらぬ 夢路 露け き 秋の 故鄉 

深夜 夢覺 

老いら くの 程 も しられて 更く る 夜に 幾度 覺 むる 夢 の 手枕 

神 祇 

すべ ら ざの 御代 長月の しるしと ゃ絕 えぬ うちとの 神の みて ぐら 

社頭 鳩 

稻荷山 杉の 木の 閒に 鳴く 鳩の 下り ゐる枝 もみつ S 神！ e 

岸 本 某が 下野 國に 住める ころ 消息つ か はしける 奧に 

いつしかと 民の 草葉 も 打ちな びき 君が 惠 みの 露 や 待 つらむ 

或 人の 賀に 

玉 格 梅に § ^に 折り そへ て 君 や 八千代の 春 も かざさむ 

見 花延齡 或 人 A 十 i?< 

見つ 、 へむ 末 や 千と せの 山 樫 八十 を老の 初花に して 

祝  一一 in 


〇-/J かへ りの 花 十 返 花。 松の 花 G 

松 は： .！ 年に 一 度、 千年に 十 度 花咲 

く ./J い ひて 祝 W の 意に 用ゐ る llfi。 

〇 位 山 位 を 山に た-、， - へい ふ 語.《 

〇 よ I^s ろ 古昔 丁年の 男子の 稱 0 

二十 一 歳より 六十 歳まで 0 


松た てる 砌を廣 みるる 田 鶴の 雛 も あまたに 千代よ ば ふ？.：； 

寄 松 祝言 

千代の 波 かけて を 契れと か へ りの 花み む 後 も 和 馱の沛 松 

冬 祝 

霜の 中に 色 そふ 松の 位出榮 行く末 は 千代 も かにら じ 

冬來て は大咨 もせば し 貢物 はら ふよ ほろ のしけ き 往來も 

霜柱 あまたの 殿 を 造るべき しるしに 立てる 冬の 庭 かも 

寄星貺 

曇りな き 君が 千と せ も 七め ぐり 七つの 星に 契りお かば や 

大穴 H に 曇らぬ 星の 光より 君が みかけ や 世々 に 仰がむ 

寄 山 祝 增上寺 大僧正 七十 S 

はかりな き 命 保た むちり ひぢの 浮世 をよ そに すみの 山人 

寄 道 祝 

年々 に 繁りそ ひつ 、 言の葉の 正しき 道ぞ 代々 に榮 えむ 

その ま 、 に 神代の 姿傳へ こし 大和言葉の 道、 ぞ 正しき 

月 星の 國の敎 へ も 傳へ來 て 我が 日の 木に 敷 島の 道 


松 山 m 一  下 5^ 


九 四 


^山 集 下 雜 


0 この 君 竹の 異？ 怙0 支那 晉の王 

子献が 竹な 植 ゑて：^ 可 3 一  日 無 一一 此 

君 一耶 ミぃ へ るより ぉづ。 


0  VJ かへ りの 花 十 返 花 0 松 の 花 0 

〇 さきく さ 箪の名 。諸說 あって 

定かで ない 0 1 種の， お-草 VJ す 0 


0 镜 のうら f 國館 山灣。 


〇，f 津岛姬 和歌 流-近く にある 小 

島 0 衣 通姬を 祭る 神 赴 あり 0 


九 五 0 

寄 都 祝 

大君の 惠みを 四方に 敷 島 S 都の 手ぶ り 千代 も か はら じ 

寄國祝 

春の 來る あづまの えぞが 貢ぎ もの 年に 數 そふ 秋 津 春の 國 

寄 竹 祝 

窗 にめ でしり へに 梳ゑ てこの 君の 齡かぞ ふる 宿 は 幾千 代 

寄 松 祝. 

契り 置く 末 や 幾千 代い く 本の 松に ともな ふ老 S 齢 は 

とかへ りの 花 百年 やさきく さの みつ 葉 四つ 葉の 軒の 松が 枝 

寄 鶴 g 或 人 七十 贺 

七十 はま だ 雛 鶴の 末 遠き 千代の 齢 やな ほ 契 るら む 

寄 鏡 祝 

朝な くむ かふ 鏡の うらに すむ ra 鶴の 齢 や 君 保 つらむ 

寄 神 祝 

代々 かけて 和歌の 沛人 仰ぐ らし ひろ ふ 首 葉の 玉 津島姬 

深み どり 變らぬ 色に 幾と せか 賴む北 野の 松の こと S 紫 


松 山 歌集 者 撿校保 己 一 之 所 吟詠 也 同輩 若 杉 氏 蔵本 借 得 焉 

于時 安政 三 I 歲 三月 旣望 

松 村 


集 終 


松 山 m  、下 " 


九 五 一 


山 


I 


行 鼓 n 三 月八年三和1»^^ ' 刷 印 H 卜 三. n 


東京 市 神 田 錦 町 一 丁目 五番 地 

者  小川 菊 松 

東京 市 本所區 樯ー TH 二十 七 番地 

者  西  尾眞八 

東京 市 本所區 醒撟ー 丁目 二十 七 番地 

者  凸版印刷 株式 會社本 所 工場 


東京 市 神 田 區錦町  一 丁目 五番 地 

誠 文 堂 新 光 社 

電話 1 一一 一 ーヨ 

振替 東京 四 五三 四 〇 番 


I 

► 


